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131 学校教育　………・……・…・…・一・…………・・……・…………299 60年度から 58（㊤） TV

132 地域社会と学校　……・……・……・…………・・……・…………301 62年度から 61 TV

133 言語と教育　…………・……・・………………一・……・……・一・303 62年度から 61 R

134 文化と精神発達　………・…・……・…………・…・…・…………305 62年度から 61 R・

135 青少年文化　……・∵……・…・・…………・……．．＿＿．．＿＿．307 60年度から 59（㊤） TV
136 青少年の指導　………・………・・…・……………・・……………309 62年度から 61 TV
137 カウンセリング　・ゼ…・…………………………・…・・…………313 63年度から 62（㊥） R．

138 パーソナリティ論　…・・…｛……・…・・………・………・・………315 62年度から 61 TV

139 人間関係論…・…・…・……・…・・……………・…・・……………317 62年度．から 61 TV

140 知能と創造性…・岬・・‘・…一・……一……一・……………319 60年度から 59 TV

141 認知と思考　………………………………・・…・………………321 63年度から 62 TV

142 教育評価　………………………・……一・……………・・…・…323 62年度かち 61， R
143 乳幼児の健康と心理　…………………………………………325 61年度から 60（㊤） TV

144 児童の心理と教育　……・・…………・…………・…・…・………327 61年度から 60（㊤）． R

145 青年の心理と教育　・一……………・・…………………………329 63年度から 62 R

146 障害児の心理と教育　………・…・………………………・……331 60年度から 58（㊤） R

147一 生涯教育論………………・……・…・………・・…一…………333 60年度から 59（㊤） R

148 言語障害　……………・…・・……………・・…・…………………335 61年度から 60（㊤） R

149 発達と教育三論　一……………………・・……………・……… 63年度から

楓
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　’翌P79・・ 社会構造と社会変動・・∴・∵………・………・……』…………・402・ 62年度から
・ヒ

o｝1　い R1
180「・ 　　　－．n域社会学6∵一一∴∴・・…一一…・一・一・卿一・……406冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「i「」 　　　　「　　　　　　　LA52年度から・ r　6i・ ？v、．

181 地域と生活　………一……・・………∫・…・…・・・………………408 62年度から 61 TV
奄W2 マネ：コミニ』4ケーション論1　…∴∴・……∴…・ざ…………∴1410　 60年度から 　」「T8（㊤） 一　TV噛’

@　　　：
ユ83 マネコミニー』・ケーシゴン論皿1㍉…・・………∴・……・・…・……412 ’60年度から 58（㊤〉 ・． fTV，’

184・・ アジアの社会…∴∴・……1・・∴・……・…………し・……………414 63年度から｝ 、62（㊤）・己ゴ ・TV・

185∴ 社会と経済特記　・・∴∴……・・……∴………・・…………・函・・… 63年度から ■「’

l
　
l
」
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郵

63年度改訂鼠殺科目・

186

P87

P88

裁判と国民生活’・……∴………・・………………・」由・∵一…416　　　　　　r

謗O世界の政治　∴・∴…∴・………・……∴…………・…………420

63年度から

ｨ年度ゆら
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，　62r「1

@　．@、62・・
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「：lTV∫

@　　　，@ζ
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■　　　　　　7・産業と技術専攻’

199 　　　　　　　　　　　　　　　　LZ術史・技術論・∴一二∴∵…∴一一一…・一一…一6・422 61年摩から ’60’ ’T∀、．
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

190 　　　　　　　戸．Y業技術の動向ヒ1・………・…∴……………一…・・………一424 62年度から・’
．’

U1（㊤）’ TV．

1bi
　　　　　」　　　　　　　　　一　　　　　　、

Y業技術の動向丑レ∴一や…・∴・∵…・∴一・・…・∵…一…426 63年度から 162〈㊤〉’ “1 sV
19ゑ 産業社会学．…ら…∴……・…・∴・……6・・…・…・・……6・………・428 60年度から ず∫58一 Rl．

　　　　　一 1

193 産業地理学　……・…∴…・轡・………ポ……66∴・・…………』・・…430 60年度から 58（㊤） 「㌧TV

194 産業と情報　…・…漏∴∴・…・一……・・6・…繭・・…・………・……433・ 60年度ゆら ．58（㊤）・ R’，・

マ196 産業と企業1・∴ニー…」・1・・∴一…………………・……・・…・…435 一60年度から一 59（＠）・
　隔

u：TV
．幽

1961 産業と資源　一・∵・・冨…∴画…∴・∴・…・……・……・……6………・437 61年度から圏 1「

@60弓 、　H．　　　b
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Y業と環境　　・。・・・・・・…　の三三・∴・…　」・。・…　。・・・…　。・。…　。・・。…　。・・◎・・・…　439 60年度から 58（：㊤）． ’TV

19ε’ ’61年度から 「・ U0「「 「TV　　’

@　　二
19白層 人事・労務管理画・∴∴・・…・一…“一・“・・酉一・…・・一“・443 60年度から ．・ T8， R・．

　　　　　　　　　．m　　　　　　　L ：
200 労働経済学’…∴画∴∴…〕…∴…………一………・…・巾・…445 61年度から ・60ビ ・　R・

乞01 経営分析と財務管理・∴∴・∴∴∴・…・・…・・……・………・…・…447 62年度から・ ・61 ・　R

m

20£ 企業と会計1卿・∴・∴・∴一・……・∵・・・…一………・一…・…449・ 61年度から一 60 ・TV

，ヒ■
ρ噛

203 企業ど会計皿一・・婦繭・……・；∴……・・………・…・・…繭・……451－ 61年度から 60♂ R
264’ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　■}ーケテ’イッグ∴一∴…・・碗一・一・一一・一一…一453 62年度から 1　・58，’ R∫
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ヒ209・ システムー工学．一一“…・・一伽…一…・一・．一…一………・…463・ 鉦年度から ’二・詫60．、1．‘ TV績’。

210・． 人間工学……1・・．…∴…・一・ゆ加…・…一・而一…・・一一伽…465 63年度から
噛．1、．62、毛

一石’ sV．、、．

@　　　　　　　冒
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Q26、 知識と学問の構造・諭一……一・…’………’……’”●………492 60年度か．ら1 58 R一

227－ 行為と規範価…・・碗∴…・・…………・…・……・……・・．・・………494 60年度から’ ・　　58一
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Q28… 美の本質と様態　・…巾∴…一…・・…………・……・…・……一496 62年度から 61（㊤）． 　　．
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　　　玉　　　　．

Q29・ 文化人類学＝………色…一」…・……’…………’…………’．…ご498 　　　　　　　　．．U1年度から 60 ．TV．

9

2301 アメリカ論1一…………・・…・…………………………………500 61年度から 60（＠） TV．・

231 アメリ．三論皿、…．一・・卿．・り…・9．……・…………………………502 62年度から、 61 ．TV

2321 アジア論1　・・b・・6…一…漏……一一……一．…一・…一．＿・．．．．504． 60年度から・ ∫59（㊥） 凡・ql　．
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233 アジア三三　・・………………・………・…・……・………………506 62年度から 61（㊤） TV

234 ヨーロッノく言命皿　　・・・・・・・・・・・・・…　。・・・・…　。…・・・・・・…　…・・一…　…・…　508 62年度から 61 TV

235 アフリカ論　・……………一…………一……………………510 62年度から 61 TV

236 日本文化三三　…・…………’…’…’…………’…’～…’………511 63年度から 62 R

237 哲学思想史　・…………・……・……………・…・・………………513 62年度から 61 R

238
社会思想史　………………・・……・……………………………515　　　　　　　　　　　　　、 60年度から 58（㊤） R

239 宗教理論と宗教史　……………・………・……………・………517 60年度から 59（㊤） TV

240 歴史の理論　…・・……………・…・・……………・……………・・519 60年度から 58（㊤） R

241 記号と人間　・・………………・・…………・……・………………521 60年度から 58（㊤） TV

242 構造と解釈　……………・…・・……………・一・………………523 63年度から 62 TV

243 美術史と美術理論　……………・・…・・…………一…・………525 62年度から 61 TV

244 音楽史と音楽論　……………一・・…一……・…・…・・…………527 60年度から 59 TV

245 演劇史と演劇理論　………・・………・……………・・…・………529 63年度から 62 TV

246 文芸史と文芸理論　……・…………・………・……・…・・………531 61年度から 60 R

247 民族音楽　………・……・…・……………・・…・…・・……………・533 62年度から 61 TV

248 日本言語文化論　………………一・…一…・一・…………・・…535 60年度から 58 R

249 和文古典1　………一……・・………………………’…一…537 60年度から 59（㊤） TV

250 和文古典皿　…，……＿＿．．．＿．＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿．．53g 61年度から 60〈㊥） R

251 和文古典皿　………………・…・…一・………・・……・……・…541 62年度から 61 R

252 和文古典W　・・……………・…………・……・・…………・……・・543 63年度から 62 R

253 漢文古典1　……………・一・一…一………・……’・・一一545 62年度から 61 TV

254 漢文古典皿　…………………………………・・…・…・・……一547 62年度から 61 R

255 近代文芸1　……・…・一一・…一……・……・一……………549 62年度から 61（㊤） R

256 近代文芸皿　……………・・…・……………・・…・………………551 63年度から 62 R

257 イギリスの言語文化　……・・…………・……・・…………・……553 61年度から 60 TV

258 アメリカの言語文化　・・………………・………………………555 61年度から 60 TV

259 ドイツの言語文化　……………・・…・…………………………557 61年度から 60 TV

260 フランスの言語文化　……………・一・……………・・…・……559 60年度から 丁58（＠） TV

261 ロシアの言語文化　……・……一…・一・……………・………561 60年度から 58 TV

262 アメリカの言語文化皿　………………………………………563 63年度から 62 R

263 ドイツの言語文化E　………・・……・……………一・・一……・565 63年度から 62 TV
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鴻Vアの言語文化遅　……………・…・・………………………569

ｼ洋古典　・…・………・…………∵・……・一・’・・一……………571
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63年度改訂開設科目

268噛 哲学的人間学　…・1……急…一・……・…………・……………・・573 63年度から 62 TV：

269 宗教学を学ぶ　…・一・，・……・…・・……・…………・・∵・………575 63年度から 62、（㊥） R

270 歴史の理論　………・・扁∵…・・…………・……・・…・…………・・577 63年度から 62 R

271 日本文化史……………………………………………………579 63年度から、 62 TV

272 音楽史と音楽論　…………・・……・………・…・……・……叩…581 63年度から 62 TV

273 上代日本文学　……………・…・・…………・…・…・・……∴……583 63年度から 6を1㊤）
R

＼

∫

274 物理科学史　…………・…・…・……・・…………・………………585 60年度から 59 R

275 生命科学史　………・・……・……………・…・・…・……………・・589 60年度から 59 R

276 宇宙の構造と進化　…………・……・・…………・・……・………593 61年度から 60 TV
277’ 太陽系の科学　……………・…0…………’…’…”……………597 62年度から 61 TV

278 宇宙像の変遷一一……・…一………一・一…一・一一・599 62年度から 61（㊤）T TV

279 地球の科学1　……………・…・・…………・…一…………・…601 62年度から 61 TV

280 地球の科学皿　………一・…一・……・……・・一・・……………603 62年度から ．　　61 TV

281 地球像の変遷　∵………………・…・……………・・……………605 a）年度から 59（㊥） TV

282 大気と海洋　…………・……・・…………・…一・…………・・…607 61年度から 60 TV

283 生態学概論　………・……・・………………………・…………・・609 61年度から 60 R

284 現代資源論　……………・…・一……・………・…・一…・………613 61年度から 60 R

285 現代物理学1　………………・・………・……・…・………一…617 63年度から 62 R

286
現代物理学皿　……∴………一…・…・……・………’…………’619 63年度から 62 TV

287 物質：の科学1　・………………・一…………………………＿621 62年度から 61 TV
9

288 物質：の科学E　……・……・…・……………・・…一一………・625 63年度から 62 R

289 物質の科学H・・…一…一・…一一………・…………一…627 63年度から 62 TV

290 脳と行動　…………………………∴………・………∴………・629 60年度から 58（㊥） TV
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＝現代の入間観と世界観＝（TV）

〔主任講師1中埜　肇（放送大学教授）〕

全体のねらい

　私たちがいま生きている現代という時代には、入間と世界について、他の時代には見られない独特

の考え方があるはずである○それを、科学・哲学・文学・芸術・宗教という5つの分野について、講

義と対談によって考えてゆく。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 序　　　　　　論

　まず「現代」とは何かを考え、「現代」の思想

I・文化的な特質と．それにもとづいて形成され

ｽ入間観と世界観の全般的な特徴を概括する。
中　埜　　　肇

i放送大学教授）

2
自然科学的世界像
ﾆ人間亙

　17世紀の西欧で遂行された　「科学革命」は、

ﾈ学的自然観を定着させ、世界像にも多大の影響

�^え、さらに科学技術を基盤とする機械文明の

烽ﾆで、人間観の変革をうながした。まず、この

�j的経緯を概観する。

中　埜　　　肇

i　井　　　博
i東海大学教授）

3
自然科学的世界像
ﾆ人間嚢

　20世紀になると、新物理学理論、特に量子論の

`成によって、世界像は「古典胸から「現代的」

ﾖと変貌した。因果律に代って確率統計法則が科
wの・基本となり、新しい型の機械論が登場してく
驕

同　　　上

4
自然科学的世界像
ﾆ人間皿

　機械論の影響は生物科学に及び、生命の機械論

I解明を澄し進め、人間の科学的理解を深めるの

ﾉ：役立った。しかし、この傾向に全ぐ何の問題も

ﾈいかどうかを検討し、これからの人間像につい

ﾄ考える○

同　　　上

5
現代哲学から見た
l間と世界1

　現代哲学を大別すると、「考える我」を中心に

?ｦたドイツ・フランス系の超越論的哲学と、実

ﾘ主義的発想を受け継ぐ英米の分析哲学とに分か

黷驕B世界と人間の見方はこの二つの流れでどの

謔､になるか。

中　埜　　　肇

|　市　明　弘
i京都大学教授）

6
現代哲学から見た
?ﾔと世界盈

　「ことがら」に即して考えるという実証主義の

ｸ神を生かしつつ、同時に素朴で日常的なものの

ｩ方を徹底的に反省することから、現象学や解釈

wという、新しい世界と人間の見方が成立する。

同　　　上

7
現代哲学から見た
l間と世界璽

　現代思想の特徴は、これまでの実体的な見方を

rして、物を機能や構造のなかにとけこませるこ

ﾆである。しかし私たちの具体的な世界概念や人

ﾔ経験は、むしろ逆に「物」や「個体」という見

福ﾌ確立を求めばしないか。

同　　　上

一1一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
現代文学に現れた
?ﾔ像と世界像1

　まず、文学は人間・世界をどのように捉えるか

�lえる。つぎに現代文学の〈現代性〉とは何か．

�lえる。そして現代文学を構成する主要な流れを、

@心理主義的文学②マルクス主義的文学③ギ亟ト教

蜉wに恐し、それ熟の燗観世顯を考える。

中　埜　　　霊

R　形和美
i筑波大学教授）

9
現代文学に現れた
l間像と世界像簸

　上の三つの主要な流れを代表すると思われる作

ﾆ・作品をあげ：ながら．現代文学にあらわれた人

ﾔ像・世界観を具体的に確認してゆく。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

同　　　上

10
現代芸術から見た
l間と世界亙

中　埜　　　肇

掾@成　隆　士
i筑波大学助教授）

11
現代芸術から見た
l間と世界簸

　自分で直接に：見ることのできる自分の顔かたち

ﾍごく限られており、それについて多くを知ろう

ﾆするとき、鏡や他人の眼のよう：な媒介が必要と

ﾈる。現代人と現代社会がいかなるものであるか

�mろうとするときは．われわれにとって事態は

ﾞ似の構造をもって痴り、われわれは人間と世界

�fす鏡やこれらを捉える他人の眼を必要とする。

|術作品はこのような意味での鏡のひとつであり、

|術家は同時代を客観視する鋭い眼である。

@一このような認識にもとづいて．ここでは主と

ｵて造形芸術の具体例に：よって、現代の個人とし

ﾄの入間喝人間関係、生態系としての社会の基盤

ﾅある環境世界の特徴をさぐり、その意味を哲学

Iに考える○

同　　　上

12
現代芸術から見た
l間と世界皿

同　　　上

13
現代宗教から見た
?ﾔと世界1

　宗教の性格と本質は冨その崇拝の中心である神

ﾌ内容に：よってきまる。神概念は、ω非形態的、

G形態的、◎人格的の三つに分けられる。そのう

ｿ真の超越性は人格的独一神に求められる。

中　埜　　　肇

ｬ　川　圭　治
i筑波大学教授）、

14
現代宗教から見た
?ﾔと世界∬

　入間を客観的に見る科学の立場に対して、哲学

ﾅは主体としての人間そのものをとらえる。その

蜻ﾌの中心を人間の理性に澄く自律的・内在的・

蜉ﾏ的な見方に対して、超越者としての神から見

髓ｴ越的・客観的なとらえ方がある。

同　　　上

15
現代宗教から見た
l間と世界皿

　入間のとらえ方に二種類があったように、世界
ﾉ対する見方にもヨ内在的・主観的＝なものと超越
I・客観的なものがある。前者で世界は人間の活
ｮの場所、利用する資源となる。それに対して世
Eを与えられたものとして、世界そのものとして

ｩる立場があるはずである。

同　　　上

一2一



：＝ ?ﾔの歴史＝（R）
　　　一一宗教にみる日本女性史一・

〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕

全体のねらい

　日本入の歴愛的探究の中で最も論くれているのが、女性史の分野である。その理由として、日本の

女性の社会・政治・文化等々の分野への参加が、時間的・量的におくれたことが考えられる。その点

に澄いて、史料的にも若干恵まれているのが宗教の分野である。本講では日盛女性史を宗教の面から

具体的に探究するのがねらいである。

回 テ　　　一　　　マ 内’　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本史上に登場する女性をかぞえあげ、日本女

性の政治的・社会的等たの分野への進出の診くれ 笠　原一　男

1 日本史に：みる女性 を歴史的に概観する。それをふまえて、宗教の世界 （放送大学教授）

に澄げる日本女性解放史の概略を、、古代から現代 小　栗純　子
へと歴史的に辿って、本講の予備知識にあてる。 （中央学術研究所講師）

日本の古代仏教の大寺院＝聖域が女性の立ち入

“2 古代仏教の聖域と

乱ｫ

りを頑強に拒否し、女性の成仏・往生に澄いて男

ｫと差別する実状を具体的にながめる。そしてそ

､した歴史的事実がなぜ生まれたかを史料によっ
。小　栗　純　子

て探究する。 ｝

古代の巷で生活する女性と古代の仏教との関係

を、往生伝や御利益説話を史料として探究する。

3 古代仏教と巷の女性 それらの往生伝などにみえる女性は、極楽往生の 笠　原　一　男
ために、どのような宗教的・人間的・倫理的条件

が要求されたかを具体的に考える。

往生伝に：みる巷の女性の極楽往生の伝承を整理

すると、往生に必要な宗教的条件と人間的条件が

4 女人往生の諸条件 知られる。ここでは往生伝を史料として古代の女 同　　　上

性の往生の有様と条件を具体的に探究する。

鎌倉仏教の誕生によって、仏教の救いが出家・

在家を問わず、全日本人に開放された。ここでは

5 鎌倉仏教と女湯往生 鎌倉仏教の特質を古代仏教との比較のなかで考え、 同　　　上
女人往生論誕生の必然性一ともいうべきものを探究

　　　　　　　　　　　　　，ｷる。

鎌倉仏教の最初め開祖が法然である。ここでは

法然の『御家人の妻への手紙』『無量寿経釈』『念

6 法然の女人往生論 仏往生要義紗』『百四十五箇条問答』『法然上人 小　栗　純　子

行状画図』などを史料として、法然の女人往生論

を探究する○

平家物語は全巻を通して仏教思想で貫ぬかれて

いる。そこには平家の公達や平家にまつわる女性

7 平家物語と女人往生 の生活がえがかれている。ここでは白拍子（三王 同　　　上
・砥女・とじ・仏）から皇后建礼門院にいたる女

人往生について考えてみる。

一3一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 親鷺の女人往生論

　親鷺の思想は「悪人正機」と「不断煩：悩・得渥

q」に象徴される6ここではそれらの親鷺の思想
�w歎異抄』などで究明し、親驚の思想に置ける

乱l往生論誕生の必然性ともいうべきものを探究

ｷる。

笠　原　一　男

9 道元の女人成仏論

　道元は古代仏教の聖域に澄ける修行の男女平等

_女人成仏論を最も強烈に：主張した人である。

ｹ域の破壊こそ仏恩報謝になるとまでいっている。

ｹ元の修行に澄げる男女平等論と女人往生論をそ

ﾌ著『正法二二』によって考えてみる。

同　　　上

10、 日蓮の女人成仏論

　日蓮は『女入成仏紗』『女人往生紗』『日二女

ﾟ迦仏供養事』『千日尼御前御返事』『月水御書』
ﾈど多くの女人成仏論・女人往生論を書いている○
垬@の女人成仏論には．「女人為本」の思想の見ら

黷驕Bここで日蓮の女人成仏論・女人往生論を考

ｦてみる。

同　　　上

11 存覚の女人往生論

　存覚は本願寺創始者覚如の長子で、鎌倉時代の

`宗の磧学である○後の『思入往生聞書』は、後

｢め女人往生論に大きな影響を与えている。予覚

ﾌ女人往生論には、ギ女人正機」の思想がみられる。

ﾈ上の問題をf女ん往生聞書』によって考える。

同　　　上

12 伊納の女人往生論

　蓮如は本願寺の中興の祖といわれ、戦国乱世の

ｯ衆k念仏の救いをひろめた人である。綿甲は御

ｶとよばれる数多くの手紙で布教している。ここ

ﾅは御文塗通じて、蓮如の女人往生論を考えてみ

驍p

　
　
同
　
　
　
上
丸

13 近世の女人往生論

　本瓢寺・高田専修寺・仏光寺は近世社会に旧い

ﾄ、大幅な発展をとげた。ここでは本願寺法主の

竭ｧ』、高田専修寺の稿甲御割、仏光寺のr仏
�寥苡早x、それに巷の布教書としての『女人教化

W1などによって、近世の女人往生論を探究する○

小　栗　純　子

14 近世の女人往生伝

　古代の巷に澄げる布教の手段どしての往生伝は・

ﾟ世に入って大幅に：復活した。その数は彪大なもの

ﾅあるdここでは浄土宗系、仏光寺系、高田専修寺

nなどの往生伝と本願寺系の影取人伝によって、近

｢に澄ける女人往生の諸条件を具体的に考えてみる。

同　　　上

15
女人往生思想の回

ﾚと展望

　以上14回にわたって日本の女性が古代から近世
ﾉいたる間、宗教の世界に澄いて厳しい差別から

�冾ｳれて来た歴史を探i究して来牽。ここでは・

ｻの流れをもう一度ふり返えり、更に近代から現代

ﾉ於ける女人往生思馨の流れを展望するQ

笠　原　一　男

ｬ栗　純　子
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　　　　　　　　　　＝文化の形成と普及＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　一日本仏教の形成と普及・一

　　　　　　　　　　〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕

全体のねらい
　日本人は外国に学ぶことによって、数々の文化を形成して来た。そのなかで、最もながい歴史と普

及度を誇っているのが仏教文化である。日本仏教の形成と普及の歴史のなかで、仏教界の宗祖雛英雄

が果した役割に視点をむけて考える。な委でも、親驚と蓮如を具体例として・文化の形成と普及とい

う問題を考えてみる。

回 テ　　　一一　　マ∂ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本仏教の形成

　インドに生まれた仏教は、中国・朝鮮を経て、
U世紀の前半に日本に伝わった。そのインドの仏
ｳは、飛鳥・白鳳、奈良、平安をへて、鎌倉時代
ﾉいたる約700年の間に、仏教の日本化の道を
Hった。その間の事情を、仏教伝来から鎌倉仏教
ﾌ誕生の歴史のなかで考える。

　笠　原　一　男

i放送大学教授）

@小　栗　純　子
i中央学術研究所講師）

2
奈良時代の民衆と

ｧ教

　奈良時代の仏教は、どのようにして民衆に普及
ｵていったかを、布教の姿を通じて論ずる。そし
ﾄ、日本霊異記の世界によって奈良時代の仏教が、

ｯ衆や社会にたいして果した役割をのべる・そこ
ﾉ見られる奈良時代の仏教の救いは、悪人切り捨

ﾄであった。

同’@　上．

3
平安時代の日本人
ﾆ仏教

　平安時代の日本人のなかに、仏教がどのように
ｵて浸透していったかを、数々の往生伝を用いて
lえる。平安時代の仏教が日本人に教える往生、
ｬ仏の条件は、正直・慈悲を実践することであっ
ｽ。・平安時代の仏教が説いた仏の救いは、善人こ

ｻ救われるという「善人正機」であった。

同　　　上

4
仏教の普及と鎌倉

ｧ教

　インドの仏教の日本仏教化の終着駅は鎌倉仏教
ﾌ誕生であった。鎌倉仏教によらて、仏教が日本
lのすべてに普及して行く条件がととのったので
?驕Bその事情を、猟倉仏教の特色、法然、親鷺
ﾌ発見した救いの道と救いの条件などを例として

_ずる。

同　　　上

5 比叡山の親旧

　親鷺は叡山に登り、あらゆる修行の末に、人間

ﾌ本質は煩悩の深い悪人であることを知った。そ
ｵて、煩悩具足の悪入を優先して救ってくれるの
ｪ弥陀の本願の念仏であることを知った。親鷺は、
Q9歳までの叡山の生活のなかで、悪人正機の思

zに到達した。

同　　　上、

6
悪人正機と本願ぼ
ｱり

親鷺の到達した思想は「悪人正機」の一語に：つ

ｫる。悪人左図の思想を最も端適に説いたのが
w二心抄』に収められている親旧の言葉である。
w歎異抄』を史料として、親鷺の悪人正機の思想
�､に考える。そして、悪人正機と不可分の関係
ﾉある本願ぼこりを論ずる。

同　　　上

7 親旧　の　世界

　親鷺をめぐる思想的・人間的等々の問題を、『歎

ﾙ抄』を史料として、共に解読しながら考える。
ｻこでは、親鷺に託ける師と弟子、報恩の思想、

恃ﾟなどの問題を中心として論ずる。さらに、民
Oへの念仏の普及に大きな役割を果した『和讃』

�ﾇむ。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 念仏の普及と弾圧

　民衆のための宗教が普及する時、必ず澄こるの
ｪ政治権力による弾圧である。親鷺による念仏の
z教と、その成果の増大に比例して澄こったのが
ｭ治権力からの念仏の弾圧であった。庭面は政治
?ﾍと宗教とのあいだにおこった弾圧にたいして、
ﾇのような態度をとったか。

笠　原　一　男

ｬ　栗　純　子

9 親旧　の　流罪

　霜葉の激しい布教は、親鷺の身に政治権力によ
髣ｬ罪という事態を生んだ。親鷺は流罪について
ﾇう考えたか。親鷺は配流の地越後で、どのよう
ﾈ生活を送ったか。やがて流罪を解かれた親鷺は、
Vしい布教の地として関東を選んだ。関東の農民
ﾉたいして親子は何を与えようとしたか。

’　　同　　　上

10
親鶯におげる政治
?ﾍと宗教

　親鷺の念仏布教は京都で親鷺を流罪に追いこん
ｾ。その後、親鷺は関東で20年間にわたって、
O仏の布教を弥陀への報恩と考えて、激しい布教
ﾉあった。その結果、関東に油ける急激な念仏の
°yがみられた。ここでも親鷺は、また葦た権力

ﾉよる弾圧をうけた。

同　　　上

11 三冠以後の真宗

　日本の仏教界が生んだ英雄親鷺は、鎌倉時代の
ｯ衆に念仏の救いを大幅に普及させて世を去った。
e鍵以後の真宗を、室町時代の畏衆に普及させた
ﾌが仏光寺教団であった。仏光寺を真宗諸派の中
ﾌ王座につかせた秘密とはなにか。それが名帳と
G系図であった。

同　　　上

12
戦国時代の真宗と

@如

　真宗の王座を仏光寺の手から本願寺に奪いとっ
ｽのが、本願寺第八代法主蓮如であった。蓮如が
ｶまれたころの本願寺は寒々としていて、参詣の
l一人もなしといわれるほどであった。その本願
宸�uあたかも仏国が如し」といわれるほどに中
ｻしたのが憎憎であった。

同　　　上

13 御文の世界

　蓮如による念仏の普及には、いろいろの条件が
ｻろっていた。畑物がとった布教の特色は手紙、
ﾂまり御文の活用であった。ここでは御文を共に
�ﾇしながら、蓮如の思想の種々相を究明するぴ
O仏者の理想像、乱世を生きる方法、念仏は現世
?vの思想、女人往生などに論及する。

同　　　上

14 念仏の発展と＝蓮如

　蓮如は戦国乱世の民衆に念仏を普及させるため
ﾉ、あらゆる努力を惜しまなかった。画論はまず
ｯ衆を身近かに引きつけることこそ、布教のため
ﾌ第一歩であるという。そのためには、布教者は
u：貴族ぶるな」といっている。民衆の心のつかみ

福ﾈどを具体的に教える。

同　　　上

15
一向一揆～激励の

｢と仏教～

　二二の努力によって戦国時代の民衆が、念仏に
謔ﾁて救われ、本願寺によって大幅に：組織された。

{願寺教団の発展は、それぞれの地域に政治権力
ﾆのあいだに、武力闘争や反体制的動きを生んだ。

ｱれが一向一揆であった。

同　　　上
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・＝ ｶ学と芸術＝・（TV）
〔主任講師　今道友信（放送大学客員教授）〕

全体のねらい
　文学を世界文学の視野に澄いてとらえることは、古今の文学者や哲学者の夢のひとつである。漱石

の文学論もアリストテレースの詩学も、時と処とを異にしても、その夢を果たそうとした企てであっ

た。本講義は、国文学と西洋文学とにわたって、テキスト研究を介し、文学を他の芸術との照応に診

いて、省察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

⑳ギリシャ文化について

西洋文学の起源一 ・文学の概念 今道　友　信
1 ホメーロスとヘー

・叙事詩について
（放送大学客員教授）

シオドス

・仔情詩

2
古典ギリシャの文学

@拝情詩と劇詩

・ギリシャ悲劇　　　　　　　　　　　　　　♂・喜　劇・その後のギリシャ文学

同　　上

・ローマ文化とキケロ．一

・詩人たち

3 ローマ古，典文学 ・ローマの芸術 同　　上

。聖　書

4
聖書の世界と超自

・旧約聖書と芸術

E新約聖書と芸術 同　　上
然の光芒 ・超自然の光芒

・ルネサンス

5
ヒュ．一マニズムの

・後期ルネサンスの文学

E後期ルネサンスの芸術 同　　上
問題

・黄昏（Le　Cr6pusculaire）

6 黄　昏　　と　死

・：L！Insolite（異常なこと）

E死
橋　本　典　子

i放送大学助教授）

・近代人と批評の自立

7 模倣　と　批評

・『ラオコーン』・発想と批評・模倣と想像力

坂部　　恵
i東京大学教授）

・視点の多様性と時間
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1，有限と無限
2．永遠と時間

8 永遠　と　時間 3．瞬間と時間 今道　友　信

1．　フィクションとイメージ

9
フィクションとイ

＝[ジ

2．巨匠たちの群像

@不在の詩 同　　上

1．日本人の風土観
2．日本文学と自然 高　橋　良雄

10 日本文学の風土性 （東京女子大学短

期大学部教授）

1．　「万葉集」と「歌経標式」

11
歌論
u占今和歌集」仮名序

2．　「古今和歌集」仮名序
R．　「和歌体十種」　「新撰髄脳」　「九品和歌」

S．　「俊頼髄脳」

藤　平　春　男

i早稲田大学教授）

エ．女性の消閑の具としての物語と「源氏物語」

12
物語論

ｹ氏物語「螢」巻

2．物語の本質とは何か

R．物語論の語られる場
S．　「源氏物語」の達成に見合う物語論

秋　山　　　慶

i東京女子大学教授）

1．平安時代に於ける幽玄

13 幽　　　玄　　　論
2．藤原俊成に澄ける幽玄
R．鴨長明の幽玄論

久保田　　　淳

4．藤原定家の幽玄、日常語としての幽玄 （東京大学教授）

5．藤原為家から正徹まで
6．世阿弥に澄ける幽玄

1。近松門左衛門

14
演劇戯曲論

ﾟ松。南北。黙阿弥

2．鶴屋南北
R．河竹黙阿弥 諏訪ひ春雄

i学習院大学教授）

1．近代小説の揺藍期

15 現　代　文　学

2．近代小説の確立
R．回顧と移行
S．アメリカ大学の役割

三　好行　雄
i東京大学教授）

5．文学の現代的使命 今道　友　信
6．現代文学の状況
7．現代文学の課題
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＝生活と芸術＝（TV）
　　　　　　一日本生活文化史一

〔主任講師：熊倉功夫（筑波大学助教授）〕

全体のねらい
　日本の芸術は西洋の芸術にくらべて独自の性格を持っている。芸術が純粋にその美を目標として創

造されるのでは：なく．日本では生活の道具として制作される。また喫茶の習慣が、古今東西の美術工

芸を取り込んで、茶の湯という独自の生活文化も作っている。芸能と工芸を軸に日本入の生活と芸術

が結びついた文化の歴史を論じる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生活文化とは何か。平安・鎌倉時代の貴族を中

1 日本人の　生活

ﾆ芸術

心とする生活の芸術化とその伝統。日本人の生活
i衣・食住）の基本的なスタイルが確立した室町時

繹ﾈ降における生活た即した新しい文化とその普

熊　倉功　夫
i筑波大学助教授）

及。茶の湯を具体的に見ながらその意義などを考

えてみたい。

人類がいっから茶を飲用したかわからないが、
約二千年前の中国の文献には茶の記事が初めて現

2 茶の文化の成立
われる。中国の茶の文化は二代に大きく成長し、
坙{に：も九世紀に伝わっている。さらに鎌倉時代

熊　倉功’夫

に再び茶の文化が禅宗とともに渡来し、日本的な

展開をとげた。

「花を福に挿す」ことは、まず、仏に供える供 熊　倉功　夫
華として、とくに密教伝来の九世紀以降に盛んと

3 供える花と飾る花
なる。また平安時代の貴族は愛する草花を瓶に：立

ﾄて楽しんでいた。鎌倉時代の絵巻などを例に、

ｻれらの供花や観賞花が生活空間に取り入れられ

山　根有　三
i群馬県立女子大学教授）

てゆくさまを考える。

鎌倉末以後、禅宗を背景に数多く輸入された中

国界元時代の書・画・工芸品は武家や公家によって

4 南北朝時代の美意識 唐物として珍重され茶寄合や花合せが盛んどなる。 熊　倉功　夫
こうした転換期南北朝時代の美意識をバサラと呼

ぶ。異風異体のバサラの現代的意義を考える・

室町時代の武家文化の発達：に伴い、武士の礼法、

六礼、飲食などの面で新しい様式が完成される○

5 書院造りと茶の湯 そうした様式の一つの核となるのが書院造に澄け

髓モﾌ湯で、台子の茶といわれる規式正しい道具
熊　倉功　夫

の扱いや点前法が行われたといわれる。書院の茶

を再現しながら具体的に述べる・

「花を瓶に挿す」ことが、技術や方法となりは

6 室町時代のいけばな

じめたのは、室町時代、十五世紀の中璃その核
ﾆなったのは、座敷飾りの中心をなす「三具足の
ﾔ」o座敷飾りの普及は略式の飾りを生み、いけ

熊　倉　功　夫

R　根　有三
ばなの役割が増大する。それらを初期の花伝書な

どにより述べる。

京・堺などの都市には経済的に＝豊かな新興町衆

が登場する。彼らは武家貴族の遊びであった茶を

7 わび茶の成立
自らの生活のなかにあみな澄し、“やつし”の美 熊　倉　功　夫
ともいうべき粗相の美をもって茶の湯の建築や道

具を創造した。村田珠光と武野紹鴎の茶をと澄し

てわび茶の成立をみる。
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 千利休と桃山文化

　わび茶の大成者千利休は堺の町衆として生まれ、17世紀すなわち下剋上の時代を生きぬいた茶人であった。桃山文化をいうどるわびと黄金の文化、豊臣秀吉と利休の葛藤、かぶく美へのあこがれ等、利休の茶の湯と生涯を通して下剋上の文化とその

I焉をたどる。

熊倉功夫

9 茶　室　の　世　界

　わび茶の発展とともに完成された茶室とはどの
謔､なものであったのか。日常生活の様式を借り
ﾈがら、非日常的な体験を創造するために、庭や
ヮｺに新しい工夫をこらし主客の礼法を完成させ
ｽのがわび茶である。わび茶の茶室にみる特異な
�ﾔと造型を具体的に検討する。

同　　　上

10 池坊専好の立花

　室町末から座敷飾りとしての花以外に花を立て
驍ｱと自体を楽しむ花会が行われた○江戸初期の
辮?�V皇は寛永年間に宮中や仙洞御所でしばし
ﾎ花の会を開かれたが、その花会を指導したのが
r坊専好（二代）で、この専好によりいけばなの
ﾃ典、立花様式が完成。

熊　倉　功　夫

R　根　有三

11 桂離宮と寛永文化

　16世紀末の桃山文化と18世紀初頭の元腺文化
ﾌ間にはさまれた17世紀前期の文化を寛永文化と

ﾄぶ。社会が安定し洗練度を増した京都の文化の

ﾈかに伝統の復活と新しい意匠の創造が見られる。

j離宮を主題にすえて、近世文化の出発をたどりたい。

同　　　上

12 町人文化と建築

元腺文化の時代を過ぎると、真の町人文化の隆

ｷをみる。経済の実権が町人に移り、町人の生活

ﾌうちにさまざまの美術工芸品があふれてくる。

ﾜた町人の遊びの世界は遊廓や遊芸にひろがり、

ﾝごとな遊びの文化を作りあげた。

同　　　上

13 料理文化の系譜

　日本料理は見る料理ともいわれる。日本料理が

|能的な性格をその源流に持っていたためであろ

､。まず作るところを見せる式包丁、あるいは器

ﾌ美を誇る懐石料理。そうした日本料理の伝統を

`承と思想のうちにさぐってゆく。

同　　　上

14 近代の工芸運動

　江戸時代の民衆の工芸や、あるいは朝鮮半島の
H芸の美に触発された近代の工芸運動に、柳宗悦
ﾌ創始した民芸運動がある。そこには近代と反近
縺A西洋と東洋、都市と農村といった多様の問題
�ﾜみ、日本人の生活文化を考えるユニークな論
ｪ隠されている。

同　　　上

15 伝統文化と近代

　現代の日本人の生活は歴史上、かつて見ること
ｪなかった大きな変：革期を迎えている。伝統文化

ﾍますます現代人にとって理解が困難となる一方、
坙{文化に対する国際的関心は高まっている。こ

､した生活文化の現状を考え、将来への展望を得
ｽい。

同　　　上
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　＝日本の教育＝・（TV）

〔主任講師：深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい
　日本の教育の特色を、諸外国との対比を視野に置き、それと同時に、歴史的な系譜をふまえて掘り

下げていきたい。15回は、初等教育から高等教育への流れを追う形で構成してある・な論・巾の広

い視野を必要とするテーマなので、放送教材作成にあたって、さまざまな専門家の協力を得た。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の近代化を支えたのは教育の力だといわれ
る。たしかに、量的な普及という面で、日本の教

1 近代化と教育
育は、短期間に成果をあげた。しかし、質的な面
ﾅは、急連な近代化のもたらした歪みが見受けら
黷驕B近代化の光と影は、現在、どのような姿を

深　谷　昌　志

見せているのか。

教育の中心は、なんといっても、学校教育であ
ろう。そして、日本の学校は、社会的な期待に添

2 学　　　　　　校
つた形で、多くの機能を果してきた。しかし、こ
ﾌところ、学校の機能を見直そうとする気運が強 同　　　上

まっている。学校のどこに問題が潜んでいるので

あろうか。

！

教育費については、伝統的に、受益老負担をめ
ぐって論義が重ねられてきた。そして、公共によ

3 教　　　育　　　費
る負担への働きが世界的な傾向であった。しかし・

坙{に限らず、欧米でも、教育費の公共負担をと
同　　　上

の範囲にとどめるのかが社会問題になりつつあ
る。

日本の教育のひとつの特色は、知識や技術を伝

達するさいのたしかに見出しえよう。そうした成

4 授　　　　　　業 果が、学力の高さとなってあらわれるが、ここで
ﾍ、一斉授業の系譜をたどりながら、日本の授業

同　　　上

の持つ功罪を考察していきたい。

　教職のあり方をめぐって、聖職論や労働者論、
齧蜷E論などが論じられてきた。全体として、教

5 教　　　　　　師
師たちの間に、専門職志向への動きが目につく。
ｳ師たちは、専門職のイメージの試に、教職がど

同　　　上

のような形をとろのが望ましいと思っているので

あろうか。

明治以後の教科書をみると、授業の形態に応じ

ていろいろの種類のものがある。それらをみなが 天　野　正　治

6 教　　　科　　　書
ら「教科書とは何か」を考えたい。また、外国の

ｳ科書のなかに私たちにとって参考となるものを
　（筑波大学教授）

i国立教育研究所教授

探ってみたい。

私たちは学校というと、すぐに国語・算数・社
会といった教科を思い浮かべる。だが、教科とい

7 教　　　　　　科
うのは絶対不変のものではなく、歴史により、国

ﾉよってさまざまの形をとる。今、わが国や世界
同　　　上

に澄いて、教科の再編成がどのように進んでいる

かを探る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

入試は学力をはかることを目標にしているのだ

が、わが国の入試問題には知識・理解に関わる問

8 学　　　　　　力 題：が多く、思考力、興味・関心、意欲などの側面 天　野正　治
が軽視されている。国際学力調査の結果なども含

め、真の学力とは何かを探る。　　　　・

今、大学では制服・制帽がほとんど姿を消した
が、中学や高校の多くはそれを義務づけて澄り、

9 制　　　　　　服
「服の乱れは非行のバロメーター」などと言われ

驕Bそれは仮個性の型にはめる教育のあらわれで 同　　　上

はないのか。制服の歴史をさぐり、諸外国の様子
などもみてみたい。

校内暴力やいじめなど社会問題化している現代

の青少年非行について、その原因、背景、克服策

10 非　　　　　　行 などについて、実際にこの問題にとり組んできた 同　　　上

人々の提言をもとに考える。現代の青少年の規範

意識についても探ってみたい。

我国の高校生の28％が、そして大学生の74％
が、私立学校に在籍している。公立と私立の併存

が、日本の中等教育、高等教育の一つの特徴とい

えよう。これまでの日本の教育拡大は、そのかな 潮　木　守　一一

11 国　立　と　私立 りの部分を私学に、依存してきた。しかし、その

反面では、公私間の授業格差をもたらして回り、 （名古屋大学教授）

こうした経済負担の格差を、いかに考えるべきか

をめぐって、さまざまな議論がある。ここでは、

こうした問題点の検討を行う。

高校入試、大学入試をめぐって、さ査ざまな議

論がなされている。高校はいまや中卒者の95％
が進学するところとなっているが、その入試選抜

をめぐる競争は、依然として厳しいものとなって

12 入　　試　　選　抜 いる。一体、こうした入試競争の背後には、いか 同　　　上

なる背景がひかえているのであろうか。また、大

学入試をめぐっても、さまざまな改革案が提出さ

れているが、一体、日本以外の国々では、いかな

る方法がとられているのであろうか。

日本の産業の海外進出はめざましく、多くの国

々はこうした日本の経済的成功に、きわめて強い

関心を払っている。外国の関係者は、こうした日

本の奇跡の原因を、日本人の教育水準の高さに求

13 教育　と　産業 めたり、あるいは企業内訓練組織の充実に求めた 同　　　上

りしている。しかし、その反面、臼本の教育が余

り職業教育を重視していない、という事実を指摘

する見方もある日本では、一体、教育と産業とは、

どのような関係にあるのであろうか。
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回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本は学歴社会だとして、さまざまな批判塗あ

びているが、一体、学歴社会とはどんな特徴をも

つた社会のことをいうのであろうか。また、実際

14 学　　歴　　社　会 問題として、日本はどの程度まで、学歴社会とし

ての特徴をもっているのであろうか。こうした特 潮　木　守　一

徴は、どのような歴史的な背景から生じてきたの

であろうか。日本以外の国では、学歴とはどのよ
うな意味をもち、そこには、どのような変化が現

れはじめているのであろうか◎

人生一生涯が、学習の過程とする考え方が登場

するとともに、生涯学習論が多くの論議を呼んで

いる。社会生活の複雑化」職業生活の高度化は、

これまでの教育のあり方、考え方に、新しい発想

15 生　　涯　　教　育
の転換を求めている。‘生涯学習とは、一体どのよ

､な考え方を意味して澄り、現実問題として、生
同　　　上

涯学習はどうような形で、具体化されつつあるの

であろうか。新なメディアの登場とともに、人間

の学習スタイルは、どのように変わりつつあるの

か。
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＝人間と社会＝（R）
〔主任講師　加藤秀俊（放送大学教授）〕

全体のねらい

　社会と人間の関係を探究することは、社会学のもっとも中核的：な課題であると同時に、その明確化

はきわめてむずかしい。このコースの前半では、動物としての人間というわれわれの存在の根源にま

でさかのぼり、社会と人間の関係の多様性を学習し、後半ではそれをふまえて、現代日本の社会の諸

問題をとらえる手がかりを用意したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 社会とは何か

　「社会」ということばによって、どのようなこ

ﾆが意味されるのであろうか。この地球上に：生き

ﾄいる百万以上の生物界全体を見わたし、「種：」社

加　藤　秀　俊

i放送大学教授）

会をそのなかでの個体の役割を、ひろく生物社会 今　西　錦　司

学の立場からとらえてみる。
（京都大学名誉教授）

動物はかなり素朴な段階から社会を形成してき

2
動物　の　社　会
l　間　の　社　会

ている○そうした動物社会の諸相を具体的事例に

謔ﾁて紹介しながら動物社会と人間社会とが、ど

加藤　秀　書

ﾘ　高敏　隆
のような点で連続し、どのような点でちがうのか、 （京都大学教授）
についての問題点を整理する。

メラネシアの大部分は、まず国家形式をとげる

3 メ　ラネシア　の
?@間　と　社　会

以前の部族社会である。ここでは、主としてニュ

[ギニア高地の人びとが形成する社会をとりあげ、

加　藤　秀俊

ｨ　中幸　子
はげしいリーダーシップの交替の背景にある三二 （金沢大学教授）
因をさぐることをこころみる。

人類は、その初期の段階で、いわゆる狩猟・採

ア　フ　リ　カ　の
集社会のなかで生活していたとおもわれる。そう 加　藤　秀俊

4
人　間　と　社　会 した、定着社会以前の人びとの姿にちかいものが 山　口　昌　男

こんにちの世界にも存在する。それをアフリカの （東京外国語大学教授）

事例を中心にして考察する。

「社会」と「個人」という：二分法は、近代ヨー

ヨ　一　ロ　ッ　パ　の ロッパからうまれた。このふたつの観念によって 加　藤　秀　俊

5
人　間　と　社　会 意味されるものを、北イタリアの村落の事例に即 谷　　　　　泰

して検討し、その歴史的背景と現代に於ける展開 （京都大学教授）
をあきらかにすることをこころみる。

日本の稲作文化は東南アジアからつたわったも

6 東南アジアの
l　間　と　社　会

のとされている。農業的に定着した社会のひとつ

ﾌ事例として、タイの農村をとりあげ、安定した

加　藤　秀　俊

ﾑ　島　　　茂
村落社会と、そのなかでの人間の行動様式の諸特 東京外国語大学教授）
徴をとらえることをこころみる○

人間の社会は、大規模な定着化とともに分化を
とげるように：なつそきた○そうした分化のひとつ 加　藤　秀　俊

7 インドの人間と社会 に階層分化がある。インドのカースト制度はその 佐々木　高　明
一例であろう。その事例をつうじて、階層社会で （国立民三三三物館教授）

の人間の生き方をさぐる○
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 アメリカの人間と社会

　多くの社会は、たんなる階層分化のみならず、

ｳまざまな人種と民族の礼冠によって成り立って

｢る。そうしこ多民族国家の一例としてアメリカ
㍼O国がある。その多民族国家社会の諸問題と、

ｫ来への展望を考察する。

加　：藤　秀　俊

@DavidPlath
@or　J．Bailey
iアィオア大学教授）

9 拘束としての社会

　われわれの日常生活をふりかえってみても、社

?ﾍしばしば拘束的である。法律だの、制度、慣

K、あるいはしきたりと呼ばれるものはどのよう

ﾉして生まれそれらはひとりひとりの人間の行動

ﾆどうかわるのかを検討する。

加　藤　秀　俊

10 近代の組織原理

　かって、人間は地縁・血縁という原理によって

ｶ活していた。しかし、近代社会は、そのような

l間関係の組み方を根底からくつがえすことによ
ﾁて成立したとかんがえてよい。その社会変化の
ﾟ程を主題として考察する。‘

同　　　上

11 シンボルと社会

人間は、社会への帰属意識をすくなくとも潜在

Iに抱いている。それを顕在させ、かつ強調する

ｽめに、社会は、たとえばトーテムのような共同

o験の対象としてのシンボルをつくってきた。そ

､したシンボルと社会を考察する。

同　　　上

12 ひき裂かれた自我

　近代から現代に：かけての人間は、複数の集団に

椛ｮし、それぞれの集団で特定の役割をうけもた

ﾈければならぬ。そこでは「自我」とはなにか、
ﾆいう問いが浮き上ってくるしまた、そこから社

?a理的な問題も派生してくる。

加藤　秀　三

O三木　啓　吾
i慶応義塾大：学教授）

13 社会をかえる力

　人間と社会とは相互刺激的な性質をもつ。社会

ﾍ人間にたいして拘束的だが、同時に、人間こそ

ｪ社会をかえる力の唯一の源泉だ・技術革新をも

ﾜめて、そもそも社会の「進歩」とはどのように

ｵて生まれるのか、を問題とする。

高橋　　　徹
i東京大学教授）

14 日本の人間と社会

　まえにみた世界のさまざまな社会についての事

痰竅A現代社会の特質に関する考察をふまえて・

｢まの日本社会で、ひとりひとりの人間がもって

｢る行動様式や、それと関連する諸問題を整理し

ﾄ、生きた学問としての社会学を論ずる。

加　藤　秀　俊

15 社会と社会学

　これまでシリーズは、人間と社会のすべての問

閧�?ｫらかにしたわけではない。最終回では、

ｱれから受講者がみずからかんがえ、研究をつづ

ｯてゆくための三三領域を示唆し・主体的な学習

ﾌための手がかりをしめす。

青　井　和夫
i津田塾大学教授）
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＝社会生活と法＝（TV）
〔主任講師　山田卓生（横浜国立大学教授）〕

全体のねらい

　国家のような大き：な社会から会社・学校・同好会とい？た小さな社会にいたるまで、社会生活が秩

序だって営まれていくためには、法による秩序維持が必要である。もっと竜重：愚なのは、国家法であ

るが、慣習や習俗も重要である。本講座では、法の形態・役割、変動といった問題を考え：ながら、法

律を学ぶ基礎を提供したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 社会生活における法

　「社会あるところに法あり」といわれるように、

ﾇんな社会にも法が存在する。法なくして社会は
ｬ引立たないともいえる。法は社会のルーールであ

閨A規範であるが、国家の法律に限られない◎社
?ﾉ存在する種：々の社会規範：一慣習、習俗一との

ﾖ係で法を考える。

山　田　卓生
i横浜国大教授〉

2 法の存在形態

　法のうち国家法がもっとも大規模で、包括的で、

ｩつ強力なものである。そうした国家法は、どこ

ﾉ、どのようなかたちで存在しているかを、法の

ｶ在形態一成文か不分か立法府によるものか、

ﾙ判所によるものか一に分けて考えていく。

同　　　上

3 法　　と　裁　判

　国家法は、第「次的には裁判所を名宛入としてい

驕i裁判規範）。しかし、裁判所に澄いて適用される

ｱとから、国民もこれを順守する．ことになる（社

?K範）。法と裁判のこうした関係を前提にして、

ﾙ判のもつ影響力（判例法〉について考える。

同　　　上

4 法は誰がつくるか

　法をつくるものは誰か。三権分立の考え方から

｢えば立法機関たる国会であるが、国会による法

･のみならず、行政府による政令や裁判所による判

痰焉A法の一種として重要である。法がどのよう

ﾉしてつくられるかをつくり手との関係で考える。

同　　　上

5
法の種i類（1）
ｯ事法と刑事法

　法は私人間の関係に適用される民．事法と、国が

Y罰を科するための刑事法に分けられる。民事は
ｴ則として、私人のイニシアチブによるが、刑事
@は社会的利益を守るために国家的視点から適用
ｳれる。両者の差異を比較検討しつつ法の機能を
lえる。

同　　　上

6
法の種i類（2）
�@　と　私法

　私人間の関係を規律する私法（民事法〉に対し

ﾄ、国または公共団体を規律する公法がある。私

@は、私的利益を調整するものであるが、公法は、

�､的利益を目的とし、そのたゆ私讐とは別個の

@規制がなされる。

同　　　上

7 法の種類（3）
ﾀ体法と手続法

　法には、民事についても、刑事についても裁判
ﾌ基準となる実体法と、裁判を：なすにあたっての

闡ｱを定める手続法（訴訟法〉がある。法律に澄
ｯる手続は単なる形式ではなく、重要な人権説障
I機能がある。こうした観点から手続の意義を検
｢する。

　
　
同
　
　
　
上
」
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園 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 法の種類（4）
痩ﾆ法と自治法

　国家により制定、運用される法のほかに、各種：
ﾌ自治団体により制定、運用される自治法がある。

n方公共団体の条例、会社の定款、労働組合の規
�ﾈどである。これらが裁判においてどのような
ﾓ味をもつかは、自治をどこまで承認するかと関

Aして争いになる。

山　田　卓　生

9 法　の　解　釈

　法は「ことば」で表現されるが、ことばが不明

mな場合、あるいは法律が予測しなかったような
桝ﾔが生じた場合、ことばの「解釈」が必要にな
驕B類推解釈と反対解釈、体系的解釈く社会学的
�ﾟなどを中心に、法の解釈の手法と問題点を考

ｦる。

同　　　上

10 法　と　法律　家

　法律を現実に運用しているのは法律家（法　〉

ﾅある。裁判官、検察官、弁護士の三者だけでな

ｭ、準法律家や行政官も含めて、法のにない手の

ｻ状、資格、職責、役割等を検討し、法の運用の

l的側面を考える。

同　　　上

11 法　　の　順　守

　法は守られなければ意味がない。法をつくれば

?ﾆは強制力で守らせるというわけにはいかないも
齟閧ﾌ目的を達成するために必要にして十分な規
ｧと、そのための有効：な強制手段が必要である・

ﾇのよらにしたら法が守られるようになるかにつ
｢て考える。

同　　　上

12 法　の　衝　突

　法はきわめて種々のレベルに、多様なかたちで
ｶ在しているため、相互の矛盾が出てくる。そう
ｵた場合衝突を解決する原理としては、上位法一

ｺ位法、前法一後法、一般法一特別法等があり、
ｳらに外国法との衝突を含めて、矛盾解決のルー

汲�lえる。

同　　　上

13 法　　と　道　徳

　法は道徳と密接な関連があるが、必ずしも同じ

ﾅはない。そのため道徳的には非難さるべきこと

ｪ法律上許されるとか、道徳的に正しいことが法
･上禁止されることもある。法と道徳の関係を、　　　　　　　　　　　　　　　　し「悪法」論と関連させて考える。

同　　　上

14 法　　と　常　識

　法や裁判は常識に合っていないという批判がな

ｳれることがある。また、法を歴史的にみたり、

O国法と比較した場合、法の内容に普遍性ととも

ﾉ、多様性のあることがわかる。こうした多様性

ﾌ中で、法と時代の常識の関係を考える。

同　　　上

15 法と社会変動

　急激にうつりかわる社会の中で、古い法が依然
ﾆして行われ、時代澄くれだと非難される。法を

Vたな情勢に合わせて改正していぐことは急務で

?驍ｪ、必ずしも容易な作業ではない。法を時代
ﾌ要求に合うようにするための手法と問題点を考

ｦる。

同　　　上
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＝＝比較政治1　＝（R）
　　一先進工業諸国・普遍性と特殊化一
〔主任講師：斎藤　眞（国際基督教大学教授）〕

全体のねらい

　国家を単位として、政治の比較研究を行う。国家は各々個性的であるが、「似たもの同士」で国家

群を分類し、国家山間の比較、国家群内の比較を行う。このような比較を通じて、各国についての知

識を得るだけでなく、政治という現象の多様な問題点をより深く理解するようにしたい○

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
序　　　　論　（1）一目的と方法一

　この比較政治亙で扱うのは、東欧を含めた欧米
ﾂまり（日本を除く）先進工業諸国であ為。それ

ﾍさらに自由民主主義国家群とソ連を中心とする

ﾐ会主義国家とに分げることができる。このよう

ﾈ国家を分類：し比較することにどん：な意味がある

ﾌかを、これまでの比較と尺度とを合わせて考え

驕B比較の基準としては、国家の独立と統一とい

､意味での国民主義、自由主義、民主主義、社会

沁モ�ﾜめた社会主義の四つを選び、各国に：つい

ﾄ、その四つがどう関連しているかを見る。

　斎　藤　　　眞
i国際基督教大学教授）

@河　合　秀　和
i学習院大学教授）

@百　瀬　　　宏
i津田塾大学教授）

2
序　　　　論　（2）一尺度と基：準一一

河　合志　和

3

イギリスの場合一島国と連続性一

@　　　（1）

同　　　上

4

イギリスの場合一島国と連続性一

@　　　（2）

　イギリスは早くに国家統一を実現し、世界最初

ﾌ産業革命を体験した。革命や戦乱に見舞われる

ｱとも少なく、いわゆるr不文憲法」のもと、社

?ﾍ過去との連続性を保ちながら発展した。国民

蜍`、自由主義、民主主義、社会主義は、その順
?ﾅ迂回に、先のものを含み込みながら発展した。この国について、政府機構、代表制（政党、圧力

c体）の発展過程をたどり、国家別の比較政治研

?ﾉとっての1つのモデルを打ち出したい○イギ
潟Xの政治制度と理念は世界各地に拡がったが、
Cギリス連邦諸国についても展望して澄きたい。

同　　　上

5
アメリカ合衆国の場合

齪A邦制と権力分立
@　　　（1）

　イギリスの植民地として、アメリカにはイギリ

X的制度が移：植されたが、アメリカ的な風土の下

ﾅ、その制度は大きく変容する。主として、イギ

潟Xと比較しつつ、アメリカの政治制度と機能と

�wびたい。前半では、アメリカ人の政府観、憲

@観を検討し、その憲法の下での連邦制及び三回

ｪ立制の構造を明らかにする。後半では、その制

xを実際に動かすものとして、大統領のリーダシ

bプ、政党の役割、圧力団体の活動、裁判所の政

｡的機能などを検討したい。

斎　藤　　　翼

6

アメリカ合衆国の場合一連邦制と権力分立一

@　　　（2）

同　　　上

7
フランスの場合一革命と伝統一

　フランス革命の伝統は、フランス史の中に何度も
ﾄ現してく為フラツスは、大革命以後16回も憲法
�ﾏえた○この革命的伝統とでもいうべき逆説を
ｾらかにすることに：よって、イギリス、アメリカとの比

rを進めたい。いくらかフランス史に立ち入ること

O升尋鎗盛瑠ε正午震駝）「比較

河　合　秀　和
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
ドイ　ツ　の場合一先進と後進一

　ドイツが統一国家になったのは、1871年、国家の
`成には遅れたが経済発展、社会主義運動の発展
ﾔりを典型的に示している。今世紀二度の敗戦ファシ
Yムの出現など、国際政治によって国の進路は大き
ｭ左右された。現在のドイツは東西に分割されて澄
閨Aそのことが現在の西欧世界の筆定の条件とも
ﾈっている。　、

河合秀　和

9
北欧の場　合一中立と福祉一一

　西欧外周に位置する後進的地域でありながら、

�ｭ紛争からの隔離に利せられた急速な工業化を

ﾊじて福祉国家を築いたスカンディナヴィア諸国
ﾉ澄ける、多党政治とそれを機能させてぎた「組

D社会」について考察する。

百瀬　　　宏

10
日　本　の　場合一中間のまとめ一

　これまで述べてきた比較政治論の方法と英米仏

ﾆ北欧の事例のまとめを兼ねて、この章では日本

�_じる。これまでの考え方と知識からすれば、
坙{はどのように：把えられるかが、この章の課題

ﾅある。

河　合　秀和

11

ソ・　　　　　連

鼾総ﾛ革命と一国
ﾐ会主義一（1）

　国際革命への期待を裏切られたソヴィエト政権

ﾍ、ロシア帝国の多くの負の遺産をかかえながら

ｩつ敵対的な国際環境のもとで社会主義を建設す

驩ﾛ題に直面した○第2次世界大戦後の変化した
煌O条件のもとでもな澄、「一国社会主義」時代

ﾌ体質を脱却しえていない。ソ旧憲法に示された
摧Oと現実、ソ連共産党による一党支配がもつ機

¥、労働組合が果す役割、多民族国家としての問

闢_に注目しつつ考察する。

百　瀬　　　宏

12

ソ　　　　　　連一国際革命と一国

ﾐ会主義一（2γ

同　　　上

13

東　　　　　　欧一団結と多元化一

@　　　（1）

19世紀から20世紀にかけて多民族帝国の解体

ﾌ結果独立し、かつ西欧の停滞した外周部分とし

ﾄ位置づけられていた東欧諸国は、第2次世界大
甯縺A　「社会主義共同体」としてソ連と強く結び

ﾂく反面、一元的な統御に抗して民族的伝統のう

ｦにそれぞれの道を模索してもいる。この点を踏

ﾜえ：ながら、ソ連政治との、また東欧諸国相互の

ﾙ同を検討し、また「自主管理社会主義」の理念

�fげるユーゴスラヴィアについても考察する。

同　　　上

14

東　　　　　　　欧一団結と多元化一

@　　　（2）

同　　　上

15
シンポジウ　ム
[総括と展＝望一

以上14回の講義の成果をふまえてもう一度、い

墲艪驩｢米諸国の政治について、その共通性と各

曹ﾆの特殊性とに注目して、総括的に比較討論を

sい、さらに比較政治皿への展望を行う。

斎藤　　　眞

ﾍ合秀和
S瀬　　　宏

一19一



＝比較政治皿＝（R）
　　　　　一第三世界の政治一
〔主任講師：小田英郎（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい

　本書では、発展途上地域（中国、東南アジア、南アジア、中東、アフリカ、ラテンアメリカ）の政
治について比較学的考察を診こなう。’ ?ﾌ的には、各地域の歴史にも触れながら、主として独立期以

後における国家建設と近代化の問題を取りあげ、それぞれの政治文化、イデオロギーと政治体制、国

際政治への対応などを比較する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　・容 担当講師
i所属・氏名）

伝統と近代化との緊張関係、国民的統合、イデ

1
序　　　　　　論
?@較　の　方　法

オロギーと政治・社会体制、国際社会に対するイ

＝[ジと対外行動から、各地域の特殊性と共通性

�沒｢し、その総合的把握を試みる。

小　田　英　郎

i慶応義塾大学教授）

西欧の衝撃の下で、伝統社会から近代国家への

中、　　　国　（1）
成長をめざして苦悶した中国の歴史的経験をかえ

岡　部達味
2 ：革命と近代・化

りみる。
（東京都立大学教授）

社会主義…的発展途上国である現代中国が、革命

3
中ぞ　　　国　（2）

v：命と近代イヒ

の完成、建設、独立の確保にあたって当面した諸

竭閧�l察する。 岡　部達　味

人種、宗教、言語一世界のなかでもっとも多

東南　ア　ジ　ア 様性に富むこの地域め、国民的統合と近代化の努 松　本　三　郎
4 ASEANとインド

Vナの国ぐに
力のあとを、その複雑な国際環境にも触れながら

l察する。
，優応義塾大学教授）

九億の人口の圧力と、貧困にあえぐ南アジア諸

南　　ア　　ジ　ア 国Q前途はきびしい。イギリス植民地から解叡さ

5 苦悩するインド亜 れたのち、混合革命方式で国家建設をはかるイシ ．松本三鄭
大陸 ドを中心に考察する。

現代中東の政治を考える出発点として、気候、

中　　　　東　（1） 地勢に触れながら歴史を概観する。古い中東の歴 青　木　一　能
6 古さと新しさのモ 史のなかで生まれた伝統や文化に触れながら、中 （日本大学助教授）

ザイク 東諸国の独立達成までを考察する。

中東紛争と、㌧それに：対するアラブ諸国の団結と

7
中　　　東　（2）

?倹ｭ治の展開軸

分裂について考察し、さらにサーダートのイスラ

Gル訪問とそれ以後生じた変動を、中東政治の多

ｳ化に触れながら検討する。

青　木一能
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
中　　　　東　（3）

ﾏ動　と　模　索

　社会主義から君主制に：いたる様々な体制の現代

?件剥曹ﾌ政治を考察し、それぞれの道を模索す

髀�ｵとそこでの変動要因について、国際社会と

ﾌ関係を考慮しつつ検討する。
青木一　能

9

ア　フ　リ　カ　（1）

�j的復権の志向
ﾆナショナリズム

　歴史的復権への志向が現代のアフリカに於いて

ﾈぜ強いのか、そうした志向はナショナリズムに：

ﾇう反映しているか、といった問題を、植民地時

繧�Uり返りながら考察する。

小　田　英　郎

10
ア　フ　リ　カ　（2）

ﾟ代化と政治体制

　アフリカ的社会主義、・一党支配体制、軍部支配

ﾌ制など、国家建設や近代化の過程で出現したイ

fオロギーや政治体制を考察し、あわせて南部の

註l人種主義支配体制にも論及する。

小　田　英　郎

11
ア　フ　リ　カ　（3）

c結と多元・化

　大陸の統一・団結をめざす反面、国家的自己主

｣で対立し、多元化の度合を高めるアフリカ圏内

ﾌ国際関係、『および非同盟主義を軸とした第三世

E連帯運動への対応を考察する○

小　田　英　郎

12
ラテンアメリカ（1）

ﾇ頭支配的政治体制

　序論として、現代ラテンアメリカの政治現象の

箔ﾁ徴を指摘したのち、それらの歴史的淵源であ

髏A民地時代以来の寡頭支配的、権威主義的政治

ﾌ制を考察する。

　加　茂　雄　三

i青山学院大学教授）

13
ラテンアメリカ（2）

蜿Oの登場と政治
ﾌ近代化

　民衆の政治舞台への登場を契機とする現代国民

痩ﾆの形成、近代化され衆権威主義政治体制、現

辮ｭ治における軍部の役割などの諸問題について

l察する。
加茂雄三

14
ラテンアメリカ（3）

総ﾛ政治の展開

　対米関係の歴史と現段階、ラテンアメリカの地

謗蜍`、第三世界主義、および非同盟主義運動と

ﾌ関係などに：言及しつつ、ラテンアメリカの国際

ｭ治の展開について明らかにする。
加茂雄三

15
シンポジウ　ム
香@括　と　展望

　これまでの講義の成果を踏まえて、もう一度、発

W途上諸地域の政治に：ついて、それぞれの特殊性

ﾆ共通性を整理しながら、総括的に比較討論を行

､○

小田　英郎・

一21一



＝比較経済・経営・社会＝＝（R）

　一多様化する組織のなかで一
〔主任講師：加藤秀俊（放送大学教授）

全体のねらい

　現代の世界は、多様な社会・経済体制の共存によって成り立って診り、それはひろい意味での経営
体制のなかに山分化され、ないしは反映されている。本講義は、その多様な体制、システムを歴史的

・同時代的に比較しつつ、ことなった組織原理によって形成されている諸社会の相互交渉にともなう

問題点をも解明することとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

比較研究は、たとえば比較教育学、比較宗教学

1
比較研究
@の意味と方法論

などさまざまな分野で澄こなわれているし、そもそ

焉A社会科学、人文科学のなかでは「比較」とい

､視点が暗黙のうちに用意されているのがふつう

加　藤　秀　俊

i放送大学教授）

だ。その意味と、主な方法論について考究する。

人間社会の組織の形態はきわめて多様である。

2 組織の諸形態
トインビーやクロバー一などの文明史的視野をふまえ

ﾄ、現代の世界を＝横断的にとらえ、国家から個別 　　’
ｯ　　　上

企業にいたるさまざまな組織原理とその成果を論

ずる。白系進化論はこのさい採用しない。

一般に、経済・経営・社会という諸学問領域は、

3 社会・経済・経営
学問の編成としては分割されているが、その対象

ﾆするところは同一であり、またこれら三つの領 同　　　上

域ないし視点は、相互浸透的である。このトライ

オロジーについて、その意味を論ずる。

以下2回にわたって、比較経済体制論をこころ

4
さまざまな経済体制
@　　　（1）

みる。社会主義・資本主義、そして混合経済、な

ﾇがおもな主題に：なろうけれども、発展途上国の

o済体制・社会組織にも着目し、いわゆる近代化

坂井　素　恩
i放送大学助教授）

論にも言及する。また、こうした複数の体制には、

それぞれに、それを生み出した歴史的・生態学的

5
さまざまな経済体制
@　　　（2）

：な背景があるわけだから、その由来についても論

ｶる必要があろう。そして「共存論」の根拠をも 同　　　上

ここであきらかにする。

6
さまざまな経済体制
@　　　（3）

同　　　上

経営ということばは、家庭経営、学校経営とい

つたふうにひろく使われるが、ここでとりあげる

7 経営とはなにか のは、いうまでもなく企業経営だ。普通語として 同　　　上

の「経営」の意味をふまえたうえで「企業経営」

を定義し、その研究の意義を考察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営史は、通常、産業：革命以後に限定されてい

るし、澄澄むねその線で論じられるが、ここでは、

8 経営の進化と歴史
家内工業段階、あるいは、遊牧的商業経営などに
烽ｳかのぼって、より広い視野で経営というもの

　堀　内　正　博

i東京工業大学助手）
を見なおしてみる。それは11回以後の講義への
伏線ともなる。

以下3回にわたって、経営を規制する諸要素を

考究する。

9
経営の条件（1＞
@　政治・政策

　ここでは、政治体制、経済・経営政策などにふ

黶Aいくつかの代表的事例を論ずる。
同　　　上

経済をうこかすものどしての政三論の比較考察

を澄こなう。

10 比較経済三等論 同　　　上

ことなった社会のことなった法制、とりわけ商

行為についての比較法制を考える。

11 比較法制の立場から 同　　　上

社会経済体制のなかでの女性の地位と役割を比

較・考察する。

12 女性の役わり 同　　　上

こんにちの経済摩擦には文化摩擦という側面が

つよくはたらいている。その観点を解明する。

13 文　化摩　擦論
炉

坂井　素　恩

対米貿易摩擦によって代表されるように、こと

14
ことなった組織の
＄ﾚ　　　　　　触

なった組織原理と慣行をもった国ぐにが接触する

ﾆきには、すくなからず問題をともなう・とりわ

ｯ、世界的な相互依存性によって経済活動がおこ
同　　　上

なわれている現在、こうした接触にともなう問題

前回までに展開された議論をとりまとめ、同時

15 世界のなかの
g　織　問　題

に、これからの世界のなかでの企業経営、経済の

?閧ｩた、とりわけ日本の企業人がどのような対

?�v求されているか、を論じて結論とする。
加藤秀俊
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＝日本経済と産業と企業＝（TV）

全体のねらい

　本四は日本経済の全体の姿（国民経済の構造）を、国民所得勘定などを用いて構造的に把握する。

次に日奉経済を構成する産業と企業の構造的な相互関連を明らかにする。さらに産業組織や企業経営

のレベルに論ける歴史的・構全的な特徴をうきぼりにすることが本選のねらいである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

この講義の導入部として、本講義で論じられ

日本経済一産業一 る内容がどのような一般的枠組みの中に位置づ
1 一企業研究の一般

I枠組み一
けられるか、どのよう：な問題意識に従って取り

繧ｰられるかを明らかにする。

黒　澤一　清
i東京工業大学
@　　名誉教授）

最も単純な経済循環モデルから、国民所得勘

2
日本経済と企業
i国民所得勘定と
驪ﾆ）

定（企業部門、家計部門、政府部門、海外部門）

ﾌ体系を示す。それは日本経済を構成する諸部

蛯ﾌ構造的連関を統計的に示すものである。

磯　部　浩一
i放送大学教授）

国民経済計算体系の中に結合されている産：業

日本経済と産業 連関表を説明して、国民所得勘定では捨象され
3 （国民経済計算体 る中間生産物の流れがどのように：把握されてい 同　上

系と産業） るか。日本経済に豪いて産業はどのように位置

づけられるか、を明らかにする。

現代経済にみる資金循環の重要性を明らかに

4
資金循環と産業・

驪ﾆ

し、その把握方法である資金循環表を説明して、

Y業と企業の位置づけを行なう。 同　上

日本経済の発展に澄いて貿易の果してきた役

5｝ 日本経済の発展と

f易

割と、貿易と産業・企業の連関とを明らかにす

驕Bとくに、国際収支表によって、その特色を

ｾらかにしたい。貿易摩擦や産：i業調整問題にも

同　上㌔

ふれる。

先進資本主義国へ追いつぐために．中央銀行

6
日本経済の発展と

熕ｭ・金融政策

の信用創造による資金の調＝達と、政府主導下の

蜉驪ﾆ育成策がとられた。資本市場の発達が遅

黷ｽために、間接金融が企業の資金調達：の方式
同　上

となった。（資金循環表と国富表を示す）

本章では、まず国民経済循環におけるストック（資

産の状態）を把握する国民貸借対照表勘定を説明する。

7 国民経済計算体系
謔閧ﾝた日本経済

これによって国民経済のフローとストックを把握する

走ｯ経済計算体系の5つの「物さし」を全部学習する 同　上

ことになる。ついで、この5つの「物さし」で日本経
済の現状をみることにしたい。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

いろいろな産：業が組み合わされる姿の歴史的変

8 産業＝構造の特徴
化の傾向にみられる日本経済の特徴を考察する。

ｷなわち産業発達の形態学的特徴とそれをもたら
黒　澤　一　清

した背後の根拠と条件を解明する。

産業とは、経済の、すぐれて形態的、かつ生産

9 産業構造と生産性
力的側面を指す。本章では、前章の形態学的側面

ﾌ考察をさらに内容的に展開するために、日本経
同　上

済一産業系を、生産性のタームで解明する。

産業活動が効率の観点から解明される。日本と

米国との比較・分析によって、これが浮き彫りに

10 産業活動の効率と政策 されるだろう。最後に、日本産業の特徴をもたら 同　上

すのにあつかった産業政策の特殊性が論ぜられる。

相対的な蓄積資本不足と相対的な労廟過剰の

11
日本経済における

?ｬ企業問題

下で、急速な成長をした日本経済に：澄いて、中

ｬ企業の問題性が国民経済の溝造的矛盾として

?轤墲黷ｽ。中小企業問題の展開の特殊性と一
磯部　浩　一

般性を明らかにしたい。

戦前までの日本企業の歴史的特徴は、財閥本社を頂点
とするピラミッド型で、かつ多角化された企業の資本的．

12
日本企業の経営史

I特徴

管理の展開、労働力の定着のための終身雇用と年功序列

^置金制度による労務管理、さらに先進国から導入され
ｽ生産管理や予算管理が組織的に展開されたこと、また

小　林靖　雄
i放送大学副学長）

移植工業に憎げる中小企業の下請的利用の展開等があげ

られる。これらをできるかぎり具体的に把握する。

日本企業は今日極めて高い国際競争力をもち、

世界市場に進出している。それは高度の技術・

13
日本企業の国際競

?ﾍ
製品開発力、近代的設備の装備、入材育成、経
c管理力の強化を基盤としてえられる高い生産

同　上

性に支えられている。その実態を具体的に明ら

かにする。

日本企業の経営管理の特徴は、その歴史、社

会的環境に大きく関係しているが、終身雇用と

14 日本的経営の特徴 年功序列賃金制度に育まれた集団主義的経営が 同　上

展開し成果をあげる基盤となっている。この点

を先進国との比較に澄いて展開する。

政府の軍事費支出の比重の低いこと、民間部門
の設備投資が高度成長の促進要因であり、消費支

15
日本経済の特色と
｡後の課題

出の増大が国内市場の拡大、日本産：業の輸出競争

ﾍを高めた。石油ショック以降、低成長経済下の 磯部浩　一
国際化の進展により貿易摩擦の回避、国内市場の
開放、産業構造の技術集約化等の課題を示す。
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＝地球と宇宙＝　（TV）

1主任謙耀翻縫犠糊
全体のねらい・

　人間の活動の場としての地球、1個の天体としての地球を取り巻く宇宙について、その全体像がど

のように変遷してきたか、現在の地球や宇宙の観測や探査がいかに行われているか、それによって得

られた成果にもとつく地球像や宇宙像がどのようなものであるかを学ぶ。入間とのかかわりを含めて

広い視野から考察する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

古代から現代まで、人間の宇宙観がどのよう

に変わってきたかを述べる。それは、文化一般
1 宇宙観の歴史 の進展、周辺の科学や技術の発展と切りはなす

ｱとができないがぐここではさまざまな視点か

小　尾　信　彌

i放送大学教授）

ら宇宙観の変遷iをながめ、考察する◎

昔からの光学観測に加えて、近年は電波や赤

2
現代の宇宙観測と

T査

外線観測、地球大気圏外からの紫外線やX線観

ｪが宇宙の研究には欠かせない。さらに惑星な

ﾇの直i接探査も盛である。宇宙の観測ど探査に
同　上

ついて、現状と展望を述べる。

現在の宇宙の特徴の一つは、物質が階層化し、

多＝様化し分化していることである。銀河集団、

3 宇宙の階層構造 銀河、星団、恒星、冷たい天体、生物という宇 同　上
宙の階層構造を概観するとともに、その空間的、

時間的な拡がりを認識する。

有限な天球に恒星がちりばめられていると考

えられた昔から今日まで、宇宙全体の溝造につ

4 宇　宙　の　＝構造 いていろいろなモデルが考えられてきた。現在 同　上
一般に受け入れられている膨張宇宙について、

理論的な基礎ど観測的裏付けをもとに概説する。

澄よそ200億年前に爆発的に開閣したわれわれ

の宇宙では、膨張に伴って温度や密度が下がる
5 宇宙の　進　化 のにつれて、元素が形成され、銀河や恒星がつ 同　上

くられてきた。その意味で膨張宇宙は、進化宇

宙であるといえる。そのような宇宙を概観する。

地球が誕生したのは約46億年以前であるが、

それまでには長い宇宙進化の歴史がある。ここ

6 宇宙進化と地球 では、地球を含む太陽系の誕生に至る背景を述 同　上

べるとともに、その形成の過程を概観し、われ

われの地球が存在する宇宙的な意味を考える。

古代から現代にいたるまでの間の人々の地球

7 地球観の歴史
観の変遷について述べる。例えばギリシャ時代

ｷでに地球の大きさを測ったエラトステネスの
奈　須紀　幸
i放送大学教授）

業績などを紹介する。科学・技術の進歩とともに

入類の地球観は最近飛躍的な進展をみせている。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地球についての観察や研究を行うに際して、

現在どのような探査が実施されているのか、そ

8 現代の地球探査 の内容について概説する。例えば、地球内部の 奈　須　紀　幸

構造の推定には主として地震波による測定が行

われていることを紹介する。

地球は固体地球と、その表層に分布する水圏

と、さらに高空までを覆う気圏によって構成さ

9 地　球　の構造 れている。固体地球の内部を含めて地球は層状 同　上

構造を形成している。この層状手造に注目して

地球の講造を学ぶ。

固体地球の内部の構成物については種々推定

はなされているが不明な点も多い。一方、固体地球

10 岩　石　と　鉱物 の表層を構成するのは岩石であり、その最小単位 同　上

の構成物が鉱物であることはよく知られている。

これら岩石や鉱物の種類や特徴について学ぶ。

固体地球の表層を覆う大気と海洋はそれぞれ

独特の性質と特徴を示す。一方、大気と海洋の

11 大　気　と　海洋 間の相互作用も密接なものがある。大気知よび 同　上

海洋の特性をそれぞれ学んだ上で、大気と海洋

の相互関係まで立入って学ぶ。

地球はその創性からほぼ50億年に近い歴史を

編み続けてきたといわれる。その間にどういう

12 地球　の歴史 事柄が起ったのか、主として生物界の変遷と地 同　上

球表層の変動の跡を辿って地球の歴史を学ぶ。

地質時代の歴史に主眼を置いて学習する。

1967年から68年にかけて提唱されたプレー

13
プレートテクトニクス

i現代の地球観）

トテクトニクスは、固体地球の表層の変動に：関

ｷる実体をほぼ解明したと云える。その内容と、

ｻこにいたるまでの研究の足跡について、大陸

同　上

移動説の提唱の時点から辿ってみる。

地球の表層では火山と地震が生起する場所が

ある。これら火山や地震は主として火山帯と地

14 火　山　と　地震 震帯の中に集中している。何故、このように限定 同　上

された地域に火山や地震が集中するのか、その

原因を探りかつ火山や地震の実体について学ぶ。

　地球・宇宙の中に：澄ける人間の存在という事

ﾀをまず認識し、そのかかわりについて思考す 奈　島島　幸

15 人間と地球・宇宙 る。そのような基礎認識の上に立って、人間生 小　尾　信　彌
活や科学・技術、さらに社会と、自然としての

地球・宇宙の関係の深さを学ぶ。
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二物質とエネルギー＝（R）
〔主任講師　池上雄作（東北大学教授）〕

全体のねらい

　自然界を形づくっている物質とエネルギーの科学でもっとも基本となることがらを学習する。とく

に物質と熱エネルギー、化学構造とエネルギー、光と物質がみせるスペクトルなどに焦点をあわせて
化学の立場から解説し、エネルギーと物質とのかかわりあいを学ぶことによって、自然への理解を高

めたい。

乳回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
エネルギーの形態一序論として一

　物質：が肉づく？ている自然界や文明社会を動か

ｵている原動力がエネルギーである。熱、化学、
�Gネルギーなど、エネルギーのいろいろな姿、エネルギーの変換、エネルギーと物質のかかわり

?｢を序論として解説する。ミクロの粒子がもつ
Gネルギーを理解する宅との重要性を強調したい。

池　上　雄　作
i東北大学教授）㍉

2 物質の理解

　多様な物質の分類や構成をどう理解するかにつ

｢て述べ、原子、分子、イオン、：モルの概憲を簡

奄ﾉまとめる。さらに、無機、有機物質のいくつ
ｩを化学式とともに解説し、最後に物質の状態変

ｻおよび結合エネルギーに言及する。

同　　　上

3
物質の状態と

@　熱エネルギー

　3～6章は化学熱力学の，基本を取り扱うが、本
ﾍではまず力学的エネルギーから入り、仕事と熱、
熾買Gネルギー、そしてエネルギー不変則として
ﾌ熱力学第一法則を解説する。さらに理想気体を
謔閧?ｰ、可逆および非可逆的体積変化過程を述
ﾗ、熱、温度澄よび熱容量に言及する。

関　　　集三
i大阪大学名誉教授）

4

状態変化・

@　化学変化と
@　熱エネルギー

　物質の変化が起こるときは熱エネルギーの出入
ｪ伴う。反応熱の一般的性格、つづいて代表的化
√ｨの生成エンタルピー、熱容量とその温度変化
�燒ｾ、とくに熱測定、カロリメトリーを解説す
驕B代表的な反応熱と緩学結合エネルギーにも言
yする。

同　　　上

5
物質変化の方向：

@　エネルギーと
@　エントロピー

　自然に起こる物質変化には、主としてエネルギー変化で理解できるものとそうでないものがある。

ﾂ逆変化と不可逆変化、変化と確率の関係を述べ
Gントロピー概念の必要性に言及し、熱力学第二
@則を示す。さらに、エネルギーとエントロピー
ｩら自由エネルギーを導く。

同　　　上

6
自由エネルギー，

@　　　と化学平衡

　エネルギーとエントロピーからギブズ自由エネ
泣Mーを導き、その性質と役割を解説したあと、
ｻ学ポテンシャルの概念を導入する。つついて、
纒¥的な化学反応系での反応の進行の可能性を予
ｪするための熱力学量を与え、具体的に平衡条件
�ｱく。

同　　　上

7
エネルギー量子
@　　　　　の概念

　量子論のはじまりとなった物体の放射スペクト

汲ﾌ説明に関するプランクの量子の考え方、水素

ｴ子の電子の運動とスペクトルとを説明したボー

Aの原子模型、光と電子の粒子性と波動性の二元

ｫについて説明する。

米澤　貞次郎
i京都大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・早戸）

8

電子の分布と
@エネルギー準位

　電子の運動状態を明らかにする量子力学の基本

羽�ｮ（波動方程式）について述べ、これから明

轤ｩにされる水素原子の電子状態にふれ、分子の

牛№ﾉ対する電子の役割について、いくつかの例

�唐ｰて解説する。

米澤　貞次郎

9
分子軌道と
tロンティア電子

　エチレンを例にとって炭素一炭素二重結合にσ

d子とπ電子がかかわっていること、ベンゼン、
iフタレンなどの化合物中のπ電子の挙動を説明す

髟ｪ子軌道法について述べ、これら化合物の化学

ｽ応の理論であるフロンティア軌道理論にふれる。．

同　　　上

10
フロンティア軌道

攪_とその周辺

　フロンティア軌道理論を提唱した福井謙一博士

ﾆの対談形式により、フロンティア軌道の発端、

ｻの展開、有機反応への応用、創造への道がどう

?驍ﾗきかなどに関する博士の意見を聴く。

福井　謙　一
i京都工芸繊維

@　　大学長）

ﾄ澤　貞次郎

11
電磁波と　　　　　　　　oスペクトロスコヒー

光や電波で代表される電磁波は宇宙線からラジ
I波まで周波数が広い範囲に及び、E二hμのエネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ルギーをもつ。電磁波の性質について、つづいて

ｨ質による光の吸収や発光が分子やイオンのエネ
泣Mー準位と密接な関係があることを説明し、ス

yクトロスコピーを概説する。

池上　雄　作

12
紫外・可視光の
@吸収スペクトル

　多くの物質は紫外線や可視光を吸収して、その
ｨ質に特有なスペクトルを見せ、吸収帯は電子エ
lルギー準位間の遷移に対応する。そして、可視
�ﾌ吸収は物質の色と深い関係がある。分光法に
ﾂいて述べ、スペクトルと化学構造の関係を代表

Iな例とともに解説する。

同　　　上

13
赤外線吸収
@　　　スペクトル

　2μmから25μmまでの領域の電磁波は化学結
№ﾌ振動や分子の回転運動と共鳴し、その吸収は

ﾔ外スペクトルとして便利に利用されている。

@基本的な分子の振動や複雑な分子のスペクトル

ﾌ例を挙げ、応用を含めて解説する

同　　　上

14 生体とエネルギー

　物質エネルギーの科学にとって、「生体とエネ
泣Mー」の課題は重要な位置を占める。生体にお
ｯる同化、異化とエネルギーの流れのわくぐみ、
ﾜたエネルギー交代の主役がATPであることを中
Sに、概括的に説明し、解糖・呼吸とそのエネル
Mー収支に：もふれる。

同　　　上

15 光合成／まとめ

　生物におけるエネルギー変換の代表的なものに

�≒ｬがある。緑色植物による光合成のしくみ・

�Gネルギーの捕足と電子伝達、CO2の固定を中

Sに解説する。

@最後に、本四のまとめを述べる。

同　　　上
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＝人間の生物学＝ （TV）

〔主任講師　太田次郎（澄茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

　人間（ヒト）も生物の一種であることはいうまでもない。しかし、他の生物とは違ったいくつかの特

徴を備えている。生物学の立場から、入間の形態や機能を調べ、人間とはどんな生物か、広く生物界
に成り立づ法則性はどこまで人間に適用できるかなどを探りご科学的な入間像の理解をめざしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生物としての入間

　全体の講義の導入としてこ入間くヒト）は生物界でどんな位置を占めているのか、人体の特徴は何か磁入間の脳は他の動物の脳とどこが違っているのか：などを概説し、生物学の立場で入間をとらえる視点を明らかにする。

　太　田　次　郎
iお茶の水女子大学教授〉

2 人類の誕生と進化

　生物の進化の歴史で、人間はいつ、どこで誕生

ｵたか、それはいかなる証拠で裏づけられるかな

ﾇを説明する。また、化石人類から現代人に至る

i化の道筋をたどり、入類の誕生以後の進化の歴

jを明らかにする。

同　　　上

3 人体の成り立ち

　人体は、いかなる成り立ちであるかを、形態の
ﾊを中心に説明する。構成の単位となっている細

Eの構造と機能、組織と器官の成り立ちとそれら

ﾌ特徴を調べ、他の生物と比較する。また、人間

ﾌ一生や老化についてもふれる。

同　　　上

4 血液とその働き

　人体内の細胞は血液に浸され、血液は細胞・組

D・器官の働きを支えている。血液の組成とそれ

ｼれの成分の働き、血液循環のしくみ、腎臓での

r出作用などを調べ、人体の働きに澄ける血液の
�р�ｾらかにする。

同　　　上

5 脳　　と　神　経

　人体に澄ける情報の伝達と統御にあっかる神経

ﾆ脳の構造と機能を説明する。神経系の単位とな

體�Eユーロンの構造、感覚器から脳へと情報が伝

Bされるしくみ、脳のつくりなどを調べる。また、

]とコンピュータとを比較する。

同　　　上

6 ホ　　　ル　　　モ　　　ン

　神経と共に人体の働きの調節に：あっかるホルモ

唐ﾆは何か、その働きの特徴などを説明する。人

ﾌの各内分泌器とそれから分泌されるホルモンの

嵭ﾞ、ホルモンの相互作用も調べる。他の動物の

zルモンに：もふれる。

同　　　上

7 行　　　　　　動

　動物の行動としての本能、学習（刷り込み・を含

ﾞ）、知能の意義を、具体側を示しながら説明す

驕B学習と知能を中心にして、他の動物の行動と

芒rしながら、人間の行動の特徴を、生物学の視

_に立って考える。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属ボ氏名）

8 体内時計とバイオリズム

　動物の行動に関して興味深い事柄の一つに、体

燻梃vとそれに支配されるバイオリズムがある。

l間を含めたいくつかの動物について、バイオリ

Yムを調べ、それを支配している体内時計の特性

�Tっていく。

太　田　次　郎

9 生　殖　と　発　生

　人間を含めて多細胞動物は、1個の受精卵がも

ﾆになって発生し、成長する。代表的な動物の受

ｸと発生の道筋を示し、それらと人間の発生との
､通点や相違点を明らかにし、発生のしくみにつ

｢ての研究や成果を説明する。

同　　　上

10 遺　　　伝　　　1

遺伝の法則、遺伝のもとになる遺伝子と染色体

ﾌ関係、遺伝子の本体であるDNAの構造や働き
ﾉついて説明する。特に、一般の生物に関して成

阯ｧつ遺伝の法則性が人間にどこまで適用できる

ｩを明らかにする。

同　　　上

11 遺　　　伝一　　H

　双生児法を中心にして、人間のどの形質が遺伝

ｵ、どの形質が遺伝しないかを説明する。病気の

笂`、近親結婚の危険性、知能の遺伝に関する研

?ﾈど、人間の遺伝の研究で特徴となる事柄をと

闖繧ｰ、解説する。

同　　　上

12

　　　　　　’

ﾂ　　と　集　　団

’　集団生活をしている動物では、1個体で生活し

ﾄいる場合とは異なる法則性に支配されることが

?驕Bいくつかの動物の集団生活を調べて、その

ｵくみを探ると共に、それらと比較して、人間の

W団生活の特徴を調べる。

同　　　上

13 自　然　と　人　間

　自然界では、生物は自然環境と密接な関係を保

ｿながら生活している。そのような関係を説明し、

ｻの解析のしかたを明らかにすると共に、人間と

ｩ然との関係、生態系に臨ける人間の位置づけな

ﾇを明らかにする。

同　　　上

14 健康　と　病　気

　人間の生物学の特有の問題として、健康と病気

�ﾆり上げ、病気とは何かに：ついて考察する。ま

ｽ、感染と免疫を中心にして、病気とその予防、

｡療などについて調べ、人間の生活に：澄ける健康

ﾌ意義を考える。

同　　　上

15 人　間の　未来

　この講義のしめくくりとして、生物学の発達が

｢来の入間生活に与える問題点をとり上げる。体

O受精、遺伝子工学、脳の機能の研究、人口問題

ﾈどを例にして、人間の生物学の課題やそれに伴

､問題点を説明する。

同　　　上
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　　＝日本の自然＝（W）

〔必備無派諜蕪鵡劉

全体のねらい

　日本の自然の姿を、いろいろな視点から眺めてみる。とくに、住民の地形・気候・水文・生物、な

いし自然的環境とのかかわり方、日本人の自然観や自然保全等について生態的、歴史的、地域的に考

察して、日本列島の自然的特色を総観する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講一師
i所属・氏名）

1
内外から見た
@　　　日本の自然

　世界の各地域を風土論的に比較しながら、日本
ﾌ自然の特色を明らかにする。そのさい、外国入

ｪ日本人の風景から受ける印象、天然記念物や国

ｧ公園に澄ける自然の特徴、自然環境の地域的差

ﾙや対照性などについても言及する。

奈　須　紀　幸
i放送大学教授）’西　川　　　治

i元東京大学教授）β

2
日本入の自然観
@　　とその変遷

　富士山に対する態度や見方、庭園・風景
_、農業・土木・防災などに診ける日本入の自然
ﾏはどのように変わってきたか、各時代の入物、
ｽとえば道元、熊沢i蕃山、二宮尊徳、志賀重昂、

專c寅彦、辻村太郎今西錦司などの自然論を顧
ﾝながら考察する。

西　川　　　治

3 日　本の地質

　日本列島の東半は太平洋プレートが、西半はフ
Bリピン海プレートが、アジアプレートの下へ潜
vするところに位置し、環太平洋造山帯の北西部
�閧ﾟ、活発な動態を示す。このような状況を反
fして日本の地質は複雑である◎その全体像につ
｢て概括する◎

奈須紀幸r

4 日本の地形的特色

　人々の居住・生活の場として、生産活動の自然
I基盤として、日本の地形はどのような環境論的
ﾁ色をもっているかσまだ、自然観賞の対象、観
�糟ｹとして日本の地形は世界の諸地域のそれと
芒rしてどうか》各地の実例を紹介し、地形地域
謨ｪに即して解説する。

　式　　　正英
iお茶の水女子大学・

@　　　　　教授）

5
日本の地域環境
@　　　　　と生活

　日本の地域環境は、きめこまかいジェオシス
eムを基盤にして成り立つこと、住民が社会組織
ﾆ農業土木技術の発達につれて、どのように地域
ﾂ境を改変しながら、集落を作り、土地を開発利
pしてきたか、各地の実例を示しながらその変遷
ﾟ程を考察する。

西　川　　　治

6
日本列島の気候
@　　　　　の特色

　熱帯と寒帯からの気団が作用する日本は、大陸
穴ﾝにあるため、同源：度地方より寒暑の差が大き

ｭ、降水も多いという特色をもつQその特色を、

k西季節風、温帯低気圧、台風、梅雨前線ジェ
dト気流などの因子について考察しながら説明す
驕B

　前　島　郁雄i
i東京都立大学教授）

7
日本の気候環境
@　　　　　と生活

　気候や季節変化にに対する伝統的適応形態と現
纒ｶ明と生活の仕方とを対比してみる。また、雪
曹ﾉ：おける生活と文化の変化、豪雪に対策や利雪

ﾌ工夫、レクリェーション、大都市の気候、ヒー
gアイランド、緑地の役割、気象災害など、いく
ﾂかのトピックを扱う。

　前　島　郁雄
i市川健夫、東京学芸

蜉w教授、予定〉
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 日本の水文環境

　わが国の緑豊＝かな国土、古くからの稲作農業、

甯繧ﾌ急速な経済成長などは、いずれも豊富な水
ﾌ存在に支えられている。わが国の水循環の実態
�A河川、湖沼、湧泉、地下水＝などの視覚的教材

�ﾊして理解し、水を通してみた国土保全のあり

福ﾉついても触れる◎

権根　　　勇
i筑波大学教授）

9 日本の森林と文化

　日本は、有数の森林国である。この森林を世界
ﾌ植生分布の中で位置づけ、植生帯の特徴や2次
ﾑの成立を考える。また、ヨーロッパとの森林比
r、都市住民の緑意識調査などを通じて、森林利
pと森林観の差異とその背景となる文化的基盤を

ｳぐる。

大　沢　雅彦
i千葉大助教授）

|　内　和　彦
i東京大学助教授）

10
日本の植生景観と
@　　その調査法

　植生背観の特徴を把握するための調査法を解説
ｷる。富士山では森林帯を概観し、森林限界付近『での植生園化と毎木調査を実施する。また、関東

ﾌ丘陵細小流域を対象に微地形や土壌と植生の分

zがどう対応しているかを調査する。

同　　　上

11 日本の動物と生活

　日本列島の動物を、気候・地形の特徴、第四紀

ﾉ澄ける海面変動時の大陸との関係などに照らし
ﾄえがき出す。動物区（生物区．）の境界とその意
`について青煮をあげて説明し、日本の鳴璽生きて

｢る化石”動物の実態や人社会とのつながりもと

閧?ｰる。

濱　田　隆　士

i東京大学教授）

12 日　本の海　岸

　日本列島は造山帯としての島弧よりなる。その
ｽめ、海岸線は陸地の面積に比べて長い、また後
wの平野はあっても規模が小さく、山地が迫ると
ｱろも多い。このような日本の海岸も大別すると
竦ﾎ海岸、砂浜海岸、内湾の海岸に分類される。

C岸での営力も扱う。

奈　須　紀　幸

13 日　本　　の　海

　日本列島をめぐる海について、海流、海底地形、
C底地質などのあり方について学ぶ。プレート潜

vの場としての海溝やトラフが形成され、活動縁
ﾓ域としての特性を示す。また氷期、間氷期に対
桙ｷる海水準変動の影響を賢げて大陸棚が形成さ

黷ﾄいることも学ぶ。

同　　　上

14 日　本　の　自　然

　日本列島は温帯多雨造山帯に属し、地形、地質

ｪ複雑で地震、豪雨により山地、火山では崩壊が
ｭ生しやすく、平野では洪水氾濫、地震によ，る液

�ｻが発生しやすい。これら災害は地形と密接な
ﾖ係があり、地形分類図は自然に即した災害対策

ｧ案に有用である。

大　矢　雅彦
i早稲田大学教授）

15 自然の利用と保全

　自然に対する態度は、国民文化の水準を反映す
驕B内外に於ける自然保護思想と運動の展開、高
x成長期の乱開発によって損われた自然の回生を

ﾍかり、自然に親しみ、自然と共に栄えるために
ｩ然から学び、自然を守る運動、ナショナルトラ
Xト等について考える。

奈須紀幸
ｼ川　　　治
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＝数学と人間生活＝（R）
〔主任講師：赤　擾也（放送大学客員教授）

全体のねらい

　数学は・日常生活、科学、技術等々と密接に関連し、互いに強い影響をあたえあって来た。この様

相を概観し、数学が人間にとって何であるのかを考える資料とするのが目標である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 数　の　形　成

　十進位取り記数法を他の種々の記数法と比較し、前者の特徴について考える。筆算との関連にとくに注目する。

　赤　　　搦　也
i放送大学客員教授）

2 代数学の効用

　四則応用問題の算術的解法と代数的解法とを比

rし、代数的解法が強力である所以を考える。ま

ｽ、記号化の他の意義についても考察する。 同　　　上

3 ギリシアの幾何学

　ユークリッドの「原論」の成立の過程、澄よび

ｻの構成の概要を紹介する。

同　　　上

4 幾何学的精神

　斗一クリヅドの「原論」は西欧の合理主義に強い影響をあたえてきた。パスカルの「幾何学的精

_」その他を引きながら、このことを説明する。 同　　　上

5 解析幾何学

　解析幾何は、幾何を代数的に研究しようという

烽ﾌである。その概要を紹介し、その意義につい

ﾄ考える。 同　　　上

6 ニュートン力学

　ニュートン力学は、のちに優勢となった機械論

I自然観の基盤であるとともに、いわゆる解析学

ﾌ発展を強力に促した要因でもある。ケプラーな

ﾇの業績からニュートン力学が生まれ出るまでの

｢きさつを明らかにする。

同　　　上

7 解析学とその基礎

　ニュートン力学が解析学の発展をどのように促

ｵたか、他方、解析学がいかにしてその独自の課

閧�烽ﾂに至ったかを考察する。 同　　　上
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回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

数学では、例外をなくし、理論を単純化するた

8
射影幾何学
@　と理想的要素

めに、　「理想的要素」を導入することが多い。そ

ﾌ典型的な例として射影幾何学を紹介する。 赤　　　擶　也

ユークリッド幾何学の平行線公準は、19世紀に

9
非ユークリッド幾
ｽ学と公理主義

至って非ユークリッド幾何学を生んだ。さらに、

緕ﾒは、数学思想を公理主義へと根本的に変革す

骭ｴ因となった。これらのいきさっと意義とにつ

同　　　上

いて考察する。

パスカルとフエルマによりはじめられ、ラブラ

スによって大幅に発展させられた確率論は、公理

10 確　　　率　　　論 主義の誕生によってあざやかに衣が之をした。そ 同　　　上

の概略を紹介する。

構造主義は公理主義を深化したものである。構

造の概念は、諸科学と数学との関係を明確に：し、

11 構造主義と数理科学 多くの科学に数理化するきっかげをあたえた。こ 同　　　上

れらのことを解説する。

電子計算機は、現今の社会を急速に変えつつあ

る重大な存在である。これが、診澄よそいかなる

12 コ　ン　ピ　ュ　一　タ 構造をもつものであるかを紹介する。 同　　　上

確率論の応用としての数理統計学は、電子計算

機の登場によって、その適用範囲を一躍ひろげた

13 数　理　　統　計 その数理統計学とはどのよう：な原理にもとつくも 同　　　上

のであるかを解説する。暫

社会に大きな影響をあたえはじめた　“New

Math”の一つに計画数学がある。そのうちもつ

14 計　　画　数　学 とも初歩的な線型計画法について、その原理を紹 同　　　上

介する。

電子計算機は巨大な存在であるが、あきらかな

限界がある。それがどのようなものであるか、ま

15 数学　と　社会 た、それを克服するためにどのような努力がなさ 同　　　上

れているかを説明する。
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一現代の人間観と世界観＝（R）

〔主任講師；中野　肇（放送大学教授）〕

全体のねらい

　激動しつつある複雑多様な現代の文化・社会・生活の根本に働いている人間観と世界観の本：質をさ

まざまな角度から照明し、現代に生きることの意義を考えたい。第2回以降は2回ずつ担当講師によ

るそれぞれ専門的な視点からの講義を行．しへ各2回目の終りには主任講師との対談によって理解を深
める。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 序　　　　　　論

　私たちにとって「現代」はいかなる意味を持つか、現代の文明論的な特質は何か、現代の人

ﾔ観と世界観はどのようなものか、などについ

ﾄ全般的・総括的に論ずる。

三三　　　肇
i放送大学教授）

2

現代社会に強ちれ
髏l間観と世界観
@　　　（1）

　近代の産業社会を「技術」の世界として捉え、そのことを世界観的な意味を考える。そのさい、

Z術をそれ以前の「ars」の観念と比較し、そ
ﾌ同じ根から「芸術」の概念が生じたことに注

ﾚし、その状況を現代以前の特色として論じる．

山　崎　正和
i大阪大学教授）

3
現代社会に見られ
髏l間学と世界観
@　　　（2）

同　　上

4

哲学的思想に現れ
ｽ現代の入間観と
｢界観
@　　　（1）

、　現代思想の源流をだいたい今世紀のはじめに：

@もとめ、哲学のさまざまな問題とその解決をめ

@ざすさまざまな方法が今日までどのように展開

@してきたかを、いわばタテに考察する。

塚　本　明　子

i東京大学助教授）

5

哲学思想に：現れた

ｻ代の入間観と世
E観
@　　　（2）

同　　上

6

科学・技術に見ら
黷骭ｻ代の人間観
ﾆ世界観
@　　　（1）

　この回は、科学・技術の成立を干し、あるい

ﾍ逆に科学・技術の進展によって深化された世

E観を中心に考えてみる。物質、エネルギー、

﨣�ﾌ三つの基本概念によって支えられた現代

ﾌ世界観はどのような姿をしているか学ぼう。

村　上　陽一郎、

i東京大学教授）

7

科学・技術に見ら
黷骭ｻ代の入間観
ﾆ世界観
@　　　（2）

同　　上’
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

精神医学を通じて
ﾝた現代の入間観
ﾆ世界観
@　　　（1）

　精神医学は人間を1）生物学的2）心理学的3）社
?w的4）形而上学的な、多元的存在としてとら
ｦる。人間は「生物としてのヒト」であるが、一回的でかけがえのない自覚的存在である。こ

ﾌ回は、とりわけ行動研究や脳研究が人間観・
｢界観に及ぼす影響を考える。

小　田　　　晋

i筑波大学教授）

9

精神医学を通じて
ﾝた現代の人間観
ﾆ世界観
@　　　（2）

　この回に：は、現代人のこころの病態と行動の
ﾙ常を通してみた現代の人間観と世界観の特徴
�lえる。精神病の軽症化と一般化、異常一正
墲ﾌ境界喪失、妄想の内容変化などを通じて、
ｻ代人に：澄ける境界線喪失・情報化・物象化な
ﾇの特徴が浮かび上ってくる。

同　　上

10

宗教現象に見られ
骭ｻ代の人間観と
｢界観
@　　　（1）

　個別・特殊な宗教の立場からではなぐ、人類
i史）の宗教現象の統一的理解という宗教学の
ﾛ題・視点から現代世界の宗教（現象）一それ
ﾍ多様なものである一に顕わになっている人間
ﾏと世界観の特徴と意味について、とぐにまず
ｻの多様な現われについて考える。

荒　木美智雄
i筑波大学助教授）

11

宗教現象に見られ
骭ｻ代の人間観と
｢界観
@　　　（2）

　現代の多様な宗教現象を人類の宗教史から類

^学的に把握し直して、その特徴と意味に：つい

ﾄ考える。 同　　上

12

芸術に現れた現代
ﾌ人間観と世界観
@　　　（イ）

　　　　　一@芸術作品の中には、同時代の本質を映し出し
ｽものがある。そういった視点から、20世紀の
ﾁに現代的な芸術作品一　美術、音楽、文芸な
ﾇのジャンルに：活けるいくつかの特色ある作品
ﾉ映し出された現代の人間の姿を見て、その意
｡について思想的に考える。

増　成隆　士
i筑波大学助教授）

13

芸術に：現れた現代

ﾌ人間観と世界観
@　　　（1）

　（1）と同様の視点から、現代の世界の特色につ
｢て、この場合は特に現代人の居住空間、生活
ﾂ境という具体的な局面で見つつ、その意味に
ﾂいて考える。建築論兜都市論のほか絵画や文
|に描かれた現代世界の様相診よびそれについ
ﾄの思想を問題にする。

同　　上

14

情報化とマスコミ
?jケーションに
ｩら＝れる現代の人

ﾔ観ど世界観
@　　　（1）

　現代人の生活は、新聞・テレビ・雑誌などの

}スコミと切り離しては考えられない。特にテ

激rの影響力は大きい。この映像を中心とした

[似的現実の受容と共有が人間をどう変えたか

�_ずる。

青　木　　　彰

i筑波大学教授）

15

情報化とマスコミ
?jケーションに
ｩられる現代の人
ﾔ観と世界観
@　　　（2）

電気通信と情報処理の技術の発達に：よっても

ｽらされる「高度情報社会」では、情報の洪水

ﾉ対する賢明な選択が求められる。ニューメデ

Bアの登場など今後の情報環境の変化と人間の

ﾖ係について考える。

同　　上
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＝人間の歴史＝（R）
　　　　　　～日本女性史～
〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕

全体のねらい

　われわれは・「人間の歴史」として日本の女性史をとりあげてみた。その日本女性史も、原始・古

代・中世、・近世・近代・現代へと時代を追って、政治的・経済的・文化的等々の女性生活をたどるの

ではない。ここでは日本の女性が宗教生活という面で、どのような歴史を辿って来たかを仏教を中心

とした宗教史のなかで考えるつもりである。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
日本仏教にみる女
ｫ解放史序章

　日本史上の女性の姿を職業別・階級別等々の面から概観し、男女の差別の甚しさとその理由を眺める。男女差別の甚しい日本女性史のなかで、宗教の世界に目を向けた時、男女の差別の

ｲ革が早々と実現した有様を、仏教伝来以来現
繧ﾜでの仏教の歴史のなかで概観する。

笠原　一　男
i放送大学教授）

ｬ栗　純　子
i中央学術研究所
@　　　　講師）

2
女性を差別する古
纒ｧ教

　日本の古代仏教の修行の場、すなわち大寺院の聖域が、修行と救いという点において女性を頑に差別している有様を古代仏教の大寺院を例として眺める。そうした女性差別の理由を、具体的な史料を示し、その解読を通じて古代仏教と女性の関係を考える。

小　栗純　子

3
巷の女性と古代仏

ｳ
笠　原　一　男

4
女性の差別を否定
ｵた鎌倉仏教

　古代仏教の全面的否定を通じて生まれた鎌倉仏教は、救いと修行の面に論いて女性差別を根底から否定し去った．鎌倉仏教の世界に購いではじめて女人成仏、女人往生の論理が生まれた。このような女性と仏教の関係の変化を、鎌倉仏教と古代仏教との比較の中で考える。

同　　上

5 法然と念仏と女性

　法然は古代仏教による強烈な弾圧と妨害を巧みにかわしながら、古代仏教否定の救いを打ち出した。それが専修念仏によるすべての人々の救いの論理であった。法然は、はじめて女性の

攝ｶ成仏を論理的に展開した．ここでは、法然の女人往生論を考える。

同　　上

6
念仏に：救われた平

ﾆ物語の女性

　『平家物語』は数々の女性の哀歓をえがいている。そうした女性たちは、最後に念仏によって救われていった。しかも彼女たちの救われた

O仏は、法然の説いた専修念仏が多かった。こ
ｱでは『平家物語』に登場する女性たちと念仏による往生との関係を考える。

小栗　純　子

7
親鷺と悪人正機と

乱ｫ

　親旧による念仏の救いは、悪人正機に象徴される。仏教の女性観は女性こそ最も煩悩の深い

ﾉ悪人であった。このような女性こそ、親鷺の
ｫ人正機からすれば最優先して往生を約束され
髏l間であった。ここでは親鷺の女人往生論を
w三三抄』を通じて考える。

笠　原　一　男
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
正法眼蔵にみる女
ｫと仏教

　古代仏教の聖域が女性を修行と救いから頑に

ｷ別したことを最も痛烈に：批判したのが、道元

ﾅあった。女性差別の元凶たる聖域の破壊こそ

ｧ恩報謝になるQだといった道元の仏教と女性
ﾆの関係を、『正法眼蔵』によって考える。

笠　原　一　男

9 日　蓮　と　女性

　日蓮は法華経の功徳を南無妙法蓮華経の題目

ﾉこめて、すべての人々の救いを説いた。女性
ﾌ救済に関しても、日蓮が最も多くの著作を残

ｵている。ここでは、日蓮の数々の著作を通じ

ﾄ日蓮と女性と仏教の関係を考える。

同　　上

10 女人正機の誕生

　親子の生んだ悪人正機（・悪人優先）の救いの

v想の延長線上に女人正機の思想がひそんでい
ｽ。それが明確に：「女人為先」「女人為本」「女
l正機」という形で生み出されたのが、親鷺の
q孫存覚の時であった。ここでは存覚の『女人
攝ｶ聞書』によって女人正機の思想を考える。

同　　上

11
戦国時代の女性と
汚@如

　親鷺の教えを、戦国乱世の民衆のあいだに飛
�Iに広めたのが、本願寺第八代法主蓮如であ
ﾁた。そのような蓮如が戦国時代の女性にたい
ｵて、どのような女人往生思想を説いたか。そ
黷�@如が開発した文書布教の手段である御文
�ﾊじて考えてみたい。

同　　上

12
江戸時代の女性と

ｧ教

　戦国時代まで自由な競争下に：発展を競って来
ｽ宗教が、政治権力によって強固な統制下にお
ｩれたのが江戸幕藩体制の時代であった。そう
ｵた事情を女性と仏教を通じ、本願寺、専修寺、
ｧ光寺の三大教団を例にとって考えてみる。

小栗純　子

13
近代に澄ける女性
ﾆ宗教

　日本の近代社会の誕生によって、女性と宗教
ﾆの関係に卜いても著しく変化が見られた。近代
ﾐ会に：調ける女性と宗教の特色の一つが、女性教
cの誕生とその教団の発展である。近代の民衆宗教

ﾌ中で、天理教の中山みき、大本教の出口な澄
�ﾆりあげ、女性教祖誕生のプロセスを考える。

同　　上

14
現代社会と女性教

c

　近代・現代の民衆宗教に於ける特色の一つが、
乱ｫ教祖の誕生と発展である。近代から現代の
]換期には新宗教が多数生まれた。その中には
乱ｫ教祖の新宗教が珍しくない。ここでは霊友
?ﾌ小谷喜美と佼成会の長沼妙佼を例にとって、
ｻ代に於ける女性と仏教の関係を考える。

同　　上

15 女性　と　宗教

　14回にわたって、宗教の世界に臨ける日本女
ｫ史を見て来た。今回は、古代・中世・近世・
ﾟ代・現代、つまり仏教伝来以来今日にいたる
ﾜでに女性と仏教の関係はどのように：変って来
ｽかを、もう一度回顧し、将来への展望を行な
ﾁてみたい。

笠　原　一　男

ｬ栗　純　子
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一社 会 学 入 門＝（R）

〔主任諏莫繍腰羅鋤

全体のねらい

　社会学は間口の広い学問であり、きわめて多様なテーマを扱っているが、ここでは、その多様性の

根もとにある社会学的な「ものの見方」を理解することにねらいを絞る。できるだけ具体的な事例に
即しながら、社会学的な見方の面白さを伝えるような形で、話を進めたい。

回 テ　　一　　　マ　・ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

＜第1部・社会的
　人間は社会のなかで自己を形成し、社会との・

ﾂながりのなかで生きている。社会的影響に関 井　上　　　俊
1 存在としての入 する社会心理学の実験などをと訟して、人間が （大阪大学教授）

間〉 社会的存在であることをまず認識しよう。

社会のなかの人間

「同種内で殺し合いをするのは人間だけであ
る」などといわれるように、人間の行動には本モ

2 文　化　と　人間
能に支配されない面が多々ある．もっぱら遺伝と本能に規定される他の動物との対比に：おいて、人間にとって文化がもつ意味について考えよう。

同　　上

文化の学習の多くは幼児期の家族生活をとお

してなされる。社会化の機関として、また生活 大　村　英　昭
3 社会化と家族 の拠点として重要な機能を果たす家族のあり方 （大阪大学教授）

と、現代に：澄げるその変容について、いわゆる’

「家族の危機」説なども含めて検討してみよう。

会社では課長、家庭では夫や父親……。私た

4
役割と

Aイデンティティ

ちは相手によっていろいろな表情を使い分けな

ｪら、その時々の「場面」に適応している。社 同　　上
会という舞台での「演技者」としての入間に：つ

いて考えてみよう。

〈第2部・社会学 『自殺醐　（1897年）を中心にしてE・デュ

の考え方〉 ルケムの社会理論を紹介し、それが、現代社会●

5 自　殺　と　社会 学の「機能主義」や「システム論」の考え方に 同　　上

一デュルケム つながっていることを示す。

の理論

『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の

宗教と資本主義 〈精神〉』（190婆一5年忌を中心にしてM・ウ

6 一ウェーバー エーバーの考え方を紹介し、あわせてデュルケ 井上　　　俊
の理論 ムとのちがい、現代社会学への影響などについ

ても検討しよう。

E・フロムのナチズム研究をとおして、現代，
人にとっての「自由」の意味について考え、さ

7 自由からめ逃走
らに：D・リースマンらの社会的性格論への展開についてもふれよう。また、←このフロムの研究

同　　上

がウェーバーの研究と深い理論上のつながりを
もっことも忘れないようにしよう。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

犯罪や売春など、たいていの人が望ましくな
いと考えているような現象が社会にはむしろつ

8 在的機能の分析
きものである。それらの現象のかくされた働き
�ｾらかにするためには、行為者の意図を超え

井　上　　　俊

た皮肉な結果や効用について分析を進めていく
必要がある。　　　　　」亀　匿

ある銀行が経営不振でつぶれかかっている、

といった根拠のないうわさ（予言）が、取り付

9 予言の自己実現 けさわぎをひき起こし、結果としてその銀行を 大　村　英　昭

破産：に追いこむような社会的メカニズムについ

て考えてみよう。

互いに演技しあうこどによって私たちは自他

10

〈第3部・社会
@　　　　　秩序〉

の「体面」とその時々の「場面」とをともに維
揩ｵようと努めている。予期せぬハプニングに
謔ﾁて「体面」や「場面」がそこなわれた場合

井　上　　　俊

場面　と　体面 は、共謀してそれを修復しようと努める。身近
かな相互作用秩序について考える6

11
スト曝レンジャー

@　　　　　の世界

　見知らぬ人（ストレンジャー）同士が同じ空
ﾔのなかで生活している現代の都市社会。しか
ｵそこでも、さまざまな気配りや抑制から成る
�ｭな秩序が保たれている。都市空間における
Xトレンジャー同士の相互作用秩序について考

同　　上

えてみよう。

犯罪や非行など、社会秩序に反する逸脱行動

はなぜ起こるのか。文化的な目標と制度的な手

12 逸脱　と　統制 段とのズレから逸脱行動を説明するR・K・マー 大　村　英　昭

トンの所論を中心に、逸脱と統制との関係を考

えてみよう。

10年ほど前から、少年非行は「戦後最悪」な

どといわれている瓜これは正しいか。統計的

13 少年非行の現状 データの読み方について検討しながら、あわせ 同　　上

て「ラベリング理論」についても言及しよう。

逸脱は社会の混乱や変動につながりやすいが、
ときに：は社会秩序の維持に：有益な「潜在的機能」

14 逸脱と社会変動 を果たすこともある。逸脱の社会的機能につい 同　　上

て検討し、あわせて逸脱か否かの社会的判定基

準の相対性についても考えてみよう。

〈まとめ〉 社会学とは結局どういう学問なのか、その面、
’

自さはどこにあるのか。2人の講師がそれぞれ

15 社会学とは何か の立場から自由に話しあう。また今回の講義で 同　　上

ふれ残した問題や、聴講者からの質問などをも

（対談） 取り上げたい。

一41一



一政治学入門＝（R）
〔主任講師　阿部　斉（放送大学教授）〕

全体のねらい
　政治学の基礎概念とその相互の関連を明らかにすることで、政治学のより専門的な領域を学習する

ための出発点を作りたい。同時に政治学の入門的講義として、他の分野を学習する受講者にも、政治

学のアウトラインがつかめるようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

政治の機能は、社会の統合を通じて、社会秩

1 政治　と　統合
序を形成し維持することにある。社会の統合は

ｴ争の解決や対立の調整を必要とするが、紛争

ﾌ政治的解決には、いかなる特質がみられるか

阿　部　　　斉

i放送大学教授）

を明らかにし、「政治的なもの」の意味を探る。

紛争の政治的解決は、窮極的には社会的制裁

力を背景として行われるが、この制裁力が権力

2 権力　と　権威 にほかならない。ここでは、権力の定義が多様 同　　上

であることとその理由とにふれながら、権威と

の対比を通じて、権力の特質を明らかにする。

近代国家の最初の形態は、絶対主義国家であ
つた。絶対主義国家が国民国家に変貌したのち、

3 国家の三型態
近代国家は夜警国家から福祉国家へと発展する。
ﾜた、夜警国家から＝福祉国家への転換は、立法

同　　上

国家から行政国家への転換でもあった。こうし
た転換の過程を概観する。

政治と統治の違いを指摘したのち、統治に：澄
げる政府の役割を明らかにする。次いで、現代

4 政府の諸類型 の政府の基本的類型できる議院内閣制、大統領
ｧ、ソビエト制について、それぞれの特徴を具 同　　上

体的に：説明する。あわせて、米国、英国、ソ連
の政治制度にも言及したい。

議会を構成する代表の捉え方として、国民代

表制と地域代表制があることを説明した後、近

5 代表制と議会 代国家に：澄ける議会の機能と現代国家における 同　　上

議会機能の変質とを明らかにしたい。さらに、

現代政治に診げる立法過程に：もふれたい。

‘

現代政治における世論の意義を問い、さらに
世論表明の最も重要な機会である選挙の意味を

6 選挙　と　世論
明らかにする。次いで、今日の選挙制度として
ﾅも重要な小選挙区制と比例代表制を比較検討

同　　上

し、あわせて日本の中選挙区制の特質にふれる。
棄権や定数不均衡に：もふれたい。

政党の本質を明らかに、し、次いで政党が現代
の政治過程に旧いて果たす機能を検討する。ま

7 政党と政党制
た、非競合的な一一党制と競合的な政党制との差
ﾙを明らかにし、あわせて政党制の諸類型にふ

同　　上

れる。さらに、最近の傾向としての脱政党化の
現象にも言及したい。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
利益集団の圧力活

ｮ

　今世紀に入って、利益集団の圧力活動が活発
ﾉなった背景を探るとともに、現代政治に：澄け
髣?v集団の役割を明らかにする。また、利益
W団の圧力活動に伴って現われたロビイストや
R議会の問題点を指摘し、さらに利益集団との
ﾖ連でコーポラティズムにふれる。

阿　部　　　斉

i放送大学教授）

9
地方自治と市民参

ﾁ

　中央集権と地方分権を対比しつつ、地方自治
ﾌ意：義を述べる。次に、地方自治には団体自治
ﾆ住民自治の2側面があることを明らかにし、
Z民自治との関連で市民参加の意義を述べ、さ
轤ﾉ市民参加の具体的形態としての大衆運動、
s民運動、住民運動にふれる。

同　　上

10
官僚制と行政国家

　官僚制の意味を明らかにするとともに、現代
ｭ治におげる官僚制の役割を述べるn次いで、　’
s政が現代政治に占める重要性、行政部の肥大
ｪもたらした幣害、その幣害の矯正策としての
u小さな政府論」、その具体化としての行政改

vなどに言及する。

同　　上

11
自由主義と民主主

`

　自由主義と民主主義との違いを明らかにする
ﾆともに、現代の政治でこの両者がどのように
汲ﾑついているかを述べる。また、自由主義と
ﾌ関連で立憲主義の、民主主義との関連で平等
蜍`の政治的意義を検討し、あわせて今日の民
蜴蜍`の問題点を探りたい。

同　　上

12
政治体制と政治変

ｮ

　政治をシステムとして捉えることの意味を明
轤ｩにするとともに、政治システム論の文脈で
ｭ治体制の意味を説明し、さらに政治体制の主な類型をあげる。次いで、政治体制の変動に言

yし、その最も極端な形である革命の問題をと
閧?ｰる。

同　　上

13
全体主義と独裁主

`

　伝統的専制政治と現代的独裁政治との差異を

ｾらかにするとともに、今世紀に猛威をふるっ

ｽ全体主義的独裁政治の特質を述べる。また、

ﾆ裁政治と類似した面をもつ第三世界の権威主

`体制や軍部独裁体制にも言及したい＾

同　　上

14 内　政　と　外交

　内政と級交の違いを明らかに：するとともに、
ｻ代政治では内政と外交がいかに密接に結びつ
｢ているかを説明する。次いで外交政策の目標
ﾆして多様される国益の概念を検討し、あわせ
ﾄそのイデオロギー的表現であるナショナリズ
?ﾉ言及する。

同　　上

15 国　際　政　治

　国際関係、国際政治、国際社会といった・基礎
T念を明らかにするとともに、国際秩序を維持
ｷる伝統的方策としての勢力均衡と、それに代
墲髀W団安全保障のそれぞれの意味を説明する。
ｳらに、今日の国際政治の基本問題である東西
ﾎ立キ南北格差に言及したい。

同　　上
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＝経　営　総　論＝（R）
　　〔主任講師；栗山盛彦（千葉大学教授）〕

全体のねらい
　今日の高度産業社会の中核的組織である「経営（企業）」について研究する場合の基礎的な考え方や

概念を、できるだげ平易に、包括的に示したい。とくに専攻「産業と技術」という特定の諸専門科目を

考慮に入れて、・それらと有機的な関連をもたせるように工夫する。新しい時代的要講である技術革新

や国際経営にも重点を置く。濯

画 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営学で何を学ぶか。またこれが未来志向的
：な学問として、どのような社会的課題に取組ん

1 現代経営と経営学 で行くべきなのか。序章として、現代経営の全
ﾌ展望を行ないつつ、これが経営学研究の中で

栗　山　盛　彦

i千葉大学教授）
どのように体系的に：研究されているかを示して
行きたい。

経営学の学問体系が初めて構想された母国は、

2

経営学の成立と発

W
ヨーロッパと米国である。日本の経営学は、こ
ﾌ成果の導入によってその基礎を固めてきた。そこで戦前までの経営学説の発成と発展をこの

同　　上
（1）

章で取扱って行きたい。あわせて日本での体系
化の経過に触れる。

上記に続いて、戦後のわが国経営学の発展を
経営学の成立と発 特にアメリカの経営管理論の導入とその影響に：

3 展　　　　（2） よる「管理学としての経営学」の内容と性格を
_じる。とくに：過税論、計量経営学理論澄よび
s動科学理論にふれ、最近の経営戦略論への橋

同　　上

渡しを解説する。

経営学の基礎であり、対象である「経営」の

本質を、　「企業」「経営」および「事業」とい

4 経営基礎論 う基礎概念によって説明する。とくに「機能と 同　　上

しての経営」、「構造としての経営」「この両

者の統合体としての経誉」についてメスを入れる。

経営目的は、本質的に実践理論である経営学
研究の出発点であるとともに、到達点でもある。

5 経　　営　　目　的 今日支配的な意：見は、経営目的は、経営理念と
o営目標との合成体であるという。長期未来構 同　　上

想という経営者の主体的判断と科学技術市場と
いう客観的條件との絡み合せで検討。

「資本と経営」の分離は、現代企業に聴いて
当然の与件とされている。そして今や事業志向

6
事業志向経営と所
L問題

最重心とする企業経営の組識的運営が前面に出
ﾄ来ている（所有に：よる支配の後退と事業経営 同　　上

への重心シフトを、資本制企業の変容と絡めて
考える。

経営活動が展開される過税は、．経営基本職能、
管理職能の二つの視点から水平的、垂直的に区

7 経営過　三論
回してとらえられる。前者は、調達（人物金）．
ｻ造及び販売に：大別される。後者はトップマネ

同　　上

ジメント、ミズルマネジメント、ローワーマネ
ジメントに区分される◎
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）、

今日の代表的経営理論に：ついて説明する。内

容を三つに分げる。経営過税論、経営計量論、
栗　山　盛　彦

8 経営管理論 行動科学論である。この三者を統合する新しい

ﾇ理論としてシステム経営論を位置つげる・
（千葉大学教授）

経営組織のうち、とくに経営管理組織につい

てふれる。機能別組織、事業別組織の特徴、ス

9 経営組織について タフとラインの関係、企業間組織などから、多 同　　上

国籍企業組織の形態まで巾広く、現代的特質を

説明する。

ゴーイング・コンサーンとしての企業の接続

’10 経営成長論

的存立と発展に関する経営理論の概観を行ない、
驪ﾆ成長モデルを示す。機械的成長論、有機的
ｬ長論、投資延長論、統制的成長論にまで及ぶ。
ﾆくに成長論に関するこれけでの学説をフナロー

同　　上

する。

環境の不確実性、未来の不透明性が増大し、

また成熟社会化により人間の欲求が多様化する

11 経営戦略　論 に伴って、これを戦略ヴィジョンをもって計画 同　　上

化する要請が強く出て来ている。ポートフォリ
オ計画、長期経営計画などを中心に取上げる。

高度科学技術の成果を利用した新規事業形成

12
未来事業形成とイ

mベーション

が、今日の最大のテーマである。新素材、バイ
I及びエレ1クトロニクスなど未来事業をいかに
�ｦ的に事業化するか、研究開発はどうあるべ
ｫか、組織を活性化させる創造性を生かす方法

同　　上

は何か、を論じる。

13 国際経営論

　日本企業の海外生産基地設営を中心とする海
O事業戦略について論じる。とくに開発途上国
ﾖの進出から欧米先進国への重点変換に：注目。一般理論として、所有と国益、多国籍企業のグ

香[バル戦略、ブーメラン効果、国内産業究明

同　　上

化に及ぶ。

いま世界から日本的経営が注目されている。

その特色として、家族主義経営、終身雇用制、

ユ4 日　本的経営 集団主義経営、年功序列制、企業内組合等が挙 同　　上

げられている。その制度の過去の発展軌跡を辿

りつつ、現状を分析し、将来を展望してみたい。

15 未来の経営像

　21世紀の経営像を多面的に構想したい。一つ
ﾍ、感性志向的な製品・サービスの提供が、経
cに要請されること、二つは、日本的経営の体
ｿが変容し、国際化が進むこと、三つは、不確
ﾀ性増大に対する対応戦略が必要なこと、四つ
ﾍ組織体としての経営の社会的正当化のための

同　　上

コンセプトの：構築が必要なこと◎
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一地球と宇宙（地球篇）　＝　（TV）

〔主任講師；灘諜欝翻〕

全体のねらい

　われわれの住む地球は宇宙の一員である。地球は固体地球とその上をおおう水圏澄よび気圏よりな
る。まず宇宙の中における地球の位置づけを認識し、ついで地球についての諸々の事象に探究の目を

向ける。現在、われわれが目に：する地球に加えて地球の歴史についても学ぶ。以上何れも基本・基礎

的な立場に立って考究する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地球は太陽系の中で水をたたえた唯一・の惑星 奈　須　紀　章

1 宇宙の中の地球

である◎その太陽系は字宙の中の銀河系に属す
驕B日常われわれが意識する：地球は巨大な．ス
Pールを持…つものであるが、宇宙の中にあ

（放送大学教授）

っては徴小な存在である。このような宇宙 小　尾　信　弥
の中に：おける地球の位置つげを認識する。 （放送大学教授）

地球は気圏・水圏・固体地球の3圏よりなる。

それぞれの圏は、さらに幾つかの層圏に：分れて

2 地　球　の　層圏 いる。これら地球の層圏について、現在までに 奈　須　紀　章

知られている知識の内容を学ぶ。

当然のことながら、人類は太古の昔より大地

について様々な思索を行なってきた。そして長

3 地球科学の発展 い年月をかけて地球の本質を解明し、その実像 同　　上

に：迫ってきた。そのような地球科学の発展の経

緯に：ついて学ぶ。

気圏を構成する主体は大気である。太陽エネ

ルギーは大気に対し大きな＝運動を行なう原動力、

4 大　　　　　　気 を与える。大気の大循環、気圧、風、前線など 同　　上

大気のダイナミクスについて学ぶ。また天気や

気候についても学ぶ。

水圏を構成する水分の大部分は海洋にたくわ
えられている。海水は流体であるので絶えず動

5 海　　　　　　洋
き易いという本質を持つ、海流、潮流、波浪な
ﾇ、いつれも海水の流動のあらわれである。こ

同　　上

れらの事項についで学ぶ。また海底のもつ本質
についても学ぶ。

固体地球は層状構造をもつ乱地表から地心へ
向って地殼、マントル、外核、内核よりなる。

6 固　体　地　球
地竜とマントル上層の一部はプレートとして地
?¥層の固い部分を構成する。このプレートは 同　　上

動いている。これらについて学ぶ。さらに重力
と地磁気に：ついても学ぶ。

地回やプレートを構成する単位は種々の鉱物
1

であり、1種または多種の鉱物の集合体が岩石

7 岩石　と　鉱物 である。岩石は主として造岩鉱物で構成される。 同　　上

岩石は火成岩、堆積岩、変成岩に3大別される。

これらのことがらについて学ぶ。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 地　　　　　　層

　堆積物は固化して堆積岩となる。堆積物や堆
ﾏ岩は水平的なひろがりをもつ地層を形成する。
n層の中にはよく化石を含む。地層の層序と対
艪ﾍ重要である。地層は変形して断層や摺曲を
ｦすことがある。また整合、不整合関係を示す
ｱとがある。これらについて学ぶ。

奈須　紀　章

9 地　質　時　代

　地球上に水がたたえられるようになってから
n表に：澄ける物質の循環がはじまり堆積岩が形
ｬされた。それから以後を地質時代という◎
ﾎ年代、絶対年代を用いて地質時代の実体は解
ｾされた。これらのことについて学ぶ。また地
ｿ図についても学ぶ。

同　　上

10 固体地球の表層

　固体地球表層の実体とその変遷iの歴史につい
ﾄは19世紀後半より解明が大いに進んだ。ゴぎ
hワナ大陸、大陸移動説の提唱から古地磁気研
?ﾌ結果による大陸移動説の復活、中火海嶺系
ﾌ発見。大洋底拡大説の提唱へと時間経過を追
ﾁて学ぶ。

同　　上

11 プレートテクトニクス

　大洋底拡大説は数年後プレートテクトニクス
烽ﾖ進展した。その間に大洋底地磁気異常の縞
ﾍ様の発見、トランスフォーム断層の提唱、ホ
bトスポット説の提唱があった。これらはプレー
gテクトニクス説の中でも生かされた。これら
ﾌ事項について学ぶ。

同　　上

12 地　　　　　　震

大洋底拡大説およびプレートテクトニクス説

ｪ提唱されてから、それらとの関係で地震発生

ﾌメカニズムが随分と明らかに：なってきた。こ

黷轤ﾌ事情について学ぶ。また地震の種類、規

ﾍ、震度などに：ついて学ぶ。

同　　上

13 火　　　　　　山

　プレート境界にはよく火山が形成される。と
ｭに：活動緑辺域であるプレートの潜没帯は火山
ﾑをともなう。さらに中央海嶺系やホットスポ
bトには火山が形成されやすい。このような火
Rの形成の過程について学ぶ。さらに火山の種
ﾞに：ついて学ぶ。

同　　上

14 地　球の歴史

　地球の創生以来の歴史は近年随分とよく解明
ｳれてきた。地質時代以前、それから地質時代
ﾉ入って生物の発生と進化をともなう地表の変
Jの歴史は多彩を極める。先カンプリア時代、
ﾃ生代、中生代、新生代を通じてこうした地球
ﾌ変遷の歴史を学ぶ。

同　　上

15 日　本　　列　島

　日本列島は大局的には太平洋プレートがユー

宴Vアプレートの下へ潜没する変動帯に位置す

驕Bこれは現状である。この点についてまず学

ﾔ。ついで日本列島の地史について学ぶ。さら

ﾉ地下資源について学ぶ。

同　　上
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＝地　球　と　宇　宙 （宇宙編）　＝　（TV）

〔主騰師：鑛麟譲難鋤

全体のねらい

　地球と宇宙という私たちの自然環境を学ぶ科目のなかで、ここでは宇宙について学ぶ。入間の宇宙

観の歴史に始まって、太陽系や恒星、銀河系や銀河について学習した後に、宇宙全体の＝構造や進化、

そして最後に地球を含む太陽系の起源を学んで地球編に：つなぐ。全体を定量的に扱うわけではないが、

可能な限り事柄を量的に理解させる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

天文学は最も古く彫った科学の1つである。

1 天文学の歴史　1
ここではギリシアの王子学から16～17世紀に澄

ｯる太陽系の確立、』それに続く古典天文学の発

Wや恒星天文学の誕生、さらに天体分光学から

小尾　信　弥
i放送大学教授）

天体物理学が始まる19世紀末までを扱う。

　今世紀に入って天文学は面目を一新して、大反射鏡の建造、新しい物理学による物柄や時

2 〃　　　　H
空観の：革新、電源観測や宇宙開発、コンビュー　　　　．タなどの技術開発によって、天文学も大きく発

同　　上

回し、人間の宇宙観も一新した。それらの過程
と成果を学ぶ。

ケプラーの法則からビッグバン宇宙の検証ま
で、宇宙の知識は宇宙の観測にもとづいている。

3 現代の天体観測 今日では、光学観測ばかりでなく電波観測や大
C圏内の観測が重要な位置をしめているが、そ 同　　上

れら種々の観測を概観し、また分光観測など観
測の再本に：ついても学ぶ。

惑星は距離が近いため明るく見え、その動き
も古くから観測され、占星術が興り、天動説や

4 太陽系の運動 地動説が唱えられ、ニュートンに至って力学的
ﾈ太陽系像が確立して、ここでは太陽系に澄げ 同　　上

る運動の典型的なものとして、惑星の運動につ
いて学ぶ。

惑星や小惑星、衛星、隈石、　星や流星物質

など太陽を回る無数の天体は、呼び名が異なる
5 太陽系の天体 ように、大きさや外観、組織などをはじめとす 同　　上

る性質に：大きな違いが見られる。ここでは惑星

をはじめ太陽系の主要な天体に：ついて学ぶ。

太陽系の中心である太陽はふつうの恒星であ
るが、距離が近いため、表面の現象がその変化

6 太　　　　　　陽 が観測できる唯一の恒星である。恒星に：関する
m識のかなりのものは、太陽の観測や研究が基

同　　上

：礎になっているし、また地球に大きな影響をも
つ点でも極めて重要な天体である。

自分でエネルギーを放って輝いている点で、

恒星は太陽と同種の天体がある。しかし、質量
7 恒　　星　　1 や半径、光度は広い範囲にわたっている。恒星 同　　上

についての種々の性質を知る手段は、その結果

について学ぶ。
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）

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 恒　　星　　H

　恒星の分光観測によって、表面の温度や化学
~鷹野讐疎豪篇1劣難ま世塗のの成果まで学び、また光度や表面温度、質量：など個々の性質の問にみられる統計的な関係に

小　尾　信　弥

ついても学ぶ。

恒星は星間雲のなかで誕生した、質量によっ

9 恒星の変化

て異なる寿命を終る。その間で主系列星や巨星、
ｴ巨星など特徴の大きく異なる状態を終る6ま
ｽ寿命を終る際も、質量により様相を異なる。
ｱこでは進化を研究する原理から、進化の各段

同　　上

階の特徴を学ぶ。

銀河系には新星や超新星などの変わった天体

や、星団のような恒星集団も見られる。また星

10 銀河系の天体 間には星間物質や星間雲、，さらに電波天体やX 同　　上

線天体なども見られる。これら銀河系の各種：の

天体について学ぶ。

われわれのまわりの恒星は、星間物質や星間
雲とともに直径が約8万光年の薄い円盤状の集

111 銀河系の構造
団をつくっている。これが銀河系である・ここ
ﾅは銀河系の構造の歴史を＝概観した後で電波天
ﾌなどで明らかにされ、銀河系の構造や運動、

同　　上

また銀河系天体の特作について学ぶ。

銀河系の外には、銀河系と対等な別な銀河が

無数に観測されている。これらの銀河の距離や

12 銀．河の世　界 大きさ、質量、さらに型などについて学ぶ。さ 同　　上

らに、厘時銀河やクコー・リーなど特異な銀河

や銀河集団について学ぶ。

宇宙の全体的な特徴をまとめて概観したあと

で、相対論的宇宙論の基礎になっているフリー

13 宇　宙の構造 ドマンのモデルについて学ぶ。またフリードマ 同　　上

ンに：モデルに基づく膨張宇宙の構造について学

ぶ。

　フリードマンのモデルに物質と放射を導入し
ﾄ得られる進化宇宙論穿中心に学ぶ。3K字宙

14 宇　宙の進化 背放射に基づいて字宙に転籍のあったこと、1
ﾜたピックバン初期の宇宙の進化についても学

同　　上

ぶ。宇宙の未来についても述べる。

15 字宙の進化と地球

　宇宙で物質が優勢となった後に、銀：河や恒星
ﾌような現在われわれが観測する天体が形成さ
黶A進化した。その過程のなかで、現在の宇宙
ﾉ見られる元素も進化した、そのなかで地球を
ﾍじめとする太陽系の天体が形成された過程に

同　上

ついても学ぶ。
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一回忌の数学観＝＝（R）
〔主任講師　前原昭二（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　数学史のなかから、現代の数学観の形成に強く関係しいると思われる事項のみをとり上げ、現代の

数学者の大多数がもつ「数学に対する考え方」を解説する。

側 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 論証的数学の起源

　証明を中心とする論証的数学はユークリッ
h原論に確定的な形で現われるが、それ以前の

�ｵを、通説に従って簡単にのべる。
　前　原　昭　二

i東京工業大学教授）

2
ユークリッド原論
@　　　1

　証明に対するユークリッドの態度を示す一例

ﾆして、3角形の2辺の和が他の1辺より大き
｢、ということの証明の筋道を、ユークリッド

ﾉ従って述べる。

同　　上

3
ユークリッド原論
@　　　H

　定義と公理をもとに：するユークリッド原論の

¥成と、ユークリッド幾何学における平行線の

�揩ﾌ意義、について解説する。 同　　上

4
非ユークリ　ッド幾

ｽ学

　非ユークリッド幾何学の考え方について解説

ｷる。

同　　上

5
非ユークリ　ッド幾

ｽ学の無矛盾性

非ユークリッド幾何学という学問が存在し得

驍ｱとを、当時の学者達がどのようにして保証

ｵようとしたか、について述べる。 同　　上

6
ヒルベルトの幾何
w基礎論

　ユークリッド幾何学と非ユークリヅド幾何学

ﾌ共存を許すヒルベルトの公理主義の考え方を

燒ｾする。 同　　上

7
アインシュタイン
ﾌr幾何学と経験』

ｩら

　公理主義的な数：学と公理主義以前の数学との
ｷ異、ならびに、’ �搦蜍`的数学と自然科学と

ﾌ関係を、物理学者アインシュタインの講演

u幾何学と経験」からの引用によって説明する。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

虚数の概念の論理的な導入法．について説明す

る◎

前　原昭　二
8 虚　　　　　　数 （東京工業大学教授）

無理数の概念の論理的な導入法について説明

する。

9 無　理　数　論 同　　上

整数ならびに有理数の概念の論理的な導入法

について説明する。

10 整数と有理数 同　　上

自然数の概念を純論理的に導入しようとした

11
デデキントの自然

曝_

デデキントの試みについて解説し、集合と写像

ﾌ概念が数学における最も基本的な概念である、

ﾆいうことの意味を説明する。

同　　上

論理とは何か、数学とは何か、論理や数学と

経験科学との関係はどのようなものか、という

12 ラッセルの数理哲学 ことについての、論理主義の見解について解説 同　　上

する。

ラッセルのパラドックスを例にとり、集合論

13
集合論のパラドッ

Nス

的方法の極端な使用は矛盾を導くことがある。

ﾆいうことを説明する。そρ他、意味論的な

pラドックスにも言及したい。

同　　上

集合論のパラドックスとの関連に旧いて数学

をどのように理解すべきか、ということに関す

14 数学基礎論 る論理主義、直観主義、形式主義の考え方を説 同　　上

明する。

数学基礎論の問題が未解決である現時点で研

究を続けている数学者の平均態度と、公理的集

15 数学の現状 合論に：言及し、この講義のしめくくりとする。 同　　上
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＝哲学の基礎＝（R）
〔主任講師　山本　信（新潟大学教授）〕

全体のねらい、

　哲学は我々の日常生活に根ざし、人生観や世界観の問題に連なるものではあるけれども、学問とし

て理論的にやってゆくためには、どうしても抽象的な概念や問題設定を扱うことができなければなら

ない。そのための最も基礎的な道具立てを整えて澄きたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

「哲学」という言葉そのものの意味を考える

1 哲学とは何か
ことから始め、この学問がもっている独自の性

iと、それを学ぶときの特殊事情について述べ
驕B

山　本　　　信

i新潟大学教授）

他の諸学とは事情を異にして、哲学の研究は

常にその歴史との内的な連関に湧いて行われな

2 哲学史の意義 ければならない。哲学を西洋から移入し、しか 同　上

も自国の思層的伝統をもっている日本人には、

この点でも特別の問題が課されている。

普通哲学に属すると考えられている諸学問を

列挙し、それぞれについて多少の説明を加え、

3 哲学の諸部門 それら全体にわたって見とおしをつける◎ 同　上

「ある」ということをめぐる古来の論議をふ

まえ、「実体」「形相」「本質」など、歴史的

4 存在論の基本問題 にも体系的にも哲学にとって最も基本的な諸 同　上

概念をとりあげる◎

「主観」あるいは「主体」と訳される概念の

形成過程をかえりみることによって、現代にい

5 主　観　概　念 たるまでの近代的な思考体制の原点を究明する。 同　上

近世に澄ける心と物、精神と物体の二元論は、

それ自体が本質的に不安定なものであ妖観念

6 近世的二元論 論と唯物論という対立的立場もそのことの所産 同　上

にほかならない所以を論ずる。

近世以降の哲学を特徴づける認識論的問題設
1

定について、その端緒における歴史的意義を明．

7 認識論の系譜 らかにし、その後の展開を跡づける。 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

認識し行為する主体としてのあり方をもって

原理とする立場が、近代の合理性をになう一方

8 主体性の形而上学 の柱として、どのように展開されてきたかを考 山　本　　　信

察する。

現在われわれが「科学」とよんでいる知的形

9
近代科学の思想史

I意味

態が、近代の合理性をになうもう一方の柱とし

ﾄ、思想史的に何を意味しているかを考察する。 同　上

科学的な思考法、それはまたわれわれが小学

校以来の教育で叩きこまれてきて常識に：なって

10 科学的思考の諸性格 いる考え方でもあるが、その特質と帰結とを、 同・上

いくつかの項目にわけて露わにする。

科学の進歩は、生命現象をも物理的化学的な
弍

過程にひきもどし、また人間に対してはその尊

11 生命と人間性 厳を剥奪してゆくかのようにみえる。こうした 同　上

事態に関してどう考えたらよいか。

からだとの関係において心とは何なのかとい

うことは、人類に：とって古くからの関心事であ

ユ2 心　　身　問　題 り、哲学の主要問題の一つでもあった。特に近 同　上

世的二元論の文脈のなかで現在どう考えたらよ

いか。

人間の自由に対立するものとして、運命、自

然因果性、社会的制約などが語られる。これら

13 自　由　と　必　然 の必然的支配を説く決定論に対して、どう考え 同　上

たらよいか。

何を考え何を語るにせよ、それは真なのかと

いう問が最後までつきまとう。ではそもそも真

14 真　　　理　　　論 理とは何か。そして、何かが真であるというこ 同　上

とはどうやって確かめられるか。

哲学の歴史から見てわれわれがどのような状

況にむかれ、いかなる問題に直面しているか・

15 現代の哲学的状況 ということを知るために、現代の諸学説に現わ 同　上

れている思想的動向を概観する。
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＝古代中国の思想＝（R）

〔主任講師：戸川芳郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

’中国古代中世に：生れた思想の歴史を概観する。その源流を追って、発現のすがたと現実に果たした

役割またその後世への影響をえがきつつ、中国思想のいとなみを把握したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 “仁”と　孔　子

　周囲文化の基礎一古代宗族制の世界一が再編に

ｳしかかった春秋後期、はじめて人間関係のあり

福�ｩ覚した孔子が出現する。この儒家の開祖の

v想と行動を時代の様相とともに説明する。

戸川回廊（東京大学教授）

2 墨家集団の思想

　礼楽文化に依拠した儒家の思想基盤を旧びやか

ｷ墨家の、”兼愛・交利“の考えと党派的な結：社

W団の行動軌跡をたどる。4’非行・節録“の社会

癆ｻや”尚志・天志“の政体論にも言及する。

同　　　上

3 孟子の王道論

　　　　　　　　　　　　　　o　　　●@戦国期の社会変動のただ中、聖人孔子を聖王の
n列に臓面子は、その正統伝道者として璋政治の理想を遊説する。”仁義礼盤“を支えた性●善説を紹介し、その思想史上の評価を行う。

同　　　上

4 荘　子　と　老子

　　　　　　　　　　　　　　●　　　⑳@人為を排した「全性保真」の養生論と相対世界
�Eして”斉同“の真実在をもとめた荘周の夢は、

ﾃ代観念論の極致である。後続の『老子』の”無

ﾗ而無不為“の政術をあわせ論ずる。

同　　　上

5 “礼”と　葡　子

　古代中国は、萄子の指示する方向に＝進んだ。天
lの分離・後王思想・性悪説によって”礼法〃秩　　　　　　　　　　　　　　o　　　o

?�xえる根源を現実の実力者王者の権威に帰し

ｽ。この、法家思想を導いた内容を伝える。

同　　　上

6 諸　　子　　百　家

　④　　　o
@儒墨二大集団のほかに戦国中・末期に活躍した　　　　　　　　　　　ゆ　　　o

V説の士のうち、のちに名家一恵施・公孫龍一、㊥　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　⑪　　　　　　　　　　　o

@家一旗鞍・申不転・慎到・韓非一、縦横：家、兵。家と称される思想家の行動をあつかう。
同　　　上

7 陰陽思想と「易伝」

　中国の生んだグ三三パルな思想とは、漢初の陰
z二元と五徳終始め説である。”変易〃原則を説

ｭ「師伝」へも習合され、自然と人事を包括して、

`而上の一三”太極〃の概念を生む。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

叙事巨篇『史記』に現れた司馬遷の意図をその

列伝を主軸に窺うとともに、周代伝来の政事記録

8 司馬遷と歴史記録 一『尚書』と『春秋』を紹介する。加えて春秋学 戸　川　芳　郎

とその三論を説明し史家の体例に論及する。

雑家の書『呂氏春秋』と『潅南子』を黄老思想

を媒介にして説明する。一方、国教に立った無学

9 黄老思想と董仲侍 の教義、董仲釘の政治理論一天人相関の陰陽災異 同　　　上
　　　　　●　　　●v想、春秋三言説、君権則天主義を述べる・

しん

王朝支配の体制教学として前漢後期から清末に

及んだ儒教について、その特徴を綱常倫理・修己

10 儒教　と　経　学
治人・名分論・権威主義にわけて概観し、その学　　　　　●　　　o

pの内容一経学一の史的展開を跡づける。

同　　　上

王六三の墓奪政権をはさんで、当時の学術・文

化を象徴する、面向父子と班氏一族の事業を紹介

11 漢　家　の　復興 する。前者の中秘書の総合整理、後者は鞘管受命 同　　　上

説に立つ断代史『漢書』の編纂である。

陰陽災異説から「以往知来」の予言化が進み、

図識の政術利用と緯書の出現に及ぶ。その批判者

12 三三思想と王充 王充の唯物論的な気一元論と徹底した命定論を紹 同　　　上

介し、その二品思想との関わりを述べる。

学官と学制が整備された後二二教国家は、学術

の分化と論争をよび、また総合解釈へと動く。漢

13 三訂　と　鄭玄 唐訓話学を代表する経学一高慎と鄭玄一を登場さ 同　　　上

せその閲歴と学問のあらましを見る。

「太極」．「元気」の統合概念が成立するζ、肇

二期を通じて宇宙生成論が発達し魏晋期に回気五

14 生成論と”無“ 蓮へと展開する。その展開の様態を追究する一方 同　　　上

「無」の存在論の深まりを王弼の所説に見る・

人間社会の歴史を遡って、その開開に及び、宇

宙生成と人間史とを継ぎ合わせたのは、魏晋期で

15 人間史のこと ある。三体通史の創制とその盛行を通じて歴史意 同　　　上

識を探る。末尾に、中国思想をまとめる。
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＝近代の思想＝（R）
〔主任講師　中綴　肇（放送大学教授）〕

：全体めねらい

　とくに西欧を中心とした近代思想の特質を、神・人間・自然という主題にもとづいて、ルネサンス

（15～16世紀）、知性の時代（17世紀）、啓蒙の時代（18世紀）、ロマン主義の時代（19世紀）という時

間的経過のなかでとらえる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「近代」という概念の由来と意味およびその妥

1 「近代」の概念
当性について考え、その範囲を限定し、いわゆる

u近代化」の内容を検討する。
中　埜　　　肇

i放送大学教授）

近代の思想の特質を、その全般にわたって、そ

れに先行する中世との対比に蔚いて概括する。

2 中　世　と　近代 同　　　上

近代初頭から17世紀までを中心に、キリスト教

信仰が強ぐ生きつづけたことを，愛書の哲学思想

3 神について　（1） や自然科学との関連に置いて述べる。 同　　　上

宗教改革、神秘思想、ピューリタニズム、ピェ

ティズムなどの宗教運動を信仰の内面化としてと

4 神について　（2） らえ、その思想的な意味について考える。 同　　　上・

啓蒙思想によって知性化・合理化された信仰と

しての理神論や無神論の意味について述べる。

5 神について　（3） 同　　　上

スピノザ的汎神論の19世紀に澄ける復権によっ

てもたらされた、知性と信仰との再統合である哲

6 神について　（4） 学的な理性宗教とその破綻について考察する。 同　　　上

近代に入って生まれた新しい人間像を、ルネサ

ンスのヒューマニズムやフランス・モラリストの

7 人間に：ついて（1） 思想を通して概観する。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代哲学の全体にわたってDし」・「精神』・「自

我」・「意識1が優越していたことの思想的な意味

8 人間について（2） を考える。 中　埜　　　肇

社会的に：見た近代的人間像の象徴とも言うべき

「近代市民社会」の思想について考察する。

9 人間について（3） 同　　　上

「近代国家」の思想的な基礎ならびにロマン主

義のもとでそれと結びついた「歴史」の思想を検

10 人間について（4） 蔑する。 同　　　上

近代的自然像としての「開かれた宇宙」が持つ

世界観的・学問的な意味について考える。

11 自然について（1） 同　　　上

「物質的自然」に：関する新しい学問としての「自

然科学」の思想的な基礎診よびそれと「自然哲学」

12 自然について（2） との関係を論ずる。 同　　　上

「人間的自然」（h㎜an　nature）の意味の発見

13 自然について（3）
と結びついた「自然法」思想について考える・

同　　　上

ロマン主義のもとに澄ける有機的（生命的）自

14 自然について（4）
然観や美的自然観と目的論的思考について述べる。

同　　　上

近代の思想的な特質を，それら原理的批判から

生まれた現代の思想的なありかたとの対比に旧い

15 近代　と　現代 て再考する。 同　　上
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　　　　　　　　　　　　　＝現代の思想＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　一20世紀後半の哲学一
　　　　　　　　　　　〔主任講師：今道友信（放送大学客員教授〕

全体のねらい

　現代を20世紀後半と規定し、1983年現在の思想状況を哲学的に明らかにし、21世紀への展望を試み

ることにする・テーマには・常に問われている永遠の課題と特に現代で問われ始めたものとがあるが、

前者では方法の新しさに、後者では問題内容に重点を置く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

時代区分として現代をいか：なる理由で1950

1 現代の哲学的考察
年前後とするかを明ちかにするとともに、19世
I末から20世紀前半にかけての思想を現代思想への助走として論理的に反省する。 　今道　友　信

i放送大学客員教授）

実存主義、マルクシズム、プラグマティズム1930

年代からしばらく、世界的な危機が全体主…義の高揚と

2 過渡期の魚脳
なって具体化して来たが～この時期の思想的な運動と

ｵて現象学の深化としての実存主義と社会思想の実践 同　上

原理としてのマルクシズム、道具連関における認識方

法としてのプラグマティズムをあげる。

新カント派の科学批判とは異なった別種の科

3
科学哲学と論理学

ﾌ変貌

学哲学と数学に接近した論理学の再編が大戦前

繧ﾌ世界に流行したが、その思想的背景と哲学

I特色をのべる。
同　上

人間への反省が、神話や歴史への注目を呼ぶ。

4
歴史の再考と比較

､究

ここでは、考察の次元の拡大とともに成立しか

ｯた本格的な比較研究への手がかりを探索する。 同　上

相互伝達の可能性の根本に言語性があるから

こそ、人間同士の理解が期待されるのである。
5 言　語　哲　　学 それゆえ、言語の構造的省察を事とする言語哲 同　上

学が成立する。

分析哲学の自律的展開の過程の中で、初期に

は問われなかった諸問題が新たに探究されるよ
6 分析哲学の展開 うになって来た。そういう問題として、芸術や 同　上

倫理に対する態度決定と方法上の試みを考える。

7 ・分　析　諸　相 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 構…　造　主　義

　言語による意味指示の構造は一般化すれば文

ｻ全体をテキストとして構造的にとらえる考え

福ﾉつらなる。歴史主義の相対性に対立する非
條ﾔ的な考察方法として溝造主義が拾頭した。

今　道友　信

9 哲学的人間学

　日本の思想界は特に現代世界の中でどのよう

ﾉ：位置づけられるのか、広い視野から公正に考

ｦてみる必要がある。 同　上

10 修辞学・美学

　立場や見解の差異に：対する寛容が、共存（c。一

??奄唐狽?獅モ?jの条件として新たに要求されると

ｫ、説得の論理としての修辞学が見直されて来る。

Vたな再興を示した修辞学が見直されて来る。新

ｽな再興を示した修辞学の哲学的検討を試みる。

同　上

11 解釈学と宗教哲学

　1940年頃からの神学の動向は注目に値いする

烽ﾌがあり、これが哲学に及ぼした影響も見逃

ｵえない。また、禅に集結する仏教哲学への西

｢からの近接も見逃してはならない。イスラー

?_秘思想も注目されている。

同　上

12 社　会　哲　学

　都市が、巨大都市化するにつれて、国家の編

ﾀ形態としてのcivitasとは違った新しい
iurbs）についての学urbanicaが要求される。

Vしい都市哲学は国家哲学や法哲学とも違って、

ﾆ特の社会哲学となる。

同　上

13 自然哲学・形而上学

　自然だけが環境であった時代とは異って、技

pが環境となった現代、人間は環境との対応の

d方としては、古代に回帰したも同然で、新し

｢哲学が要求される。それがmetatechnica
ﾅある。

同　上

14 超越的形而上学

　人間の生態の変化とともに、新しい倫心学が

v求されて来る。その必然性と新しい徳目や新

ｵい人間関係、物質観や生命観について考えて

ﾝたい。

同　上

15
日本の現代哲学と

N学の将来

　二十一世紀に向けて、どのように旧くべきか、

ﾜた思うべきか、を具体的に考えてゆく。

同上
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　　　　　　　　　　＝世界史と時代意識＝＝（R）

　　　　　　　　　　　　一一束アジアの紀年法と歴史記述法一

　　　　　　　　　　〔主任講師：和田久徳（放送大学教授）〕

全体のねらい

　本講では、歴史を理解しやすくするため、その基礎となる紀年法と歴史書編纂の大要を説明する。

さらに、この理解を通じて、歴史的な物の見方、歴史的センスを会得できるようにしたい。

画 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 ’担当講師
i所属・氏名）

ノ

世界諸民族の時代意識、とくに主要な紀年法

1 序　　　　　　説
（西暦・ヒジュラ暦など）。

和　田　久徳
i放送大学教授）

中国に於ける紀年法、とくに元号の成立と発

2
中国の紀年法（1）

N号の成立と発達

達。

同　上

元号の展開と近接諸民族に対する影響◎

中国の紀年法（2）
3

年号制の展開
同　上

東アジア文化圏内の有力な民族として、朝鮮

朝鮮の紀年法と に澄ける紀年法、とくに元号の受容と独特の展

4
年　号　受　容

開。 同　上

ベトナム於よびわが国に澄ける紀年法、とく

ベ　　ト　ナ　ム　・
に元号の発達。

5
日　本の年号

同　上

中国における歴史書の編修の中で、紀伝体の

6
中国の歴史記述（1）

I　　　伝　　　体

成立と展開、とくに「史記」著作の意義など。

同　上

中国に澄ける編年体史書の発達、とくに丁資

同　　　　　　（2）
治通鑑」とその影響。

7
編　　年　　　体

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

中国に診ける紀事本末体史書、その他の歴史

中国の歴史記述（3） 的文献の発達とその意味。

8 紀事本末体
和　田　久　徳

そ　　　の　　他

ハ

朝鮮於よびベトナムにおける史書編修、とく

9
朝鮮・ベトナム

ﾌ歴史　記述

に中国的歴史記述の受容とその意味。

同　上

わが国に澄ける史書編修、とくに六国史の成

10
日本の歴史記述（1）

Z　　　国　　　史

立とその特色。

同　上

いわゆる鏡物その他の成立、わが国の歴史記
同　　　　　　（2） 述の特性。

11 か　が　み　　物 同　上

そ　　　の　　他

インドにおける伝統的な歴史意識のあらわれ

12
南　ア　　ジ　ア

ﾌ時代意識（1）

として各種の紀年法の展開、歴史的文献の発生。

同　上

インドに澄ける歴史記述の展開。

13 同　　　　　　（2） 同　上

インド文化圏としての東南アジアの時代意識、

14
東　南　ア　ジ　ア

ﾌ時代意識

とくに：紀年法、歴史記述のあり方。

同　上

日本澄よび近隣諸民族に澄ける伝統的な年代

ま　　　と　　　め 観、歴史観とその意義。多様な紀年法・とくに：

15 前近代東アジアの 元号と時代意識。特色ある歴史記述と時代意識・

　
　
　
同
　
上
，

時代意識＝
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＝比較思想論：＝（TV）
〔主任講師　中村　元（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

人間の思想の発展に関して、単に知識を伝えるというのではなく、世界が一つになり、万事がグロ

ーバルに考慮されねばならぬ時代になったので、〈思想〉そのものを取り上げて、東西を通して発展

史的に：述べて行きたい。

『回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 比較思想論とは何か

　思想は万人に承認され得るものである。この視

_に立って、学問のセクショナリズムを打破し、

＆ﾕ的思想確立のために諸文化圏の思想の比較考

@が必要であると説く。

　中　村　　　元

i東京大学名誉教授）

@前　田　旧記
@（東京大学教授）

2 比較思想論の発展

　「比較思想論」はアメリカやヨーロッパに旧い

ﾄ長い発展史があるが、インド・シナ・日本など

圏mに聴いても古い歴史を有している。こうした

倹ｼの比較思想の歴史を概観する

　中　村　　　元

@松　本四　敬
i大東文化大学教授）

3 古代思想の特徴
_々と究極のもの

　どの文化圏に澄いても最古代にはそれぞれに民

ｰ宗教が形成され、多くの神々が崇拝されていた

ｪ、やがて神々を超えた真の実在を探究する哲学

I思惟が起こ6たことを考察する。

　中　村　　　元

@上　村　勝　彦
i国学院大学助教授）

4 自由思想家の出現

　もろもろの文化圏のうちでも特にギリシャ・イ

塔h・シナに：穿いてそれぞれの伝統的な思想に反

Rした唯物論・快楽論・道徳否定論・宿命論・懐

^論などの自由思想家を紹介する。

　中　村　　　元

@丸　野　　　稔
i早稲田大学助教授）

5 人　間　の　反　省

　人間が現実のすがたを直視し、現世の苦しみ、

ﾍかなさ、無常を自覚して、それらを超克するこ

ﾆによって真の自己を探求する動きが起こったこ

ﾆを論じる○

中　村　　　元

c　辺　和　子
i名城大学講師）

6 普遍宗教の生活倫理

　普遍ないし普遍宗教といわれるものは、互いに

`統を異にするにもかかわらず、人間の生き方に

ﾂいて意外と共通性をもっている。併せてその相

癈_を考える。

中　村　　　乱

ｬ　永　文美士
i東京大学講師）

7 世界共同体の理想

　都市国家から広：域国家へすすむ中で、理想の政　　　　　　　　　ゐ

｡・国家とは何かを宗教的思惟との関わりを中心

ﾉ：考察し、さらに世界国家をめざす動きに：よる世

E共同体の理想に論をすすめる。

中　村　　　元

O　友　三三
i立正大学短期大学部助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

普遍的宗教を政治の中に：生かそうという理想を

掲げて統一的国家が諸文化圏に澄いて形成された。 中　村　　　元

8 普遍的国家の成立 それら国家の諸帝王の思想や宗教的な考えをさぐ 斉藤　　　敬
る。 （埼玉大学講師）

中世には諸国家の社会を通じて封建制度が確立

されるにいたる。それに伴って身分的階位制が出 中　村　　　元

9 中世社会の思懇的特徴 現し、それを基礎づける思想体系として普遍的宗 宮　元　啓　一
教が支配者に：よって権威づけられた。 （法政大学講師）

普遍宗教は人々をわけ隔てなく愛することを説

いた。ここに：〈慈悲一塩〉の道が成立する。その 中　村　　　元

10 〈慈悲一愛〉の道 〈慈悲一葦〉がどのようなすがた・かたちをとつ 阿部　慈園
たかを考察する。 （日本大学講師）

中世に這いてはく慈悲一愛〉の道と並んでく瞑

11
瞑　想　の　道　と

N学　的　思想

想〉の道が実践され、哲学的思索も深められたが

ｻこから自力か他力かの二つの類型が論じられる

謔､になった。

中　村　　　高

ﾃ　田　真　一
i日本大学講師）

中世：の伝統的権威を合理的主義をもって批判し、

12 自我の自覚と
瘁@判　的　精神

自我を自覚するところに近代的思惟が確立されて

艪ｭ。この点で徹底的であった東洋の思想家の所

_へと考察をすすめる。

中　村　　　元

R　山　　　新
i東京大学講師）

人間すべて平等であるという主張は近代に旧い

て特に顕著になった。しかし国により、文化圏に 中　村　　　元

13 人　間　の　平等 よって異なる点を考慮しつつ、平等思想による社 吉　野　恵　子
会的連帯性の重要さを探る。 （東方学院講師）

近世初期の宗教が職業倫理ないし資本主義精神

を基礎づけたといわれるが、ここにも諸文化圏ご 中　村　　　元

14 宗教改：革と近代思想 とに相違点があることを論じ、併せて主義や国家 山　口　泰　司
を離れた人類性の実現を説く。 （工学院大学講師）

近代精神がもたらした種々の問題点を考察しな

がら、未来に向かっては、仏教でいうところの、 中村　　元
15 未来への展望 「何人にとっても生命は最もいとしいものである」

という自覚の重要性を論じる。 前　田　専学
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＝コミュニケーションと言語＝ （TV）

〔主任講師　沢田允茂（慶応義塾大学名誉教授）〕

全体のねらい
も人間だけが生物の進化の過程で言語によるコミュニヶーシ．ンという手段を獲得した。このことで

人間は何ができるようになったのか、それは人聞の生活にどのような特殊性をもたらしたのか・それ

は人間にたいしてどんな意味をもつか▽などの問題を分析して言語の側面から人間への理解の途を探

るのが本講座全体のねらいであるQ

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

生きているということはその生物の内部やその

環境とめ間に何らかの形のコミュニケーションが行 沢　田　允　茂

1 生きることと
Rミュニケーション

われていることを意味する。それは人間だけでな

ｭすべての生物にとって「コミュニケーション」がも
（慶応義塾大学名誉教授）

っている意味の根源であることを明かにする。

すべての生体はそれをとり巻く自然的～社会

2
環境世界とコミェ

的環境と何らかの形のコミュニケーーションを行って

｢る。そしてそれぞれの生体にとってその環境 同　上
ニケーション 世界とはコミュニケーションによって梼成されて始

めて存在するものだ、ということができるだろう。

この章では「環境の風景」という概念を用い
℃人間のゴミ』ニケーションの在り方の分析とそ

3 環境　の　風‘景 の意味・特に人間の生活にどのような特性を変 同　上
えているか、私たちが「心」とよんでいるよう
な働きをどう理解すべきか、といった問題につ
いて述べる。

コミュニケーションは言語を通じてのみ行われ

るものではない。言語的コミュニケーションの他

4
言語と
Rミュニケーション

に多くの異なった形の非言語的コミュニケーショ

唐ｪある。コミュ諜ケーションがどのような形で
同　上

進化してきたかを考え：ながら、人間の言語につ

いて考える。
、

言語は人間の存在をあまねく包み、物理的に

5 言語と環境（1）

与えられた環境世界と人間との間に：あって、一

墲p中間世間を構成している。だが強いて言え
ﾎ、’ ^えられた環境に比麟的よく対応する部分

　鈴　木　孝　夫

i慶応義塾大学教授）
と、それを余り反映しない部分に分けることが
出来る。

牧畜を主とする人々の言語に、家畜を細かく
分ける表現が多いといったことは、外的対応の

6 言語と環境（2）
姪例であるが、反面、生物としての人間が共通
ﾉ持つ新族関係が、民族により甚しく違って把

同　上

握されるなどは極めて人間的な言語のしくみと
言える。

人間がことばを聞いて意味が理解できるのも

7 言語の構造（1）

物理的な音の流れの中には現れない不連続な単
ﾊや区切のなど抽象的な構造を知っているから
ﾉほかならない。文の要素間の統語構造に焦点

　西　山　佑　司

i慶応義塾大学助教授

を合わせてそのよう：な構造や規則について明ら

かにする。
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

文の意味は、その文を構成している語の意味
や、文の統語構造と密接な関連をもつ。文の意

8 言語の構造その2
味構造や規則を明らかにしたあとで、意味の曖
?ｫとは何か、それは意味解釈にまつわる不明

西　山　佑　司

瞭性と同一視してよいかといった問題について　　　　　　　　　　　　　　f

考える。

自然言語に内在するそれ固有の論理的推論に
は形式論理だけでなく、文の意味構造が重要な

9 言語　と　論理
役割を果たす，，「意味論的含意」や「前提」と

｢う概念を明らかにすることを通じて、論理的
同　上

思考と言語構造との間の密接な関連について述
べる。

話し手が文を用いて聞き手に伝えようとして
いる内容は文の言語的意味と必ずしも一致しな

10 発話の解釈と推論
い。そこには話し手・聞き手の背景的知識や文

ｬ的要因が介入してくるからである。言語を用
同　上

いて現実に行っている推論を発語状況との関連
で考える。

言語は人間の環境に適応するように作られて
いるが同時に言語の檬造に合わせて世界を見、

11
言語による世界の
`成（1）

そのような世界を自から作りあげるという側面
�烽ﾁている。この章では思想とか世界観とい

沢　田　允　茂

うものがいかに言語に関係しているかを明かに
する。

前章で述べたことをより具体的に、言語の構
造とか、言語の中に組込まれている論理的な構

12
言語による世界の
`成（2）

造が、どのような過程を経て新しい風景のイメ
[ジ、即ち人間にのみ独特な環境の風景を作り

同　上

上げ、人間独自の生き方を創造したかについて
述べる。

人間が言語を通じて作りあげた世界は不変の
ものではなくて自然環境や社会環境の変化に応

13 概念　の　進　化
じて進化する。原始宗教の世界から今日の科学
Iに見られた世界への進化はどのような環境の

同　上

変化との関連の下で生じたのかを探究してみる。

言語とは単にある情報を受取るだけでなくて・
それに：もとづいて行動するときの仕方をも決定

14 言語　と　行為
する。しかし我々の行動のすべてが言語的思考
ﾉよって決定されているものでもない。私たち

同　上

の行動の中で果す言語の役割と意義について考

える。

コミュニケーションの手段の発達を通じて人間の
社会とその生活は次第に地球化（910bal　iz　ation）

15
コミュニケーション

ﾌ地球化

への方向に向っている。とのよちな現在の新し

｢状況の中で解決を迫られる諸問題にとりくむ
同　上

ための基本的な方向や知的態度について述べる。
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＝思考と論理＝（R）
〔主任講師　大森荘蔵（放送大学教授）〕

全体のねらい

　思考、論理という曖昧模糊とした二概念を明確にすることによって、両者の関聯が言語の場にある

ことを示そうとする。そして具体的に日常日本語の中から若干の語の意味規則を撰んでそれらの規則

から現行市販されている教科書の論理学が導出されることを示すことによって論理の言語規則説の一

般的証明を行う。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 概説　的　序　論

　本章の目的本題の誤解　「思考」の曖昧さ
u思い」も思考　「思い」の言語化　言語規則説

L号論理学　我が国での記号論理　思考と論理
K則説の述べ方

大　森荘　蔵
i放送大学教授）

2 思考　と　は　？

　思考の意味の曖昧さ　「思い」としての思考知覚（perception）に対しての思考（co職ceptio簸）思考的理解の様々　知覚の中に籠った思考　四六

梺?墲ﾉ思考

同　　上

3 思考　と　言　語

経験は普通言語化されない　言語以前の経験

ﾆいう誤解想起とは過去形の経験思考が言葉
ﾉなる　夢の場合繰返して誤解を排する 同　　上

4 論理　と　は　？

　醐　　・　　　　　　　　　　て　三王　　　　　る
r中律の形式の正しさ　言語規則説　出発点と：な
骭黷�Iぶ一四つの接続詞　それら接続詞の意味
K則　論理学の導出　結果の検定　日本語から論理学が導出される　言語規則と論理的正しさとの

ﾖ係の実例平面幾何学の語群　親戚名集団　等
p?ﾌ意味により平面図から切断面図を導出する

同　　上

5
言語規則から論理
�ｱく

　言語規則説の証明の必要　局所的論理　全域的
_理　非主題的な言葉から出発　非主題的な名詞。
ｮ詞　接続詞は非主題的　真理値表による接続詞
ﾌ意：味：表現　真理値表を使って複：合文の真理値を

?ﾟる　二三文型　接続詞間の依存関係

同　　上

6
述　　語　論　理
@　　　（1）

　言語規則説を述語論理に及ぼす　主語一述語の
¥記法　関係を含む述語の表記法　「すべて」の
¥記ω　「すべて」の範囲話題世界を不定にしておく存在記号の導入最大数に関する文例　束縛：変

?A自由変項述語文の簡単な表記法真理値による
q語の定義　％座述語（翻）丑（りゅ、，娩，鋤）と
ﾆ（ρ5の∬〈灘D晩，りりπ）の真偽　述語論理の
ｶ型　回帰定義・妥当文型　公理系による公式的

ﾘ明

同　　上

7
述　語　　論　理
@　　　（2）

　言語規則説への疑問　非主題的な語群から全域
_理学記号論理学の普遍性弁証法と形式論理
ﾚ続詞と分割描写　量子論での接続不能　確率論
ﾆ接続詞総称詞の接続機能　論理は世界に相対
I　E．T生物の論理

同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
異なる言語に：異な

髦_理？
大　森　荘蔵’

！

必然性をとり上げる　論理的文は経験：的検証と

無縁排中律の場合　規則に従う　規則に従わな

9 論理的必然性
吟と 同　　上

古典的三段論法と記号論理学三段論法各種
正しい三段論法　推論型と文型　推論型と文型の

10 古，典的三段論法
相互導出　接続詞　　矛盾文型から任意の文が推

_できる

同　　上

二つの結論　思考は必ず論理的？　論理と言い
換え　首尾一貫　はやり言葉の論理

11 思考の論理性
同　　上

形式性の必要　形式化と機械化　算盤　コンビ

12
形式化とコンピュ ユ二 ?@接続詞に対応するスイッチ回路　・のス

Cヅチ　Vのスイッチ　～のスイッチ　機械的解 同　　上

一三 法決定可能性

言い廻しの危険　§1コンピュータ　コンピュ

13
入間・脳・コンピ

?[タ

一三は「計算する」　機能的同類化　§2脳
u脳が…する」　脳過程重ね描き　キメラ命題
Lメラ命題は無意味脳には機能的同類化は及ば

同　　上

ない

言語表現という誤解事物の輪郭　「家」の固
定「家」の制作言葉に生活が籠る　人の動作

14 言語　と　世界
カントの図式論も同様　時間順序　時間順序の制

?v約人間的意味を世界に与える
同　　上

奪

世界の法則としての論理論理は経験法則では
ない　論理は言語を通して世界に成り立つ　時間

15 論理　と　世界
順序　カントと規則説　今一つの観点　命題論理

ﾌ接続機能　古典物理と量子論弁証法論理　有
同　上

効性の観点結論
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　　＝入文地理学＝（TV）
〔主任講師：西川　治（立正大学教授）〕

全体のねらい

人文地理学は・人間が風土に適応して生活環境を組織し、自然地域の上に人文地域を形成してきた

過程と・その地域的差異の要因を究明する学問である。ここでは主として日本の国土を対象として、

その風土的特色、国土観の変遷、澄よび村落や都市、人口移動、農業や工業活動に関する地域システ

ムなどについて考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本の風±と国民性

　導入部として人文地理学の考察法と風土論を取

闖繧ｰる。日本列島の地形的・気候的条件、住民

ﾆ生活様式の地域的差異、水田稲作などの関連に

�｢て、日本入の性格や思考法の特徴について論
ｶる○

西　川　　　治

i立正大学教授）

驕@木秀　夫・
i東京大学教授）

2 日本国論の変遷（1）

　わが国では古来、小国論と大国論とが繰り返し

ｻわれてきた○それぞれの論拠を時代的背景、地

搦v想、外国人の日本論、日本地図・世界地図の

ｭ達などとの関連に澄いて考察する。
西　川　　　治

3 日本国論の変遷（2）

　明治以降、ナショナリズムのいきすぎを警告する小国論も現われたが、大国意識が強まった。戦後は資源小国論が流行したが、最近では経済大国論が復活した○これらの論拠を検討し、高度経済成長とその後の国土利用についても考える。

’西　川　　　撃

a@崎正　義
i日本：地図センター・

4 日本の国土開発
ﾆ景観の変化

　文化景観を歴史的複合形態として把え、各時代に澄ける農地開発・土地改良・村作りの遺構が、現在に澄ける景観の地域的差異の形成にどのよう

ﾈ役割を果しているか、野外調査の事例を用いて

l察する。

山田　安　彦
i千葉大学教授）

5 日本の農業地域

　日本農業の特色と高度成長期につづく農業地域の変化について、農業政策都市化、兼業化、機

B化、国際市場などとの関係に即して、野外調査

ﾉよる具体例を示しながら考察する。

竹　内　啓　一

i一橋大学教授）

6
バングラデシュの農
ﾆ開発の展開、農耕
ﾌ変化

　外国との対比によって日本農業の特色を鮮明に

ｷるために：、バングラデシュの農業について、そ

ﾌ伝統的農耕の特性を明確にし、近年の農業生産

ﾌ動向と農業開発の実態をふまえながら農耕の変

ｻの様相を明らかにする○

三口　善美
i駒沢大学教授）

7
近代化による村落の

ﾏ貌

　ヨーロッパに澄点る村落の諸類型について概説し、村落共同体の解体に伴う農村の変貌、統合ヨーロッパの動きの中で実施された農村構造改善事

ﾆなどについて紹介し、日本農村の近代化との差

ﾙについても言及する。

竹　内啓　一一
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

わが国に澄げる明治中期以降の人口移動、大都

8
人口移動の趨勢
ﾆ地域人口問題

市集中傾向を、都道府県別の転入・転出収支と人

菇ｧ度順位モデルによって考察し、とくに1970年

繧ﾌ転換期の意義を指摘し、人口構造の地域的差

西　川　　　治

_　　　英　彦
i西城大学教授）

異と問題点について論じる。

わが国に澄ける工業の発達過程を地域的に概観

9
日本の工業構造
ﾆ地域的展開

し、とくに高度成長期とその後に澄ける工業立地

ﾌ動向、基幹工業の立地による地域の変貌、工業

ｧ地が地域経済と生活環境に及ぼす影響について

’西　川　　　治

a@崎　正　義
も論及する。

わが国には多種多様な地場産業が存在し、世界

市場や全国的市場に依存するものも多い○その中 西　川　　　治

10 日本の：地場産業 から諸事例、とくに東京の城東地区に駆ける生活

?ｮを紹介し、地場産業の近代化、国際化と地方
ﾌ時代に：澄げるその在り方に：ついて考える。

竹　内　淳彦
i日本工業大学教授）

都市地理学の課題、都市の類型、ヨーロッパと

日本の歴史的都市の差異について考察し、近代に

11 都市の類型と
s市システム

澄げる都’市の中心地機能と階層文化、都市群の配

�Aすなわち都市システムに関するWクリスタル
西川　　　治

ラー理論について説明する。

大都市の成長は、都市化地域の拡大と地区別の

12 大都市地域の構造

住み分けと機能分化を伴い、中央業務地区（CBD）

�?Sとする同心円的及び扇形的地域構造などを

ｶじる傾向がある。その理由を説明する古典的理

山　口　岳　志
i東京大学助教授）

論モデルと最近の研究法について紹介する。

最近に：渇ける大都市化の諸相、ユナーべ一ショ

13
日本の地域構造と

＜Kロポリス論

ソ化やメガロポリス化の傾向について考察し、都

sシステムからみた日本の堆域構造を把握する。

ｳらに、大都市問題と大都市圏の行政、ニュータ

Eンの意義等について論及する。

’西　川　　　治

艨@内　　　昇
i凝茶の水女子大学教　　

授）

高度成長期には各地で工場用地・宅地・公共用 西　川　　　治

地等の造成による大規模な地形改変が行われ、加 大　矢　雅　彦

14 都市化と自然災害 えて大都市の過密化や地盤沈下など洪水・高潮・ （早稲田大学教授）

地震による災害激化要因がふえている。この問題
松　田　磐　余

について地理学の立場から考察する。 （都立大学助教授）

15
国際化時代における

l文地理学の役割

　人文地理学の啓蒙性と応用性に：ついて説明し、

坙{入による海外地域研究や世界的スケールの研

?ｬ果、さらに途上国の開発援助に診ける地理学

I貢献などの事例を紹介し、人文地理学の進むべ

西　川　　　治

驕F木秀夫
蛛@矢　雅　彦

き方向について考える。
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＝行動科学＝（TV）
〔主任講師撫翻果灘矧

全体のねらい
　人間の行動に関する諸科学の概説ではなく、心理学としての行動科学を扱う。前半は個体の行動に　’

ついて生得的、習得的行動を扱い1後半は社会的行動を扱う。心理学概論、他の心理学関係の科目で

多くは扱われないが、行動科学の視点からは大切な比較心理学、社会心理学の領域に重点が置かれる。

．回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

心理学としての行動科学の方法論的：な意味と内

容・体系に関わる意味とについて論じ、本匠がど

1 行動科学の視点 のような構成に従って述べられるかを説明する。 小　川　　　隆

（明星大学教授〉

生得的行動の系統を記述し、進化の過程に関し、

2
生得的行動
@　一環境と行動

種行動の一般性、特殊性について説明する。物理

I世界に対し生体の環境の性質、環境と行動との

芒r行動学的関連について説明する。

同　　　上

生物の種々の行動の中で系統発生的に獲得され

生得的行動一 たものにどの様なものがあるか、又、どの様な：筋 渡辺　　　茂
3

行動の系統発生互 道を通ってその楽な行動が形成されたかを説明す （慶応義塾大学・

る。 助教授）

本能行動の一つの特徴である行動の自発性につ

4
生得的行動一
s動の系統発生亜

いて説明し、更にいくつかの行動レパートリー一の

?ﾅ、どの行動がどの様な場合に発現するのか、 同　　　上

又、その機構はどの様なものであるかを説明する。

生得的機構と習得的機構との関連、生得的行動

5
生得的行動一
@行動の個体発生

の適応的変容とし七の発達的変化、初期経験の役

рﾈどについて説明する。 小　川　　　隆

動物の行動の背後にある知覚、認識、記憶判断
などの認知機能に関する脳の情報処理のメカニズ 酒　田　英　夫

6
行動の神経機構一行動の生理学 ムを説明する。実例としてコウモリのこだま定位、

Tルの視覚系の色彩、形態、空間の知覚、前頭前

（東京都神経科学総

㈹､究所生理学研
野の行動的意味認知、ネズミ海馬の認知地図など 究部長）

を取り上げる。

行動の科学的研究の系譜を辿り実験的行動分析

7
習得的行動
@　一行動の分析

の技法を説明する6行動の適応的変容の諸政を記

qし、条件づけの基本事象、機制を説明する。 小　川　　　隆

一70一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
習得的行動
@　　一認知機制

@　　　　　　　’

　認知行動に関する基本的事象、刺激性制御、条

署ｫ強化、行動の連鎖機構などについて説明する。

小　川　　　隆

9
習得的行動
@　　一行動機制

行動の積極的・消極的結果としての強化、強化

Xケジュールの役割、対応法則、最大化法則：など

ﾉついて説明する。 同　　　上

10 言語行動

　言語行動の特徴は、反応であると同時に、それ
ｪ刺激として作用するという点である。このこと
�燒ｾしたうえで、言語行動を規定する要因から
ﾝた言語行動の分類について述べ、つづいて、言
齠I刺激が非言語行動にどのような影響を及ぼす

ｩについて述べる。

　佐　：藤方　哉
i慶応義塾大学教授〉

11
選択行動
@　　一意志決定

　入間はたえず選択をし、決定をしている存在で
?驕B小ばいま何をするかということから、大は
牛･とか就職とかといった人生の大事まで、また
ｻうした個人的決定から国の政策を決める政治家
ﾌ決定まで、そうした選択決定に関する理論と研

?ﾉついて述べる。

戸　田　正　直
i北海道大学教授〉

12
行動修正1一応用行動分析

　人間の行動は環境条件を制御することによ
ﾁて、大きく修正されうる。本章では、教育的

yび、社会的に重要な行動を確立するための、
ﾂ境条件の分析・制御法を説明する。

　出　口　　　光

i慶応義塾大学講師）

13
行動修正鉦
@　　一教授工学

　行動を修正するための技法をシステム化して、

ﾀ際に利用した例を教育及び、病院場面から選び、

ｻれらの説明を通じ、環境条件の人間行動に対す

髀d要性を述べる。

同　　　上

14 行動薬理学

　ラット澄よびアカゲザルのオペラント行動の利

pにより、薬物の行動効果、薬物の強化効果およ

ﾑ弁別刺激効果がどのように測定されるか、また

ｱれらの動物実験の結果がヒトの日常生活にどの

謔､な意味をもつかについて論じる。

　安　東　　　潔

i（財）実験動物中央研

?叶ｸ神薬理部長〉

15 行動三三

　産業行動や視覚障害者の行動等を例にとって、

?ﾔの注意集中・配分を測度とした行動の評価法

�燒ｾする。あわせてその実用性についても触れ

驕B

西　岡　　　昭

i労働科学研究所
@　　　副所長）
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前半で取り上げた問題との関連を考慮しつつ、

社会的行動とは何かについて述べる。

16 社会的行動とは 末永　俊　郎
（日本大学教授）

社会的強化・観察学習などについて、具体的事 末永　俊　郎

17 社会的学習と行動
例を題材にして説明する。 山　口　　　勧

i放送大学助教授）

安　藤清　志・
（東京女子大学講師）

社会的環境をわれわれがどのようにとらえるか

18
社会的認知と
@　　　　行動（i）

について考える。 末永　俊　郎

R　口　　　勧

安　藤清　志

社会的認知と行動との関連について、実験例な

19
社会的認知と
@　　　　行動（皿）

どにもとづいて説明する。

同　　　上

人間の社会的行動を理解する上で必要となる自

ﾈの問題について考える◎ 末　永俊　郎
20 社会的行動と自己 山　口　　　勧

安藤　清志

行動の社会的促進と抑制の過程について述べる。

21
対入場面に澄ける
@　　　　行動　1

中　村　陽　吉

i学習院大学教授〉

他者との空間的関係（距離・場所など）が行動

22
対人場面に：澄ける

@　　　、行動歴

に及ぼす影響について考える。

同　　　上

他者との対入関係の成立の手がかりとしての魅

23
対入場面に澄ける
@　　　　行動皿

力の問題などについて述べる。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

行動の条件としての集団について説明し、さら

ﾉ集団内に診げる成員相互の働きかけの過程につ
末永　俊郎

24 集団内行動1 いて述べる。 古　畑和孝
（東京大学教授う

集団内での意志決定と集団思考などの問題をと

りあげる。

25 集団内行動H 古　畑　和孝

集団内のコントロールシステム（り一ダーシッ

プなど）について考える。

26 集団内行動盟 同　　　上

集団と集団の間の葛藤と調整のプロセスについ

て考える。

27 集団間行動
同　　　上

集合行動とは何であるかを述べ、集合場面にお

かれた三々の行動の特徴について考える。

28 集合行動とは 岡部慶三
（東京大学教授）

災害状況において発生した集合行動の特徴（流

言・避難など）について考える。

29 集合行動の事例 同　　　上

個体行動之社会的行動との関連性を中心に、行

動科学全般のまとめを行なう。

30 行動科学の展望 末永俊　郎
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＝心理学概論1＝（脚）
主任諦

全体のねらい

　人の心と行動のはたらきを理解するために、まず、入が環境の状態と感覚を通して知り、それによ

って得た情報を処理して、自分の要求の実現に役立てていく過程を考えてみる。つぎに、このような

入の心と行動が、子供から大人へと発達していく過程において、いかに変化していくか、また個人個

人によりどのように違うかについて述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 心　理　学　と　は

　心理学とは何かについて、2回以降の内容を説

ｾしながら具体的に述べ．つぎに、心理学の課題

ﾎ象、方法などをめぐって、歴史的発展の過程と

ｻ況を述べる。

大　山　　　正

i東京大学教授）

l　摩武　俊
i東京都立大学教授）

2 環境の認知　1
ｴ　　覚

　人間が環境の中で生活し行動し、環境に適応し

ﾄいくためには、まず環境の状況を把握する必要

ｪある。その手段としての感覚の特性について考

ｦる。

大　山　　　正

3
環：境の認知　盈
m　　覚

　われわれが環境の状況を見、聞き、感じる場合．

ｻれは単なる感覚のよせあつめでも外界の忠実：な

ｽ映でもない。この観点から、知覚の法則、錯覚、

�ﾔと運動の知覚について述べる。

同　　　上

4 情報の処理　1
香@意　と　探　索

　われわれが日々接している情報の量はきわめて

c大であるが、われわれはその一部しか利用して

｢ない○この観点から、注意と知覚的探索につい

ﾄ述べる。

大　山　　　正

艨@領　　　謙
i千葉大学教授）

5 情報の処理　略
L　　憶

　人間が利用している情報のかなりの部分は記憶

ﾆして保存されている過去の情報である。この記

ｯの成立、保持、検索、変容などについて述べる。

大　山　　　正

ｬ谷津孝　明
i慶応義塾大学教授）

6 情報の処理皿
v考　と　言語

　選択され、検索された情報を用いて、ある目的

ﾌために、人が問題を解決していく過程が、思考

ﾅある。その際には、人々が長年にわたり作り上

ｰ、個人が幼時より習得してきた言語の体系が大

ｫな役わりを演ずる。

大　山　　　正

ｭ取　広　入
i東京大学教授）

7
経　験　の　効果
w　　　　　　　習

　多くの生物とともに人間は、過去の多くの経験

ﾉよって、行動の謡扇を獲得し、変容している○

ｱの学習の過程を、条件づけの原理に基づいて考

ｦてみる。

大　山　　　正
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 要求　と　感　情

　人が行動を起こすのは何らかの要求にもとづい

ﾄいる。要求には、多くの動物と共通している生

ｨ的要求と、人間の社会生活に：もとつく社会的要

≠ｪある。また、これらの要求が実現される過程

ﾉさまざまの二二と情動が生じる。

大　山　　　正

9
心　の　発　達　亙

緖刳冝E幼児期

　他の動物に比べて、人には本能的行動が少なく

Lかな可塑性をもって生れてくる。赤ちゃんがま

墲閧ﾆのかかわり合いの中でどのように成長して

｢くかを述べる。

詫　摩　武　俊

10
心　の　発　達　H

ﾂ年期から老年期

青年期から老人期にかけての心の変化、すなわ

ｿ他人との関係、自分自身についての考え方や感

ｶ方の変化の過程を述べる○ 同　　　上

11
個　　人　差　　1
m　　　　　　　能

　知能とは何か、どん：な働きの知能があるのか、

ｻれの測定は可能か、天才とは何か：などについて

qべる。

詫　摩　武　俊

ﾉ　藤　隆　二
i横浜市立大学教授）

12
個　　人　　差　　H

ｫ　　　　　　格

性格の個人差の形成過程、性格の類型、性格の

ｪ定法、性格の認知、性格の好き嫌いなどについ

ﾄ述べる。 詫　摩武　俊

13 社　会　的　行動

人はつねに他人とかかわりをもって生きている・

ﾂ人と集団との関係、人と人との距離感、人間関

Wにみられる日本人の特徴：などについて述べる。

詫摩　武　俊

ﾁ　藤　義　明
i東京都立大学助教授）

14 心　　の　異　　常

　精神病、神経症、性的倒錯、非行、自殺などの

ﾀ態現在の特色、これらの原因、対策などを取

闖繧ｰる。

詫摩　武　俊

ﾖ　藤　茂　太
i斎藤神経科病院長）

15 心理学の応用

　現在の心理学は個人の生活とも社会の諸事象と

燒ｧ接に関係している、心理学の研究成果や研究

@が実際に：どのように：応用されているかを実例を

?ｰながら述べる。

，詫摩　武　俊

蛛@山　　　正
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＝心理学概論丑＝（TV）
〔主任講師　中川大倫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　心理学概論1を土台として、旧記学上の諸問題を各論的に述べる。これによって、心理学概論1と

ともに、心理学的なものの見方、考え方を豊かにし、同時に、心理学のみならず、隣接領域にかかわ
る諸事象に対しても、関心と興味とをもっことができるように配慮する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

幼少期の発達：における脳細胞間の精密な連結

1 心　の　発　達　1
化と神経繊維の髄鞘化の重要さにふれ、それを

y台として、初期経験の問題を、動物実験の事
痰�?Sに説明する。

中　川　大　倫

i放送大学教授）

幼少期に人間的社会的i接触をもたなかった野

生児や、より豊かな入間的社会的環境を与えた

2 心　の　発　達　H 場合の事例（施設児）をあげ．入の発達に及ぼ 同　　　上

す初期経験の重さを説く。

知覚的世界の基本的：な特性を、形の知覚（三一

地、群化、分節、枠組、輪郭線、知覚の場）と

3 環境の認知1 運動の知覚（実際運動、みかけの運動）を取り 同　　　上
上げ説明する。

空間知覚に重点を叩き、奥行き視（単眼視と
診

両眼視の場合）と恒常現象（大きさ、明るさ、

4 環境の認知丑 形の場合）とを述べ、さらに、時空相対の問題 同　　　上

にもふれる。

知覚形成に叩ける主体的要：員として、構え、

文脈、図式、順応水準、動機、共通の期待など
．5 環境の認知皿 について述べ、また、知覚と有機体の生活の問 同　　　上

題にふれる。

古典的条件づけと四球ラント条件づけの概要

を述べ、とくに、オペラント条件づけに澄ける

6 学亘@　習　1 諸問題や最近のシェイビング、バイオフィード 同　　　上

バックにもふれる。

学習に関する認知説を説明し、S－R理論と
の間の論議にふれる。さらに、技能学習、社会

7 学　　　　習　n 的学習（モデリング、不安回避の模倣）につい 同　　　上

て述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最近の情報理論の影響による記憶モデルを土

台として、感覚的記憶の基本的な特質、ならび

8 記憶のシステム1 に、感覚的記憶と短期記憶の関係や短期記憶の 中　川　大　倫

情報処理過程につき述べる。

短期記憶と長期記憶の関係、長期記憶の構造

の問題、記憶に於けるリハーサルと忘却の問題、

9 記憶のシステム巫 記憶研究と日常生活の関係、などの事項につき 同　　　上

説明をする。

認知に澄ける特徴抽出の理論（心理学的理論

と生理学的理論）、ならびに、認知に論ける情 中　川　大　倫

10 認　　　　　　知 報処理の方略として、刺激駆動型処理と概念駆 星　　　　　薫

動型処理について説明をする。 （放送大学助教授）

知的個人差に焦点をしぼり、知能の因子＝構造

を述べ、また、知能と学力の特性を、測定法と

11 個　　　入　　　差 の関連に澄いて説明し、測定結果の意味の理解 中　川　大　倫

に役立てる。

人の行動を社会的背景に旧いて捉える。まず、

野卑関係として対人魅力、ついで、集団形成に 中　川　大倫

12 社会的行動1 ふれ、集団凝集性を説き、さらに、集団規範と

ｯ調の問題を取り上げる。

山　口　　　勧

i放送大学助教授）

集団内の個人行動（社会的促＝進と手抜き）や

集団行動（集団の生産性、リーダーシヅプ、集

13 社会的行動豆 団決定など）を説き、最後に、危機的場面と人 同　　　上

の行動にふれる。

要求（動機）の構造、要：求の充足と阻止を土

14
要求　（動機）

ﾆ　阻止現象

台として、とぐに、阻止に伴う非合理的な反応

ﾌ諸タイプについて説明を加え、人の行動の理

�ﾆ予測に：役立てる。

中　川　大　倫

不適応の指導と治療に澄ける各種の方法の特

性について述べる。カウンセリング、心理療法、

15 指　導　と　治　療 行動療法、内観法、集団療法などを紹介する。 同　　　上
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＝教育学概論＝＝（R）
〔主任講師　田浦武雄（愛知学院大学教授）〕

全体のねらい

　教育学は、教育現象を学問的に研究し、理論体系化したものである。教育は、文化・社会の動態と、

人間の成長・発達：との接する面で、文化と入間との現実構造や変化過程を探究し、よりよい未来を創
出するゐを助ける営みである。多くの教育問題との関わりを含め、教育の基本問題を研究し、それら

の改善の方向を究明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1～7の7回にわたって、教育学及び教育の意
義を検討する。

1 教育学の意義 教育学の概念、教育論と教育思想、教育学の動 田　浦回　雄
向、日本における戦前と戦後の教育学の変遷等に （愛知学院大学教授）

ついて考察する。

入間形成には、すくなくとも素質と環境と教育

との要素が含まれている。これら三つの要素の関
2 教育　の構造 連のダイナミズムの基本構造について、検討を行 同　　　上

う。併せて、IQをめぐる論争及び野生児記録が

示すもの等についても考察する。

教育という用語を吟味し、意図的教育と無意図

的教育との関連について考察し、教育の社会的機
3 教育の機能 能一文化伝達、社会統制、文化改造一のi類型に関 同　　　上

して、検討を行う。

教育は入間の成長と発達をめざしている。成長

の概念を重視したジョン・デューイの教育学の中心

4 成長　と　教育 的主張と、かれが批判した諸学説一準備説・開発 同　　　上

説・形式陶冶説等一の問題点について＝考察する。併

せて、デューイの成長観について検討する。

人間の成長と発達とは類似した概念であるが、
この他に、社会化・文化化等の過程の研究からも、

5
発達と社会化・
@　　　　　文化化

参考とすべきものを考える必要がある。入間の成

ｷ・発達の過程の実態を捉えるとともに、いかに
同　　　上

改善していくかの処方を的確に行う点に：ついて検
冠する。

人間の成長・発達の過程の把握とその処方をめ

ざすものとして、成長・発達の教育学を志向する

6 発達と教育の理論 必要がある。そのための学際的研究の必要性、成 同　　　上

長・発達の考察の視座として文化内存在の概念を

吟味し、全人的成長の構造を検討する。

現代教育の動向のうちで、注目すべきものは教
育の人間化の追究であり、人間的教育の確立であ

7
現代教育の動向一教育の入間化 る。その構成要素として、民主的価値観、確かな

m識、豊：かな感情・情操、不屈の意志、逞しい健 同　　上

康、道徳的実践力、創造的態度等が考えられる点
について検討する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

現代教育学の
@　　　　類型　1
i歩主義・伝統主義

　8～11の4回にわたって、現代教育学の類型に

ﾂいて検討する。
@戦後わが国の教育に影響を与えた進歩主義と、

ｻれと対立する伝統主義とについて、そ誕それの

攪_的特色を類型的に考察する。

田　浦回　雄

9
現代教育学の
@　　　　類型藪
?｢主義・実存主義

　プラグマティズムの立場にたちながら、進歩主

`とちがった歩みをした改造主義、および人間存

ﾝの問題を重視した実存主義について、理論的特

Fを検討する。

同　　　上

10

現代教育学の
@　　　　i類型皿
ｳ育の現象学・教育
l類学・教育社会学

　現代教育学の新しい動きとして、教育の現象学
ﾆ教育人類学について検討する。教育の現象学は・

ﾀ証主義のゆきづまりに対処して台頭し、実存主
`の傾向をもった点、教育人類学は、教育現象に

ﾂいての文化人類学的研究として注目されている
_を考察する。教育社会学の特色も検討する・

同　　　上

11

現代教育学の’

@　　　　類型Iv
ﾐ会科学的教育学
E分析哲学・教育
?ﾔ学

　社会科学的教育学、とくにマルクス主義教育学
ﾍ、社会主義圏の拡大とともに勢力を増している
ｪ、その理論的特色を考察する。他方、イデオロ

Mー的には中立であるが、哲学的分析を重視した

ｳ育学、いわゆる分析哲学の検討を行う。近年台

ｪしている教育人間学について考察する。

同　　　上

12 教育の文化的基礎

　12～15の4回にわたって、現代社会と教育と
ﾌ関連構造について検討する。
@教育は文化と密接に関連している点を、能力と
ｶ化的多様性、文化的産物としての能力、文化的
椛ﾎ主義、文化と人間形成、教育に澄ける文化研

?凾ﾌ側面に分けて考察する。

同　　　上

13 地域社会と教育

　教育をめぐる地域社会の問題、地域社会に診け

驫w校の役割について検討し、学校の人間化と社

?ﾌ教育化との関連にて？いて、教師の指導力の向

縺A非行問題への対応、地域社会のもつ教育力の

?纉凾ﾌ側面にわたって、考察を行う・

同　　　上

14 情報化社会と教育

　情報化社会とマス・コミュニケーションの関係
ﾉついて考察し、併せて、情報化社会に澄ける教
轤ﾌありかたについて、判断力の育成、学び方の
w習、教養の向上、人生のビジョン、民主的価値
ﾖの献身、生涯学習の必要等等の側面にわけて・

沒｢する。

同　　　上

15
家族・仲間集団
@　　　　　と教育

　幼少期から青年期にかけて、入間形成に影響を
^える家族集団・青少年集団と教育との関係につ
｢て検：回する。家族と教育との関連については、

ﾆ族集団の構造、機能の変遷、教育的機能の面か
迯l察し、仲間集団と教育については、発達段階

ﾉ応じた構造を考える。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

’16～27の12回にわたって、学校教育の基本間

題を広い祝野から検討する。
16 学校の機能と課題 学校の概念、近代社会と学校、第二次大戦後の 田　浦　武　雄

学校、公教育と学校、教育過程と学校の機能、学

校の課題：等の面から考察を行う。

学力観の変遷と学力のありかたについて検討す

る。とくに学力の概念、基礎学力論争を三期に分

17 学力観の動向 けて考察し、さらに、人間的教育のフレームワー 同　　　上

クの中で、基礎学力をいかに考えたらよいかの考
察を行う。

教育目的は、教育実践を方向づけるものとして、

重要な位置をしめている。教育目的の概念、教育

18 教育的価値と目的 基本法の教育目的、教育目的をめぐる論争を整理

ｵ、教育目的の構造について、顕在的目的と潜在
同　　　上

的目的、規制と逆規制の関係を究明し、併せて教
育目的の基準を考える◎

確かな知識は、情報化社会ではますます必要と

なる。知識の意義を理論的に反省し、知識の捉え

19 知　　識　　　論 かたについての諸立場を比較検討し、併せて教育 同　　　上
の人間化の観点から、知識教育の課題が何かを究
明する。

何を教えるかは、学校教育の基本問題の一つで

ある。教育内容と教育課程との関係、教育課程の
20 教　育　課　程 構成要素、教育課程の類型を検討し、学問中心教 同　　　上

育課程、澄よび人間中心教：育課程の特色を考察す
る。

いかに教えるかは、学校教育の基本問題の一つ
である。教育方法について、その意義を考え、そ

21 教　育　方　法
の諸理論を整理し、五段階教授法、問題解決学習、

ｭ見学習、制御による学習等の諸説について考察
同　　　上

し、学習指導の最適化の必要性について検討する。

生徒指導は教科指導と並んで重要な領域である。

生徒指導の必要性、現代社会のインパクト、生徒

22 生　徒　指　導 指導と自己実現、生活指導の伝統の反省、生徒指 同　　　上
導の課題等について、検討する。

道徳教育の概念を吟味し、道徳教育を重視すべ

23
道徳教育　　　（1）

ｹ徳と教育との関連

き理由について考察し、道徳と教育との関連につ

｢て、価値観の指導、民主主義の理解、入間生活

ﾌ核、主体的倫理と入三三倫理、社会的環：境との
同　　　上

対応等の面から、検討を行う。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

先進諸国におげる道徳教育の体制を比較検討し、

24
道徳教育　　　②
@道徳教育の構造

併せて、近年重視されている価値教育について、

ｿ値教育の類型を整理、分析し、価値教育のあり

ｩたについて考察する。

田　浦　武　雄

教育においては、認知的領域と並んで、情意的

領域が重視される必要性を究明し、芸術教育の動

25 情意的領域の教育 向を考察し、芸術教育・情操教育の現実を分析し・ 同　　　上

それらの課題について検討する。

創造的教育の必要性を考察し、創造性とは何か
について、その構成要素、創造性と倫理との関連、

26 創造性の教育
創造性の入間学の面から探究し、併せて、創造性
ｳ育の基礎的視点について、問題意：識の明確化・

同　　　上

ステレオタイプの打破、具体化能力の育成、枠組

の明確化を検討する。

教育評価が、人間的教育においてしめる意義に：

ついて検討し、教育評価の重要な側面として、達

27 教　回し評　価 成度の評価、形成的評価、創造性の評価等につい 同　　　上

て考察する。

28～30の3回にわたって、教育制度と教育と
の関連を広い視野から検討する。学校経営・学級

28 教　育　経　営
経営等を包含する教育経営の意義を明らかにし、
w校経営が課題とすべき領域、学校経営の活性化

同　　　上

の方途，教育経営と学級経営の関連について考察

する。

教育制度・行政の意義を考察し、学校制度の現

状と課題、学校体系の改：革、教育行政の動向につ

29 教育制度・行政 いて、検討する。歴史的反省とともに、他の国の 同　　　上

教育制度・行政の動向との比較研究を行い、教育

制度・行政の課題を究明する。

教育の質を左右するものとして、教師の役割は
大きい。1：LO・ユネスコの「教員の地位に関する

30 教　　　師　　　論
勧告」（1966年）は、専門職としての教師を主張し

ｽが、その意義を吟味し、教職観の類型に考察を

同　　　上

加え、併せて教員養成の課題について検討する。
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＝日本語の＝基：礎＝（R）

〔主任講師　阪倉篤義（甲南女子大学教授）〕

全体のねちい

圃母国語である日本語は、’われわれが“言語期というものについて考えるための、最適の材料である。

ここでは、特に日本語に澄ける特徴的な事実を取上げて～その意味を解明しつつ、実際的な問題にも

触れて、旧跡語の基礎的な問題について、ひとわたり述べたい。

画 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

何を指して日本語というか○世界の諸言語の中

・1 日本語とは何か

で、日本語は、どういう位置をしめているふ。ま

ｽ、それはどういう系統の言語か、などの問題に、

ﾂいて述べる。

阪　倉　篤　義

i甲南好大学教授）

日本語と言われる竜のの中には、地方的な違　へ

歴史的な違いがあり、「話しことば」と「書きこ

12 日本語のさまざま とば」との違いが毒る。そういう日本語の種々相 同　　　上

に：ついて述べる。

一一ﾊに：、ことばによるコミュニケーションは、ど

のようにして成立するか。特に日本語のコミュニ

3 日本語のコミュニケ』ション ケーションの特色は何か○それが日本語の構造と 同　　上
どう関係するか、などについて述べる。

日本語の特色の一つとして問題にされる、敬語

の本質は何か。「読んでやる∫「見てもらう」な

4 敬語について どとともに、こういう物言いの生れてくる理由は 同　　　上

どこにあるのカくについて考える。7

「は」と「が」との使い分けは、実践的には容

5
「は」と「が」の使

｢分け

易であるが、両者の違いを説明することは、むず

ｩしい。これの解明は、日本語の構文論（シンタ

bクス）の基本的な課題の1つである。

同　　　上

日本語は、語順の比較的ゆるやかな言語である

と言われるが、そこにある一つの法則とはどうい 阪　倉　篤義

6 語　順　の　問　題 うものか。また、日本文の句読点は語順とどのよ 樺　島　忠　夫

うに関係するか、などについて述べる。 （大阪府立大学教授）

語彙とは何か○語の種類には、どういうものが

あるか。特に使用率の大きい語と小さい語との性

7 日本語の語彙 格・機能はどう違うかなどの点を考え、日本語の 同　　　上

語彙の特色を述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）’

和語の、文章の中での役割、漢語が日本語に澄

いて果す役割はどういうものか。特に造語という 阪　倉　篤義

8 和語・漢語・外来語 面から考えた場合の両者の特色。さらに、いわゆ

る外来語の役割などについて述べる。 樺　島　忠　夫

語の意味は、どのように記述されるか。また、

それを集めた“辞書”というものについて、その

9 語の意味と辞書 種類と、利用法について述べる。 鬼阪　倉　篤　義

漢字・ひらがな・カタカナ・Rδmaz　iと4種類の

文字を使う日本文の表記には特異な問題がある。 阪　倉　篤　義

10 日本語の文字と表現 その役割の分担、分かち書きの問題、更に：は外来

語の表記やワードプロセッサーなどとρ関係から考 樺　島　忠　夫

えられる、将来の日本語表記について。

日本語の音韻組織は比較的簡単で、アクセント

も、他の言語に比較して意義弁別の役割が軽い。

11 日本語の発音 その体系の＝概略と、方言的・歴史的な差異につい 阪　倉　篤　義

て述べる。

仮名遣いとは何か。特に現代仮名遣いに診ける

“と澄”と“とう”との遺い分け、“こうし”は 阪　倉　篤　義

12 かなづかい・送りがな 格子か子牛かなどという問題を考え、また、送り

仮名の問題点などを述べる。 樺　島　忠　夫

現代日本語は、過去の日本語の変遷の結果とし

て生れてきたものである。現代語の単語が、かつ

13 語史と慣用句 てはどのような形や意味を持っていたかを、二三 阪　倉　篤　義

の例によって説明し、併せて慣用句の発生につい

て説く。

日本語の歴史が始まって以来、今日まで千回忌

年の間に、内発的な原因、また外国語とのi接触に：

14 日本語の過去 よる外泊的な原因で、日本語はどのような方向に 同　　　上

変化してきたか。その大要を述べる。

日本語は、将来発音・語彙・文字など、どのよ

うな面で変化する可能性があるか。そ誕は日本人 阪　倉　篤・義

15 日本語の将来 の言葉に対する態度によるが、将来の日本語はど

うあるべきかという点をも含めて、語りあいたい。 樺　島　忠　夫
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＝・ 坙{語・＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：囎穆謄詰襟趨〕

全体のねらい

　大学教育の目的の一つは、言語の運用能力の向上に：ある。この講義に旧いては、全体を三つの部分

にわけ、第1部に旧いては、「話すことと聞くこと」、第2部に旧いては「書くことと読むこと」に：

焦点を当て、日頃使っている日本語に対する自覚を促し、あわせて日本語の基礎的＝な運用能力の向上

を目差す。さらに：、第3部は、「応用編」とし、大学の講義の聞き方、レポートのまとめ方、発表と
討論の仕方に：ついて実際の場面に即して、応用力を身につけさせることを目標とする。したがって、日

本語能力の開発を求める学生のみならず、日本語教育に関心を持つ層に：対しても有益な講義となろう。

画 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　序論。日本社会の国際化とともに：、日本語に
ﾎする閣心は世界的に高まっている。各国では 宮　地　　　裕

1 国際化と日本語
日本語教育が拡大され、日本への留学生の数も’
��Iに伸びている。そういうた事態の中で、

（帝塚山学院院長〉

?@谷　　　修
日本人は自国語に対してどう自覚的である必要
ｪあるかを論じる。

（名古屋大学教授）

第一部の最初。音としての日本語の基礎につ

2

日
本
語
の
母
音
と
子
立

いて考える。他の言語との比較を通して日本語

ﾌ母音と子音の特徴を考える。外国人の誤用例 水　谷　　　修
日 も取り上げながら、日本語の音の難しさ等にも

ふれる。

持続音節、速音節といった日本語の特徴的な

3
日本語の音節と表

L

音節をとらえ、音飾と表記との関係、さらには

O来語の表記の問題についても考える。 同　上

ρ

一言で日本語といっても、その実態は多様で

アクセントとイン
ある。日本語の多様性について、各種の方言を

4
トネーション

中心に考えるとともに、外国人のアクセントや 同　上

イントネーーションの違いについても、その原因

を考える。

終助詞や不完全文など、話ことば特有の言語

現象をとらえ、文レベルでの話ことばの特色を

5 話ことばの特色 とらえるとともに：、実際の談話場面でのコミュ 同　上

ニケーションについて実例をもとに考える。

コミュニケーションが成立するために：は、い

かに：相手の言いたいことを聞けるかが鍵に：なる。

6 聞くことの大切さ 中でも最も重要なことが、推定の能力である。 同　上

円滑なコミュニケーションのための聞く態度に：

ついて考える。

第一部から第二部への橋渡。発音をそのまま

表記することは容易なことではない。発音と表 水　谷　　　修

7 発音と表記法 記法とのずれについて考え、書くことにまつわ 竹　内　俊　男
る難しさと、注意すべきポイントについて解説 （名古屋大学教授）
する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

原稿用紙の使い方の基本から説き起こし、原

稿を書く場合の約束などにふれながら、短かい

8 書き方の基本 エッセーの書き方に：ついて指導する。 竹　内　俊　男

相手に理解してもらえる文章を書くには、セ

ンテンスの長さ、文章のリズム、文章の書きだ

9 文章の構成 しとしめくくりなどに注意する心要がある。文 同　上

章構成の重要性を指摘し、読みやすい文章を書

く方法について考える。

名文とは読んで美しい文章のことである。名

10 復習とクイズ

文と悪文との違いを、実際に読むことを通して

lえるとともに、第一部と第三部の復習を行な
竹　内　俊　細

?@谷　　　修
う。

第三部、応用編の：最初。大学での講義の場面

�烽ﾆに：、どうしたら話をうまく聞くことが出 水　谷　　　修

11 どれだけ聞けるか 来るか。メモを取る際にはどういつだ点に注意 清水　康行
したらいいかを考える。 （名古屋大学助教授）

レポートをまとめようとする際に、その＝構成

や記述の方法に：ついて、どういつだことが問題

12 どうまとめるか になるかを示し、上手なまとめ方を考える。 清　水康行

人前で自分の調べたこと、意見などを発表し

ようとする際に：どういつだことに注意を払えば

13 発表　の　こ　つ よいかについて、三分間スピーチの練習を通し 同　上

て考え、質問や意見の提示の仕方についてもふ

れる。

相手の言いたいことを理解し、その上で自分

の考えを相手に納得させなければならない討論

14 討論の仕方
は高度な言語の技術を必要とする。あいつちの 同　上

打ち方、否定や反論の仕方、思いやりの表現な

ど、討論の要点について考える。

15 総　　　復　　　習

　第三部のまとめを行なうとともに、コミュニ

Pーションの手段としての日本語のついて、話

ｷこと聞くこと、書くこと読むことの各要素の

清　水　康行

{地　　三
?@谷　　　修

関連についてふれ、全体のまとめとする。
竹　内　俊　男
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＝　日 本語教授法＝（TV＞
〔主任講師講（馨難購皇空語教育セ…〕

全体のねらい

　外国人に対する日本語教育の振興は、社会的要請になってきたといってよいが、まだ日本語教育に

関する知識は中等教育におげる英語教育あるいは一般に外国教育を反省するための契機となる。この

講座では、日本語教育の方法とその裏付けとなる理論について、日本語教育を志望する学習者（実習

生）の視点に立って、具体的に解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

実際の日本語教育の現場を見学することをて 宮　地　　　裕

1
日本語教育とは何

ｩ

がかりとして、日本語教育に関する概括的な解

烽�sう。教育機関の種類、国内・海外の現状、

ｻの抱える問題点などをとりあげる。

（帝塚山学院院長）

@田　中　　　望
i国立国語研究所日本
鼡ｳ育センター・日
本語教育研修室長）

’以下第7回までは、初級の日本語教育につい“

授業の実際 て、教育実習生の過程を追いながら解説をすす

2 める。この回は、実習を指導する教員のモデル 同　　上

一初級・1一 授業を見学し、事前の準備などについて説明す
る。

実際に授業の準備を進める実習生に対し、教

授業の計画 授計画のたてかた、教材分析の方法などについ

3 て解説する。 同　　上

一初級・2一

教授計画に：とりあげられた各種の教室作業に

教室作業の種類 ついて、その具体的方法、注意：点などを、実習

4 生の模擬授業をと澄して解説する。 同　　上

一初級・3一

実習生の教育実習を材料に、教育活動の現場

教育実習 での問題点、注意点などを解説する。また、教

5 育活動の記録のとりかたなどなど、授業後の反 同　　上

一初級・4一 省の材料となる資料を収集する。

実習の際の授業記録をもとに、教育活動の評

教育の評価・反省 価を行い次の授業に生かすための反省作業の実，

6 際を紹介する。 同　　上

一初級・5一

初級の日本語教授法について、ここでとりあ

まとめ げたもの以外の方法を紹介し、それぞれの長所・

7 短所を比較することによって、初級の日本語教 同　　上

一初級・6一 育のまとめを行う。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
性

　　　　　　　　　　　　日本語教育には、留学生など一般外国人に対
@　　　　　　　　　　する教育のほかに海外帰国子女、中国帰国者、
O三育の多倒押隈繋楼潮汐額諜畿　　　　　　　　　　　教育を紹介し、日本語教育の多様性を説明する。

同　　上

@’

9

初級教育との相違
_一中・上級・1一

　以下第14回までは中・上級の日本語教育につ

｢て、初級と同じく実習生の学習過程を追いな

ｪら解説する。この回は、中・上級の教育機関

�K問し、初級の教授法との相異を中心に解説

ｷる。

同　　上

10

授業の実際

齟?E上級・2一

　実習生の指導にあたる教員のモデル授業を見

wし、指導上の注意点、事前の準備の方法：など

ﾉついて解説する。とくに、中・上級以上で問

閧ﾆなる悠揚さを高めるための教育の方法につ

｢て解説する。

同　　上

授業の計画

w一・ ?E上級・3一

　中・上級の教授計画のたてかたを中心に解説

ｷる。中・上級では、初級と異なり、聴解・読、

�ﾈどの技能別の授業を行うことが多いが、こ
ｱでは聴解をとりあげ、教材準備などの方法を

ﾐ介する（

同　　上

ユ2

教材の開発

齟?E上級・4一

中・上級では、既成の教材ではなく、学習者

ﾉ合わせて教員が自主作成した教材を使用する

ｱとが多い。ここでは、中・上級の教室作業を

ﾐ介し、そこで使う教材開発・教材準備の実際

ﾉついて解説する。

同　　上

13

教育実習

齟?E上級・5一

　実習生の教育実習風景をとりあげ、授業の展

Jなど教育活動上の注意点を解説する。また、

�ﾆ記録のとりかたも紹介する。 同　　上

14

教育の評価・反省

齟?E’上級・6一

　実習の際の授業記録をもとに、教育活動の評

ｿ・反省を行う。とくに、中・上級では準備し

ｽ教材が適切であったかどうかが大きな問題と

ﾈる。ここでは、F ﾀ習生の授業をうけた外国人

w習者の意見も参考にしながら解説する。

同　　上

15

日本語教員の

@　　資質と能力

　全体のまとめとして、日本語教育の必要性・

ｻ状、その問題点、今後の課題などを解説し・

?墲ｹて、そこで必要とされる教員の理想像を

沒｢する。

同　上
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＝・ ?ﾌ・作句：＝（TV）
〔主任講師：井本三一（実践女子大学長）〕

全体のねらい

　短歌・俳句を知的に理解するだけでなく、それらを創作する試みによって、文学に対する共感と理
解を深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

古典和歌・俳譜から現代短歌・現代俳句までの

歴史的展望を述べ、短歌と俳句の文学的特質につ 井本　農一一
1 短歌と但陶の成り立ち いて論ずる。 （実践女子大学長）

短詩形文学に澄ける作者と読者の同一性の問題

を論じ、何等かの意味に於いて風雅への共感が必

2 風雅への共感 要であることを述べ、いわば国民詩ともいうべき 同　　　上
短詩形文学創作への導入を計る。

現代に生きる日本最古の詩形である短歌の特性

3 なぜ歌をρくるか

と、短歌をつくることの意味を述べる。
岡　野　弘　彦

i国学院大学教授）

作歌技法の診もなものが写生であるが、写生と

は牛を写すことであって、たんなる模写ではない。

「
4

拝情　の　源流 写生の歌とはどのようなものか。 同　　　上

作歌の根本は感動であるが、感動の把握は言葉

によってなされ、言葉が短歌の韻律をつくる。短
5 近代短歌の流れ 歌の言葉とは何か。 同　　　上

現代短歌にさまざまな傾向が見られるが、診の

訟のの作歌思潮を、具体的な作例によって示す。

6 現代短歌の動向 同　　　上

現代短歌に：澄ける比喩の技法とその重要性とを
実作に即して述べ為。

7 歌のしらべと写生 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

作品のよさを感じとる力を養うことが作歌上必

要であり、一歩進んだ批評の態度を確立すること

8 批　評　と　推敲 がさらに重要である。関連して推敲の添削等を述 岡　野　弘　彦

べる。

芭蕉の「古池や」の句をめぐって「俳」の意味

をさぐり、俳句の特性を考えるとともに、俳旬を

9 なぜ俳句を作るか つくることの意：i義について考えるb
川　崎　展宏

（明治大学教授）

子規の俳句革新運動とそれによって切り捨てら

れた亀のの意味を、芭蕉の句を例にして考え、句

10 近代俳句の出発 作の「場」の問題、先行の文芸との関係などを考 同　　　上

える。

明治という時代の中で子規が文学や俳句をどう

考えたかを明らかにしながら、子規の写生につい

魔1 写　　　　　　　生 て述べ、さらに写生の現代俳句に澄ける意義を論 同　　　上

じる。

虚子が俳句と俳人の在り方を規定した「花鳥誠

詠」と、その方法としての「客観写生」に：ついて

12 花鳥下下と季語 述べ、さらに季語について考える。 同　　　上

挨拶の句は、連句の第一句目としての発句のは

たらきが、近代の社交の場に生かされているもの

13 対話　の　世界 だが、挨拶句を鑑賞：して俳句の対話性に着目する。 同　　　上

子規の俳句革新の試みが、その旧いかに継承さ

れ、俳句の近代化がいかに推進されたかを具体的

14 俳句の近代化の過程 に考える。 同　　　上

この講座の結びとして、短歌・俳句の根源にあ

ご15 創作の根源にある
烽ﾌとその形象化

るものと、その形象化について話し合い、短詩形

ｶ学の未来についても展望する6 岡野弘彦
?閨@展宏
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＝国家と法亙：＝　（R）
　　　　　一一　憲　　　　法　一

〔主任講師：芦部信喜（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　憲法は、近代型から現代型へ大きく変化したが、人権を保障する法であることに本質がある点は、
変わり幸い。この歴史の流れと憲法の本質を明確にし、明治憲法とも比較しながら、日本国憲法の原

理と仕組みの大要を検討する。また、それを通じて、国家と法との関係についても考えてみることにする。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．国家と法

2．憲法の意味 芦　部信　喜
1 憲法と立憲主義 3．憲法の分類 （学習院大学教授）

4．憲法規範の特質

5．立憲主義と現代国家一法の支配

1．明治憲法の特色

a　日本国憲法の成立経過
2 日　本　憲法　史 3．日本国憲法成立の法理 同　　　上

1。日本国憲法の基本原理

2　国民主権
3 国民主権の原理 a　天皇制 同　　　上

　　　　　　　　若P．憲法第9条成立の経緯
2．戦争の放棄

4 平和主義の原理 3．戦力の不保持 同　　　上
4、交戦権の否認

5．安保体制

1．人権宣言の歴史

2．人権の概念
5 基本的人権の原理 3．人権の内容 同　　　上

4　人権の主体

1．人権と公共の福祉

2．特別な法律関係に澄ける人権の限界
6 基本的人権の限界 3私入間に引ける入権の保障 同　　　上

L　生命・自由・幸福追求権

・7 包括的基本権と
@め下．の平等

2．法の下の平等
R．入権を確保するための基本権 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．思想・良心の自由

2．宗教の自由

8
自　由　権　（1）一一内心の自由一

3．学問の自由 芦　部信喜

1．表現の自由の意味

2．表現の自由の内容

9 自　由　権　（2） 3．表現の自由の限界 同　　　上

一表現の自由一

1．職業の自由

2居住・移転の自由

10
自　由　権　　（3） 3．財産権の保障 同　　　上

一経済的自由・ 4．人身（身体）の自由
人身の自由一

1．参政権

2．生存権

11 参政権と社会権 a教育を受ける権利 同　　　上

4．労働基本権

1．権力分立の原理

12
統治の機構（1）
@　一国　三一

2．国会の地位

″痩?ﾌ組織と活動 同　　　上

1．行政権と内閣

2．内閣の組織と首長

13
統治機構（2）
@　一三　閣一

3．議院内閣制

S．財政

同　　　上

5．地方政治

1．司法権の意味と範囲

14
統治機構（3）
@　一蛾判所一

2．裁判所の組織と機能

R．司法権の独立 同　　　上

1．憲法保障の諸類型

2　違憲審査制

15 憲法　の保障 3．憲法改正の手続と限界 同　　上
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＝国家と法鉦＝（R）
〔主任講師　南　博方（一橋大学教授）〕

全体のねらい
　国家権力の担い手の一つである行政権が法律：関係の一方当事者ζなる場合には・多かれ少なかれ民事

衡係とはちがった特殊固有の法原理の適用をうけることになる。このような行政に特有な法（行政法）を認

識し、現実の行政に潜いて生起する法律上の問題を解決するのに必要な知識を身につけるようにした
し（o

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　行政とは何か。行政にどのような種類がある

か◎

1 行政法とは何か 2　行政と法とのかかわり。 南　　　博方
3　行政法にはどのようなものがあるか。 （一橋大学教授〉

1　行政権のもち主は誰か。

2　行政機関とは何か6行政機関相互の関係はど
2 行政は誰が行うか うなっているのか。 同　　　上

3　公務員とは何か。公務員は、どのような地位、

をもっか。

1　行政は、目的・内容からみてどんな作用を行

3
行政ぱどんなこと
�ｷるのか

　うか。

Q　秩序行政作用とはどんな作用かp 同　　　上

3　給付行政作用とはどんな作用か◎

4　行政は、どのような形式で行われるか。

エ　行政行為とは何か。

2　行政行為にはどんな種類があるか。

4 行政行為とは何か 3　行政栽量とは何か。 同　　　上

4　行政行為の附款とは何か。

1行政行為の効力とはどんなものか。

5
行政行為はどんな
�ﾍをもつか

2　行政行為はどのような場含に無効になるか。

R行政行為の取消しとは何か。
S　行政行為の撤：回とは何か。

同　　　上

1　行政立法とは何か◎

6
行政行為以外にど
�ﾈ作用があるか

2　行政計画とは何か。

R　行政契約とは何か。

S　行政指導とは何か。

同　　　上

1　公法関係と私法関係について。

7
行政上の法律関係
ﾆは何か

2　行政法関係で私人はどのような地位に立つか。

R　行政法関係に私法が適用されるか。

S　特別権力関係とは。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
行政はどのような
闡ｱで行われるか

1　行政手続法とは何か。

Q　行政手続法は、なぜ必要か。

R旨 s政手続法には、どのような法理が支配する

ｩ。

南　　　博　方

9

行政の実効性は
ﾇのようにして
m保されるか

1　行政罰とは何か。

Q　行政執行とは何か。

R　即時強制とは何か◎ 同　　　上

10
行政によって損害
�､けたときどう
ｷるか

1　国家賠償とは何かd
Q　国家賠償法とはどんな法律か。

R　その他の国家補償。 同　　　上

11
行政によってうけ
ｽ損失はどのよう
ﾉして償われるか

1　損失補償とは何か。

Q　損失補償は、どのような場合に請求できるか。

R　損失補償は、どのような内容をもつか。 同　　　上

12
行政庁に対してど
ﾌような不服申立
ﾄがあるか

1　行政不服申立てとは何か。

Q　行政不服審査法とはどんな法律か。

R　行政審判とは何か。

S　苦情処理手続とは何か。

T　行政機関による紛争処理。

同　　　上

13
行政事件訴訟とは

ｽか

1　行政事件訴訟とは何か。

Q　行政事件訴訟にはどんな種類があるか。

R　抗告訴訟・当事者訴訟・民衆訴訟・機関訴訟

@について。

同　　　上

14

行政事件訴訟はど
､いう場合に提起
ﾅきるか

　1　司法権の限界とは。讐2　統治行為と行政栽量。

@3　特月擁力関係と司法審査。

S　無名抗告訴訟とは何か。

同　　　上

15

行政事件訴訟はど
�ﾈ手続で審理さ
黷驍ｩ

1　抗告訴訟の提起について。

Q　抗告訴訟の審理について。

R　抗告訴訟の終結について。 同　　　上
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’＝： ｻ代の経済と経済分析＝（TV）

〔主任講師　嘉治元郎（放送大学教授）〕

全体のねらい

　経済学者は、自らの生きている経済社会を的確にとらえる理論を作り、・できればそこに存在する問

題を解決する方策を提示するという努力をしてきた。ここでは、その成果である現代経済理論の概要

を今日の経済と関連づけて説明する。

主な項目

（1）経済生活と経済学

（2）家計一所得とその処分

（3）消費者行動

（4）企業行動

く5）市場機能　　1。部分均衡

⑥　　　〃　　　　2．一般均衡

（7）市場の失敗

（8）所得分配

（9）独占

⑬　価格と経済政策

⑪　国民経済の構造ト

⑫’璽国民所得勘定

章3　消費関数

㊥　投資

’⑮　国民所得の決：定

㈹　景気循環

働長期波動

⑱経済成長

⑲旧婚

⑳　インフレーション

⑳金融

⑫財政

㈱租税と公債

⑭経済政策

㈲国際収支

㈲国際貿易

鋤　国際金融

劔外国為替

鋤国際資本移動

㈹　現代の経済問題：
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　　　　　　　　　　　　　＝・会計学＝・（TV）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：江村　稔（放送大学教授）〕

全体のねらい
　会計学の講義は、企業会計（とくに財務会計）の「しくみ」と「は：たらき」を明らかにすることを
目的として、体系的かつ構造的な説明を行うように企図されている。会計学の講義の前半に論いては・
企業会計に澄ける会計処理、すなわち、複式簿記の技法による経済活動の記録についての説明に、相
当の時間があてられることとなる。また、会計学の講義の後半では、主要な財務諸表項目につき・そ
の会計処理とくに日華損益計算に澄ける取り扱いを詳述する◎したがって、固定資産の減価償却や繰
延経理と引当経理のような高度の問題：につき説明が加えられる。そし∫、最後のまとめとして・財務
諸表による財務状況の開示、澄よび財務諸表監査、さらには、企業会計の国際化などの諸問題を解説

、する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

企業会計の所産である貸借対照表と損益計算書

は定時株主総会に提出され、会社の財産と損益の

1 決算書とその役割 状況（財政状態と経営成績）を報告する役割をも 江　村　　　稔

っている。そこで、まず、決算書としての貸借対 （放送大学教授）

照表と損益計算：書について述べる。

複式簿記は左右両州式め2つの勘定の間で行わ

れる借方（左側）と貸方（右側）の同額記入とし

”2 複式簿記と複式記帳 ての複式記帳によって特色づけられる。この複式 同　　　上

記帳を、緻斉活動のもつ二面性に注目して説明す

る。

複式記帳は一定のルールに従って行われる。こ

のルールは必ずしも理論的に設定されたものでは

3 複式記帳の法則 ないが、ぜひとも記憶しておかねばならないもの 同　　　上

である。

各勘定の残高を借方・貸方の別に従って1つの

4 決算のしくみ
@　（その1）

勘定にまとめると、その借方と貸方の合計額は一

vする。この特徴を用いて、記帳と計算の検証が

ﾈされるほか、勘定の締め切りとしての決算が完

同　　　上

了し、決算書が作成されるのである。

5 決算のしくみ
@　（その2）

同　　　上

損益計算書に設けられている各種の区分、澄よ

決算書の様式 び、その区分ごとに示される各種の損益につき説

6 （その1） 明し、また、損益計算書の末尾に記載される当期 同　　　上

損益計算書 未処分利益を明らかにする。

貸借対照表に設けられる各種の区分について述

決算書の様式 べるが、この場合、もっとも重要な問題として、

7 （その2） 流動・固定分類につき詳説しよう。 同　　　上

貸借対照表
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
A（所属・氏名）

8 利益の処分と留保

　わが国では、損益計算書の末尾に当期未処分利

vが記載されることになっている。当期未処分利

vは株主に対する配当など、会社が処分すること

ｪできる利潤を示すものであるが、晶晶に、この

｢処分利益の増減計算を知る必要がある。　‘

江　村　　　稔

i放送大学教授）

9 企業会計の法的規制

株式会社の会計については、商法と証券取引法

ﾉよる規制を問題としてとりあげる必要がある。

ｱれに関連して、企業会計原則についても述べる

ｱとにしよう。

同　　♂上・

10 期間損益の計算方法

　ある期間の損益は、’その期間の収益からこれに

ﾎ応する期間費用をさしひくことによって計算さ

黷驕Bこの計算のもつ理論的な意味について考え

ﾄみよう◎

同　　　上

ユ1 発生主義と現金主義

　期間収益と期間費用の決定にあたっては、発生
蜍`と呼ばれる考え方がとられるが、現金主義と～の差を明らかにしながら、その意味につき、適当

ﾈ例示により説明を加える。
同　　　上

12 商製品の販売収益

　商品と製品の販売によって得られる収益は売上

bﾆして表示される。この売上高の計上にあたっ

ﾄは、種々の販売形態に応じた適当な基準が存在

ｵているので、これにつき述べよう。

同　　　上

13
役務提供に：よる

@　　　　営業収益

役務の給付を目的とする事業をいとなむ企業に

ｨける収益計上基準を明らかにしていくことにし

謔､。 同　　　上

ユ4

資産の取得価額と
@　　　　払出価額
@　（その1）

　ここでは、取得価額と払出価額につき考察を加

ｦる。とくに、払出価額の算定につき用いられる

ﾂ別原価法、平均原価法、先入先出法などを説明

ｷる。

同　　　上

・15

資産の取得価額ど
@　　　　払出価額
@　（その2）

同　　　上
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

売上高に対応する売上原価の意味、表示計算の

方法、および、種々の問題点を明らかにする。

16 商製品の売上原価 江　村　　　稔

（放送大学教授）

商製品の取得価額から払出価額をさしひいて求

17
商製品の貸借対照
@　　　　　表価額

められた取得原価は期末に修正されることがある。

ｱれにつき解説しよう。 同　　　上

f

製造費用は、材料費ポ労務費・経費より成るが、

ある期間中に製造を完了した製品の原価は、製造

18 製造費用と製造原価 方法の差：などにより、異なった計算方法が適用さ 同　　　上

れる。このような原価計算の方法について簡単な

説明を加える。

有価証券たる株式と社債につき、その貸借対照

19
有価証券の
@貸借対照表価額

表記載価額を明らかにする。

同　　　上

固定資産の取得価額は、当該資産の耐用期間に

を0 固定資産の減価
@償却（その1）

わたり費用として配分される。この手続きを減価

梛pと呼ぶが、この減価償却と呼ぶが、この減価 同　　　上

償却について説明する。

21
固定資産の減価
梛p（その2）

同　　　上

企業による支出には、その効果が将来の数週間

22
繰延資：産とその

@償却（その1）

に澄よぶものがある。期間損益計算では、このよ

､な金額は数期間にわたる費用として扱われるが、

ｱのための会計技法として繰延資産の計上と償却

同　　　上

が行われる。

23
繰延資産とその
@償却（その2）

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

企業会計では、将来に生じる事象の金額を・あ

らかじめ期間費用として計上する処理としての引

24 引当金の設定 当経理が、例外的に認められている。引当経理が 江　村　　　稔

行われる条件は、きわめてきびしいが、この章で （放送大学教授〉

は、これらの問題を論述する。

資本にぞくする諸項目の諸問題をとりあげ、あ

わせて資本と利益の区別につき述べよう。

25 資本金と資本項目 同　　　上

わが商法による利益配当の規制をとりあげて、

その内容を解説する。

26 利益配当の法的規制 同　　　上

コ 個別財務諸表の連結によって、企業集団の財務

諸状況を報告する連結財務諸表につき、あらまし

27 連結財務諸表の作成 を述べる。 同　　　上

有価証券報告書の主要部分をなす財務諸表につ

28
企業内容の開示
@　　　と財務報告

いては大蔵省令である財務諸表等規則が適用され

驕揩ｻこで、いわゆるディスクロージャーの諸問 同　　　上

題を説明しよう。

会社が作成し公表する決算：書もしくは財務諸表

については、監査役による監査が行われる。この

29 財務諸表の監査制度 章では、商法特例法と証券取引法による規制を説 同　　　上

明する。

株式会社の会計については、「企業会計原則」

が指針を示している。これらの関係を明らかにす

30 制度会計の諸課題 ることは制度会計の理解にとり、きわめて重要で 同　　　上

あるので、この章では、この企業会計原則をとり

あげよう。
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＝社会科学の成立と発展＝＝（R）

〔主任講師＝松田智雄（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　入間の社会集団に関する法則性一という問題がこの講義の中心の主題である◎入間の社会集団

のなかに：はある構造があり、その構造を歴史の流れでみれば発展のみちを進んでゆく。ここで法則

性というのは、ひとりひとりめ人間が、社会集団の構造と発展のなかで動いてゆくとき、その在り

方を定める力を法則性と呼ぶのである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一切の学問の源泉は、古典ギリシアに出発す

る。ソクラテスは対話のうちに哲学を語った。
松　田　智　雄

1 社会科学とは何か 後に続いたプテトン、ケリストテレスは学問の （東京大学名誉教授）
基礎を置く。

入間の社会集団を貫く法則性とは何か、とい

う問いである。やがてギリシャには、ソフラテ

2 社会科学の主要問題 ス、プラ・トン、アリストテレスが科学への途を 同　」二

展望する。

カントは、すべて認識が経験とともに始まる

3
認識論のいみにつ

としても、その対象は認識する入が与えるので

ﾍない。入間の道具＝概念が、客観的認識をつ 同　上
いて くるという。

主観から客観に至る通路は、メトーデ〔＝方

法〕であり、これは自然科学の実験と同じであ

4 コペルニクス的転回 る。これを哲学に応用したことをコペルニクス 同　上

的転回という。観察者を回転させ全星群をみる。

ウインデルバントは、カントを継いで、科学

5
歴史的諸科学のあ

ﾆづけ

を二分類し、法則科学と事件科学を、法則定立

I方法と、個性記述的方法によって二分類したb

ｩ然科学と歴史科学に相応する。

同　上

リッケルトによって、歴史的文化科学の成立

6
経済学と固有の方
@論登場

が論ぜられた。自然科学的類：概念でなく、文化

ﾈ学的類概念を考え、すでに存在する経済学に

ﾂき、中間的領域を設定した。

同　上

レコモーラーに対するメンガーの論争は、理

論の有無をめぐって、レコ：モーラーは歴史的・

7 方法論論争 帰納的方法を主張し、メンガーは理論の欠如を 同　上

論難した。，ここにマスク・ウエ・一バーが登場す

る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自然法思想は、ギリシアに発し、中世を経て

8
自然認識と自然法・について

近代にきた。自然状態に根ざす、自己保存権と

?ｱ権とが、自然法委ら導き出された。 松　田　智　雄

1

ロックは、自然状態を想定して、そこから入

9
社会思想の科学へ
ﾌ傾斜

間相互間の同意と契約による政治社会の設立を

ｱき出した。市民社会的契約説が出現したので
?驕B

同　上

フランス重農学派は、ケネーを頂点として、

10
自然状態についても

ﾌ先駆的パターン

ついに社会科学としての、「経済表」の理論を

�ｧした。時代はすでに、資本主義畢生産方法

ｪ、社会の基礎づけの初期に入り込んだ。

同　上

自然的状態から「利己心」の自由を推し進め、

11
経済学の序曲一一ア、ダム。スミスー

自由放任を社会の利想として主張した。しかも、

ｱれを受けるのは、予定的調和で、神の見えざ

骭芬閧ﾌ導きである。

～　　同　上’

ビン製造工場に：おける分業が、生産力を極度

に拡大する。遜れが富の生産力であり、入間の

12 経済学の根本問題 労働が富を生産するのであるが、有用労働に従 同　上
事する入門が増加する社会的分業を要する。

ト　　　　　，

デーヴィド・リカードウの経済学は、資本主

義経済の法則性を把握する単越した理論性を備
、13 古典派経済学の軌道 え、三階級への地代・賃金・利潤の三回分を明 同　上

確に指摘し、これをミルの憂諺『な科学論が継続

する。

フラン♪＜啓蒙主義は、革命的思想家ヴオルテ

ユ4
ユーートピア。社会批

ｻから生まれるもの

一ル、モンテスキュー、ルソーを経て基本的な

ﾐ会批判を確立するに至った。 同　上

いわゆる空想的社会主義は現実の社会から離
1

15
社会批判から帰結
ｷるもの

脱した空理であったゐマルクスは、社会構造の
ｸ密な把握から社会へめ革命的な批判を生み出

ｷ方法について自然科学的傾向が強い。

同　上
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講・師
i所属・氏名）

リストに於ける歴史派経済学は、そのま著「経

済学の国民的体系」Das　rationale　Sgotem

16 歴史派経済学 der　Polifisehe：n　Oekonomie　1841のな
ｩで、そのねらいは、「祖国（ドイツ）の実情」

松　田　智　雄

と「ドイツの利害」を把握して、必要なものはド
イッの国民的市場と国民的工業を指摘した。

ロッシャー、ヒルデブラシト、クニースなどの

「旧歴史学派」の成果は、次にシュモーラーやビ
o

17 新歴　史学派 ユッヒャーなどの「新歴史学派」へと継承された。 同　上

いずれも共通するのは、国民経済の「発展段階」

を歴史的方法によって構成した、点にある。

マルクスの学説は資本主義社会の形成を前提と

18
マルクス経済学の

ｭ展

して体系化されたが、現実の資本主義社会は「自

R競争」の原則から、更に「独占」の組織へと進

�ｾ。これに対応する「修正主義」が、ベルンシ

同　上

ユタィン、カウッキーなどの学説として現れてきた。

古典学派とマルクス学派は経済学でいう価値の

本質を、価値の客観的・歴史的根拠に求めたのに

19 限界効用学派（1） 対して、現界効用学派は主観的・個入的判断に置 同　上

き変えた。これを理論経済学の体系の基礎とし、

ゴッセン、メンガー、フルラスなどが、築きあげた。

その発展は、オーストリアにウィーザー、ボェ
一ムニバヴェルクによって分配論について、ミー

20 限界効用学派（皿）
ゼス、ハイエクによって貨幣論・景気変動論に：至

驍ﾜで展開された。アメリカにはクラーク、フィ
同　上

ッシャー、カーヴァー、タウシッカ、セログマン
ﾈど。

歴史の発展とともに社会も転換してゆくときに

21
メンガーの学問的

ﾛ題

限界効用原理は、社会の総体を一局部の「小宇宙」

高奄モ窒盾モ盾唐高盾唐ﾉよって理解する。経済現象を先

ｸ「小宇宙」として探究し、それを通って世界全
同　上

体を国民経済現象として、「大宇宙」として把握する。

かれの主著は「純粋経済学要論」であり、その
なかには純粋経済学、応用経済学、社会経済学の

22 ワ　　ル　　ラ　人
三部門が組織的に体系化される。その体系の特徴
ﾍ一般均衡体系であり、数学的方法を駆使して、

同　上

一　　　　　　　　　一　　一

合理的方法によるより豊かな社会的富の生産：と分

一

ケンブリッジ学派を創立したのはマーシャルで

23
新古典学派・

@　　　マーシャル・

あり、新古典派経済学へ方向づけ、近代経済学の

Aダム・スミスである。社会観に澄ける自然法則 同　上

でなく、有機的成長と進化を基礎的視点とし、数

理解折回方法の摂取により、積密理論を展開した。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24
マーシャル理論・
@　　　均衡理論

　経済社会の有機的成長過程の解明は究極の課題であるが、その前提として先ず果すべき部門は均

t理論と国民所得論である。この二つの礎柱の上
ﾉ、「経済学原理」は、特殊均衡論、寡占と独占の問題、さらに長期・短期均衡の導入により体系

ｻした。

松　田　智　雄

25 ピグーと厚生経済学

厚生Welfareはいかにして増大されるか◎測
阯p具を貨幣として、社会的厚生を測定すれば、

ｻれはとくに経済的厚生と呼ばれる。経済的原因

ﾉよって、国民所得が形成されると、その平均量：

ｪ大きければ大きいほど、厚生は増大する。

同　上

26
ケインズと近代経
ﾏ学の革新

　現代の経済学に齢いて、ケインズ「一般理論」

ﾍ、国民所得を中心とする巨視的分析によって、

走ｯ経済の総体把握を単純化レかつ可能とした。

｢わゆる「ケインズ革命」の名は、経済学の一画
冾�ｦし、それは経済の理論と政策とに影響し：た。

同　上

27 ケンブリッチ学派

　マーシャル、ピグー、ケインズなど、いずれも
Pンブリッジ大学の講壇に：立ち、しかも、イギリ

Xが直面している政治・経済・社会問題について
攪_と政策を提起し：た。社会科学が時代を反映し、

ｻれに対して積極的な照明を与える関係の適例で
?驕B

同　上

28
シュンペーターと
u新結合」

　シュンペーターの経済学の特質は、あの「新結

〟v（＝革新）の概念は、驚くべき妙味を発揮し

､るので、かれに「革新の社会経済学者」の名を

^えることは正当であろう。「経済発展の理論」

ﾍ、資本主義の発展を「新結合」として把握する。

同　上

29
毛沢東理論とその
繧ﾌ展回

　中華人民共和国の社会主義体制は中国の全領域
ﾆ全人民に展開されたが、そのうちに「文化大革
ｽ」に診ける挫折と損失をいかにすべきか。この
竄｢への答えが、「社会主義体制と商品流通」と
｢う両者の矛盾なき結合を肯定する理論的提起
i二二）である。

同　上

30 要約の意味で

　ギリシア哲学、ソクラテス、プラトン、アリス

gテレスに始まり、カント学派の認識論澄よび社

?ﾈ学方法論への帰結。そして、’イギリス社会思

z、経済学の流れの筆下はマルクス経済学であり、

Xに近代経済学が社会科学の精密化へと至る。

同上
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＝： ｻ代社会鍋1＝（TV）
〔主任講師：辻村　明（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　現代社会論1では、現代社会を基本的に規定している諸条件を、世界的視野のなかで眺め、現代社

会が歴史的にどのように位置づけちれるかを検討する。そのためには、資本主義か社会主義かといっ

た社会体制という条件と、近代化という条件との絡み合いのなかでみていく必要がある。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 現代社会のとらえ方

　人類の発展過程を5つの社会類型でとらえる

}ルクスとロストウの理論を紹介し、両者の比

rを通して、現社会のとらえ方の典型を検討す
驕B

　辻　村　　　明

i東京大学名誉教授）

2 現代社会と大衆社会

　現代社会を階級社会とみるか大衆社会とみる

ｩで、意見は大きく成立するが、日本での大衆

ﾐ会論とアメリカでの大衆社会論を比較しなが

轣Aコーンハウザーの大衆社会論を検討する。

同　上

3 社会体制と近代化

　現代社会を規定している最も基本的な条件で

?驕u社会体制」と「近代化」について、それ

ｼれの定義を面こ：なったのち、両者の絡み合い

ﾌ：なかで、現代社会を分析することの必要性を

燒ｾしていく。

同　上

4 初期の資本主義

　そのまず初めとして、資本主義社会を動かし

ﾄいる根本的なメカニズムを明らかにする。ウ
Fーーバーの初期資本主義のエートスやマルクス・

Gンゲノレスの説を紹介する。

同　上

5 現代の資本主義

　その資本主義社会が、「機械化」と三主化」

�熾?ﾆした「近代化」が進展することによっ

ﾄ、どのように変貌してき：たかを検討する。 同　上

6 初期の社会主義社会

　次いで、資本主義社会の対極をなす社会主義

ﾐ会の基本的メカニズムを明らかにする必要が

?閨A具体的にはソ連をとりあげて、国家機構、

o済機構、党機構、言論機関などの現状を報告

ｷる。

同　上

7
現代の社会主義
@　　　（その1）

　その社会主義社会も、資本主義社会と競争し

ﾄいかなければならず、「機械化」という「近

繪ｻ」は大いに推進されてきた。それが社会全

ﾌにどのよう：なインパクトを与えているか、主

ﾆして経済や階級の面での可能性を検討する。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
現代の社会主義
@　　　（その2）

　「近代化」によって、社会主義社会も「豊か

ﾈ理会主義」になっていぐわけで、その結果

]暇、家族、宗教などの面で、イデオロギーに

?Gしかねない現象が発生する。
辻　村　　　明

9 収敏理論と拡散理論

　その結果、資本主義社会と社会主義社会とは、

ﾞ似した社会に接近していくであろうとみる収

q理論と、両社会は根本的に対立し続けるとみ
驫g散理論とを比較検討する必要がでてくる。

同　上

10 現代社会と官僚制

　以上の他、大規模組織には不可欠の官僚制と

｢うメカニズムが、資本主義社会にも社会主義

ﾐ会にも出現してくるのでその病理現象を検討

ｷることが、最終的：な体制選択をするために必

vな参考と：なるであろう。

同　上

11 発展途上国の近代化

　これまでは、両社会体制の先進国間での比較

ﾆいうことになるが、近代化の遅れている発展

r上国も近代化を指向しているので、その近代

ｻ途上にむけるさまざまな難問も検討して醜く

K要がある。

同　上

12 高速社会と入間

　機械技術のうちでも、特に交通機関の発達は

ﾟざましく、その総合的：な結果として、「高速

ﾐ会」とも呼ばれるべき状況が出現し、それが

l間にどのよう：なインパクトを与えているかを

ﾝる。

同　上

13 情報社会と人間

　機械技術の発達は、挙に交通機関におい
ﾄばかりでなく、：最近は通信機関や情報処理機

ﾖでの発達がめざましく、「情報社会」が人間

ﾉどのようなインパクトを与えているかも検討

ｵてむく必要がある。

同　上

14
機械技術発達の功罪

@　　　（その1）

　その機械技術の発達は、入類に多くの利益を

烽ｽらした反面、過度の発達から逆に最近は不

?vをもたらしている面があり、ここでは「高

ｬ社会」の功罪の両面を検討する。
同　上

15
機械技術発達の功罪

@　　　（その2）

同じように、回報社会」の功罪も検討ずる

K要があり、特にINS（高度情報通信システ
?jの実現する高度情報社会の問題を検討する。 同　上
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／

＝現代社会三三＝（R）
〔主任講師　辻村　明（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　現代社会論皿は、1のマクロな視点にたいして、ミクロ：な視点にたった現代社会の現象的な諸問題

をとりあげる。1が社会学的なマクロな視点とすれば、皿は社会心理学なミクロな視点といえる◎内

容的には、自我の発生から対人関係、全国的レベルでの大衆現象、そして国際レベルでの文化摩擦に

説き及ぶ。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
選択的接触といい

墲ｯの論理

　現代社会には、あらゆる情報が氾濫している。

ｵかしわれわれは、それらをすべてうけいれてい
驍墲ｯではなく、選択しながら接触している。そ
ﾌメカニズムについて、フェスティンガーとハイ
_ーの理論を考察しながら、いいわけの理論の分
ﾍを試みる。

辻　村、　明

i東京大学名誉教授）

2
自己成就予言と自

ﾈ破壊予言

　入間は自己暗示によって、その後の行動が変わ
驍ﾆいう心理的特性をもっている。そこに生じる
ｻ象として、自己成就予言と自己破壊予言をとり
?ｰ、予言が人間の行動にどのような影響を与え
驍ｩを検討する。

同　　　上

3
匿名の無責任と責

Cの分散

　現代社会は大衆社会ともいわれているが、大衆
ﾆいう大勢の集まりのなかで、個入は匿名の存在
ﾉなりがちである。そうした匿名性がひき起こす
ｳ責任な行動について分析する。 同　　　上

4 縄張りと空間距離

　動物には縄張りがあるが、人間にもそれに似：た

謔､なものがあって、製麺と一定の空間距離をと

閧ﾈがら生活している。その諸相について考察す
驍ﾆともに、非言語的コミュニケーションにも言
yする。

同　　　上

5 流行と物の普及

個性をもつ個入も、大衆の一員という側面があ

閨A大衆現象のメカニズムに規定される。そのよ
､なものとして、流行や物の普及といった現象が
ﾇのように発生していくかを検討する。

同　　　上

6 情報不足と流言

　大衆現象の一つとして、流言や　話などの情報
ﾌ伝播現象も重要であり、それをマス・コミュニ
Pーションの物理的な機能および政治的な機能と
ﾌ関連で分析していく。

同　　　上

7
パニックとゲーム

ﾌ理論

現代社会はパニックをひき起こしやすいさまざ

ﾜ：な条件をそろえている。そのメカニズムについ

ﾄ、ゲームの理論を参考にしながら考察する。 同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
文化摩擦と誤解の

激xノレ

　国際化が進むにつれ、文化や価値観の異なる国
ｯ同士のi接触が増大して、そこに誤解やコミュニ

Pーション・ギャップが生じている。それを解消
ｷるにはどうしたらよいか。その対策を考える。

辻　村　　　明

9
対外国イメーージの

､究

一衣帯水の隣国同士であるにもかかわらず、日
ﾘ両国は相互に偏見と悪いイメージを保持してき
ｽ。この日韓のコミュニケーション・ギャップを
l察する前に、まず世界各国に澄ける対外国イメージの研究についてみて齢く。 同　　　上

10

日韓のコミュニケ

[ション・ギヤツ

v

　前章での考察をふまえて、日韓のコミュニケー

Vョン・ギャップの分析を試み、そこにみられる
ﾎ見や否定的イメージの実態と、それを解消する
ｽめの方策を考えていく。 同　　　上

11 日本八の国民性

　われわれ日本入はどのような特徴をもっている
ﾌか。まず代表的な日本入論をとりあげ、さらに
q観的な調査によるその実態を把握しながら、日
{人の国民性を総合的に検討する。

同　　　上

12
戦後日本の大衆心

掾E1

　大衆心理は国民性とは多少異なり、ある特定の
梠繧ﾉあらわれる大衆の心理的特性を意味する。
甯纉坙{の大衆心理を分析するに先立ち、その歴
j的背景について考察しておく。

同　　　上

13
戦後日本の大衆心

掾E2

　大衆心理をとらえる方法として、ベストセラー

ﾌ本をとりあげ、戦後40年間のベストセラーに
ﾂいて、特に「日本に対する肯定と否定」という
ﾏ点に立って、年代別に分析を試みる。

同　　　上

14 地域社会の復権

　現代社会では、さまざま：な要因から社会全体の

謌皷ｻ現象が多発し、地域社会や地方文化が破壊
ｳれていきつつある。その諸相をとらえながら、
ｻれを阻止するための方策を考える。

同　　　上

15 地方文化の多様性

　現代社会の危険性に対処するためには、．地域社

?ﾌ活性化が望まれるが、それは必ずしも容易で
ﾍない。ここでは、実際にそうした努力をしてい
驍ｳまざまなケースを紹介しながら、現代社会の
｡後の在り方について考察する，

同　　　．上
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＝　社　会　調　査　＝ （TV）

〔主任講師：甲田　和衛（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　社会調査は1）歴史、iD方法、酌経験社会学の成立という3つの側面をもっている。社会調査の範

囲は、センサスから個人の日記書簡に及ぶ。ここではわれわれの日常生活に社会調査がか㌧わる問題を

通して、この3つの側面をできるだけ同時にとりあげていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師－
i所属・氏名）

群馬県村落調査を実例として、社会調査の方

1 社会調査の展開
@日　　本　　（1）

法とその限界について解説する。
甲　田　和　衛

i放送大学副学長）

戦前日本の社会調査の典型として戸田貞三

2
社会調査の展開

「家族構成」を検討する。

同　上
日　　本　　（2）

国勢調査の実施、集計、結果の利用から基本

的統計調査としての国勢調査の歴史に及ぶ。 井　出　　　満

3 国　勢　　調　　査 総務庁統計局

総務課長

1）人口と社会の相互関係、2）人口研究の観

4

人口　と　社会　（1）人ロデータと

@　人口指票

察資＝料、3）入口現象の測定方法について解説

ｷる。

阿　藤：　　誠
﨎ｶ省人口問題
､究所
l口資質部長

1）人口変動の一般モデル

入　口　と　社　会 2）近代日本の入口変動に及ぶ

5 （2）近代日本の人 同　上

口変動

社会調査の創始者としての1）Boothの貧困

6 社会調査の展開
調査、2）Durkhe　i　mの自殺論をとりあげる。

甲　田　和　衛
ヨ　一　　ロ　　ッ　　パ

3っの業績、Panel調査として、　Layarsgeld

7 社会調査の展開
ほかの投票行動調査、社会心理学的要因の事例

ﾆして、Stoufferほかのアメリカの兵士、定 同　上
ア　　メ　　リ　カ 量的方法の限界についてMurdockの社会構造

をとりあげる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

統計的データと現実の社会、文化の測定、デ 甲　田　和　衛

8
社会調査と経験社

一叢の国際・比較等の諸問題について論談ずる◎ 辻　村　　　明

i東京大学教授）
会学 直　井　　　優

（大阪大学助教授）

世論調査は、社会調査に大きな技術上の革新

をもたらした。ここでは、世論調査の沿：革を辿

9 世　　論　　調　査 りつつ、無作為標本抽出や構造化された質問票 直　井　　　優

の意義を明らかにする◎そして指数化された情報斌

人々の行動の予測や公共政策へ反映することを示す。

近代の工業化は、新た＝な社会問題をもたらし

ただけでなく、オートメー・ションなどの技術革新は、

10 産業・労働調査 勤労者の仕事や労使関係にたえず影響を及ぼし 同　上

ている◎勤労者の仕事や動機づけの測定法を紹
介ずることにより、社会調査の応用を明らがにする。

近代社会は、機会の均等と現実の不平等が両
き

詳している社会である◎そのため、社会全体に、

11 社会階層と社会移動 不平等がどのように分布しているか㌔そしてど
黷ｾけ機会の均等が達成されているか、という

同　上

問題に関して、縦断調査の方法と測定法を説明
する。

近代社会は、多元的な社会といわれるように、

たんに家族の一員であるだけでなく、各種の集

12 集団・組織調査 団や組織に属している。こうした集団や組織の 同　上

社会的なネットワークや集団・組織が人々に及

ぼす集合効果を測定する方法を説明する。

地域調査は、一地域に関する調査から、地域’

間の相互連関を明らかにする調i査へと発展して

13 地　域　　調　査 きた。ここでは、地域を調査単位として、集計
ﾊによる指数を作成し、それによって、’地域間

同　上

格差の是正をはかろうとする社会指標運動につ
いて説明する。

社会調査による結果の妥当性と信頼性は、た
えず他の調査結果との比較によってのみ評価す

14 国際比較調査
ることができる◎こうした比較調査の最も大き

｢設計が、国際比較調査である◎具体的な調査 同　上

事例をもとに、日本社会の普通性と個別性を説
明する。

社会調査の三三としてdata　b＆nkの問題をと

15 社会調査の課題
りあげ、社会調査に於ける方法上の問題につい

ﾄ説明する。
甲　田　和　衛

ｼ　井　　　優
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　　　　　　　　　　　＝数理計画法入門＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：加瀬滋男（放送大学教授）〕

全体のねらい

現行の各種数理計画法のうち最も一般的で、しかも実際に顕著な成果を収めつつあるリニア。プロ

グラミング（LP）につき、簡単左例を挙げ：ながら平易に解説する。それらの具体的解法の理解を通

して・さらに高度の数理計画法へ挑むための足掛のを提供しようとするものである。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一般計画問題への数理的アプローチの手法か

1 数理計画法概説

ら説き起し、数理計画法の大要に言及する。数

搆v画法の具体的内容として、：LP、　QP、　N

FLP、　IP、　DPにふれ、：なかんずく：LPの重

加　瀬　滋　男

i放送大学教授）

要性と汎用性を強調する。

LPにもそれ：なりの問題点があるので、それ
らに関して注意を喚起したのち、：LPの中心的

2 ：LPの具体例
な若干の例題を列挙する。生産計画問題、混合
竭閨A：輸送問題、産業構造問題、倉庫問題等に 同　上

ついて、それらの定式化とモデルを例示する。

LPに蛤ける基本形・標準形の最大化問題齢
よび最小化問題の普遍的：な数学モデルを講述す

3 ：L　P　の　構造 る。またしPでの種々の解を概観するとともに、 同　上
：LP問題の図解を詳説し、より一層LPへの関
心を高め理解を深めるようにする。

シンプレ’クス法の初歩すなわちシンプレクス

表の作成と意味を手掛りとし、：LP問題の実際

4 シンプレクス法（1） 的解法を順次解説する。後半では基底解の改良 同　上
を行う方法に関し、適宜比喩を混じえ：ながら理

解しやすいように述べていく。

シンプレクス法の核心ともいえる可能基底解

改良の操作を意味付け、同法の有効な意義を

5 シンプレクス法（2） 明確にする。その理解に基づいて、さらにシン 同　上
プレクス法についての」般論を展開し、思考の

柔軟性の洒養を目指す。

初めに前回の末尾との関連から、簡易シンプ

レタス法の概要を講述し、続いて特別な場合に

6 各種の特殊解法 わける解法を示す。すなわち、可能域が非有界 同　上
・不存在の場合や、解が一意で：ないとか退化す

るとかの場合について考える。

2段階法の必要性と有用性を述べてから、そ

7
2段階シンプレク

X法

の実際手法を既出の若干の例題に：基づいて明示

ｷる。そのほか留意すべき事項を詳述し、特に

謔P1回目再説される2段一法応用の展開に備
同　上

えるとともに、：LPの妙味を伝授する。
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最適解を現実の意思決定の基礎資料とすると

きの留意点を検討し、ついで条件の変動下に治

8 実施上の検討（1） ける解の安定域を考察する。さらに安定域を越 加　瀬　滋　男

えた場合にも、シンプレクス表に少々手を加え

るだけで直ちに対処しうる利便を明かす。

いわゆる感度分析をさらに展開したある局面

について述べる。具体的には、最適：解を積極的

9 実施上の検討（2） に変更した場合を取り上げ、その際の処置を例 同　上

示する。その他シャドウプライスに論及するほ

か、摂動法についても付言する。

変転極わりない現実問題に時を移さず追従し

うるよう、モデルの改変とそれに即応する手段

10 モデルの改変 を考える。実際には変数や制約式の追加・削除 同　上

を対象に論じ、それらの一端につき既述の例題

を用いて検証する。

双対性に基づく最小化問題の解法、治よび双
対シンプレ’クス表または2段階法による最小化

11
双対問題と整数解
竭

問題の解法を解説する。さらに双対シンプレク
X法との関連から、整数解問題の解法にも論を

　
同
　
上
’

進め、ついでに割当・輸送問題の予備知識を用
意する。

主一双対法に即ける双対変数の定め方を改良

した方式による輸送問題の解法を紹介する。引

12 特殊問題の：解法 き続き、ネットワーーク問題全般の概略および特 同　上

にしPと最も深い関連をもつCPMの考え方を
講じ、後述のCPM解法への導入部とする。

多くの書にしばしば見られる簡単な例題を援

用し、CPM問題の実際的解法を教示する◎最

13 CPMの解法 後に、ダミーアクティビティや多段コストスロ 同　上

一プのアクティビティを含む問題にも、その解

法を適用しうる伸展性を示唆する。

14 数理計画　法
?pの実際（1）

　これまでの応用例はいずれも簡易化されたも

ﾌで、現実の経営面で利用するにはさらに種々

ﾌ配慮が必要である。そのような問題点につき、

ﾀ践的な立場からより具体的に論じ、理論と実

ﾛの関連を追求する。

加　瀬　激男
a@井　英　造

i蒲油㈱賜

前回に引き続き、種：々の企業に澄ける数理計画

法の利用の諸例を概説する。またより広範な応 加　瀬　滋　男

15 数理計画　法
?pQ実際（2）

用を志向するについて、コンピュータの活用の
ｻ状を参考までに陳べる◎最後に全体の趣旨を

高　井　英　造

蛛@槻　　　健
まとめて、聴講者各位の将来の勉学と発展に資 （三菱石油㈱需給部）

する。
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＝基；礎数学1＝（TV）
〔主任講師：田村二郎（元東京大学教授）〕

全体のねらい

　現代の数学は厳密な論理体系として構成されているために、われわれの経験に基づく具体的な直観

が表面に現れない。多くの学習者にとって、数：学がむずかしいのは、このような理由によると思われ

る。そこで、この講義では、微分積分学と力学の境界をたど如ながら、具体的な現象と正確な理論の

橋渡しをする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 導関数と原始関数

　高等学校で学ぶ数学のなかから、今後必要と

vわれる最小限の知識を整理して捨く。内容は

遠剴Iな微分積分法の基礎概念だけである。
田　村　二郎
i元東京大学教樹

2 時刻　と　位　置

　すべての自然現象は空間のなかで起こり、時

D間とともに推移する。それゆえ、われわれはま

ｸ時刻と位置を数によって表さねばならない。

ｻの手続きを考えてみる。

同　上

3
ベクトルとベクト

距ﾊ

最終的にはすべての量を数で表すとしても、

｢くつかの量はひとまずベクトルで表す方がは

驍ｩにわかりやすい。ここでは、ベクトル量と

xクトルそのものを明確に区別し、後者を前者

ﾌ数学的表現とみなすのがよいと思われる。

同　上

4 速　さ　と　速度

　小学校で学習した速さを考え直す。これによ

ﾁて、新しい量の単位を定める手続きがわかる。

ｳらに、ベクトル量としての速度を導入する。

矧wから見れば、ベクトル値関数の微分法であ

驕B

同　上

5
加速度と運動の方

�ｮ

速度がわかれば、加速度の理解に困難は：ない。

ｻこで質量と力の概念を導入すると、ニュート

唐ﾌ第2法則は数とベクトルによって表現され

驕搏ｯ時に、古典物理学に駈ける三つの基本量
i長さ、質量、時間）が出そろうことになる。

同　上

6 数による量の表現

　ベクトルを三つの数で表せば、古典物理量は

ｷべて数に翻訳される。この際、座標系ととも

ﾉ単位系を固定しなければなら：ない。この前提

ﾌもとに、はじめて量と数の同一視が意味をも

ﾂであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

同　上

7 回転と円運動

　いわゆる一般角は、平面上の回転という量を

pによって測ったものである。さらに、等速円

^動を考えると、三角関数の微分法について、

?ﾌ的：なイメージが得られる◎

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

実際の現象をとり扱うときには、極限として

の変化茎（微分係数）よりも、微小変化を用い

8 無限小と微分 る方が有効である◎ただこの際、物理学の考え 田　村　二　郎
方と数学の理論とのあいだに、微妙な相違が現

れる◎このギャップを数学の側から埋める◎

がんらしへ積分とは微小変化の集積（の極限）

である。ここでは、運動の概念から出発して幅

9 道のり　と積分 積分と原始関数の関係、曲線の長さ：などに言及 同　上
したい。

力学にもどって、仕事とエネルギーの概念を
明らかにする。これによって、ベクトルの内積

10 仕事と線積分 と線積分の意味が自然に理解されるであろう◎ 同　上

1変数の関数の微分積分学を締めくくるにあ

たって、テイラーの定理を取り上げる◎この際、

11 テイラーの定理 “多項式近似”から見たこの定理の意味と、使 同　上

用上の注意を明らかにしたい。また、できるだ

け自然な初等的証明をくふうしたいと思う◎

時刻の関数から位置の関数に移ると、多変数

（3変数、2変数）の関数が現れる。これは物

12 スカラー場の変化 理学でいう場である。いわゆる偏微分法は、；場 同　上

の変化を計算するための手段と考えられよう。

第2法則とともに、重力の法則は力学におけ

るもっとも基本的：な原理である。またこれから

13 重力　の　法則 導かれる重力；場とニュートン・ポテンシャルは、 同　上

ベクトル場とスカラー場の典型である◎

平面ベクトルの変換とみなせば、複素数も決
して6‘仮想的な数”では：ない。それどころか、

14 複　　　素　　　数 物理現象を記述し、処理するためにしばしば有 同　上

効な手段を提供する。数学にむける複素数の役

割はさらに重要である◎

惑星は太陽を焦点とする楕円の軌道を描く◎

この事実を発見したのはケプラーである。さら

15 惑星の運動 に、ニュートンは彼の第2法則と重力の法則か 同　上

ら、ケプラーの法則を導いた。この業績を紹介
する◎
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　　　＝基礎数単皿＝・（R）

〔主任講師：前原昭二（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　線型代数学について講述する。しかし、線型代数学の詳論に立入ることはせず、連立1次方程式の

解法と2次曲線・2次曲面の分類という古典的な問題に線型代数の方法を適用することによって、線

型代数：の方法の直観的性格と線型代数に融ける諸概念の幾何学的な意味とを明らかにしたいと思う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 n次元数空間

　n次元数空間の概念を説明し、2次元・3次元の図形的なベクトル空間からの類推によって、n

沍ｳ数空間の初等的な性質を解説するdまた、連
ｧ同次1次方程式との関連において、べ4トルの
P次独立性と次元との関係に言及する。

　前　原　昭　二

i東京工業大学教授）

2 行　　　列　　　式

　平行4辺形の面積と平行6面体の体積を利用して2次と3次の行列式の定義を与え、それを一般

ｻすることによって一般の行列式を定義する。ま
пA行および列についての展開法にも触れる。

同　　上

3 1　次　変　　換

　n次元数空間からm次元数空間の中への1次変
ｷの定義を与え、1次変換を行列によって表現す
髟菇@を説明し、行列の演算を1次変換の演算に
謔ﾁて定義する。また、行列式の積の計算法を、
s列式の基本性質と1次変換の考えを利用して説
ｾする。

同　　上

4 行列式の応用

　正方行列が逆行列をもつ条件とか連立1次方程式のクラメルの解法を含め、行列式を用いると表現が簡潔に：なる事例のいぐつかを初等数学の範囲から選び、それについて解説する。

同　　上

5 部分ベクトル空間

　数空間の部分ベクトル空間とその次元について
燒ｾする。それとは独立に行列の階数の定義を与
ｦ、行列の階数と部分空間の次元との関係を明ら
ｩにすることを目標とする。

同　　上

6 連立1次方程式

　一般の連立1次方程式に対し、解が存在するた
ﾟの1つの必要十分条件を与え、解が存在すると
ｫの一般的解法について述べる。

同　　上

7 対称行列と2次形式

　転置行列の基本的な性質を述べ、対称行列を用いて2次形式を表現する方法を説明する。また、

ｴ点を中心とする2次曲線の標準形を求める方法を例にとり、2次の対称行列の固有値と固有ベク

gルの幾何学的な意味を解説する。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

正規直交基底と直交行列について説明し、2次
形式を表わす対称行列が正規直交基底の変換によ

8
正規直交基底と2

沍`式
ってどのように変形されるかを説明する。とくに
R次の対称行列について、直交変換による対角比

前　原　昭　二

の方法を述べる。

これまでに得た知識を用い、2次曲線の方程式
の標準形を求める方法を述べる。

9 2次曲線の分類 同　　上

前章と同様：な方法により、2次曲面の方程式の

10
2次曲面の分類

@　　　（その1）

標準形について述べる。

同　　上

前章で得た標準形をもとに、個々の2次曲面の

2次曲面の分類
形状や名称について述べる。

11
（その2）

同　　上

スカラーが実数である場合に限定し、ベクトル
空間の一般的定義を与え、その基本的な性質につ

12 ベク　トル空間 いて説明する。また、n次元ベクトル空間がn次 同　　上
元数空間と同形であることにも言及する。

n次元アフィン空間、n次元ユークリッド空間

13
n次元ユークリッ

について説明する。

同　　上
ド空間

複素数に関する基本的事項について説明する。
代数学の基本定理にも、証明なしで言及する◎

14 複　　　素　　数 同　　上

スカラーを複素数とするベクトル空間の一例と
してユニタリ空間め定義を与え、ユニタリ変換に

15 ユニタ　リ空間 よる正規行列の対角比について説明する。 同　　上
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＝基礎数学皿＝（R）
〔主任講師　廣瀬　健（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　集合と位相の概念について講述する。

　これらは、いずれも現代数学の基礎となる極めて重要な概念である。現代数学の諸分野を構成する

各概念、手法は、これらの概念を用いて記述されるといってよい。

　本講では、具体的な例をあげつつ、丁なるべく平易に、これらの解説を行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

集合概念の説明から、用語の導入、歴史的経緯、

その有用性について解説する。
1 集合とその演算 集合論における基本概念、集合の上の演算とそ 廣　瀬　　　健

の意味、論理との関連などについて述べる。 （早稲田大学教授）

関数概念の説明、それを集合間の写像としてと
らえることなどについて述べ、写像についての基

2 写像とグラフ
本概念、すなわち単射、全射、一対一対応、写像 同　0　上
写像の合成などについて説明し、さらに、それを

集合の直積の部分集合として表現することなどを
解説する。

現代数学の1つの特徴は、対象の更更ある性質ゐゐ

に着尊し、その性質について同じであるものは、

3 同　　値　　　美
これをひとまとめにして同一視し、Q更1つのものみみ

ﾆ考えるところにある。この考え方を集合を用い
同　　　上

て表現する同値関係、同値類などについて述べる。

般数ゐみについての基本概念は、それによって個

数を表現する濃度（基数）澄よび順序を表現する

4 集合の濃度 順序数に関わるものが中心である。ここでは、集 同　　　上

合の璽聖個数ゐ｝の概念を一般化した濃度について説

明し、濃度についての代表的結果について解説する。

一対一対応によって類別された各集合では、例え

ば、1次元の直線上の実数全体と二次元の平面上

5 濃度　と　次元 の点全体とは同じ濃度をもつ、次元を区別するの 同　　　上

は位相的概念であって、これらの対応は連続にな

ら：ないこと、ペアノ曲線などについて述べる。

自然数全体の集合や実数全体の集合では、集合

の要素の間に順序が定義されている。数学で扱わ

6 順　序　集　　合
れる集合の多くは、なんらかの順序関係が定義さ

黷ﾄいるのが普通である。
同　　　上

ここでは順序をもった集合、すなわち、順序集

合とその基本的性質を明らかにする。

集合論を建設したカントルは、集合に適当な順
序を導入すれば整列集合になることを仮定した。

7 ツォルンの補題
この仮定は後に選択公理やヅオルンの補題という

`で表現されることになった。ここでは、それら
同　　　一ヒ

の意味についてなるべく平易な解説をしたい。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
実数の集合と
?[クリッド空間

　実数の集合と自然に対応する直線の上6距離iの概

Oを拡張してユークリッド空間を定義し、ユーク
潟bド空間の璽ぞ距離ゐみの概念を用いて、関数の連続

ｫの概念を定義し吟味する。また、集合に妓構造
�?黷驕hことの意味について解説する。

魎廣　瀬　　　健

i早稲田大学教授）

9 距　離　空　間

　ユークリッド空間を、空間としてさらに抽象化
ｵ、更ミ距離ぬの概念を「般化して距離空間を定義

ｷる。距離空間における閉集合、開集合、閉包、

羡ｩなどを定義し、実例には、なるべくやさしい

ﾖ数空間をとりあげる。

同　　．上

10 位　相　空・間

　距離空間をさらに一般化して、位相空間を定義する。

@近傍系、開集合系、閉集合系を定義し、その相
ﾝ関係を論じ、位相空間における連続写像、位相
ﾊ像、収束などに：ついて考察する。

同　　　上

11 位相写像と連続写像

　定義された写像の定義域に構造が与えられてい
驍ﾆき、その写像が定義域の構造をどの程度保存
ｷるかが問題になる。

@連続写像、位相写像が保存する性質、つまり位
鞄I性質について解説し、実例をなるべく多数挙
ｰる。

同　　　上

12 コンパクト集合

　位相空間に関わる議論の代表的な手法を考察すると、コンパクト性と呼ばれる性質が浮かびあがる。　コンパクト集合の定義、基本的性質について述べ、収束の概念などとの関係を説明し、その有用

ｫを示す。

同　　　上

13 連　結　集　合

　位相空間に澄ける部分集合同志の連結、分離の
T念に：ついて考察し、連結集合に関わる諸性質、

ﾀ例などを示す。

@コンパクト性、連結性が位相的性質であること
ﾉ注意し、直観的イメージとの関連を重視する。

同　　　上

14 位相空間の分離条件

　位相空間の概念は、きわめて一般的であるから、

ﾊ相空間の点の間の関係を導入し、内容を豊：富に

ｷることを考える。コルモゴルフ、フレシェ、ハゥ

Xドルフ、ヴィエトリス、ティエツェの分離公理など

��烽ｵ、正規空間によって、再び、実数にめぐ
閧?､。

同　　　上

15 距離空間と完備集合

　再び距離空間に戻り、可分、全有界、コンパク
gなどの概念と共に、完備性について考察する。

@完備化定理などから、有理数から実数などを構

ｬする方法などを見なおし、位相的性質などとの

ﾖ連を考える。

同　　　上
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一基　礎　数　学 IV＝（R）

〔主任講師　長坂建二（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　基礎数学1の実数変数の微分・積分学に引き続いて、複素数変数の微分ざ積分学（関数論）につい、

て述べる。コーシーの定理を中心に、定積分の計算に：役立つ留数計算に：習熟する。更に、微分方程式．

論に澄いて基本的な解の存在定理、線型微分方程式の解法、級数による解法などを述べ、応用性を高

める。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

複素数を、実数の対として導入し、極形式に：

1
複素数の導入と一
泄ﾏ換の性質

よる表示、加減乗除の幾何学的意味を考える。
棊pとして、一次変換特有の円々対応等の諸性
ｿに言及する。

1長坂建二
i放送大学助教授）

実数変数の初等関数の知識を用いて、複数変
数の初等関数：代数関数、指数関獅、三角関数、

2 複素数の初等関数
対数関数、導関数、逆三角関数を導入し、複素
ﾖ数特：有の多価性について、計算：上の注意を述

同　　上

べる。

二次元ユークリッド空間の収束の概念（基礎
数学皿参照）を復習して、複素関数の連続性、

3 正　則　　関　数
微分可能性について述べ、微：分可能な複素関数
i正則関数）がコーシー・リーマンの微分方程

同　　上

式を満たすことを示す。

正則な関数の例、正則でない関数の例を述べ
ると共に、正則関数が満たす諸性質：を、実数関

4 正則関数の定理
数の場合と対比して述べる。

同　　上

曲線の長さについて、基礎数学1の復習を行
い、それを用いて正則三一ヒの複素線積分を定義

5 複素関数の積分
し、基本的な性質を示す。

同　　上

複素関数論において、最も重要なコーシーの
定理を紹介し、証明の概略を述べる。

6 コーシーの定理 同　　上

コーシーの定理より、正則関数に対するコー
シーの積分公式を導き、リューヴィルの定理よ

7
コーシーの積分公

ｮとその応用

り代数学の基本定理を証明する。ま：た、零点と

ﾉ、留数の関係を考察する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 留　数　計　算

　実数の微分・積分学の範囲では、求めること
ｪ困難であった、いくつかの定積分の値を複素
ﾏ分、特に回数計算に：よって求められることを
ｦし、関数のローラン展開について述べる。

長　坂田　二
i放送大学助教授）

9 有名な微分方程式

　一階の微分方程式として有名な、ペルヌーイ
ﾌ微分方程式，リッカチの微分方程式、ダラン
xールの微分方程式、クレローの微分方程式の
�@について述べる。

同　　上

10 存　在　定　理

　一階常微分方程式の、リブシッツの条件を満

ｽすとき、初期値を満足する唯一つの解が存在

阯揩�?沂ﾟ似法により証明する。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　’

同　　上

11
ルジャンドルの微
ｪ方程式

　求積法に：より直接解を求められない微分方程
ｮのうち、巾級数を利用して解を求められるル
Wャンドルの微分方程式の解法を概説する。

同　　上

12
線型連立微分方程

ｮ

　行列の指数関数を定義し、それを利用して連
ｧ微分方程式の解法を述べ、例を与える。

同　　上

13
線型変換のスペク
gル分解1

　線型変換（行列）の固有値・固有ベクトルを
≠ﾟて、スペクトル分解を行うことにより前回
ﾌ線型微分方程式の解法が簡略化されることを
ｦす。

同　　上

14
線型変換のスペク
gル分解H

　前回に引き続いて、線型変換（行列）が、複
f固有値をもつときの、線型微分方程式の解法
ﾉついて述べる。 同　　上

15
実社会と微分方程
ｮ　　　　　　1

　自然現象や、社会現象を記述する目的で生れ
ｽ数々の微分方程式について述べ、数学と社会
ﾆの関連を考える。 同　　上
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　　　　　　　　　　　マ基：礎物理学1＝　（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：戸田盛和（放送大学教授）〕

全体のねらい、

自然現象をできるだけ蝋の基本齢と醐によっ鯉鰍ようとするのが物理学の立場である。

1では重要な概念と法則を明かにする。∬ではさらに深く物理学の基礎と人間の思考方法との関わり

を考える・なぜ科学は常識をはなれなければならないか。数学はどの程度必要か。物質の科学と技術

の関係は？・空間と時間の概念の変遷。物質と重力と宇宙の関係などの本質的な問題：を古典物理学の
1範囲で明かにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自然現象を理解しようとする知的：な努力から

科学が生まれた◎エジプトのピラミヅドに代表
1 科学のはじまり される技術、ユークリッド幾何学、アルキメデ

Xによるがこの釣り合いの静力学の研究は数量

戸　田　盛　和

i放送大学教授）

的：な科学のはじまりを物語っている。

アルキメデスは風呂の中で浮力の原理を発見
したと伝えられる。ノ∫スカルは大気の圧力が空

2 浮力と水の圧力
気の重さによるものであることを明らかにした。

ｱれにより自然には真空が存在することが明ら
同　上

かにされたが、これは自然を理解する上で辛き
な発見であった。

ガリレイは落体の運動を研究し、速度が変化

する場合の運動を明確に酬えた。実験と数理的
3 落　下　　運　動 な推論を組み合わせて自然現象を理解する方法 同　上

がはじめられた。放物体の運動、i振り子の等時

性についても触れる。

．ガリレイは望遠鏡によって木星の衛星や太陽
の黒点：などを発見し、地球もこれらと同じよう

4 地　　　　　　球
に天体であることを明らかにした。地球が球形

ﾅあることは古代ギリシャ時代にも考えられた
同　上

が、この時代にこれが確認された。コペルニク
スの地動説が提出される。

ケプラーの法則の発見について述べる。月ま

での距離、太陽までの距離はどのようにして知

5 太　　　陽　　　系 られたか。 同　上

ニュートンは運動の法則、それを有効に扱う数

学、それに万有引力の法則をもって太陽系の問

6 運動の　法　則 題と取り組んだ。地球をまわる月の運動はその 同　上

テストケースであった。

力に対する身近かな例といろいろの運動の具
体的：な例。

7 力　　と　運　動 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

多くの日常的＝な運動は回転を含んでいる。玉

の衝突、円板の回転、潮汐、体操などに砦ける

8 回　　転・運　動 身体の回転、ネコの空中に齢ける回転、コマの 戸　田　盛和
運動。’

ワットは蒸気機を発明し、馬力という単位を

作った。エネルギーの概念は力学に鉛いても重

9 仕事とエネルギー 要である。永久機関の夢にも触れる。 同　上

熱はエネルギーの一つの現れであることがわ

かってきたのは19世紀半ばで毒る。熱現象に関

10 温’度　と　熱　量 する学問、低温の物理学も19世紀後半にはじま 同　上

つた◎

．物：質の分子的構造は今世紀になってから明ら

かにされたものであるが、ここでは原子分子に
11 物質と分子 対する理解の＝進歩、気体・液体・固体のちがい 同　上

結晶の構造などについて述べる◎

飛行機の翼やヨットの帆に働く揚力をはじめ

流体の運動は大変興味：深い現象が多v㌔台風な

12 流体の運　動 どの運動には地球の回転もからんでくる◎ 同　上

波は重要な運動の形態である。音の波光の波、

水の波、ド沙プラー効果などについて述べる。

13 波　　　　　　動 同　上

電流は磁気的な作用がある◎その研究は独特

な歴史をもち、ファラデーを経てマクスウェル

14 電気と　磁　気 によって完成された。 同　上

マクスウェルの研究は電波の存在を予言した。

一方で光速度の測定と熱放射の研究は物理学の

15 光　と　熱　放射 20世紀に癒げ：る大きな変革につ：ながるもので 同　上

あった。
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＝基礎物理学1＝（R）
〔主任講師：戸田盛和（放送大学教授）〕

全体のねらい
　物理学の基礎と人間の思考方法との関係を中心にしたい。なぜ科学へ導かれるのか、なぜ科学は常

識をは：なれていくのか、数学はなぜ必要なのか。空間と時間に対する考え方の変遷、物質と重力と宇

宙に対する考え方の深まり、心と科学、科学と技術や社会の関わりなどについて、古典物理学の範囲

で考察を加えたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自然に対する人間の対応。神話、ギリシャなど

の自然哲学、ルネッサンス、デカルト、近代科学 戸　田　盛　和
1 常識　と　科学 の方法。わかるとはどういうことか。 （放送大学教授）

科学とその他の知的活動との関係。

◎（話題）デカルト。

上と下。地表近くの空間。絶対時間。地動説と

太陽系。回転に対するニュートンの考え。マッハの

2 空　間　と　時　間 批判。相対性理論。物理学の基本的課題 同　　　上

◎鏡の中の世界。時計の発達。遠心分離器。

ユークリッド幾何学。ガリレイ・ニュートンの

力学。微積分学。ガウスの測量。非ユークリッド
3 数学と物理学 幾何学。数学と物理学のちがい。非数学的科学。 同　　　上

◎ピタゴラス。

ギリシャの物質観。化学的原子。目にみえない

存在。大きさの階層。化学変化と原子・分子・化

4 物質変化と原子 学結合。巨大分子。 同　　　上

◎モデル（シンボル、模型）、メンデレーエフ。

表面張力。

温度。物質のマクロ的性質（体質・圧力・温度）。

気体の性質。液体と固体。臨界現象。気体の液化。

5 温度と状態変化 マクロ的性質とミクロ的性質。 同　　　上

◎水の特性。液体空気る極低温物理学。超伝導。

クーラーと冷蔵庫。気象。バイメタル。

熱。熱のする仕事。熱機関の発達。熱の仕事等量

熱機関の効率。熱力学。熱力学の第2法則。エン

6 エネルギーと熱量 トロピー。 同　　　上

◎永久機関。マイヤーとジュール。カルノー。温室

効果。太陽熱利用。水飲み鳥。まほうびん。

力学と熱現象。決定論。熱現象の現象論と分子

7
決定論・確率・

@　　非可逆現象

論。エントロピーの確率論的解釈。生物とエント

鴻sー。巨視的構造。

@◎マクスウェルの魔。ボルソマン。統計力学。
同　　上

ギブス。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講．師
i所属」氏名）

電気的現象。電磁誘導。場の概念。電磁場と変

位電流。電磁気学。光と電波。無線通信◎ラジオ。 戸　田　盛　和
8 電　磁　気　学 ◎電池。ファラデー。マクスウェル。電子レンジ。 （放送大学教授）

偏光フィルター。レーダ。X線。

電子と電流。金属の電気低抗。真空間。半導体

ダイオードとトランジス．ター。磁性と電子。

9 物質の電磁気的性質 磁性体。 同　　　上

◎電話0マイクロホン0テープレコーダー0
テレビ。

光の速さ。光の波長。反射と屈折。幾何光学。

波動光学。光の散乱。熱放射。発光と光の吸収。

10 光　　と　物　質 電子・イオンと光。色。 同　　　上

◎光ファイバーb空の色。朝日と夕日。星の温度

レーザー。ホログラフィー。

太陽系。惑星。太陽系の力学。太陽系の歴史。

地球の歴史。

11 地球　と　太　陽 ◎天体までの距離の測定。惑星の質量：。地球の 同　　　上

温度。地磁気。オーロラ。時間の測定。

エーテルと光の速度。ローレンツの短縮。光速

度一定の原理。時間と空間の相対性。

12 光と相対性理論 ◎マイケルソン。　ローレンソ。アインシュタイ 同　　　上

ン。双子のパラドックス。

遠隔作用と近接作用。場の概念。重力と慣性力

13
宇宙と一般相対
@　　　　　性理論

の等価原理。一般相対性理論。宇宙。

@◎宇宙の曲率。宇宙の歴史。ブラックホール。 同　　　上

科学の方法。研究者の心理。創造とに何か◎

◎　ニュートン。パスツール。ダーウィン。ア 戸　田　盛　和
14 科学　と　創　造 インシュタイン。ボアンカレー。 江　沢　　　洋

（学；習院大学教授）

科学と分析的三二。非自然的自然。科学の方法

に対する反省。感覚。自己認識。生命◎全体論。

15 個　　と　全　体 物理学と他の諸科学と文化。 同　　　上
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＝基　礎　化　学＝（TV）

〔主任講師　伊能　敬（武蔵大学教授）〕

全体のねらい

　前半では化学という学問の対象である物質（その性質と変化）を究めるために必要な基礎知識を平
易に述べる。
　後半では応用面として化学がわれわれの日常生活や現代社会とどのようにかかわっているか。いく
つかの角度から興味ある話題を取り上げる。初学者にも理解しやすいように、しかも可能な限り新し
い情報を含め解説する。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

化学とは　（1）

@～身のまわり
@　　の化学～

　台所、自動車など、われわれの周辺にある親し

ﾝやすいものが、いかに化学とかかわっているか、
ﾀ物と対応させながら化学におけるミクロな見方、

lえ方にはいりこんで行く。

綿　抜邦彦
i東京大学教授）

o演
i伊能、綿抜、務台〉

2

化学とは　（2）～自然界に：見ら

@れる化学変化～

　自然界に診いて、化学変化がどのような形で見

｢出せるか。化学変化イコール実験室、白衣、ビ

[カー、試薬瓶といったイメージを、ここで改め

ﾄ見直す。

綿　抜邦　彦
o演
i伊能、綿抜）

3

物：質の＝構造～物質は何から

@できているか～

　固体物質の構造から発展させて、エネルギーと

ｨ質の不連続の問題、さらに原子の構造へとつな

｢で行く。 同　　　上

4
原子の構造
@～陽子・中性子と
@電子～

　原子を構成している電子、陽子、中性子の本性

�ｲべ、さらに水素原子の構造、同位体、原子の

d子構造などを明らかにする。電子の殻構造、価

d子の数などの知識は、次章化学結合の理解に生

ｩされる。

伊　能　　　敬
i武蔵大学教授）

o演　伊能
@　小谷正博
i学習院大教授）

5
化学結合
@～価電子の
@　はたらき～

　いろいろな化合物の結合、特に結合のエネルギーや結合距離など、そこに認められる規則性など

�T観したあと、結合はなぜできるかを考える。

ｱこでは共有結合に重点を慕いて話を進める。こ
ﾌ理解が他の結合様式すべてを理解する上で必要
ｾからである。

小　谷　正博
i学習院大学教授）
o演（伊能、小谷）

6

物質の三態～物質の状態

@変化はどのよう
@にして起こるか～

　気体の性質からはいって、液体、固体の特徴を

ｾらかにし、それらの状態の相互変換について調

ﾗる。

綿　抜邦彦
o演（伊能、綿抜）

7

溶　液　（1）

@～水の
@　はたらき～

　とくにすぐれた溶媒である水の性質から説き始

ﾟて、溶けるという現象、溶液の性質、純物質の

t体との違いなどを学ぶ。

伊能　　　敬
o演（伊能、務台〉
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講．師
i所属・氏名）

前章に続いて溶解と沈殿、蒸留、再結晶などに
溶　液　（2）』 伴う諸現象を検討する。 伊　能　　　敬

8 ～溶液から 出演（伊能、星埜）

の離脱触， ㌧

物質の三態、正常な溶液から見れば、いろいろ

9

コロイド状態
@～中途はんぱ
@　　な粒子～

な意味ではんぱな状態にあるのがコロイドである

ﾆころが、われわれを取り囲む自然界、衣食住を

xえる多くの物質が、実はそのコロイドの状態に

　同　　　上
o演（伊能、太田）

ある。

水素と酸素を一定割合に混合しただけでは反応
化学反応，（1）， しないが、点火すると一瞬にして爆発して反応が 田　丸　讃　二

1⑪ ～はやいか 終る。鉄でもさびやすいもの、さびにくいものが （東京理科大学教授）

お・そいか～ ある。いろいろな反応が、さまざまの反応速度を 出演（伊能、田丸）

示す。その仕組みを調べてみよう。

水素と塩素との光化学反応は、ひとつの連鎖反
化学反応《2） 応とは何かを調べ、これに関連した反応として触

11 ～連鎖反応と 媒反応を説明する。 同　　　上

触媒作用～

酸と塩基、酸化・還元などの化学反応を、陽子、
化学反応　（3） 電子などのとり合いと平衡の立場から考える。

■2 ～陽子・酸素・ 同　　　上
電子のやりとり～

基礎化学の後半において活躍する有機化学関連
有機化学　（1） の諸分野の話を理解するためにも、知っておかな 務　台　　　潔

13 ～アルコールを ければならない有機化学の基礎のうちこの章では （東京大学助教授）

中心として～ アルコールを中心に学ぶ。 出演（伊能、三三）

前章に引き続き、カルボン酸とその誘導体を中

有機化学　② 心に学ぶ。
㌧

14 ～ヵルボン酸を 同　　　上

中心として～

放射能とは何か。から始まって、核反応の表し

核化学 方、人工核転換、核融合、原子力利用、放射性同 綿　三三　彦
15 ～放射能とはど 位体など、核反応という他の化学分野と違う特異 出演（伊能、綿抜）

んなものか～ ：な領域について学ぶ。
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r回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16

生命の化学．（1）～生命は分子

@　機械である～

生命は分子を部品とする機械である。細胞の主

v部品としての核酸、タンパク質は、また何から

ﾅきているのか。酵素の役割は何か。

大　島　泰郎
i東京工業大学教授〉

@出演（伊能　敬、

ｱ台潔、大島泰郎〉

17
生命の化学　②～生命の歴史～

　生命の起源から説き起こし、先カンプリア代に

氓ｯる生命の歴史、酸素の歴史、分子進化という

ｶ物進化研究の新しい手段に至るまで、生命の歴

jを追求する。

大　島　泰　郎
o演（伊能、大島）．

18

食物と化学　（1）　　／～食物のエネ

@　　ルギー価～

　生物が生命を保ち、生活現象を続けて行くため

ﾉは、外界から物質を取り込み、生体に役立つよ

､に変化させるいわゆる栄養現象が不可欠である

ﾜ大栄養素とは何かを述べ、またエネルギー源食

iのエネルギー値について考察する。

福場　博保
i澄茶の水女子

@　　大学教授），
o演（伊能、福場）

19

食物と化学　②～食品の色と

@　　味と香り～

　私たちの食生活は、エネルギー源食品をカロリー計算の勘定合わせだけで与えられて満足するも

ﾌではない。多くの食品の配合の妙を生かして、
謔關氓｢しく食べるのが私たち人類の特色ある食
ｶ活である。日常の食卓に澄ける色・味・香りを
ｻ学の面から解説する。

同　　　上

20

生物の
@コントロール（1）～天然物化学と

@生物活性物質～

　天然物化学は、人類が昔から利用してきた「生
ｨのつくる物質」を調べることから始まり、有機
ｻ合物の合成へと進む。日本に澄ける天然物研究
ﾒの足跡をたどる。生物活性物質の研究の現状と、
A物の生活に関与するホルモンに触れる。

　森　　　謙　治
i東京大学教授）

o演（伊能、務台、森）

21

生物の
@コントロール（2）～生物活性物質

@　研究の進歩～

　天然有機化合物の構造決定法の進歩は、分析の

�ﾊ化と切り離せない。生物活性物質研究の進歩

ﾉついて昆虫の生活に関与するホルモン、昆虫相

ﾝの通信を制御するフェロモン、鏡像異性の問題、

ｶのフ「一キシンaなどの例によって解説する。

森　　　謙　治

o演（伊能、森）

22

化学と産業　（1）～転換期にある

@　　化学工業～

　化学は化学工業を成立させたと同時に、材料を

}介として他の産業分野にも貢献してきた。いま

]換期にある化学工業を中心に、その歴史と現状

�T観し、化学技術開発における指導原理の展開

�Tる。

平澤　　　冷
i東京大学助教授）

o演（伊能、平澤）

23

化学と産業　②～高分子を例

@　　　として～

　素材や材料としての物質の開発には、その組成

ｪ子構造のみならず、ミクロ、マクロな物質の構

｢、集合状態まで考慮する必要がある。合成高分

qを例にしてニーズに適合する素材設計を考える。

平澤　　　冷
o演（伊能、務台、

ｽ澤、戸嶋直樹〉

@（東京大学助教授）
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回 ’テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

24

化学と産業　（3）～どんなつくり

@　方があるか～

　材料の開発はまたその合成法の開発でもある。

ﾝ計された「物質の構成」を実現するためにどう

Aプローチするか。その指導原理を探る。 平・澤　　　冷

o演（伊能、平澤）

25

化学と産業　（4）～極限を

@　　追求する～

　物質の極限状態、または極限条件下に於ける物

ｿの性質を追求する過程で、画期的な新素材が生

ﾝ出されている。新素材開発の動向と、それが産

ﾆに与える衝撃を予測し、化学工業の将来を展望

ｷる。

平澤　　　冷
o演（鮪旨、平澤、

@　　務台）

26

エネルギー資源（1）～人類が利用し

@たエネルギー～

　人類は火を利用することを知って、他の動物と

ﾙなる生活をするようになった。人類がこれまで

?pしてきたエネルギー資源を化学の立場から論

qする。
綿抜邦　彦
o演（伊能、綿抜）

27

エネルギー資源②～将来の

@　エネルギー～

　前章の化石エネルギーに替わるべき今後のエネ

泣Mーは何かを求め、原子力、地熱エネルギーに

ﾂいて解説する。 同　　　上

28

化学と環境　（1）～地球環境はど

@のように変遷i
@してきたのか～

　太陽系の特異な一惑星としての美しい地球の環

ｫの特色とくに水の果たす役割、大気の変遷、海

?g成変動の歴史について述べる。 同　　　上

29

化学と環境　（21～人類の活動と

@　　地球環境～

　人類が膨大な資源を消費し、・膨大なエネルギー

�g用するようになって、大自然の流れ、地球環
ｫに影響が澄よぶようになってきた。主とし℃大

C汚染を中心に、この問題を考えてみよう。

同　　　上

30

再び化学とは～分ける・つくる

@　　　・考える～

基礎化学の締めくくりとして、再び化学とは何

ｩを問いかけ、化学における方法論を説明すると

､に、今後の化学は専門家のみのものではなく、

Lく皆のものであることを説く。

伊　能　　　敬
o演（伊能、綿祓、

@　務台）
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＝基礎生物学＝（TV）

〔主騰一蹴羅麟嬉嬉
＝全体のねらい

　生物学の分野では日々新たな発見が行われ、新しい概念が提出されている。また医学、農学、工学

など応用分野との関係も深まって診り、人類の将来に大きな影響を与えつつある。本講では、生物学
．の基本となる一般的事実や概念をできるだげ分り易く述べ、生命の探求がきおめて魅力に富んだもの

であることを伝えたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物の特徴である「生きている」と億どういう 平本幸男（放送大学

ととか。生物と無生物の違いはどこにあるか。本 教授）、毛利秀雄（東大

1 生物とは何か 講座のいとぐちとして、さまざまな生物が示す生 教授）、山田晃弘（東

命現象をフィルムなどで追いながら、この問題を 大教授）、石川統（東

担当者全員によって＝考えていくゴ ・大助教授）

生物の基本単位は細胞であり、多細胞生物では

形：態的・機能的に分化した細胞群が組織・器官を
o

2 生物のつく　り 形成し、それらの統合によって個体が作られてい 平本幸男
る。形態的、機能的：な面から生物体のつくりにつ

いて解説する。

細胞の基本的な構造、物理・化学的性質澄よび

3
生命の単位とし
@　　　　ての細胞

細胞の機能について解説する。また細胞分裂のし

ｭみや、増殖と分化についても述べる。 同　　　上

細胞膜や核をはじめ、ミトコンドリア・葉緑体

・小胞体・リボソーム・ゴルジー装置・中心体な

4 細胞小器官 ど、さまざまな細胞小器官の構造と機能について 同　　　上

概説する。

生体構成物質のタンパク質、核酸、脂質、炭水

5
生体を構築する
@　　　　　　分子

化物はどのような性質のものか。また、細膜小器

ｯなどを構成する生体膜はどのような特徴をもち、

ｶ物のはたらきにどのように役立っているかを解

山　田　晃　弘

説する。

生体内のはたらきの基礎となる物質交代はどの

よう：なものか。物質交代を司どる酵素のはたらき

6 物質交代と酵素 澄よびエネルギー運搬体のATPに注目する。細胞 同　　　上

内に散在する物質交代（反応系）の調節のしくみ

も知る。

光エネルギーは緑色植物の行う光合成により生

物に捕捉される。光合成のしくみを実験を含めて

7 光　　合　　　成 解説。トウモロコシやサトウキビ、さらに多肉植 同　　　上

物の行うCザ型の光合成についても学ぶ。光合成

に伴う光呼吸にも目を向ける。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

発酵の反応系の解明を歴史的に考察する。それ

は生化学の発達史でもあるからである。筋肉運動

8 発酵　と　解糖 の際に行われる解糖反応と発酵との共通性とその 山　田　晃　弘

役割を学ぶ。実験を組みあわせて理解を高める。

生物になぜ呼吸が必要か。呼吸を行うための体

のつくりと血液のはたらきを学ぶ。呼吸の内容を
9 呼　　吸 物質交代の面から明らかにし、他の物質交代との 同　　　上

関連にも注目する。

ユ0
太陽エネルギー
@　　　　　と生物

太陽エネルギーに依存して生きる地球上の生物

�Aエネルギーの流れと物質（炭素、窒素、リン

ﾌ化合物）循環の面から考察し、その流れを分担

　　　1喝

ｯ　　・上
する重要な反応糸とそれを担う生物について、野

外観察のフィルムと共に学ぶ。

多細胞動物の多くは、神経系によって個体内の

情報伝達を行っている。神経系の基本単位である
11 神　　経 ニューロンの構造と興奮（活動電位発生）、興奮 平本幸　男

の伝導と伝達、神経晴報の統合と処理などについ

て述べる。

動物は受容器によって外界の変化および体内の

状態を感知してその情報を神経系に伝える。さま

12 受　　容　　器 ざまな型の受容器の感覚受容機構について解説す 同　　　上

る。

筋肉の構造とその収縮機構について、脊椎動物

の骨格筋を中心として解説する。また平滑筋の構

13 運　　動 造と機能や神経による筋収縮の制御についても述 同　　　上

べる。筋収縮による個体のさまざまな運動様式に

ついても解説する。

筋収縮以外の生体運動、すなわち原形質流動、

アメーバ運動、繊毛・鞭毛の連動のしくみについ

14 運動、発電、発光 ても解説する。これらの運動による生物体全体と
ｵての運動や、個体内における物質輸送などにつ

同　　　上

いても述べる。また生物発光や発電の機構につい
ても解説する。

神経系とともに生体機能の調節に与っている内

分泌系について述べる。脊椎動物や無脊椎動物の

15 ホ　　ル　　モ　　　ン 内分泌器官から分泌されるホルモンの種類と働き 毛　利　秀　雄

を実例を示しながら概説し、さらにホルモンの作

用機構についてもふれる。・

一128一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物には外界や内部環境の変化に対して、その

形態や生理的状態をできるだけ一定に保とうとす

16 ホメオスタシス る性質がある。これをホメオスタシス（恒常性の維 毛利　秀　雄
持）と呼ぶ。血糖値・体温・浸透圧の調節などに

澄ける神経系と内分泌系の関与について学ぶ。

外来性の病原菌や体内に生じた異常細胞などの

異物を排除し、生体の恒常性を維持するしくみと

17 免　　　疫 しての免疫現象について説明する。血液型や臓器 同　　　上

移植の問題などについても述べる。

染色体、遺伝子、DNAの関係を説明し、親から

子へ形質の遺伝するメカニズムを減数分裂の機構

18 染色体と遺伝 とともに解説する。染色体地図～染色体外遺伝子、 石川　　　統
染色体突然変異についてもふれる。

優劣の法則、分離の法則、独立の法則について

述べるとともに、複対立遺伝子、伴性遺伝、従性

19 遺伝の法則 遺伝に関してもふれる。とくに、遺伝現象に澄け 同　　　上

る対立形質の意味を正しく理解することに重点を
置く。

遺伝子の本体がDNAである事実はどのようにし

て明かになったかを述べ、DNAの化学的構造につ

20 遺　　伝　　　子 いて解説する。遺伝子であるDNAと遺伝子でない 同　　　上

DNAについても述べ、　DNA複製の機構bよび遺
伝子突然変異に簡単に言及する。

DNA上の遺伝情報をRNAへ転写するのに必要
な構造、プロモーター、RNAポリメラーゼなどにつ

21 遺伝情報の発現1 いて説明するとともに、転写を調節する機構とそ 同　　　上

の因子に関して述べる。mRNAの加工と成熟澄よ
びその構造上の特徴についても解説する。

tRNA、リボソームの構造について解説し、遺伝

コードがどのようなメカニズムでタンパク質に翻

22 遺伝情報の発現H 説されるかを、開始、伸長、終止の3段階に分け 同　　　上

て説明する。翻訳後に．タンパク質分子が受ける加

工と運搬のしくみにも簡単にふれる。

プラスミドベクター、制限酵素などについて述
べ、組換DNAをつくる基本操作を解説する。遺伝

23 遺伝子操作
子操作には大きく分けて2つの目的があることを

ﾐ介し、ウィルス、可動遺伝因子などをベクター
同　　」』

とした高等生物の遺伝子操作にもふれ、その未来
像をi探る。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講1師ト
i所属・氏名），

子孫を残すための生殖は、生物のもつ特質の一

つであり、従ってきわめて重要な現象である。動

24 性　　と　生　殖
・植物にみられる生殖方法、両性生殖に澄ける性の決定機構、生活環などについて具体的な例をあ

毛　利　秀　雄，

げながら解説する。

配偶子の形成から卵と精子の相互作用、さらに

両軸の融合に至る一連の受精現象を、実験をまじ
25 受　　　精 えながら説明し、その意義について考察する。細 同　　　上

菌の受精や単細胞生物の接合についても言及し、

また体外受精や着床の問題にもふれる。

受精した卵は発生を開始する。卵割（細胞分裂〉

胞胚およびのう胚形成、外・中・内三胚葉の分化
26 初　期　発　　生 に至るいろいろな動物の初期発生過程を、フィル 同　　　上

ムで追いながら解説する。個体発生と系統発生の

関係についても述べる。

動物の発生のしくみに関する前成説と後成説、

モザイク卵と調整卵、誘導と極性などの概念を解
27 分化と形態形成1 醜した後、細胞・組織の分化と形態形成について 同　　　上

の最近の知見を、分子生物学や細胞生物学の成果

をお・りまぜながら紹介する。

植物の体のつくりをみると、一つとして同じつ

くりのもめはない。しかし、巨木でも盆栽でもア

28 分化と形態形成皿 カマソはアカマソでめる。植物の体はどのように 同　　　上
して発達するのであろうか。実験Cフイルム）を
思えながら考えてみる。

植物の細胞澄よび動物の細胞核の全能性につい
て述べ、遺伝情報の時商および空間に関する選択

29 分化と形態形成m 的発現が分化の根幹をなすことを解説する。また、 石　川　　．統
昆虫の発生と変態などを例として、形態形成を制

御する因子についても考察を加える。
『

この講義のしめくくりとして、生物学とその周
辺の分野が今後解明していかなければならない問 平本幸　男

30 生命科学の展望 題について話し合う。主な問題としては1発生の 毛利　秀今雄，
しくみ、脳の機能、遺伝子操作と細胞工学澄よび 山　田　晃　弘
その応用としての品種改良、体外受精などがとり 石　川　　　統
上げられる。
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＝基礎宇宙地球科学＝（TV）

〔主任講師：欝綴欝劃

全体のねらい
　基本科自としての「地球と宇宙」を既に履修していることを前提として基礎科目としての「基礎宇

宙地球科学」を学ぶ。自然科学としての宇宙地球科学の内容は膨大なものがあり、その学問的発展も、

近年著るしいものがある。その中で、基礎となる事項を選んで履修する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師、
i所属・氏名）

1 宇宙と地球の概観

　宇宙と地球についての理解は、近年急速に深

ﾜっている。そのような学問的成果をふまえて、

F宙と地球についての概観を述べる◎この科目

奈須紀　幸
i放送大学教授）

r全般にわたっての学；習のガイダンス：なども行な

､。

小　尾　信　弥
i放送大学教授）

丁地球と宇宙」に蒔いて、古代から現代にい

たる人間の宇宙観の変遷を学んだが、ここでは、

2 宇宙科学の発展1 宇宙探求の歴史の古典的な部分を、他の科学や 小尾　信・弥
技術の発展と関連させつつ学ぶ。

量子物理学と相対性理論という新しい物理学

の出現により、宇宙の科学は急速に進展した。

3 宇宙科学の発展正 さらに1950年代からの電波天文学や大気圏 同　上

外観測は、宇宙の理解を根底から変えている。
これら今世紀に分ける発展を学ぶ。

天体観測の・基本は、天体の位置、明るさ、光

の性質（色やスペクトルなど）や、それらの時

4 天体の観測 間的な変化を測定することである。光による観 同　上

測を中心に、これらが具体的にどのようなもの

’であるかを学ぶ。

太陽や月、惑星など太陽系の天体は、恒星と
違へ天球上で相互の位置が時間とともに変わる。

5 太陽系一惑星の運動’ ここでは、万有引力の法則にもとずいて、惑星の運 同　上

動についてのケプラーの法則が説明できることや、

ケプラーの法則の応用などについて学ぶ。

太陽を中心にして、地球をはじめ無数ゐ天体が

集まっている。この太陽系にはどんな特徴がみら

6 太陽系の構成 れるのか、について学ぶ。最近の直接探査はわ 同　上

れわれの太陽系像を大きく変えたが、その成果

にもとずいて太陽系の天体についても学ぶ。

太陽は地球上に住むわれわれにとって欠かせ
ない天体であるばかりで：なく、表面の模様や活

7 太陽系の天体
動を直接観測できる唯一つの恒星でもある。太

zとはどのような天体であるかを概観し、表面
同上

や大気、そこに見られる活動などについて学ぶ
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 太　　　　　　陽

　星座の星すなわち恒星は、いずれも太陽と同
lに自から輝いている。ここでは、その距離の

ｪ定、それをもとに知られる本当の明るさ（光
x）など、恒星の基本的な性質について、太陽
ﾆ比較しながら学ぶ。

小　尾　信弥

9 恒　　　星　　　1

　恒星はさまざま：な色をして見える◎これは、

ｻの表面温度の違いによる。これらを熱放射に

烽ﾆづいて学ぶ。さらに、その光を例しく調べ

驍ﾆ、表面の化学組成などについても知ること

ｪできるが、それの原理ま結果などを学ぶ。

同　上

10 恒　　　星　　　H

　恒星の表面の色（温度）はいろいろであり、

ﾜ：た光度もさまざまである。質量もいろいろで

Aある。これらの性質の間には特定な関連が見ら

黷驕BHR図はその代表的なものであり、それ
ﾉついて学ぶ。

同　上

11 恒星の進化

　恒星は太陽と同様に、一般には水素の熱融合
ｽ応をエネルギー源としている。この反応の進
sにっ仏て、恒星が色や光度などの特徴を変え

ﾂつ進化することについて学ぶ。超新星の爆発
ﾈど、進化の最：終段階に見られる現象について

煌wぶ。

同　上

12 銀河系の天体

　われわれの周りには、恒室のほかにさまざま

ﾈ天体が見られる。ガス星雲や暗黒星雲のよう

ﾉ古くから知られていた天体もあれば、パルサー

窿uラックホールのように最近発見された天体も

ｭくない、これらの諸天体について学ぶb

同　上

13 銀：河系の構造

　多数の恒星とガス星雲：などは、巨大な円盤状

ﾌ集団をつくっている。これがわれわれの銀河

nであるが、ここでは銀河系の構造や運動につ

｢て学ぶ。また、銀河系の天体の種類について
煌wぶ。

同　上・

14 銀河の　世　界

　銀河系の外には、大望遠鏡の視界のとどく限り、

站ﾊ系と対等な別の銀河が無数に見られる。こ

黷轤ﾌ銀河について、その形態や分布、運動な

ﾇについて学ぶ。電波銀河やクエーサーなど、

竕ﾍの世界に見られる特異な天体にもふれる。

同　上

15 宇宙の構造と進化

無数の銀河が観測されている宇宙全体がどの
謔､なも¢）であるかを、研究の歴史にふれ：なが

轣A最近の成果にもとずいて学ぶ。さらに、ビ

dクバンで誕生して以来め宇宙の進化について、

ｻの道筋を学ぶ。

同　上

一132一一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「地球と宇宙」の中で既に「地球観の歴史」

16
地球科学の発展一20世紀中葉まで一

を学んでいるが、その内容を更に詳細にわたっ

ﾄ学ぶとともに、その中では触れ：なかった地球

ﾈ学の学問的発展の内容についても学ぶ。20
奈須紀幸

世紀中葉までをとり上げる。

20世紀中葉以降の地球科学研究の進展はと

17
地球科学の発展一20世紀中葉以降一・

くに著るしいものがある◎そのような進展の経

ﾟを追って、人々の地球についての理解が深化

ｵていった過程を学ぶ。

同　上

岩石が火成岩・堆積岩・変成岩に3大別でき

ることは「地球と宇宙」の中の「岩石と鉱物」

18 地　　　　　　層 の章で既に学んだ。これらの岩石が、地層を構 同　上

成している状態について学ぶ。とくに堆積岩が

地層を構成する主体であることを学ぶ。

地：質図や地質柱状図の作製は、目標とする地

域の地質を理解するうえで必須の資料である。

19 地　：質　調　査 このような地質図や地質柱状図をいかにして作 同　上

製するのか、その過程となる地質調査の実施の

あり方について学ぶ。

「地球と宇宙」の中の「地球の歴史」の章で、

地質時代の区分については既に学んだ。その点、

20 地質時代の区分 ・さらに一歩を進めて、化石等にもとつく地質時 同　上

代の区分と、岩石の絶対年代にもとつくその精

度の向上の経過について学ぶ。

「地球と字面」の中の「プレートテクトニク

ス」の章で、プレートの動態については既に学

21 プレートの変動
んだ。ここでは、その内容をさらに詳細にわた
ﾁて学ぶこととする。プレートの概念の登場に

同　上

よって地球科学は目覚ま．しい進展を遂げつつあ

ることに理解する。

「地球と宇宙」の中の「地球の歴史」の章で、

地球の進化と生物の進化については、その概ぼ

22 地球と生物の進化 うを学んだ。ここでは、その基本的：な学習の上 同　上

に積み重ねて、さらに詳細にそれらの内容を学
ぶ。

日本列島は、太平洋プレートがユーラシア大
陸プレートの下へ潜没するところに位置する。

23
日本列島の地質と

n史
この日本列島の地質を学び、その成立ゐ地史を

wぶ。日本列島の一部はプレートの移動につれ
同　上

て他所から移動してきたものとの最近の学説も
紹介する。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24 地　　下　資　源

@　馳

　われわれの日常生活に欠くことのできない物
ｿには㍉食糧の他にも様々：なものがある。例えば石
福站熨ｮの類である。これらの物質の多くが地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍗

ｺ資源として採取される。このように生活と深
ｭかかわる資源の分布状態について学ぶ◎

奈　須紀幸

25 地表の　変化

　地表は風化・浸食などの作用によって絶えず

ﾏ化する。その態様としての地形の変化を学ぶ。

ﾜた、風化の過楓流体による堆積物の運搬・
ﾍ積の過程についても学ぶ◎陸上の地表の変化

ﾉ加えて海底の地形の変化にも触れる。

同　上

26 海水の性質と運動

　「地球と宇宙」の中の「大気と海洋」の章で

C洋の特性について既に学んだ◎ここではさら

ﾉ詳しく、海水のもつ性質について学び、また、

C水の大循環に重点を拾いて海水の運動のあり

福�wぶ。エルニーニョ現象にも触れる。

同　上

27 海　　　の　　　波

上記のように海洋の特性の中で海の波の性質

ﾉついても学んだ。ここでは、それに加えて、

謔闖ﾚ細に波の性質を学ぶ。とくに沿岸齢よび’

C岸に冷ける波の性質と種類、堆積物の運動と

ﾌかかわり合いなどについて学ぶ。

同　上

28 大気　の　運　動

　「地球と宇宙」の中の「大気と海洋」の中で

蜍Cについて学ん判ここではその基本の上に立っ

ﾄ、さらに詳しく大気の運動のあり方について・

wぶ。大気の大循環のあり方に重点を治いて学

ﾔが、加えて地球の熱収支にも触れる。

同　上

29 天気と気候の変化

　上記のように大気についてはその中で天気の

ｱとも学んだ。ここではその基本の上に立って

V気の変化、気候の変化について学ぶ。加えて
C候の変化と大陸氷河の消長の関係にも触れ、

ｱれが海水準変動にも影響することを学ぶ。

同　上

30 宇宙・地球と人類

　われわれ人類はまさに宇宙の中に存在し地球
繧ﾅ生活を営んでいる。そのことは自然環境と
l類との深いかかわり合いをも生む。こうした
箔_について学ぶ。また将来、人類は宇宙コ覆

jーを建設する可能性もある。そのような点に
ﾂいての見通しについても学ぶ。

奈須紀幸
ｬ　尾　信　弥

一134一



＝＝ m率論・統計学＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうち確率論

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：林知己夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　不確実な現象を記述し、将来を予測するための手段としての確率論の入門である。個々の事象の確．

率を数値的に計算するのが目的ではなぐ、現象のモデル化を通して、いろいろな場面に適用できる数

学的理論を構成することを目標とする。統計学の講義にスムーズにつながるような内容としたい。ま

た、数学的な厳密性は追求しない。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

同じ条件下で繰り返して観測されるような偶然

1 偶然現象の記述
現象が議論の対象である。不確実でとらえどころ

ﾌない現象も、適当なモデルを作ることによって
清　水　良一

記述することができる。 （統計数理研究所教授》

偶然を記述するためには、まずどういう現象が

起こりうるのか、あるいはどういう現象を考察の
2 確率　モデ　ル 対象とするのかを明らかにして澄く必要がある。 　　’

ｯ．　上
「事象」という概念を導入し、さいころ投げのよ

うな簡単な場合について確率モデルの半白法を述べる。

偶然現象を記述するのに、つぼのモデルは簡単

で理解しやすく、しかも応用が広い。最も単純な
3 つぼのモデル 復元抽出と非復元抽出を説明し、これに対応する 同　　　上

確率分布として2項分布と超幾何分布を導入する。

確率pで起こることが期待される事象を考える
多数回（n回）の観察を通してこの事象の起こる回

4 ベルヌウイの定理
数（n1回）の比率n1／nの行動を考察する。　nを大

ｫくするとn1／nはPの近いところで変動するよ
同　　　上

うになる（ベルヌウイの定理）ことを示し、さら
にその精密化を行う。

ある事象の起こる確率は情況に応じて変わるべ
きものである。偶然現象を観察して得られる情報

5 条件つき確率 は偶然についてより確実な知識をもたらす。この
ﾍと次の章では情報の利用に関する一つの定式化

同　　　上

を、「条件つき確率」という概念を導入すること
によって行う。

前章からの直接の続きである。このあとさらに
確率論で最も基本的な概念の一つである「独立性」

6 事象　の独立
を導入する。ある事象が起こったことを知ったこ

ﾆによって、他のある事象の確率が変わらないと
同　　　上

き、これら二つの事象は互いに独立であるという
のである。

「事象の独立」をさらに発展させて「試行の独

立」という概念を導く。相互に影響を及ぼし合わ

7 独　立　試　行 ないような試行を、互いに独立であるという。 同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

特定の偶然現象を観察した結果で決まる数量を

確率変数という。これは一定の分布法則に従って
8 確　率　変　数 変動する偶然量である。分布法則について幾つか 清　水　良　一

の簡単な例をあげる。

確率変数の行動は分布法則によって完全に規定

される。期待値は、これを部分的に特徴づけるも
9 期　　待　　　値 のである。「平均値」、「分散」など基本的な量を導 同　　　上

回する。データから計算される「標本平均」が分

布の平均値に収束するという大数の弱法則を述べる

2項分布は最も簡単：な分布法則の一つであるが

10
ポアソン分布と
@　　　　その周辺

パラメータの値によっては別の分布で近似するほうが

ｩ然であり、計算も容易である。ポアソン分布に 同　　　上

よる近似がその一つ。この章では、ポアソン分布と

負の2項分布について述べる。

二つまたはそれ以上の確率変数を同時に考える

11
多変量の確率
@　　　　変数・1

ことによ2て多変量（多次元）の変数が定義され
驕Bこの章では主として2次元の変数について、
ｻの行動を記述する確率分布と期待値、とくに、

同　　　上

変数の問の関係を表す相関などの概念を導入する。

2次元の分布に関連して、条件つき分布を導入

12
多変量の確率
@　　　　変数・皿

し、それを正規分布についてやや詳しく述べる。

ﾜた、独立な確率変数の和の分布（たたみ込み） 同　　　上
の計算法を与える。

母関数や特性関数を導入することによって、期

待値の計算やたたみ込みを求めることは容易にな
13 母関数とその応用 る。さらに極限定理の証明に利用できるなど、こ 同　　　上

れらの関数が強力な解析的手段を与えてくれるこ

とを幾つかの例によって示す。

確率分布としての正規分布は最小2乗法ととも
にガウスに：よって発見され、彼の誤差論の中で重

14 正　規　分　　布
平な役割を果たした。中心極限定理との関連もあ

ﾁてその重要性は今日でも変わっていない。この
同　　　上

分布の意味、確率モデルとしての用途の広さ、そ
の限界などについて述べる。

講義の中であまり述べることのできなかった独

15
独立でない変数
@　　　　　の系例

立でない試行列め問題を取り上げ、マルコフ性に

ﾂいて簡単に触れる。最後に、このあとに続く統

v学に言及し、偶然を扱うこの二つの学問の相互

同　　　上

の関係と役割を述べて終わる。
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＝確率論・統計学＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうち統計学

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：電顕已夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　確率論を踏え・統計学の基確概念及び基本的諸理論を説明し、統計学の基本を習得させることを第

一の眼目とする・これとあわせて、統計学の発展を示すいくつかの例をあげる。ここで統計学の役に
立つ応用例を知ることができる。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

確率論と統計学の関連性について述べ、統計学

16 確率論と統計学
に即いて確率論がいかに活用されるかについて考

@する。また、統計学とは何かについて説明し、 林　　　知已夫
今後の講義のバックボーンを与える。 （放送大学教授）

統計学は集団を取り扱うことに始まる。ζの集

団とは何か、について説明する。母集団の考え、

17 統計学の基礎概念 集団の要素を表す標識、算術平均や分散のもつ意 同　　上
＼

味、チェビシェフの不等式に基づく推論の仕方に

ついて説明を加える。

度数分布の実例を幾つか示し、モード、メディ

18 統計的分布
アン、レインジ、平均、分散、標準偏差、対称度、

c度など基礎統計量について説明する。
石　田　正　次

i帝京技術科学

大学教授）

最小2乗法の初歩的な説明をし、これを用いて

回帰直線を求める。さらに多項式の当てはめ、相
19 相関係数と相関比 関係数についての話をする。 同　　　上

調査や実験に澄ける測定誤差の性質とその統計

的処理法について述べる。

20 測　定　誤　差 系統誤差と偶然誤差の問題 同　　　上

統計的推定と検定の基本的な考え方を簡単な実

例によって説明する。
21 統計的推定と検定 統計学での信頼性の問題 同　　　上

世論調査や品質検査などで使われる標本：調査の

やり方と、どうずれば調査精度を上げることがで
22 標本調査法 きるかということについて説明する。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会の実証的研究に利用される社会調査の企画

23
調査の計画と統
v的考え方　（1＞

を例にとり、調査の計画にあたって利用される標

{抽出の方法の基礎となる単純ランダムサンプリ

塔Oの方法について概要を述べる。

　鈴　四達　三

i統計数理研究所教授

調査の計画のうち、調査対象者の選び方につい

24
調査の計画と統
v的考え方　（H）

ては幾つかの手法がある。各種の補助的情報を利

pすることにより、効率のよい標本抽出計画を実

sすることができる。実際に行われている大規模
同　　　上

な全国調査の標本抽出計画にもふれる。

調査から得られる情報（データ）は、情報収集

の手法の選択、標本抽出の計画調査データの整理

25 調査データの見方 の仕方等、調査に利用した手法に関連している。・ 同　　　上

ここでは標本調査によるサンプリング誤差につい
6

て、具体的な実例を中心に述べる。

不規則に変動する現象を統計的に解析するため

の基礎概念として、定常時系列の自己相関関数な 赤　池　弘　次。

26 工学への応用 らびにスペクトル密度関数について説明する。そ

ﾌ応用として統計的システムの制御の問題を取り
（統計数理研究所教授

上げ、工学高高用例について概説する。

広く人間的・社会的事象の解明に携わるソフト

ソフトサイエンス
サイエンスでは、人の意識や態度など、内容が多 水　野　欽　司

27
への応用 義的で変動しがちのデータから＼有効な情報をど

､取り出すかの工夫が常に優先する。この領域の
（統計数理研究所教授

統計的考え方や分析法の特徴を解説する。

からだの種々の計測データについて似たものを

ライフサイエンス グループ化し、これらグループに同じ医学的意味 駒澤　　　勉
28

　　　　　への応用一計量診断

を見いだし、病名、病状の度合い、予後の見通し

ﾈどの判断を行う計量：診断に用いられる多次元的
（統計数理研究所教授

統計解析について講義する。

野生動物の数を知ることは、自然生態系の中に

ライフサイエンス おける野生動物のバランスを考えるうえで貴重な

29 への応用 基本事項である◎統計学の最も難しい問題の一つ 林　　　知已夫

一自然保護の統計 であるが、確率論・コンピュータ・標本調査理論

を活用して、生息数を推定する方法を述べる。
ツ

質的なものを塁的に表すことは、現象を統計的

に取り扱澄うとするとき、不可欠のことである。

30 質を測る統計的方法 この数量化の問題に対して、統計学の立場からど 同　　　上

う考えてよいかを説明する。根本概念を明らかに

するとともに、その具体化について述べる。
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　　　　　　　　　　　　　＝自然系実験：＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　一科学的な考え方と進め方一一
　　　　　　　　　　、〔主任講師：宮代彰一（．放送大学教授）〕

全体のねらい

　多ぐの自然科学（ひろぐ理工学ととらえる）に澄ける実験というものをとりあげ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらを横断し
て眺め、そこに共通した考え方や手法を抜き出してきて勉強してみたい。各テーマ（章）に旧いて、そ

れぞれの趣旨に沿って・できるだけ色々な科学の分野からの実験や実例を引用、提示する。な於本科
目の面接授業ではいくつかの実験を学生が自ら行えるようにする。

◇は放送番組における主な実験や見学　⑨＝ゲスト

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

。科学に澄げる実験：の意義

1

1
序
　
　
　
　
　
論
ゴ

㊧実証科学の澄こり；物理、・化学、生物学り歴

jに斥ける例
宮　代　彰　一

（科学と実験） ⑳実験（科学）の限界；再現性 （放送大学教授）

。実験の分野；基礎科学と応用科学

。問題の発見、把握がまず最初
◎その手法；大局を見渡す、プレインストーミ 宮　代彰　一
ング、KJ法

2 企　画　・計　画 ・研究に書ける計画性 ⑥宮　尾　　　亘
・計画の手法；フローチャートやPERT法・計画をすすめる上での二、三の問題 （東芝技術管理部慶応大学講師）

◇KJ法の実習状況の見学

・科学は情報の拡大再生産

・情報のありか、その形

3 情　報　・文　献
・文献の種類、その膨大な量・研究の各段階と調査のあり方

宮　代彰　一
・検索の方法、機械検索

◇国会図書館、JICSTの見学

・現象をうげとめる入間の感覚

実験の　心得
・学習実験と研究実験・機器の理解

宮　代彰　一
4

（実験の準備）
・実験ノート・装置の作成、工作、材料

條ｴ覚に関する実験：（横浜国大ほか）

遠　山　紘　司
i放送大学助教授）

◇機械工作などの見学（東大海洋研）

・危険は実験：と背中合わせ

5 実　験の心得
i安　全　性）

・危険の分類、素因と誘因・化学、生物、物理的な危険・安全のための基本的注意とマナー

E応急処置、防災指針

宮　代　彰一

n　部　徳子
i放送大学助教授）

◇化学実験室（東大理）の見学ほか

・整理は事物の把握の基本

・データの整理、周期律表、グラフ表示

6 整理．と　分類
・試料の整理；各種標本などの例・考え方の整理・分類；分類学、自然分類、人為分類 宮　代彰　一

刀@山　紘　司

◇神奈川県立博物館

・単位と標準は定量化の基盤

・物理量と単位、次元 宮　代彰一
7 単　位　・標　準

・のぞましい単位系；国際単位系（SI）・物理定数：・7つの基本単位と標準・慣用の単位とSI

桾W準とその研究の実際（計量研）

大　井　みさほ
i通産省エ技院計量研究所）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・自然をよく観ることと測ること
・観察の例、野外観察

8 観察　と　測　定
・道具による観察力の強化；顕微鏡・直接測定と間接測定・測定結果のグラフ化、実験式’

梹ｩ然教育園ほか

宮　代、彰　一

O　山　紘司　、

・測定には不確かさが伴う
・絶対誤差と相対誤差 宮　代彰　一

9 誤　差　と精度
・測定精度のバランス
E系統誤差と偶然誤差 冨　永靖徳
・データの処理、最小自乗法・妥当な測定；真の値とは？ （お茶の水女子大学助教授）・

◇学生実験、測定の状況（二品の水女子大）
・測定対象自体のあいまいさについて・放射線測定に論けるぱらつき

宮　代彰一
・情報と雑音；熱雑音 冨　永　靖徳

10 測定とゆらぎ
・目にみえる量子的なゆらぎ・ゆらぎの中にも法則性をみる

桙｢くつかのゆらぎの実験
档с潟Cカの神経のゆらぎ（電総研）

⑥松　本　　　元
i通産省工技院電子技術総合研究所）

・実験にかかせない電気・電子的手法
・電気的な量と測定 宮　代　彰　一

11 電　気　計　測
・偏位法と零位法・指示計器・測定点のとり方

田　中　清　臣

・受動素子と能動素子・変化する量の測定；オシロスコープ （電気通信大学助　　教　　授）

◇基本的な電気測定の実際

。実測と数値計算的方法
・πの実測と計算；モンテカルロ法ほか

数値計算と ・電算機による計算上の理念
12

シミュレーション
・シミュレーション
Eモデル化：計算実験

同　上

◇数値計算の実演
◇風向分布のアニメーション（気象研）

・電算機の実験研究への利用，そしてとくに，
観測・制御への応用

・実験システムに澄ける電算：機

13 電子計算機の応用 ・量子化と標本化“ 同　上
・インターフェース；センサなど
◇音声解析の実験（電通大）
◇数種のセンサの演示：など

・研究や実験は報告で仕上がる

・学習（学生）実験でのレポート

14 報　　　　　　告
・報告書（論文）の組立て方
Eよい報告のあり方；内容上で注意すべきこと1 宮　代歯　一

表現上での心得ごと
・各種の技術報告、特許という形の報告

・今まで勉強したことと実際の研究 宮　代彰　一

15 し　め　く　く　り

・創造活動；その技法、その成否

梹ﾀ際の研究の典型的な例としでポジトロツCT

@の研究を見学（放医研）

⑥田　中　栄　一一
i科学技術庁放射線医学総合研究所）
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＝　ことばどコミュニケイション　＝　（TV）

　　　〔主任講師：吉田夏彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　ζとばがコ・ミュニケイシワンの中で果す役割を考えることを通じて、心、物、抽象的なもの、の三『

つのものの間の関係にづいての知見をえることをめざす。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

コミュニケイション全体について論ずる

1 は　　じ　　め　　に 吉　田　夏　彦

（東京工業大学教授）

表情、身ぶりもことばの一種に数えられるこ

2
広い意味でのこと

ﾎ

とがある。また、自然の一部をなしているものごとまでことばといわれることがある。そうい

､例をひきながら、広い意味でのことばについ 同　　上

て論ずる。

前前回とは反対に、話しことばや書きことばを

3
固有の意：味でのこ

ﾆば

典型とする、せまい意味でのことばについて、その性質を論ずる

A

同　　上

　人間以外の動物にみられるといわれることば、機械のことば、宇宙人のことば、超　者のこと

4 さまざまなことば ば、などをとりあげ、これが果して前回いわれ
ｽ意味でのことばの仲間になるかどうかを考え 同　　上
る

ことばとそれによって表現される内容との関

5
ことばと

係を論ずることを通じて、コミュニケイション
S体の中でことばが果す役割を考える

コミュニケイション 同　　上

認知科学の立場からみたことばについて論ず
る

6 認知科学とことば 同　　上

言語学にはことばについてどういう意見があ
るかをのべる

7 言語学とことば 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所薦・氏名）

ことばと心との関係について論ずる

8 こ　と　ば　と　心 吉　田　夏　彦

物質についてのべることばについて論ずる

9 物・とことば． 同　　上

論理とことばとの関係について論ずる

10 論理とことば
同　　上

以上に：のべたことを背景にしながら、ことば
に：よる表現と、表現される内容とが果して分離

11 表現と内容（1）
できるかどうかを論ずる 同　　上

前回の三三を、広い意味でのことば、さらに
はコミニュケイション行動一般と、それに：よっ

12 表現と内容（2）
て伝えられるとされる内容との関係にまで澄よ

ﾚす
同　　上

文化のちがい、特にことばのちがいをこえて
のコミュミケイションというのが果してどのよ

13
うなものであるかを論ずる 同　　上

ことばと二元論との関係を論ずることを通じ
コミニュケイションの物質的基盤に：ついて考え

14
ことばと物心二元

_
る

同　　上

全体をふりかえりながら、この　　のテ門マ
のもつ哲学的意考について論ずる

15 ま　　　と　　　め 同　　上
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＝人文地理学の基礎＝（TV）

〔主任講師二西川　治（立正大学教授）〕

白燐憎憎燗．環縣社会濁の繊の組翻学的世界像などの学際的研究及び繊計

画、環囎理、景騨成、国際糖などの応用面に紳ても基麟澱勤を持つ空間的．環境哩
学である．本講義では全体を、1．環境を作る人間、2地域を組織する社会・a世界を彩る来化・の二

つに：分けて説明する◎

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

人　の　住　む星一人文地理学の

@　　　　　視界一

　人文地理学は、人間の生活環境としての他球
¥層空間を対象として、人間の適応形態、人間
ﾂ境系（人文生態系）、自然と文化の織り成す
n人模様（文化景）、それらの空間的配列の特
Fなどを研究する具体的科学である。こうした視
糾Eに響いて導入部的説明を行う。

西　川　　　治

i立正大学教授）

2 比較風土論の系譜

ヨ＿ロッパと日本における風土論の展開、A、

tンボルトや下、ラッツェル等による地理学的

ﾂ境研究、人為による自然の改変、知覚環境論・

ﾂ境管理などについても論及する。

西　川　　　治

3
気候変化と民族移

ｮ

　人間の出現後も、地球上の気候は、激しく変

ｮしてきた。人間はそれによって移動を続けて
ｫた。その動く歴史の一瞬として現在がある・
]って現在の地球上に見られる多様性は、気候
ﾏ動のなかで理解されるべきで、本講義では現
ﾝまでの一万年間の変動についてのべる。

鈴　木秀　夫
i東京大学教授）

4
地形環境と治水お
謔ﾑ利水

　人間生活と関係の深い地形環境の考察例とし
ﾄ、ここでは下記の事項を取りあげる。
@堆積平野としての日本の平野の特殊性。
�p歯と轍翻魏激暑譜筏の開発、④　中世末期から近世初期にかげての関東地方の治水と利水。

中　山　正　畏

i埼玉大学教授）

5
村落景観にみる歴

j

　地表面を多様に彩どる村落景観し耕作景を含
ﾞ）には、その成立事情や変貌過程が多かれ少
ﾈかれ痕跡をとどめている。ここでは主として
ｺ落景観の持続性と変化の仕方と速度という観
_に立って、それぞれに関わる自然的、社会的
v因について考察してみたい。

山　田　安彦
i千葉大学教授）

6 地域を分ける農業

　農業は顕著な地域的性格をもつ産業であり・
｢界的にみても、日本についてみても、それは
ｾ瞭である．ここでは、世界の農業の地域類型
ﾌあらましと、ヨーロッパを例にしての農業地
謔ﾌ形成過程、および日本と関東地方に若ける
_業の地域分化に：ついて考察する。

山　本　正　三

i筑波大学教授）

7 地域を動かす工業

錫惣磐的あス涕魏蘇圭難開、工業分布とその変化、大都市の工業集団・地方の機械工業中心、労働依存型工場、③風土と地場産業、地場産業の類型と変容、④工業振興と地域の活性化

’竹内　淳　彦
i日本工業大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

、

8 地域の人口問題 浜　　　英　彦

i成城大学教授）

9
都市プランと機能システム

西川　　　治

10
大都市地域の構造
ﾆ動態

大都市の成長に伴い、中心業務地区を中心とす

體ｯ心円、扇形、多核心的な地域分化が現われ

驕Bその事例とモデルを構造的、動態的側面か

迚�烽ｵ、最近の都市化の動向からみた、大都

s地域の変化の様相についても考察する。

山　口　岳　志

i東京大学教授）『

11
大都市化に伴う都
s問題

井　内　　　昇

i澄茶の水女子大

@　　　学教授）’

12
都市情報の作成と

?p

　高度情報化時代に謡いて、都市の機能と形態

相]魏善趣ち鴇憲離離為楽’
ﾂ欠である。都市情報とは何か、どのようにして作成されるか、どのように利用するか、について講義する。

久保幸　夫
i澄茶の水女子大

@　　　学講師）

13 ヨーロッパの文化

n理

　ヨーロッパ文化の多様性を歴史的背景を考慮に入れながら＝概観し、そのような空間的多様性に由来する地域問題、、政治、社会問題を、すぐれてヨーロッパ的である国民国家（ネイション・

Xテイト）の概念との関連で考察する。

竹　内　啓一
i一橋大学教授）

14
民族の住み分けと
ｶ化交流

　人類集団の民族ごとの住み分けの例として南ヒマラヤのブータンと中国の雲南省を取りあげ、各民族の生活様式と自然環境の関わり、各民族間の文化的な接触、交流、そして環境の変化や歴史的な発展に伴なう住み分けの変化と生活様式の変容について述べる。

　諏　訪　哲　郎

i学習院大学助教授）

15

世
界
地
図
の
中
の
1
日
．
本

西川　　　治’
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＝・ o済学入門＝（R）
〔主任講師こ嘉治元郎（放送大学教授）〕

全購齢経済生活に則して、現代の経済学の謄を概説する．猟蝋政府という繍

単位の活動について論じ、経済社会の構造を明らオ・にする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　現代の経済学が、我々の日常の経済生活をど

ﾌように捉えているかという点に：ついて説明す 嘉　治　元　郎

1 ｝経済生内と経済学
R

る。それによって経済学の体系を示す。
（放送大学教授）

家計の所得の種類について具体的に説明し・

2

家計の経済活動

@1　所　得

その経済学的な意味つげを行なう。
同　　上

家計の所得の処分、言いかえれば消費と貯蓄

3

家計の経済活動

@H消費と貯蓄

について論じ、両者に関する理論を説明する。

同　　上

企業の活動のうち、財を生産する場合につい

4

企業の経済活動

@1　財の生産

て論じる。
同　　上

企業の活動のうち、サービスを生産する場合

5

企業の経済活動

gサービスの生産

について論じる。
同　　上

銀行業、証券業、保険業などの民間金融機関

6

企業の経済活動

@皿　金　　融

の活動について明らかにする。
同　　上

現在の経済社会におげる貨幣とは何であるか

7

貨　　　　　幣一　中央銀行の を明らかに：し、合せて中央銀行の役割について

_じる。 同　上・

役割　一
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・民名）

8 市場　の　機能

　財とサービス（生産物）め市場、労働力と資本（生産要素）の市場について説明し、同時に市場機構について論じる。

嘉　治　元　郎

（放送大学教授）

9 経済社会の構造

日本経済の現状に則して、一国の経済を巨視卜

iマクロ）的に捉える理論について説明する。

同　　上

10
総需要と総供給

　一国の経済活動水準の決定に関する理論について説明し・あわせて雇用の問題を論じる。

一雇用問題一
藁　同　　上

経　済　成　長

　長期的な経済の成長について、技術革新の役割を中心に論じる。

11
一技術革新＿ 同　　上

政府の経済活動

、　現代の経済社会に澄ける政府の四割を説明し、特に財政支出の意義を論じる。

12

一財政支出一
同　　上

政府の経済活動

　政府の経済活動のうち、その収入面について説明する。

13

一飛　　税一
同　　上

いわゆる混合経済体制の下での経済政策の目

的と手段について説明する。

14 経済政策の目標 同　　上

一国の対外経済関係を、国際収支の面から説

明し・世界経済の現状について略述する。

15 対外経済関係 同　　上
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一会　計　総　論＝（TV）
　　〔主任講師：江村　　（放送大学教授）〕

全体のねらい
　この講義は企業会計の「しくみ」と「はたらき」のあらましを学ぶことを目的とする。企業会計に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の算おげる会計処理は複式簿記として特色づけられるので、これを説明するが・会計処理は期聞

定定という目的をもつので、その諸相についてもとりあげよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

’
　
喧
■

決算書とその役割

　企業会計の最終的所産は貸借対照表と損益計
Z書と呼ばれる2つの会計報告書である。これ
轤ﾌ報告書は株式会社の定時総会に提出される
ｪ、貸借対照表は会社の財産状況（財政状態）
�Aまた、損益計算書は会社の損益の状況（経
c岡積）を報告する役割をもつ・

江村　　　稔
i放送大学教授）

2 経済活動の複式記帳

　企業会計で用いられる複式簿記では左右両欄

ｮの2つの勘定の間で行われる借方（左側）と

ﾝ方（右側）の同額記入としての複式記帳が行

ﾈわれる。この複式記帳を経済活動のもつ2面

ｫに注目して説明する。

同　　上

3 記帳法則とその適用

　複式記帳は一定のルールに従って行なわれる。

ｱのルールは必ずしも理論的に設定されたもの

ﾅはないが、企業会計の理解のためには、ぜひ

ﾆも記憶しておかねばならないものである（そ

ｱで、記帳法則の適用につき述べてみよう。

同　　上

4 決算のしくみ

　各勘定の残高を借方・貸方の別に従って、1

ﾂの勘定にまとめると、その借方と貸方の合計

zは一致する。この特長を用いて、記帳と計算

ﾌ検証がなされ、また、勘定の締め切りとして

ﾌ決算が完了する。

同　　上

5 決算書の様式

　損益計算書と貸借対照表の様式を学ぶために：
ﾍ、これらに：設けられる区分を理解しなければ
ﾈらない。損益計算書の場合、経常損益の部と
ﾁ別損益の部が重要な意味をもち、また、貸借
ﾎ照表については、資産・負債の区分に瞬げる
ｬ動性分類を強調せねばならない。

同　　上

6 利益の処分と留保

　わが国では、損益計算：書の末尾に当期未処分
?vが記載されることになっている。当期未処
ｪ利益は株主に対する配当など、会社が処分す
驍ｱとができる利潤を示すものであるが、同時
ﾉ、この未処分利益の増減計算書を知る必要が
?驕B

同　　上

7
損益計算の原理と

菇@

　ある期間の損益は、その期間の収益からこれ

ﾉ対応する期間費用をさしひくことによって計

Zされる。この計算のもつ理論的な意味につい

ﾄ考えてみよう。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

商品と製品の販売によって得られる収益は売

上高として表示される。この売上高の計上にあ

8 売上高と営業収益 たっては、種々の販売形態に応じた適当な基準 江　村　　　稔
が存在しているので、これにつき述べよう。ま

た、役務提供による収益をもとりあげる。

・売上高に対応する売上原価の意味、表示計算

9 商製品の売上原価

の方法、および、種々の問題点を明らかにする。これに関連し、商製品の払出価額の算定に用い

同　　上
られる平均原価法や先入先出法などを説明しよ
う。

商製品の取得価額から払出価額をさしひいて

10
商製品の貸借対照
¥価額

求められた取得原価は期末に修正されることが

?驕Bこれに：つき解説しよう。 同　　上

固定資産の取得価額は、当該資産の耐用期間

11
固定資産と減価償

p
にわたり費用として配分される。この手続きを

ｸ価償却と呼ぶが、この減価償却について説明 同　　上
する。

期間損益計算：に旧いて、将来の期間に費用を

12
繰延経理と引当経 配分することとなる繰延経理旧び、将来の

x払を　じめ当期費用として計上する引当経理 同　　上
が・かなり重要な意味をもっている。そこで、

繰延資産と引当金について述べることとする。

有価証券報告書の主要部分をなす財務諸表に

13
企業内容の開示と

燒ｱ報告

ついては大蔵省令である財務諸表等規則が適用

ｳれる。そこで、いわゆるディスクロージャ＿ 同　　上
の諸問題を説明しよう。

会社が作成し公表する決：算：書もしくは財務諸

14
株式会社の監査制

x

表については、監査役による監査が行われる。この章では、商法特例法と証券取引法による規

同　　上
制を説明する。

株式会社の会計については、．r企業会計原則」

15 制度会計の諸課題
が指針を示して硲る。これらの関係を明らかに

ｷることは制度会計の理解にとり、きわめて重 同　　上
要であるので、この章では、企業会計原則を中

心としながら、企業会計の諸問題を考察してみよう。
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＝＝ 賰b数学1＝（TV）
〔主任講師：前原昭二（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　高等学校の微積分に：引き続いて、微積分の初等的部分を講述する。計算法に主眼を論くが、最後に：、

微積分を論理的に構成する筋道の概略を説明する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

初等関数のうち高笙学校で未習の逆三角関数

1 逆三角　関数
澄よびその微分法を述べ、不定積分が逆三角関

狽ﾅ表わされる有理関数や無理関数の積分につ

｢て説明する。

　前　原　昭　二

i東京工業大学教授）

微分の定義とその簡単な性質を述べ、その表

現形式が置換積分の計算に有用であることに言

2 微　　　　　　分 及する。 同　　上

有理関数の不定積分が初等関数の範囲で得ら

3
有理関数の不定積

ｪ

れることの証明に沿って、その計算法を述べる。

同　　上

1階澄よび2階の定数係数同次線形常微分方

定式の解法を述べる。1階の場合を例にとり、

4 微分方程式 定数変化法にも触れる。 同　　上

有限個の不連続点をもつ関数の積分や、無限

5
定積分の定義の拡

｣

区間における積分に：ついて述べる。

同　　上

微分法および積分法における平均値定理とそ

の幾何学的意味を説明し、コーシーの平均値定

6 平均値　定理 理の応用として、不定形の極限値についてのロ 同　　上

ピタルの定理に：も触れる。

2変数関数を例にとり、偏導関数の定義と記

号を説明する。偏微分の順序の交換ならびに全

7 偏　導　関　数 微分にも言及する。 同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

2重積分を例にとり、重積分の概念ならびに

8 重　　　積　　　分
重積分の計算法を説明する。

前原　昭　二
（東京工業大学教授1

2行2列のヤコービアンの解説から始め、2
重積分の変数変換について説明する。

9 重積分の変数変換 同　　上

テイラーの定理と、極大極小や曲線の凹凸な

どへの簡単な応用を述べる。2変数のテイラ岬．
10 テイラーの定理 の定理に：も触れたい。 同　　上

正項級数の簡単な諸性質を述べ、収束する無

限級数の絶対収束と条件収束について説明する。
11 無　　限　級　数 同　　上

関数のテイラー展開を目標とし、ベキ級数の

諸性質を説明する。

12 ベ　　キ　級　数 同　　上

平面曲線についての微分幾何学的概念のいく

つかを紹介する。

13 平　　面　　曲　線 同　　上

極限の精密な定義と考えられている、いわゆ

るエプシロン・デルタ式の定義について説明す

14 極限の　定義 る。 同　　上’

微積分を論理的に厳密に構成するときの道筋
●

15
微積分の論理的構

ｬ

の概略を説明する。

同　　上
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全体のねらい

　　　　　　＝英語1：＝（TV）
An　Introduction　to　Living　E㎎lish　Speech

　　　　　　　一ドラマの英語一
〔主任講師：鈴木　博（東京大学教授）　　　　　國吉丈夫（千葉大学教疫）〕

　副題にLivi㎎English　Speechとあるように、話されている英語のありのままの姿を学習の対象

とする・教材としては主として標準的な英語のテレビドラマを使い、ことばが使われている場面や身

体的動きなどの非言語情報と関連させながら聴解力の養成を目指す。話す練習は聴解力養成の一環と

して行うことになる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

生きた話しことばとしての英語の例としてイ

＜入門講座1＞ ンタビュー、ニゴース、演説を取り上げて学習
1 用に作られた英語との差を示す。そのあと本講 鈴　木　　　博

コ　一　ス紹　介 座で使う作品を一覧し、授業の一部を紹介する。 （東京大学教授）

最後に、毎回設ける「音声コーナー」の第1回
で母音図の見方を解説する。

生きた話しことばに本格的に取り組む前の準

＜入門講座2＞ 備として英国放送協会（BBC）が英語学習用

2 The　ComPuter
諱@1　回

に制作したフィルムを2本使うが、今回はその
P本の前半を利用する。

@「発音コーナー」では母音図上での個々の英

同　　　上

語音の位置を確認する。

前回のフィルムの後半を使って学習したあと、

〈入門講座3＞ 前半後半を通して視聴する。
3 The．ComPuter 「発音コーナー」では二重母音について解説 同　　　上

第　2　回 する。

準備段階としてBBCが制作した英語学習用

＜入門講座4＞ フィルムをもう一本使って音声英語に慣れる練

4 In　the　Park 習を行う。今回はその前半を使う。 同　　　上
第　1　回 「発音コーナーでは英語の子音のうち、破裂

音、破擦音、摩擦音を取り上げる。

前回のフィルムの後半を使って学習したあと、

〈入門講座5＞ 前半後半を通して視聴する。

5 In　the　park 「発音コーナー」では英語の子音のうち、鼻 同｝@上第　2　回 音、〔μ〕、〔r〕、Cw〕、〔j〕を取り上
げる。

生きた話しことばに本格的に取り組む最初の

The　Necklace 教材はモーパッサンの短編小説「首飾り」を現

6

第　1　回

代のアメリカに場面を澄きかえてドラマ化したフィルムである。今回は5分40秒分。

@「発音コーナー」では前置詞、代名詞、助動’

同　　上

詞、接続詞等の「弱形」を取り上げる。

前回のフィルムの続きを使う。全体で20分の

The　Necklace 作品のうち今回は3分35秒分。

7 「発音コーコー」は「弱形」の続きで、音が 同　　　上

第　2　回 省略される場合を取り上げる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
The　Necklace

諱Ds　回

　前回のフィルムの続きを使う。今回は6分30
b分。『

@「発音コーナー」では「音の連結」を取り上

ｰるσ
鈴　木　　　博

9
The　Necklace

諱@4　回

　「首飾り」の：最終回で、約1分の最後の結末部を使っての学習のあと、この作品を通して視聴する。最後の重要なせりふはこの通しの視聴で初めて聴くことになる。

@「発音コーナー」では破裂音が連続した場合に起きる。「不完全破裂」．を取り上げる。

同　　　上

10
APoint　of
ceParture
諱@1　回

　米国で制作放映されたテレビドラマシリーズ
FFamilyの中のエピソードを6回に分けて学習「する。中流階級の家庭の長男が抱ぐ自立の悩み

ﾆそれに寄せる家族の思いやりがテーマである。
｡回は約6分分。
@「発音コーナー」では「同化」を解説する。

同　　　上

11
．APoint　of
ceParture
諱@2　回

　前回のフィルムの続きを使う。全体で約36分のうち今回は7分30秒分。

@「発音コーナー」ではフィルムに頻出する
№盾高＝igoing　to）とwa㎜．a（want　to）を取り

繧ｰる。

同　　　上

12
APoint　of
ceParture
諱@3　回

　前回のフィルムの続きを使う。今回は約6分30秒分。

@「発音コーナー」では「強勢（ストレス）」を取り上げる。

同　　　上

13
APoint　of
ceParture
諱@4　回

前回のフィルムの続ぎを使う。今回は約4分
R0秒分。@

「
発
音
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
「
リ
ズ
ム
」
を
取
り
上
げ
る
。

同　　　上

14
APoint　of
ceParture
諱@5　回

　前回のフィルムの続きを使う。今回は約5分
P0秒分。

@「発音マ肖ナー」ではイントネーションの4
ﾂの基本型を取り上げる。

同　　　上．

15
APoint　of
ceParture
諱E6　回

　前回の7イルみの続きを使う。今回は約5分30秒分。・

@「発音コ・一ナー」では前回の、基本型に入らな

｢イントネーツヨンの型と意味について解説す
驕B

同　　　上
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回 ’テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16
APoint　of
ceParture
諱@7　回

　f出発点」の最終回で、約S6分の作品を前半

ﾆ後半に分けてそれぞれ解説したあと視聴する。
鈴　木　　　博

17

‘‘

`n　Eye　to　the
@　　　Futu士e”

@　一1一

☆効果的に学習を進あるための留意事項

揀AメリカのTVドラマ：FAMI：LYのシリーズ
@の一つを七つの部分に分けて使うが、その最
@初のLawrence一家の朝食の場面
凾oHONET　I　CS　Corner：日本語と英語の音
@声の流れの違い、発音練習

國・吉　丈夫
i千葉大学教授）

18

“An　Eye七〇七he

@　　　Future”
@　一一2一一

☆前回の復習と英語表現テスト』
掾FLawrence一家め夕食の後、夫婦が話し合っ
@ている。妻のKateは夫のDo㎎に就職した硲
@という決意を打ち明ける。
凾oH：ONETICS　Com¢：英語の強勢アクゼ
@ントとその発音練習

　　同　　　上
X

19

‘‘

`n　Eye　to　the
@　　　：Fu七ure”

@　・一3・一

☆前回の復；習と英語表現テスト

揩jateは前の晩に夫のDo㎎にすすめられたよ
@うに知人のSandy　Prat七の音楽事務所に行っ
@て就職の相談をする。Sa想yは又大学生にな
@って勉強したらどうかという。
凾oHONETICS　Corner：文表現の強勢と発
@音練習

同　　　上

20

‘‘

`n　Eye　to　the
@　　　Future”

@　一4一

☆前回の復習と英語表現テスト
摯vのDougは最初驚くがKa　teの大学行きに賛
@成する。電話で連絡を受けたKateは次の日
@auditionを受けに大学に出かける。そこで自
@分の力のなさを思い知らされ断念する。
凾oHONETICS　Corner：英語文表現の強調
@と強勢

同　　　上

21

‘‘

`n　Eye　to　the
@　　　：Future”

@　　一5一

☆前回の復習と英語表現テスト
搨f念したKateが働く音楽事務所にDr　Styles
@がやって来る。前日のaudi　tionの先生である。
@非礼をわびていろいろいうKateに先生は諭
@すように話しかけるのであった。
凾oHONETICS　Corner：英語くリズムと発
@音練習

同　　　上

22

‘‘

`n　Eye、to　the

@　　　Future”

@　一6一一

☆前回の復習と英語表現テスト
揄ｹ楽事務所の単調な仕事に飽き足らなくなつ
@て辞めたKateは夫に会って打ち明ける。そ
@して、「大学も、職もやめてしまうとはどう
@したのだ」と強く励まされるのであった。
凾oHONETICS　Corner：英語のイントネー
@ション

同　　　上

@9

23

‘‘

`n　Eye　to　the
@　　　Future”

@　一7一

☆前回の復習と英語表現テスト
揶ﾓを決して：Kateは大学のDr．　S　tylesのとこ
@ろに行きauditionを受け入学を許可される。
@Kateは希望に胸をふくらませて猛然とピア
@ノの練習に励むのであった。
凾oHONETICS　Corner：イントネーション
@の型

同　　　上
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乾回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講蔀㌧
i所属・氏名）

24

‘‘

`nEye　to　the
@　　　：Future”

@　一・8一

☆七回に分けて扱ってきたこのTVドラマを出
@来るだけ通して見る。ことばを意識しないで
@英語の世界に浸ることを目標とする。ことば　が使われている場面、文化的背景。☆PHONET．ICS　Corner：英語のイントネー

@ションとその発音練習

國　吉　丈　夫

25

‘‘

she　Ingenious
@　　RePorter”
@　一一1一

☆前回までの総復習とディクテーション・テスト
揩sVドラマ“The　I㎎enious　Reporter”を五
@つの部分に分けて扱うがその最初の場面であ
@る。青年記者Harry：Langl　eyが身元不明の死　体を利用し大スクープとする考えを編集長にいう。’

凾oHONET　ICS　Corner：英語のテンポとポ　ーズ

同　　　上

26

‘‘

she　Ingenious
@　　RePorter”
@　一2一一

☆前回の復習とディクテーション・テスド
摧ﾆ入を装って逮捕され、計画通り監獄に入っ
@たHarryは検察官の取り調べを受けている。

同　　　上

27

‘‘

she　I　ngenious

@　　RePorter”

@　一一3一

☆前回の復習とディクテーション・テスド
搦Eされた恋人のHenrietteだと陶かされ、　Har　ryにとって予想もし：なかった事態と：なる。

同　　　上

28

‘‘

she　Inge：niOUs

@　　RePorter”
@　一一4一

☆前回の復習とディクテ回ション・テスド
搶d要な証拠のないこの件には打ち勝つ自身が
@あるという弁護入のDupr　e　s’には耳を貸さず、　Harryは法廷の場で事実をそのまま述べるの

@であった。・

凾oHONETICS　Corner：音声分析と総合的
@効果

同　　　上

29

‘‘

she　Ingenious
@　　RePOrter”
@　　一5一・

☆前画の復習とディクテーショ；ノ・テ系ト

揩garryに急き立てられるようにして編集長を
@証人に立てるが、検事：Lefargeの巧み：な尋問

同　　　上

30

‘‘

she　Ingenious
@　　Reporter”

@　一6一・

☆前回の復習とディクテーション・テスト
搆ﾜ回に分けて扱ってきたこのTVドラマを通
@してみる。出来るだけことばを意識しないで
@英語の世界に浸ることが目標である。
剄u師とゲストとの話し合いを聞く◎
凾oHONETICS　Corner：いろいろな英語

同　　　上
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＝英語H－A＝（R）
〔主任講師：山内久明（東京大学教授）〕

全体めねらい

　英語且Aでは、大学の一般教養課程に齢ける白白講読に相当する土産の英文を読むことになってい
る。さまざまの文体に慣れるために、（1）事実についての論述、⑫文学作品の想像的散文、佃〕論述的要

素と想像的要素とを兼ね備えた散文を選んで読む。英語の修練：と同時に、新知識を得たり、想像的世

界を垣間見るのがねらい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

LThe　British
kife　and　Institu－
狽奄盾氏Fwalter　Pe〕rTy，

pPen　Univursi　ty（1）・

　英国の社会・教育制度の中で、．「放送大学」

ｪいかにして生成発展して来たかを探る。①成

l教育の必要性、②教育放送の発達、③教育に

｡ける機会均等主義の三つの要因のうち、まず

ｬ人教育の実態が得られる。

山　内　久　明’（東京大学教授）

2

The　British：Life

lnd　Insti加髄on：

va］ter　Perry，　Open

tniversi　ty（2）．

　①の話題を続けて、英国にむける成人教育の

ｽめの機関が、正規の教育機関に比して不充分

ﾅあったこと、また従来の教育機関がこの目的

ﾌために有効でないことを論ずる。

同　上

3

The　Bir七ish：Life

≠獅п@Institution：

v乱】ter　Perry，　Ope：n

tniversity（3）．

　②英国にむける従来からあった教育放送番組

ｪ、放送大学発足の機運にいかに関わったかを

_ずる。 同　上

4

The　British　Life

≠獅п@Institu七ion：

va】ter　Perry，　Open

tniversity（4）．

　③エリート主義に対する機会均等主義の理念

ｪ、　「放送大学」の発足にいかに結びついたか

�_ずる。 同　上

5

H．T：he　Wbfk　of

hmagination：EM・
eorster，“T｝£
rtOly　of　a　Panic”（1

　経済学者Maynard　K　eynesらとともにThe
aloomsbury　G　roupの「員であったEMF　or－
唐狽?窒ﾌ初期の短編“The　Sもory　of　aPanic”

�ﾇむ、イタリアに滞在中の慣習的：な英国人観

�qの一行に混じって、躾や慣習から逸脱した

ｭ年Eustaceが登場する。

同　上

6

The　Wb且（of　Imag1一
獅℃ｵion：E〔M．Forster“The　Story　of　a

oanic”（2）．

　散策に出かけた山中で、突如得体の知れない

u恐怖」（Pani　c）に襲われてわれ先にと山を駆

ｯ下りる、慣習に凝り固まって鼻持ちならなしへ’

p国人観光客の俗悪さと、不合理：な恐怖心から

ﾙ走する愚かしさとの皮肉な対照性。

同　上

7

The　Wb盛（of　Imagi－
獅≠煤@ion：EζM．R》rs七erゴ“T1燈Sto・y6fa

oanic”（3）．

　山を駆け下りる途中、Eustaceがいないのに気

tいた大人たちは、元の場所へと引き返す。大

lたちの恐怖と不安をよそに、ひとわ山中で平

Rとして、山羊の足跡の上を転げ廻るEustace

ﾌ姿には、大人たちの理解を絶する何かがある。

同上
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回，、 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当三四
i所属・氏名）

帰る途々、・喜々として山中を跳びはね自然界
TねeWbfk　of と一体化したかに見える恥staceの姿は、大人’

8
Irn3gina，tion：EJ＞【。

eorster，“The
たちには不可解である。さらに、ホテルのイタ
潟A人使用人に馴れ馴れしく振舞むうとする 山　内　久　明

S七6ry　6f　a　Panic”（4） Eおtaceは、階級意識にとられた大人たちの
を買う。

9

TheWo］ピk　of

hmagi　nat　i　on：E　JM：。

FForstα，“The
rtory　of　a　Pa；nie”（5）：

　その日の真夜中、ひとり闇の中でホテルの庭

�o寵するEustac6に再び狼狽する大人たちは、

ｺ内に監禁しようと、使用人Gemaroを買収し’

ﾄ、Bustaceを連れ戻す。

同　上

The’Wbfk　of 二階に閉じ込められた筈のEust＆eeとGemr

Imaginati・n竃E鉱 aroは、窓から庭に飛び下りる6　G　ennaroの死。

10 ：Forster，“The あどには、庭の塀を跳び越えて逃げ延びた 同　上

Storyof　a　Pani♂ Eusねeeの笑いが、下方の谷間からこだましで
（6）。

響いて来るのだった。

皿。Civi　lisation： 原著は、英国を代表する著名：な美術史家によ

Kenneth　Cla盛（，‘‘The るBBCの連続テレぐ番組で、わが国でも放映

11 Wbrship　of　Natule”

?窒盾香@C　ivilisation

i1）。

された。十八世紀後半から十九世紀前半にかけ
ﾄ生じた自然に対する興味の覚醒を、文学と美
pに即して論じた一章。第一回忌十八世紀詩人
ﾌ場合。

同　上

Civilisatio：n： 自然崇拝の諸相をJearJacques・Rousseau，
Ke：meth　C】ark， Johann　Wolfga㎎von　Goe七he，　S　a㎜el　Taylor

12
‘‘

she　V▽brship　of Coleridgeに即して辿る。 同　上

Nature　from
Civi璽isation（2）。

Civilisation： 英国の湖水地方に生まれ、生涯の大半をその

Ke鋤eth　C】ark， ’地で過ごしたWillia血Word£㎜fthの場合を、

13
‘‘

she　WDrshiP　Qf 代表的な詩の一一部を手がかりにして論ずる。 同　上

Nature”from
Civi］isatio強（3）．

114

Civihsation：　　君

jenneth　C】ark，‘‘The　Wbrship　of

mature”from
bivih　sation（4）．

Wordsor七hの自然詩の素朴な写実性は同時代
ﾌ風景画家John　Constableに通ずる反面、、
vo　rd　sworthの詩のもうひとつの側面である自然
ﾉ宿る崇高性の発見は、もうひとりの画家J温。

v。Tume　rに通ずる。、自然崇拝をめぐっての詩

ﾆ絵画との並行が辿られる。

同’上

15

Civi】isation：
jenneth　C】afk，‘‘The　Wbr3hip　of

mature”from
bivilisation（5X

　ユ9世紀後半のフランス画家の場合一Const一
D．ab　leの写実性の伝統は例えばCourbe七にみら
黷驍ﾌに対し、Turnerの主観的幻想性は、Vah、Go帥やMonetのみうな印象派の絵画に通

ｸる。

f同、上
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　　＝英語H－B1＝（R）

全体のねらい
　この科目の目的は（1）構造の複雑な英文を読めるようになることと、（2）日本の政治、社会、文化などに

ついて英語で読み、英語で語れるようになることである。

回 　　　　　　ρEテ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 科　目　紹　介

　構造が複雑なため解釈の難しい英文の読み方や

蛻ﾓの取り方などと、この科目における予習、復
K、練習の方法などを説明する。また、この科目
ﾅ取り上げる日本に関する題目を紹介する。

　比嘉　正　範
i放送大学教授）ニコラス・ジョン・ティール

i放送教育開発センエ
ター助教授）

江戸時代の武士階級の政治・社会思想　儒教と

The　Ideology
の関係を論じている。

2 of　the　Samr 同　　上

rai

日本の官僚制の特徴を述べ、政治家と官僚との

3
Modern　Bureau一

関係を論じている。

同　　上

cracy

明治憲法と戦後の新憲法の特徴を紹介している

4 Japan’sTwo 同　　上

Constitutions

明治維新後における日本政府の成立澄よび議会

5
Gove　rnment

政治と政党政治の発達と問題点を説明している。

同　　上
and　Poli七ics

’

19世紀末に始まった日本の産業：革命がどのよ
うにして明治政府によって推進されたかを説明し

6
Industria1 日本の産業化が成功した要因を論じている。 同　　上

Revolution

日本の自動．車化の歴史と自動車社会の問題など

を紹介している。

7
The　Motoriza一

同，上
tion　of　Japan
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 The　Home

　戦前と戦後の日本人の家庭を比較し、日本人の

ｶ活様式がいかに変化し、生活が物質的にいかに
Lかになっているかを述べている。 　比嘉正　範

jコラス・ジョン。ティーソレ

9 Leisure

　日本人にとって余暇とは何か、趣味とは何かを
_じている。

同　　上

10

　　　　ρ

dducating
狽??@Natioh

・日本の寺小屋教育の発達、特徴、問題点などを

燒ｾしている。

伺　　上

11
Irnitators◎r

hnnovators？

　日本人に模倣能力に優れ、創造力に欠けている

ﾆ一般にいわれているが、入類の文化を発達させ
驍ﾌに模倣が：重要な役割を果してきたことを論じ

ﾄいる。
同　　上

12
The　Flamily

rystem

　明治時代に法制化された日本の家族制度を説明
ｵ、これが戦後どのように変化したか、今後どう
ﾏ化し得るかを論じている。

同　　上

13
Po】ice　and

brime

　交番に代表される日本の警察は、外国の警察に
艪ﾗて犯罪の阻止と犯入の検挙に良い成績をあげているが、これの要因が何であるかを探っている。

同　　上

14 Sex

性に対する日本人の考え方や態度を歴史的に説
ｾし、これが戦後どのように変化しているかを述べている。

同　　上

15
An　Ageing
r・cietγ．

　日本も高齢者の数：が増え、欧米並みに社会が高

詹ｻしてきているので、高齢化した日本人社会に
氓ｯる人口問題、出生率と育児の問題、老入の福
モﾌ問題などを検討している。

同　上
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　　　　　　　　　　　　　＝英語H－B2＝（R）

　　　　　　　　　　　「　：鷺：謡薪∴授／

全体のねらい

　この科目の基本的な目的は、受講者が学術的な内容の英文を読めるようになることである。そのため

の入門的な教材として、学問分野の紹介文を使うことにした。このような英文に慣れることによって論

文調の文章を読む能力を養っていきたい。

回 　‘e　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師．．（所属・氏名）

論文調の英文を読む能力を養うために、この科 比　嘉正　範
目の教材をどのように扱ったらよいか、またこの （放送大学教授）

1 科　且　紹　介 科目でどのような予習、復習、練習をしたらよい ニコラス・ジョン・ティール

かなどを説明する。
（放送教育開発セン

の

白干助教授）

哲学の分野を紹介。

2 Phi璽osophy 同　上

人類学の分野を紹介。

3 Anthropo】ogy 同　　上

考古学の分野を紹介。

4 Archaeojogy 同　　上

社会学の分野を紹介。

5 Socio］ogy 同　　上

心理学の分野を紹介。

6 Psychology 同　　上

学習心理学の分野を紹介。

7 Learning 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所邑氏名）

8 Physics

物群の分野を紹介・
　比　嘉正範

xコラス・ジョン・テイ→レ

9 Astr・b・岬

天文学の分野を紹介。

同　　上

10 Home　Econornics

家庭経営学の紹介。

同　　上

11 Health

保健の分野を紹介。

同　　上

12 Eco】ogy

環境科学の分野を紹介。

同　　上

13 Business

企業の分野を紹介。

同　　上

14 Industry

産業の分野を紹介。

同　王

15 Staもistics

統計学の分野を綿介。

同　・上
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＝ドイツ語1（その1）：＝（TV）

睡講師：輩山面酪講響撫）〕

全体のねらい
　このレベルでは、語学能力の基盤となる文法知識と、その活用方法の習得を目指す。また単に、語

形変化を理解するだけでは：なく、思想的・文化的背景を把握するために、　「ドイツの文化」に対する

批判的アプローチを試みる。テレビというメディアの特性を考慮に入れて、発音やイントネーション
等、発話レ’ベルの事項も注意する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学習に：あたって
学習に関する注意事項

hイツ語とは、どのような言語か。
辻　　　　　理
i放送大学教授）

1
発　　　　　　音

l　称　変　化
現代ドイツ語の位置づけ。

ｭ音、動詞の現在人称変化◎
中　山　　　純

i嚇治学院大学助教授）

入戸代　名　詞 人称代名詞の種類。 （他ゲスト2－3名）

名詞の性別、格変化

動詞の格支配 辻　　　　　理

2
名詞の性格／変化
^冠詞

冠詞の種類、格変化 中　山　　　純
i他ゲスト2名）

名詞の複数形のタイプ

3
名詞の複数形／
s規則動詞

不規則動詞の人称変化
同　上

再帰動詞、再帰代名詞等について

4
動詞の再帰的表現
l称代名詞の格変化

人称代名詞の格変化
中　山　　　純

i他ゲスト2名）

前置詞の種類、格支配

動詞や名詞と前置詞

5 前　　　置　　　詞 中　山　　　純

形容詞の付加語的用法と述語的用法

格変化、比較変化

6 形容詞の用法
同　上

所有代名詞、指示代名詞、疑問代名詞等につい

て

7 代　　　名　　　詞 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

数の概念、数詞

8
数　　　　　　　詞

宦@　　　　　詞

副詞の種類と用法
中　山　　　純

i他ゲスト2名）

接続詞の種類

9
接　　　続　　　辰

?@　　　　　語

動詞の副文に澄ける位置について

中　山　　　純
㌔．　　　　へ

関係代名詞の格変化、・呼応

関係文に澄ける動詞の位置

10 関係代名　詞 同　上

分離動詞の用法等について

11
動詞の前つづり
ｪ離動詞 同　上

話法の助動詞の種類、用法，

12 話法の助動詞 同上’

動詞の三要形について

単一・複合時称

13 動詞の三三：形 同　上

態について

受動態の時称と人称変化

ユ4 能動態／受動態 同　上

話法について

話　　　　　　法 動詞の命令形について 辻　　　　　理
15 命　　　令　　　法

ﾚ　　　続　　　法
接続法1・∬の時称と人称変化 中　山　　・純

i他ゲスト2名）
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　　＝ドイツ語1（その2）＝（R）

全体のねらい

　このレベルでは、ドイツ語1（その1）で習得した文法知識をさらに深め、確実に身につけさせる。

また（その1）では主として語レベルの問題が中心であったが、ここでは文レベルでの問題を考察す

る。また「ドイツの文化」を批判的にみる目を養うために、文学作品だけではなく、様々な種類のテ

キストを読んでいく。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ドイツ人学生の学生生活を見左がら、若い世

1 大学／学生生活
黷ﾌ短縮・略語

代の生活様式や意識を考察する。

黷ﾌ短縮の方法につい℃
ｪ語について

辻　　　　　理

?@山　　　純
i他ゲスト2名）

生活様式から・さウに一歩踏み込んで「住文

住　　　　　　宅 化」や都市のあ二方、また政策面での裏付け等

2 直　接　　説　話 について考える。 同・上

間　　接　　説　話 直接説話、間接説話について

家族、あるいは家庭を取りまく諸問題につい
て考える。

3 家　　　　　　族 同　上

ドイツだけではなく、ヨーロッパ文化を理解

する上で、不可欠な要素である宗教問題につい

4 宗　　　教（1） て考える。 同　上

西ドイツの政治制度や法秩序について考察す

5
政　　治　　／　寒
｢　語　法　　（1）

る。また東西ドイツ問題に関しても一考を試み

ｽい。

≒ｬ語の作り方、派生語、接合素等の造語法に

同　上

ついて

宗教、特に「キリスト教文化」と、その影響

宗　　　　教　（2） について、文化的側面、社会的側面等から考え

6 社会／社会保障： てみる。 同　上

造　語　法　　（2） 接頭辞、接尾辞等について

西ドイツの経済事情、また他のヨーロッパ諸

国との関係、日本との関係について考えてみた

7 経　　　　　　済
し（o 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

職業と教育のかかわり方、職の歴史、ドイツ

8 仕事／職　業
ｶ　　の　構　成

入の職業観、若い人の就職状況等について考え

ﾄみる。

ｱζから各課にわたって、文の構成について論

辻　　　　　理㌧

?@山　　　純
i他ゲスト2名）

じる。

ドイツの言わゆる“Urlaub”の歴史的背景
や、現在のドイツ人の休暇の過ごし方等につい

9 休　　　　　　暇 て考察する。また、ドイツ人と外国文化のかか 同　上
わり方についても見てみたい。

西ドイツ社会め中の外国文化、ドイツ人の異

文化の受容等について論じる。

10 異文化／日本 同　上

ドイツ人の様々：な生活習慣を通して、もう一

度、社会全体を密な澄しているるまた歳時を通

11 習慣／歳　時 して、宗教と日常生活との関係を、再度考察す 同　上
る◎

ドイツ人の食生活を通して、「食文化」にっ

12
食　　　生　　　活

ｵ　　用　語　法

いて考察する。

ｬ句、ことわざ、慣用語法について 同　上

西ドイツの中・高校での外国語教育や大学で
、の外国語教育の在り方を見て、ドイツ人ゐ言語

13 ドイツの外国語教育 観について考えてみたい。 同　上

現代。ドイツ入作家の作品等を見ながら現代

西ドイツの文化活動の状況を見てみる。

14 文学／文化活動 同　上

初級1（その1）、（その2）を通じて・習得

した文法知識の総まとめをして、合わせて、次

15 ま　　　と　　　め のステップへの接続を試みる。 同　上
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＝ドイツ語H－A＝（R）

〔主任講師：辻 理（放送大学教授）〕

全体のねらい
　ドイツ語1につづく講義である。若いドイツ人夫婦クラオスとガービの日本体験を枠としながら・
現代のすぐれた作家・思想家のさまざま：な文体に触れていく。文章の構造を分析的・理知的に：解明し

ていくことと、言葉をきっかけとして想像力を駆使することが、実は同じ根拠に立つものであること

を体得していきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内・　　　　　　容　　， 担当講師
i所属・氏名）

1
　　手　　紙一町に見る人々一一

　両親にあてたガービの手紙。日本に無事到着

ｵたことを知らせて、その目に映った日本人の

p、女性、男性、子供たちを描写していく。カ

泣`ァ・ショックの始まり？

辻　　　　理
i放送大学教授）

jゲシ性
@　テイヒ夫人

日本の先生とクラオス、ガービの若夫婦。

「何でも好ぎなように教えてほしい」という日

2
　　対　　話一日本の先生一 本の先生。一定の目標やカリキュラムがあるは

ｸだと思って怒るクラオス、左だめるガービ。　　　　　　　　　　　　　　　　　御

同　上

テキストだのドイツ語だのと言っても、実に

千差万別。その内容はまた必ず形式にあらわれ

旦
　　対　　話一何を教えたら一 る。日本人のロマンチッグなドイツ像に困惑し

ﾈがら、テキスト選びをする若夫婦。

同　上

クラオスとガービは、自分たちの変化の足跡

を書きとめるために日記をつけようとする。カ

4
日記について

iエリアス・カネッティ）
ネッティの目立についての一文が想起される。

?ｭまで言葉による意識化を要求した文章。

同　上

カフカの小品「出発」の解読。言葉が分って

も、内容が分るとは限らない。想像力を駆使し

5
　　r出発』
iカ　フ　カ　）

て、自分で文学を完結させることが必要。 同　上

哲学者ニーチェが正当防衛：を論拠にする軍事

6
本当の平和への道

iフリードリヒ・ニーチェ）

力保有を攻撃。

@クラオスとガビは日本語で夢を見た？ 同　上

西独のすぐれた科学評論家ディトフルト教授

生き残るため？ の論文の一節。私たちの脳は、自然を客観的に

7
（ホイマール・フォ

刀Eディトフルト）

認識するためで：なく、私たちが生き残るために

ﾅきているのであろうか？

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

T教授登場して、：なぜ三々辞典かの長広舌。

8
なぜ憎々辞典か？
iヴァーリヒ他）

ゲルハルト・ヴァーリヒ著「現代独々辞典」の

?ｶの一節を読み、他の辞典からいくつかの項
ﾚを紹介。

辻　　　　　理ニゲシュ

@　ティヒ夫人

@　　　　　　　畦

ある新聞のインターヴ晶記事から。たとえば

9
言語と社会1一糊塗と美化一・

核廃棄物処理場をめぐる言葉の使用について。

｢ったい言葉は、嘘をつく道具なのだろうか。 同　上

ドイツ語にもアメリカ語は非常に多く流れこ

10
言語と社会三一アメリカニズムー んでいるbその原因を探り、一見矛盾して見える

骼ﾐ会と言語の相互作用を解明しようとする。 同　上

公開討論の一部。

どうもドイツ人の短い作品は、まじめくさっ

11
ユ』モアとドイツ入

iブレヒ　ト）

てばかりいる、と嘆くガービ。そこでブレヒト

ﾉ登場していただき「形式の素材」の訓話を一 同　．上

つ。

クラオスもガービも時に日本で体験するカル

カルチュア・ショック チュア？ショックに耐えられない。　「あひるの

12 （コンラート・ 博士」ローレンツが、「慣れたもの」への憧れ 同　上
・一レンツ） を解明。

現代スイスの作家ペーター．・ピクセルの「ロ

13
　『ロマーン』
iペ一三ー。ピクセル）

マーン（長編小説）」という超短篇小説。そこ

ﾉ見られる現代性についてクラオスとガービが

c論。

同　上．

ドイツ語圏での流行語の一つ、「批判的」と

14
r受け継いだもの』
iライナー・クンツェ）

いう言葉でも、実に千差万別に用いられ、意図

ｵ意味するところが正反対に：なりかねない。今

ﾍ西ドイツに暮らすクンヅェのわさびの利いた

同　上

小品◎

クラオスとガービは、都市の姿こそ、ヨ，一ロ

15
都市について

iベンセミン）

ッパの歴史を如実に物語るものと考えヤ　情と1
tァンタジーのあふれるベンヤミンのベルηン　　　b

`写を想起する。

同　上
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＝　ドイツ語・II－B1＝（R）

〔主任講師　辻 三（放送大学教授）〕

全体のねらい

　　「ドイツ語血一A」で抽象的な思考への糸口を把握したものと考え、「丑一B1」では印刷教材の一

量をふやしていきたい。印刷教材をreflexivに扱い、解釈する態度が求められる。世紀の転換期に

ミュンヘンに活躍した作家たちの作品を取上げるが、1945年のTh．マンの発言までをも視野に
・収めつつ、政治的状況が文学に複雑な影を落しているさまを言語表現の中に見ていく。

回 テ　　』　　　マ 内’　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

7年間の日本滞在を終えて、ドイツに帰国し
たニゲシュティヒ夫人にあてた手紙。南のミュ

1 Brief　aus
iapaD

ンヘンで暮らす北ドイツ人は、何を感じている

ｾろうか？
辻．　　　理
i放送大学教授）

かつての芸術家居住区シュヴァービングは、
今はただ不動産屋が跳梁するところ。かつての

2
Brief　aus
l廿hchen

面影は全然ないとのむごいご託宣。 同　　　上

シュヴァービングの現在がそういうことであ
るなら、残された作品によって、私たちはこれ

3 Simp1〈1＞
を再生させなくては：なら：ない。Ri㎎elnatzが

qぐ芸術家酒場ジンプル。
同　　　上

芸術家酒場ジンプルの続き。Ringelnatzは
ついにこのジンプルの座付詩人に昇格する。

4 Simp】＜2＞ 同　　　上

そのRi㎎eInatzのひりりと皮肉の利いた可
Gedichte　von 愛らしい詩と、ぐさりぐさりと人を刺すアナー

5 Ringelnatz キストM頓samの詩。 同　　　上

und　M晒sam

一

We　dekindは当時のシュヴァービングの大御
所。’芝居の自作自演もしばしば。そのWedeki一

6
Die　Schutzimp－
?浮獅〟モP＞

ndがめっぽう不道徳な不倫物語を語って聞か

ｹる。

同　　　上

こんな予防接種を女房にされたら、世の亭主

7
Die　Schutzimp－
?浮獅〟q2＞

たるもの生きた心地もしまいという、奇妙な話
ﾌ続き。 同　　口上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）町

伯爵家の生まれでミュンヘンのボヘミアンに，

8
Der　Herr「

eisch6tte］ピ＜1＞

なった女流作家、Franziska　Grafin　zu　Revep－
狽撃盾翌ﾌ作品。 辻　　　　理

i放送大学教畏〉

この作品、やはり世紀末の特徴をそなえてい
ると言えそう。女性と死と動かすことのでき：な

9
Der　Herr
eischδtter＜2＞

、い運命がその主題。 同　　　上

かわうそ氏のせいで恋入を失った方もかわい　　　　　　●　　　　■　　　　o　　　　●

そうだし、罪もないのに決闘で殺されるかわう

10 Der　Herr そ氏もかわいそう。かわいそうな入がいて初め『 同　　上
Fisch6tter＜3＞ て物語ができ上がるのだろうか。

不遇：な女流作家：Lena　Chris七の作品。第1次

世界大戦が勃発したとき、なぜミュンヘンのく

11 Kriegserk】arun9
々はインテリをも含めて、あんなに喜んだのであ

?､。

辻　　　　　理

蜉ﾑ敦子
（放送大学助教授）

1・919年、たっ・たの一か月足らずのことで

あるが、ミュンヘンにはレーテ共和国の政府が

12 Raterepublik
誕生した。その首班となったEmst　TolIerの
黷骼vい出。すごい混乱。

同　　　上1

レーテ共和国の首班であうたTollerは、今　噂
は厳しぐ追われる身。ようやくかぐま6てもら

13
：F】ucht　und

ue　rhaf　tUD9
つた家でも、裏切り者の女に密告されてしまう。 同　　　上

これはKarl　Va16ntinの二つの作品。いや
でも笑って～（ただか．ないと、ミュンヘンから化

14
Ohrfeigen　und
gau　sve　rkauf

けて出そう。どこか氷りつくようなValentin
ﾌ笑い。

辻・　　理

，Thomas　Manhはミュ1ンヘンに住み、ミュンヘン
を愛し、ミュンヘンで傑作を書きあげた入。そ．

15 MiもThomas
la：nn

のMa：nnがいかにミュンヘンをまもり、｛またドィ

b文化をまもろうとしたか。

同　　　ニピ
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　　　　＝ドイツ語三一B2＝（R）

〔主任講師：岩崎英二郎（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい
　現在、ドイツの新聞や小説などでごくふつうに用いられている文章語が楽に読めるような実力をつ

けること。それを目標としてテキストの読解、「ドイツ語互」では扱われなかった文法事項の解説、

それと関連した凶作支の練習を行う。単にドイツ語を受動的に理解するだけでなく・、ドイツ語で自分

の考えを発表する力をつけることの重要さを強調したいと思う。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
Die　elektronische

fesellschaft（1）

　マイク負エレクトロニクスの未来社会に及ぼす

e響に関するローマクラブの報告書をテキストに

pいる。

@文法解説　一話法の副詞一
@独作文（1）

　岩　崎　英二郎

i慶応義塾大学教授）

2
Die　elektronische
fesellschaft（2）

テキストは第1回の続き

ｶ法解説　一語構成（1）一

蜊?ｶ（2） 同　　　上

3
Die　elektronische
fesellschaft（3）

テキストは第2回の続き

ｶ法解説　一語構成（2）一

ﾆ作文（3） 同　　　上

4
Die　elektronische
fesellschaft（4）

テキストは第3回の続き

ｶ法解説　一語構成（3）一

ﾆ作文（4） 同　　　上

5
Die　elektronische
fesellschaft（5）

テキストは第4回の続き

ｶ法解説　一文の種類一
ｻ作文（5） 同　　　上

6
Die　elektronische

fesellschaft（6）

テキストは第5回の続き

ｶ・法解説　一文の構成要素一

総?ｶ（6） 同　　　上

7
Die　elektronische
fesellschaft（7）

テキストは第6回忌続き

ｶ法解説　一補足成分と添加成分（1）一

ﾚ作文⑦ 同　　　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容
担当，講師。（所属・氏名）

8
Die　elekしronische

fesellschaft（8）

テキストは第：7回の続き

ｶ法解説　一補足成分と添加成分（2）一

S作文（8） 岩　崎　英二郎

9， Die　elektronische
fesβ11schaft（9）

テキストは第8回の続き
ｶ法解説　一付加語一
_作文（9）

同　　　上

10
Die　elektronische

fesellschaftα①

テキストは第9回の続き
ｶ法解説　一三語法（1）一

ﾇ作文αΦ 同　　　上

11
Die　elektronische

fesellschaft⑪

テキストは第10回の続き
ｶ法解説　一配語法（2）一

p作文⑪ 同　　　上

12
Die　elektro：nische

fesellschaft㈲

テキストは第11回の続き

ｶ法解説　一心態詞一

ﾆ作文⑫ 同　　　上

13
Begeg：nungen　m．it

@：Fritz　W　　（1）

独作文⑬

同　　　上

14
Begegnu㎎en　mit

FFritz　W　　（2）

独作文αゆ

同　　　上

15
Begegnungen　mit
eritz　W　　（3）

独作文⑮

同　　　上
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　　　　　　　　　　：＝フランス語1（その1）：＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　一生きた会話表現一

　　　　　　　〔主任講師：福井芳男C放送教育開発セン．ター教授）〕
全体のねらい

　視覚による状況の把握とフランス語の音との結びつきが、自然に行：なわれるよう、アニメ、ロケー

ション：などによる素材を使い、発音練習、構文練習を併用して、聴き、話し、理解する能力を漉養す

る。よい発音習慣と少数の文法の運用能力をつけて、フランス語の入門とする、特に構文感覚の

養成を重視する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず、発音の基礎を習得して、簡単な会話を

1 発音　と　会話
学ぶ。

@〔文法項目〕　名詞の性と冠詞
　福井　芳　男
i放送教育開発センター

教授）

一er動詞の変化を学び、動詞の習得の第一
歩とする。

2 動詞　の　変　化 〔文法〕　一er動詞の現在形、不定用、疑 同　上

間。

〔文法〕　動詞6treの現在形、形容詞の女

3
動詞6tre　形容

性形、形容詞の位置、導入詞

同　上

〔文法〕　動詞avoirの現在形　avoirを用

いた慣用句、数詞と日づけ

4 動詞avoirと数詞 同　上

1－4課までの復習

5
復　　　　　　習
ｶ　法　　補　遺

発音・イントネーション解読

ｼ詞標識語（冠詞ほカ｝）などの文法事項補遺 同　上

〔文法〕・非人称構文一時間、天候、ie

6 非人称　構文
ｮ詞faireとaller

fant　ti

同　上

〔文法〕　複合過去形一助動詞にはavo　i　rと

etreが使われること0過去分詞の形。

7 複合過　去形 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

〔文法〕　独自左半過去というもの一三と用

8
半過去形とその用
@・代名動詞

法、代名動詞とその変化形。

福　井．芳　男

@　　　‘

〔文法〕　動詞allerの活用　aller＋不定

動詞aUerと不定 形、構文の問題と代名詞代名詞の位置

9 形・構文と入時代 同　上
名詞

6－9課までの復習、動詞のさまざま：な活用

10
復　　　　　　習
ｮ詞の　活　用

形（アニメの本文に出てくる動詞にかぎる）と

ｻの動詞の使いかた。 同　上

〔文法〕　中性代名詞enとyの用法、動詞句

中性代名詞enとy （動詞＋不定形）の問題

11 動詞句（動詞＋不 同　上
定形）

〔文法〕　未来形とその使い方（近接未来と

12
単純未来形・命令
`と代名詞

の関係）、命令形に齢ける代名詞の位置

同　上

〔文法〕　比較・：最上級のつくり方　　、

13
形容詞副詞の比較
堰@文型の問題

動詞の種類による基本文型の問題

同　上

〔文法〕　複文導入への第一歩としての簡単

14
簡単な名詞節副詞
ﾟ複文の導入

な名詞節と副詞節を学ぶ。

同　上

総復習をして進歩の度合いを学生に自分では

復　　　　　　習 かってもらうとともに文法の補足として時制と

15 文の構造と時制の 文の構造について簡単に述べ、中級への橋渡し 同　上
問題 とする。
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　　　ニフランス語1（その2）＝（R）

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発セン．ター教授）〕

全体のねらい

　ラジオというメディアの特性を考え、音の直接把握と学生の反応の敏速化をねらう。同時に文法項
目をこまかに、体系立てて解説することにより、フランス語の理解を深め、’聞き、読み、話すという1

能力の基礎を与える。テレビ（フランス語1－A）と関連させ、発表能力と構文知識をより深めて
行く。

回 　1e　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

簡単な基礎会話によって発音の基礎を学ぶと

1 会話　と　発　音

ともに、綴り字との関係を学ぶ、特にイントネ

[ションを重視する◎
　福井　芳　男
i放送教育開発センター

教授）

一er動詞の現在形を学んで、すぐに使って

2
動詞の変化と否定
ｶ・疑問文

みることを可能にしたい。否定・疑問という基

{的変換の訓練も行なう。

@　　　　　　　　　　　　　　r

同　上

名詞の性・数と、それを指示するのに不可欠

な冠詞類を学び、あわせて若干の形容詞も勉強

3 名詞と名詞グループ する。 同　上

もっとも重要：なavoirとetreという二つの

動詞の現在形とその2つを使った表現を学ぶ。

4 avoir　と6tre 同　上

1－4までの文法項目の復習をし、またそれ

5
復習　と　応用
i付）形　容　詞

を展開させて応用力を養なう。文法の補遺とし

ﾄ形容詞を学ぶ。 同　上

非人称構文を学び、づついて数詞を勉強して、

6
非人称構文：時の
¥現と数

時間、天候などの基礎的な言い方を学ぶ。

同　上

さまざまの疑問詞を学び、同時に不規則動詞

7
疑問文：動詞の現
ﾝ形　（1）　・

の現在形を学ぶ。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

否定のさまざまな型を学ぶとともに、不規則

8
否　　　定　　　文

ｮ詞の現在形　②

動詞の現在形をさらに習得する。

福　井　芳　男

フランス語の文の塑として重要な動詞＋不定

9 動詞と動詞句
i動詞＋不定形）

形のさまざま：な構造を学ぶ。

同　上

5－9まで復習と展開、さらに文法補遺とし

10 復習　と　応用
t・文型と代名詞

て基本文型並びにそれと関連して代名酌を学ぶ。

同　上

比較級（最上級）の勉強とともに、代名詞と

その使い方を学ぶ。

11 比較級一代名動詞 同　上

フランス語の過去時制の体系を学習す為か、

12
過去の問題：複合
ﾟ去形と半過去形

特にむずかい（複合過去と半過去を比べて学習

ｷる。 同　上

動詞の単純未来形を学ぶとともに、命令文、

13
単純未来形：命令
ｶと感嘆文

感嘆文、あるいはそれに関連する表現を学ぶ。

同　上

名詞節、副詞節、形容詞節の関単な導入を行

なしぺ次の段階への橋渡しとする。

14 基本的な文の構造 同　上

1－14までの復習と展開。文の構造とそれ

15
復　　　　　　習
ｶの構造展開と変形

がいかに展開、変形して文の構造となるかにつ

｢て説明する。 伺　上，
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＝フランス語H－A＝（R）

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　複文構造をまず把握することによって、読み、理解するという方向に前進する。それもラジオとい
うメディアを逸じて、フランス語のイントネーションの理解を深め文のみならず思考のリズムをつか

まえるようにする。さらにさまざまの型の文章に接し、ジランス語の文章に慣れるようにする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

副詞節と条件法：
ｻ在分詞とジェロ
塔fィク

　まず副詞節・特に仮定節を学び、それとの関

Aで条件語を勉強する。あわせて副詞節の代わ

閧ﾆなる現在分詞、ジェロンディフを勉強する。
　福井　芳，男
i放送教育開発センター

会　　　話　　　（1） 5教授）

名詞節の一一環として間接話法を学ぶか、必然

間接話法と時制の 的に時制の一致の問題に触れる。さらに関係代

2 一致：関係代名詞 名詞について勉強し、形容詞節を学ぶ 伺　上
会　　　話　　　（2）

名詞節内にむける接続法（現在形・過去形）

3
接　続　　法　（1）
?@　　話　　　（3）

を学ぶとともに、その形を習得する。

同　上

副詞節を中心にi接続法の用法を勉強する。ま

4
接　続　法　（2）
?@　　話　　　（4）

た複文構造を全体的に考えて、フランス語によ

骼v考のあり方を考える。 同　上

1－4までの復習、並びに単純過去を用いる
復習と応用’：単純 文にむける過去の体系を学び、歴史、小説など

5 過去の体系 の記述文への導入部とする。 同　上

復　習　ま　と　め

手紙文の読みかた。書きかた。

6 文章，読解　（1） 同　上

、天気予報、事実の報道。

7 文章読解　（2） 同　上

一175一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

簡単な伝記文、軽い笑い話。

8 文章読解（3） 福　井　芳　男

軽い笑い話、インタビュー記事。

9 文i章読解（4） 同　上

書き言葉への移行、各回の名詞化、フランス

人ゲス｝との対話。

10 文章読解・まとあ 同　上

パリについての簡単な紹介文、それをめぐっ

フランスと日本（1） ての会話文σ

11
（文章読解）

同　上

．フランス事情についての文、それをめぐって

・の会話文

12 フランスと日本（2） 同　上

日本紹介の文、それをめぐっての会話文。

13 フランスと日本（3） 同＿上

日本紹介の文、それをめぐっての会話文。

14 フランスと日本（4） 同　上

フランス語の詩と日本語訳（永井荷風パ

フランスと日本 ゲスト：フランスに論ける日本紹介の現状

15
復習とまとめ

同　上
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＝フランス語皿一B1＝（R）

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕・

全体のねらい
　¶一・Aまでκ習得した文法知識と語彙力の基礎的な部分によって、かなり高度のコミュニケーショ

ン能力が発揮できることを示すため、皿r：B－1に旧いては会話力、発表力の開発に重点を置く。特に

重要な状況を想定して、相手の意見を聞き、自分の考えも述べられる。知的なコミュニケーションができ

るようになることを目標とするすべての課にフランス人、日本人ゲストによる実習をも含む。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師．
i所属・氏名）

1 自　己　紹　介

　まず自分が何者であるかを相手に知らせること、しついではある人物を別の人にこまかく紹介する術

�wぶ。
　福　三芳　男
i放送教育開発センター
@　　　　　　教授）

2 情報の求め方

　相手にいろいろと情報をたずねる場合の言いか

Eた。この場合聞きとり練習も兼ねることが必要で

??､。
　　’
ｯ　　　上

3 指示、　命令

仕事の上でいろいろな指示を出し、また命令を

oす場合の言い回し、答えかたを学ぶ。

同　　　上

4 情報の与え方

　フランス流に適確な情報を与える場合、特にニ

?[ス、コメント、日常生活情報などの与え方を

wぶ 同　　　上

5 復習　と応用

　1－4までのパターンを復習するとともに応用

?bを通じて短かい応答に必要な合の手、成句な

ﾇを学ぶ。 同　　　上

6
意見、判断の述
@　’　　　べかた

　まず自分の考え、意見を述べるための表現を学

ﾔ。
同　　　上

7 賛意支持の表現法

　相手、・あるいは第三考の意見に賛意を表し、あ

驍｢はそれを支持する言いかたをさまざまのニュ

Aンスで表現できるように訓練する。 同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講、師
i所属・氏名）

議論においては必らず反論が必要となる。時に

西欧の人たちとの議論では反論の技術が必要とな
8 反論の言いかた る。 福井芳　男

6，7，8課においてニュアンスをつげる練習をす

るがそれをふえんして疑いなどの表現を加え、さ
9 疑い、保留の表現法 らに論理立ての問題に触れる。 同　　　上

6－9までのパターンを復習するとともに応用

会話を通じて議論などに必要な合の手、成句、書

10 復習　と　応用 き言導的な言い回しを学ぶ。 同　　　上

11－14までは感情をこめた言い回しの練習に

なる。まずは感嘆文について学ぶ。
11 感　　嘆　　文 同　　　上

感情表現基本的なものは喜び悲しみである。

1－10までに学んだ平常の情報伝達、議論などの
’12 喜び、悲しみの表現 場合にもこれらの表現をいかに生かすかも考えるb 同　　　上

ここでは以上の感情表現のほかに単語の使用法

13
怒り、憎しみ、

@楽しさの表現

によってどう感情を表わすかという三栄論的な側

ﾊも検討する。 ’同　　　上

すでに会話に澄ける修確率な面は何度かとりあ

げていると思うが、ここでは特に皮肉、からかい、

14 皮肉、優しさ誇張 誇張などの面を中心にしていわば会話のテクニッ 同　　　上

クについて考えてみる。

11・一14までの復習とともに俗な表現、上品な表

現という位相の問題に触れる。

15 ’復習　と　応用 、 同　　　上
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＝フランス語1－B2ニ（R）

〔主任講師　福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい
　書き言葉を中心として、社会、人文系のフランス語文献を読むよすがを作るための清読を澄こ：なう。

これは文学作品を読むために十分役立つであろう。特に新聞、雑誌での記事を読むための入門とし、
フランス社会での重要事項『日常生活』『女性の（地位の）問題』『教育問題』をとりあげてフラン

ス社会へのアプローチの鍵をそこに見出そうと考える。そして書き言葉への入門となればよいと考え
ている。現実の事象について考える力をつけることがフランス語の力をつけることになるのである。

回 テ　　　一　　　マ 、　　内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　フランス人の生活で最も重要なもののひとつが

H事である。しかし、現代生活ではどう変わって 福井芳　男

1 食事：新しい食うこと きているのだろうか◎ （放送教育開発セ

塔^ー教授）

井　戸　桂子
o

し（放送大学助教授）

現代のあらゆる変化にもかかわらず、丁フランス

料理は依然としてフランス文明の最も重要な産物

2 食通　の　天　国
のひとつである。その中心に：リヨンがある。 同　　上

「毛糸の靴下の中に」金貨をひそかに貯めてい

3
フランス人の金銭

るというのは、フランスについて一般的にもたれ
ﾄいるイメージであるが、現代社会では、それが 同　　上

感覚 どうなっているであろうか。

家族はしばしば糾弾されてきたが、多くの人が
まだ執着しているものでもある。現代社会の中で

4 家族　の　変化
フランスの家族はとうなっているのだろうか。 同　　上

バカンスはフランスでは大切な制度になってい

5
バカンスによる大

る。バカンスがどのようにフランス入の中に入り

ｱんでいるか。この問題を考えることはますます 同　　上
いなる断絶 発達するレジャー文明を考えることになる。

女性の地位向上は20世紀後半、全世界での重
要問題である。先進的な役割をしてきたフランス

6 生命を与える女性 だが、どういうふうに問題をとらえているのだろ
､か。まず母性と女性の解放の問題がある。

同　　上

女性が働くときどういつだ問題があるのか。特

に過労、心労は並たいていのものではない。

7 働く女性の問題 同　　上
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向 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

女性解放の重要な担い手であり、女性問題省の

8 女性の戦い（1）
大臣もやった、フランソワーズ・ジルーの手記か
轣`まず女性の解放の基本問題に触れている部分

福　井芳　男

をとりあげる。 井　戸　桂　子

女性解放問題で、ジルーはシモーヌ・ド・ボー
ヴワールの立場を批判しているが、これは、問題

9 女性の戦い（2） のむずかしさをさらに明確化する。 同　　．上

総括として、女性の労働の状況を、働く女性た
ちがどう晃ているか、という問題をとりあげる。

10 女性　の　労働 同　　上

社会の根幹は教育にある。まずフランス人と学

学校：入生につい 校との関連についての記事を見る6
11

てのある種の概念
同　　上

公式の選別（バカロレア）の他に、バカロレア
内での格づけ、そして重要なリセペの優秀な生徒

12 秘か　な　選別 の集中化現象が見られる。 同　　上

フランスの公立絶対化がどうくずれているか、
日本の現状とくらべて、たいへん興味ある現象が

13 私学の新たな成功 起っている。 同　　上

フランスの高等教育で最も特徴ある、グランド

14
エナ（E。：N．A・）に

?驍ｱと

ゼコルの問題を見ていく6

同　　上

68年5月、大学を吹き荒れた騒動とは何であ

15
5月の事件とその’

e響

つたか。それはどういう影響を与えたかを見る。

同　　上
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：＝ロシア語（前半）＝（R）

〔主任講師　浅岡宣彦（大阪市立大学助教授）〕

全体のねらい

　ロシア語前半では名詞の格変化と動詞の人称変化に的を絞り、基本的文型、文例をえらんで分かり易

い内容のものにしたい。そのために最少限必要な文法の基本的事項を厳選し、使用語彙を制限し、ロ

シア人に吹き込みを澄願いして、耳からの学習の利点を生かしていきたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 文字と発音（1）

　アルファベヅト、母音、アクセント、有声子

ｹと無声子鼠子音の同化、硬子音と軟子音、

ｪ営符としての　とb、特殊な子音結合の発音、

ｳ書法の規則。

　浅　岡　宣彦
i大阪市立大学助教授）

2 文字と発音（2）

　動詞を含まない文、疑問文、肯定文、否定文、

ﾛ定の小詞Heの位置、イントネーション、接

ｱ詞u、a、H・。 同　上

3
第1課

ﾈ単な文章

　名詞の性（男性、女性、中性）、数（単数

｡数）、格（主格、生格、与格、対格、造格、

O置格）、人称代名詞、所有代名詞（1） 同　上

4
第2課
ｼ詞の性・数・格

　動詞の不定形、不定形の用法、直接法現在（1）

謌齔ｳ則変化、②第一特殊変化、語結合く1）動詞

ﾌ格支配、me？Ky加？をもつ疑：問文とそれ
ﾉ答える副詞。

同　上

5

第3課
ｮ詞の人称変化（1）

ｼ　詞の対格

　直接法現在（3）第二変化、（の歯音変化、信音変

ｻ；命令法、動詞xoTeT6、　yMeT6、　rnos㎜o
ﾌあとの動詞の不定形、．個数詞1～10。 同　上

6

第4課
ｮ詞の人称変化（2）

ｼ詞め前置格

　形容詞の長語尾形、形容詞の両両的用法と述

齠I用法、疑問代名詞KaK磁、　q磁、指示代名

撃RTOT、　TσT、　順序数詞、所有代名詞②、

鼬牛㊦A性、数、格の一致。

同　上

7

第5課
`容詞の長語尾形

　形容詞の蜜語尾形、短語尾形の用法、短語尾

`双。ガKeH（ねばならない）、一〇に終る副詞

q語的副詞、無人三文（1） 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属？氏名）

動詞の過去時鰍動詞の過去形、動詞So　rmo

第6課 の過去と未来、場所を示す前置格、前置詞Bと

8 動詞の過去、命令法 且a、時の表現（1）、月の表現（8月に）3思考、 浅　岡　宣　彦

発言の内容を示す前置格、前置詞Ogr4e’の

」

構文。

名詞の硬変化、軟変化3男性、中性名詞硬変

第7課 化、人称代名詞の格変化、接続詞uとHo・、否
9、 名　詞の生肝 定の小詞HHo 同　上

男性、中性名詞軟変化、疑問代名詞KTO、

第8課 qTOの格変化、過去時制の述語とKmo、Ymo
10 動　　詞　の　体 の主語との一致、KTO、qTOの構文、・不定人 同　上

称文。

第9課馬
属性を示す生格、数量：生格、数詞と用いられ

11
動詞の未来、一。兄の動　詞 る生格、否定生格、部分生格｛所有を表わす生

i、HeT、He　rbMo、He　r腿eTの表現
桙ﾌ表現（2）、行為の対象を示す対格、方向を示

同　上

す対格、時の表現③、曜日、Ky　g＆の構文。

女性名詞の硬変化と軟変化、個数詞11～

第10課 100、4耳SumoとHpaBuT6℃　　、i接続詞
12 名　詞の与ド格 KOTOP曲の構文。

向上

定動詞、不定動詞、一働詞、方向を示す表

第11課 現、前置詞B、Ha十対格、　K十与格（Ky加？）

13 名　詞の四四 場所を示す表現前置詞B、Ra＋前置格、　y
{生格（r双e？）、逆方向を示す表翼前置：詞

同　上

H3、　o↑＋生路（∂TKy双a？）

一しに終る女性名詞、一三　に終る中性名詞

第12課 の格変化、間接補語を示す与格、年令を表わす

14 運動の動　詞
構文、無人称文②と与格、述語とし七の造格、

闥iを表わす旧格、共同行為を示す造畢、Kak
同’

の構文。

第13課
　動詞の人称変化、名詞の格変化、簡単な読み

ｨ。

15 復習編・名詞の格

ﾏ化
同　上厘
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　　　　　　　　　　　　　＝ロシア語（後半）＝（R）

　　　　　　　　　〔主任講師：浅岡宣彦（大阪市立大学助教授）〕

全体のねらい

　前半は文法事項の説明が煩雑にすぎた点に留意し、後半では文法事項を絞り、文章の読みを多くし
たい。

回
，　　　　　　　　’

@テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16
第14課
ｼ詞複数の格変化
i1）

男性名詞の複数変化

乱ｫ名詞の複数変化
?ｫ名詞の複数変化

迫ﾊを示す性格

　浅　岡　宣　彦
i大阪市立大学助教授）

17
第15課
ｼ詞複数の格変化
i2）・数詞（1）

一bに終わる女性名詞

j性名詞
博撃ﾆ名詞との結合

W合数詞
ﾂ数詞（1）個数詞（2）

同　上

18
第16課
`容詞の格変化

疑問代名詞KaK砿
w示代名詞9TOT，　TOTの格変化

ﾂ数詞と形容詞・名詞との結合 同　上

19
第17課
`容詞罪代名詞の
i変化

再帰所有代名詞CBO益

闡纐ｼ詞BeCL，　caM，　ca施揃

同　．上

20
第18課
`容詞の短語尾形

男性単数形に澄ける母音の挿入

Z語尾形の用法
垂＃ｪ，ム。｝KeH（ねば：ならない） 同　上

21
第19課
ﾌの形成（続）一接頭

ｫのある運動の動詞

特殊な接頭辞n・。，3a一　　　　　　　ノ

ﾚ頭辞のある運動の動詞の主：な用法

P人称、3人称の命令法 同　上

22
第20課
`容詞の比較級・
寰撃ﾌ比較級

形容詞の比較級

寰撃ﾌ比較級

芒r級とともに用いられる副詞・副詞句

芒r級を含む表現

＆ﾕ人称文

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

形容詞の最上級

第21課 副詞の最上級

23 形容詞の最上級・ 順序数詞 浅　岡　宣　彦

副詞の最上級 年月日の表現

概数の表現

第22課 時間の表現

24 数詞②一個数詞 前置詞を用いる時の表現 同　上

の格変化

条件の従属文

25
第23課
ｼ　　　定　　　法

目的の従属文

�烽ﾌ従属文
鴻Vア人の姓名と父母

同　上

年齢の表現

第24課
疑問代名詞・疑問副詞

26
否定代名詞・否定
寰戟@　不定代名

同　上

詞・不定副詞

関係代名詞KTo，　qTo，　KoTop曲，　KaK磁，　q曲

第25課 関係副詞　　　　場所の従属文

27 関係代名詞・関係 時の従属文　　　原因の従属文 同　上

副詞 結果の従属文　　様態の従属文

i接続詞qTOとqTO6Hの用法

副動詞の形成

28
第26課
專ｮ詞・形動詞（1）

副動詞の用法

`動詞（1）一能動形動詞（現在と過去）

`動詞の位置
同　上

三三形動詞（現在と過去）

29
第27課
`　動　詞　（2）

響動形動詞短語尾形

`動詞をもつ名詞・形容詞

�ｮ相
同　上

読み物

30
第28課
b　　　　　　法

同　上
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＝中　国　語 1＝（R）

自在講師：羅摯腰回塑欝授）〕

全体のねらい

　漢字は表意文字であるから、表音文字を利用しつつ前半では発音練習に重点をおき、かつやさしい

文型を通して中国語のリズムを習得できるようにする。後半では動詞を中心とした慣用句型に初歩的

な文法の説明を加える。全体を通じ、語順が大切：なので、基本表現の文例をできるだけ多くして語順

の習得をめざす。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 第1課　発音1

　はじめに、普通話（標準語）について

ｹ音字母（発音記号）

皷ｹ（その1、単母音）

　頼　　　惟勤
i千葉経済短期大学教授）

声調 平　松　圭子

母音（その2、複合母音、鼻母音、特別母音） （大東文化大学教授）

子音
発音標記のまとめ 平松　圭　子

2 第2課　発音11 声調の変化
中国人講師
欧陽　可　強

人称代名詞

3
第3課　請多幕忙
iどうぞよろしく）

動詞”是”（主語＋是＋名詞）

^問文①”鴫” 同　上

形容詞述語文

第4課 造畢助詞　”的”

4 返本三根好 疑問文②反復疑問文 同　上

（この本はとても
よい）

数のいい方

第5課 年、月、日

5 今回三月三号？ 疑問文③疑問詞のいろ硲ろ 同　上

て今日は三月何日 声調の変化④”一”

ですか）

量詞（助数詞）

第6課 動詞と目的語の位置

6 我有薦介中国朋友 動詞の否定①　”不” 同　上

（中国の友人が二 声調の変化⑤”心”

人いる）

程度補語回忌助詞”得”

第7課 程度補語の否定と疑問文

7 画得根象我 目的語の前置 同　上
ψ

（わたしにそっく 造句助詞”地”

りに画けている）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8
第8課
ｳ在所音楽
iいま音楽を旧い
@　　　　ている）

進行、持続の表現征在””着”　”咤〃
^問文④選択疑問

ｮ詞の否定②　”没”
平　松　圭　子

?草l講師
｢　陽　可　強

9

第9課
ﾅ泄中国津山
i中国の映画を見

@たことがある）

経験を表わす”這〃

ｮ了を表わす”了”
o験、完了表現の否定

鼡C助詞”了”
ｮ群肝

同　上

10
第10課
范ｧ看中文報
s中国の新聞を読
ﾞことができる）

二二動詞”能””会”　”可以””要”

h虐該”
ﾈ単方向補語　”来””去”
綷?竚黷ﾆ目的語の位置：

同　上

@　、

11

第11課
Y公吋候看完了？
iいつ読み終りま
@　　　　　すか）

結果補語

級ﾊ補語を伴う動詞の否定

?u式”把” 同　上

12

第12課
妤齪W心搬得劫
ﾀ不劫？
i君一人で動かせ

@　　　　ますか）

可能補語　”得”

ﾂ能補語を伴う動詞の否定と疑問文

｡合方向補語①
｡合方向補語と目的語の位置

同　上

13
第13強
¥以前好多了
i以前よりずっと
@　よくなった）

比較表現⑦”比”
芒r表現②”象”・一一一〃祥〃

@　　　　”眼”　　一〃祥〃

芒r表現③〃有〃
諶撃ﾌはたらき

同　上

14

第14課
шw年丙介多月
iちょうどニケ月余り

ﾗ強したところだ）

時間補語

條ﾔ補語と目的語の位置

｡合方向補語② 同　上

15

第15課
ｿ朋友去吃飯
i友入を食事にさ
@　　　　　そう）

二二式構文
g役表現”1叫”　”註”　”使”

�g表現”叫”　”証”　”被” 同　上
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　　　＝中国語H＝（R）
［主任講師：撃松劉灘灘欝授）〕

全体のねらい

　入門編では平易な話しことばを学習した。今回はそれに続いてやや程度の高い文章を読みながら慣

用句型、文法を学び、複雑な構文を解読する。テキストの内容には、少年向けの易しい文章、比較的

平易な筆調の随筆、論文調の文章、新聞記事など異る文体の文章を集めた。解読を通して中国語の特

長について基本的な常識を学ぶ。

回 テ　　一　　　マ ・内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

①中国語の句読点について 頼　　　惟勤

1
変　　　戯　　　法

i手品をつかう）

②副詞“再”“又”“迩”の用法上のちがい （千葉経済短期大学教授）

@平　松圭子
i大東文化大学教授）
ゲスト　中国人講師
魏　　鍾　　祓

桂林の麗しい朝景色にちなむ民話風の連還画

2

東嶺朝霞　（一）
co㎎1ing　Zhaoxia

i東嶺と朝霞）

（劇画）である。二回に分けで放送する。

ｶ法上の主な説明事項
P．　ことばのはばについて。接続詞のはたらき

平　松　圭　子
i放送大学助教授）・

?草l講師
ｰ　　鍾　　棋

もする“好”hao

2．四字句と成語 ㌧与

東嶺朝霞　（二）
3 Do㎎1　ing　Zhao区ia 同　上

（東嶺と朝霞）

魯迅の姪が少女時代に接した伯父魯迅の思い

4
我的伯父　（一）
i私の伯父さん）

出の記である。わかりやすい文体で書かれ、伯
?D迅に対ナるやさい（敬愛の情にあふれてい

驕B一部分を四回に分けて放送する。

同　上

文法上の主な説明事項

1．離合動詞　　2．疑問詞の特殊な用法

3．反語の表現①

5
霊的伯父　（二）
i私の伯父さん）

4．慣用文型①接続詞“而”　②介詞“把”
同　上

我的伯父　（三）

6
（私の伯父さん）

同　上

轟

三三伯父　（四）

7
（私の伯父さん）

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
養　　　花　（一）

i鉢植えの楽しみ）

　北京に生れ育った作家、三舎は四花が好きで、たくさん花を鉢植えし、庭に並べて手入れするのを楽しみ比していた。その楽しさを書いた随筆である。：二回に分けて放送する。

平　松　圭・子

?草l講師
ﾏ鬼　鍾　　棋．

9
養　　　花　（二）

i鉢植えの楽しみ）

文法上の主な説明事項。．

P．反語の表現②

Q．慣用文型
@“不是～、就是～”

A“既～、又～”

伺　上

10

從札幌到長崎（一〉

@　求知之行
i札幌から長崎まで

@一新矢［識を求めて）

　胡耀邦総書記の日本訪問記事のうち、北海道を訪れた記事と神戸、長崎に出かけた時の活動の模様を伝える記事である。光明日報（1983

N12月1日）に掲載された記事の一節である。
同　上

11

從札幌到長崎（こ二）

@　求知之行
iオ［幌から長崎まで

@一新知識を求めて）

同　上

12

“朝潮朝落”和“長暦長門”（一）

i一語多義と多音
ｽ義）

?糟黷ﾌ単語の特長について、常識を学ぶ。

同　上

13

“朝潮朝落”和“長瀕長潮”（二）

i一語多義と多音
ｽ義）

同　上

14

“朝潮朝落”和“長澱長窪”（三）

i一語多義と多音
ｽ義）

同　上

15

“朝潮二二”和“長漂長消”（四）

i一語多義と多音多義）

同　上
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＝中国語皿＝（R）
　　　　～論理と接続関係～
〔主任講師：伊藤敬一（中京大学教授）〕

全体のねらい
　中国語1、Hで基礎課程を終了したので、この中国語皿では、やや長い文章や少しむずかしい作品

を取り上げる。その中で、中国語の孤立語的性質の背後にある中国語の論理を把握すること。於よび

それによって表現された中国的作品世界へのアプローチが読書力をつげるカギであると考える。これ

らを重点に：学習して行く。

回 テ　　一　　　マ 〆　内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

著名な現代中国の詩人　克家が魯迅を記念し 伊　藤　敬　一

て詠んだ詩。ここで中国語の主述関係、句と句 （東京大学教授）

1 有名人（ある人） 節と節、文と文の接続関係、および文章全体の

論理の問題を語法の観点から分析してみたい。 中国人講師

黄　　麗　　華

第一課との関連で、魯迅の有名な旧体詩《自

2
魯迅詩文爾則
i魯迅の詩と文二

嘲〉と散文《3野草’題辞》を読む。ここでも
ﾚ続と論理の問題を考えると共に，参考として
ｱの二つの作品に関する評論の一部を収めた。

同　　上

つ） な澄ローマ字かち書きの規則と品詞分類をと
りあげる。

中国の代表的童話作家葉紹　（聖陶）が無い

牛郎組女　（1） た七夕伝説（羽衣伝説）である。きわめて調子

3 （牽牛と織女・ のよい名文で朗読や聞きとりの練習に適してい 同　　上

その一） る。語法のポイントとしては、やはり文の接続

関係と論理の展開の問題を論じたい。

牛郎組女　（2）
4 （牽牛と織女・ 同　　上

その二）

牛郎乙女　（3）
5 （牽牛と織女・ 同　　上

その三）

牛郎組女　（4）
6 （牽牛と郎女・ 同　　上

その四）

火田上的威
　文革の初期1966年8月に、紅征兵の迫害を受
ｯて非業の死をとげた作家三舎が，1959年頃ひ

7
　　　　　（1）

iバカ大将汽車に：
そかに書き、未発表のまま、死後13年目の1979

N、名誉回復後天人の手に：よって発表された一
同　　上

乗る・その二） 幕劇。老馬の初期のユーーモア短篇小説《馬　先
ｶ》（1933年）を自分の手で改編脚色したもの
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

火本上的威
@　　　　　（2）

iバヵ大将汽車に：

で、きわめて中国的な作品であり、「かけ合い
ﾜんざい」を思わせる会話は絶妙である。作品
ﾓ賞と共に、ここでも中国語特有の接続と論理
W開の問題を深める。

伊藤敬　一
i東京大学教授）

乗る・その二）
　また、練習として、旧作の小説の一部もとりあげたい。

中国人講師

@黄　　麗　　華

火本上的威
9

　　　　　　（3）

iバヵ大将汽車に： 同　　上

乗る・その三）

火本上的威
10

　　　　　　（4）

iバヵ大将汽車に 同　　上

乗る・その四）

中国の代表的な女流作家丁　の円熟期とも云

夜　（之一） 吏る国安時代の代表作’夜’ををむ。作品鑑賞：と

11

（夜・その一）

同時に、ここでも接続と論理の問題を考える。な於、時代背景を知る上で、内容的に若生関連した同時期の問題作である随筆「三八節有事」

同　　上

の一部を練習でとりあげたい。
畢

夜　（之二）
12 同　　上

（夜・その二）

夜　（之三）
13 同　　上

（夜・その三）

夜　（憎憎）
14 同　　上

（夜・その四）

夜　（二五）
’

15 同　　上r
〈夜・その五）
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＝中国語W＝（R）
　　　～文革をめぐる中国人の心～

〔主任講師：伊藤敬一（中京大学教授）〕

全体のねらい
　中国語皿で中国語の論理と接続関係を学んだので、その応用として、今回は比較的長い作品を読む。

文革後の中国人の心を知るため、老世代を代表する巴金と若い世代を代表する張抗抗の作品を選んだ・

最近の新しい語彙や全般的な語法の問題も随時とりあげる予定である。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

巴金作
u雷同瀟珊」

@　　　　　　（1）

iわが妻シアオシ
@ャンを偲ぶ）
@　　（その1）

　中国文学界の長老であり、世界的にも著名な

?ﾆ巴金は、「文革：」中の迫害の中で、最愛の

ﾈ瀟　を亡くした。その深い心の傷は読者の心

�ﾅたずには澄かない。そしてその傷が巴金の

ｻ在の生き方の支えともなっている。

伊藤　敬　一

同　上

2
　　　　　　（2）

i同　上）
同　　上

（その2）

同　上

3
　　　　　　（3）

i同　上）
同　　上

（その3）

同　上

4
　　　　　　（4）

i同　上）
同　　上

（その4）

同　上

5
　　　　　　（5）
i同　上）

同　　上

（その5）

同　上

6
　　　　　　（6）
i同　上）

同　　上

（その6）

張抗同作
文革中黒龍江の酷寒め農場に入年間下放した

経験をもつ若い女流作家張抗抗の作品は、古い 同　　上

7 「夏」　　　（1） 倫理的規範や共同体的な規制にひややかな目を （発音指導）

向げるが、同時に自由を求める青春の血は、は 黄　　麗　　華

（夏）　侵の1） れやかな未来にも目を向げる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

同　上
（2） 同　　上

8 （同　上）
（その2） （発音指導）

黄　　麗　　華

同　上
（3）

9 （同　上） 同　　上

（その3）

同　上
（4）

10 （同　上） 同　　上

（その4）

同　上

11 　　　（5）
i同　上）

同　　上

（その5）

同　上

12 　　　（6）
i同　上） 同　　上

（その6）

同　上

13 　　　（7）
i同　上）

同　　上

（その7）

同　上

14 　　　（8）
i同　上）

同　　上

（その8）

同　上

15
（伺　上）

同　　上

（その9）
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　　　＝＝スペイン語＝（R）

〔主任講師：山口蕪正（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　本授業は初級者に向げてあるので、まずはスペイン語に慣れるために平易な文を用いて、頻度の高

い単語と基礎文法の学習をすることを主眼とする。そのため・できる限りの練習を行うが・その中心
となるのが動詞の活用で、これをマスターすることがスペイン語初級学習の第一の主要課題である・

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 発　音（その1）

　アルファベット；母音め発音練習、子音＋母音

ﾌ発音練習、子音の単語による発音練習；あいさ

ﾂ等のきまり文句（その1）
山　口　燕　正

i放送大学助教授）

2 発　音（その2）

　子音の発音練習（続き》、2重母音・3重母音、

ﾌ発音練習、2重子音の発音練習、注意すべきつ

ﾃり字、音節の切り方、アクセント；あいさつ等

ﾌきまり文句（その2＞

同　　上

3

名　　　詞
･　　　詞
`　容　詞

男性名詞・女性名詞、単数形・複数形；定冠詞

E不定冠詞（性、数による変化）；品質形容詞

i性、数の変化） 同　　　上

4

固有名詞
l称代名詞の主格
ｼ説法現在一
@動　詞Ser
O置詞De

　人名、地名、国名などの固有名詞；人称代名

撃ﾌ主格：主格の入称・数による動詞serの直
燒@現在活用変化、serの用法；肯定文・否定文

ﾌ練習、疑問文と応答練習；前置詞deを用いる

¥現。

同　　　上

5

直説法現在一

dstar及び
K則活用一AR動詞
齒鰍ﾌ副詞

　estarの直説法現在の活用、場所・状態を表わ

ｷ用法、応答練習；場所の副詞、前置詞en及び

齒鰍�ｦす前置詞句；一AR動詞の直説法現在規
･活用、主な動詞について基本的な文による練習

G直接・一三補語を示す前置詞a。

同　　　上

6

直説法現在一
K三四用一ER動詞
yび一IR動詞
l態・量の副詞
﨟@数（その1）
栫@間

　一ER動詞及び一IR動詞の直説法現在規則活
p、主な動詞について基本的な文による練習；様

ﾔ・量の副詞；基数1から30まで；時間の表わし

禔B

同　　　上

7

直説法現在一
gabe　rの特殊形Hay

senerの活用
蒲L形容詞
w　示　語

　haberの特別：な形hayの用法・練習；不規則動

撃狽?獅?窒ﾌ直接法現在の活用及び用法・練習；所

L形容詞、人称代名詞の所有格、指示代名詞、指

ｦ形容詞。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

直説法現在一
C規則活用動詞
@　　　（その1）
ﾚ続詞（その1．）
桙ﾌ副詞

　直説法現在1入称単数の活用形が・一goで終る

ｮ詞及びdar、ir、verの活用、基本的：な文によ

髣繒K；接縮司y、・、per・、　sin・、P・rque；時の

寰撃≠?盾窒＝A　de　spu6s￥ho）π、　ma溢ana、etc．，
山　口　蕪　正

9

直説法現在一
s規則活用動詞
@　　　（その2）
?ﾌ代名詞対格
`容詞の名詞化

直説法現在で語根の母音がue、　ie、　iとなる動

撃ﾌ活用、基本的な文による練習；一称代名詞の

ﾎ格（直接補語の形〉；冠詞＋形容詞による名詞

ｻ。
同　　　上

10

直説法現在一
s規則活用動詞
@　　　（その3）

?ﾌ代名詞与格
?ｫ入称代名詞

　直説法現在で1人称単数の活用形が一zeoで終る動詞、saber及び不定詞の語尾が一uir、一iar、一uarである動詞の活用、基本的な文による練習；人称代名詞の与格（関頭補語の形）；人称代名詞の対格と与格の併用；中性人称代名詞の主な用法。

同　　　上

11

入称代名詞与格・
@　対格（続き）
蛯ﾈ前置詞
l称代名詞
@　　　　前置詞格
﨟@数（その2）

　人称代名詞与格・対格と名詞の直接・三三補語の重複表現；主要前置詞の主な用法；人称代名詞の前置詞格（前置詞の後に来る形）；30似上の

譿煤F。
同　　　上

12

不定詞（その1）一menteのつく

@　　　　　　副詞 同　　　上

13

Gustar及び類：似
@　　　　の動詞
?@　数
ｳ人電文

　9ustar、parecer、　faltar、　doler、　etc。の用法、

軏{的な文による練：習；序数の用法；無人称文：
ｩ然現象を表わす動詞、天候の表現、3人称複数の活用形による表現。

同　　　上

14
命　令（その1）
ｴ　嘆　文

　2人称（樋、vosotros）、3人称（usted、ustedes）に対する肯定及び否定命令の動詞の活

p形、入試代名詞対格・与格と共に用いる場合；

曹浮Uと。6mOを用いる感嘆の表現。
同　　　上

15 再帰動詞（その1）

　再帰代名詞・再帰代名詞の対格的用法、与格的

p法、強意・特別のニュアンスを加える用法、再

A動詞としてのみ用いられる動詞。
も　　同、　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

相互的用法、無人称的用法、受身的用法；復習

習ser・estar、　estar・haber・tener

16 再帰動詞（その2） 山　口　燕　正

1人称複：数nOsotrOsへの命令、再帰動詞の命

命　令（その2） 令；形容詞の比較級及び最上級、特別な形の比較

17 形容詞及び副詞 級、絶対最上級；優等比較、劣等比較、同等比較 同　　　上
の比較（その1） ；副詞の比較

18

直説法完了過去
@　　　（その1）
s　　定　　　語
ﾛ　　　定　　語

　直説法完了過去の規則活用、主な動詞の基本的

ﾈ文による練習；不定語のうち特に否定・肯定で

ﾎ応する不定形容詞・不定代名詞及び否定副詞等
ﾌ用法。

同　　　上

直説法完了過去の不規則活用動詞、主な動詞の

直説法完了過去 基本的な文による練習；疑問詞のまとめ（q艶、

19 （その2） qui6n、　a　qui6n、de　qui6n、　cuゑ【ido、　d6nde、 同　　　上
疑　　　問　　　詞 adonde、　de　donde、　cuanto、　como、　cual）

直説法不完了過去の活用（規則・不規則活用）

直説法不完了過去 及び用法；完了過去と不完了過去；接続詞
20

接続詞（その2）
（po　rque、　como、ya　que、amqu　e、　cuando等1で

汲ﾎれる文。

同　　　上

過去分詞の規則・不規則形、過去分詞の用法；

過　．去　分　　詞 直説法現在完了（haberの現在形＋過去分詞）、

21 直説法現在完了 その用法及び主な動詞による練習；動詞serの受 同　　　上

受　　動　　態 動態。

直説法未来の規則・不規則活用形、主：な動詞に

直説法未来 よる練習；前置詞等につながる不定詞の用法、不

22 不定詞（その2） 定詞の完了形；接続詞queによる名詞節の用法 同　　　上

接　続　詞　Que （主語、補語の場合）

直説法過去完了の形及び用法、主な動詞・基本

直説法過去完了 的文による練習；主にqロeによる関係代名詞の用

23 関係代名詞 法（その他、qui　en、　cuyOなど）、行為者を表わす 同　　　上

関　係　副　詞 冠詞＋queの表現；関係副詞dOnde等の用法。
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

直説法可能の規則・不規則形及び主な動詞と基

直説法可能 的な文による練習；中性冠詞10＋形容詞（句）、10

24 中性冠詞　lo que…の用法；現在分詞の規則・不規則形及び完 山　口　蕪正
現　　在　分　詞 了形、現＝在分詞と共に用いられる人称代名詞対格・

与格、現在分詞の用法。

直説法未来完了 直説法未来完了及び直説法可能完了の形と用法、

直説法可能完了 主な動詞と基本的な文による練習；関係代名詞
25 形容詞・副詞の queを用いる比較の表現；名詞・形容詞・副詞等 同　　　上

比較（その2） につける縮少辞と増大辞。

縮遜辞・増大辞

接続法現在の規則・不規則活用、名詞従属節で

接続法現在 の用法：従属節が主動詞（形容詞〉の補語節の場

26 　　　　（その1）

m覚・放任の動詞

合及び主文の主語節の場合、従属動詞を接続法の
?pにする主な動詞（述部〉と基本的な文による
繒K；不定詞・分詞を伴う知覚・放任動詞の表現。

同　　　上

接続法現在の副詞従属節での用法、関係代名詞

接続法現在 ・関係副詞の形容詞節での用法、独立文での用法

27 （その2） ；que＋接続法現在の構文による命令。 同　　　上

命　令（その3）

接緯半過去の活用、用法及び練習；decirを用

接続法過　去 いる直接話法・関接話法、その時制・入誌面の一一

28 直接話法・ 致の練習。 同　　　上
関接話法

接続法現在完了 接続法現在完了の形、用法及び練習；siを用

29
条件文（その1）・
ｼ接疑問・関接疑問

いる現実的条件文；preglln　tarを用いる直接疑1問

ﾆ関接疑問の表現；疑問詞・siの後に不定詞を 同　　　上

不定詞（その3） 用いる表現。

接続法過去完了 接続法過去完了の形、用法及び練習；接続法過

30 Como　s1の表現
�助ｶ（その2）

去・過去完了を用いるcomO　siの表現；現実の

tを仮定する非現実的条件文；似た構文で用いら 同．　　上

直説法と接続法
れる直説法と接続法。

一196一



＝保健体育＝（TV）
　　　一新しい人体論一

〔主任講師：平沢彌一郎倣送大学搬）〕

全体のねらい
　人は2本の足のうらで立つ。そこで、その足のうらに関与するさまざまな因子から、すべての動作
の基本である直立能力を定量的に評価する。これをスタシオロジー（身体静止学）という。本講義は
このスタシオロジーの観点に立って「人」と「からだ」の関わりを解説する。なむ毎回自己診断と調
整のための基礎体操Medico　physical　Therapyを紹介する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

美しい人を見たり、美しい音楽を聞くと心の

1 見る人聴ぐ人別の人
ときめきを感じる。ここでは知覚の内省的把握が、

注Nの自己管理の基礎条件であることを中心課
閧ﾆし、視覚と聴覚の分析能力の比較から、「見

平沢彌一郎
i放送大学教授）

る刈から聴く人」への転換にづいて考える◎

下憶こらえ」の時間の長短は、その人の、その時

の身体的むよび精神的能力の総和である。これは

2 息、　こ　ら　え 心身の持久力を知るための最も簡便な方法である。 同　上

運動負荷や姿勢変化にともなう実験結果と、長

期間継続して測定した資料に基づいて解説する。

健全な精神ははたして健全な身体にのみ宿り、

健全な身体には必ず健全な精神が宿るのだろうか。

3 偉人　と　健　康 ユベナリスの言葉を出発点として、いわゆる偉人 同　上

と呼ばれた24人の体格について考察しながら、

心身の「健康」・「不健康」を考える。

人のからだの形はなぜこのようになったのだ
ろうか。ここではソボヅタ（J・Sobotta）の体

4 か　ら　だ　の　形
表の地理図、サリウス（A．Vesalius）解部1図に

謔ﾁて骨格の仕組みを学習する。また、カバラ 同上
の思想によるセフィーロスのからだの部分の意

味づけについて言及する。

「膝小憎」とは膝関節のこと。この関節を
中心に、脚の筋肉の起始部と停止部、神経支配

5 膝　　　小　　　僧
とそのはたらきについて、実際に解剖をしてい
驩譁ﾊによって学習を展開してゆく。「膝小憎」 同　上

は前方には曲がるが後方には曲がらないのはな
ぜか、も解明する。

ヒトはいっどのようなきっかけで、またどの
ような道のりをたどって「直立人」になったの

6 値立人の歩む道
だろうか。ヒト化（hominization）に：趣ける「直

ｧ人」への進化の過程を系統発生学的見地から
同　上

考察する。われわれ直立姿勢に完全に適応しき
「

っているのだろうか。

人は出生馬肉10か月でだれからも手ほどき
をうけないで一人で立つことができる。その機

7 新生児の反抗
序（要因と過程）の解明はいまだに明らかでは

ﾈい。ここでは出生直後の新生児の姿勢制御と
同　上

神経発達との関連について個体発生学的見地か
ら解説をする。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「からだ」の語源は、人が大地に両足を踏ま
　　　　　　　　　　rp　　　　　o　　　　　　●ｦて立つさまを表す「からだち」（籏立ち）

8 か　　ら　だ　　ち というやまとことばに由来する。　「からだ」に 平沢彌一郎
関連する文字や言葉から、　「からだ」の価値観
の変遮について解説する。

アリストテレスの「動物運動翻から、からだの

動的固定（Steady　setti㎎）の機序につし（て解

9 ’ス．タシオロジー 費する。スタシオロジーの原論、評価の方法、装 同　上
置、応用面（平衡神経科学・整形外科学・神経
内科学・神経眼科学）の現況について述べる。

両足をきちんとそろえて立つロンベルグの姿

勢を20秒間とらせた時の重心図（重心動揺面

10 日本入の直立能力 積）から、日本人の直立能力について、年齢差、 同　上
性差、環境差（地理的・社会的）、病脚部、民

弓庭を解説する。

左足と右足のあいだには、機能的た一側優位性
（ラテラリゼーション）が存在する。左足は前進の

11 左足　と　右足 方向性と全身の安定の支持作用、右足はスピー

hのコントロールと器用性の役割分担がある。
同　上

また、左足は遺伝因子、右足は環：境因子による
、ことを解説する。

近ごろ全国各地で「はだし教育」がはじめら

れている。　「はだし」と「すあし」の相異から、

12 はだしとすあし ここでは「足のうらをはかる」目的、方法、解 同　．上

析法、評価法について解説する。また、　「足と

はきもの」の問題についてもふれてゆぐ。

ヒトは立つことができてはじめて歩くことがで

きる。ヒトは片足歩行である。正常な歩行はその

13 立つことと歩くこと 重心：軌跡がゆるやかなサインカーブを描く。脳 同　上
性麻痺患者の歩容から、　「立つこと」と「歩く

こと」の関連を解説す為。

昭和52年から日本各地の遺跡から沢山の古代

14
ふんぞりかえった
坙{人

人の足跡が発見された。この足跡から日本人の立

ｿ構え（身構えと気構え）を考察したところ、・ 同　上
平安時代あたりから変わったことが推定される。

縄文晩期から年代を追ってその変化を解説する。

この2q旧くら唖）あいだに、現代人の踵が丸ぐて大

きく：なっている。これは重心位置の後退現象を

15 現代人　の　足 物語る。もしこのことが直立能力の衰退であると 同　上
考えることができるとすれば、ことは重大であ

る。人類の存亡の危機について論説を試みる。
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＝＝生 活 史一（R）

〔主任講師　中鉢正美（元慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい
　現代の生活史をそのミクロとマクロの視点から明らかにして生活をめぐる諸問題が直面している

転換点を討論する為の素材を提供したい。

回 テ　　　一一　　マ 内召　　　　　　容　　　　画 担当講師
i所属・氏名）

1
生活史、生活学、

ｶ活構…造論

　生活史は個人の自伝及び個人誌（狭義）と、

闔?笂匤L・写真・作文・文芸作品等（広義）

�ｵう。生活構造論は特定の社会階級（近代的
J働者階級）の発達と変動を扱う。生活学は日
{の急速な近代化過程に於ける主要な生活問題
ﾌ生成とその卜定化への動向を検討する。

　中　鉢正　美
i元慶応義塾大学教授）

2
マクロとミクロの

ｶ活史

　生活学は日本の近代化過程に於ける生活の発
W及び安定化に就いての学際的研究であるが生
?jは特定の個入を典型とした生活近代化の追
ﾕである。両者はそれぞれ密接な関わり合いを
烽ﾁてその問題点が明らかにされなければなら

ﾈい。

同　　　上

3 共同体の生活史

　生活史の原点は先づ家族、或いは職場といっ
ｽ人々が直接関わり合う共同体的な集団にある。
ﾆりわけ夫婦や親子がその生活を共有するため
ﾉ、一定の対話や相互行動を繰り返す過程が重
v視されなければならない。

同　　　上

4 文書記録の生活史

　共同体は生活の直接的経験を相互に伝達し合
ﾁて生活を続けるが、これを第三者に伝達し合
､為には文書による記録の必要が澄こる。関接
Iな伝達手段による生活史は近代社会に於ける
ｶ活史研究の基本型を構成するものといえる。

同　　　上

5 都市の生活史

　共同体の生活史が村落を基礎とするのに対し
ﾄ、都市は相対的に新しい生活様式を構成する
烽ﾌである。この都市の生活様式に就いては川
Y登著「裏側から見た都市～生活史的に～」
iNHKブックスうをあげることができる。

同　　　上

6 産業化と生活史

　十九世紀産業都市の発達によって近代社会は
Sく新しい様相を呈するに至った。産業都市は・
s市生活のみならず生活一般に：ついてもこれに

ﾎする新しい対応をせまることとなった。この
｡雑で多様な問題に就いてなるべく要約して述

ﾗることにしたい。

副　田　義　也

@同　　　上

7 諸文化の生活史

　二十世紀の開始と第一次世界大戦とによって近代社
?ﾍ新しい現代社会への様相を呈し、第二次大戦以降
ﾉ於ては更に、経済成長の時代に直面することとなっ

ｽ。これに対する生活の側に於ては、一方に現代社会
ﾌ爆発的に拡大する生活の諸手段を受け容れながら、

ｶ活それ自体の多様な文化的諸様式を創造して行く必
v性が痛感されるようになった。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8
意識と無意識のか

ｩわり

　人間は無意：識的に繰り返される日常的生活の中で一

閧ﾌ生活構造を形造るがやがて産業化による社会的変

ｻに直面して新しい文化の諸関係を創造するように模

��nめる・この無意識的な日常生活と意識的な非日

崧I模索との関わりを精神分析学的諸研究を手がかり

ﾆして解明してゆきたい。

中　鉢　正　美

9 衣食住の生活史

　近代社会に於ける日常生活は産業社会によって供給される膨大な消費財の集積を処理することによってその本源的な生産要素である労働力を再生産するのであるが・この再生産を行う主体は紛れもない個々の人間である。この人間の近代的生活がどのように発生し展開されて行ったかに就いて考えたい。、

同　　　上

10
医療・教育・住居・

沁モﾌ社会化

　現代社会の発達につれて生活の社会的共同消費の部分がとりわけ第二次大戦以降に於て発達：をし、今や国民総生産の半ばに達しようとしている。これは又生活の居住空間に密着して拡大し、生活空間に於けるマクロとミクロの接点となっていることにも注意したい。

同　　　上

11
日本の生活史・
P一一1

　幕末から明治初年に於ける日本の生活史は、食糧の生産がその生活水準の増々半分に達していた。第一次大戦による日本の近代化と共にこの水準は約三割に変化した後、第二次大戦と共に再び嘗ての水準に迄転落した過程を概説する。

同　　　上

12
日本の生活史・

P－2

　第二次大戦後略々十年の間に生活水準は戦前の高さに回復し、その後二十年間のいわゆる戦後日本経済の高度生長と共に現在のヨーロッパ

ﾀみの高さに迄回復し食糧生産はその二割内外にまで低減したことを概説する。 同　　　上

13 日本の生活史・
Q一一1

　幕末から明治初期の日本の人口は三千七百万人前後であったが、千九百三十年代には八千万人台を超え第二次大戦の敗戦によって七千二百万人に迄縮少をした。これは第二次大戦後のベビーブーム以後、人口のピラミッドが拡大から縮少に転換する迄を一つの時期として説明する。

同　　　上

14 日本の生活史・

Q－2
同　　　上

15 「生活史」の総括

　日本の生活水準が上昇し人口の増加が頂点に達した現状に於そ、現代生活の再構成がせまら

ﾊている事情を参加者を交えて討論したい。
同　　　上
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　　＝家庭の本質＝（R）

〔主任講師：加藤秀俊（放送大学教授）〕

全体のねらしぐ

社会の最蝉素謡である家族そして、その周点図である「家庭」を・歴史的・同時的にとら

え、きわめて今日的な課題としての家族、家庭の諸問題を考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師●’（所属・氏名）r

1 家族の発生と進化
@　　　　　　　（1）

　この2回の講義で、生物進化のなかでの家族の
ｭ生と進化を、とりわけ霊長類の行動釜つうじて・検討し、生物社会のなかでの人間の「家族」の特

ｫを位置づける。

@　　　　　　　　　　　　　’

伊　谷　純一郎

i京都大学教授）

2 家族の発生と進化
@　　　　　　　（2）

同　　　上

3
家族の構成と構造
ﾆ族とは何か　（1）

　人類の諸文化のなかで、「家族」の観念はきわ

ﾟて多様な意味をもち、また、家族構造じたいも、

椛ﾎ的な性質のものである。この3回の講義をつ
､じて、さまざまな文化のなかでの家族の類型・

ｻの社会的機能などについての基礎概念を学習する

中　根　千　枝

i東京大学教授）

4 家族内の人間関係

ﾆ族とは何か　（2）
同　　　上

5
配偶者と親子関係
ﾆ族とは何か　（3）

同　　　上

6 家から家庭へ
ﾆ族から家庭へ（1）

　主として日本の近代史のなかで「家」をめぐる

ﾏ念の変化に着目し、イエ→家族→家庭という

u家」の進化ないし変貌を考察し、現代「家庭」

ﾌ意味と可能性を位置づける。

米　山　俊直
i京都大学教授）

7 家族の析出
ﾆ族から家庭へ（2）

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 家庭の　未来
ﾆ族から家庭へ（3）

　主として日本の近代史のなかで「家」をめぐる観念の変化に着目し、イエ→家族→家庭という「家」の進化ないし変貌を考察し、現代嫁庭」の意味と可能性を位置づける。

米　山　俊　直

9

近代化の秩序モデル

坙{の近代化と家
?i1）

　家族の中核にある「結婚」の問題、そして、そこから派生する結婚観、家族観を日本の近代のなかでさぐり、家族をめぐる思想史を学習する。

神　島　二　郎

i立教大学教授）、

10
家族主義の由来
坙{の近代化と家
?i2）

同　　　上

11 家庭と婦入教育
ﾆ庭の誕i生　（1）

　「家庭」ということばは、英語のhOrneを福沢諭吉が翻訳したものといわれている。ここでは明治以降の婦入雑誌や生活運動をつうじて「家庭」が誕生し機能しはじめた経緯と現状をとらえる。

加　藤　秀　俊

i放送大学教授）

12 家庭内の緊張関係

ﾆ庭の誕生　（2） 同　　　上

13
近代日本の「家」と

ｶ学（1）

　近代文学は、ある意味で、イエをめぐる個人の心理的葛藤の歴史であったといえる。この講義では・近代日本の文学作品の：なかに「家」や「家庭1がどのようにえがかれてきたかを探求する。

多　田　道太郎
i京都大学教授）』

14
近代日本の「家」と

ｶ学（2） 同　　　上

15 家族の将来

　都市化の進行、〈口移動の加速化、さらに人口の高齢化などによって家庭は変貌しつつある。これまでの14週にわたる講義をふまえながら、家族と家庭の将来を展望する。

加　藤　秀　俊
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＝生活の社会学＝（R）

〔主任講師：副田義也（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　L生活構造論は、生命の日日の創造として、人間の生活の本質をとらえ、その人間らしいありかた

を考える。正生活問題論は、生活の人間らしさが失われる問題状況を学問的にとらえる工夫をする。

既生活保障論は、生活の人間らしさを維持・回復する政策・制度・運動・実践を論じて、福祉国家・

福祉社会のありかたまでを考える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1 生　　活　構　造

　生活の本質を人間の生命の日日の生産過程と
ｵて把握する。また、それは、労働者のばあい、

J働力の生産→労働力の販売→労働力の消費→
ｶ活手段などの生産→生活手段などの購買→生
?闥iなどの消費→…という循環となるのを示
ｷ。

副　田　義　也

i筑波大学教授）

2 生　　活　水　準

　生活水準は賃金水準、貨幣消費水準、物量消

???ﾉ区分される。第2のものに注目して、
ﾅ低生活費研究の現状を結介し、生活費目の分
ﾞを論じる。蛮た、生活機会、生活資源などの
撃｢（概念を紹介する。

同　上

3 生　　活　関　係

　夫婦関係は具体的には分業関係であり、たが
｢の労働力、性的成熟、愛によって成立する。
e子関係は具体的には扶養関係であり、子の無
ﾍ性、愛、その他によって成立する。あわせて、
｢帯の概念にふれる。

同　上

4 生　　活　　時・間

　生活構造の時間的形式としての生活時間を、

ｶ活周期、家族周期、日常の生活時間などで論

ｶる。日常の生活時間では、生活主体の性別、

N齢、：職業などによる構成の変化にとくに力点

�ｨきたい。

同　上

5 生　　活　　空　間

　生活構造の空間的形式としての生活空間を、

?ｮ空間、資源空間、意識空間などで論じる。

糟ｹ空間からシビル・ミニマム論をみちびき、

ﾓ識空間からコミュニティ論、地方自治論をみ

ｿびきたい。

同　上

6 生　　活　　問　題

　社会問題や生活問題の概念規定をする。生活
竭閧ﾆは、人びの生活のうち、社会が解決、予
hが必要な問題として指定するものである。そ
ﾌ指定は一定の価値意識に：もとづいて澄こなわ

黷驕Bあわせて、生活問題の担い手の類型を論
ｶる。

同　上

7 諸範疇の関係

　生活問題の政策的範疇、実践的範疇、運動的

ﾍ疇、科学的範疇を規定したうえで、それらの
ﾖ係を論じる。政策的範躊は、抽象的・統計的

ﾅあるが、実践的範躊は具体的・個別的である。
ﾜた～運動的範疇、科学的範疇の限界にもふれ
驕B

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 貧　困　問　題

　貧困問題の政策、運動、科学の三範躊の関係を分析して、科学的範躊のうち、欧米の相対的剥奪の概念や日本の不安定階層の理論多少くわしく述べる。貧困の多元的把握をめざしながら、それを無限定に拡大してゆく一部の動向は批判

副　田　義也

する。

保育問題、老入問題などを例にとり、非貨幣

的問題の政策、運動、科学の三冠躊の関係を分
9 非貨幣的問題 析する。この問題はニーズと扶養の函数である

同　上
ことを示し、家族形態、婦人労働などとの関連

をあきらかにする。

生活問題を階級問題、階層問題、地域問題、

家族問題・個入の問題などとして把握する見方

10 諸i類型と原因 を紹介し、それぞれのばあいで、成立過程を理

�ｷる枠組が異なることを指摘する。
同　上

・生活保障の体系を紹介し、福祉国家の条件の

ひとつに位置づける。生活保障と英国でいう社

11 生　活　保　障 会政策、米国でいう社会保障の異同にもふれる。

沁ロ痩ﾆへの批判、生活の自助責任などをも論
同　上

じる。

社会保険、公的扶助、家族手当、資金貸付、

損害補償などについて、原理的性格をあきらか

12 所　得　保　障 にし・前の三者について、日本での現状を紹介
同　上

し・問題点、改良の方向・試案を提示する。

医療、の領域を概観し、その原理的性格、日

本での現状を紹介し、問題点、改良の方向・試

13 医　　療　保　障 案などを論じる。
同　上

児童福祉、老人福祉、身体障害者福祉、精神

薄弱者福祉、母子福祉の五領域で原理的性格を

14 サービス保障 あきらかにし、コミュニティ・ケァ・専門的処 同　上
遇＝などに焦点をあわせつつ、現状を分析する。

生活保障の政策、実践の向上を要求・期待す
る運動、その実践に：参加ナる運動を論じる。そ

15 生活保障運動 れらが、生活問題、生活保障について学習する’

^動＝教育運動そあり、また∴研究する運動＝
同　上

科学運動である可能性を追求したい。
ノ
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　　　　＝衣　　服　　論＝（TV）

〔主任講師襯騨譲鍵盤名誉教授）〕

全体のねらい
　日本、西洋の服飾の歴史の中から具体的な事象をとりあげて服飾表現の諸相をみる。前半で表現の
担い手である形態・色彩・文様の問題を扱い、後半で服飾の美感をとりあげる。実物資料・絵画●彫

刻等美術資料、服鯨ついての記録考証等の文献文学作品の資料を引用しなカミら・櫛研究の一

つのあり方を示す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 形態　と表現

　衣服の形態について懸衣、三衣、窄衣の類型を

T観し、形態に診ける表現の場としての衣摺、対

艨A面および表面装飾の問題を考える。

谷　田　閲　次

i於茶の水女子大学

@　　名誉教授）

2
中世西欧の社会

@　と服飾表現　（1）

鼡R士と宮廷生活

　12・13世紀のフランスに澄ける服飾を、その

蜷l公たる騎士を律した封建制度と騎士制度との

ﾖ係の中でとらえる。
　　　　‘

ｿ井淑子
i放送大学助教授）

3

中世西欧の社会

@と服飾表現　（2）

鼈ﾟ服のヒエラ

@　　　　ルキー一

　中世フランスでは、社会階層の差異は自ずから

桴?ﾌ差異となってあらわれた。服飾のヒエラル

Lーを考える。 同　　　上

4
中世西欧の社会

@と服飾表現　（3）

齧苡ﾍと衣服一

　中世末期、紋章は貴族の宮廷生活を飾ったばか

閧ﾅなく、者肺に誕生し、都市を象徴するそろい

ﾌ衣服が現われ：た。紋章を表わした衣服をとりあ

ｰる。

同　　　上

5 色彩の寓意と象徴

　服飾に澄ける色彩は単純な感覚の問題に止まら

ｸ、宗教上の意味を寓したり、服飾制度の主な要

fどなるなどし、更には寓意の域を超えて気分象

･を成す。

谷　田　閲　次

6
中世西欧の色彩
@　　　　　の象徴

　12～15世紀のフランスに瓢（て世俗服飾に現

墲黷ｽ色彩の流行をとりあげ、それを支えた色彩

ｴ情を明らかにする。 徳井淑子

7 文様の意想

　文様は構図・取材・意：想を三つの要素とする構

｢を持つが、文様の生命はその意想にある。ここ

ﾅは意想（意味統一うに重点を置いて解明したい。 谷　田　閲　次
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

近世日本の
@　　服飾文様　（1）一一小袖文様を読む一 　小　池　三　枝

iお茶の水女子@
　
　
大
学
助
教
授
）
　
噸
＼

近世日本の 近世後期の服飾には歌舞伎との関連が見られる。

9
　　　服飾文様　②一一歌舞伎文様の発生・ その具体例としての文様や色彩をとりあげ、浮世

Gや草双紙を見ながら流行を支えたものは何かを

lえる。
同　　　上

展開一

流行の構造をその歴史のいくこまかに触れなが

ら明らかにし、その意義を論じる。またモード
10 流　　　行 （時世粧）を伝統と新風の観点でとらえ論じる。

谷　田　閲　次

わが国近世の好尚の中で「だて」は中世以来の

11 「　だ　　て　」
「ばさら」を受けて町人社会の中に浸透し多くの

ﾏ容をも示した。その源流と変化の諸相をたどる 同・　　上

「だて」とともに「いき」好みは近世以来、独

12 「　レ・　　き　」
自の美意識を展開する。その成立と意識の構造について・服飾を中心としながら周辺の考察を含め

同　　　上
て論じたい。

18世紀末イギリス宮廷に生まれた「ダンディ」

13 「ダンディズム」
の風俗は、19世紀のフランス市民社会で「ダンデ

Bズム」の美意識を確立した。フランスにおける 徳　井　淑　子
その展開を追う。

明治30年代から使われはじめた「ハイカラ」の

14 「ハイカラ」
語を中心に・当時の新聞言己事や小説等を手がかりにして服飾に澄ける欧風化の様相を考える。

小　池　三　枝

服飾の主人公は当然のことながら人間であり、

15 服飾　と人　間
服飾を理解することは入間を理解することである。これまでの講義を振り返って人間理解め途として

谷　田　閲　次
の探究を確かめたい。
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＝食生活論＝（R）

〔主任講師熟慮瀬瀬〕

全体のねらい
　現代はわが国では飽食の時代といわれるが、世界には飢餓地域も存在する。人間がたどってきた食
べる事を歴史的な視点から、また文化の発展の過程から追究してみたい。狩猟民、牧畜民、農耕民の．
食事から現代の食事に至る変化を考え、食の根源に存在する嗜好の心理について触れる。また近年に
おけるわが国の食生活に及ぼしている要因のなかから、都市化の問題と家族生活の問題をとりあげ、

食の近代化とは何かを考えてみたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 食　の　　文　　化

　人類は生存するために、食物を求めて数百万年
烽ﾌあいだ努力してきた。その食にかかわる営み
ﾅある「食の文化」について概観する。

宮　崎　基嘉
i放送大学教授）

驕@木継　美
（東京大学教授）

食物を摂取するという活動は、根本的には飢え
と渇きを癒すためのものである。その摂食行動の

2
入間の食事と

@　　　サルの食事
様式について、まずサルの食事に焦点をあて、次
｢でヒトへの進化の過程に言及する。 鈴木継美

採集・狩猟による食物獲得は、『ホモ・エレクト

ウスの段階にまでさかのぼることができる。現存

3 採集●狩猟民の食事 の数少ない採集・狩猟民の食生活を観察し、その 同　　上
実態を探る。

牧畜民とは、放牧家畜を飼育して生計をたてて
いる人々のことをいう。彼らの食生活は当然、畜

4 牧畜民の食事 産物を中心としたものとなるが、アフリカのレン 同　　上
ティーレ族の事例をみながら検討する。

今からおよそ1万年前に発生した農耕は、急速
に世界各地に広がり、さまざまに進行していった。

5 農耕民の食事・1 農耕民の食物・食事の原型を知るために、パプァ 同　　上
低地・ギデラ族を考察する。

世界中に広がる農耕民のなかで、穀物を主産物
とする人々に焦点をあて、穀物依存型の食生活の

6 農耕民の食事・2 実態と問題点について考察する。 同　　上

大航海時代直前の世界は、主作物によって色分
けすることができるが、国際交流の盛んな現代に

7 世界の：食事 おいて、それがどのように変化してきたかを探る。
同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講ら師（所属・氏名）

古代から現代に至るまで、日本の食事文化はど

のような変遷をたどってきたのだろうか。それら
8 日本の食事文化 をふまえた上で、今後の日本人の食生活に澄ける

ﾛ題を検討する。 宮崎基嘉

味覚や嗜好は先天的に決められるのではなく、
後天的：なもの、環境・生活等により変化し、形成

9 嗜好の　心理
されていくものである。嗜好に関する民族的：な伝統と変化について解明する。

祖父江孝　男

稲の発生と日本への伝播・普及の歴史をたどり

現代日本の米食文化に焦点をあて、その実態と問

10 米食　の　文化 題点について考察を加える。
宮　崎　基嘉

豆類は農耕の初期に澄いて、・すでに世界中に広

がっていった。豆はどのように食べられてきたの
11 百草　の　文化 だろうか・東食文化の起源と発展の経緯を探る。 同　　上

魚食か、それとも肉食か。貯蔵技術や輸送手段
カ1未発達であった時代においては、風土条件がそ

12 魚食、肉食の文化
れを規定した。日本の場合を中心に、魚食、肉食文化の足跡をたどる。

同　　上
㌧

食生活の変化の度合いは地域により異なるが、

その重要な要因は都市化にある。日本人の食生活
13 都市化と食生活 パターンに及ぼす都市化の影響を考察し、今後の

ﾛ題を検討する。 内　野燈子

家族がそうって食事をすることの重要性につい
て、さまざまな角度から検討を加え、家族と食生

14 家族と食生活 活とのかかわりあいを考える。
定立　己　幸

高度成長時代の昭和35年以降、日本入の食生
活は著しい変化をみせてきた。現代日本人の食生

15 食の　近代イピ 活を見直し、食の近代化とは何かを考える課題を
�氓ｷる。 宮　崎　基嘉
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　　　　＝住　　居　　1＝（TV）
　　　　　一　　住　　　生　　　活　一

〔主任講師：灘総懸灘判

全体のねらい
　住居1では住生活の問題を中心に講義する。住生活は家族生活の基本であるが、異なった自然環境

や社会環境のもとで住生活がどのように営まれているか、様々な実例を紹介し、その本質について考

える。ついで、我国に齢ける住生活の変遷を考察し、その特徴を明らかにする。あわせて、現代の住

生活上の問題点を検討し、将来の課題と展望について考える。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

住居学の授業を開講するにあたって、住居学 清　家　　　清
の目的、内容、範囲について建築学との違い、 （東京工業大学名誉教授

1 住居学のめざすもの 他の生活諸科学との関連について概説し、合せ

ﾄ、住居1、皿、皿の夫々の講義計画について

東　　　修　三
i京都府立大学教授）

{　間　博　文
述べる。 （放送大学助教授）

日本とは異なった社会環境や自然環境に澄い

2 風土と住居一1
q乾燥地の住まい〉

て、住居がどのような材料で構成され、’どのよ

､な構法や形態を取っているか、生活と関連づ

ｯて分析し住居とは何かを考える。主に乾燥地

八　木　幸　二
i東京工業大学助手）

帯の住居について検討する。

第2回の講義に引き続いて、主に湿潤地帯の

風土と住居一2 住居について考察を行い、風土と住居が如何
3

〈寒冷地の住まい〉
に密接なかかわり合いを持っているかを考え、

ｻ在の我々の住居のあり方を見直してみる。

同　　上

中国黄河流域に点在する穴居住居をケースス

4 風土と住居一3
タディとして取り上げ、住居形態、住環境、生

?l式を様々な角度から分析し、住居が気候風 同　　上
〈湿潤地の住まい〉 土といかに密接な関係を持って造られてきたか

を学ぶ。

日本人の住生活の歴史を4回忌わたって講義

住まいの歴史一1 する。第1回は弥生時代の竪穴式住居における

5 ＜竪穴住居から寝殿 住生活のようすを概観し、一方、奈良時代、平 本　間　博　文
造まで〉 安時代の貴族と庶民の住生活の様子を当時の遺

構や文献を元に対比させ：ながら探る。

書院造りや数寄屋造りといったいわゆる「日
本的な住い」の原型は鎌倉時代から室町時代に

6
住まいの歴史一2
q主殿造から書院造へ〉

かけて日本人の住居に起こり江戸時代に完成す
驕Bこういつた住居形式がどのような経緯を経
ﾄ我々の生活の中に定着していくのか　主に支

同　　上

配階級の住宅を中心にその変遷を考察する。

中世・近世に澄ける庶民生活の歴史は、適切

7

住まいの歴史一3
q中世・近世の庶

な資料が少ないために良く分っていない。しか
ｵ、庶民の住生活を知ることは、現代にむける
艨Xの住まいのあり方を理解する上で大切であ 同　　上

民住宅〉 る。当時の遺構や絵巻物を手がかりに、この時
代の庶民の住生活のようすを探る。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

明治時代に入って我々日本入の住生活は大き

住まいの歴史一4
く変化する。洋風建築、洋風の生活の導入と普及であるQ明治から大正にかけて、こういつた

8 ＜明治・大正時代 西欧的な物と日本風な物とがお互いに入りまじ 本　間　博文
の住宅〉 り、透けあって現在の我々の住生活に至る。こ

の過程をたどりながら、我々の住生活のあり方
を考える。

襖、障子、畳といった建築材料は日本的な住

9

住まいの構成
@　　　　原理一1
q建具と床仕上げ〉

まいの構成要素としていずれも欠かせないもの

ﾅある。しかしながら、我々の住まいの中に何
桙ｲろ、どのような経緯で定着したのか、意外
ﾉ知られていない。その経緯をたどりながら、

同　　上

日本の住まいの構成原理を学ぶ。

我国の住まいは、履き替え1つを取ってみても

住まいの構成 世界にあまり類例をみない独特のものである。第

10 　　　　　原理一2
ル�ﾔの転用性と室礼

5回から第9回の講義のまとめとして「間」の概

Oや「空間の転用性」あるいは「室礼」といった
芻曹ﾉ独特な空間の使い分けをもとに、日本の

同　　上

住まいの構成原理を明らかにする。

現代社会に澄ける家族生活と住生活の関係に
現代の住まい一1 ついて考える。具体的な独立住宅の間取りをも

11 〈独立住宅の とに住生活上の問題点をコミュニケーションとプライ 同　　上
住生活〉 バシーの関係を軸に分析し、独立住宅における住

生活からみた家族関係のあり方を考える◎

集合住居に於ける住生活は独立住宅に澄げる
現代の住まい一2 それとは異なった点が多い。集合住宅におげる

ユ2 ＜集合住宅の 様々な住生活上の問題点を取り上げ、その問題 同　　上
住生活〉 解決の為のいくつかの試みを紹介し1望ましい

集合住宅のあり方を検討する。

欧米に平げる住宅問題の発生とその進展、及

13
社会と住まい一1
q海外の住宅事情〉

び問題解決の為に打ち出された様々な住宅政策

ﾌ推移をたどり、日本人と彼ら西欧人との住宅 同　　上

に対する基本的な考え方の違いを述べる。

日本に澄ける住宅問題の発生とその経緯：を述

14 社会と住まい一2
べ、合わせて問題解決のために政府が行って

ｫた住宅政策を検討し、我国の住宅政策のあり 同　　上
〈国内の住宅事情〉 方について考え、住宅問題解決の手掛りを探る。

14回の講：義を通して見てきたように、我々日

社会と住まい一3
本人の住生活は急速に変りつつあり、しかもそ
ﾌ変化の方向は必ずしも望ましい方向に向って

15 〈住生活の現状と いるとは言いがたい側面も多く見られる。住生 同　　上

課題〉 活とは一体何なのか、住生活の将来像は如何に
あるべきか、いくつかの提案を具体的に検討し
ながら考える。
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　　　　　住居H＝・（TV）
　　　　　一　　住　　環　　境　　論　一

〔主任講師：柔間議論舗）〕

全体のねらい
　住居は住生活の場である。健康で快適な住生活を営む前提として、住居の室内環：境、：敷地環境澄よび

地域の住環境、ならびに関連事項などについて、科学的理解を深める・

回 テ　　一．　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

良い住居とはどのようなものか。はじめに住

1 　　　　　　　　　bZ環境とは何か
居の室内環境、敷地環境ならびに地域の住環境

ﾈどに注目して保健性、快適性、安全性、利便

ｫの観点から考える。

　東　　　修　三

i京都府立大学教授）

まず住居の敷地の選定にあたって留意すべき

2
住居の敷地環境一1

齊ｩ然的条件一

敷地の自然的条件、すなわち、地形、地質など

ﾌ土地の性状、ならびに微気候について述べる・ 同　上

住居の日照は敷地の南側の建物や樹木などで

3
住居の敷地環境一2

齠哿ｼ　　　照一

障害を受ける。日影曲線、太陽位置図などを解

烽ｵて、日照時間と隅棟間隔、日照障害などに

ﾂいて述べる。

同　上

都市は大気汚染、騒音などによってその住環

4
地域の住環境一1
齣蜍C汚染と騒音一

境が悪化しており、多くの公害問題が発生して

｢る。これらの公害の実態と対策を中心に述べ

驕B

同　上

居住地の選択には、教育、医療などの公共施

5
地域の住環境一2
齊ﾐ会的条件一

設の配置状況や公害、交通事情などの社会的条

盾ｪ問題になる。都市計画区域内の用途地域区

ｪなどに注目して考える。

本　間　博　文

i放送大学助教授）

一室内気候と自然気候調節一住居の内部は

6
室内環境一1
齊ｺ内気候と自然
@　　　気候調節一

屋根や外壁：などの住居構造体によって外気と隔

ﾄられているため、外部の一般の気候と違った
C候状態を呈しており、これを室内気候という。
ｺ内気候の成立機構、さらに住居の自然気候調

東　　　修　三

節機能を中心に述べる。

一一
l工気候調節一冷暖房などの設備によっ

て快適な室内気候を実現しようとするのが人工

7

室内環境一2一人工気候調節一 気候調節である。熱貫流に関する基礎事項、冷

g房理論に基づき、住居構造体の断熱設計など
同上

について述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一一ﾊ風と換気一通風は夏季在室者に涼感を

8
室内環境一3一通風と換気一

与え、換気は冷暖房時の室内空気の汚染を排除

ｵ、ともに室内気候の改良に役だつ。通風計画’

ｨよび換気設計について述べる。
東　　　修　三

一採光と照明一室内に適度の照度を確保す

9
室内環境一4一採光と照明一 るのに昼間は窓その他の開口部から採光する。

ﾌ光が不十分なときや夜間は照明を行なう。採 同　上
光計画澄よび照明設計について述べる。

一騒音の防止一外部騒音などを防止するに

10 室内環境一5
齣實ｹの避止一

は、住居構造体、特に外壁などの隔壁、窓、扉な

ﾇの遮音性を高める必要がある。騒音に関する

賰b事項、構造体材料の遮音性能などに関する
同　上

事項を概説して騒音防止対策に役だてる。

一結露の防止一冬季暖房時などに、室内の

11
室内環境一6一結露の妨止一 壁、天井於よび床、さらに押入の内部などに結

F露が発生し、その表面に汚損を受けることが多 同　上
い。結露の発生機構を探り、その防止対策につ

いて述べる。

省エネルギー時代における住居の設備計画の

12
住居設備一1一太陽熱利用一 あり方について考える。まず、太陽熱利用の設

�Vステムを使っ：たいわゆるソーラハウスなど 本　間　博文
の研究を紹介する。

冷暖房設備、照明設備などの住居設備計画に

13
住居設備一2一省エネルギー手法一 澄ける省エネルギー手法について述べる。

東　　　修　三

廃棄物の発生と処理のバランスがくずれると、

14 廃棄物処理
住環境の悪化を招く。廃棄物の排出、その収集・

?揩ﾌ実状などを述べる。 本　間　博文

講義内容を総括し、住居の室内環境、敷地環
歯ならびに地域ゐ住環境などに関する重要課題

15 これからの住環境 を取り上げ、将来の方向を提起するb 東　　　修　三
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　　　　　　　　　　　　＝住居皿＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　　　一　　住　　計　　画　　論　一

　　　　　　　　　〔主任講師油鼠婆二二減点欝教授）〕

‘全体のねらい
　住居は住むための機械であると言われている。人間の行動に支障なくかつその行動を快適に安全に
営むことを可能とすることが最大の役割であると言って良いだろう・また、外部の環境を適切に調整
して人間の生命活動に最適なように環境を調整することも重要な機能である。住居班では住居1・∬
で学習した内容をふまえて、物としての住居が快適で利便性に富む住生活を可能とするための計画課

題を様々な角度から検討する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

住計画の目的g住空間の評価 清　家　　　清
（東京工業大学名誉

1 住計画とは何か 教授）

本　間　博文
（放送大学助教授）

寒冷地の住まい・熱帯地の住まい

2
風土と住計画一1 同　　上
一沖縄の住まい一

関東、中部地域の住まい

3
風土と住計画一2
鼕ｦ冷地の住まい一

同　　上

第2次大戦後の住宅平面の変遷

4 平面計画一1 同　　上

解放型平面と閉鎖型平面

5 平面計画一2 同　　上

人体寸法と空内空間

6 規模計画一1 同　　上

人間の行動や家具配置と適正規模

7 規模計画一2 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

清　家　　　清

8 安　全　計　　画 本　間　博文

材料の強度と住宅の強度

9 構造計画一1 同　　上

住宅に澄ける構造方式

10 構造計画一2 同　　上

住宅工法、一般構造

11 構造計画一3 同．上

住宅に澄ける怪我の実態とその防止対策

12 安　全　計　画 同　　上

住宅に関連した各種の災害の実態とその防止対

策

13 防　災　計　画 同　　上

住宅の耐久性、保守・修繕、住宅の管理、防犯

共同住宅に澄ける維持・管理の問題

14 住居の維持管理計画 同　　」二

今後の住宅の方向をいくつかの事例をもとに検
回する。

15 これからの住まい 同　　上
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＝・ ﾆ庭経営学＝（R）
　一これからの社会と家庭経営一一

　　　　　　　　　〔主任講師：今井光映（金城学院大学学舞）〕．

全体のねらい

　家庭経営はそれをめぐる生活環境から影響をうけ、適応を迫られるとともに：、他方では、そのあり

方が生活環境を醸成し、変えていく・これからの社会の動きの中で、家庭経営が考えておかなければ

ならない内在的、外在的諸問題をとりあげ、家庭経営がその本来の目的を実現するための問題解決：の

すじ道を考えることとする。

回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1
家庭経営の本質と
ﾚ的

　家庭経営は、最も根源的にして中核的なエゴ

Vステムである。それは何を本質とし、何を目

Iとするか、企業・国・自治体などの派生的な

Gコシステムとの関係はどうかなど、家庭経営
ﾌ根本問題を考える。

今　井・光映
i金城学院大学長）

2 家庭経営のシステム

　家庭経営はインプット、プ血セス、アウトプ

bト、フィードバックの4つのマネジメント要
fから成る。それら4要素の内容と関連を、具

ﾌ的な例で考え、合理的な家庭経営行動の基礎

ﾆする。

同上

3
家庭経営の意思決
閧ﾌ過程

　新しい家庭経営において「家庭経営とは意思

?閧ﾌことなり」と考えられ、意思決定こそ家

?o営の中核とされる。家政の意思決定のプロ

Zスを具体的な例をあげながら考える。
同　上

4

家庭経営に：澄ける

ｿ値とライフスタ
Cルの設計

　家庭経営のシステムに労いて、価値は最も中

j的なインプットとして意思決定のプロセスを

綷?ﾃけ、それぞれにライフスタイルを形成す

骭ｹとなる。価値の意義とその家庭経営への影

ｿの過程を考える。

山　口　久　子
i椙山女学園大学
@　　　　教授）

5
家庭経営と経済生

?ﾌ設計

　家庭経営の理論をふまえて、家族・個人のラ

Cフサイクルにそった家庭の経済生活の設計を

lえる。 同　上

6
家庭経営と食生活

ﾌ設計

食物・栄養の理論をふまえて、家族・個人の

宴Cフサイクルにそった食生活の設計を考える。

同　上

7
家庭経営と衣生活

ﾌ設計

繊維・衣料の理論をふまえて、家族・個人の

宴Cフサイクルにそった衣生活の設計を考える。

同　上

一215一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

「住まう」ことに視点をおいた、家族・引臥

8
家庭経営と住生活
ﾌ設計

のライフサイクルにそった住生活の設計を考え
驕B 小　澤　紀美子

i東京学芸大学：
助教授）

家庭や個人の生活時間の構造がどのような変

9
家庭経営と生活時
ﾔの設計・

化をたどっているか、またその変化の中で家庭

o営はどのような問題に迫られているかを考え

驕Bまたその有効な活用のためのマネージメン
同　上

トの方法を考える。

家事労働は、従来、時間的要素と身体的要素

10
家庭経営と家事労
ｭの設計

によって、労働生理学的に把握されてきたが、

ｻれに加えて、情感的と認知的の二つの要素を
ﾁえて、トータルにとらえられる必要がある。 同上
それとともに、それを経済的に評価する方法も
考えておく必要がある。

世界に類をみない早やさと水準ですすんでい

11
高齢化社会と家庭

o営

るわが国社会の高齢化によって、家庭経営がど

ﾌような影響を受けるかを自覚し、それに対応

ｷる方策を家庭経営の立場で考える。
山　口　久子

従来、家政の意思決定は経験：的に行われてき

たが、ハウ界ホールドコンピュータの開発によ

12
情報化社会と家庭

o営
って、それを科学的に行うことができるように

Xつた。ニューメディアの時代を迎えるに当：た
小　澤紀美子

って、澄こりうる家政の問題を考える。

、家庭経営がその目的を達成するうえで問題と

13
家庭経営と消費者』
竭

しなげればならないものに消費者問題がある。

ｻの背景構造を明らかにし、問題を解決するた

ﾟの生活環境醸成的な家庭経営を考える。
今井光映

今日の家庭経営をめぐる外部環境条件の大き

14
家庭経営と消費者

ｳ育

な問題として消費者問題があるが、その問題解

?ﾌ担い手として消費者教育を位地づけ、その

lえ方と方法を考える。

同　上

15
これからの家庭経
cを考える

今　井光映
R　口　久子
ｬ　澤　紀美子
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＝・ ﾆ庭経済学＝（R）
〔主任講師　今井西映（金城学院大学学長）〕

全体のねらい
　家庭は家族・個人が自己実現するために最も根源的なエコシステムである。その家庭の経済が現代

の経済社会の全体のシステムの中で、どのように関連しているか、また、個別経済としてどのような

行為法則をもっているかを認識する。さらに、キャッシュレス社会・高齢化社会といった新しい環境

条件に対応する家庭経済を考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済の安定と福祉の向上を図るためにとられ
るいわゆる混合経済のメカニズムを理解し、家

1
現代経済の構造と
ﾆ庭経済

庭経済が政府や企業とともに、どのように国民
o済の循環と成長にかかわるかを認識する。家

今　井　光　映

i金城学院大学長）
庭経済を、経済の循環の中でシステム的にとら
えることの必要性と重要性を考える。

家庭経済、とくに勤労者のそれの源である賃

2
賃金・租税と家庭

o済

金は、どのようなメカニズムや政策によって決

ﾜるのか、また、高負担社会を迎えて、そこか
迯ｷし引かれる税のシステムと政策は、国民経

山　口　久　子

i椙山女学園大学
済と家庭経済にどのような意味をもつのかを理 教授）

解する。

現代のインフレーションの発生原因とそのメ

3
物価・価格・料金
ﾆ家庭経済

早戸ズムを一般的に、また公共料金や一般商品

ﾌ価格の決定のメカニズムを理解し、

驪ﾆ・政府がそれぞれ、物価・価格・料金安定

同　　上

のために何をすべきかを考える。

競争的、寡占的、独占的な市場構造など、市

4
産業組織・マーケティ

塔Oと家庭経済

柔構造や市場行動の違いが家庭経済に一与える影

ｿについて考え、独禁政策を含む競争促進対策

ﾌ役割を理解するとともに、広告・宣伝などの

小　木　紀　之

i名古屋経済大学
@　　　　教授）

機能について家庭経済の立場で考える。

複雑かつ多様化した流通機構の特性と問題点

を解明し、流通組織、澄よび自由公正な取引

5 流通機構と家庭経済 き制度が家庭経済に及ぼす影響関係とその対策 同　　上

を考える。

家庭経済を組み立てる収入と支出にはそれぞ

6
家庭経済の構造と

цﾚ

れどのようなものがあるか、この両者のフロー

ﾌ構造関係、その移り変わりを理解する。また、

緖xというフローだけでなく、資産というスト

今　村　幸　生

i奈良女子大学教授）

ック関係についても認識する。

家庭経済を分析する手法、その分析の基礎資

料にどのようなものがあるか、さらに分析に必

7 家庭経済の分析手法 要な基本的な概念を認識する。 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 家庭経済の諸法則

　家計の支出のメカニズムおよび消費者行動に

ﾇのような定律性・法則性が認められるかを、

x出全体、ならびに費目別に認識し、生活設計

ﾖの資料とする。

今　井　光　映

9 家庭経済の理論

　家計における支出の決定メカニズムと消費者

s動を解明する古典的、ならびに新しい理論を

F識し、合理的家計支出行動の資料とする。 今　村　幸　生

10 家庭経済と家計簿記

　家庭経済の計数的把握の用具として家計簿を

ﾊ置づけ、その基本的な記入のシステムと手法

�wぶ。とくにキャッシュレス社会に向けての

Vしい家計簿を考える。

三　束　純　子

11 家庭経済の診断

　家計簿を記入するのは、記入のためではなく、

ﾆ庭経済の改善のためである。そのためには診

fが必要である。家庭診断の原則、目のつけど

ｱろ、ポイントを認識する。

三　束　純　子

i横浜国立大学教授）

12
家庭経済と生活設
vポリシー

　　ライフ・サイクルのステージに沿った私的個

E別的生活設計の考え方と方法を理解するととも

@に、社会の責任による公的社会的生活設計、す

@なわち生活設計ポリシーの必要性を認識する。
今　井　光　映

13
資源エネルギー制
�ﾐ会と家庭経済

　今後ますます厳しさを増す国際経済社会にあ
ﾁて、わが国経済の根幹の問題であり、国民的課

閧ﾅある資源・エネルギー問題が家庭経済に及
ﾚす影響を認識するとともに、個々の家庭経済
ｪ資源とエネルギーを有効に活用する方策を考
ｦる。

小　木　紀　之

14
キャ　ッ　シュレヌ

ﾐ会と家庭経済

　消費者信用制度の発達や銀行振替システムの

闥?ｻは、キャッシュレス社会の到来を思わせ

驕Bそれらの制度が家庭経済に及ぼす影響を認

ｯし、それに対応する家計管理方法を考える。
山　口　久　子

15
高齢化社会と家庭

o済

　高齢化社会の到来を目前に、この高齢化社会　　　　　　　1

ｪ家庭経済にどのような影響を及ぼすか、それ

ﾉ対して家庭経済はどのような生活設計をたて

ﾄ澄くべきかを考える。

今　井　光　映
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＝家 族 関 係・＝（R）

〔主任講師　森岡清美（成城大学教授）〕

全体のねらい

1・戦前から戦後をへて現在に至るまでの、日本家族の構造と機能にみられる変化を明らかにする。

2・日本の家族関係の現状を、、外国の家族関係と比較して考察し、その特色を明らかにする。

3．高齢化社会に澄ける家族関係の問題点を探り、それへの対策を検討する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

家族とは何か。その定義を述べ、家族関係の解
説に及ぶ。 森　岡　清　美

1 家　族　　と　は （成城大学教授）

家族・家庭・世帯、以上の3用語がどのように
して成立したかを、「家」の解体とのかかわりに

2 家族・家庭・世帯
おいて考察する。

同　　上

家族の基礎単位としての核家族の概念を検討し
核家族の2面性、核家族の世代関係を論ずる。

3 核　　　家　　　族 同　　上

核家族の異なる組み合せから、家族形成パター
ンである類型と、現実の家族構成を示す分類とを

4 家族の類型と分類 構築し、両者の関連に説き及ぶ。
同　　上

核家族化の意義を論じ、核家族率の上昇傾向と

その要因を考える。

5 核　家　族　　化 同　　上

家族規模（平均家族員数）縮小の傾向とその要

因を指摘し、外国との比較のなかでわが国を位置

6 小　家　族　　化 づける。 同　　上

ライフサイクルの概念、段階設定の推移、家族

7
家族のライフサイ

Nル

i類型ごとの段階設定を論ずる。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦前から現代へかけてのライフサイクルの変化、
およびその影響を論じ、ライフコースの概念の登

8
ライフサイクルの

ﾏ化
場に説き及ぶ。 森　岡　清　美

成長に伴う異性交際の発達、デイトの機能・逆
機能、異性交際の実態、について論ずる。

9 異　性　交　際
望　月　　　崇

i大正大学教授）

配偶者選択のメカニズム、配偶者選択の過程、

について考察する。

10 配偶者選択 同　　上

結婚の意味、結婚の機能、次代日本の結婚につ
いて論ずる。

11 結　　　　　　婚 同　　上

離婚の意味、離婚に対する社会の態度、日本の
離婚の動向、離婚の社会的背景、再婚の状況、を

12 離婚　・　再婚 論ずる。 同　　上

家族危機理解のためのABC－Xモデル、ご重
ABC一一Xモデル、マリジ・カウンセリング、に

13 家族　の　危機 ついて論ずる。 ・同　　上

親子関係と社会化、社会化としつけ、社会化の
過程、次代家族の問題点、について述べる。

14 子どもの社会化 同、上

女子就労の動向、とくに共働き夫婦の増加傾向
を指摘し、家族関係に対する主婦就労の影響を考

15 共働　き　夫婦
察する。 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

老入の諸欲求とその充足、老親扶養の2類型、
老親扶養の動向、社会的扶養の問題を説く。

16 老親　の　扶養 森　岡　清　美

r

即

DKの出現、居間の確立、座敷の消減、住宅の
小型化。洋風化に代表される住宅の現代的変貌を

17 家族　と　住　宅 説き．家族生活との関連を考える。 同　　上

冷蔵庫の普及、冷凍食品・インスタント食品等
の普及、外食の頻度上昇等の傾向を指摘し、家族

18 家族と食生活 生活とのかかわりを考察する。 同　　上

就労形態と家計、収入階層と家計、家計にかか
わる役割分担、家計と生活設計などを論ずる。

19 家族　と　家計 望　月　　　嵩

余暇の増加、余暇に対する意識、余暇活動の動
向を指摘し、家族生活とのかかわりを論ずる。

20 家族と余暇活動 同　　上

家族に澄ける地位と役割、役割期待・認知・遂

行、役割配分の規定要因、役割構造の変化を論ず
21 家族の役割構造 る。 森　岡　清　美

家族における権力と勢力、勢力構造の実態、勢
力関係の規定要因、勢力構造の変化を論ずる。

22 家族の勢力構造 同　　．上

駅情緒とは”家族の情緒構造、夫婦の伴侶性、親

子の情緒関係、を論ずる。

23 家族の情緒構造 望　月　　　嵩
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「家」の先祖、先祖観の変化、先祖祭祝の変化
家族の宗教性の衰亡、などを説く。

24 家族’と　先祖 森　岡　清美

親族関係、親族集団、同族と親類、親族関係の
変化、を考える。

25 親　族　　関　係 同　　上

村＝落的社会と家族、都市的社会と家族、家族の

変化と地域社会、住民運動の意義、を論ずる。

26 家族と地域社会 同　　上

産業化。都市化に伴う家族機能の衰退傾向を説
き、衰退への社会的対応に論及する。

27 家族機能の変化 同　　上

「家」意識の衰退と新しい家族意識の明確化、

規模拘束性から状況拘束性への転換に注目する。
28 家族意識の変化 同　　上

かつての未来家族論、更璽家族は消滅するか”、
気曳

ﾆ族はどこへ”：などについて考察する。

29 家族の　未来 同　　上

30 家族福祉と社会＝福祉 同　　上
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＝・ ｶ活福祉＝（R）
〔主任講師：仲村優一（放送大学教授）〕

全体のねらい

　この科目は、人間が社会生活を営む際に直面する生活上の諸問題にどんなものがあるか・そして・

それらに対処して問題解決を図ることを目的とする社会的諸施策はどうなっているか、また、その間

題点は何か、についての基本的理解をえさせることを目的とするQ中でも・社会福祉の制度と施策を

中心に、一個の市民として当然にもっていってよいと思われる知識を身につけてもらうことをねらい

としたい。

主な項圏

（1）人間の社会生活と生活上の諸問題（1）

②　人間の社会生活と生活上の諸問題（2）

（3）社会福祉の意味

（4）社会福祉と関連諸施策

㈲　社会福祉の展：開（1）　欧米

（6）社会福祉の展開（2）　欧米（つづき）

（7）社会福祉の展開（3）　日本

（8＞社会福祉の展開（4）　日本（つづき）

（9）社会福祉の制度と仕組（1）

⑩　社会福祉の制度と仕組（2）

⑪　社会福祉の制度と仕組（3）

⑫　社会福祉の制度と仕組（4）

㈹社会福祉の主な分野（1）概要について

αの　社会福祉の主な分野（2）公的扶助（D

㈲　社会福祉の主な分野（3）公的扶助①

法制のあらまし（D⑳

法制のあらまし①㈲

行財政の仕組（D

行財政の仕組㊥

㈹　社会福祉の主な分野（4）児童福祉（D

㈲　社会福祉の主な分野（5）児童福鮭①

⑬　社会福祉の主な分野（6）老人福祉（D

⑲　社会福祉の主な分野（7）老人福祉①

⑳　社会福祉の主な分野（8）障：害者福祉（D

⑳　社会福祉の主な分野（9）障害者福祉㊥

伽　社会福祉の方法（1）ケースワーク（i）

㈱　社会福祉の方法（2）ケースワーク㊥

　　社会福祉の方法（3）グループワーク

　　社会福祉の方法（4）コミュニティ・オーガニゼーション

鈴　社会福祉の従事者問題（1）

㈲　社会福祉の従事者問題（2）

劔　社会福祉施設の問題（1＞

㈲　社会福祉施設の問題（2＞

㈲　社会福祉と国際化
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＝母子保健＝（TV）
〔主任講師　古谷　博（放送大学教授）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　ヒトの出生は母の体内に澄ける卵細胞の受精という生物学的現象にはじまり、これに遺伝と環境が

からんで胎児の発育、分娩、授乳、育児という一連の過程を経て、人間としての完成の第一歩となる

ものである。この過程は内外の要因によってその安定が維持されているが、ここではそのメカニズム
についでのべ売い一

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
母と子の健康科学

ﾌねらい

　母と子の健康は入間の要点であり、この健康が
ﾛ持されるには多くの要因が複雑にからみあって
｢る。この微妙で巧み：な仕組みを理解することに
謔ﾁて入間誕生が祝福されることも意義も明らか
ﾉされよう。

古　谷　　　博

i放送大学教授）

2 生命のはじまり

　生殖細胞の起源、減数分裂、卵子の成熟と卵胞の発達、精子の成熟卵回数の推移、ホルモンと

r卵、受精のメカニズム、精子のキャパシテユシ
〟[ 刀A多精子受精防禦メカニズム

鈴　木秋　悦
i慶応義塾大学

@　　　助教授）

3 受精のメカニズム

　受精卵の分割と分化、受精卵と卵管環境、着床
O後の受精卵、子宮内膜と妊娠準備状態、胞胚の
`とはたらき、着床のメカニズム

同　　上

4 受精卵と胎盤

　胎盤の初期発生学、胎盤の構造とはたらき、羊
?ﾌはたらきと組成、妊娠期間に澄ける胎盤と羊
?A胎盤とホルモン、ヒトの胎盤の特徴。 同　　」二

5
母体・胎児・胎盤系

ﾌ相互関係

　胎児は胎盤を通じて母体との間に物質交換を行いながら成長する。また胎盤から産生されるホル

c唐ﾍ母児にさまざまな変化を及ぼしている。そ
黷轤ﾌ相互関係を述べる。

太　田　孝　夫

i帝京大学教授）

6 胎　児　の　発育

　胎児の体は三胚葉がまず形成され、次第に各臓

墲ﾉ分化し、それぞれが機能を発揮しはじめ、三
�ｶ活への適応のための準備を行っている。

同　　上

7
妊婦のからだと心の

ﾏ化

　妊婦の全身的並びに局所的変化、妊娠中の生理
I変化の聴入差、心の変化、妊娠を安定維持させ
驛＜Jニズム。

伊　藤　博之

i回路加国際病院

@産婦人科医長）
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回 テ　　一　　　マ
，　内　　　　　　　　容 担当講師

i所属・氏名）

妊婦をめぐる諸々の環境因子（くすり、放射線
嗜好品、ウィルス、細菌など）…

8 妊婦　と　環：境 人間社会とのかかわりあい（里帰り分娩、夫立
伊　藤博之

会い分娩、ラマーズ法、座位分娩など）

妊娠中のスポーツ．食事、性生活。高年婦人の
妊娠、若年婦入の妊娠、勤労婦人の妊娠，

9 妊婦　と　生活 同　　上

分娩はどのようにしてはじまり、胎児はどの様
にして分娩されるかを述べる。

10 分　娩　の　経過 太　田　孝夫

妊娠、分娩は生理的な現象ではあるが、かなら
ずしもすべて正常に進行するものではなく、正常

11 ’妊娠　と　胎児 から逸脱することがある。それを妊娠から分娩ま 同　　上
でにあらわれるものについて述べる。

妊婦から褥婦、授乳婦へのうつりかわり、全身
局所の身体的な回復、ホルモンの変化、母性のめ

12 産後の　回復 ぱえなどについてのべる。 古　谷　　　博

乳腺の発生と発達、構造と機能、ホルモンの作
用と乳腺の機能、母乳の生成と分泌、乳汁分泌の

13 乳　汁　　分　　泌 調節などについてのべる。 同　　上

子どもにとって母乳がいかに優れているか、母
乳栄養のすすめ方、母乳哺育と母子結合。

14 母　乳　哺　　育 奥　山　和　男

（昭和大学教授）

ライフサイクルに澄ける乳幼児期の位置づけ。

2～3歳頃までは環境因子が大きく影響し、2～

15 子　ど　も　と　は 3歳頃までの心身の成熟とともにその頃から社会 巷野悟郎
への参加としてのしつけや教育が始まる。総論と （東京家政大学教授）

して乳幼児を理解する。

ノ
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 胎児から新生児へ

　出生に伴うからだの生理的変化と新生児の身体的特徴・それに応じた新生児の養護のあり方について。未熟児についても触れる。

奥　山　和　男

17 母と子のふれ合い

　母と子のふれ合いと心の発達。早期接触の重要性。母子結合を促進する育児のあり方、愛晴遮断症候群など現在の母子関係の問題点。

同　　上

18 子どもの栄養

　新生児期をはじめその後の栄養（母乳栄養、人工栄養、および離乳から幼食）の問題にふれるその中で特に肥満、ヤセ、牛乳嫌い、小食などの点をとり上げる。

　川　崎　富　作

i日赤医療センター

@　　小児科部長）

19 子どもの身体発育

　身体の形態的成熟過程とその評価の意義及び評価の具体的方法について述べる。肥満、ヤセなどについても述べる。

　高　野　　　陽

送ｧ公衆衛生院
齔ｫ小児衛生学部長）

20
子どもの運動機能

ｭ達

　乳幼児期の運動機能の発達過程とその評価判定について述べる。運動機能を順調に発達させる養育のあり方を考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

同　　上

21 泣き声と言葉

産声から哺語、その後言葉へと発達していく段
Kを、母と子、環境などとのかかわりで考える。
ｾ葉の発達の聴くれ、どもりなどにもふれる。 巷野　悟郎

22 子どもの生理機能

　乳幼児の生理の主なものについて、特に体温、すい眠、排泄などについて述べる。

同　　上

23 子どもと個入差

　子どもの身体には、顔が各々違うように一・人一
lにそれぞれ個人差があり、その個人差により羅患傾向や疾病の重いか軽いかが違ってくる。この

_を体質と併せて述べる。
川　崎　富　作
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子どもは新生児、乳児、幼児と発育していくが
その発育に応じて病気の種類、現れ方とも違いが

24 子どもの発育と病気 でてくる。この点を免疫の発達、また予防注射に 川　崎　富　作
よる病気の予防につき述べる。

子どもの健康が環境と大いに関係する。この中
で、遊びの問題、事故の問題などについて述べる。

25 子どもの健康と環境

、

同　　上

環境に適応するための日常生活における問題点

を考え、健康増進にふれる。ことに自律神経系の

26 子どもの健康増進 働きの年齢的推移の解説と、生活とのかかわりに 巷　野　悟郎
ふれる。具体的にはうす着、乾布まさつなどがあ
る。

こどもが社会生活に適応し順応していくための
日常生活のあり方、いわゆる「しつけ」について

27 子どもと生活 のべる。 同　　上

現在実施されている各種健康診査・保健指導を
はじめ、こどもの健康のために社会がいかに係っ

28 子どもと社会 ているかを述べる。子どものための施設などの紹 高　野　　　陽
介。

乳幼児の集団保育の意義とあり方について述べ
る（特に、集団保育に澄ける健康管理・事故防止）

29 集　団　保　育 また、保育の具体的内容や家庭保育での関連につ 同　　上
いても考える。

全体の項目についての補足、まとめをする。

30
母と子どもの健康

�lえる
古　谷　　　博
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一成人の保健一成人期・壮年期の健康科学＝　（TV）

　　　　　　　〔主任講師1本間日臣（放送大学教授）〕

全体のねらい

　母子健康科学・少年期・青年期の健康科学につづき、一生の中で：最も生産活動の盛な成人．壮年期

の健康科学であ久次の老年期健康科学へ続くものである。健康保持や成人病の予防は、生活様式
（食事・運動・休養睡眼、働き方、嗜好品など）と密接に関係するので、日常生活の中の刺激に対

する生体反応の理解を目標として解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

成人期・壮年期健
　成人期・壮年期の健康科学講座では、日常生活でわれわれが直接経験する様々のエピソード

1
康科学序論
注Nの指標として
ﾌ検査値の読み方

を取り上げ、その際の生体反応のメカニズムを解説し、それを積み上げて全体としてこの年代の健康についての知識がまとまるように企画した◎まず検査値に影響する諸因子について述べる

本　間　日　臣

i放送大学教授）

2
日常生活における
ｶ体反応統御のメ
Jニズム　（1）

⊥ｰ　と　覚醒

　睡眼の覚醒のメカニズムとパターン、その周

﨎ｫに伴なう自律神経系、呼吸循環系、内分必

緕ﾓ系の日周リズムと健康保持に：関わる意義と

�рﾉついて解説する。
同　　上

〃　　（2）

　運動を負荷するとからだの中でどのような反応が澄こるか、その功罪、安静時にはからだの

3 運動・安静と生体 中でどのような反応が澄こるか、その功罪につ 同　　上

反応 いて述べる。

4

　　〃　　（3）

Xトレスおよび疲
Jと生体反応

　ストレスは一般に生体に有害な刺激と受けとられているが、広義のストレスは、生命維持、からだの成育に必要な刺激ともいえる。ストレスに対しどのような生体反応が診こるか、また疲労とはどのような状態でどのような変化が生じているかを解説する。

吉　田　　　尚

i千葉大学教授）

5

〃　　（4）

　肥満とは何か、肥満の原因とは何か、肥満時に：呼吸、循環、代謝などの諸機能はどのように変化しているか、肥満にどのように対処すべき

同　　上

肥満の生理学 かについて述べる。

食物の消化吸収のメカニズムとそれに影響を
〃　　（5） 及ぼす諸因子、消化をよくする食べ方、腸内常

6 食事・飲酒と生体 在菌業の役割、アルコールと生体反応について 本　間　日　臣

反応 解説する。

入浴・水浴に際して、体温、呼吸、血圧、心
〃　　（6） 拍、血液、消化機能、自律神経機能はどのよう

7 入浴・水浴と生体 な刺激を受けどのように反応するかを解説する。 同　　上

反応
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日常生活に：おける 外傷すなわち生体組織の損傷の種類は広義で

8

生体反応統御のメ
Jニズム　（7）

は多収にわたるが、日常生活で遷遇する創傷を

?Sに局所反応と全身反応発生の機序、すなわ

ｿ生体防御反応発動のメカニズムを解説する。、

香　月　秀　雄

i放送大学長）

外傷と生体反応
ザ

潔　　（8） 高地・高所への移動、大気汚染、喫煙の際に：

環境と生体反応① みられる生体反応を解説する。

9 本　間　日　臣

高地・大気汚染・
喫煙の影響

〃　　（9） 日常生活の大部分を占める家庭と職場という

環境と生体反応② 環境内の多種多様の刺激因子と生体反応の解明
丸井　英　二

10

家庭・職場と生体

は健康保持または増進に大きな意義がある。こ

黷轤ﾉついて述べる。
（放送大学客員助教授

反応

病気に：ついては深く触れないが、病気の際に

〃　　⑩ どのような生体反応が澄こり、その際に用いら

11 病気と薬剤と生体 れる薬剤がからだの中でどのような反応をおこ 本　間　日　臣

反応 し、効果をあらわしたり副作用を示すかについ

て述べる。
，

生体のバイオリズムは、1年、季節、1月1

〃　　⑳ 日を周期とするものの他、瞬時も絶えることの

12 ジェット症候群 ない律動的リズムなどいろいろある、いわゆる 本　間　日　臣

（時差ボケ）の成因 時差ボケの成因を生体バイオリズムの立場から

眺めてみる。

人類の約9割は右手利きであるかそれはなぜ

13
生活高士と疑義・

ｶ悩

だろうか、手足をふくめ人のからだの形は左右

ﾎ象にみえるが、諸機能は左右同じではない。

E悩と左悩の機能の違いと生活々動との関わり

朝　長　正徳
i東京大学教授）

に：ついて考える。

女性の生殖期から生殖不能期への移行期にあ

14
更年期女性の生体
ｽ応の変化

たる更年期（閉経期）には、からだの中でホル

c燈ｪ泌の変化が澄こり、いろいろの不定愁訴

ﾌ原因となる。これらについて解説する。

古　谷　　　博

i放送大学教授）

成人病や老年病の多くはライフスタイル病佳．

ライフスタイルと 活習慣病）と呼ばれる程、長年にわたう生活様

15
健康
ｬ人・壮年期健康

式を背景として発生する。これ迄述べてきた日

岦ｶ活における生体反応をふり返り、健康の維

本間　日　臣

科学のまとめ 持増進への方策を考える。
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　　　　　　　　　　　　＝＝老入の保健＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：本間日臣（放送大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　　　　一老年期の健康科学一

全体のねらい

麟緯欝嘩丁丁三業最騨糠三巴欝響三一
羅撫麟頸綱騨の磁自己同司性の完成の時馴目当するこの年代唯康についで

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本学の一連の健康科学講座の構成からすれば、

1

老年期の健康科学

?_
ｬ講義のねらい

老年期の変化も、乳幼児、少青年、成壮年と続い

ﾄきた加令変化の一部であり終着像であるが、老
ｻが特に関心を呼ぶのは、からだの衰滅へつながる直接の前段階であるためであろう。本講義作製

本　間　日　臣

i放送大学教授）

の・基本方針と順序を説明。

老化のメカニズムは現在でも未知であり、昔か

2
老化とは

齪V化の諸学説

ら多くの学説である、大きくわけて内因性の遺伝

q説、ホルモン説などと外因性のストレス説、放
ﾋ線説などである。これらにつき解説し、それを

朝　長正　徳
i東京大学教授）

現代科学の進歩から批判し、老化研究の現状にっ
いて述べる。

老化度測定の基礎となる老化のパラメーターに

老化度の測定につ つき列挙し、その意識につき解説する。また、種

3 いて

鼬沚ｸ値のよみ方

々な臨床検査値のよみ方で、老入と若年者ではどの様に異なるかについて述べ、老年者での代謝機

¥についてもふれる。

同　　上

細胞はからだの細小構成成分であるが、すべて

臓器・組織の変化 の臓器組織の細胞が同じ速度や同じ様式で変化す

4
（1）

@細胞の変化

るわけではない。神経細胞は生後分裂を停止し数は増加しない。血液細胞は一生分裂をくり返し産生され続ける。肝細胞は損傷後再生修復される。

本　間　日　臣

この多様性を中心に解説。

夜眼が覚める。短時間記憶力（物忘れ）の低下、

臓器・組織の変化 運動機能の低下などを糸口として運動神経を中心

5
（2） に解説する。

朝　長正　徳
神経系の変化1）

老入のドライブ事故の多発を糸口として、視野

臓器・組織の変化 の狭窄、難聴の原因、味覚や臭覚の低下、足のし

6
（
3
） びれなど知覚の低下を中心に解説する。

同　　．上

神経系の変化2）

階段や坂の上昇時の息切れ、足のむくみ、聴入

臓器・組織の変化 眠時のせき・たん、夜尿など日常の変化を導入部

7
（
4
） として呼吸循環：系の加令変化と反応を解説する。

本　間　日　臣
呼吸・循環系の変
化
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

臓器・組織の変化
i5）内分泌代謝機能の

ﾏ化

　一寸したはずみで骨折する（骨粗血症）現象か
轣A一般の代謝機能、内分泌機能の老化の解説に
?ﾁていく。 朝　長正　徳

9

臓器。組織の変化
i6）

ﾁ化機能・腎機能
ﾌ変化

　肝毒性、腎毒性のある薬剤投服用時の注意から
ﾌ細胞、腎機能の変化の解説に入る◎栄養につい
ﾄもふれる。（8．9にはFroUd　s　yVのPhysiol
盾№凵@of　CaU　Aging　Kbrger五984　James　OFWの

f馳strointestin抗1　and：Fiver　func纐on　in　1⑪t
`ge　Clihics　in（訟stro　enterolgy　v◎1　12　Na　3

o671という参　圭があります

同　　上

1⑪

臓器・組織の変化
i7）

h御・免疫機能の
ﾏ化

　高葉者の死因の第1は、抗生物質の発達した現
ﾝでも肺炎である。このことは何を意味するか。
ｱれを中心に老年期の防御・免疫機能がどのよう

ﾉ変化しているかを考える。
本　間　日　臣

11 外見　の　変　化

　顔つき、しわの部位とでき方、しみ、爪の変化
g長の短縮、姿勢、皮下脂肪の減少など外見の変
ｻを竜たらすメカニズムを中心に外見のみならず
ｩらだの内部　どのような変化が生ずるかを、こ
黷ﾜで解説してきた諸臓器組織の変化をまとめつ

ﾂ考える。

同　　上

12
知能の老化とボケ（1）

齟m能老化の特徴

　高令になると嬢もの忘れ”がひどくなり認知機
¥は低下してくる。いわば知能の老化である・そ
ｱで年をとると終局的にはすべての入がボケにな
ﾁてしまうのか、という設問が於こる。本項では
ﾜず知能の老化の要因にふれボケとの差違を論ず
驕B

　長谷川和夫
i聖マリアンナ大教
�j

13
知能の老化とボケ（2）

@“ボケとは？”

　ボケ（痴呆）とは成人に澄こる知能障害である・
ﾊ常脳器質病因を基礎にしておこる。痴呆の診断
譓?�ｾらかにして、ボケと類似の症候を呈する
ﾓ識障害やうつ状態との鑑別点を指摘する。また
{ケの客観的評価スケールを紹介する。

同　　上

14
知能の老化とボケ（3）

齣ﾎ応と予防一

　痴呆は、多様な原因疾患によっておこるので、
ﾂ別的な原因疾患の治療が三一の対応である。こ
ﾌ：なかでアルツハイマー型痴呆は原因不詳のため
繩w的対応がむずかしい。主体となる介護の原則
ﾉついて述べる。社会的対策と予防についてもふ
黷驕B

同　　上

15

老年期の光と影一自己同一性の完

@成とその栄光

　人の肉体は有限であり、肉体諸機能は思春期前
繧�ｸ点として弱化して行くが、精神活動は60
ﾋ以後まで上昇を続け、老年期に澄いて高揚する。
ｩ己同一性の完成それが老年期の栄光である。上
閧ﾉ美しく老いる為には、それ迄の各年代の健康
Iな生命の燃焼が必要である。

本間甘臣
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（参　　考）

＝入間のからだと健康＝
　　　　　（保健シリーズ）

全体のねらい

　胎生期から老年末期までの生体の形態学的、生物学的、心理学的経済変化の理解を基礎として、家

庭・社会、職場。都市、自然現象の環境における多種多様の刺激因子と生体との不断の反応のメカニ

ズムについての判断力を養成する（付図参照）。それによって日常め健康管理、食事、栄養、習慣、運

動、病気・外傷：などの際の対応について、理性的かつ理論的な行動がとりうる教養入の育成を目指す。

主な三三・

母子保健（周醐保健）・乳幼児保健、・j＼児学童鹸（欠〉清少年保徳成入保三都保健、

〔乳幼児心理〕〔青年心理〕〔老入心理（欠）〕、加令（欠）

〔環境衛生〕、〔精神衛生〕　　　　　　　　　　　　　　（保健の用語は将来健康科学となる。）

　　　〔　〕内は関連科目

　　　欠：設置審申請時項目中欠の意
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　　　　　　　　　　　　＝青少年の保健1＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一学三期の保健一

　　　　　　　　　　〔主任講師：撫竪韓翻〕

全体のねらい

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 少年期の健康科学
本　間　日　臣

i放送大学教授）

ﾛ　井　英　二
i東京大学講師）

2 学齢期の心身の特徴

　少年期は学校で生活をする学童期でもある。この時期の身体と心について、概括的に展望し、今後の講義の前提となる知識を整理する。

高　石　昌　弘

i東京大学教授）

3

少年期のからだの
ﾏ化（1）

齒ﾁ化器、呼吸器を
@　　　　　中心に一

　少年期は消化器や呼吸器についての質的変化は少：ない。しかし、身体全体の発育に伴い、その量的変化は著しい。これについて構造と機能の両面からみていく。

馬場　一雄
i日本大学教授）

4

少年期のからだの
ﾏ化（2）

齔_経系、感覚器、

@　　　　　歯など一

同　　上

5
少年期のからだの
ﾏ化（3）

齒z環器を中心に一

　循環系に関する基礎的な知識について解説し、循環系および腎機能の変化と、この時期にみられる病的変化についての講義をおこなう。

阿　立葉　一
i東京大学講師）

6
少年期のからだの
ﾏ化（4）

齒ｭ年期の性的発育一

　人間に男女の性差があるのはなぜか、性はいかにして決定されるか。その結果、思春期はどのよ

､なメカニズムで発現するのか。生物学的な基礎
m識を紹介する。

　玉田　太　朗
i自治医科大学教授）

7
少年期のからだの
ﾏ化（5）

皷^動器を中心に一

　学童の骨折が話題になることが多いが、その根拠はあるのか。人体の構造から、骨折はいかにして生ずるか、またその予防策について述べる。

　杉　浦　　　勲

i名古屋大学助教授）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
少年期のこころの

ﾏ化

　少年期には身体上の変化に比べ、こころの変化
ﾍ著しい。乳幼児期から学童期まで、それぞれの
條冾ﾉ特有の精神的課題を抱えている。子どもに
ﾆっての環境の変化と対応させて考えていく。

小　倉　　　清

i関東中央病院

@精神科部長）

9 身体の右と左

　身体は一見すると左右対称のように見えるが、

謔ｭ観察すると決してそうではないことが理解で
ｫる。脳の左右両半球の機能差から幼少年期の環
ｫ、言語、文化に言及する。

角　田　忠　信

i東京医科歯科

@　大学教授）

10
保健環境としての

ﾆ庭

　家庭は子どもにとって最も重要かつ身近な環境
ﾅある。健康問題発生の場、健康保持増進の場、

注N問題解決の場としての家庭の重要性について
lえる。

江　ロ　篤　寿

i筑波大学教授）

11 子どもの食事と栄養

　学童期は身体の量的変化の著しい時期であり、

ｻれを支えるための栄養について考える。さらに、
ｱどもの生活のなかでの食生活の役割についてふ
黷驕B

金子佳代子
i女子栄養大学講師）

12 学校における保健

　学校保健は保健管理と保健教育とに分けられる。
ｱこでは、それにとどまらず、学校という場に澄
ｯる健康問題、さらに、子どもたちの生活、成績
ﾆの関連のなかで心身の健康について調査結果を
�ｦて考えていく。

小　倉　　　学

i茨城大学教授）

13 学　校　給　　食

　学校での生活のなかで学校給食はいかなる意義
�揩ﾂか、またその内容はどうか。子どもの食環
ｫの変化と併せて、「食」について考える。 　茂　木履　枝

i実践女子大学教授）

14
青少年期の健康と

ﾐ会環境

子どもの健康は生物学的に理解されるだけでな
ｭ、ひろく社会的存在としてとらえなければなら
ﾈい。青少年の健康問題は同時に澄となの問題で
烽?驕B広い視野から健康を見直していく。

中　江　公　裕

i三三医科大学

@　　助教授）

15 青年期への移行

　少年期から青年期への移行期として白白期をと
闖繧ｰ、身体的成熟の側面と健康についてふれる。

ｬ熟の男女差もトピックとなる。 高　石　昌　弘
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＝青少年の保健丑一（R）
〔主任講師：本間日臣（放送大学教授）　　　　　丸井英二（東京大学講師）〕

全体のねらい
　この科目では、青少年の保健α）に引き続き、一一生にわたる健康科学の一環としての青年期を扱う。

この時期は、身体的にほとんど記入と変わらないほどに成長している。しかし、環境が拡大していく
につれ、精神的：な問題が様々な形で生じてくる◎従って、生物学的：な側面だけでなく、心理的、社会

的な側面にも注目していく。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

身体的にみると、質的：な変化は少ない時期であ

青年期のからだα） るが、成熟に向かう上での問題がある◎また、遺 本　間　日　臣

1 諸機能の成熟と諸
伝的：な要因が環境との相互関係の中で、青年期の

ﾂ体の健康に与える影響についても．身体の全般

（放送大学教授）

ﾛ　井　英　二
問題 的特徴に触れながら解説する。 （東京大学講師）

青年期には男性と女性との差が様々な面で目立

2
青年期のからだ（2）

j性を中心に

ち始める。ここでは男性の身体的な成長のこの時・期の特徴について解説する。

白．井　将，文

i東邦大学教授）

女性では10代後半から20代前半にかけて．

3
青年期のからだ（3）

乱ｫを中心に

女性特有のからだの変化が見られる。この時期を
?Sに確説する。

林　　　謙　治

i公衆衛生院

学校衛生室長）

青年期の身体的特徴は、ホルモンによって支配
青年期のからだ（4） されるところが多い。第二次性徴、第三次性徴を

4 思春期発現のメカ

jズム

も：たらす仕組みについて、身体の機能の側面から

�烽�ﾁえる。

　玉　田　太　朗

i自治医科大学教授）

青年期は、からだ以上に、こころの問題の多い
時期である。さまざまな環境に適応し、その中で 小　倉　　　清

5 青年期のこころ（1＞ 自己の確立を図らなければならない。このような
條冾ﾌこころの変化について解説する。

（関東中央病院

@精神科部長）

前回に続いて青年期のこころについて、いくつ
かのトピックを中心にさらに理解を深める。

6 青年期のこころ（2） 同　　上

からだとこころは、別のものであり無関係に

青年期のこころと 機能すると考えられることがある。しかし、実際

7 からだ
ｻの相関に注目して

には、この両者は密接に関係を持って澄り、互い
ﾉ影響を与え合い、一体であるということさえで
ｫる。その相関について、ダイナミズムが特に顕

同　　上

著な青年期を対象に考えていぐ。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
青年期の体力と

@　　　スポーツ

青年期には体力の伸長が著しい。からだの変化
ﾆスポーツの役割とを、あわせて考えていく。

武　藤　芳照
i東京大学助教授）

9
思春期の問題行動

ﾆ相談

　思春期には非行、いじめをはじめとするさまざ
ﾜな問題行動がある。こうした問題についての相
kはどのような場面で．どの様な内容で、どのよ
､な解決がありうるのかについて、多面的に扱う

江　幡　玲　子

i思春期問題

@研究所研究員）

10 青年期の栄養と食事

　この時期は男女共に成人とほぼ同様の生活とな
ﾁて行く。しかし、その後の人生の健康を左右し
ﾄいく食生活習慣のあり方を考えていく。 　金　子佳代子

i女子栄養大学講師）

11 学生生活と性の問題

　学生生活に澄いても様々な問題がある。それら
�沒｢し、中でもこの時期に問題となる性の問題
ﾉついて、学校という場の特殊性を考慮して考え

ﾄいく。

武　田　敏　夫

i千葉大学教授）

12 青年と労働環境

　青年が職を得ていくことは、新たな物理的、化
w的あるいは生物学的環境に入ると共に、それま
ﾅに経験しない人間環境にも触れることになる。
ｻうした環境の変化にどのように対応し、適応し
ﾄ行くか、その過程を解説する。

滝　川　　　寛

i三重大学助教授）

13
青年期のライフス

^イル
�ﾆタバコを中心に

　いわゆる成人病は加齢にともなって発生するが
ｻれにはライフスタイルが大きく：影響する。この

宴Cフスタイルは成人期になる以前に出来上がる
ｱとが多い。そうした習慣形成について、酒とタ

oコを中心に論ずる。

片　本町　郎
i東京大学助手）

{　間　日　臣

14
青年の健康と社会
ﾂ：境

　健康は身体内の現象であるのみならず、様々な
ﾂ境との不断の相互関係の上に成立している。そ
ﾌ中でも、社会環境はきわめて広い範囲で青年を
謔闊ﾍみ、生活の中で健康を考えていくために益
X重要となる。

中　江　公　裕

i独協医科大学

@　　助教授）

15

少青年期の健康科

w（まとめ）

　これまで、少青年期の健康について考えてきた
ｱの時期を一生を通じての健康科学の中に改めて
ﾊ置づけ、青年期の意義について再考する。

本　間　日　臣

ﾛ　井英二
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　　＝精神衛生＝（R）
　主任講師：挾間秀文（鳥取大学教授）〔
　　　　　　　織田尚生（放送大学助教授）

〕

全体のねらい

精神医学旧び鰍心理学の応用科学である糊楠生学を、主に精渤動的立場から講義する、心

の鯨雛についての科学である榊衛生の即詰よび応用略方面題って鹸討を大口える。その
際・人文諸科学特に文化人類学や宗教史三等との学際的領域にも留意する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

心が健康であるとはどのような状態をさすのか

1 心の健康とは
を検討し、精神衛生の全体像を概観する。

挟　間　秀　文

（鳥取大学教授）

正常が異常と切り離されるものでなく、両者の

2 正常　と　異　常
関わりの下にはじめて健康な生活を送ることが可

¥になる。この点について、精神力動的な見地か 河　合隼　雄
ら述べる。 （京都大学教授）

精神衛生の歴史について述べ、現代社会の諸特

3 現代社会と精神衛生
性についても触れる。

織　田　尚　生

（放送大学助教授）

心因性の心の障害を通して、入間の健康な生き

4
心の障害と入間の
ｶき方（1）

方を考える。

挾　間　秀　文

内因性の心の障害を通して、人間の健康な生き

5
心の障害と入間の

ｶき方⑪

方を考える。

同　　上

現代の家族の人間関係とその問題点を取り．上げ、

対策について検討する。 吉　本千鶴子
6 現代　の　家族 （国立京都病院i

非常勤医師）

入間の心に内在する父性と母性について述べ、

それらがどのように子どもの心の発達に影響を及
7 父性　と　母性 ぼすかについて検討する。 織　田　尚　生
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
乳児期・幼児前期

ﾌ心の健康

この段階の心の発達とその問題点について論じ

驕B

@　も

山　中　康裕
i京都大学助教授）

9
幼児後期．学童期

ﾌ心の健康（D

　この段階の心の発達とその問題点について論じ

驕B

同　　一上

10
幼児後期．学童期

ﾌ心の健康⑪

事例について検討する。

同　　上

11
思春期・青年期の
Sの健康（1）

この段階の心の健康とその問題点について論じ

驕B

村瀬孝雄
i立教大学教授）

12
思春期・青年期の

Sの健康⑪

事例について検討する。

同　　上

13 油入期の心の健康（1）

成人期の心の諸課題をいかに達成するかについ

ﾄ、またその困難について述べる。 　小　川捷之
i横浜国立大学教授）

14 成入期の心の健康⑪

事例について検討する。

同　　上

15 老年期の心の健康（1）

　老年期をいかに生き抜くかについて、精神力動

Iな立場から述べる。心の異常についても触れる。 小川捷之
D　田　尚　生
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

事例について検討する。

16 老年期の心の健康⑪ 小　川　捷　之

入間関係論から見た職場での入と入との関わり
について検討を加える。

17 職場の声問関係 三　隅　二不二

（大阪大学教授）

事例を取り上げながら、異文化の中に暮す場合
の心の健康を考える。

18 海外生活と心の健康 稲　村　　　博

（筑波大学助教授）

睡眠や夢と心の健康との関わりについて検討す
る◎

19 睡眠と心の健康 川　原　隆　造
（鳥取大学助教授）

アルコールとの関わりから見た人間の心につい
て検討する。

斉藤　　　学
2⑪ アルコールと人間 （東京都精神医学

研究所）

薬物乱用者の心理と現代社会との関連性につい
て論じる。生理学的側面についても触れる。

21 薬物乱用と入間の心 佐　藤　光　源

（岡山大学教授）『

文化と心の健康との関係を文化人類学の立場か
ら述べる◎

22 文化と心の健康 祖父江孝　男
（放送大学教授）

心的危機において宗教の果す役割とその両義的
価値について述べる。

23 宗教と危機の心理学 織　田　尚　生
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自殺と入間の心との関わりについて検討する。

24 自殺と人間性 稲村　　　博

精神薬物が入間の心に与える影響を通して、心
について考える。 小　椋　　　力

25 精神薬物と八間の心 （琉球大学教授）

力動的心理療法学の立場から見た入間の心につ

26
心理療法から見た

?ﾔ

いて検討する。

織　田尚生

行動療法学から見た入間の心理について検討す 山　上　敏子
る。 （国立肥前療養

27 行動と人問の心 所行動科学セ

ンター所長）

人間の責任能力について心理学的立場から述べ

28
精神の健康と責任

¥力

る。

挾　間　秀　文

D　田　尚　生

心の衛生と地域社会との関連について触れ、精

29 地域社会と心の健康

神衛生センターや児童相談所など関係諸機関につ
｢て述べる。 増　野　　　肇

i栃木県精神衛生
センター所長）

河　野　博　臣

30 生と死の心理
（河野胃腸外科

繪@長）

織　田　尚　生
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＝・

　　〔主任講師：香月秀雄（放送大学長）〕

全体のねらい’

ら灘白竹緯驚罐墜欝矯輪転欝雛瓢鰹孕激
蕎磯雛灘警齢た社会を維持す鱒往々にして働の身心囎を及甑人

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 病　気　　と　は

　健康と対比されるものとして病気が定義される。そして健康はしばしば身心の安寧なる状態として理想的に捉えられるが、生物としての人間は精神的にも肉体的にも常に平衡状態を保つための変動の中に生命を維持している。その平衡状態の破綻を病気と考えるべきであろう。

香　月　秀　雄

i放送大学長）

2
病気と人間との斗の歴史

　人間同志の斗い、動物との斗い、自然災害等による外傷は因果関係の明らかなものとして古ぐから手当ての対象とされたが、原因の不明な

J鮭獲≡そ醒鮭雛護瀬単票涼茜に近づく端緒は伝染性疾患の流行にあった。 同　　上

3 病気の原因と成立 同　　上

4
病気を診断するこ
ﾆ

　病気によって起る個体の変化を外見から捉えることはそれ程困難でないが、内部に隠されたものの変化を知ることは決して容易ではない。而しこれは病気の診断、治療に必須の條件になる。近世に発達した各種の検査法は病気を診断する上で大なる貢献と共に：弊害も生じた。

同　　上

5 病気の症状と分類 同　　上

6 科学の参入’

　目で捉え確かめることが顕微鏡の出現でより微細なもの、病因となる微生物の存在を明らかにしたが、更に生体臓器の活動に：伴う電流の把握・放射線の医学分野への参入、生理学、生化学の関与は病態のみならず、生命現象の解明に灯をともす反面医学と医療との乖離をも伴った。

同　　上

7 医学　と　医療 同　　上
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回 テ●　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 心　　と　肉　体

　科学の発展により人間の機能を機械的に：捉え、

Xに分子レベルの追究は肉体を物質として捉え

驍ﾉ至っているが、心の存在はどのような科学

I追求の目標になっているのか。

織　田　尚　生
i放送大学助教授）

9 心　　の　　病　気

　解明することの困難な心の病気とはどのよう

ﾈものか。

同　　上

10 病　気　と　経済

　病気は個人に：とっても家族、更に社会に：とっ

ﾄも経済的な問題と深い関わり合いを持つ。
伊　東　光　晴

i京都大学教授）

11 病　気の治療

　多くの病気の原因が次第に明らかにされてき
ｽ現状では、治療は多分に科学的根拠を持つに
鰍ﾁてきたが、生体のもつ自然治療力に頼る対
ﾇ療法以外の薬物療法、外科療法その他各種の
ﾃ法は常に功罪を伴うもので、個人の資質：、そ
ﾌ人の置かれた環境等に左右される。

香　月　秀　雄

12 治療の適応

　病因と治療手段とは常に：直結するものではな
｢。個人としてもその人の生理的條件が捉えら
黷ﾄ治療手段が撰択される。また病人を囲む家
ｰ、社会的條件はその撰択に充分に配慮されな
ｰればならない。病気の治療は治療手段の撰択一治療適応一により可否が決定する．

同　　上

13 加　令　と　病　気

　人間の生成から発育そして老化、死という
�ｯることのできない一生の過程の中に入り込
ﾞ病気は、生後の環境に適応する時期と老化の
條冾ﾉ大きな負担となる。特に老化に伴う調節
ｫ状の衰えは軽い病変も悪化する傾向があり合
ｹ症も起し易い。

同　　上

14 病気の予　後

　病気の成り行きを予後と言い、病気の種類、

@能、治療の方法に加えて個人の資質、生活環

ｫ等が予後に関連し、どの病気がどのような経

ﾟをとるかは一概に決めることが困難である。

同　　上

15 人間の病気と社会

　病気が人間の生活に：落とす影は微妙である。

ｻの人の心と肉体に何等かの痕跡を残し、行動

ﾉも影響与え、人集団、社会組織にもこれが反

fしてくる。病気は個人のものであると同時に

ｻの人の住む社会の問題でもある。

同　　上
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　　　　　　　　　　　　＝衣生活概論＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：矢部章彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　？？生活の中の衣服”という視点から・今日の衣生活にかかわる諸問題を、多くの事例をあげて通観

するご

流れ備を・衣服回る燗（2～5回）、衣生活を支える科学（6～・4回）に大別し。蘇ぞ、

れの立場から概説し・さらに高度な専門への橋渡しとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 生活の中の衣服

　衣服は入体を隠すとか、寒暑を防ぐという単純な道具立てではない。むしろ着る人間がその

ｪ源にある。衣生活のもつ意味を、原点に立帰

矢　部　章　彦（放送大学教授）

�@井　豊：子（都立立川短大教授）

って吟味してゆく筋立てを、種々の観点から予

嵩Iに述べる。

　　池　三　三三（お茶の水女子

大学助教授）

入間にとって衣服とはどのような役割を果す

2 衣服の　意味 ものなのか。われわれは衣服を着ることに：よっ
矢部章　彦

て、どのように自己を他人に示しているのだろ 小　池　三　枝
うか◎衣服を着ることの意味を考える。

特に礼服や制服のように、社会の慣習や制度
によって定められた衣裳を着るとき、堅苦しく

3 衣服のかたち 窮屈と感じる人もあれば、逆に心地よく思う人 同．上
もある。衣服のかたちとそれを着る人間の心情

のさまざまな関係を考える。

衣服から受ける印象の中で、色の果たす役割

はきわめて大きい。日本独特の色、季節をあら
4 衣服の　色（1） わす色、官職や地位を示す色などをとのあげ、 同　上

衣服の色に託される心情について述べる。

衣服につけられた文様は、見る入にどのよう

な働きかけをするだろうか。衣服のかたちとそ
5 衣服の　文様 の中に置かれる文様の場所、文様表現の技法、 同　上

文様のかたちと意味、などをとりあげ．それら

が訴えるものについて述べる。

衣服は体温調節や運動性などの人体の機能を

6 衣服　と　人　体
どのように助けているのか、また妨げと：なるの

ﾍどのような場合かを、衣服の素材、かたち、
矢部　章彦
�@三豊　子

解方などの面から考える。

天然繊維から合成繊維まで、大部分の衣服の

原料である各種繊維の特質を、衣服の実用上の
7 三三の素材（1） 諸特性との関係で捉え、それらの改良の工夫、 同　　上

また化学繊維を天然繊維に近づけようとする改

質の方向について述べる。
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8 衣服の素材②

　衣服を構成する代表的素材である織物と編物

ﾉついて、それぞれの特徴と相違点を認識し、

ﾟ服の丈夫さ、形の安定性、取扱いやすさ、着
D心地のよさなどの性能の上に、それらの特質が

ﾇのようにかかわっているかをしらべる。

矢　部章　彦
�@井　豊子

9 衣服の　色②

　色の感覚と知覚とをどのように区分するかは、

jュートン、ゲーテの時代からの課題である◎
ｱこでは、先ず、色票や表色系による色の客観・的なあらわし：方について述べ、次いで各種繊維

ﾌ染色法の原理について略説する。

矢　部章　彦

10 衣服の　色（3）

　染織物の色は、うつろいあせてゆく宿命をも

ﾂ。天然染料、合成染料を問わず、それらで染

ﾟた染色物の堅ロウ度は、衣服にとって大切な

ﾁ性である。ここでは、染色理論の概要澄よび

�F堅ロウ度の判定法と表示法について述べる。

同　　上

11 衣服の製作（1）

　衣服デザインに対し、人体の体型・サイズに

桙ｶて衣服パター・ンが作られるまでの過程の諸

竭閧�ｵう。素材の伸縮性のちがいによるゆと

阯ﾊの相違、岡漱性のちがいによる衣服の形の

縁o効果の相違などについても考えてみる。

矢部章彦
�@井　＝豊　子

12 衣服の製作（2）

　衣服は幾つかの布片を、縫い合わせ、貼り合

墲ｹ、綴じ合わせなどして作り上げられる。こ

ｱでは、衣服製作の諸作業のうちから縫合と接

?�謔闖繧ｰ、各種の縫製条件、接着条件などに

ｨける出高上がりの丈夫さ、美しさなどを考える。

同　上

13
衣服の手入れとい

ｽみ

　新しい衣服を長持ちさせる手だてについては、

ｶ活者の主体性によって研究が進められねばな
轤ﾈい。損傷の種類（変形・風合の劣化・変退

F・強度低下など）について考え、それぞれに

ﾎ策を講ずる必要があろう。

矢　部章　彦

14 衣生活と環境
　不要と：なった衣服の廃棄・再利用の問題、手

?黷ﾌ過程で用いる洗剤排液のゆくえなど、資

ｹ・環境にかかわる衣生活の側面を考えたい。

同’上

15 衣生活の総合的考察

　衣服のもつ内面的なものと、流行などの社会

Iなもの、さらに技術の進歩による科学的なも

ﾌは言それぞれ独立して論じても自ずと限界が

??､。これらの総合されたものが衣服であり、

ﾟ生活であることを、まとめとして論じる。

矢　部章彦
�@井豊子
ｬ　池　三　枝
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＝衣生活の科学＝（TV）
〔主任講師：矢部章彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　衣生活と衣服の機能との関係に焦点をあてて、快適な衣生活の科学的側面を考えてゆきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　　　　　　　　　　　　　o　　　o　　　●　　　●　　　■　　　o
麹㊨ﾈ学としてとらえられる衣生活の科学の

1 衣服　の機能
組立てとその流れにつき概説する。

@衣服の機能の自然科学的側面（物理・化学・

ｶ理学・衛生学）を、素材の科学と対応させて

矢　部　章　彦
i放送大学教授）

考えてゆく組立てである。

2
ヒトの体温調節と

ﾟ服

衣服の機能をまずヒトの側から考えてゆくた

ﾟの基本事項について解説する。

@ヒトの体温調節のしくみとその限界、衣服に

謔驪C候調節（衣服気候）、ヒトの環境への適

矢　部　章　彦

c　村　照　子
i文化女子大学助教授）

応、馴化などが主題となる。

衣服による保温と放熱の機構を、物理と衛生

3 気候に応じた衣服

ﾝ計

の両面から考察する。水分の吸収と放散も重要

ﾈ課題であり、これら諸性能と素材の物理的、

ｻ学的性質との関連に多くの問題が隠されてい

同　　上

る。

着衣のシルエットと、からだの運動や動作そ

4
人体の動きと衣服
ﾌ運動機能性

の他、矛盾した関係を、衣服の拘束性とゆとり

ﾊとしてとらえ、衣服圧の許容限界や快適域を、

ﾟ服の形と素材の伸縮性とも併せ考えてゆきた

＆　　同　　上

い。

肌着の吸湿、吸水性。レインコートの擾水性

ﾈど、種々のかたちで要求される衣服と水との 矢　部　章　彦

5 水にかかわる性質 かかわりを、繊維の化学的性質にさかのぼって

lえる◎ぬれやすさ、乾きやすさが主題となろ
､。

　中　島　利　誠
iお茶の水女子大学教授）

　合成繊維は熱により収縮、融解しやすい反面、

M固定によるプリーツ加工ができるなどの利点
矢　部　章　彦・

6 熱にかかわる性質 もある。これら衣服の熱的な性質と繊維を構成

ｷる高分子の物理的性質との関係を述べる。
酒　井　豊：子

i都立立川短大教授）

収縮、伸長、型くずれの原因どなる繊維の性

7
型くずれ、寸法変
ｻと素材の性質、

質や、織物、編物などの構造的特徴を知り、防

k加工、形態固定加工などの原理を、羊毛の防

k加工や、パーマネントプレスとして著名な樹

同　　上

脂加工を例に解説する。

一246一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

衣服の素材は、デザインにあらわれる布構造

8 衣服　と　色　（1）
や形態的特徴のほか、染色による色彩効果澄よ

ﾑその耐久性（携ろう度）が重要な要素となる。
　駒城素　子
i澄茶の水女子大学講師）

染色の基礎原理、繊維別の染色法、染色物の

肖ろう度とその評価法にっき述べる。

衣服のもつ効果を、どのように評価するかは
決して単純ではない。美学的立場、心理学町立

9 衣服　と　色　（2）
場、自然科学的立場の総合的効果としてとらえ
ﾋばならない◎ 矢　章章　彦

ここでは、色の表示法を中心にして、主とし
て自然科学の立場から色の問題を説明する。

布から衣服への造形過程で用いる、縫：う、か

がる、刺す、いせるなど種々の仕立ての技法に

10 布から衣服へ ついて、解析的な概観を試みたい。またこれら 酒　井　豊：子

単位技術の機械化の意義についても考える。

自家製作、注文服から既製服活用へ、衣生活

の転換は、満足度の高い既製服の供給が課題で

11 既製服と型紙 あった。日本人の体格調査の諸数値をもとにし 同　　　上

た既製服寸法のJIS化と国際規格への同調の方
向を述べる。

新しい衣服を、いかに長もちさせるかという

衣服の手入れ 衣生活の大切な課題を洗濯を中心に、3回にわ

12 たって解説する。 矢部章彦
（1）洗浄理論 洗浄理論は、汚れる→汚れを落とす、過程の

界面化学的考察を中心とする。

洗浄温度、洗浴濃度、洗浄時間、などの基本

13
衣服の手入れ（2）

��ﾌ条件

的条件と洗浄理論との対応から、一般的な洗濯

ﾉ有利な条件を考える。

@洗浴の疲労やすすぎなど、洗濯に関係深い応

前　島　雅　子

i千葉大学教授）

用作業の解析も試みたい。

衣服の入手から廃棄までの過程を考え、衣服

14 衣服のいたみ
齬�ｻとその防止L

の損傷の原因を分類検討する。

p棄の理由は必ずしもいたみによるばかりで
ﾍない。使用実態調査からのややくわしい解析

駒　：城　素　子

を試みたい。

衣服の入手から廃棄までの道すじを考えるこ

と。着用する衣服の安全性と繊維処理剤との関

15 衣服　と　環境 係の考察外部環境の汚染が問題になっている 矢部　章　彦
今日、洗剤に関する諸問題を広い視点から考え

直すことを主題とする。
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＝食物総論＝（TV）
〔主任講師　宮崎基嘉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　食物の種類は極めて多く、また関係する学問の分野も広い範囲にわたっている。ここでは食物につり

いての共通する重要なことを理解し、食物を食べる人間の側にたって成分、栄養、衛生、嗜好の問題

を理解し、さらに食生活の基本知識である栄養のバランス、食事構成について学ぶ。食物各論を理解‘

するために必要な科目でもある。．

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生活の中での食物の持つ意味、食物の果たす
機能と役割を解説する。食物の物質的内容とし

1 食　　物　　と　は ての栄養素を解説し、食べる側の人間の体成分
ﾉ触れ、栄養バランスの重要性を説く。食物生

宮　崎　基　嘉
i放送大学教授）

産の方式、食物流通の経路、食物生産の新技術
にも触れる。

食物の機能のうち、入間の生活エネルギーの
給源であることを解説し、食物の有するエネル

2 食物のエネルギー ギーと摂取した場合のエネルギーの相違、食物
ﾌ消化吸収実験例を見せ、食品のエネルギー換

同　　上

算係数を　心する。エネルギーの多い食事、少
い食事の例を示す。

食物成分のうち炭水化物について解説する。

炭水化物の種類、利用される炭水化物、利用不

3 炭水化物と食物繊維 能炭水化物に触れ、炭水化物の化学構造と消化
z収、代謝の基礎知識を解説する。最近研究の

同　　上

発展した食物繊維について、その内容、栄養や
健康との関連を解説する◎

食物成分のうち脂質について解説する。食用
油脂、食品中に含まれる脂質の化学的解説、脂

4 脂質　の　役割 質の栄養に果たす役割、脂質の代謝とコレステ
香[・ルの代謝、健康との関係について触れる。

同　　上

最近研究の発展した魚油の栄養についても解説
する。

食物成分のうちたんぱく質について解説する。

たんぱく質はアミノ酸によって構成され、その

5
たんぱぐ質とアミ
m酸の栄養

組成が栄養質に影響することをよく理解させる。

ｽんぱく質、アミノ酸の化学、代謝、栄養価の
同　　上

表わし方など、たんぱく質の組合せの問題につ
いても触れる。

食物成分のうち無機質について解説する。無
機質の種類、食事中の存在状態、無機質の代謝、

6 無機質　と水 栄養、他の栄養素との関係などに触れる。また

�ﾊのトレースエレメントの研究が進んでいる
同　　上

のでそれを解説する。また水の重要性について
も触れる。

　食物成分のうちビタミン全体について解説し、

於n性ビタミンの各々について種類、化学、栄
宮　崎　基　嘉

．7 脂溶性のビタミン 養効果、欠乏症、また必要量：、食品への応用な 稲　垣　長　典
どについて解説する。調理、加工時ρビタミン （共立女子大学教授）

の損失に：ついても触れる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

7章に続き、各種水溶性ビタミンについて7 宮　崎　基　嘉
8 水溶性のビタミン 章と同様の解説をする。

稲　垣　長　典

食物の機能のうち嗜好適性について解説する。
宮　崎　基　嘉

食：物の嗜好性に関係する、色、味、香気成分に

9 食物の嗜好特性 はどのようなものがあるか。嗜好に関係する食 小　林　彰　夫
物の成分や性質についても解説する。 （凝茶の水女子大学教授）

植物性食品、動物性食品など食品素材感に各

種の成分がいかなる状態で存在し、それが加工
10． 食物の組成と特性 によってどのように変化し、どのような物性変 同　　上

化を生ずるかなど、例示的にいくつかの食品を

選んで解説する。

食品の品質に関係する化学的基礎知識、食品

の品質保持技術などを解説する。また食品の保

11 食品の品質と保蔵 蔵中に生ずる化学的変化、物理的変化を解説し、 宮　崎　基　嘉
貯蔵方法が食品の価値にどのような影響をもた

らすかを考察する。

食物の調理に際しては種々の材料が混合さ
れ、また加水、湿熱、乾熱などの物理的条件が

12 食物の調理科学 加わる。これら様々な調理による食物の成分的 同　　上

変化、嗜好的変化を解説し、好ましい調理とは

どのようなことかを解説する。
｝

食物は必ずしも安全なものとは限らない。食
品衛生の知識が重要であり、それによって食物

13 食物の衛生と安全性 の安全性を確保することができる。また食品に
Y加される物質：の規制、使用法などに触れる・

同　　上

食事はわれわれの健康を守り、生活活動を営

14
栄養所要量と食事
″¥成

む上に欠くことのできないものであるが、食品

ｬ分表と栄養所要量に関する知識を解説し、食

枕¥成のための知識を述べ、日常生活と食物の

同　　上

照り方について理解する。

食物総論のしめくくりとして、食物の資源的

な面からの知識を解説する。歴史的な経過を述

15 食物の資源と将来 べ、現状を解説し、さらに将来の展望について 同　　上

も触れる。
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＝食物各論＝（TV）
〔主任講師　宮崎基嘉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　食物総論に澄ける知識を土台として、日本に誇ける日常食品に：ついて～その生産、流通方式、含有

成分・栄養価・品質・調理加工適性、貯：蔵法、家庭に澄ける利用方法などにつき各論的に教える。食

品をめくる諸情勢、とくに法規制についても触れる。ねら喚は食品についての科学的教育にある。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

わが国の食品全般の供給システム、日常食品

1 日　本　の食品
の種類、種別特色の解説などを通じ、食品全体

ﾉついての概念を教える。 宮　崎　基　嘉
i放送大学教授）

米、小麦、大麦、そば、とうもろこしなど穀

農産食品。1 類の原料、一次加工品、二次加工品を中心に教
2

一i穀　　　　　i類
帯する。特に食生活に澄ける穀類食品の位置づ

ｯに：ついても教育する。

同　　．上

各種いも類、同加工品、各種でん三三、でん

農　産食品．2 粉を原料とする食品について教育し、栄養価の

3
一いも、でん粉類

面からの見直しを述べる。 同　　上

大豆、小豆等豆類の種類は多く、近年この面

農産食品。3 の知識が欠けてきているので、その特色、利用

4
一豆類、種実類

法、栄養価などにつき教育する。種肥類につい

ﾄも解説する。
同　　上

野菜の実態を明らかにし、流通問題、栄養価

農：寄食：品．4 の正しい認識、新しく出回っている新規野菜に
5

一野菜類、きのこ類
ついても教育する。きのこ類については名称等

Q混乱して齢り、知識を整理する。
同　　上

果実の種類は極めて多く、新規出回りのもの

農　産　食品．5 を含めて、生産実態、栄養的特色、品質などを

6 重点に教育する。また果実類の加工、貯蔵に：つ 同　　上
一二　　実　　類 いても触れる。

畜　産食：品．1

肉類の消費は増大しているが、その実態はよ

ｭ知られていない。食肉の種類部位別調理、 宮　崎　基　嘉

7 部位による栄養価の違い、肉の品質など教育す 荒　川　信　彦
一肉　　　　　類 る。また肉類の加工食品についても教育する。 （ま藻の水女大教授）
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

乳類、乳製品は多様化のはげしい部門で、従

畜　産　食品。2 来の知識では対応でき：ない。現状の認識をめざ

8 して多様化の実態、内容の実態を教育する。卵 宮　崎　基　嘉
一乳類、　三冠 類についてはとくに加工品を中心に解説する。

魚類、貝類等多種類に及ぶが、近年、新品種

水　　産　食　　品 も出回り、名称なども混乱している。また天然

9 もの、養殖ものの差異など教育すべき内容は極 同　　上

魚　介類藻類 めて多い。鮮度、調理の問題にも触れる、藻類

もこの時間において含める。

砂糖及び各種：でん粉糖、甘味料の製造法、化

学構造、甘味度、栄養価を解説し、菓子類、し 宮　崎　基　嘉
10 甘味食品、し好食品 好飲料、茶の成分についても述べる。

加　藤　博　通

みそ、しょうゆ、す及びアルコール飲料など

微生物を利用する醸造食品について、微生物の

11 醸　造　食　品 解説と製造法、その成分について述べる。 宮　崎　基　嘉

調味料、香辛料の種類は激増している。現在

の実態を知り、利用上の知識を教育する。また

12 調　　味　食　　品 食用油、油脂利用食品を便宜上この時間に含め 同　　上

て解説する。

乾燥食品、調理済加工食品、レトルトパウチ

食品、冷凍食品など最も現代的な加工食品がど

13 加　　工　　食　　品 のように製造されるのかを解説し、その成分、 同　　上

利用上の注意を述べる。

栄養強化食品、特別用途食品、医療用食：品、

等特殊な食品について教育する。わが国におけ

14 特　殊　食　品 る食品の表示について述べる。 同　　上

食生活の変化要因をさぐり、食事の実例を検

回した上で、食品の特色を食品群別にとらえて

15 食品のま　とめ 食物各論のまとめとする。 同　　上
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　　　臨余暇生活（その1）＝（R）
　　　　　　　一日本人の余暇一

〔主任講師：一番ケ瀬康子（日本女子大学教授）〕

全体のねらい

　いまや余暇生活問題は、国民の大きな生活課題としてうかびあがってきている。寿命が延び、生涯

のなかで余暇生活の時間が増加したことや．労働時間短縮などで余暇時間がふえたことなどが、その，

理由であろう。その中で、ただ受げ身の余暇生活ではなく、自発的：な余暇活動をもつよう、その探求

の：ための視点と視座を明らかにする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

余暇とは何か、その概念、語源などについて

1 1。余暇とは何か
述べる◎また、現在の日本に聴いては、いかな

髞ﾍ囲の生活行為を余暇生活ととらえているか

ﾉふれる。そして、この講義の目的をのべ、講

　一番ケ瀬康子、
?{女子大学教授）

義全体の導入とする。

ある社会の余暇生活のありようは、その社会

2
2．余暇生活の歴史

@　①歴史的展開

の歴．史的特質：を反映する。近代以前の社会から

ｻ代社会に至るまで余暇の意味内容がどのよう

ﾉ変化してきたかを、それぞれの社会の特質と

　牧野　暢男
i日本女子大学教授）

のかかわりで検討する。

余暇生活が戦後、どのように変化してきたか
について検討する。余暇生活を昭和30年以降 松　山　美保子

s ②戦後の推移 の高度成長時代の「大衆レジャー時代」と昭和

S8年以降の第一次石油危機以降の「多様で個
ｫ的レジャー時代」に分けて、その背景と特質

（機械振興会経済研究所・調査役）」

について探る。

余暇生活を規定する条件は、歴史的・社会的

4 3．余暇生活の条件
にさまざまである。現代日本入の余暇生活を条

盾ﾃけている諸要因を検討するとともに、余暇 牧野　暢男
生活の内容との関係について考察する。

余暇時間を、まず共同体に澄ける「時間の共

5
4．余暇生活の：構造

@　①時間・空間・

@　　　　　　手段

有制」から「時間の私有制」への移行の視点から

ﾆらえる。次に：余暇活動を可能にする余暇空間

ﾌひろが診（モータリゼーション）とパーソナル化

iテレビ）から余暇の実態をみる◎

岩　崎　隆治
i社会評論家）

余暇生活は、労働時間と関連する余暇時間、

家計のなかでのレジャー・教養費など経済階層

6 ②階　　　層
的条件によって影響される。経済階層的条件が
ﾇのよ曳（余暇生活に影響を及ぼしているか、各

山手　　　茂
i茨城大学教授）L

階層の余暇生活にどのような特徴があるか検討
する◎

余暇生活に大きく影響を及ぼす余暇歴、つま
り、人々が過去たどのような余暇活動を行って

7 ③余　暇歴 きたかが、いかに現在の余暇活動の豊かさ、あ 松　山　美保子

るいは貧弱さを左右しているかについて検討す

る。
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回 テ・　一一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

子ども時代の余暇生活は、生涯に澄ける余暇

8 5．余暇生活の実態
@　①子　ど　も

生活の在り方に影響する。その子ども時代の余

ﾉ生活の中心である「遊び」が、現在どのよう 一番ケ瀬　康子

な状態であるか、時間、場、仲間との関係で現
状をとらえそのあり方を検討、考察する。

青年の余暇実態を生活意識の変化一労働中心

から生活中心へ、オカネ重視から時間重視へ、

9 ②青　　　年 職域から地域、または第三の空間へ一を中心に 岩　崎　隆　治
みる。どくに夫婦中心型のレジャーの登場に：ス

ポットをあてる。

勤労観やレジャー観の変化をあとづけながら、

中高年サラリーマンの余暇の実態をみていく。

10 ③勤労　者 同　上

主婦は、核家族化、少産化、寿命の延長、家

事労働軽減化など生活周期と生活構造の変化に：

11 ④主　　　婦 よって余暇時間が増加し、多様な余暇活動を行 山　手　　　茂

っている。ライフ・ステージ別分析をふまえて、

中年期主婦の活動タイプ別分析を試みるd

高齢者の余暇生活の実態調査をもとに、その

特徴と問題点を検討し、高齢者の余暇生活を豊

12 ⑤高齢者 かにする条件を探る。 松山　美保子

家族の生活条件が個人の余暇生活に及ぼす影

響について考察し、さらに家族単位の余暇活動

13 ⑥家　　族 の実態を探る。 山　手　　　茂

世界各国の余暇生活の実態を紹介するととも

14 6．国際　比較 に、国際比較調査の結果にもとづき、日本人の

余暇生活の特質：をあきらかにする。 牧　野　暢　男

以上述べてきた日本人の余暇生活の歴史、実

15
7．余暇生活を
@　高めるために：

態や問題点をふまえ、さいしょに述べたこの講

ﾀの目的との関係で自らの課題として、どの

謔､に余暇生活を高めるか、その検討課題につ

一番ケ瀬　康子

いて述べ、ぞ聖まとめ”とする。
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　　　　　　　　　　　　＝余暇生活（その2）＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　一これからの余暇一

　　　　　　　　〔主任講師：一番ケ瀬康子（日本女子大学教授）〕

全体のねらい
前回では、・日本人の余暇の実態およびその改善のためめ、、視点と視座を明らかにした。その視点ど

視座ににもとづき、さらに具体的な課題を検討するために、余暇をあぐる社会的諸局面においてめ課

題を展開し、どのような政策的展開が必要とされるかについて検討する。

側 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

余暇の確立を、基本的人権のひとつとしてと

、16 入権としての余暇

らえ、「余暇権」確立へのあゆみが、国際的に

ｷすめられてきている状況を説明する。そして、

坙{の場合はどうであるか、諸法と¢瀾連で把

一番ケ四丁　子
i日本女子大学教授）

握する。

日本人の余暇活動を多様な側面から分析し、
松　山　美保子

，17
余暇生活の動向
@余暇活動の特徴

その特徴と問題点について述べる。さらに高齢

ｻ社会に澄ける「生きがい」の重要性という観

_から、余暇と労働の関係、余暇機会の拡大、

（機械振興協会経済

､究所調査役）

余暇学習：などについて述べる◎

需要と供給という経済的側面から余暇活動を

とらえ、余暇産業の特性、近年における余暇市
．18 ②余暇産業の推移 場の推移について述べるとともに、今後、成長 同　　上

が期待される余暇市場の部門、特働澄よび問題
点について述べる。

、企業の余暇対策は、戦前の労務管理のなかに

みられる。戦後は福利厚生として行われてきた
岩　崎　隆　治

19 ③企業の対策 が、所得水準の下位、レジゼー産業の発達、レ
（社会評論家）

ジャーの多様化のなかで、企業の余暇対策は曲

り角にある。その実情と方向を考える。

労働組合の余暇対策は、企業に比べて遅れを

とっている。しかし、最近では高齢化社会への
ぞ20 ④労働組合の対応 対応策の1つとして、生涯教育に力を入れる組 同　　上

合が増加してきた。その動向をふまえ、今後の
方向について検討する。

一21

余暇生活の展開方
?@多様化する情報

@とその選択

　　余暇生活へ今や影響の大きい余暇情報が、歴～史的にどのように変ってきたかについて述べ、

@さらに来たるべきニューメディア時代における

@余暇情報の多様化、その余暇生活へのインパク

@ト澄よび問題点について述べる。

松　山　美保子

余暇生活を高めるためには、まず住宅がそれ

22
②余暇施設の確保
@と共有化

にふさわしいものであることが重要である。し

ｩし余暇の集団性・社会性の必要を考えるとき、

n域に齢ける余暇施設が重要である。その余暇

一番ク瀬　康子

施設のあり方を多面的に探究する。

一254一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

余暇推進のための組織づくりは、レ’ジャー意

23
③組織づくりの必
@要と課題

識の普及に比べて大幅に遅れているが、余暇開

ｭセンターの設立を機に、企業中心から地方自

｡体中心へと移行しつつある。その意義と課題
岩　崎　隆　治

について述べる。

親は、子どもとともに豊かな余暇活動を行な

24
余暇生活の主体形成
@家庭教育の重要性

うことを通じて、子どもが余暇生活を主体的に

[実させる人間として育つよう努力する必要が

?驕Bこの課題達成のために、どのような考え

山　手　　　茂
i茨城大学教授）

方と方法を親は学習すべきかを考える。

学校生活が、青少年の余暇生活のあり方やそ

25 ②学校教育の検討
の後の余暇行動にどのような影響を及ぼすかを

lえる。そして、余暇生活の主体形成の視点か
牧　野　暢　男
i日本女子大学教授）

ら、学校教育の現状を検討し、今後の余暇教育

の方向を探る。

社会教育は、余暇生活充実の条件の1つであ

ると同時に、余暇教育の場でもある。学習、ス

26 ③社会教育の変革 ポーツ、レクリェーションなどの社会教育活動 同　　上

を中心に、住民が主体的な余暇生活を営むため

の社会教育のあり方を検討する。

団体・グループの活動、社会教育、福祉、保

健活動、コミュニティ活動など、多くの分野で

27 ④余暇指導者の必要 余暇活動の指導者が求められている。これら様 山　手　　　茂
々＝な分野の指導者の地位、役割と養成・研修の

実態および今後の課題について考える。

28

余暇生活への政策

]換
@地方自治体の方
@向

　県や市町村に診ける余暇施策の推移と現状を、

ﾜず明らかにする。次に、まちづくりや地域づ

ｭりなどとの関連で、余暇環境の整備と充実の

ｽめの地方自治体の課題や施策の方向を検討す

牧　野　暢　男

る。

国の余暇政策がどのように発展してきたかを

ふりかえり、今後の政策課題とその推進方策を

29 ②国の政策の推進 考えるための余暇活動の基礎的条件の整備、情 山　手　　　茂

報の収集、提供システムの整備、指導者の養成

研修など多くの政策を検討する。

余暇生活を充実していくためには、何よりも

30
「余暇権」確立の

ｽめの視点と視座

生活者自らの認識と努力が肝要であり、とくに

ｻの社会的努力が重要である。講義全体を総括 一番ケ瀬　康子

し、余暇権確立のための原則を探究しへまとめ

とする。
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＝家庭の経済＝（R）
〔主任講師 今井濡濡（金城学院大学教授）〕

古郡荘子（放送大学助教授）

全体のねらい

　1．家庭経済は家庭・個人の自己実現という目的価値を実現するために、生産・消費・貯蓄の経済行

為を営むがそれを経済全体の中でシステム的にとらえる。

　2．家庭経済の行為をシステム的にとらえる場合、とくに生活する者の視座・視点で主体的にとらえ

ることによって、中核的なエコシステムである家庭経済の本質的な機能と位地づけを浮きぼりに：する。・

、回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

家庭経済の目的価値を家族・個人の自己実現
に知くことの意味を、家庭経済の本質にてらし

1
家庭経済の本質意
`と機能

て考える。また、その家庭経済が経済全体のシ
Xテムの中で、生産・消費・貯蓄の経済行為に

　今井　光　映
i金城学院大学教授）

関してどのようにかかわり、位地にあるかを認
識する。

家庭経済の本質的な機能のひとつである家庭
内生産の意味を考える。この生産活動は必ずし

2
家庭内生産と家事

J働
も企業の果しているものと同じではないが、家
ｰの維持と発展のために重要な、市場的あるい
ﾍ非市場的価値を生み出している。この機能の

坂井　素　思
i放送大学助教授）

変遷と現代的意味を明らかにする。

家事労働の変化、賃労働とシャドウ・ワーク

3
家事労働の経済的

]価

．の概念、経済学に澄ける家事労働の取り扱い、

ﾈどに触れる。その上で、家族、家事労働のあ

阨福�lえる。

古郡　靹　子
i放送大学助教授）

家庭経済が果している労働供給の役割を考察
する。産業化の進展は、職場と家庭の分離を促

4 労働と家庭経済 零したが、反面、現代経済のなかでは、労働を
ﾊじて家庭経済と国民経済は密接に結びついて 坂井　素　思
いる。就業構造、所得分布などに言及し、この
間の関係を明らかにする。

自由時間を家族・個人の自己実現への解放の

5
自由時間と家庭経

ﾏ

ための時間として意義つげ、その変化が家計構造に：どのような影響変化をもたらしているかを認識する。葦た自由時間の増大に伴うサービス

今　井　光映
をめぐる消費者問題など、自由時間の本質にか
かわる諸問題を考える。

家庭経済の果している消費機能について考え

る。家計を単位とする消費活動がなぜ行われる
6 消　費の理論 のか。そしてまた、このことは国民経済とどの 坂井　素　思

ように関わっているのか。消費理論の検討によ

って明らかにする◎

家計の収入と支出の構造、その移り変わり、

収入と支出の関係などを実態に即して分析し、
7 家計の収支構造 生活水準の動向を明らかにする◎そして、家計 古　郡　靹　子

の収支構造が価値観や生活行動の多様化、教育

水準などによってどのように変化するかを考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
消費のサービス経

ﾏ化
ﾏ　　　　　　　　　ノ

　サービス経済化が消費構造に与える影響を考

ｦる。経済の中心がモノからサービスに向うな

ｩで、個人消費支出に占めるサービス支出が増

ﾁ傾向にある。ここでは、消費のサービス経済

ｻの実態と背景を明らかにする。

古　郡　靹　子

9 貯蓄と家庭経済

　家計の立場から貯蓄を見る。貯蓄の動機、目

I、貯蓄性向の決定要因などを考えながら貯蓄

ｦの動向を分析し、1家計の貯蓄行動を明らかに

ｷる。

同　　上

10 家計の資産選択

　家庭経済では、資産ストックはどのような状

ﾔにあり、またどのような役割を果しているの

ｩ。資産選択の決定要因、資産の保有動機など、

ﾆ計の資産保有行動を明らかにする。

坂　井　素　思

11 物　価　と　家　計

　物価上昇の背景要因とそのメカニズム、及び

ｻれが家計に及ぼす影響を認識する。また物価

繽ｸに対応する家庭経済の対応を、短期生活設

vと長期生活設計の視点から考える。

今　踏木　映

12 税　　と　家　計

　家庭経済は公共的な経済部門とどのような関

Wで結ばれているのだろうか（公共支出や政策

ﾌ家庭経済へ及ぼす影響、あるいは所得再分配

ﾌあり方など、税を媒介とする家庭経済と公共

o済の関係を明らかにする。

坂井素　思

13
長寿社会と家庭経

ﾏ

　長寿社会の構造と、それが家庭経済に及ぼす

e響、ならびにそれに対応する家庭経済のあり

福�lえる。また、活力ある長寿社会のための
?ﾍある福祉経済のあり方を、家庭経済の視点

ﾅ考える。

今　井　光　映

14
社会構造の変化と

ﾆ庭経済

　家庭経済の長期的な変動について考える。家
ｰは、世帯構成の変容、家族機能の変化などの
ｷ期的な変動を受ける。このような産業化を中
Sとする社会経済的変動は、家庭経済に：どのよ
､な影響を及ぼしてきているか。経済文明的視
_から考察する。

坂井　素　思

15
これからの家庭経

ﾏを考える

　経済社会環境の変化の中で、家族・個人が生
?ﾌ価値を守り、自己実現するために：、生活環
ｫの適：三面（個人的生活設計面）ならびに：醸成

ﾊ（社会的生活設計面）で考えておかなければ
ﾈらない諸点を考え、各人のライフスタイルづ
ｭりへの指針とする。

今井光映
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＝衣生活概論＝（TV）
〔主任講師：矢部章彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　“生活の中の衣服”という視点から、今日の衣生活にかかわる諸問題を、多くの事例をあげて通観
する。

瀬嚇を・蝦配る燗、衣生活を支える科学に大別し、それぞれの立場から概説し、さらに
高度な専門への橋渡しとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生活の中の衣服

　衣服は身体を澄澄うとか、寒暑を防ぐとか、上べを着飾るとか云った、バラバラの機能の寄せ集めではない。むしろ衣服をまとう人間がその根源にあることを、概論的叙述の中ではっきりさせて澄きたい。

@　　　　　　　　　　　　　　い南

徳　井　淑　子

i放送大学助教授）

﨟@三章　彦
i放送大学教授）

2
衣服の意味：（1）一衣服の機能一

　衣服は単に寒暑や外敵・外傷から身を守る物理的機能をもつだけではなく、着る人の心と結びついた様々の機能をもっている。衣服とは何かを考えるにあたり、衣服の諸機能を概観する。

小　池　三　枝

i澄茶の水女子大

@　　学助教授）

3
衣服の意味（2）一衣服と心情一

　衣服を通して人間をみるということについて、いく種かの具体例によって考える。

同　　　上

4
衣服の意味（3）一衣服と社会一

　衣服は個人の社会の一員たることを保証して、社会生活に澄ける保護の役目をもつ。衣服の社会的機能について、西欧中世の二つの習慣をと

閧?ｰて考える。
徳　井　淑　子

5
衣服の意味（4）一三　　　三一

　現代社会に：塞いて衣服の社会的機能の最も顕著な例は、制服に求められる。制服がもつ三つ

ﾌ性格、保護・主張・排除について、西洋服飾

jの事例によって考える。
同　　　上

6
衣服の意味（5）一流　　　行一

　新しい流行は常に社会の批判をうけるが、一

菶ｬ行に遅れた衣服もまた常に社会に入れられ

ﾈい。西洋の中世から近代に至る歴史の中に、

ｬ行に対する人々の反応を探り、その理由を考

ｦる。

同　　　上

7 衣服　と　人　体

　衣服は人体の体温調節や運動性などの機能を

ﾇのように補助しているか。また、妨げとなる

ﾌはどのような場合かを、衣服の素材、形、着
福ﾈどの面から考える。

酒　井　豊　子
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 衣服の素材（1）

　天然繊維から合成繊維まで、各種繊維の特質

�A衣服の実用上の諸特性との関係など把える。

ﾜたそれらの改良．改質の方向にも触れる◎綿、

ﾑなどの輸入や、繊維消費などについても考え

ﾄみたい。

酒　井　豊　子

9 衣服の素材（2）

　織物・編物などの布を中心に、衣服を構成す

骼增Xな材料について、その製法、用途などを

T観し、衣服の取り扱い易さや着心地のよさな

ﾇの上に関係の深い性能について考察する。
同　　　上

10
衣　服　の　色（1）一色とは何か一

　形・文様・周囲の風物に托した情緒の表現な
ﾇ、人間の内面と外の世界との調和、人間の体
ｱや学習効果と結びついた色の世界。
@色の見方と見え方について、広範囲な視点か
逡ﾒずる。色名（固有色名・基本色名）から、
Fの定量的記述にまで言及する。

小池（徳井）

﨟@部章　彦

11
衣服　の　色（2）一染めについて一

　染めの技法の伝統。染料・繊維の組合わせに

烽ﾆずく近代染色技法ならびに染色理論。

@染色物の、日光・洗濯・汗・マサツ等による

ﾏ退色とその評価など、主として科学的な立場

ｩらの解説を試みる。

矢　部章　彦

12 衣服の製作（1）

　伸縮性、剛軟：性など、素材の物理的、力学的

ｫ能が、衣服を形づくる上でどのようにかかわ

驍ｩを考察。縫う、編む、接着など、衣服製作

ﾌ諸作業を、出来上りの丈夫さ、美しさなどの

ﾊから検討する。

酒　井　豊：子

13
衣服の製作（2）一三　製　服一

　既製服は、すでにわれわれの衣生活に欠かせ

ﾈい存在となっている。ここでは、既製服の企

謔ｩら製造に至る工程を追って、既製服がどの

謔､にわれわれに提供されているかを理解する。
同　　　上

14 衣服の手入れ

　新しい衣服を長持ちさせる手だてについて考

ｦる。平常の手入れ、保管のほか、最も重要な

ﾛ題として、洗濯についてや玉くわしく論ずる。

@衣服のいたみを、系統的に整理して、それぞ

黷ﾉついての対策を考える。

矢　部章　彦

15
衣生活と環境
i付）衣生活の
麹∮I考　察

　衣生活を社会的に見たときの諸問題を、衣服
ﾌ廃棄と再利用、繊維処理剤の安全性、洗剤に
ｩかわる諸問題の三点にしぼ隔り、概要を説明する。

@：最後のまとめとして、人文・社会・自然の三
ﾂの立場を融合して、人間にとっての着ること
ﾌ意味を再考する。

同　　　上

一259一



一食 物 総 論＝　（TV）

〔主任講師　宮崎基嘉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　食物の持つ意味、食物の役割は生活のなかで、また健康との係りあいに瀞いて近年いろいろの問題

を提起している。また食物をめぐる諸科学の進歩もあり新しい視点から食物を理解することが日常生

活の上においても必要になった。食物の種類は極めて多いが、全体に通じる問題を栄養、健康、嗜好、

生産、保蔵の面から学習する。

回 デ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

この20年間にわれわれの周辺にある食物は
その種類も、その形態もかなの大きい変化をし

1 生　活　と　食物
てきている。その根底にはわれわれの食生活の
ﾏ化があり．さらにその根底に：はわれわれの生

宮　崎基　嘉
i放送大学教授〉

活自体の変容がある。ライフスタイルが食物を
変えているともいえよう。

食物を食べる意味には物質的な基礎にたつも

の、精神的な充足につらなるもの．生活活動に：

2 食物の機能 影響するもの、はては寿命効果もあろう。食物 同　上

の機能を論じ、第3回以降の講義の序論を述べ
る。

食品成分のうち、：最も量的に多く、また種：類
や機能に：ついてもはばの広い成分、炭水化物に

3 炭水化物とは
ついて講ずる。食品化学的な解説は簡略にして、
H物を調理し、加工するなど食物を扱ううえで

加　藤　博通
i東京大学教授）

の変化、その変化が栄養に：どのように影響するか
かなど多角的に：扱う。

最近、研究の発展したいわゆる食物繊維につ

4 食物繊維の役割
いて、その種類の多いこと、食物繊維の果たす

ｩらだの栄養、健康上の意義、どこまでが分り、

ﾜだ分らないことは何かなど研究の発展の足跡

綾野　雄幸
i千葉大学教授）

をたどりながら、将来の展望に：ついて述べる。

食品成分のうち、研究が著しく発展した成分
である。また食生活、健康の視点からも大変注 五十嵐　　　脩

5 脂質の働　き
目を集めている分野である。脂質を広くとらえ
ﾄ、脂質を中心としたはば広い働きを解説する。また食品グループによる脂：質の特性を解明する。 （澄茶の水女子

@大学教授）

生命の基本物質であり、また食物に広く分布

6
たんぱく質とアミ

m酸

する成分としてのたんぱく質について栄養学、

H品学の両学問分野からの解説を行なう。また

ｽんぱく質の基本構成物質であるアミノ酸につ
宮　崎　基嘉

いてもたんぱく質の本質との関連で解説する。

ミネラル（無機質）は種類が多い。それぞれ
個別の役割があると同時に相互に関連する役割

7 ミネラルの意義
もありそれらの意義を解説する。またあまりよ
ｭ知られていない微量ミネラルに：ついて新しい

内　藤　　　博

i東京大学教授）
研究を中心に解説する。食物の調理加工をミネ
ラルの役割にもふれる。

一260一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ビタミンは2回に分ける。この回ではビタミ

ン全体の解説をするとともに、水溶性ビタミン 荒　川　信　彦

8 水溶性のビタミン について、その種類、栄養効果、食品への応用 （お茶の水女子

など実生活に密着した知識を解説する。 大学教授）

前回に：続き、脂溶性ビタミンの各々について

同様の解説をする。脂溶性ビタミンについては

9 脂溶性のビタミン 一回忌よく知られてないことが多いので、新し 同　上

い研究をふまえてその意義について栄養学、食

品十両分野にわたって解説する。

栄養素全般の知識を総括し、日常生活活動に

おいて摂取すべき望ましい量の基準となってい

10 栄養所要量と食事 る栄養所要量について解説し、生活と栄養摂取 宮崎　基　嘉
の関連をデータで示す。また日常食事の構成の

基準としての食事構成についても解説する。

食物の具備すべき重要なファクターに嗜好の

11
食物の色、味、香
C成分

問題がある。この回では食物自体に含まれる色

f、呈味成分、香気成分に：ついての科学的解説

�sない、その多様性に：ついて解説する。また

小林彰　夫
i診茶の水女子

@　大学教授）

食物の調理、加工においての変化にも触れる。

12 嗜好の科学

　前回に：つぎ、食物のうまさとは何かを解明す
驕B化学的な因子のほかに物理的な因子も重要
ﾅ食物の物性について例示的に解説する。また
H物の嗜好を形成する要因、嗜好の科学的評価
ﾈど嗜好学ともいうべき心理学的要素をまじえ

吉　川　誠　次

i共立女子
@　大学講師）

た総合的解説を行う。

13 食物の保蔵

食物は変化し、変質し、損失し易いものであ
驕B食物の品質を保持しつつ食物を長期間貯蔵
ｷるために人類は苦労してきたが、食物の品質
�j害する要因を解説し、これを除去する知恵
ﾌあらましを述べる。実生活の中で役立つ知識

荒井綜一
i東京大学助教授）

も多い。

われわれの利用している食物の種類は多いが、

14 食物の生産方式

大別すれば太陽光を直接植物体にとり込んだも
ﾌと、植物を餌として生産される動物性食品と
ﾉ分けられる。バイオテクノロジーを採り入れ
ｽ新しい生産方式についても解説し、やや未来

宮崎基嘉

的な内容になっている。

最終回である。14回にわたって学んだこと
を総括して、われわれの健康を増進する目的で

15 食物　と健康 食生活ρあるべき姿を展望する。また前回まで 同　上

に触れられなかった食物の安全性のことにも触

れる。
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　　　＝教育思想＝（R）
〔主任講師：村井　実（大東文化大学教授）〕

全体のねらい

　どうしたら子どもたちを善くすることができるか、についてのさまざまの考え一教育思想一を、・
歴史的な発生と三農の順を追って吟味したい。ある時代に、ある思想を、どういう人物が代表的に表

明したかζいう・列伝体の形式によって講義を展開する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

教育思想のはじまり
@　　　（一）一教育ということば一

　教育ということばが作られるということは、

ｳ育が問題として事々の意識に上ることを意味

ｷる。それは、入間の歴史の上で、いつごろ、

ﾇのようにして起ったか。

村　井　　　実
i大東文化大学教授）

2

教育思想のはじまり
@　　　（二）一子どもを善くする一

　子どもを善くしたいということから、そもそ
煢ｽが善いのか、また、どうしたら善くするこ

ﾆができるか、などが問題として生ずる◎これ

ｪ、教育思想のはじまりである。

同・　上

3 ソ　ク　ラ　テ　ス

P

　「善さ」とは何か、「善くする」とは何か、

ﾈどの問題を生涯をかけて問うと同時に、その
竄｢方について、コ「産婆術」「問答法」などの

蜥｣を行ったソクラテスの歴史的意味は何か。
同　　上

4 プ　　ラ　　ト　　ン

　ソクラテスの弟子として、プラトンは、ソク

宴eスの思想を理論的に整えることに力を注い

ｾ。だが、その思想はソクラテスに対して、対
ﾉともいうべき特徴をもつに至った。その吟味。

同　　上

5 イ　ソ　ク　ラ　テス

　インクラチスは、ソクラテス、プラトンとほ

ﾚ同時代のアテナイの町で、さらに独自の修辞

w校を開くことによって、教育思想の第三の原

^ともいうべきものを展開してみせた。それは

ｽか。

同　　上

6 人間主義・理想
蜍`・現実主義．

子どもたちを善くしたいという・、教育の思想
ﾉ、子どもたち、澄よび善さをどう考えるかに応

ｶて、教育思想の三つの原型が生まれた。ソク

宴eスの人間主義、プラトンの理想主義、イン

Nラチスの現実主義である。

同　　上

7 クインティリアヌス

　ローマの共和制社会では、討義と説得の術し

ﾆしての雄i弁をもって教育の理想とするに至っ

ｽ。その思想の集大成としてのクインティリア

kスの「弁論家の教育」の特色。

同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

キサスト教が社会に力を強めるに至って、そ

のキリスト教的「神」との関わりに於いて人間

8 アウグスティヌス の教育が考えられる。ギリシア・ローマの時代 村　井　　　実
の教育思想との比較を試みたい。　　　　　　　　　　　　　　　7

子どもたちを善くしたいという、その善さが、

中世の教育思想 理想として神とされ、その神に向って子どもた

9 （一） ちを形成することが教育と考えられた。しかし、 同　上

一教会の教育一 理想を求めるよりも、理想に基づいての形成が

強調された◎

教会が掲げる神の理想の下で、世俗の世界で

中世の教育思想 は、宮廷は宮廷：なりに、商人は商人なりに、職

10 （二） 人は職人なりに、社会階層毎に現実主義的な教 向上
一世俗の教育一 育を展開した。思想上、いわば理想主義と現実

主義との癒着が発生したのである。

久しい中世の教会による極槽からの解放を求

11
ルネサンスの教育

v想

める動きが、ギリシア・ラテン時代の人間像を

搗zに掲げる人文主義の教育思想を産んだ。代

¥的な人物にエラスムス、トーマス・モーアな

同　上

どが挙げられる。

宗教改：革の教育
　中世は、人間にとっての「善さ」＝神が教会

ﾉよって独占された時代といえる。それを教会

12
思想一一ルターと から解放して、聖書を通しての人間との直接の

ﾖ係に置こうとしたのが、ルターとカルグァン、
同　上

カルヴァンー 宗教改革の思想家たちであった。だが、その教
育上の意味は何か。

人文主義の教育が形式化して「キケロ主義」
と評されるように：なるのに：対して、形式よりも

13
ラブレーと
@　モンテーーニュ

内容、ことばよりも感覚や理性、知識よりも経
ｱを重んじようとする実学主義が台頭した。中

同　上

世以来の理想主義的：な大勢に対しては、久し炉

りの現実主義的な関心の再現である。

「知るjという働きの普遍的な重要性、万人

にとっての可能性への着眼を中心として、それ

14 コ　メ　ニ　ウ　ス を現実化するための方法と組織がどう考えられ 同　上

たか。近代を支配するに至った教育思想のスタ

一ト。

現実主義的な思想の中、社会的実学主義と呼
ぶにふさわしい、イギリス紳士階級の教育思想

15
思想の系譜（一）

@一ロ　ックー

の代弁者がロックである。この原理がく「健全

ﾈ身体に宿る健全な精神」として表現される。
同　上

もちろん健全というのは、ロックとその階層に
とっての「善さ」であったのである。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ロックは子どもの心はあらゆる知識や善悪の

思想の系譜（二） 考えに：対して「白紙」であると考えた。そこか

16 一子ども観と絶対 ら、教育上に：論いても、経験と訓練を重んずる 村　井　　　実、

主義の教育思想一 という原則が生れた。だが、この子ども観が絶

対主義国家に旧いて、強制教育の推進を支える。

「造物主の手を出るときはすべてが善いのだ

が、人間の手にかかってすべてが駄目にされて

17 ル　　　　ソ　　　　一一 いる」という革命的な宣言……その教育思想的 同　上
意味は何か。

ルソーの影響下に隊人間の教育、自然の教育、

感覚と身体との関心等をもとにドイツに汎愛派

18 汎愛派め人々 の運動が生じた。バゼドウ、ザルツマンなどを 同　上
代表とするが、とくにザルツマンについてその

特色を見てみたい。

人間と自然を重んずるというルソーの系譜に
立ち、同時に実践上では汎愛派に同調したが、

19 カ　　　　ン　　　　ト カントは、両者の現実主義的な関心をはるかに
zえうる、いわば理念主義的思想を抱いた。こ

同　上

れは、人間性理念の完成という、その意味での
新らしい理想主義思想の力強い宣言であった。

フランス革命は、教育上歴史的な二つの問題

コ　　ン　　ド　ル　セ を提起した。一つは、圧制への抵抗としての自

20 一フランス革命の
@　　　教育思想一

由と平等の強調であり、第二は、国家による公
ｳ育という考えである。この二つの、ほとんど
ｵ盾的といってよい要求の、最初の調停者とし

同　上

て、コンドルセが出現した。

政治への関心、経済への関心と、教育への関
心との関係、したがって、政治思想・経済思想と

21 ペスタロッチー・ 教育思想との関係、こうした関係がペス二三ッ 同　上
チーの思想としてどう把握されていたか。

アウグスティヌスやル．ターの場合の教育思想

の中心にあっ傘「神」が新しい意味をもって出

22 フ　　レ　　一一　ベ　　ノレ 現する。子どもの中の「神」、それが教育の歴史 同　上
にどういう新しい動きを作り出したか。

産業：革命の進展と共に、社会が労働者の子弟

オ　一　　ウ　ェ　ン の啓蒙を必要とし、そこから社会の側からの労

23 一産業革命と教育一 働者階級への教育的関心が生じた。こうして社 同　上

会主義の教育思想が生れる。その代表者として

のロバート・オーウェンの思想を吟味する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フランス革命によって提出された、自由と平

ホーレス　・マン 等と公教育との緊張の解決への道が、新大陸の

24 一アメリカの 新国家アメリカに：論いて、デモクラシーの理念の 村　井　　　実
．教育思想一　　　　　魎 下に：拓かれることになった。その代表的教育行

ｭ・思想家として、ホーレズ・マンが出現した。

近代に入って、教育に科学の成果としての知

25
ヘ　ル　バ　ル　　ト

[思想と科学一

識・技術をとり入れると同時に、教育の思想を科

w化する関心が高まっていった。その最初の積極

Iな試みがヘルバルトによって企てられた。こ

同　上

こでは、その試みの意味と限界とを考察する。

国家と知識・技術と、市民と、人間と、この

巫者の必然的なもつれ合いをどういう方向に解

26 デ　　ュ　　一　　イ 決して理想の教育を実現するか。この視点から、 同　上

デューイの教育的民主主義の思想を吟味：する。

日本に澄ける国家と教育との関係をどう考え

どう調整するか。森有礼の国家主義的教育思想

27 森　　　有　　　礼 の成立を吟味する。 同　上

森有礼と同時に、同じ意図をもってスタート

した福沢諭吉の教育思想が、どういう異った主

28 福　沢　諭　吉 張に結晶していったか。その両者の相違の意味。 同　上

明治以来百年にわたる日本での教育思想の流

教育の民主主義 れ。敗戦。米国教育使節団報告書5教育基本法

29 （→ と新教育の運命。現在の日本の教：育思想上の問 同　上

一新しい出発一 題としてそれが何を意味するか。

日本の戦後の教育は民主主義を旗印として進

教育の民主主義 められたが、いつのまにか、自由の理想にも平

30 （⇒ 等の理想にもかえって遠ざかる方向に進んでい 同　上

一現実の歩み一 る。これは何を意味するのか。これを、明治以

来の潜在的な国家主義の問題として吟味する。
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＝　児 童 観　＝（R）

〔主任講師　深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい

　子どもについての見方を概観しようというのが、本講義の目標である。全体は三部構成をとってお

り・まず4回までで・欧米の児童観をさぐる6次いで、5～9回で、日本の児童観を歴史的に掘り下
げた後・10～14回で・臨床心理学の立捌・らの児童観をまとめる．そして、最後に未来の児童観．

にもふれてみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

初めの4回は、西洋の児童観について、教育学

1

　　　　　　　　　●
q　羊　た　ち

の視点から解説する。すべての伝統社会に澄いて、成人すなわち人ならざる子供は、基本的な生産物

舘　　　　　昭
一一 ｼ洋の児童観（1） の投影を受ける。キリスト一転にして、牧畜をよ （放送教育開発セ

くする西洋では、それは鞭打ち、追いたてるべき ンター助教授）
子羊に他ならない。

工業化の波が、西洋に起こった。印刷術が、教

タ　ブ　ラ　・　ラ　サ 育に投影され、ロックがしたように、子供は文字

2
一西洋の児童観②

を刷りこまれるべき白紙（タブラ・ラサ）とみな

ｳれるようになる。コメニウス以来、工場に見立
同　　　上

てられた学校で、一斉教授が確立する。

植物栽培モデルの教育が、西洋にも存在する。
植物は、鞭打たれると凋み、適切な環境を与るだ

3
子供　の　発見一西洋の児童観（2） けで育つ。これが、人権思想と結びついたとき、「子供の発見」がなされた。ルーソにはじまる、

q供を世に毒された大人以上のものと見る児童観

同　　　上

が、ここに確立する。

脱工業化の開始とともに、人間を人間自体とし
て見ることが可能となった。深層心理学は、まず

4
内　的　世　界一一西洋の児童観（4）

小児性欲の発見によって、大人の夢想の子供への
渇eを打ち破った。ユング派、特にウィクスによ 同　　　上

る子供の内的世界の把握は、西洋児童観の投影か
らの脱却を示す。

子どものとらえ方に、西欧と日本との間にかな

5
児　　　童　　　観

りの開きが認められる。そこで、前回までの経過

�ﾓまえ、西洋教育史の専門家・志村鏡一郎静岡 深　谷　昌　志

・　東　　　　西 大学教授を招いて、日本の児童観の特色を、欧米 （放送大学教授）

との対比の中でとらえていきたい。

子どもをいつくしむのが、日本の伝統だといわ

れる。この回では、藩学や寺子屋の時代にさかの
6 児童観の成立 ぼって、日本の児童観の源をたしかめてみたい。 同　　　上

放送教材のゲストは、日本教育史の専門家で、児

童観にくわしい石川松太郎日本女子大学教授である。

日本の近代化にρれて、学校で学ぶ子どもたち

が増加してくる。それだけに、学校関係者が、子
7 日本の近代と児童観 どもをどうとらえていたのかが重要になる。そこ 同　　　上

で、児童規則などを素材として児童観をとらえて

みたい◎ゲストは、石川松太郎教授。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 児童観の転換

　大正時代の新教育運動は童心礼讃とよばれるよ

､な児童観を生み出した。そこで、新教育運動の

剴ｶ観を紹介すると同時に、児童文学にあらわれ
ｽ児童観の分析を、児童文学者の西本鶏介氏とと

烽ﾉ早早下げてみたいと思っている。

深　谷　昌　志

9
情報化社会の中で

轤ﾂ

　現代の子どもを特徴づけているものは、マス・
＜fィアとのふれ合いであろう。そしてテレビ育
ｿとよばれるような成長のスタイルをたどる子が
ｽい。そこで、マンガなども素材，としながら、情

�ｻ社会の群来が児童観に与えた影響を考えてい
ｫたい。

同　　　上

10
現代の子どもを
@どう理解するか一母子関係を中心に一

母子関係に問題のある具体的事例をあげて、そ

ﾌ問題の背後にある心理を中心に、現代の子ども

�ﾇう理解したらよいのか述べる。
　小川　捷　之
i横浜国立大学教授）

11
現代の子どもを
@どう理解するか一父子関係を中心に一

　父子関係に起因する実際の治療事例を紹介する。

ｻして、その子どもの治療過程を論じながら、現

繧ﾌ子どものもつ特徴をあげ、子どもをどう理解

ｵたらよいか考えを述べる。

同　　　上

12
現代の子どもを

@どう理解するか一兄弟関係を中心に一

　或る具体的な治療事例を紹介する。そして、そ

ﾌ事例を中心に、現代の子どもの兄弟関係につい

ﾄ述べ、彼等をどのように理解したらよいのか考

@する。

同　　　上

13
現代の子どもを

@どう理解するか一児童期と思春期一

　思春期前期の治療事例をあげ、現代の子どもの

剴ｶ期から青年期に到る問題点を浮彫りにする。

ｻして、この時期の子どもたちをどう理解したら

謔｢のか、述べる。

同　　　上

14 現代②子どもたち

　心理臨床の場で接する子どもたちを通して、現

繧ﾌ子どもたちの特徴についてまとめ、我々大人

ﾍ、今後どのようにして子どもたちを理解してい

ﾁたらよいのか考察する。

同　　　上

15 未来の子どもたち

　これまで、①欧米の児童観から始まって、②日

{の児童観を概観し、最後に、③臨床心理学の立

黷ｩら、子どもをどう見るのかを考察してきた。

｡日は、それらの立場をふまえ未来の子どもたち

ﾉついて、考察を進めたいと思う。

深谷　昌　志

ｬ川　捷之
ﾚ　　　　　昭
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　　＝発達心理学1＝＝（TV）

〔主任講師：宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい

　人生の各時期の精神発達の状況、現象を概観したあとで、発達心理学とはどのような科学であるの

か・精神発達はどのような方法で研究されているか、「発達」についてどのような見方、考え方があ

るのかといったより抽象的な問題について考えてみることにする。つまり具体的な現象から理論的な
問題へと考察をすすめていこう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 乳　　　　　　児

宮　川　知　彰
i放送大学教授〉
宦@田　　　晃
i東北大学教授）

@（対談）

幼児期の身体と運動、思考や言語などの知的
機能の発達、自我や自立心・道徳性の芽ばえ、

2 幼　　　　　　児 性役割の学習、性格、遊びを中心とした対人関
Wの形成を述べ、幼児期とはどんな段階かを検

同　　上

討し、家庭・保育所・幼稚園での指導問題を考
える。

学童期に澄ける身体と運動機能、知的機能
（とくに論理的思考と知識、言語）の発達、仲

3 学　　　　　　童 間との相互交渉を通じての行動空間の拡大、性
�рﾆ道徳性・自我意識の発達などについて考 同　　上

え、あわせて家庭、小学校の指導の問題点を指
謁する。

青年期とは、いっからいつまでのことをいう

のか、また青年期の「発達課題」は何かについ
4 青　　　　　　年 て概述する。 宮　川　知　彰

「精神発達」の過程では、新しい「能力」が

獲得されていくと同時にこれまであった「能力」

5 壮　　　　　　年 が失われたり減衰したりする。壮年期では若き

冾ﾌ何が失われ、何が新たに獲得されるのだろ
同　　上

うか。壮年の社会的責任との関連でこの間：題を
考えてみよう。

20代以降、70～80才代に到るまでに、我
々の記憶力、知能テストで測る知力等はどう変 宮　川　知　彰

6 老　　　　　　年 化するのだろうか。記憶力は年と共に衰えると 星　　　　　薫
言われるが、具体的にどのような変化があるの （放送大学助教授）
か。多ぐの実験結果を概観する中で、考察して （対　談）

みたい。

これまで6回忌わたって人生各回の特徴を概

7 人間　と　人　生
説してきたが、今回は人生経過を全体として概

ﾏし、年齢の推移と共に変化する社会的な地位 宮　川　知　彰
と関係づけながら、人生経過における人格特性

の形成・変化の過程を考えてみよう。

一268一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

発達心理学について、ヨーロッパ特にドイツ

とアメリカとでは、異なった視野・観点をもつ

8 発達心理学とは ているように思われる。この点を紹介するとと 宮　川　知　彰
もに、発達心理学はいか々る科学であるべきか

について考えてみる。

9
動物に：澄ける心理

ｭ達

　進1ヒの過程において、いかにして心理が発生

ｵ、また要素的感覚心理の段階から知覚的心理

ﾌ段階へと発展していったかを考察する。その

ﾛ動物の生活条件とそこに感ける動物の活動に

宮　川　知　彰
ｼ　野　　　　豊：

i東北大学教授）

@（対談）
留意してその心理発達を分析する。

人間に固有の心理は社会的起源をもち、媒介

的構造をもち、意識性をもって働く、このよう

10 動物　と　人　間 な人間心理の生物学的前提は何であろうか、ま 同　　上

た人間の心理はどのような新たな生活条件と活

動の下に生まれたのかを考察する。

哲学、教育学、心理学、さらに生物学や医学
ﾈど、隣接する人文・社会診よび自然諸科学の 宮　川　知　彰

11 発達心理学のあゆみ 発展とあわせて、発達心理学が科学としていか
ﾉ台頭し、その体系を整えるにいたったか、今

寺　田　　　　晃

@（対談）
日までのあゆみと問題点について具体的に検討

する。

一一ﾂの問題を解決するのには、その問題を解
決するのに最も適当した方法を創案しなければ

12 精神発達の研究法 ならない場合が多い。それで発達心理学の領域 宮　川　知　彰
でも幾多の独特な方法が考案されてきた。本構
では、それらのうち基本的なものについて概説

しょう。

精神が発達するとはいったいどのようなこと
を指すのであろうか。そもそも「発達」は何か。 同　　上

13 発達の理　論 この問題について諸家の考え方を概観し、でき

うれば首肯しうる発達理論を選択するとともに、

新しい発達理論の建設の可能性をも考えてみた

｢。

今日の子ども達には、「どうせダメだ」とい
う悲観的な’「発達観、、に囚われている者が多い 宮　川　知　彰

14 発達　と　学　習 のではなかろうか。本講では、発達と学習との
ﾖ連についての諸家の見解を概観して、「やれ

野　呂　　　　正
i宮城教育大学教授）

ばできる」という積極的な発達観の形成に寄与 （対談〉
したい。

障害児とはどのような子どもか、その定義と
類型、診断・判断の技法を、医学・生向学、社 宮　川　知　＝彰

15 発達と障害 会学、教育学などの知見を含めて総合的に解説

ｷると共に、発達に対し障害とは科学としてい

大　山　正　博
i東　北　大　学〉

かなる位置つげをもつのか、その意義につき考 （対談）
える。
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　　＝発達心理学H＝（TV）

〔主任講師：宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい

人間の心理一行動は、一般心理学では、感覚・知覚・記憶・思考・言語等々というふうに、要素的

な領域にわけて考察されている。発達心理学Hでは、これにならって、人の心理一行動の発達を、上
記のよづ差要素ないし領域ごとにみてゆき、教育において発達心理学の果すべき役割について考えて

みたい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

入の身体とその運動能力の発達過程や性的成熟

1 身体の発達
の過程を概観し、あわせて「発達加速現象」につ

｢て考えてみる。 宮　川　知彰
（放送大学教授）

人間の知覚や記憶の機能がいかに形成され、そ

の後それがいかに変化していくのかについて考え
2 知覚と記憶の発達 てみたい。 星　　　　　薫

（放送大学助教授〉

動作を伴うことなしには困難な問題解決から視
点が「中心化」してしまう表象での点出具体的状況

3 思考　の発達 に：拘束される論理的思考を経て純粋に抽象的、演 野　呂　　　正
繹的に展開できる思考へと発展ずる思考の発達特 （宮城教育大学教授）

徴を概観する。

信号体系の中での言語、話しことばと書きこと

ぱの発達、言語と思考との関係、言語の行動調整
4 言語の発達 機能の諸問題について発達的に考える。 同　　　上

感情・情緒・情操とよばれる心理一行動の形態

が発達するとはどういうことかについて検討して
5 感情の発達 「情操教育」のあり方を考えてみたい。 宮川　知彰

動機づけとは精神的諸活動がどんな状態にある

6 動機づけ　と
ｳ授：・学習

ことをさすのかを説明すると共に、特に教授・学
Kが発達的にいかなる動機づけの過程で成立する
ﾌか、ならびに内発的ないし終発的な動機づけの

寺　田　　　晃
i東北大学教授・

手だてを中心として、教授・学習の有効なあり方 放送大学客員教受〉

について検討する。

人間は、基本的には、物の世界と人の世界とい
う交差する2つの世界の中で発達していく。ここ

7 物との交渉の発達 では、とくに、物の世界との関わりに焦点をあて、

qどもが、それをどのように支配していくかとい 野　呂　　　正

うことを発達的に考える。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「社会性」とは何か、また「社会性」の発達と

はどういうことかを検討して、その発達過程のあ

8 社会性の発達
るべきすがたを考えてみよう。

@　　　　　　　　　　　　　　聾　　　　　　L

宮　川　知　彰

人の世界、とくに、ここでは、「愛着と分離」
ということで特徴づけられる母子相互交渉に焦点

9 ，愛着　と　分離 をあて、動物研究の新しい知見をも参考にしなが
轣Aその世界の中で、子どもが、どのように発達 野　呂　　　正

していくか、また、発達のつまずきについて考え
る。

物と人とが交差する典型的な世界としての遊び
の中で、子どもたちは、何を、どのように発達さ

10 遊びと精神発達 せていくかについて、今日の子どもたちをとりま 同　　　上
く遊び状況との関連で考える。

・知能とは何か

：現代人の知能観

11 知能と創造性
　知能概念の歴史的・理論的変遷
E知能テスト

　柏　木　恵　子
i東京女子大学教授）

：知能をどう捉えるか

知能測定のさまざまな試み

知能テストの有効性と限界
・知能の発達

：さまざま：な認知の働きとその発達

知能と文化
・創造性とは何か

：ぐ聖 n造的であること≧みとは？

・知能と創造性との関係

：独立か異質なものか？

以上の諸問題について考えてみよう。

学習の適期の問題を、とくに、ここでは、成熟

と学習との関係という点からとらえ、その中で、

12 成熟と学習 伝統的なレディネス観のとらえ直し、そして新し 野　呂　　正
いレディネス観の創造について考えてみる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・自己の発見

13
自己意識の発達 ：鏡像の自己認知の成立

ｩ己と他者の分化一物理的、心理的一 柏　木恵　子
と性格形成 自己像の拡大と深まり

・自己概念の発達
：他者から見た自己の認識の成立　　　一

現実の自己と理想の自己
自己概念による旧格形成

・行動統制機能の獲得

1他律から自律への道すじ
・性格形成と社会・文化

二家庭環境の規定性

文化規範とのかかわり

以上の諸点について概述する。

発達診断とは何かの定義と発達診断に関する諸

理論を説明すると共に、具体的に身体と運動機能

14 発　達　診　断 知的能力・入梅・学力・適性などの精神的諸機能

ﾌ発達に関する測定と評価、ならびに発達障害の
　　　　■宦@田　　　晃

臨床的な診断・判断の方法と技術、問題点などに
ついて解説する。

発達心理学ないし発達理論が「教育」にいかな

る点でどのような貢献をなしうるのか、また「教
15 発達心理学と教育 育」に貢献しうる発達心理学ないし発達理論とは 宮　川　知彰

いかなる学問であり理論であるのかについて考え

てみたい。
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　　　　　　　　　　　　　　＝学習心理学1＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　　　ニー学習理論の基礎一一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　学習は、人間の場合、模倣による問題解決や、創造による問題解決などの経験がつみ重ねられて、

「人間らしさ」、「国民性」などが形成されることがある。が、望ましい方向とは限らない。ゆがん

だ方向へ進むヒともあり、エラーを直すのも冠神経症・非行からの回復のため・の心理療法なども、学

習にふくまれる。

主な項目

1。はじめに

　　　学習心理学とは

　学習とは・現実の環境のもとで・生活体（人間）瓜経験を通じて、適応の仕方を変化させること。

　学習心理学は・この学習に関係する心理現象について研究する科学である。

①　どこまでも学習しつづける心理現象

（2）慣れた段階のところで停滞する心理現象

（3）ゆがんだ方向へ進行する心理現象

（4）ゆがんだ方向から回復する心理現象

（5）学習指導法の研究

環境　経験　適応　学習意欲　記憶力　思考力　応用力　’協力　人間性　自己実現　心理療法

2．学習と発達

経験と成熟

（1）野生児の事例

　　　アベロンの野生児、狐少女など、経験：の役割

（2）発達の最近接領域

　　　経験によって、成熟が変化する。

（3）経験による特殊性

　　　国民性…………文化の型と性格

　　　役割性格…………職業と性格

　　　性役割……・…・・男らしさ・女らしさ

④　成熟による普遍性

　　　エリクソン（Erikson，E．H．）の「人生周期」

（5）経験と成熟の相互補完性
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3．学習と勉強

　　　いわゆる「勉強」をめぐって

（1）学校教育の場合

　　　学習指導要領（義務教育の段階）

　　　　（A》教　　科

　　　　⑧道　　徳

　　　　（o結別活動

　　勉強とは、ωが中心である。

　　⑧・（Oは、勉強とはよばれていない。

（2）意図的学習と偶然的学習

　　勉強は・意図的学習であるが・学習にぽ偶然時学翫ふくまれる。予想もしないことを蝦え

　るのは、偶然的学習。

（3）学習と勉強との一致

　　自分から進んで・自分を・当面している場合に打ち込むこと、つまり、自分自身への挑戦という

点では・学習と勉強とは、一致する。

4．学習の方向

　　望ましい方向の学習・ゆがんだ方向の学習

学習には・ゆがんだ方向の学習もある。

欲
求
不
満
の
場
合

（1）耐える一→生産的構え

（2）耐えられない　：→防衛的構え→

　　　　　　防衛機制
　　　　　　　　il

逃げ腰になる

まにあわせをする
攻撃的になる

ω正常な場合

　　怠げる

　　無気力

　　まにあわせる

　　ごまかす

　　嫉妬する

　　乱暴する

⑧異常な場合

　　　神経症

　　　犯　罪

（1）外的な欲求不満

　　ω欠乏　⑱損失　◎障壁

（2）内的な欲求不満

　ω欠陥⑧損傷（O抑制
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義学習の成立　（1）

　　条件づけ（1）

スキナー箱（Sk、inner　Box）一→テコを押すと、餌が出てきて、食べることが

　　　　　　　　　　　　　　　　できるようになっている。
　　（テコ）　　　　（押す）

　　条件刺激　　　　条件反応

　　Sc　一一一一一→Rc
i”……「強化」の随雌

　　　　　　　　　　　Su一一一一→Ru
　　　　　　　　　　無条件刺激　　　無条件反応
　　　　　　　　　　　（餌）　　　　　（食べる）

　特定の条件のもとで、特定の反応が形成される。

　経験を通じて形成されるので、学習されることになる。

　　　　　スキナー（Skinner，B・F．）　『ノくブ・フ（Pav畳・v，12．）

　　　　　　　道具的条件づけ　　　　　　　　　　　古典的条件づけ

　　　　　　　オペラント条件づけ　　　　　　　　　レスポンデント条件づけ

　　　　　　　R型条件つげ　　　　　　　　　　　　S型条件づけ

　正しい反応（期待されている特定の反応）ならば、欲求の充足につながっており、このために、

正しい反応が形成されることになる。

　動物の「調教」の原理でもある。

6．学習の成立（2）

　　　条件づけ（皿）

（1）プログラム学習（programmed　learning）

　　　　　　　　　Sc一＿一一一一一→Rc
　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　／　　」
　　　　　　　　　／　　　　　　／Su・一一一一一→Ru

　　　　　　　　　”　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　”　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　／　　　　　（O即時フィードバック
　　　　　　ノ　　　　　／　　　　　　　　正しい星応かどうか・反応の直後に分かるようにする。，

　　　　（A）連続的漸進

　　　　　　　小刻みに進めるようにする。

　　　　　　　（自分のペースで進めるようにする。）

　　　　⑬反応形成（シェービング）

　　　　　　　正しい反応をまとめるようにして、進める。

〔問題点〕
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（2）水路づけ（canalization）

　　　最初の充足ヨ反復、消去されない。

（3）刻印づけ（impdnting）

　　　籾期学習（early　leanlng）、消去されない。

7．学習の成立　（3）

　　認知構造の変化

　環境がどのように認知されるか・その認知のされかたには、それな抄の構造がある。その構造が認

知講造である。

　　　　　　　　　　この図形に・三角形はいくつあるか。（正解　8つ）

　　　　　　　　　　　　3つとか・・4つとか答える場合にしても、8つと答える場合にしても、

　　　　　　　　　　　　それなのの認知構造が成立している。

認知構造は・認知地図ともよばれ・この地図によって行動が選択される。すなわち、認知構造によ

って・学習の成立は左右されるのであり・適切な学習の成立には、適切な認知構造が必要になる。

＆　学習と外記的動機づけ

生活体（燗）が・雛の方向へ聾するように、その生活体の外部から働きかげるごと。

　代表的なのは、　「賞と罰」である。

　賞は・行動を促進させ、罰は、行動を禁止させ、回避させる。

しかし・賞の場合・働る・報醗与えるだけでなく・「承認」の欲求の充足にかかわるのな条

件ならば・ふくめる必要がある・同様に・罰の場合、叱る、体罰などだけでなく、承認の欲求の否定

にかかわるような条件ならば、ふくめる必要がある。

希望のもてるような蹴ならば・賞に屈することに勧、希望のもてないよう越境ならば、罰に

屈すことになり、要は、こうした点にある。

9．学習と内発的動機づけ

生活体（人間）が・特定の方向へ行動するように・自分の内部に論いて、自分に働きかけること。

興味・関心・解決の：喜び、発見の喜び。

これらの他に・　「認知的葛藤」も、注目されている。

　　驚　き　……………・…………・・確信している知識に「ずれ」を生じる状態

　　当　惑　一・……・・…・・…・・…・…・答えがいくっもある状態

　　矛　盾　……・・…………・・・・・・・…　両立できない状態
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　　認知的不協和　……………・・“・・信じていたことが信じちれなくなった状態

　　混乱…………………………混沌としてつかみどころのない状態

　　不適切∵・…………・…・・………答えの出しようのない状態

　しかし、内発的動機づけが、必要で、かつ＋分な効果を示すには・「自信」の裏づけを欠くわけに

はいかない。

1α　学習と模倣

　　　　問題解決（1）

　問題解決過程には、次の四つの段階がふくまれている。

（1）問題場面

（2）試行錯誤

（3）手がかりの選択

（4）見通しの成立

　しかし、問題解決過程ではあるが、問題解決とはいっても、問題の提出者には、すでにして、問題

は解決されている。すなわち、この問題解決：過程をたどっても、問題の提出者の水準以上に出ること

は難かしい。「模倣」以上に出ることは難かしいのである。

　系統学習の限界性。

11．学習と創造

　　　　問題解決（皿）

問題解決といっても、創造ということになると、与えられた問題の解決ではなく、問題そのものを

つくり、その問題の解決をすることが必要になる。

　発明、発見、創作などは、このような問題解決である。問題解決学習の必要性。

　ブL！インーストーーミング（brain　storming）とよばれている方法には、独創的：な新しいアイデ

ィアをつくの出す際の必要条件が回りこまれている。

　（A）5－10名程度のグループ

　（B）40r－60分程度の時間

（C）　ノレ・一ル

（D）課　題

　1．批判禁止

　2．自由奔放

　3．質より量

　4．改　　良

（例）新聞紙の活用法
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12．学習と練習

　　　　　　　　　　　学ぶ　一→覚える一一→習得

　　　　　　　　　　　習う　一一→　慣れる一一一→　習熟

（1）覚える

　（A）機械的に覚え．る

　（B）図式的に覚える

　（C）論理的に覚える

　（A）→（C）は、暗記→理解になっている。

（2）忘れる

　（A）理解（分かる）すると、忘れない。

　（B）干　渉　・……・・回向抑制・逆向抑制

　◎抑圧…・…・・不快なことは無意識化されやすい。

（3）慣れる　　　　　　　　　　l　　l　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il　II　lm：／
　伍）　ドリル学習、過剰学習　　　　　　　　1　　　し’ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　効
　　　　　　　　　　　　　　　　　果　（B）練習曲線　……・…………・・

　（C）練習の分配

　　　　全紙法　分習法　直接反復法

　　　　漸進反復法　集中法　分散法

④　身につく（自己拡大）

時間（回数）

13・学習の転移

（1）正の転移

（2）負の転移

に大別され、「応用」が効くというのは、正の転移の場合。

　その転移の条件について。

　（A）構成要素の一致

　（3）　一一般イヒ（般イヒ）

　（C）構造の等価

　（D）学習方法の学習
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14，学習と個人

（1）個人差

　硫）個人間差異

　（B）個人内差異

（2）個　　性

　（A），全体性と．しての個性

　（珍独自性としての個性

（3）個別学習

　伍）時間制限法

　（B）作業制限法　……・…

　　　　　　　I　i　皿
　　　　効　　　　1
　　　　果　　　　1

　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　暮

・・ iどこまで可能か）

　　皿　　’　　　第IE段階は、必ず成立する、とは限らない。
　　　　’　　　，’
　，”

時間（回数）

（4）自己実現

　　　価値の多様性

15．学習指導

（1）学　習　＝　（内的条件）～（外的条件）

　　　　生活体（人間）の側面　　環境の側面

（2）教授　一　学習過程

（3）教　授　一　学習理論
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　　＝学習心理学H＝（TV）

〔主任講師：、小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　この「学習心理学H」では、　「学習心理学璽」で中心とした基本的・一般的な原理を土台にし、

「学習指導法」との関連をつけつつ、学習心理学全般にわたる重要問題の考察を試みる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 入　間　の　思考

　集中的思考と拡散的思考、分析的思考と直観

I思考を総合的にまとめ、「解決」、「理解」

ﾈどとよばれていることをめぐって、　「考える」

ﾆはどういうことかについて考察する。

小　口　忠　彦
i放送大学教授）

2 論　理的　思考

　ピァジェの研究を中心にして展開する。

@発生的には、「らせん的構造」になっている、

ﾆいう点と、「可逆性」という概念とに重点を

撃｢て考察する◎
同　　上

3 自　　己　認　知

　思考の対象が自分自身である場合の思考過程

�謔闖繧ｰる。

@そして、自己意識、自己評価、自己洞察など

ﾌ概念との関連のもとで、問題にする。
同　　上

4
創造的思考α）
齣｣進する条件一

　アナロジー（類推）を中心にし、インダクシ

㏍刀i帰納）、ディダクション（演繹）に対す

驕Aアブダクション（発想）とよばれている論

揩ﾌ基礎を考察する。

@ゲストとの対談形式の導入。

小　口　忠　彦
Qスト

ｶ　田　　　彰
i東洋大学教授）

5
創造的思考（2）
齧W害する条件一

　慣れた側面にこだわる機能的固着性から、文

ｻ的条件にいたるまで、創造活動を妨げる条件

�Aはば広い範囲で考察する。

@ゲストとの対談形式の導入。

同　　上

6 受容学習と発見学習

　知識の「系統化」に基づぐ学習方法と、　「学

K方法」についての発見を中心とした学習方法

ﾆの関連を問題にする。

@受容学習の長所・短所を通じて、発見学習の

ｷ所・短所について指摘する。

同　　上

7
生　　活　　綴　方

@と集団主義

　集団に澄ける「個人」が中心の学習方法と、「集団」の在り方のほうに重点がかけられる学

K方法との関連を問題にする。

@生活綴方的方法の長所・短所を通じて、集団

蜍`的方法の長所．短所について指摘する。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

仮にではあっても、「指導者」としての役割

を演技する場合、本来（実際）の学習者として

8 役　割　演　技 の役割の場合と比較して、・学習は、より効果的 、小　口　忠　彦

に進む傾向がある。・

このメカニズムをめぐって、考察する。

学習意欲が低下し、その原因について診断す
小　口　忠　彦

9 学　習　意　欲
ることが必要になるような場合の分析を通じて、

w習意欲とは何か、学習意欲を高めるにはどう
ゲスト

{　明　　　寛
すればよいか、について考察する。 （早　大　教　授）

ゲストとの対談形式の導入。

エリクソンの「人生周期」を姐上にのせ、経

験と成熟、すなわち、学習と発達の関係につい

10 人　　生　　周　期 て考察する。 同　　上

ゲストとの対談形式の導入。

ヒントも、依存する場合には、解決過程（思

考過程〉をゆがめる。では、依存するのではな

11 ヒントの活用 しに、ヒントを活用するには、どのような条件 同　　上

が必要になるか。

こうした点を問題にする。

誤りであることに気づくのも、学習である。

そして、誤りであることに気づき、これを訂正

12 エラーの訂正 するのも、学習である。 同　　上

こうした点を問題にする。

心理療法に、療法としての効果が成立する根 小　口　忠　彦

13 学習と心理療法
拠を吟味すれば、経験によって適応の仕方を変

ｻさせる、という学習の機能であり、この点に
ゲスト

焉@山　喜久雄
ついて考察する。 （新潟大学教授）

ゲストとの対談形式の導入。

スキナーの「道具的条件づけ」を理論的根拠

とする行動療法は、学習心理学では、新しい、

14 学習と行動療法 しかも、重要な研究課題になって論り、この行 同　　上

動療法について考察する。

ゲストとの対談形式の導入。

学習の根源を「創造」に求める立場をとり、

15 学習指導法
@のまとめ

したがって、学習指導法の基礎も、この創造に

≠ﾟることになる。 同　　上
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　　　＝臨床心理学＝（R）

〔主任講師謄欝欝禦）〕

全体のねらい

　L　異常心理学の全体像、基本的考え方、澄よびそれらとの関連に旧いてとらえられた代表的病理
と現代的病理について述べる・2・上述のような諸病理に対して、心理学的な援助・介入の考え方と
技法およびその成果について紹介と考察を行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
異常心理学の全体

怩ﾆ基本的な考え方

　異常心理学の対象は、創造性、宗教現象などをも含むが、ここでは焦点を病的現象に限定し、とりわけ心因性の病理と「いわゆる」内因性の病理澄よび病的性格の3者をこの領域の中で位置づけた上で、・基本的な接近法、異常性の価値、この領域の意義について述べる。

村　瀬野　夫
i立教大学教授），

2

a　神経症圏の中
S的病理

a@犯罪心理学

　1．神経症の定義と下位分類、2．診断と治癒の実際について…対人恐怖とヒステリー患者を例に用いて解説、3．不安、防衛、自我の強さ、4性格障害の概念と反社会的性格、精神鑑定の実際

福　島　　　章

i上智大学教授）

3

精神病圏の代表的
ｸ神病理とくに精
_分裂病と銘うつ
aの心理

1．・精神病についてのもっとも基本的理解2．精神分裂病と賄うつ病の精神病理

R・分裂病者、躁うつ病者への対応に際して留意
@すべき心理学的配慮

吉　松　和　哉r
i東京都精神医学

麹㈹､究所）

4

心理学的な援助と
贒?

i1）アセスメント
@①目的、技法お
@　よび過程

臨床心理学の立；場から上述のような病理的現象

ﾆ病者に対して行う援助的介入を展望しあわせて
Aセスメント（評価、査定）について、その目的
ﾆ過程を中心に、総論的考察を示す。

村　瀬孝　夫

5
アセスメント
A面接の心理学

　Lアセスメント面接の目的と特異性、2．面接に
?ｽっての留意点、3．初回面接の重要性と実例解
焉A4．臨床面接の信頼性と妥当性。 同　　上

6
アセスメント
B臨床心理
@検査総説

　1．心理検査の歴史と指導、2．臨床心理検査の特
A殊性、3．検査法の分類と評価、4．活用上の留意点

ﾆ戦略。
同　　上

7

アセスメント
C代表的諸検査
C知能の検査と質
@問紙法

　a　ウェクスラー一式知能尺度の基本的考え方と
ﾁ性、この検査の解説と実用性
@b　質問紙の一般的特質、効用と限界、代表的な質問紙検査3つ（YG、　MP　I、GHQ）

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．投映法の特質と分類、12．ロールシャッハ法

アセスメント
論よび樹木描画法（バウムテスト）の説明と実例

8
⑧投映諸法 村瀬孝夫

「解釈」とは何か、仮説をつくり上げる力。仮

アセスメント 説と現実との交流、総合的所見の重要性と困難性
9’

⑤解釈、総合伝達
検査報告について。 同　　上

1．原点としての精神分析療法を粗描した後、心
心理学的援助、介入 理療法の一般的条件と諸種の立場を、4つの流れ

10
（2）心理療法的接近

@一般的特質
に大別して概観する。2．心理療法の典型的過程に

ﾂいて、一つのモデルを示して解説を行なう。
同　　上

不適：応状態や病的心理は、基本的に、自他につ

11
②第一の流れ
@分析的認知的立場

いての認知の不適切さに由来するとし、この是正
�ｼ接目指す立場、精神分析的洞察療法と「理性
E情動」療法など、患者の知的理解を重視する諸

同　　上

流について、基本的な考え方と過程や技法を概観
し、その長短に：ふれる。

1．アメリカ生まれのいくつかの立場では、治療
③第2の流れ 者、患者関係を生きることそれ自体をもって治療

12
関係中心的立場
ﾆ体験的立場

的とみなした。治療者の提供する成長促進的態度

ﾉついて述べる。2関係に加えて、個人が自己の
同　　上

内的な「体験過程」にフォーカスする技法を用い
る立場を解説する。

行動主義心理学の立場か・らは、完全に客観的に

13

④第3の流れ
@行為・行動主義

とらえられる行動（例・不登校）を、学習心理学
ﾌ成果にもとづき、強化やモデリング等の技法を 小　三重雄

的立場 用いて変容しようとするb （筑波大学教授）

日本で産まれ発展してきた全く独自の治療法が

14
⑤日本的心理療法

煌ﾏ法と森田療法

二つある。両者によって立つ人間観や、目指す治
?怩ﾍ、基本的共通性をもつが、具体的手続きは
Sく対照的である。内観法は、回想的、倫理的、 村　三孝　夫

内省的であり、森田療法は行動中心的・集団療法
的。

⑥社会心理学門戸’ 異常心理の改善には、治療者と患者間の一対一
④集団内成員の病 の関係を活用するだけでなく、集団が成員に於よ 山口　　勤

15 的態度改善 ぼす強力な影響力を活用する立場や技法が近年急
村瀬孝夫⑧治療的ネットワ 速に発展してきた。これとは別に、生態心理学的

一クの心理学 観点からの環境調整などにも触れる。
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　　＝深層心理学＝（R）
〔主任講師：織田尚生（放送大学助教授）〕

全体のねらい

無意識の構造に関する講議を診こなう・こめ際講義内容が単なる知識としてでなく、生きた体験とし

て身につぐように配慮する。深層心理学の二大潮流であるフロイトとユングのうちで、主としてユング

の学説に従って話を進めるが、フロイトの説との関連性にも留意する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 ・担当講師
@（所属・氏名）

フロイトとユングがいかにして無意識の存在に
気づくようになったか。その研究史について述べ 織　田　尚　生

1 意識と無意識
る。

（放送大学助教授）

一般の意識心理学とは異なる無意識の心理学の
特殊性に触れ、研究方法の違いについて論じる。

2 無意識の心理学 同　　上

自我の機能、さらには自我がコンプレックスの

3
自我とコンプレッ

Nス

存在によっていかに強く影響を受けるかを考える。

同　　上

@　　　　　孝

コンプレックスが解消される過程について、心

4
コンプレックスの

�ﾁ

理療法の実際に触れながら解説する。

同　　上

深層心理の内容と密接に関係し、また重要な機

能をもつイメージと象徴について、例をあげて考
5 、イメージと象徴 える。 同　　上

無意識の産み出したものである夢を取り上げ、
そのさまざまな特徴について検討する。

6 夢と　は　何か 同　　上

心理療法の技法としての夢分析について、わか
りやすく解説する。‘

7 夢分析について 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

親のイメージを検討することによって、普遍的
無意識とその内容である元型について述べる。

8 親のイメージと元型 織　田　尚　生

個人の心理のみならず集団の心理を理解する場
合の鍵概念になる、影（shadow）の問題を論じる

9 影と　は　何か 同　　上

ユングのペルソナという概念を取り上げて、人
間の外的および内的適応について検討する。

10 ペルソナとこころ 同　　上

入間の心理的な成長のために、心の中の異性
（アニマとアニムス）の発達が大切であることを

11 心の中の異性像 述べる。 同　　上

意識の中心をなす自我が、無意識の深層から自
己によって統禦されている点を論じる。

12 自我　と　自　己 同　　上

深層心理学から見た現代社会の特徴について検
回する。

13 現代社会と象徴 同　　上

日本人の無意識の構造の特徴と、西洋人のそれ
との比較について述べる。

14 日本入心性と西洋 同　　上

，

全体のまとめと、相互の関連性を解説する。ま

発達論と全体のま
た発達論についても触れる。

15
とめ

同　　上
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　　　　　　　　　　　　＝教育社会学＝（TV）

　　　　　　　　　〔主経師：瀟難隷鶏欝）〕

全体のねらい

　教育と社会の関係は一方向的ではなく、相互的なものである。教育は社会のあり方や発展をきめる

重要な役割を果たすが、同時に教育のあり方や発展は社会の影響を受ける。このような社会の発展を
規定しなカミらも、逆に社会の発展によって規定される教育を、人間の成長発達の過程とかかわらせて、

ダイナミックに考察する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容‘ 担当講師
i所属・氏名）

1

社会現象としての
ｳ育（1）

@　～教育とは～

　　　　　　　　　　　　　　島@教育は、社会に：よってその内容、方法、形態、目的などは異るにしても、すべての社会に共通にみられる現象である。それは一体何故であろ

､か。このように教育の本質を社会との関連に：

ｰいて考えてみる。

　新　井　郁　男

i上越教育大学教授）

2

社会現象としての
ｳ育（2）

@～人間の発達
@　　　　と社会～

　人間の発達は、単に生物学的・心理学的現象ではなく、人間が人間として発達するためには、人間社会、人間文化の働きかけが不可欠だとい

､意味で、すぐれて、社会的現象であるということについて考える。

　　’
ｯ　　　上

3
社会現象としての
ｳ育（3）～実証性・科学性～

　理念としての教育あるいは教育技術を志向する教育学ではなく、教育を社会的事実として、実証的に分析する。科学としての教育社会学の

ﾁ性を明らかにする。教育社会学研究の歴史を
T観し、さらにそこで用いられる研究手法につ
｢て学ぶ◎

岡　崎　友　典

i放送大学助教授）

4
社会現象としての
ｳ育（4）～色々な調査法～

　教育の具体的：な事象を、客観的に記述・分析するための、各種の調査法について、調査目的、調査対象などその特性別に考察する。統計的調

ｸ、事例的調査、集団実験：などの手法について
燻ｦす。

同　　　上

5
学校の発達と

@　　社会の変化

　教育を最も計画的、組織的に行う社会的制度として発達してきた学校は、長い歴史の中では、その目的・体系・機能などに変遷がみられるが、近年は急速な社会変化との問に大きなギャップ

�ｶんでいる。このような近況について考える
ﾌが本講のねらいである。

新井　郁　男

6
学校の近代化と

@外国教育の受容

　わが国の学校は、外国の教育をモデルとして
ﾟ代化をとげたが、それのもつ社会的意義は何

ﾅあったのか。世界でも最高水準に普及した今
冾ﾌ日本の学校教育は、もはや外国に学ぶとこ
?ﾍなく：なったのか。このよう：な問題について

lえる。

同　　　上

7 学校の役割と機能

　学校が社会から期待されている役割は何なの
ｩ、また、学校が現実に果たしている機能は何：なのか。その役割と機能との間にどのようなギ

ャbプが生じているのか。このような問題を塾
ﾌ発達と関連させて考えてみたい。

同　　　上
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回 テ　　・・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

教職の性格をめぐって、これまで多くの議論 も

がなされてきた。専門職論、聖職論、労働者論

8 職業としての教：師
などを素描しつつ、ここではとくに「職業」と
ｵて教師が果たす社会的役割を、多様な：職種と

岡　崎　友　典

の対比をと論してその特性を明らかにする。

教師養成の歴史を概観し、さらに高等教育機
関で養成される「教員の資格」を、カリキュラ

9 教師の養成と資格
ム澄よび教育実習の具体的内容に：よって示す。

ﾆくに近年注目されている、教員の再教育・研
同「　　上

修の実態について、教育現場、教育機関の関係
者から伝えてもらう。

新卒の青年教師から半世紀近い教職経験をも

つベテラン教師まで、同じ教師でも、生活の体

10
生活者としての
@　　　　　　教師

験はさまざまである。社会人としての生活体験

ｪ教育実践に反映される過程を、学校組織内の
同　　　上

教師集団といった視点から明らかにする。

社会の中に存在するさまざまの知識の中から、
教育の目的の観点から選択された教育的知識と

11 教育内容と社会
しての教育内容が、いかに社会と深くかかわっ

ﾄいるかを、歴史的に、また、外国との比較に
画新　井　郁男

よって考察する。

学校には、社会一般の文化を反映しながらも、

教師の文化と生徒の文化という二つの文化によ

12 学校の文化
って構造化された独自の文化がみられ、これが
w校の教育的働きを、促進したり阻害したりし

同　　　上

ている。この問題を新しい文化の創造という観

点から考えてみる。

学校は教育を目的とする組織体（オーが網嚢
一ション）であるが、やはりそれは社会の構造

13 学校組織の機能
と無関係では：ない。組織体としての学校は社会

ﾉ規定されながら、一方、社会の構造を強化す
同　　　上

る働きをしていることについて考える。

教育は社会的機能のひとつとして、社会統制
機能を有する。この意味では政治と類似してい

14 教育　と　政治
るが、教育がこの統制を内的に行うのに対して、
ｭ治ではこれが外的である点で、両者は相対的

同　　　上

に独自な関係にある。この両者の関係を、今日

の具体的事例に即して考察する。

近代社会の成立以降、産業の発展にとって教
育は不可欠：な条件となった。それは質的に高い

15 教育　と　産業
労働力を産：業に提供するととはもとより、産：業

ﾌ構造の転換を促進するにたるだけの科学技術
同　　　上

の進歩を教育が保障するからである。この点を
歴史的に考察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師’
i所属・氏名）

16 教　　育　計　画

　教育は百年の大計であるといわれるが、それだけに、社会の将来を予測し教育計画を立案することは難しい。したがってここでは未来社会論的にではなく、次世代を担う子どもたちの教育が、かれらをと少まく生活現実の中で、いかに計画的になされるべきか考える。

　河　野　重　男

i澄茶の水女子大学長）

17 社会化とは何か

　人間の発達の過程を、「社会化」及びそれと
ﾞ似の概念である「文化化」などの観点から整
揩ｵ、日本人の社会化の特徴について考える。

新井　郁　男

18
社　会　化

`親の役割～

　社会化は人間の一生にかかわる課題である
ｪ、なんといっても、子どもの社会化は最も重
vである。その子どもの社会化に、親はどのよ
､な役割を果たすべき：なのか、という問題を現
ﾀの状況に照らしながら考えていく。

同　　　上

19

社・会　化～職場・学校

@　　　　の役割～
岡　崎　友　典

20
社　会　化

`地域社会の役割～

　生活の場としての地域社会は、近年急激に変化して剰り、かつてのように個人の生活を全人格的に包括するわけでは：ないが、その重要性は家族同様むしろ高まっているといえよう。現代社会の地域社会が社会化に果たす役割について、各種事例を通して考える。

同　　　上

21 学歴社会の成立

　学歴とは、個人が生涯で得た学校教育の経歴の全体をさすが、学歴主業イデオロギーが支配する「学歴社会」では、：最終学校の社会的価値（評価）の序列化が、人々の最大関心事となる。学歴が物言う社会がどのようにして成立し、い

ｩなる問題をもつか考察する。

同　　　上

22 学歴　と　職業

　学歴が一定の：職業資格と相関関係をもつとしても、学歴が職業を決定するわけではない。む

ｵろ職業が新た：な学歴を要請するのが現代社会

ﾅあるといえよう。ここでは学歴と職業との間
ﾌダイナミックな関係を、職業教育、職業的社
?ｻ、企業内教育：などからとらえる。

同　　　上

23 試　　　　　　験

　義務教育後の教育機関への進学には、イ可らかの入学試験がともなう。資格試験、・競争試験のいずれに於いても、そこで測られる学力の養成・

K得をめぐってさまざまな教育問題が生じてい
驕B受験地獄に代表されるわが国の試験の状況
�A学校段階別にとらえる。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会と教育の関係はいうまでもなく相互規定
的である。社会の病理現象が教育に反映される・

24
社会の病理と

@　　教育の病理
だけでなく、教育の病理の進行は社会の進歩・

ｭ展を阻害する。両者の病理現象の実態を診断
河　野　重　男

するとともに、いかなる処方箋が考えられるか
にづいて考察する。

近年、青少年の問題行動は枚挙にいとまがな
い。これらはいずれも、青少年が望ましい発達

25
問題行動
`発達の病理～

を阻まれているという意：味で、まさに発達：の病

揩ﾉほかならない。ここではとくに、青少年の

高　橋　　　均

i武蔵大学教授）

非行をとりあげ、非行を生み出す諸条件、非行

の推移と現況の特質など考察する。

登校拒否、校内暴力、教師のノイローゼなど
教育実践にかかわる病理や、入学試験や就職な

26 学校の病　理
どの学校制度や教育内容にかかわる病理につい
ﾄ、その歴史的・社会的背景についてさぐると

同　　　上

ともに：、新しい形の学校教育についても検討す

る。

第3の教育改革の必要性が主張されて久しい

27 学校の改　：革：

が、明確なものはいまだ出されていない。ここ
ﾅは戦後新教育制度が、教育基本法の理念を、

ｻ実社会のなかにどのような形で実現させたか

　児　島　邦昌宏
i東京学芸大学助教授）

を明らかにすることにより、新た：な教育改革の

社会学を展望する。

わが国の教育水準の高さは、教育機会の全国
民的規模での普及によって示されるが、教育人

28 生涯教育論と学校
口の爆発は、さまざまな教育病理を発生させて
｢る。高齢化社会が到来するなかで、教育人口

河　野　重　男

をいかに適正配置するか、教育の質と量の両面

から考えたい。

現代社会は、大量の情報が氾濫し人々を圧倒
し、はては人間がその中に巻き込まれ、引き回

29 情報化社会と学校
され翻弄されて、あたかも人間が機材に使われ
驍謔､な状態を生み出している。ここでは「学

同　　　上

習と経験による確かめ」の論理の浸透といった

観点から教育の課題を提示する。

海外生活や旅行はもとより、直接出かけなく
とも、他の国の人々や文化に接する機会が増大

30 国際化と教育
しているが、日本入のこれへの適応の仕方はき
墲ﾟて消極的である。「国際理解の教育」や「海

新井　郁　男f

外子女の教育」を素材として、国際化時代の教

育について考える。
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　　＝教

〔主任講師

育の方法＝（TV）
東 洋（白百合女子大学教授）〕

全体のねらい

　学習おタび発達に関する心理学的知見と教授の過程に関する実践的検討とをあわせ、単に既存の教

育方法についての知識を得るのみでなく、新しい教育方法の開発、理解、評価の能力を獲得してもら

いたいと思う・心理学、教育学、教育工学の諸分野から、数名の講師が分担して講述にあたる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 8担当講師
i所属・氏名）

1 教えるという仕事

　社会化

@文化の伝達と創造
@教えのルーート（賞罰、言語伝達、doing、モデリング、媒体）

@発達と教育

　東　　　　洋
剣S合女子大学教授）

2 教えのス．タイル

対決指導型と包みこみ参透型
坙{の子育ての伝統

ﾏ動の時代に向って
同　　上

3 家庭　と　学校

子どもの発達に論ける家庭と学校の役割
ﾏりゆく家庭のすがた
A学校のすがた

qどもの理解
同　　上

4
日本の学校と欧米

ﾌ学校

日本の方が集団的、非言語的
喆ﾄ幼児教育研究より

同　　上

5 いろいろな教育（1）

オープンエデケーション〈1）一イギリス・アメリカでの発展と現状

加　藤　幸　次

送ｧ教育研究所

謗l研究部第二

@　　研究室長

6． いろいろな教育（2＞

オープンエデケーション（H）一21世紀に生きる子どもたちのための学校と

@創造 同　　上

7 いろいろな教育③

プログラム学習

ｮ全習得学習
椏嘯ｷる環境

菅　井　勝　雄i

i大阪大学助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 いろいろな教育③

視聴覚教育・ニューメディア放送教：育

高　桑　康　雄

i上智大学教授）

9 いろいろな教育（4）

ユンピュータと教育

bAI
Rンピュ・一計・リテラジー

kOGO

東　　　　洋

驕@木　靖子
瀦S合女子大学助手）

10 幼児教育に学ぶ

学習に澄ける理解と構造

ｼ説実験授業
ﾉ地方式
?ｹ方式

　永　野　重　文

i国導蕪）

11 障害児の教育

障害児

ｭ達障害児
瘧Q児の鑑別診断

w習課程と障害
｡療教育の諸原則

　森　永　良　子

b鷲難：

12 入格の成長と教育

カウンセリングアプローチ

ｩ我と自己認識
ｹ徳について

東　　　　　洋

ﾉ　田　　　進
i横浜国立大学

@助教授）

13
教師はどのように
轤ﾂか（1）

「育つ」ということ

ｳ師が最初に当面するむずかしさ
S年間の授業の変化（1）一最初の2年間

稲　垣　忠　彦

i東京大学教授）

14
教師はどのように
轤ﾂか（2）

4年間の授業の変化（2）一後半の2年間

菶ﾊの形成とライフ・コース

同　　上

15
これからの時代と

ｳ育方法

情報化は教育をどう変えるか
総ﾛ化は教育に何を求めるか

蜻ﾌ性と柔軟性 東　　　　　洋
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＝学習と指導＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　　　　　～教室の社会学～

　　　　　　　　　　　〔主任講師：片岡徳雄i（広島大学教授）〕

全体のねらい
　「学者と指導1すなわち「何が、どのように：、教えられ学ばれるか」は、心理的・主体的な問題で

あると同時に、文化的、人間関係的な問題である。ここでは、後者、社会学的視点に：立って、学習と

指導の行なわれる様々な現実の教室を分析し、その改善点を考える。印刷教材では論理的に、TV番

組では実例時に、考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育の盛んな今日、「教室」は至るとこ

1
教室とは一成長と

W団

うに：みられる。人生そのものもまた一種の「教
ｺ」である。しかし、これから考察する教室が
u教室」の名に値いするには、いかなる条件を

片　岡　徳　雄

i広島大学教授）・
必要とするが。競争と協同、学習集団、準拠集
団などの概念から考える。

指導者（リーダー）とは、めかなる性格をも

2
指導と経営一教師
ﾌリーダーシップ

ち、どのような働きをなすものか◎摂理原理と
齔ｫ原理、P機能とM機能の違いを考える。そ
ｵてさらに、教室の教師が、政治家や経営者と、 同　上

どのような共通点と相違点をもつか、比較考察
する。

学習者たち1人ひとりの個性が大事に：され、

3
教室づくり入門一
鼾s為と感性による

しかも、教室としてもまとまっている。そんな
ｳ室をどうつくってゆくか。メンバーの最初の
o会いから、そして最後まで、感性とパフォー

倉　田　侃　司

i広島文教女子

マンスに訴える、教室の人間関係づくりの新し 大学教授）

い方法について考えたい。

教室はメンバーの成長のために：あって、集団

4
．

教室の組織と運営一参加と責任 の課題達成の効率をあげるためだけにあるので

ﾍない。そのような教室の組織と運営は、一人 片　岡　徳　雄

一役、全員参加の方式に求められる。それらを、

対人感情の現実をからませて考えてゆく。

教室には規律が必要である。しかし、どんな

5
教室の規律と風土一三かさと厳しさ 規律がふさわしいか。そしてそこに、はみ出さ

黷髀W団風土は、いかなるものであるべきか。 同　上

そのた砥支持的風土とその風土をつくる手法と

を、理論的・実験的・実践的に考えてゆく。

教室は、様々な学習内容を学ぶためにある。

6
教室の学習内容一
齧ﾚ的と養成

カリキュラムはいかに編成されるか。そこで学
K者が味わう学習経験とはなにか。そして、放
翌ﾆ教室とは、どのような関係にあるか。教科 同　上

外の学習、潜在的カリキュラム、そして放送教
材と印刷教材の関係などを考える。

学習教育が始まって以来、最：も普及したのは、

7『 授業の形態一一一
ﾄ指導と集団学習

一斉指導と呼ばれる授業形態であった。この形

ﾔは、最もやりやすいものであるが、欠点も多

｢。授業の二つの構造要因を手がかりにしなが

高　旗　正人
i岡山大学教授）

ら、よい授業の形態に：ついて考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ふつう評価というと、狭い意味でのテストに

8
授業の評価一態度
ﾆ意欲

よる知的学習効果に限定されがちである。しか

ｵ、ここでは、学習者が学習過程を通して身に

f，つける意欲や態度の、さらには、指導者の自己反

高　旗正人
i岡山大学教授〉

省に役立つ、評価へも視野を広げて考えてみたい。

教室で成長するための学習者が、教室で傷つ

9
指導困難者の指導一偏見と信頼 き、むしろ反教室的になることがある。このよ

､：な指導困難者がどうして生れるか。そしてま

fた、彼らをどう指導するか。ラベリング論・カ

片　岡♂徳　雄

ウンセリング論、そして態度変容論から考える。、

教室は、例えば修学旅行や野外キャンプのよ
うに、教室外で学習することもある。あるいは、

10
教室の移動と祭り一体験と解放

運動会や文化祭のように、場所は学校内でも、
w習者の体験を基に祭りの形で学習することも
?驕Bこれらの行事のもつ意味を、現代の社会

森　　　　麟
i広島大学教授）

的・文化的状況から考えてみたい。

管理や統制が厳しい学校に比べて、幼稚園や
保育所の教室には、まだ自由が残されている。

11
幼児の教室一学習
ﾆ遊び

それは、幼児の学習が遊びを通してなされてい
驍ｩらである。ここでは、遊びを中心とした幼
凾ﾌ教室の特性を取り上げることで、学習の本

同　上

来のあり方を考えてみよう。

大学の授業とその他の学校の授業には＝違いが
あるか。大学の教育方法としての講義はどんな

12
大学の教室一自学
ｩ習の場

特徴と長短をもつか。日本の大学教育に：はどこ
ﾉ問題があり、これから何を改革してゆくべき
ｩ。こうした問題を、外国の大学教育との比較

喜多村和　之
i広島大学教授）

を通じて考えてみたい。

生涯学習の「教室」を支えている、最も大き
な要因は、メンバーの自発的で継続的な学習へ

13
生涯学習の教室一
ｩ発と継続

の意志である。それを、どのように：引き出し、
Lばしてゆくか。学習参加度や人間関係、さら

住　岡　英毅
i滋賀大学助教授）

にはリーダーシップとのかかわりで、多角的に
考察する。

教師の歴史は人類の歴史とともに古い。教室

14
教室の歴史一日本

の教師のコミュニケーション形態の移り変りを

Tるとともに、日本の教室の人間関係の変遷を 片　岡　徳　雄
の場合 も、その社会的背景を合わせつつ、考える。外

国の教室ともあわせ比較する。

教育の根源は教師の人にある。教室の教師に、

15
期待される教師像一人格と技術

今　　　求められているか、教師の人格の問題
�A指導技術との関係に於いて考えたい。そし
ﾄ、なお残された課題を、幼児教育、初等教育、

同　上

中等教育、高等教育のそれぞれの教師について
考える。
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　　＝道徳教育＝（R）
〔主任講師：宇佐美寛（千回大学教授）〕

全体のねらい

　道徳：という事実の中心的部分は、社会的問題状況に澄ける個人の意志決定である。そして、どんな教

育でも、こめ意志決定の能力に何らかの影響を与えている。その意味では、冷よそ教育というものは、

道徳教育である。被教育者の道徳に影響し：ない教育などというものはあり得ないのである。だから、学

校で行なわれている道徳教育一般を論じたのでは、学校で行なわれる教育の全てを扱うことになり、あ

まりに広くなりすぎる。そこで、この科目では、特に「道徳教育」を意識して計画的に特定の内容・方

法で行なっている教育実践を論ずる6具体的には、いわゆる「道徳」の時間の問題を中心に論ずる。

主な項目

L
a
a
4
5
6
。
Z
＆

q
…
0

　
1

個人の自由と道徳教育

道徳における知識

「道徳」授業の条件

価値と徳目

言葉と経験

心　無

形　象

補充・深化・統合

「道徳」授業の限界

今後の道徳教育
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　　　＝情操の教育＝（R）

〔主騰師器欝難蘂懇雲鳥）〕

全体のねらい

　情操を育てる教育は、人間が人間であることを確める教育である。それはまた、現代の人間社会の

危機を克服する一つの道でもある。今までの芸術教育とは異なる視点から、情操教育を考える。すな

わち、人間の想像力や表現力を育てることを出発点とした、美的価値への感情や態度を築いてゆく意

義と方法を、多くの事例に即して考えてみよう。

回 梱テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
ｭ所属・氏名）

情操とはなにか。人間の感晴の働き、前頭葉

1
情操とは一価値への感情一

の働き、の中で考える。また、情操の中でも、

ﾆりわけ、表現美の価値に対する感情を、根本

ﾉ見定める。

片　岡　徳　雄
i広島大学教授）

美的な価値に触れさせ、教えこんで、情操を

2
情操教育とは一表現し想像する

育ててゆくのではない。情操教育は、表現し想

怩ｷることから出発する。

@ドイツのシュタイナー学校やその他の多くの

野　村　幸　治
i広島大学助教授）

ことから一 事例で、このことを考えたい。

情操教育は、科学の研究や道徳の教育と重な

りあう。創造の喜び、創造の苦しみ、イメージ

3 科学と情操と の働きなどに丸いて、である。 片　岡　徳　雄

最近の科学文明の問題に情操教育が果す役割

についても考える。

芸術教育は、情操教育の一部であっても、そ

のすべてではない。情操教育で大事なのは、そ

4 芸術教育でなく の技術性ではなく、表現としての体験である。 同　　上

美的とは、技術とは、そして芸術とは。

現在の日本の学校教育では、芸術教育はあっ

ても、情操教育は弱い。四つの問題点一美術と

5 いま情操教育では 音楽、文学、映像と総合、社会性、のそれぞれ 同　　上

のゆがみ一について考える。

幼児から大人に至るまで、人は多くの物語や

詩に接する。情操教育としての問題は？

6 文学教育では 幼児の読み物、学校の文学教育、そして成人 同　　上

の読書、の実晴に即して考える。

人間にとって、文学とはなにか。そしてまた、

文学教育はどうあるべきか。

7 文学教育とは 様々な理論を検討した上で、人間性の理解と 同　　上

想像性の伸長、という目標をつきとめる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 音楽教育とは

　音楽教育は、入間の情操教育にとって、重要

ﾈ領域を占める。そこでまず最初に、音楽と人

ﾔのかかわり合いを幅広く考察する。次に音楽

Iな感動と表現の関係について触れ、それに関

Aして音楽教育への示唆についても考える。

高　萩　保　治
A（東京学芸大学教授）

9 いま音楽教育では・

　日本の学校音楽教育は、指導要領で鑑賞と表
ｻの二大領域で指導するよう規定されているが、
ｻ状は教科書＝の歌の指導ということに片寄って

｢るQそこで総合的な音楽指導の実践や、米国
ﾌ包括的アプローチなどに触れ、情操教育とし
ﾄの音楽教育のねらいを考える◎

同　　上

10 これからの音楽教育

　これからの音楽教育には、抜本的な発想の転
ｷが必要である。音楽がコミュニケーションと
ｵてあることに眼をつけ、音楽を「動き」のほ
ｩに、即興的に、五線譜から自立して、生き生
ｫと表現することも含め末広がりな表現学を念
ｪに音楽教育を考える。

同　　上

11 美術教育では

　子どもはなぜ絵を描くか。好んで描いていた
ﾓが、なぜ急に描かなくなるのか。　「自由画教

轣v派の考えに対する「技術指導」‘派の考え、

Gの鑑賞など、美術教育の諸問題に触れる。
片　岡　徳　雄

12
マスコミと映像の
?ﾅ

　現代は、映画やテレビやラジオなど、映像的・

d波的マスコミの時代である。その中で、情操

ﾍどう育てられているか。

@マスコミの強丸（影響の事実と、おぐれがち
ﾈ映像教育、について論じる。

同　　上

13 総合の活動の中で

　情操は、様々なからみの中で、総合的に開発

ｳれる。

@仲間の中から生れ、仲間を結びつける、表現

?ｮ一千表現と祭りに焦点をあてたい。
野　村　幸　治

14 社会の人間化として

　現代社会の問題は、あまりにも科学技術化さ

黶A遊び的表現を見失なっているところにある。・

ｻ代社会の入間化のために、遊びと芸術をどう

轤ﾄるか。つまり情操教育への期待は大きい。

片　岡　徳　雄

15 自己実現として

　情操教育はまた、人間それぞれが自己実現し
ﾄゆくための教育ぞもある。

@自己実現とは、自己実現的人間とは、そして

ﾜた、美的自己実現のもつ深さ・厳しさ・自由

ﾆは。

同　　上
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＝家庭教育＝（R）

〔主任講師：山村賢明（立教大学教授）〕

全体のねらい

　家庭内のあれこれの場面で、子どもをどうしつけるかといった単：なる技術論としてではなく、より

広い視野に立って、家庭教育の本質的機能をとらえたい。そQために、家庭教育を人間の社会化過程

の一環として位置づけ、そこにみられる問題を、日本の文化や現代社会のあり方との関連で考えてゆ
く。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1

家庭教育の考え方

t）子どもの発達と

@家庭

子どもはどのようにして、一入前の大入へと

ﾐ会化されてゆくのかを述べる。とくに入間が

ﾅ初に遭遇する集団としての家族の役割をとり

?ｰ、家庭教育が個々の家族の日常生活の現実

ﾉ即して考えられなければならないことを示す。

山　村　賢　明

i立教大学教授）・

親が意図すると否とにかかわ‘閧ﾈぐ、日本の

2
②日本人の形成と

@家庭

家庭に匿いては｛子どもは極めて幼時から日本
?ﾇして形成されることを述べる。とくに基本
I生活習慣や日本語の獲得を通して、日本の文

同　上

化の本質的な部分が伝えられることを指摘す
驕B

家庭や村落社会に置ける自然な教育から、学

3
（3）家庭の教育・学

@校の教育

校という専門的教育機関への移行という歴史的

ﾏ化をふまえて、学校教育とは異なる家庭教育

{来の機能は何か両者の関係はどうあるべきか
同上

を明らかにする。

家庭に：診ける人間 乳幼児期から青年期へという子どもの発達に
形成 対応した、母親の役割の変化を考える。そして

4 U）母親の役割 母親の役割の中心が、将来様々な対象に拡大し 同　上
一　　愛の原体験 てゆく愛の感情を原初的に形成する点にあるこ

とを述べる◎

子どもにとって、毎親とは異った関わりをも

（2）父親の役割 つ父親の役割の諸相をとりあげる。そして結局

5
一権威の原体験 父親の重要な役割は、規範や道徳意識の基礎に

?骭?ﾐの感覚を、子どもに最初に与えるとこ
同　上

うにあることを示す。

男女の性別役割が、まず家庭の中で父親・母

6
（3牲別役割としρ

@け

親をモデルにして子どもに獲得されることを示

ｷ。さらに性別役割が社会や時代を通して不変

ﾌものでないこと。これからの男の子・女の子

同　上

のしつけのあり方について考える。

親のもとでの親和と競争、対等と庇護とい

7
（4）きょうだい関係

@の意義

つた微妙な関係を経験するところに、きょうだ．

｢関係の重要性をみる。同時に、そのような経

ｱの乏しい、今日のf一入づ子的状況」のもつ
同　上

問題点を考える。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

しつけの基礎にある子ども観を考える。日本

しつけの日本的特 の性善説的子ども観のもとでは、子どものコン

8 質（1）子ども観の問題 トロールにむずかしい点が出てくることを、と

ｭに現代の状況から論じ、子どもに対する明確
山　同窓　明

な言葉による要求の必要性を指摘する。

日本の親子関係に旧いては、とくに母子の関

9
（2）母子関係への偏

@り

係が濃密であることを示し、それが結果として、

qどもの甘えを助長し、父親の影響を弱めて、

K範意識をうすくさせるように作用することを
同　上

論じる。

日本的集団主義の行動様式が、まず家庭生活

10
（3）家庭からの集団

@主義

の中でつくられることを示し、他方で、いかに

ｵて全入の自律性や主体性をのばすようなしつ

ｯを行うかについて考える。
同　上

現代家庭のひずみ 核家族化と情報過多は育児不安を、さらに子

u u）育児不安と過保

ども数の減少と生活水準の向上は過保護を、ほ

ﾆんど必然的にもたらすことを述べ、それから 同　上

護 脱出する方法や、祖父母との関係を考える。

現代の工業化社会のなかで、子どもたちから

12
②「見えない父親」

@と子ども

見えなくなる父親の存在、経済中心の生活のな

ｩで子どものことを忘れる父親を問題にする。 同　上

そしてそのような父親の回復なしには、子ども

の問題行動の解決はありえないことを論じる。

伝統的な母子関係の濃密さに加えて、ますま

13
③母親による子ど
@もの管理

す顕在化する母親、その母親によって先廻りし

ﾄすみずみまで管理される子どもの生活を述べ 同　上
それが子どもに灰ぼす影響る考える。

社会全体にみられる受験体制の中で偏差値信

14 （4）受験体制と家庭
仰にとらわれた家庭をとりあげる。そして教師
ﾆは異な為はずの子どもを見る親の目、子ども 同　上
をとらえる勉強以外の多様な物指の必要性につ

いて考える。

本講座のしめぐくりとして、社会・家庭・子

結　　　　　　び どもをめぐる現代の問題状況のなかで、どのよ
15 一新しい家庭教育 うな形で家庭教育を再生させるか、その可能性 同　上

の創造 をさぐる。そしてそれは、親自身の生き方の再

検討をせまるものであることを指摘する。
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＝学校教育＝（TV）

〔主任講師　深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい、

　本講では、学校教育の現状をふまえつつ、学校教育のあり方を理論的に深めていきたいと考えてい

る。

　全体の構成としては、1、2回で学校の紹介をした後3～6回を通して、学校の歴史的な系譜をた
どる07－10回で、学校の制度的な枠組を紹介した後、以下、各論の形で、学校教育の諸側面を検

討する形をとりたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1
子どもの発達と学

Z

　子どもの発達にとって、学校の果たす役割を”いくつかの教育実践”を紹介しつつ考えてみ

ｽい。
深　谷　昌　志

i放送大学教授）

2 日本の学校、その

ﾁ色

　諸外国の学校の姿との対比の中で、日本の学

Zの長所、短所をとらえ、問題を堀り下げてい
ｭ。 同　上

3
近代の社会と学校

ﾌ成立

　学校のあり方は社会の歴史的変化に対応して

ﾏわる。ここでは、近代学校をそれ以前にあっ

ｽ藩学や寺子屋などと対比して考えたい。
中　野　　　光

i立教大学教授）

4
国家による学校教

轤ﾌ明暗

　学校教育の発達とは何かを明治中期の教育政

���j的素材として、国家主義的な教育の明

ﾃを解明してみたい。 同　上

5
教育改造を求めた

ｮき

　大正デモクラシーの時代といわれた第一次大

甯繧ﾌ教育界に起った教育改造の動きを、画一

ｻと個性との関連でとらえてみたい。 同　上

6 戦後の教育の原点

散戦を契機とした教育改造の動きを、6・3
ｧの成立を中心に、原点に戻って考えてみたい。

同　上

7 学校をめぐる法規

　学校教育と法規との関連を子どもの学習権保

痰ﾆいう立場から学校の実態にそくして考えて

ﾝたい。

下　村哲夫
i筑波大学教授）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

学校の主体性を求める事が強い。主体的な学

校づくりを目指すのに校長をはじめ教職員の協
8 学校経営の仕組み 力関係をどう組識化したらよいかを考える。 下　村　哲夫

学校の授業内容はどのようにして編成され、

9 教育内容と授業
どこに問題があるのかを学力に関連させて考え

ｽい。 同　上

教科書、’補助教材、クラブ活動、学校事故な

ど、教育活動の展開に関連して生じるさまざま
10 教育活動の展開 な問題をとらえる。 同　上

小学校教育の中心は学級にある。そこで、学

校の持つ意味を集団構造の視点からとらえてみ
11 学級集団の構造 たい。 深　谷，昌　志

専門職制との関連で、教職のあり方をとらえ

12 教師　の仕　事
てみたし（o特に教職の特性を研修のあり方に関

Aして考えたい。・ 同　上

学校の役割を地域社会や家庭との関連で考え

13 地域社会と学校
ていくQ教育と学校との違いも視野に置きたい。

㍗　　　同上

近代以降に限ってもさまざまな学校論が提起

14 学校論の系譜
されてきている。そうした系譜を現代の視角か

逡ｪ析し跡づけてみたい。 同　上

学校改革の可能性を、諸外国の学校改革の状

15 学校改革の可能性
況を視野においてとらえてみたい。

深　谷　昌　志
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　　＝地域社会と学校＝（TV）

〔主任講師二溝口謙三（東北福祉大学教授）〕

全体のねらい
　学校は、国ゐ政策による制度として普及発達してきた。しかし学校は異った地域社会の中にあり、子

どもたちはその地域ゐ中で生活し成長している。学校教育は、国の統制と地域社会の独自性とをどのよ

うに切結んでいくべきか。最近の社会と地域の変貌を背景にすえ、地域類型を軸にして、学校教育の在

り方を多面的に考察する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学校は、計画的な教育の場として、子どもたち
を望ましい入間に形成し、社会人となることをね 溝　口　謙　三

1 学校　と　社会
がう。子どもを受け入れる社会は、社会の進歩に
�ｧつ入間を期待する。教育において、学校と社
?ﾍどのようにかかわるのか、その相互関係を考

（東北福祉大学

ｳ授）

えて序論とする。

人間は生まれた後に、多ぐの行動を学びとって
人間と成っていく。その場は家庭、交友、学校で

2 学習　と　社会
ある。これらの学習の場は一定の地域社会の中に

ﾝる。それが地域とどのようにかかわりまた支え
同　　上

られているかを理論的に考える。

地域社会とは、入間が生活する具体的な場であ

3
教育における地域

ﾐ会

る。教育においては、学校を中核として、地域社

?�ﾇう考え、どのような範囲ととらえるか。さ
轤ﾉ最近の地域変貌が学校教育にどう影響してい

同　　上

るかを検討する。

尋

子どもは地域社会の中で生活し成長する。地域
は、それぞれの伝統と条件にもとづいて慣習や規

4 地域社会の中の教育 制や価値観などを覗仕込む㌔このような地域の
ｳ育力はどのようにはたらくのか。それが学校教

同　　上

育とどうかかわるのかを考える。

地域と学校とを結ぼうとす動きは戦前からあっ
た。さらに戦後は、新しい地域学校運動も起こつ

5 地域教育運動の実践 た。これらの運動の歩みを通して、改めて地域と 同　　上
学校とのかかわりを見直す。

明治以来、国策としての近代学校制度は、それ

6

地域社会の変動と　　　　　　　　　’

w校教育の変化

それの地域社会に支えられて発達してきた。最近

ﾌ社会の変動と学校教育の変化によって、学校と
n域との関係も変わり相互に離れてきたとされる。

同　　上

この事実を明らかにし、次の地域類型別の学校分

析の仮説とする。

都市に澄ける子どもの生活と学校の様子を分析
し、とぐに過密とされる都市状況の中にある学校

7 都市　の学校
と地域の問題をさぐる◎ 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

農村の子どもの生活と学校の実態を観察し、都
市化といわれる中での学校のあり方をさぐる。

8 農村の学校 溝　口　謙三

醜恵まれない地域”とされるへき地は、さらに

過疎化に苦しんでいるといわれる。しかし豊かな

9 へき地の学校
自然を温存するへき地では、マイナスの要因を逆転するきっかけが見出せないだろうか。へき地に

同　　上．

成長する子どもたちと学校の様子をさぐる。

定員を定めない小・中学校では、大き：な地域で

10
大きな学校・小さ
Fな学校

は子どもも多く学校も大きくなる。小さな地域で
ﾍ学校も小さい。学校規模の大小はどのように規制されているのか。またそれが学校教育にどのよ

同　　上

うな影響を与えるかを考える。

学校の規模が規制され、とくに小さな地域の小

11
学校統合と学校寄

h舎

規模学校が非効率とされると、統廃合がなされる
ｻの結果、自宅からの通学ができなぐなると学校寄宿舎に入ることになる。地域との関連で出てく

同　　上

るこのような学校の実態から、新しい教育の問題
を考えるQ

学校規：模の中に学級の大きさの問題がある。学

12
大きい学級・小さ

｢学級

級の大きさも法的に規定されてきたが、小さな地
謔ﾅは数人だけの学級も多い。学級はどれだけの
蛯ｫさが適切か。ここから学校の集団教育の本質

同　　上

を考える。

狭い地域でのごく小さな学校では、数こ学年を
～ 1学級に編成した複式学級に：なる。この鵯やむを

13 複　式　学　級 えない”措置が固定化した現在の学級に多くの問
閧�鰍ｰかける。諸外国の学年別学級解体等を事 同・上
例にしながら集団教育の意味を考え直してみたい。

般国”の政策として設置された大学は、戦後に

「一府県憎大学」の原則で再編された。しかし私

14 地域社会と大学 立大回数ともからんで般地域”配置には大きな偏りがある。大学の本質から地域社会との関連性を

伺　　上

考察する。

いま構想されて吟る生涯教育の体系を地域社会

15
地域社会の生涯教

迹ﾌ系

の基盤でとらえ、幼児保育、学童の校外活動、コ

~ュニティ・カレッジ論などを、学校教育との関
Aでとらえて、地域社会と学校との関連の問題を

同　　上

しめくくる。
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＝言語と教育：＝（R）
〔主任講師　村石昭三（国立国語研究所教授）〕

全体のねらい　辱

　入間の言語習得の問題に触れながら、言語発達に即した教育とはどうあるべきかを考える。このため

言語の機能から始め、音声、文字、語彙、文法の諸能力の習得に触れ、表現、理解に澄ける創造性の問

題までを扱う。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

（1）伝え・伝わる　（2）ことばの世界（3）言い惜し

み、聞き惜しむ　（4）ことばかけゼなどに関する事 村石　昭　三

1 言語　の　機能 例から、言語の機能とは何かを考える。 （国立国語研究所

ｾ語教育研究部
ｷ）

（1）ことばの誕生（2）リズムの世界（3）音と声の

ひびき、などに関する事例から、子どもの持つ言

2 音　　　と　　声 語への直観力（言語感覚）について考える。
同　　上

（1）一音一字対応（2）音と文字の有意味性（3）ひ

らがなの機能、などに関する事例から、子どもに

3 音から文字へ とって文字とは何かを考える。
同　　上

（1）「も」と「は」　（2）未来年の文法（3）助詞の

習得（4）助詞の修正（5）文法への興味、：などに関

4 助詞の使い分け する事例から、機能語の問題を考える。 同　　上

（1）好きな言葉（2）「行く」と「来る」　（3）だん

5
語彙の　習得一好きな言葉一 まりくらべ、などに関する事例から、語彙習得の

㍼?ｫについて考える。 同　　上

（1）あべこべ（2）対義の複合語（3）順行と逆行、

6 語彙の　習得
齡F知の方向性」

などに関する事例から、認知の方向性について考
ｦる。 同　　上

（1）助動詞はどれだけ（2）文化の変容と助動詞

7
語彙の習得一助数詞一

（3）概念の発達と助動詞（4）意味の構造化、などに

ﾖする事例から、概念形成とのかかわりについて
lえる。

同　　」二
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

（1）仲間づくり　（2）定義（3）意味づけ、などに関

8 語彙の　習得
鼕T念の意味づけ一

する事例から、概愈形成とのかかわりについて考
ｦる。

村石　昭三

（1）保育に拾う　（2）目主焼き　③へのへのもへじ

（4）ファンタジーの世界、などに関する事例から、

9 生活のことば 生活のことばの意味について考える。 同　　上

（1）絵を読む（2）話の先を読む（3）会話を読む

（4＞「見え」を読む、などに関する事例から、読み

10 絵本一絵を読む とは何かについて考える。 同　　上

（1）ことば遊びとことばのしくみ　（2）ことば遊び

こ　と　ば遊び の特徴（3）ことば遊びの種類、などに触れながら

11 ・　文字遊　び 言語教育の中での意味を考える。 同　　上

一　表規　の　心

（1＞ζとばの創造と子どもらしさ　（2）創造性を育

てる教育（3）読みと創造性、などに関する事例か
12 ことばと創造性 ら、創造性の意味を考える。 同　　上

（1）ファンタジー②話づくりの技法などに関す

る事例から、文章表現と創造性の問題を考える。

13 話つぐりと創造性 同　　上

（1）日本のことわざ（2）世界の名言などに関する

事例から、言語生活に澄ける、ことわざ、名言の

14 こ　　と　　わ　　ざ 意味について考える。 同　　上

（1）読み書き能力とは何か（2）日本人の読み書き

『15
日本人の読み書き

¥力

能力などに：関する国際比較や暦年調査の比較から

ｾ語と教育の問題を総括する。 同　　」ゴ
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＝文化と精神発達＝（R）
〔主任講師：小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　精神発達は、文化によって影響されるが、その文化は、＝逆に、精神発達によって影きょうされる、と

いう仕組みになっている。こうした仕組みを前提にし、精神発達の望ましい発展についての考察を試み
る。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文化は、入間がつくるものであり、つくられる
と、いわゆる「ひとり歩き」すること、文化と文

1 文化とは何か 明の関係などの考察を通じて、文化とは何かの問
閧ﾉアプローチする。

小　口　忠　彦

i放送大学教授）

文化が、どのような構造のもとにどのように機

2
文化の機能性と構

｢性

宣するか、について考察する。

同　　上

文化が、人間にとって、生産的であるか防衛的

文化の生産性と防
であるか、という特徴を重視する。

3
衛：性

同　　」二

どのような文化にも、それぞれの特殊性がある

4
文化の特殊性と普

ﾕ性

が、同時に、それらに共通している普遍性がある
_を重視する。 同　　上

精神発達の第1の観点。人類の立場。

精神発達　1 個人主義的人間と、集団主義的人間との間の矛

5 一人類の立場
盾の問題が目立っている。 同　　上

精神発達の第2の観点。日本人の立場。
国際性へめ開放化の問題が目立っている。

6 精神発達　皿 同　　上
一日本人の立場

精神発達の第3の観点。個人の立場。

7 精神発達　皿
鼬ﾂ人の立場

　権威主義的傾向、独断主義的傾向、同調主義的

X向など、「逃避性」による傾向の問題が目立っ

ﾄいる。
同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

いわゆる「未開心性」についての吟味を試みる。

8 未開社会と精神発達 小　口　忠　彦

文明社会に：澄ける能力開発はそれなりに評価す

るにしても、いわゆる「人間疎外」の問題にどう

9 文明社会と精神発達 対処すべきであるか。
同　　上

初期学習による条件づけ。「刻因づけ」（刷り
こみ）などをふくんだ初期学；習による条件づけに

10
乳幼児期と文化　　　　L 文化がどうかかわるか。 同　　上

，

ここで活動期とは、児童期、青年期、成三期を
ふくめているが、、人間の生涯において最も活動す

11 青年期と文化 る段階忙相当している活動期に、文化はどのよう
同　　上

にかかわるか。

人間の生涯に澄ける最終段階に相当している老
年期に、文化はどのようにかかわるか。

12 老年期と文化 同’　上

へ

生理的欲求、安全の欲求などの充足や欲求不満
に、文化はどうかかわるか。

13 欲求と文化・1 同　　上

集団所属の欲求、愛情の欲求、承認の欲求、自
己実現の欲求などの充足や欲求不満に、文化はど

14 欲求と文化・H うかかわるか。 同　　上

文化遺産の継承と発展、あるいは文化の伝統と
創造という問題は、つまりは、模；倣と創造という

15 文化の模倣性と創造 問題である。この問題について考察する。 同　　上
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＝青少年文化＝（TV）
〔主任講師欝欝蝋難幽〕

全体のねらい＾へし

　ひとくちに、青少年文化といっても、子ども文化と若者文化とでは実態も異なっているし・当然・

分折のアンダ〉レも違6でくる。そこで、本講義では、子ども文化を前半、青年文化を後半で扱う形式

をとることにした。文化論であるから、現実の姿を紹介すると同時に、そうした現像を理論的に深め
る点にも配慮するととにした。

回 テ・　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
青少年文化のとら

ｦ方

青少年文化を1青年文化と子ども文化とに分
ｯ、それぞれの文化の特性を明らかにする。そ

ｵて、青少年文化の現状を擬観しつつ、次回か

轤ﾌ内容を紹介する。

深　谷　昌　志
岺卵蜉w教授プ
蛛@脇　厚，司
i筑波大学助教授〉

子どもの人間形成にとっての遊びの意味を発

達段階をふまえて考察する。続いて、「群れ型」

2 遊びの機　能 から「孤独型」へ、遊びが変遷したことにより、 深　谷　昌　志
子どもの発達にどのような歪みが生じたのかを

由り下げていく。

さまざまな玩具を紹介レながら、子どもの心

を豊かに育てる玩具はどういうものなのか。玩

3 玩具の変　遷 具の条件を考えていく。それと同時に、現代の 同　　上

玩具がそうした条件を備えているかどうかも検

諒していきたい。

子ども雑誌を素材としながら、童話の成り立

ちを紹介する。次いで、児童文学が低迷してい

4 童話の世　界 るといわれる現代にふれ、童話が、とれから先 同　　上

も、子どもの成長に欠くべかざるものなめかを

考察していきたい。

子どもの世界からギャング集団が失なわれ、

現代の子どもは友をもたずに成長していく。そ

5 イ中間集団のゆくえ うした現状を視野に置きつつ、仲間集団の中で、 同　　上

子どもたちが身につけたものは何なのかを考え

ていく。

テレビ抜きに、現代を語ることはできない。

そうしたテレビとのふれ合いを、子どもたちは

6 テレビとのつき合い どうとらえているのか。子ども番組の変遷をふ 同　　上

りかえりつつ、子どもにとっての望ましい視聴

態度とは何なのかを検討していきたい・．

テレビの他にも、マンガやゲームウォッチな
ど、子どもたちは、情報化社会の状況にとりか

7 情報化社会の中で こまれて育っている。しかし、子どもたちに、

ﾔ接体験の肥大と直接体調の縮小の傾向がみら
同　　上

れる。そうした情報化社会の子ども文化を深め
る。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 子ども文化の再生

　子ども文化を再生するために、どういう方錐が必要なのかをぐ遊び場や児童公園、キャンプ

ﾈどと関連させて考えていきたい。な澄、子ど

熾ｶ化は8回までで終り、次回からは青年文化

�ﾎ象とする6

深　谷　昌　志

9 青年期・ど青年

　青年の行動特性を理解するには、少年期と成人期の狭間にある年齢段階に並存の行動特性と時代や社会の変化に敏感な年齢層としての青年集団に特徴的な行動とをみきわめて於く必要がある。青年文化の前提を整理する。

　　　　　　　　雲

蛛@脇　厚　司苧

10 青年文化論の検討

　近代日本の発展に果してきた青年の力は予想
ﾈ上に大き：なものであった◎明治維新以来、青

Nは何を頃指しどう生きてきたのか。ここ100

N間の青年の活動を跡づけつつ、各時代に開花

ｳせた青年の文化を概観する。

同　　上

11
青年文化とその発

ｶ条件 同　　上

12 現代社会と青年文1ヒ

　　現代青年が志向する生き忍ないしライフスタ

@ィルはどう特徴づけられるのか。また、そうし

Cたライフスタイル志向を支えている価値観は何

Dか、さまざまな調査の結果を整理しつつ、この

_を明らかにする。

同　　上

13 現代の若者文化（r）

　現代を生きる青年たちの生き方とそうした彼

轤ｪ創りあるいは支えるさまざまな風俗や商品

竡Y業などを3つに分けて紹介する。最初は、

O食する若者：たちの姿をモノ（商品）、サービ

X、記号（情報）という側面から照し出す。

同　　上

14 現代の若者文化②

　過剰’なモノと情報とサービスにとりかこまれて、いま青年は飽きあきし退屈している。こうした若者が退屈しのぎにするさまざまな行いを

ﾐ介する。ばか笑い、スギーツ、・セックス、音

y、ディスコ、そしてマリファナ、オカルトな
ﾇがそれである。

同　　上

15 青年文化の展望

　群れてさわぎばか笑いする若者たちの心底も孤独だが、他人とのかかわりを避けひたすら自分の殼にこもろうとする若者も増えている。パ

¥コン、TVゲーム、ウォークマン、個室など
ﾉこだわる自閉的々若者の姿と彼らの心象風景をみる。

同　　上
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＝青少年の指導＝（TV）
〔主任講師　深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい
　児童・生徒の指導のむつかしさが語られることが多い。子どもたちの成長のスタイルがことなってき

たので、これまでの指導方法は有効性を忍ないつつあるσそこで、本講義では、青少年の指導のあり方
を、青少年の実態をふまえつつ、現実的な対応も含めて総括的に蹴り下げていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人格の構造を3つの領域に分け、教育作用とし

1
指導　と　は　（1）

?iの構造と発達

て、よくわからせる、やり方を身につけさせる、

竄驪Cを育てるの3つを考える。また人格形成上
ﾌ発達課題を幼児期から青年期までに分けてとり

坂　本　昇　・一

i千葉大学教授）

あげ、その達成のための方法をのべる。

指導のねらいとしての自己指導の力の育成の意
味、それを達成するためのアプローチ、すなわち

2
指導　と　は　②

w導の考え方
子どもに自己決定を与える、存在感（自尊感情）

�ﾛ証する、そして、人間的ふれあいを基盤にし
同　　上

て行うの3つについて具体的事例で説明する。

青少年の理解のアプローチとして、共感的理解

3
指導　と　は　（3）

と評価的理解をあげる。前者については事例を中

Sにして説明する。後者は、主として客観化され 同　　上

青少年の理解 た検査を中心にする。たとえば、知能検査として
のビネー法や性格検査としてのロールシャッハ検
査などを紹介する。

青少年が直面する問題を分類して7つの指導領
域を示す。その中の適応指導と進路指導をとぐに

4
指導　と　は　（4）

w導の領域と内容
とりあげ、前者は帰国子女の問題などの例示によ
閨A後者は、学級指導の時間での進路指導のあり

同　　上

方を説明することにより、理解を深める。

生徒指導の組織と運営について説明し、さらに

5
指導　と　は（5）

学校教育と社会教育の連携について、少年自然の
ﾆでの活動やボランティア活動を例示して説明す 同　　上

指導の機能と体制 る。また、地域ぐるみの活動を展開するための組
織・体制のあり方についても説明したい。

青少年指導を実際に担うのは教師であろう。も 6～15は

6
学校の中で（1）

ｳ師‘の　仕事

ちうん教師の主たる仕事が授業であるのはいうま

ﾅもないが、それと同時に教師は児童・生徒の精
_面での成長にかかわりを持つ。生徒指導に関連
ｳせて、教職の意味を深めていきたい。

　担当　深　谷
ｾ　石　要　一一

i千葉大学助教授）

ｷ野県岩村田小

学校の中の子どもたちは、教師から指導を受け 東京学芸大

7
学校の中で⑫）
w　級　集　団

るとともに、学級の友だちと時を過す。そうした
Fの存在は、子どもたちの学校での充足感と密接：な関連を持つ。集団としての学級集団の特質を述 児島

逞t市平山小

べ、指導にあたっての留意点を指摘していきたい。 広森　　　茂
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名．）

8
学校の中で（3）

w校　の　機能

学校は子どもにとって、生活の場でもある。ひ
ﾆつの制度としての学校をどのように構成してい
ﾁたらよいか。学校のあり方を理論的に深めると
ﾆもに、将来の学校像の検討も進めていきたい。

角　替弘　志
i静岡大学教授）

ﾃ岡大学教育学

舶国ｮ浜松小

9
学校の中で（4＞

w力　の　構造

石　井　正　司

i日本大学教授）

nRの市内の小

w校

10
学校の中で（5）

w　校　文　化

　学校には、その学校なりのカラーがあり、そうしたカラーは児童、生徒の入間形成にインフォーマルではあるが、根強い影響を及ぼす。ここでは学校独自のカラーを学校文化ととらえ、その機能を多角的にとらえていきたい。

耳　塚　實　明
i国立教育研究所）’

ｺ立（飛弾）

註??w校

11

人間形成の観点か
轣i1、

ｫ差　の形成

　男らしさや女らしさをどう考えるのかは青少年指導にとって、中枢の意味を持つ。特に性差の縮小あるいは伝統的な性的分業意識のゆれ動きが目につく現在、学校の中で、性差をどう指導していったらよいのかを堀り下げていきたい。

　神　田　道子
i東洋大学教授：）

iどこか家庭科の実

Hされている学校）

12

八間形成の観点か
轣i2）

ｾ語の社会化

萩　原　元　昭

i群馬大学教授）

i東京学芸大学帰

綜q女学級）

13

入間形成の観点か
轣i3）

ｩ　然　活　　動

　子どもの成長に家庭は大きなかかわめを持つ。家庭の機能については、別の指導でもさまざまな形で扱われているが、ここでは子どもの入間形成の観点から父親や母親の役割を中心として、家庭の機能を問い直してみたい。

岡　崎　友　典
i放大助教授）

v蜒gレーニング
Zンター

14

入間形成の観点か
轣i4）

ﾆ庭の教育力

藤　本　浩之輔
i京大教授）

ﾞ良県生駒での

ﾀ験

15

入間形成の観点か
轣i5）

l間形成のシステム

元　木　　　健
i大阪大学教授）

V龍社会福祉セ

塔^ー
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）、

16

問題への対応（1）

u症状の意味を：考

@える」一偏食を例に一一

　子どもの問題行動を扱ってゆこうとする際に症状として表面に表われているものは一つめ信号に過ぎず、その奥に真の意味がかくされていることが多い。食事行動の異常を例に、症状のもつ意味の多様性を：考えてみよう。

深　谷　和r子

i東京学芸大学

@助教授）

17

問題への対応（2）
u経過を見る」一ことばの異常を

@例に一

同　　上

18

問題への対応（3）
u問題の根を探す」一登校拒否を例に一

同．上

19

問題への対応（4）

u子どもを支える」

黷｢じめを例に一

　すべての問題行動の対応のしかたには治療者として共通に「子どもを支える」必要性がある。遊戯療法を例に使いながら子どもを支えることの意味を探ってゆきたい。

同　　上

20

問題への対応（5）

u母親を支える」

齦齔e面接を例に一

　母親は子どもの最大の環境であり、かつ子どもに問題行動が生じた際に、重要な補助治療者の役割を果すものである。母親面接を通して、治療者はどう母親と遮りこれを支えれば、子どもの問題行動の指導につながるか考えてみようとする。

　
　
同
　
　
上
し

21
非行をめぐって（1）

ｻ状　と　背景

　＾非行は第三のピークを迎えたといわれる。それ・と同時に、非行の幼稚化など、非行のさまがわりが説かれている。そこで、ます非行の実態をとらえ、その背景を探ってみたい。

青　島　文夫

i科学警察研究

竃h犯少年部
ｷ）

22

非行をめぐって（2）・

�s　の　入　口

　非行といっても軽度のものから重度のものまで
ｪ含まれる。非社会性は、軽度な非行に属そうがここでは、そうした非行の入団的な症状をとらえ

ｻの対応をまとめていく。
同　　上

23

非行をめぐって（3）

浴@子　非　行

　女子の非行は、女性らしさの形成にからんで、’

｡雑な様相を呈する◎ここでは、女子非行を例と
ｵて、非行のメカニズムを回り下げていきたい。 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ
　　　　’
焉@　　　　　　容 担当講師h

i所属・氏名）

24
非行をめぐって（4）

�@行　集　団，

　非行というと、群れをなして、バイクをのりま
墲ｷツッパリグループがイメージに：うかぶ。そう
ｵた非行集団がどういう特質を持ち・そして非行、生徒が何故群れを組みたがるかなどを考えていき

ｽい。

麦　島　文　夫

25
非行をめぐって（5）

�sからの回復・

　ここでは、シンナー等の薬物乱用などを素材と
ｵて、非行から回復（再生）するためにどういう

ﾎ応が望まれるのかを、総合的にとらえていぐ。
?墲ｹて．諸機関との連携の必要性を説く。

、同　　上

26

問題へのアプロー
`（1）

齔ｸ神分析一

　精神分析の創始者フロイト、Sの考え方とその
｡療技法をわかりやすく紹介する。 　小　川捷之

i横浜国立大学教
@育学部教授）
@乾　　　吉　祐
D応大学医学部講師

27

問題へのアプロー’

`（2）

鼾s動療法一

　近年、アメリカを中心に盛んになった行動療法
ﾌ基本的考え方と治療理論および治療技法につい
ﾄわかりやすぐ紹介する。

　小　川　捷之
@中　野　良　顕
i筑波大学助教授）

28

問題へのアプロー
`（3）

齊Oウンセリングー

　来説者中心療法の創始者ロージャス、Cの人と
Fなりとその基本的な考え方、澄よび、治療技法を

墲ｩりやすく紹介する。

小　川i捷之
ﾑ　長　喜一郎
i三相の水女子

@大学助教授）

29

問題へのアプロー
`（4）

齦ｪ析心理学一

　ユング、C．G．の人となりとその考え方の基本
ﾉついて紹介し、その治療観bよび技法について
墲ｩりやすく紹介する。

　小　川　捷　之

@織　田　尚　生
i放送大学助教授）

30

問題へのアプロー
`（5）一箱庭療法一

　ユングの分析心理学を背景にして生まれた箱庭
ﾃ法についての基本的な考え方を紹介しあわせて
?ﾔの心が癒え、成長してゆくさまを具体的な事
痰ﾉそくして提出し、検討してゆく。

小川捷之
D　田　尚　生
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＝カウンセリング＝（R）
〔主任講師：佐治守夫（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　カウンセリングに：ついて、その基本的な理論と、実践上の技法を学ぶことを目標とする。そして、

歴史的な過程をも含めて、今までの著名な理論家達の考え方を紹介し、同時にカウンセラーの態度、

実践上の倫理的問題、社会からの要請、訓練の方法などにもよれる。事例を適宜、押入することで・

理解をふかめる。

回 ・テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

カウンセリング、心理治療、さらに：広く、人 佐治　守　夫

1
カウンセリングと
ﾍ何か（序論）

間援助の方法を概観し、このような領域が現在
ﾜすます注目されつつある状況を考える。家庭
烽ﾌ問題、子どもの発達と教育にかかわって、
w校での問題、職業、職場にかかわる問題など

（日本・精神技術

､究所・心理臨
ｰセンター所長）．

など。事例（1）、登校拒否。 （東京大学名誉教授）

カウンセリングの定義は、後にのべる様々の

理論に：よって微妙なちがいがある。ここでは、

2
カウンセリングの
闍`（1）

かなり包括的に：、今日通用している定義につい

ﾄのべる。

同　上

カウンセリングの定義（1）をふまえて、様々な
立場で特に強調される諸点をとりあげて評説す

3
カウンセリングの
闍`（2）

る。カウンロリングは、そのように立つ、パー
¥ナリティ理論と切りはなせないこと、人間の
ｬ熟、健康についての考え方と密着しているこ

同　上

とをものべる。事例（2）

カウンセリグ、及
　フロイトの精神分析の考え方を展開するに：至
驍ﾜでの歴史的展開を、メスメル、Aの催眠術

4
び心理治療（人間
㍼浮ﾌ方法）の展
J（1）

から、Breuerのヒステリー治療の考え方：など

ﾉふれて述べる。
@古典的なヒステリーの事例をとりあげる。

@（事例3）

同　上

5

カウンセリング、

S理治療（人間援
浮ﾌ方法）の展開

　前回につづいて、フロイトの精神分析の考え

禔Aコンタやアドラーの展開を中心にのべる。
同　上

（2）

アメリカに：澄ける、対人関係論を中心に、

（Sullivan　R．　S．の対人関係の科学論〉、い

6 同．上　（3） わゆる、フロイト左派、社会学派といわれる人 同　上

たちの考えをのべ、それを今日のカウンセリン
グの考え方に：どのように：影響しで（るかを考える。

Rogers，　C，　Rのクライコント中心療法の発

展と、その中心的な考え方をのべる。

7 同　上　（4） 「人格変化に必要にして充分な条件」を主な 同　上

根拠として考える。
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回 テ閏@一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

カウンセリング心
搦｡療の諸領域
iグループセラピ
C成長グループ）

　今まで主として個人カウンセリングの領域に焦点をあてて来たが、ここでは、グループセラピイ・、エンカウンターグループ、成長グループ．などの領域をとりあげる。

@　グループでの展開の事例（事例5）

　佐　治　守　夫

i日本・精神技術

@研究所・心理臨
@床センター所長）
i東京大学名誉教授）

9
カウンセリング心
搦｡療の諸領域
iプレイセラピイ）

　子ども4）プレイセラピイは、言語を中心とす「る交流よりも、遊具（澄もちゃ）を媒介どするコミュ紳商一ションを通じて行なわれる。子どものセラヒイに澄けるいくつかの考え方、理論を紹介し、その実際にふれる。　プレイセラピイの事例（事例6プ

同　上

10
カウンセラーの基
{的態度（1）

ｮぐということ

　行動療法にみられるみうな、一見技法の検討やその発展に：重点が澄かれているかに思われる場合でも、その基礎にあるカウンセラーの態度は無視されてはなら：ない。今回は聴くことの意味と・クライエントとの関係の展開を考える。

周回’

11
カウンセラーの：基
{的態度（2）

l間性の敬意尊重

　　クライエントがいわゆる病的な人であろうと、　圭り健康にちかい入であろうと、・また社会的に：

@認められなかったり、反社会的傾向めある人で，あっても、その個人は代替の：ない一個人である

@という価値はゆるがなレ∫。人間の魂への敬意を　どう考えるかとりあげる。
同上

12

カウンセラーの基’
{的態度（3）

ｩ己を知っている
ﾆいうこと

　精神分析の流れから、カウンセリングにおける・転移や抵抗の問題を考えることの重要性が指摘される。そして、カウンセラーも入間であト

驤ﾈ上、自分の態度が、クライエントとの間に様々な問題をつくり出す可能性をもつことを学んで行かねばならない。 同　上

13
カウンセラーの養
ｬ訓練と、社会か
轤ﾌ要請

同　上

14

近接領域との関係
i精神医学ソー
@シヤルワーク
@との関連　　）、

　学会での心理治療者の資格認定問題が検討されつつあるが、医師の国家試験や免許の問題、メディカルソーンアルワーカr、やP．S．Wの資格と並んで、今後整理される必要がある。今回は、近接領域との協力、協調の必要性を考える。

同　上

15
まとめと今後の課
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＝パーソナリティ論＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　心理学に論けるパーソナリティ論で、解決を求められていたのは、従来としては、「知能＋性格」

としての「よせ集め」の点であった、とまとめることができる。

　この点を中心として、解決の方向づけを試みたい。

回 テ　　　一・　　マ 内喧　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間の「こころ」とは、の問題にアプローチ

1 パーソナリティと

ﾍ

する。

@知情意にしても、意識と無i意識にしても、知

¥と性格にしても、パーソナリティにかかわっ

小　口　忠　彦

i放送大学教授）

て診り、「人格」とよばれている。

パーソナリティの機能と構造として、生産性

と防衛性について述べる。

2 生産性と防衛性 同　上

パーソナリティの機能と構造として、社会化

と同化について述べる。

3 社会化と同化 同　上

異常から正常へ、という順序をたどる。

この精神病理学的方法によれば、まず第一に

4 正常と異常1 指摘され、位置づけられるのは、精神病のなか 同　上

でも特に注目される精神分裂病であり、次に、

神経症・犯罪の類である。

異常から正常へ、の順序のもとで位置づけら

れる正常な現象を分析する。

5 正常と異常皿 他律的、自律的、創造的という段階を設定す 同　上

ることができる。　　　　　　　，

病識、病感、反省（自覚）などの現象が重要

：な位置を占める。自分の力で自分を制御するこ

6 自　己　修　復 とが可能かどうか、というところがポイントに 同　上

なる。

自己実現ということは、最広義には、精神病

や、神経症、犯罪などをふくむが、限定してい

7 自　己　実　現 くことによって、可能性を「磨ぎ出す」という 同　上

現象を指摘することができる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

どのように分析を進めても、「自己」（自分）

としての存在を認め、これを前提にする必要が

8 自　　　　　　己 ある。すなわち、パーソナリティは、「よせ集 小　口　忠　彦

め」ではない。

下部構造と上部構造という構造や、最頻三人

格などの点について吟味する。

9 基本的人格構造 同　上

アイゼンク（Eysenck，1｛．J．）の見解を回心

にし、従来の諸見解をまとめるようにつとめる。

10 人　格　類　　型 同　上

カウンセリング、心理療法で見解をまとめて
立場としたロジャーズ（Rogers，　C．R．）によっ

11 性　　善　　　説 て代表される。 同　上

フロイト（：Freud，　S．）による「死の本能」

を中心とした見解である。

12 性　　　悪　　　説 同　上

性善か、中性であって、性悪ではない、とい

う見解であり、マズロー（Maslow，　A．H．）が

13 非　性　悪　　説 その提唱者である。 同　上

人間は、出生とともに、自然・人間との間に

矛盾を生じ、この矛盾による不均衡のために、

14 矛　　　盾　　　説 絶えざる均衡化を求める、という立場をとるフ 同　上

ロム（：Fromm，　E．）に代表される。

比較心理学、罪達心理学、学習心理学、社会

心理学、異常心理学などをまとめて、人間の

15 人格心　理学 「こころ」を科学的に説明しようと試みる。一 同　上

般心理学、あるいは基礎心理学とは区別する必

要がある。
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＝人間関係論＝（TV）
　　　　　　　　　　〔主任講師：三隅二不二（大阪大学教授）〕

全体のねらい
　人間関係の三つのレベル、即ち対人関係、集団・組織、文化のうち集団・組織に重点をおく。集団

力学として、集団規範の形成、同調と逸脱、競争ど協同のダイナミックス等、又、組織の人間関係と

して、小集団活動、リーダーシップ、意思決定について述べる。実践面としては教師のリーダーシッ

プ、事故災害予防と人間関係に及ぶ。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間関係における親密な関係、即ち、夫婦、

親子、友人関係から、集団や組織の人間関係、

1 人間関係の科学
即ち、グループダイナミックス、組織心理学に
墲ｽる社会心理学の基礎概念と方法について述

三　隅　二不二

i大阪大学教授）
べ、人間関係の行動科学の特徴と限界にフいて
述べる。

二者関係、三者関係における人間関係のダィ
ナミックスについて、社会心理学、グループダ

2 対人関係の心理
イナミックスの観点から考察し、ハイダー理論
ﾆその限界、社会的な交換理論とその限界など

同　上

について述べ、対人関係に白ける公平性、平等

性、そして公正とは何かを論ずる。

家族に助ける人間関係、夫と妻の関係のグル
一プダィナミヅクス、親と子供の関係、両親の

3 家族の人間関係
子供に対するり一ダーシップの客観的評定につ
｢て触れ、また家族に趣ける葛藤の解決離婚、

岡　堂哲雄
i文教大学教授）

非行の問題にふれ、比較文化論的に家族におけ
る人間関係にふれる。

K．レヴィンによって命名されたグループダイ
ナミックスの基本的視座を述べ、初期に行われ

4 集　団　力　学
た二つの実験、即ち、民主・専制・自由放任型

梶[ダーの比較研究と、食習慣変容を目的とし
三　隅　二不二

た集団決定の実験について述べてアクション・
リサーチの意義にふれる。

同調行動の発生機序、その実験的研究や現場
研究として、ミルダラムの通行人の実験や、知

5 同調　と　逸　脱
覚判断に診けるシェリフの自動運動の研究アッ
Vュによる知覚判断の実験を述べる。又、集団

同　上

に訟げる同調機能として、規範的影響と情報的
影響を述べて逸脱過程の諸相にふれる。

日常生活に澄ける競争と協同がもたらす社会
心理現象の分析を行う。とりあげる問題として

6 競争．と　協　同
はドイッチ、シェリフらの実験、集団関係の葛
｡処理の他、ゲ・一ム場面を通じての競争と協同

古　畑和　孝・
i東京大学助教授）

にふれ、最後に対人関係、集団関係に曝ける対
立や紛争処理の方法と効果にふれる。

個人や少数者集団、弱者集団・民族に対する
偏見がどのような発生機序で発生するか、その 白　井　泰子

7 偏見の　心理
メカニズムに対して論じ、その偏見の実態と、

ﾎ見解消への方策について、客観的立場から追

（愛知県コロニー発

B障害研究所主任研
回する。 究員）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代組織としての近代官僚制のもつ組織論に

8 組織に診ける
l間関係（1）

ついてマックス・ウェーバーに即して述べる。
ｻして、現在の視点より、今世紀初期に行われ
ｽホーソン工場実験から見出された人間関係の 三隅　二不二

意義に触れて、その後行われた米軍兵士の研究
と小集団の再発見について述べる。

第2次世界後の、ミシガン大学のISRで行
われた産業モラールサーベイで見出された小集

9 組織に澄ける
l間関係（丑）

団、人間関係の意義にふれ、我が国で展開され

ﾄいるTQC、QCサークル、自主管理活動に
同　上

ふれ、組織に粗ける小集団の意義と限界にふれ
る。

り一ダーの人物特性論の限界にふれ、リーダ
Lシップ行動スタイルの研究にふれ、その方法

10 リーダーシップ
論と、それにもとつく客観的研究、特にリーダ門シップPM論にふれる。リーダーシップPM

同　上

輪については、企業、官庁、㌧スポーツ集団等の

PM尺度とその妥当性にふれる。

アメリカ合衆国のハーウッド社で行われた集
団深定に関する研究、三隅等が西鉄や某造船会

11 意　思　決　定， 社・海運会社で行った事故予防と組織開発のア

Nションリサーチ、フレンチとカッツの古典的 同　上

実験、ムルダーの意思決定と権力格差短縮仮説
へ

・等にふれる。

従来の教師論の研究史の展望、及び教師資質

12
教師のリーダーシ
bプ

論について批判的吟味を行う。次に、教師のリ・一ダーシップ行動に関する尺度作成の過程にふ

黷ｻの妥当性を吟味した上で、小学校・中学校・
同　上

＾高等学校の担任教師、教科担当教師に見出され

た二つのリーダーシップを述べる。

事故災害に関する心理学的研究にふれ、事故・
予防と人間関係に関する実証的デーータを示し、

13
事故予防と人間関

W
その関連について述べる。三隅等が行ったバス
^転士の事故予防に及ぼすリーダーシップの条 同　上

件と、集団決定法、造船・海運場面における事
故予防の研究にふれる。

ジャンケンゲームの構造を述べ、ジレンマ・
ゲームとして囚人のジレンマゲーム（PDG）

14
ゲーム理論と人間

ﾖ係
を説明し、ゼロ・サムゲームにもとつく対人関
Wの相互作用過程を述べ、集団関係や国際関孫

戸　田　正　直

i北海道大学教授う
のパワーゲームに及ぶ。

日本人に関する実証的研究としてて林知己夫
等の日本人研究め概括を行い、文化人類学・社

15 日本人の人間関係
会学の立場、臨床心理の立場からの日本人論を
褐ﾝ比較して全体の結びとする。

林　　　知己夫

i放送大学教授）
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＝知能と創造性＝（TV）

〔主任講師　田中正吾（神戸女子大学教授）〕

全体のねらい

　ヒトの知能と脊椎動物の知能を比較し、知能の発達の諸様相とその理論、素質、環境論争を概説す

るQ葦た知能検査の歴史、その理論と応用面について考察する。さらに知能と創造性がどのように人

間の文化の発展に貢献してきたか、また人間が当面している諸問題の解決に知能と創造性の教育がい

かに重要であるかを考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師’（所属・氏名）

知能の定義、知能の種類としての具体的知能 田　中　正　吾

と抽象的知能を知能検査の演示により考える。 （神戸女子大学教授）

1 知能とは何か また人間の文化が知能とどのような形でかかわ インタビュー

っているかを考察する。 伊　藤　隆　二
O　賀　　　純

馬副動物（アユ、ニワトリ、ネコ、イヌ、サ

2
ヒトの知能・動物

ﾌ知能

ル、チγパンジー、イルカなど）の知能実験を

ﾊして、知能的行動の進化のあとをたどり、ヒ
gの知能と脊椎動物の知能の相違を調べる。ま

田　中　正　吾，
Qスト

ｳ　井　秀　夫
た脳の進化と関連にも言及する。 〈大阪大学教授）

ゴルトン、キャッテルなどビネー以前の知能
検査の考え方に始り、ビネーとシモンの知能検

3 知能検査の歴史 査の作成、ターマンのスタンフォード・ビネー
?�m能検査、ウェクスラー知能検査などの歴

同　　上

史をたどり、教育、産業界などへの利用に言及
する。

知能検査に澄ける年令尺度の構成、年令尺度

の性質、：標準化とサンプルの理論、さらに知能

4 知能検査の理論 検査の妥当性の問題、信頼性の算出法などを説 同　　上

明する。

精神年令の意味と限界、知能指数の公式、知

5
精神年令と知能指

能指数の意味、，知能指数の恒常性、教育や：職業

w導への意味について言及する。 同　　上

具体的知能と抽象的知能の発達の諸相を調べ

るとともに、言語の発達に澄ける知能の役割を

6 知能の発達　　（1） 述べ、知能の発達曲線（クロス・セクショナル 同　　上

とロンジチューディナル）の性質を述べる。

知能の発達におけるネイチャー・ナーチャー

7
知能の発達　　（2）

@遺伝か環境か

問題の論争、一卵性双生児による研究とその研

?菇@の限界について述べる。 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

パーソナリティーの定義と意義、パーソナリ

8
知能とパーソナリ

eィ

ティ検査の種類を叙述し、パーソナリティと知

¥の関連を説明する。 田　中　正　吾

数学、国語、理科、社会科、外国語などの知

的教科の成績および図工、音楽科など芸術的教

9 知能と学業成績 科の成績と知能検査成績の相関を調べるととも 同　　上

に、教授方法の採用如何によってこの相関関係

が変ることを説明する。

知能と知能検査に対するさまざまな批判に答

えるとともに、教育における知能の正しい考え

10 知能　と　教　育 方、知能検査の正しい用い方、知能検査のもつ 同　　上

ている限界などを考える。

科学技術上の創造性がどのようにしてもたら
されたか、科学者の基礎的トレーニング、仮説

11 科学の創造性
のたて方、問題解決の過程について述べるとと
烽ﾉ、そのユニークな解決について考察する。

同　　上

また創造性の発達曲線と知能のそれとの比較を
行う。

12 美術の創造性

　絵画など造型美術の創作過程に招ける主題、
¥図、表現様弐の基礎として、イメージの形成；構造のダイナミックス、澄よびそのユニークさ

ﾌ原因とその社会的背景について考察する。

田　中　正　吾
Qスト

?@崎　春　彦
@（画　伯）

ソナタ、交響曲、ピアノ協奏曲、ヴァイオリ

13 音楽の創造性
ン協奏曲などの作曲過程に解ける第1主題、第
Q主題とそのヴァリエーションなどの考察を通 田　中　正　吾
じて、楽想の創造性を考える。

小説などの創作過程に澄ける主題、表現
様式、言葉の選択：などの考察を通じて、作

14 文学の創造性 者の精神構造のユニークさと文学の関連性
�lえるσ

同　　上

科学教育、美術教育、音楽教育、文学教
育の諸領域で創造性を伸ばすための個性に合っ

15 創造性と教育 たカリキュラムの編成法、個別指導の方法、学 同　　上

級編成の問題点などについて検討する。
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＝認知と思考＝＝（TV）
〔主任講師 中川大倫（放送大学教授）　〕

星　　薫（放送大学助教授）

全体のねらい

　認知あるいに認知心理学は、人間の複雑な行動の背景にある内的過程に：深くかかわりをもつ。この

内的過程は、これまで大きな影響力をもっていた行動主義が、ブラックボックスとして検討をさけた

点である。20世紀後半に至って、情報理論やコンピューターの開発と普及の影響を受けた心理学は、

認知に対する関心を強めてきた。このような流れの中で、本講は次のような項目により説述される。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

まず、認知あるいは認知心理学の歴史的展開
から述べる。とくに、1950年代以降、情報理

1 認　　知　　と　は 論、機械システム的考え方、コンピューターの
J発と普及等の影響のもとに、人間を情報処理

中　川　大倫
i放送大学教授）

体として類比的にみるようになった最近の認知
心理学の動向について述べる。

認知は刺激情報の受容から始まる（ボトムア
ップ処理）。しかし、パターン認知の成立には、

2

刺激の受容とパターン認知

経験、知識、動機等の要因の参加が大きな役割
�烽ﾂ（トップダウン処理）、情報のボトムア
bプ処理とトップダウン処理の相互作用を中心

同　上

として、パターン認知を述べる。

入力情報は保存される。これが記憶である。
記憶の過程は認知に大きくかかわりをもつ。そ

3 記憶の過程1
の記憶の過程につき、モデルを手がかりとして
qべる。まず、入力情報が極めて短い時間保存

同　上

される感覚記憶につき、視覚、聴覚の領域から
その特性について述べる。

記憶の過程の中で、比較的短い時間経過中に
大部分衰退する記憶がある。この種の記憶が短

4 記憶の過程豆
期記憶といわれる。この短期記憶の容量、その
椛ﾞ過程、その衰退防止のためのコントロール

同　上

操作、短期記憶とワーキングメモリ、さらに：、視
覚コードと聴覚コードの関係等について述べる。

記憶の過程の中で、比較的持続性の長い記憶

が長期記憶といわれる。ここでは、短期と長期

5 記憶の過程皿 記憶の関係、長期記憶の永続性、長期記憶と構 同　上

造、意味的記憶とエピソード記憶、超記憶、証

言の問題等について述べる。

記憶きれた情報は検索され利用される。この

6

記憶情報の検索ζ改善・ 検索過程について説かれた幾つかの理論につい

ﾄ述べ、また、記憶情報の衰退と忘却、記憶と

ｮ機、記憶の改善についてふれる。

同　上

我々は、多くの言葉の意味を知っているが、
これは言葉の意味を「記憶している」というこ

7 記憶　と　概念 とに他ならない。言葉の意味は、実に膨大な量
ｩら成るわけだが、この意味についての記憶

星　　　　　薫

i放送大学助教授）
（意味記憶）に関する最：近の研究を紹介し、知
識の構造について考えてみたい。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講・師
i所属・・氏名）

人が、読む・書く・話すといった手段によっ

て言語を自由に操れるのは、その背景に言葉に：

8 記憶　と　言語 関する膨大な知識を記憶の中に貯えているから 星　　　　　薫
である。この、知識構造研究の枠組の中で、言
語理解にづいて考え℃みよう。’P

9 言語　と、思考

　言語理解の過程で、人は明言されたことだげから、内容を理解するのでなく、明言されてい

｣宮饗ll雛磯陰．たどるのかをみていくことで、人間め思考過程について考えていきたい。

同　上

イメージの特徴は何か。われわれはイメージ

10 ．イメージと認、知

の大きさ、形、埆度等を認知することができる。では、イメージと知覚との関係はどうか。また、イメージと記憶の関係はどうか。困メージは記

ｯ再生に有効であるといわれる。さらに、認知地図の問題にもふれる。

中　川’大　倫・

11 推理　と　理解

　帰納的推論と演繹的推論に澄ける。入間がおちいりやすい誤りを中心に竃その背後の心的プロセスについて説明するdまた、日常言語に澄げる推論にも焦点をあて、会話を通した推論の

佐　伯　　　絆1
i東京大学

スキーマやスクリプトなどについても論じる。人工知能との関連にもふれる。 教育学部助教授γ

問題解決過程の研究の歴史、とくに、方略研
究から知識表現への移行を説明する。具体的に

12 問題解決と理解．
は、算数の文章題理解、計算、などの誤解やエ
堰[の分析から、物理の単純な問題の中にふく 同　上
まれる臼常生私的知識との関連脅中心に、“最近の認知科学の成果を紹介する。’

．ここでは、事象の認知に：感ける炭入差の問題

13 認知の個人差
を取り上げる。とくに認知スタイルなどを中心

ﾉして個人差の生じる諸次元について考察する。
山　口　　　勧

i放送大学助教授）

ここでは、とくに社会的事象や人についての
認知がどのよう匠行なわれるかを考えることに

14 社会的認知 ’する。対人認知・社会的認知のバイアス・認知 向上
の斉合性などについて解説する。

認知に代表される人間の高次情報処理機能は

認知のコンビュー きわめて複雑な構造的特性を備え℃いるので、

15 ．ターシミュレーシ その研究のためにコンピュータ上に模型を組み、 戸　田　正　直

ヨンと人工知能
シミュレーションを行なうような人工知能的方法が有力な手段となる。2、3の例をあげて入

（中京大学教授）

門的解説を行なう。
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＝教育評価二（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：肥田野直（放送大学教授）〕

全体のねらい

　教育評価は「点数をつけること」を意味すると考えられやすい。しかし、本来の教育評価は、児童・
生徒の個性に応じた指導を行い、その実態に即して教育条件を：改善するために必要な情報を集め、そ

れぞれの目的に適した形で提供するものである。受講者の身近な経験を素材としながら、教育評価に

ついての理解を深めたい。

回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 教育評価とは

　f教育評価」にまつわる暗いイメージに代わ
髏ﾏ極的意義を考える。評価を行う主体は誰か。
]価の対象となる児童・生徒の諸特性や教育プ
鴻Oラム等の教育条件にはどんなものがあるか。
]価は何のために行うのか。これらの枠組みを
T観してみる。　　　　　　　　’

肥田野　　　直

i放送大学教授）

2
自己評価と動機づ

ｯ

　評価を行う者が、自己理解・他者理解・相互
揄��[めるために自己評価・他者評価・相互
]価が行われる。これら三者の関係を考える。
氓ﾉ、評価によって生じる動機づけが外的動機
ﾃけから内面化された内発的動機つげに移る過
��lえる。

同　上

3 学習過程の評価

　今日的的行動変容には結果を知ること、つま
閭tィードバックが必要である。プログラム学
Kのような個人学習から教室場面のような集団

w習に至るまで、学習の各段階で行われる形成
I評価の機能を考える。

同　上

4 学習結果の評価

　一つの学習が完結するたびに、総括的評価が
sわれる。その評価基準のとり方によって到達
x評価と集団内相対評価とがある。さらに個人
熾]価や診断的評価についても考えたい。

同　上

5． 態度・習慣の評価

　基本的生活習慣や学習態度の形成は家庭教育
ﾅも学校教育でも基本的な教育目標と考えられ
ﾄいる。この態度・習慣め評価の方法や評価結
ﾊの解釈について考えてみる。

同　上

6 興味：・，意欲の評価

　学習にまrける興味・関心は学習指導上に必要

ﾈ評価対象であり、職業に対する興味は進路指
ｱにとって欠くことのできない評価対象である。
ﾜた、達成動機の評価は生徒理解の一つの鍵と
ﾈる。これらの評価の方法等について考えてみ
驕B

　　　同　上

@宮　本美沙子
i日本女子大学教授）

7 適：性の　評価

　適性という言葉は多様な意味をもっている。

K性の中でも音楽才能などは幼児期から分化し
♀匤ｳ育の対象となる。また、進学適性や職業

K性は青年期になって分化し、その評価は進路
I択に大きな役割を果たす。

肥田野　　　直

一323一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

児童・生徒の性格によって賞罰の効果が異な
るなど、性格と指導法との間には密接な関係が 肥田野　　　直

8 性格の　評　価 ある。暴力・いじめなどの問題行動に関連して
~求不満耐性が重視されている。人格形成を促、

高　橋一郎
i東京都荒川区立

す指導に有効な性格の評価法を考える。 第6中学校教頭）

学校や地域社会の集団生活に澄いて、対人関
係特に児童・生徒の友人関係が重要な意味をも

9 友人関係の評価
っている。親や教師が友人関係を表面的にしか
c握していないことが深刻な結果をもたらす例

肥田野　　　直ぜ

が少なくない。友人関係の評価方法について考
えてみたい。

学力テストは学習の動機づけ（予告効果）や
定着化に役立つが、テストのための学習という

10
学力テストの使い 態度を育てやすく、テスト不安をもたらす：などの好ましくない：影響を与える。学力テストの有

同　上

効な使い方、児童生徒による自己採点、答案の
返却方法などについて考える。

教育テスト（学力テスト等）と心理テスト

教育テスト・心理 （知能、性格、適性テスト等）の正しい実施方 同　上

11 テストの意義と限

E
法と結果の解釈法について考える。その例とし
ﾄ教師の期待効果について述べる。 井　上　健　治

i東京大学教授）L

通知簿は学校ごとに工夫されているが、その
例を若干紹介し、．親と子が通知簿をどう見たら

12 通知簿と指導要録
よいかを考える。また、公的記録である指導要録の評価の形式、特に学習の記録についての5

肥田野　　　直

段階の相対評価をめぐる諸問題を取り上げてみ
る。

評価は個人及び集団の指導の一環として機能
するだけでなく、社会の組織の一部として機能

13
資格試験と選抜試

ｱ
する。社会制度としての資格試験と選抜試験：の

ﾁ徴と役割を検討し、制度化された教育評価の
同　上

意義と問題点を考える。

教育内容や教育制度を改善するために、実態
特に学力水準の調査が行われている。国内及び 同　上

14 学　力　調　査
国際的学力調査のねらいと方法について考える
ﾆともに、調査結果をどう解釈すればよいかを

赤木愛　和
i国立教育研究所

考えてみる。 研究室長）F

知能指数（IQ）、学力偏差値、5段階相対評
価、内申書、高校・大学入試など教育評価は社

15
教育評価をめぐる
薄竭

会問題として取り上げられ、論争が行われてき
ｽ。その問題の争点にはわが国の社会的、教育

肥田野　　　直

的風土が深くかかわっている。教育評価の立場
からこの問題を考えてみたい。
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　　＝乳幼児の健康と心理＝（TV）

〔主任講師：平井信義（大西女子大学教授）〕

全体のねらい
　児童学pedologyの立場、子どもを心理学、教育（保育）学、保健学、文化論、障害児論（精神衛

生）などさまざまな分野から研究しながらそれらを総合する立場から、とくに子どもと直接触れ合う
なかで、子どもから学ぶ（禅の言葉：三尺の童子を拝す）姿勢で研究したわれわれの成果を中心に・

からだと心の問題を講ずる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
人格形成の理論と

l間関係

　発達的観点と教育的（治療教育的）観点に立
ﾁて人格構造論詰よび形成論を総括してみると、
ｩらだは心の環境であり、心すなわち人格は自
ｭ性と自己統制の能力を柱にしており、後者は
vいやり（共感性）が育つことによって形成さ
黷ﾄいるという結論に達した。

　平井　信義
i大妻女子大学教授）

2

自発性（とくに意

~）の発達と育児・

ﾛ育

　自発性の発達に伴って意欲がさかんとなり、

｢きいきと遊ぶ子どもになるが、そのためには、
｢たずら（探索活動）、澄どけ・ふざけ、反抗、
ｯんかなどが大きな意味をもっているが故に、
ｻれらを抑圧し：ない育児・保育をいかに実現し

ｽらよいかを論ずる。

　　9ｯ　　　上

3

共感性（思いやり）

ﾌ発達と育児・保

　思いやり（共感性）とは、相手の立場に立っ
ﾄ相手の気持を汲む能力であるが、それは、大
l（とくに母親）から思いやりを受けることに
謔ﾁて発達する。それ故に、いかに思いやりの
?髟齔eになるための努力をしたらよいかを、
邇凵E保育の具体性の中で述べる。

同　　　上

4

言語発達・社会性

ﾌ発達と育児・保

　言語発達には個人差が著しく、それは素因に
烽ﾆつく面もあるが、乳幼児期の母子関係と密
ﾚ：な関係がある。また、社会性には友人関係の

ｭ達と生活習慣の自立があげられるが、前者は
譓盾ﾌ安定と自発性の発達と密接に関係してい
驕B後者は、決して急がないこと。

同　　　上

5
知的発達と育児・

ﾛ育

知的発達には個人差が著しく、それは素因に
謔髢ﾊもあるが、発達速度が関係していること
�l慮すべきである。知能テストによって測定
ｵようとする試みもあるが、誤りを犯しやすい。

ﾜた、知的な面を優先させて育児・保育をする
ﾆ、人格形成のゆがみを作る。

同　　　上

6

身体発育・運動機

¥の発達と養育・・

ﾛ育

　身体発育には個人差が著しく、それは栄養の
�盾ﾉよることもあるが、多くは素因にもとづ
ｭから、良否の評価は慎重でなければならない。

ﾜた、運動機能の個人差は運動の機会が十分に
^えられているかどうか、困難に挑戦する意欲
ｪ養われているかどうかと関係する。

同　　　上

7
家族関係と育児・

ﾛ育

　家族関係は、子どもの人格形成に及ぼす影響
ｪ大きく、夫婦関係が調和しているか否かが母

eの育児を左右するし、さらに年寄りが同居し
ﾄいる場合に：は、二三の関係が母親の育児に影

ｿする。また、年寄りの孫に対する態度も、人
i形成を左右することがある。

同　　　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
集団保育～幼稚園

ﾆ保育所 平井信義

9
児童福祉の理論と

ﾀ践 同　　　上

10
児童と環境、自然・

ｶ化財・社会環境

　児童を取り巻く環境、とくに自然、それに代る児童遊園、文化機（遊具、玩具、TV、ラジオ、絵本その他多数）について望ましいものを紹介するとともに、地域環境がどのように子どもの心身の発達に影響を及ぼしているか、われわれの研究を紹介する。

同　　　上

11

問題（こころとから

ｾ）の早期発見と
纓ﾃ・治療教育・
沁メi1）

　心身に問題をもらている子どもには、翁視－
i盲）児、難聴（ろう）児、言語障害児、肢体不自由児、病虚弱児、精神薄弱児、情緒障害児などがいるが、それらについて早期発見と早期療育の現状について述べ、今後の療育のあり方について考想を語る。、

同　　　上

12

問題（こころとから

ｾ）の早期発見と
纓ﾃ・治療教育・
沁~（2）

同　　　上

13
思春期問題から見

ｽ乳幼児期

　　　　　　　旧“@思春期以後の子どもの問題、例えば登校性脳、学習意欲の喪失、神経症、心身症、自殺企図、家出・非行などはすべて人格形成上のゆがみと考えてよく、その萌芽はすでに乳幼児期に：ある。その早期発見と対策について述べ、予防するたあの育児・保育を考える。

同　　　上

14
文化人類学と国際

芒rから見た育児

　文化人類学は、とくに未開社会の研究によろて、親子関係や育児澄よび人格形成について、豊：富な提案を行ってきた。また、育児や教育についての比較も、わが国の育児や教育を考える上でさまざまな示唆を与えてくれた。それらを紹介しながら、今後の育児を考える。

同　　　上

15
乳幼児をめぐる

ｻ代㊧問題点

　現在、世界に起きている子どもの問題のトピ
dクスを紹介する。例えば、アフリカなどの子ど

烽ﾌ飢餓状態、アメリカで増加している親に虐
ﾒを受けている子どもたち、欧米での育児法の
P80度の転換、わが国にのみに多発している登
Z拒否などについて原因を考える。

同　　　上
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＝児童の心理と教育＝（R）

〔主任講師　東 洋（白百合女子大学教授）〕

全体のねらい

　精神¢）丁丁と、融育澄よび社会環境憎憎要因との相互作用を概説し、知能、学力、情意に関し最近

数年間に急速に集積しつづある研究成果の分析に立って、発達と教育とに関する通説の若干を批判的

に検討する。特に知的発達と自我ゐ形成の問題に力点を置き、心理学を勉強しようとする者に発達ゼ

教育的視点を、又、教育に関心を持つ者に心理学的視点を提供することを目的とする・

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

講座の導入として、子どもの精神発達につい 東　　　　　洋

1

子どもの精神発達　　　　　　軋 ての概論。（特にそのさまざまな考え方につい

ﾄ）

（白百合女子大学教授）

@永野重史をどうとらえるか （国立教育研究所

第3研究部長）

activeな反応の発達、環境との相互作用、

道具への反応などの問題も含む。

2 最初の一　年 永　野　重　史

出生前後から子どもへの期待、母性意識の形

成、母子相互作用、愛着の形成、母親の仕事。

3 親　　　と　　子 東　　　　　洋

ジェスチュアや哺語からどのように形式的な

面と機能的な面との両面に旧いて言語が発達す

4 言葉の誕　生 るか。 永　野　重　史

知能とはどういうものか。その知能検査と意

5
知的能力、その概

Oと最近の研究

味。

東　　　　　洋

赤ちゃんと子どもはどう違うか。子ども時代

6
子ども時代の始ま

の発達課題。

永　野　重　史

イメージの世界、イメージによる思考。

7 表象能力の発達 向上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

言語と思考、言語発達に論ける問題や異常。

8 言語　と　思考 永　野重　史

表象的思考から具体的概念的思考を経て論証

9
論理的思考と知識

¥造

的な思考の能力が形成されるまで。

同　．上

自己中心性からの脱却、競争と協力、友達関
係のひろがり。

10 子どもと友達 東　　　　洋

社会は、その社会の成因としての行動の型を

11
行動基準の形成と

ｭ達

各個人について形成していく。つまり社会化の

ｭきをもつ。この社会化の働きを行動の基準の

`成との関係で考えてみる。
同　上

依存から独立へ、心理的離乳の問憲児童期
の精神衛生。

12 自　我　の発達 東　　　　　洋

11、12歳（小五）の段階での論理的思考
力の発達や、社会関係、情緒面での諸問題

13 子どもから大入へ 永　野：重　史

課題によって、その学習に適切な発達上の時

期があるという考え方の紹介と、それを教育上

14 教育　と　発達 どう考えるか。 永　野　重　史

すごやかな精神発達を助けるためにどういう

15
健康な精神発達を ことをすべきか。 東　　　　　洋

たすけるために
永　野　重：史
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二青年の心理と教育：＝（R）

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい

青年期が入生経過の中で、また人の精神発達において、どのような役割・課題・意義をもつかをさま

ざまな視点から検討し、青年のための教育がどうあるべきかについて考えてみる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

青年期の開始期と終期とをどうとらえるか、青

青年期　と　は 年の心理行動は、児童や成人のそれに比べてどの 宮　川　知　彰

1
一一 ﾂ年心理学 よう：な特徴的な性質をもつか、そして青年心理学

の課題一
はいかなる課題をもつかについて考えてみる◎ （放送大学教授）

青年心理学の
青年を個（会社）として把える立場と一般とし

て（特定の機能などを）言える立場がある。こう 久　世敏　雄
2 研究法 した目標の違いによって、この方法論と方法は異

一その方法論と なっている。ここでは、その二つの立場と方法を （名古屋大学教授）

方法　一
解説し、さらに、個と一般（普通）についての問
闢_を考察する。

青年期のからだ 身体的成熟（特に第二次性徴の発現）が青年の
心理面にどのような：影響を及ぼすのか。性的成熟 福　富　　　護

3
と心

黷ｩらだとの出合

を通して、青年がどのような問題に直面し解決し
ﾄいかなければならないのか。男の子・女の子か
迺j性・女性としていかに自己を確立していかな

（東京学芸大学教授）

いと性の問題一 ければならないのか。

青年期は、複数の進路可能性の中から、自らの
進　　路　　選　　択 進路を決定していく時期でもある。現代の日本社 片　岡　　　彰

4 一一一 ﾂ年の発達
会というしくみの中で、青年達はどのように進路
�I択しているのか、青年期の発達課題とのかか （東北大学助手）

課題一一一 わりを通して、その実態と援助のあり方について
l察を進める。

青年が自我を確立し、主体的な自己であると努

反　　　　抗 力する過程で、青年の発達を阻害するかの如く青 佐　竹　宣　夫

5 一入生・社会
年が認識する既存の権威に対して“反抗”する¢）

ﾍむしろ当然である。青年の権利である健康な反 （芝浦工業大学教授）

と青年一一
抗と青年の発達との関係を考えてみたい。

青年期に形成される友情は、われわれの生涯に
友情　と　仲間 とって極めて重要な意味をもっている。

一一一ﾂ年と集団 青年の友情形成と青年の集団活動がどのように 佐竹　宣夫6
澄こ：なわれているのか、それが青年の発達にとつ

活動一 て、どんな意義があるのかを考えてみたい。

青年期に澄ける人格形成にとって特別な重要性
青年の生活構造 を持つ活動として、学習と余暇をあげることが出 斉藤耕二

7 一学習と余暇
来る。多くの青年＝達が高等学校、大学に通う生活

�翌ﾁている現在、学習と余暇はその生活の中心 （東京学芸大学教授）

活動一 となる位置を占めている。この二つの活動の意義
について考えてみる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

　、　　旨

｡日の女子青年

　ライフ・サイクルの変化、出生率の減少、高学歴化などによって女性の就業が増大している。しかし・雇用均等法が施行されても、雇用条件の性差別が解消される見通しもない。こうした就業溝造の中で変動する女子青年の職業観、’結婚観や性役割観などを考察する。　　　1

　江　川　　　亮

i芝浦工業大学教授）

9 今日の勤労青年

　いわゆる技術革新の進展のもとで、人間労働の単純化、細分化、規制化が進行している。その職場で、単調労働を強いられる青年たちの過酷なまでの心理的・生理的負担の実態を明らかにするとともに、欧米に澄ける“労働の人間化”の試みについても触れてみたい。

江　川　　　亮

10

青年の精神病理

齊v春期心身症、

o校拒否、留年、

ｩ殺、性の問題一

中　村雅　知

i東北大学助教授）

エ1

青年のつまづき

齡�s・暴力・

@　　　い．じめ一

中　村　雅　知

12

青年の活動意欲

黶uやる気」・「生

ｫがい」の問題一

片　岡　　　彰

13

青年文化四
齠坙{の青年・

@　世界の青年一

　現代社会では、青年達は、成人や子供達とは異：なった、独自な文化を持っている。この青年文化の特質、心理的機能を検討して、青年期と社会の

ﾖ係について理解を深める。
斉藤　耕　二

14

現代の青年論
@　　｝廟　黹Aイァンティティ

Aパレルー、　etc一

　さまざまな視点から展開することができるが、ここでは、その基底となる青年心理の諸理論が購成されてきた道筋として、生物学的、社会的、世代的要因、さらに、コーホートと歴史の要因にふれ、現代の青年論一アイデンティティ、アパレー

ﾈどについて述べる。

久世　敏　雄

15

青年心理学と教育

齔ﾂ年心理学

@　　　　　小史一

　青年心理学の成立とその発展の歴史の中でこの

w問がこれまでの青年教育に於いて果してきた役

р�T観するとともに、今後のこの学問の使命に

ﾂいて考えてみる。
宮　川知彰
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＝障害児の心理と教育＝（R）

〔主任講師　寺田　晃（東北大学教授〕

全体のねらい
　障害児の教育は、人間の尊厳を問い教育の本質にせまるものである。本コースでは、前半に総論と

して、まずそうした障害児がどんな子どもなのかと診断・判断の方法、研究法を検討すると共に、後
半の各論では、障害の類型別に、心理の発達的特徴と教育の万法、・福祉の在り方などを一連に考え、

障害児への一般的理解を深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

障害児とはどのような子どもか、その定義と

1
障害児とはどのよ

､な子どもか

類型を主に心理学、社会学的、医学・生理学的
ﾈ見地から総合的に解説する。障害児は、視覚
瘧Q、聴覚障害、肢体不自由、病弱、虚弱、知
¥、情緒、学業不振、重複障害の各子どもであ

寺田　　晃
i東北大学教授）

る。

障害児に対する学校教育の理念と目的（目標）、

2
障害教育の目的と

普通教育とのちがい、特殊教育の現状などを述

ﾗ、あわせて障害児に関する研究、教育（養護） 同　上
歴史的発展 　　　1齡ﾊの歴史的なあゆみについて論ずる。

障害児の病理（身体・諸器官、大脳ほか）、

3
障害児の研究の課

閧ﾆ方法

心理（認知、人格、情動、社会的行動ほか）の

e分野にわたり、従来の研究とその傾性を概括

ｵ、現下の障害児教育・心理の研究の課題性を

同　上

指摘する。

主に医学・生理学、心理学の見地で、障害児

4
障害の原因と診断

の心身に関する病理と障害の一般的様相を述べ、

ｩつ医学、心理学による測定・評価の方法を説 同　上
・判断 明することによって、科学的な診断の実際的技

法と問題点とを解説する。

発達とは一般にどのような機構のもとに、ど

5
発達と障害（1）
ｭ達の仕組みと機能

んな段階を経て展開するのかを個体発生の側面

ｩら検討し、従来の発達理論を各種紹介すると

､に、発達に対処して障害がいかに位置づけら

同　上

れるものであるかを考察する。

発達における親の役割と意義、障害にかかわ

6

発達と障害（皿）
瘧Q児と家庭・学

る家庭的条件、親子関係の一般的状況、学校教
轤ﾌ意義、障害児の学校での行動状況などを考
@することにより、発達と障害の特に2次的

同　上

校門よび社会 （環境的）な効果に言及し、家庭bよび学校で
の教育の適切な在り方を検討する。

視覚障害児の身体、認知能力（感覚、知覚、

感覚障害論（1） 思考ほか）、学習能力、入格、情動於よび社会

7 視覚障害児の心理 的行動：などを通じて、視覚障害児の心理的な発 同　上

と教育 達と特徴を概観し、医学的所見をも加えて、主
ﾉ盲学校教育め現状と最適化を検討する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
（所属・氏名）

感覚障害論（皿）
　聴覚障害児（言語障害を含む）の身体と認知能力（特に感覚、知覚、思考と言語との関連でλ

8 聴覚障害児の心理

ﾆ教育

学習能力、人格・情動と社会的行動の各発達と

ﾁ徴を把握し、主にろう学校教育の現状と最適

寺　田　　　晃

V谷　　　守
化を考えることにより、感覚障害論をまとめる。

9

身体運動障害論（1）肢体不自由児の心

　主に医学・生理学、心理学の立場で、肢体不自由児の身体・運動の障害特徴をどらえ、認知

¥力、人格・情動等め発達：をも論ずることによ 寺　田　　　晃

理と教育 り、治療教育ならびに職業的リハビリテーショ 村　井　憲　男

ンの現状と養護学校教育の最適化を考える。

身体運動障害点（皿）

　前章とならび主に医学・生理学、心理学の見地から、病弱児・虚弱児の身体・運動上の障害

10 病弱児・虚弱児の 特徴、ならびに心身発達の相互関連性を論じ、 同　上

心理と教育 健常児への復帰、養護学校教育の現状と指導の

最適化を考察し、身体・運動障害論をまとめる。

精神発達障害論（1）
　知能障害児の身体・運動、認知能力（思考と一言語を中心に）、人格・情動ならびに社会的行

11 知能障害児の心理 動の障害特徴を述べると共に、特殊学級、養護 寺　田　　　晃
と教育 学校澄よび施設での教育・訓練・養育の現状と

i指導の最適化、社会適応等を論じる。

精神発達障害論（皿）
　主に心理学、医学、社会学的な見地から、自閉傾向、登校拒否、施設症ほか情緒障害の子ど

12 情緒障害児の心理

ﾆ教育・治療

もの心身の諸特徴を述べ、学校教育での現状と、

ﾆ庭教育を含めた指導の在り方、教育相談等に

ﾂいて考察し、精神発達障害論をまとめる。

大　山　正博

i蕪三三）

13

学力障害論　一
w業不振児の心理

ﾆ教育

学業不振澄よび学習障害の子どもの定義、円高よび類型を述べ、心理的（人格を中心）、量的（家庭、学校、社会）な側面からの特徴不振の原因を指摘し、学校教育於よび教育相を中心とした指導の効果、適切な措置の在り

寺　田　　　晃

m　平義　明
について論ずる。

14
心身障害児の福祉

ﾆ生活

　障害児の福祉の理念、福祉行政を含む福祉の構造論よび職員の養成などの形態を考察すると共に、重複（重症）障害を中心として、相談指導、症療育、施設療育、収容保護などの実践的問題を、医学、心理学、教育学その他の分野か

寺　田　　　増

蛛@山　正　博

ら論ずる。

第7章から第14章までの各種障害型の特徴
を回し、『“聴児”とは（そして“燗”

15 障害児教育の展望 とは）何か』を論及しつつ、障害児研究と教育 寺　田　　　晃
の意義ならびに今後の問題点を展望する。
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＝生涯教育論＝（R）
一生涯教育学の成立をめざして一

〔主任講師　麻生　誠（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　生涯教育理念は、わが国でも漸次、教育政策や教育制度、教育組織、教育課程：などに影響を及ぼす

ようになった。だが、生涯教育は、教育の自由と平等、学習と教育との間の矛盾に代表されるような

二律背反的要素を内にふくんでいる。このような生潭教育理念を現代の教育現実と関連させながら・

新らしい生涯教育学を構想してみよう。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育は、人々の自己実現を達成させるた
めに、入々の全生涯を通して人間的、社会的、

1 生涯教育の理念
職業的な発達を援助する教育の仕組みである。
竄竄烽ｷれば言葉だけの美辞句に終ってしまう
ｰれのある生涯教育理念を全体社会のなかに位

麻　生“　誠
i大阪大学教授）

置づけて総合的・統一的観点からとらえ直して
みよう。

人間は「生涯にわたって学ばねばならぬ」と

2

生
涯
教
育
の
社
会
的
身
ヒ
且
目
示

いうことは古くから言われてきた。この意味で、
ｶ涯教育は古き理念である。しかし、最近生涯
ｳ育論が唱導されてきたのはこの古き理念の新
轤ｵい意味：を引き出すような社会的条件が発生

同　上

してきたからである。

生涯教育は、何よりも国民の生涯にわたる学

3
生涯教育と学習要

習要求を前提としている。だが、あらゆる人間

ｪ生涯教育を享受しうる継続的な学習要求や学 同　上
求 習能力を持っているものであろうか。この問題

を考えてみよう。

生涯教育理念は、それぞれの社会や国によっ

4
日本の生涯教育の

求[ツを探る

てこのニュアンスが異っている。その理由の一

ﾂは、国々の文化的、教育的伝統が異っている

ｩらである。わが国の生涯教育のルーツを幕末

同　上

の教育書に探ってみよう。

わが国の国レヴェル、地方自治体レヴェルの ｝

5
教育政策のなかの

教育政策のなかにどのような生涯教育課題がど

ﾌよう：な文脈で現れてきているかを明らかにし、 同　上
生涯教育 さらに：その問題点を考えてみよう。

放送は、生涯教育機会を社会に拡散させるの

6
生涯教育と放送利

p

に大きな力を持っている。しかしまた、教育上

ｳ視できない限界もあわせ持っている。これら

ﾀ界を克服し、放送を生涯教育に生かす手だ

同　上

てを考えてみよう。

7

生涯教育を欧米に
ｩる（1）一アメリカの生涯

ｳ育一

　欧米の生涯教育政策・制度を概観しながら、

ｶ涯教育の教育政策や教育制度上の課題を考え

ﾄいこう。まず、生涯教育の先進国といえるア

＜潟Jの生涯教育の特徴をみてみよう。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育を欧米に
　イギリスでは、歴史的に学校卒業後、職業的

p続教育が整備されて黙り、他方、労働者教育

8 見る⑪ 運動から生まれた市民的成人教育があり、これ 麻生　　誠
イギリスの生涯教育一 らがイギリスの生涯教育の二本柱となっている。

9

生涯教育を欧米に
ｩる⑪一スウェーデンの

ｶ涯教育一

　福祉国家として名高いスウェーデンの生涯教
轤ﾍ学ぶべき点が多い。高等教育の開放、北欧の伝統的成人教育としての学習サークル有給教

迢x暇や奨学金政策などの種々な学習保障活動

�ﾝてみよう。

∂　　同　上

10

生涯教育を欧米に：
ｩる㈹一ソビエトの生涯

ｳ育一

　社会主義体制下の生涯教育の事例としてソビ

Gトをみてみよう。そこでは、政府主導型、官
ｻ制、画一性などのデメリットが生じやすい。

@これらが如何に克服されているのであろうか。

同　上

生涯教育論には、行・財政論が欠けていると

11
生涯教育の体系と

s・財政問題

批判される。誰でもが「何時でも何処でも学習

ﾅきる」という生涯教育シュラムの行・財政的
赶ﾕを探り、生涯教育システムを確立するには、

同　上

行政がどう変わるべきかを検討してみよう。

私たちの生活は、私たちの生活国としての地

12
地域社会と生涯教

域社会を基盤としておこなわれている。このよ
､な地域社会のなかで地域住民に対してどのよ
､な教育機会が提供され住民の学習要求をどの
謔､に充足させているかを、一つの事例をとり

同　上

あげて考えてみよう。

人間の発達過程のそれぞれの時期に現われる

13
’発達課題と生涯教

達成すべき課題を発達課題という。これらの課

閧���謔ｭ達成することによって健康な人格

ｪ形成される。現代日本の発達課題とその解決

同　上

に生涯教育のはたす役割を考えよう6

これまでの教育学は子どもを対象とするもの
成人教育学（アン であった。生涯教育の時代とともに、成人が対

14 ドラゴジー）をも 象とする教育方法論や教育課程論が必要となる。 同　上

とめて このような要請に答えて誕生した成入教育学
（アンドラゴジー）である。その成果を紹介しよう。

わが国の生涯教育を支える三本柱である学校
日本の生涯教育の 教育システム、社会教育システム、職業訓練シ

15 必要性と可能性を ステムの実態と問題点を明らかにし、生涯教育 同　上

求めて の必要性と可能性を考えてみよう。
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＝言語障害＝（R）
〔主任講師　内須川　洗（筑波大学教授〉〕

全体のねらい
　ことばによるコミュニケーションは、人間が社会生活上不可欠の機能である。この講座は1この機ポ

能に障害を示す人々の諸問題の理解を助けるよう言語障害学をやさしく解説した入門である。（1）言語

障害の概説、（2）発達と言語障害、（3）人間関係と言語障害、（4）聴覚と言語障害を主柱として、各種の言

語障害とその予防並に改善を論じた。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 言語障害とは

　言語障害とは何か。定義の問題をコミュニケー
Vョンの立場から考察する。それに基づき8種に
ｪ類し、それぞれの言語障害について、出現率、
瘧Qの特性・問題点に関する解説を行う。併せて
｡後15回にわたる講義聴講に関するオリエンテ．一ションを兼ねる6

，　内須川　　　洗

@（筑波大学教授）

2
言語障害の心理
@　　　　　と教育

　総論の第1に、人間の心理面から言語障害を考
@し、そこに包含される諸側面から理解を深め
驍ｽめ、罰・欲求不満・不安・罪悪感・攻撃性の
S理について解説する。さらに我が国の言語障害
ｳ育について、発展の経緯・現状・問題点・課題
ﾉ関して紹介する。

同　σ　上

3
言語障害の生理
@　　　　　と病理

　総論の第2に、ことばの連鎖（チェーン）、す
ﾈわち言語の特徴であるフィードバック過程を解
烽ｵ、その面から障害の発生を考察する。とくに
ｭ声・構音・リズムの生理診よび病理を解説する
ｳらに言語の中枢過程である象徴機能と大脳の仕

gみの概要を述べる。

同　　　上

4 発達と言語障害

　総論の第3に、言語の特徴の別の側面、発達に
ﾂいて考察し、障害の発生の基礎条件としてのス
sーチ・レディネスについて述べる。さらに言語
ｭ達に関連する諸要因を器質的・情緒的・環境的
ﾌ3局面から考察し解説する。また、言語学習の
ｴ理をわかりやすく述べる。

同　　　上

5 人間関係と言語障害

　総論の第4に、言語機能面に着目して、その4
蛛°@能を解説するとともに、特にコミュニケーシ
㏍搭@能に澄ける考察を深める。言語的・非言語
Iコミュニケーション、直接的言語関係・間接的
ｾ語関係、言語の二大様式、すなわち音声言語と

ｶ字言語の特徴を述べる。

同　　　上

6
言語発達遅滞児
@　　　　　の理解

　今回から言語障害の各論の第1に言語発達遅滞
凾�ﾆり上げ、その理解を深めるため、発達の診
f面を重点的に論じる。遅滞の器質的・環境的・人

ﾔ関係的諸要因について述べ、診断法については、

ﾏ察法・各種検査法・分析法などにふれて解説す

驕B

同　　　上

7
言語発達遅滞児

@　の治療・教育

　幼児を中心として言語発達遅滞児の言語治療法

��烽ｷる。これに関連して近年米国のコロラド
蜉wで開発された対人関係反応学習法（rNREA：L）

�ﾐ介ずる。さらに言語発達を促進する聴きとり
¥（：Listening　Ability）開発法〉ぺ間関係改善法

ﾈどについて述べる◎

同　　　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 吃音児（者）の理解
内須川　　　洗

i筑波大学教授）

9
吃音児（者）の

@　　治療・教育

　吃音児（者）の治療・指導問題を中心として、幼児吃音・学童吃音・成入吃音の治療上の相違を概略述べる。また治療・指導上留意すべき点として、各種治療法の特性を紹介し、この使用計画の立て方を学ぶ・傘入唯音の場合には、吃音者の生き方吃音の克服を重視する。

同　　　上

10
構音障害児（者）

@　　　　の諸問題 同　　　上

11
音声と音声障害

@　　　　の諸問題

　音声の3要素、大きさ、高さ、音質について音響物理的特性を考察する。音声障害の発生を音声習得過程の不全と病理的原因から考察し、さまざまな種類の音声障害について解説する。また音声障害の評価法、改善・治療法の概要を解説する。

同　　　上

12 聴覚と言語障害

　聴こえの仕組みを聴器の構造とその機能面につい
ﾄ解説し、聴力や聴覚の障害が如何にして発生するか考察する。さらに難聴に伴う言語障害の特性や

ｳ育・指導法について概略を解説する。また我が
曹ﾉ澄ける般ろう教育ゐ≧とぐ璽難聴教育’≧について

qべる。

同　　　上

13
器質的言語障害

@　　　と重複障害 同　　　上

14 入間生活と言語障害

　講義のまとめの第1に、さまざまな人の生活の中で、言語生活の意義を考察し、その言語が障害されたとき示される「ゆがみ」や問題について論じる。第1に生活環境に生ずる多種雑多な変化について、第2にこれらに直面する言語障害者のリハビリテーションについて。

同　　　上

15
豊かな言語関係

@　　　，を育てる

　まとめの第2は、言語が正常に学ばれるのに必要な言語関係と環境面の配慮や努力について学ぶ。言語障害の進行をくい止めたり予防する方策は何か、言語障害児を自然治療に導くことは可能か、言語生活をとりまく望ましい環境や入間関係のあり方や言語衛生について学ぶ。

同　　　上
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＝学習心理学二（TV）
〔主任講師　小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい
　学習心理学が、人間にとって、どのような役割をしめるか、ということが全体としてのねらいになっ

ている。したがって、「家庭」、「学校」、「社会」がかかわっている。実験的研究、実験的事例など

をできるだけ多く取り入れるようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内馳　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学習心理学に澄ける「学習」とはどのようなご

とであるか、を中心として、学習心理学の役割や 小　口　忠　彦
1 学習心理学の概要 手造などを述べる。

（放送大学教授）

「学習」と「発達」とが㍉車の両輪として、相

互に補い合う相互補完性（相補性）のもとに成立

2 学習　と　発達 していることを述べる。 同　上

学習には、意図的学習と偶然的学習とがある。

このことを、目標とのかかわりという点を中心と

3 学習　と　目　標 して述べる。 同　上

学習には、望ましい方向への学習もあるが、望

ましぐない方向への学習もふくまれている。この

4 学習の方向 点を中心として述べる。 同　上

「条件づけ」ということによって、学習が成立

学習の成立（1） することを、古典的条件づけを中心として述べる。

5 同　上

一古典的条件づけ一

「条件づけ」ということによって、学習が成立

学習の成立（2） することを、道具的条件づけを中心として述べる。

6 同　上

一道心的条件づけ一

認識弓造の変化によって、学習が成立すること

学習の成立（3） を述べる。

7 同　上

一認知構造の変化一
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師，（所属・氏名）

「動機づけ」について、外発的動機づけを中心

8 学習と外発的動機
として述べる。 小　口　忠　彦

づけ
（放送大学教授）

「動機づけ」について、内発的動機づけを中心

9 学習と内発的動機

ﾃけ

として述べる。

同　上

学習と「模倣」との関係について述べる。

10
学習と問題解決（1）

@一模　　倣一
同　上

学習と「創造」との関係について述べる。

11
学習と問題解決②

@一創　　三一
同　上

学習と練習との関係について、特に重要な点を

中心にして述べる。

12 学習　と練　習 同　上

学習と「転移」との関係について述べる。

13 学習　と　転　移 同　上

学習と「自己認知」との関係につ矯て述べる。

14 学習と自己認知 同　上

学習と個人との関係について、特に重要な点を

中心にして述べる6

15 学習　と　個　入 同　上
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＝学習心理学の応用＝（TV）
　　〔主任講師：小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　学習心理学の応用として、学習指導、学習意欲、思考態力、人格形成（人間形成）、心理療法などの
諸問題について、要点を述べる。実験的研究、実験的事例宏どをできるだけ多く取り入れるようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学習は、望ましい方向へ進むだけでなく、望ま

しくない方向へも進むので、「学習指導」全般に φ小　口　忠　彦

1 学習指導の概要 ついての概要と、「学習指導法」についての概要

とについて述べる。 （放送大学教授）

学習意欲を高めるには、どのようにしたらよい

か。学習を、望ましい方向へ、しかも、自ら進め

2 学　　習　意　欲 るためにどのようにしたらよいか、について述べ 同　上

る。

人間が学習する場合、「思考」は重要な役割を

する。しかし、その思考とは何か、その思考をの

3 思　考　　能　力 ばすにはどのようにしたらよいか、について述べ 同　上

る。

論理的思考をのばすにはどのようにしたらよい

か、について述べる。

4 論理的思　考 同　上

新しいものをつくり出す創造的思考をのばすに

は、どのようにしたらよいか、特に注意すべき点

5 創造的思考（1） は何か、について述べる。 同　上

新しいものをつくり出す創造的思考をゆがめる

条件は何か、特に注意すべき点は何か、について

6 創造的思考（2） 述べる。 同　上

有力な学習指導法としての「受容学習」とは何

か、について述べる。

7 受　容　学　習 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

有力な学習指導法としての「発見学習」とは何

か、について述べる。 小　口　忠　彦
8 発　見　学　習

（放送大学教授）

1

重要な学習指導法としての「役割演技」とは何

か、について述べる。・

9 役　　割　　演　技 同　上

重要な学習指導法としての「集団主義」とは何

か、について述べる。

10 集　　団　主　義 同　上

読書法、生活綴方などをふくめ、自ら自分の可

能性を開発しようとする学習指導法について述べ

11 自　己　　開　発 る。 同　上

誕生から老後にいたるまでのf生涯」を、エリ

クソンの「人生周期」を中心とし、学習指導法に
12 生　　涯　　学　習 ついて述べる。 同　上

誤りに自ら気づき、自らの力で直す。というの

が自己修復であるが、この誤りは、人格（パーソ
13 自　己　修　復 ナリティ）にかかわることもあり、複雑になる。 同　上

この自己修復について、特に注意すべき点は何か、

を述べる。

順わゆる心理療法を、学習との関連のもとで考
察する。

14 学習と心理療法 同　上

最近になって目立ってきた行動療法を、学習

（学習理論）との関連のもとで考察する。

15 学習と行動療法 同　上
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　＝・犯罪と法＝（R）
〔主任講師　内藤　謙（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　現体社会に：澄ける犯罪現象に対して法がどのようにかかわるかを、近代刑法の展開という視点から

講義する。犯罪とは何か、刑罰とは何かという基本的な問題の検討が中心になるが・現代社会が犯罪

と刑罰について提起しているさまざまの問題を手がかりにして、できるだげ具体的に説明することに

したい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦後の日本に於ける犯罪現象の基本動向を最

近の動向を中心に検討するとともに、犯罪現象 内　：藤　　　謙

1 犯罪現象の基本動向 の国際比較と犯罪原因論に：ついても若干の考察
（千葉大学教授）

を試みる◎

犯罪現象に対する法の機能を、犯罪現象は、

法を超える領域とも、また、刑事法以外の法領
o

2 犯罪現象と法の機能 域とも、かかわりをもっていることを視野に入 同　上

れて、近代法の展開という観点から検討する・

1　　　　齢

現在の日本の刑事司法過程で、犯罪はどのよ

犯罪の法的処理過 うに処理されているか、という問題を、制度運用

3 程（1）一一一警察・検 の量的事実の側面を中心に、警察・検察庁の段 同　上

察庁の段階 階について検討する。

4

犯罪の法的処理過
�i2）一裁判所・
s刑施設の段階澄
謔ﾑ少年事件の白白

　犯罪の法的処理過程の問題を、制度運用の量

I事実の側面を中心に、裁判所・行刑施設の段

Kについて検討する。そして、少年事件の特別

ﾌ処理過程についても考察する。

同　上

近代・現代の社会では、犯罪に：対して刑罰を

加える機能をもっているのは、国家だけである・

5 刑事法と国家 このような国家刑罰権の根拠と限界をどのよう 同　上

に：考えるべきかを検討する。

近代刑法の基本原理である罪刑法定主義の沿

革の実質的・政治的根拠を考察するとともに、

6 罪刑法定主義 罪刑法定主義の内容と現代的意：義について検討 同　上

する。

近代刑法の機能には、罪刑法定主義と結びつ

く人権保障機能、むよび、法益保護機能があ

7 刑法　の　機能 る。この法益保護機能の内容を検：潤し、現代の 同　上

問題状況と刑法の機能について考察する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代刑法理論の展開過程を、ヨーロッパにお
刑法理論の系譜（1） ける市民社会の成立期に形成・展開された前期

8 一旧派刑法理論の 旧派理論、それに続くフランス新古展主義刑法 内　藤　　　謙
形成と展開 理論、ドイツ的な後期旧派刑法理論について検

討する。

旧派刑法理論に対抗して19世紀後半に形成・
刑法理論の系譜（2） 展開された新派刑法理論の内容と特色を検討す

9 一新派刑法理論の るとともに、新・旧両学派の「学派の争ら」と 同　上

形成・展開と「学 その後の動向について考察する。

派の争い」

日本の旧刑法典・現行刑法典の成立とその特

日本刑法典の史的 色を、刑法理論の系譜との関連で考える。そし

10 展開と現代刑法理 て、現代刑法理論の基本動向を、日本、英米、 同　上

論の基本動向 フランス、西ドイツについて概観する。

刑法解釈学に避ける犯罪の定義と犯罪論の構

犯罪論の諸問題（1） 成について、その基本的内容と特色・を検討する。

11 一犯罪論の構成と そして、作為犯。不作為犯、因果関係を構成要 同　上

構成要件該当性 件該当性の問題としてとりあげる。

違法の実質、正当防衛、緊急避難、法令行為・

犯罪論の諸問題（2） 正当業務行為を違法性の問題として検討する。

12
一違法性と責任

さらに、故意：・過失、責任能力、違法性の意識、

咜ﾒ可能性を責任の問題として検討する◎
同　上

13

犯罪論の諸問題（3）一未遂犯と共犯、

q観主義と主観主

`

　未遂犯に：関連する問題と、共犯に関連する問

閧�沒｢する。そして、犯罪論に驚ける基本的

ﾈ考え方の違いである、客観主義と主観主義の

ﾎ立について考察する。
同上

刑罰の根拠と限界の問題について、応報刑論

か目的刑論かという従来の一般的論議を検討し

14 刑罰論の基本問題 問題解決の方向を考える。そして、・刑罰の種類 同　上

と内容について、日本の現行法を中心に考察す
る。 ◎

法制度の全面改正が問題になっているものと

刑事政策の現代的 して、自由刑の執行内容を規定する監獄法と保

15 安処分がある。この二つの問題について、改正 同上
問題 作業め動向に注目しながら、検討する。
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＝現代の裁判＝（TV）
〔主任講師　田宮　裕（立教大学教授）〕

全体のねらい

　法は、六法全書の中から引き出され、裁判の過程を経て、「生きた法」となる。そのからくりを、

裁判の担い手たる人の側面、国の制度としての側面、手続き過程としての側面から分析し、文化の一

翼を構成する日本の裁判の特色を浮き彫りにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

裁判は、普通理解されているよりは、はるか

に人間くさい創造的活動だが、そ丸だけに流動 田　宮　　　裕
1 現代日本の裁判 する社会の中で、多方面の社会的機能を果たす。

ｻ代の市民生活において、裁判の持つ意義ど機
（立教大学教授）

能を、序論的に考える。

裁判所の組織・構成、裁判官の地位・身分、

2
裁　　　判　　　官

司法権の独立、キャリアの裁判官制度が持つ問

闢_など、裁判所と裁判官にまつわる今日的課 同　上
一裁判の担い手（1）一

題を探る。

ひとたび起訴すれば99パーセント以上の有

3
検　　　察　　　官

章章を誇る、刑事訴追の有能な法曹集団。検察

ｯをぬきには日本の刑事司法は語れないが、そ 同　上
一裁判の担い手（2）一 の組織・活動とこれに対する法的規制を検討す

る。

弁護士は、いわば市民の困り事の相談役ある

4
弁　　　護　　　士

いは、法律生活上の病理現象の予防・治療にあ

ｽる「法の町医者」。現実にどのような役割を 同　上
一裁判の担い手（3）一 果たし、また、期待されているのだろうか。

私人間の紛争を解決するための裁判手続きを

解説する。行政訴訟、非訟事件、調停などにも

5 民事訴訟の手続き 触れる。裁判を実現するための強制執行や仮差 同　上

押え・仮処分もとりあげる。

捜査→起訴→事実審理→判決→上訴などの概

略を、順を追って説明する。家庭裁判所の少年

6 刑事訴訟の手続き 審判は「刑事」訴訟ではないが、便宜上ここで 同　上

解説する。

先進諸国では、ほとんど例外なく素人裁判官

の制度がみられる一陪審や参審。戦前の日本に

7 国民の司法参加 も、陪審があった。これらの制度の運用状況や 同　上

問題点を紹介し、職業裁判官制度と対比しなが

ら、国民と裁判の関係を考える。
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担・当講師
i所属・氏名）

戦後、アメリカにならって取り入れられた制

度で、現行憲法のもとにおける司法の際立った

8 ＝違憲審査　制 特色を示す。これを支える政治理念を明らかに 田　宮　　　裕

し、外国と比較しながら、制度のありかたを検
討する。

刑事事件では、裁判が始まるまでに、捜査を
つくして犯入をあげ証拠を確保して重く必要が

9 捜査　と　裁　判
ある。捜査は、真相を逃さぬために細入権保障のためにも、公判に劣らず重要なので、近時制

同　上

度上・理論上の発展がいちじるしい。この見地
から、捜査と裁判のかかわりを考える。

裁判の生命である事実認定をめぐる諸問題

どくに、裁判官の自由心証主義、証拠法則、科

10 証拠と事実認定 学的知見の応用、自白の取扱いなどを取り上げ

驕B

同　上

「遅れた裁判は裁判の拒否に等しい」といわ

れるように、迅速性は裁判の生命。長くかかる

11 迅速　な　裁判 裁判の現状とその背景にある問題点を明らかに 同上
する。

訴訟法規の大部分は、正しい裁判を願って作
」

られたものだが、「人のわざ」としての裁判に

12 誤判とその救済 は、僅かであるが、誤判もでる。最近の再審事件 同　上

の手掛りにえん罪救済制度について検討してみ
驕B

旧本人は、権利　義務の観念で是非を明確に

13
「裁判好き」と

@　「裁判嫌い」

するよりも、義理人情による大岡裁きを好むと
｢われる。また、市民と裁判所の距離は大きく、その間に準法律家が活躍する。このような裁判の利用関係をめぐって、日本人の法意識の問題

同　上

を考える。

当事者主義の極致を示すアメリカでは、刑事

14
裁判に書ける正義

齠喆ﾄの比較一

事件でさえ、当事者の取引きが行なわれるが、

坙{の裁判手続きは、真実発見の理念に忠実だ

ﾆいわれる。このことを手掛りに、裁判文化の

同　上

比較を試みる。

判例による法形成の意義と限界を考える。裁
判を法の形成とみる現実主義的立場は、法学に

15 裁判　と　立　法 ．どのような影響を及ぼしたかを検討し、立法に 同　上

よる法形成との相互関連に注目して、判例の役

割を分析する。
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：＝ 叝岦ｶ活と法＝（TV）
〔主任講師：川井　健（一橋大学長）〕

『全体のねらい

　日常生活に：論いて重要な役割を果たす民法が施行されて以来、すでに90年近くになる。この間・

民法はあまり改正されていないが、社会の変化はいちじるしい。法と社会のズレを調整してきた判例

の変遷に留意しながら、’ ｻ在の日常生活上の重要な問題をとりあげて、民法を説明したい・

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 民法の意義

　民法は、市民社会に澄ける財産や家族をめぐ

髟ｴ争を解決する基準どなる法であるが、民法
Tのほか判例法や慣習法があることを述べ、民
@の解釈や民法の効力についても言及する。ま
ｽ、民法制定時の民法の原則が今日では修正さ
黷ﾄいることを指摘する。

川　井　　　健

i一橋大学長）

2 権利とその主体

　民法は紛争を解決二する便宜的手段として、各

墲ﾌ権利を認めている。物権、債権などがそう
ﾅある。そのような権利の実現の方法について
qべたうえで、権利の主体である人についての
@律上の問題を扱う。すなわち、自然入や法人
�ﾟぐる問題である。

　　’
ｯ　　上

3 契　　　　　　約

　財産取引では、契約が重要な役割を果たして
閧驕B契約自由の原則は、事実上約款により制
�ｳれて澄り、公序良俗や強行法規の役割が増
蛯ｵている。契約の種類、契約の成立、代理、
�潤A期限のほか、契約以外の法律関係である
末ｱ管理、不当利得にふれる。

同　　上

4 不動産の売買

　土地・建物を売買した場合に生ずる所有権の
ﾚ転や、所有権の移転を第三者に対して主張す
驍ｽめに必要な登記について述べる。登記に関
ｵては、どのような場合に登記が必要かという
竭閧ﾌほか、登記請求権や仮登記をも扱う。ま
ｽ、樹木・農作物の売買にもふれる。

同　　上

5 動産、債権の売買

　日常生活で頻繁に行われる動産の売買に澄け
髀蒲L権の取得の問題や、売主が無権利者であ
ﾁた場合の買主の保護の問題などをとりあげる。
ﾜた、月賦販売やクレ’ジヅト・カードを利用し
ｽ場合の問題を扱う。さらに、債権の譲渡は診
ﾑこれに関連する債務引受を扱う。

同　　上

6 売買契約の履行

　売買契約の履行としての売主の登記移転・引
nし、買主の代金支払などの義務をとりあげる。
ｱのような弁済に関連して相殺その他の債権消
ﾅ事由にふれる。売主と買主の義務の関係につ
｢て同時履行、危険負担の問題を扱う。また、
ﾂ権の消滅時効をも扱う。

同　　上

7 売買契約の不履行

　売主や買主が履行を怠った場合、履行が不能
ﾆなった場合の強制履行、損害賠償、契約の解
怩ﾌ問題を扱う。損害賠償については、その範
ﾍ、過失相殺など、解除についてはその効果や事晴
ﾏ更による解除などをとりあげる。また、いわ
艪骼�ﾌ：遅滞の問題を扱う・

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当高高（所属・氏名）

8 売買と目的物の蝦疵

　売買の目的物に、かくれたかし《蝦疵）があったことや、権利にかしがあったことを買主が知った場合に避ける売主の責任の問題をとりあげる。売主のかし担保責任と、いわゆる不完全

J8繕あ欝騰諜係を嵐ま

川　井　　　健

i「橋大学長）

9 借金を保証

　金銭消費貸借契約が行われる場合につき、サラ金問題があり、これに関し、利息制限法や貸金業規制法があることを述べる。保証やこれに関連する連帯債務などの多数当事者の債権関係や身元保証にもふれる。また、借金の担保としての預金担保貸付などにもふれる。

同　　上

10 請負　と　委任

　請負契約に澄ける注文者の保護の問題として請負入のかし担保責任の問題や約款の果たす役割などを述べる。委任契約に関しては、医師、不動産仲介業者、弁護士、司法書士などの注意：妥

魔笊�V請求権の問題をとりあげる。
同　　上

11 契約の無効・取消
同　　上

12 所　　　有　　権
同　　上

13
利用による所有権

ﾌ制限

　所有権を制限する物権である地上権、永小作権、地役権のほか、農村で重要な権利である入会権の問題をとりあげる。また、農地や動産の賃貸借による所有権の制限にもふれる。便宜上ここでいわゆる相隣関係に：よる所有権の制限やマンショ：：イの区分所有を扱う。

同　　上

14 借　　　　　　家

　民法の賃貸借の規定が大正10年の借家法によって修正され、賃借権の物権化が認められたこと、また昭和16年の借家法の改正によって

ﾀ貸借の解約を制限する・基準としてr正当事由」が導入され、その解釈に変遷があったことを述べ、あわせて住宅問題：をとりあげる。

同　　上

15 借　　　　　　地

　借家の場合と同様に、民法の賃貸借の規定が大正10年の借地法の制定によって修正されて、借地人の保護がはかられ、また、明治42年の建物保護法があることを述べる。また、現在の住宅問題や土地の有効利用のために、借地法のあり方の問題があることを述べる。

同　　上
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回・ テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

金銭債権などを確保する手段として、抵当権

16
担保による所有権

ﾌ制限

や質権などがあることを述べ、これらが所有権
�ｧ限する担保物権であることを説明し、担保
ｨ権制度の変遷を述べる。あわせて、留置権や
謗謫ﾁ権のほか、譲渡担保、仮登記担保所有権

川　井　　　健

i一橋大学長）
留保などをとりあげる。

金融に蜘ける債権の確保の手段としての抵当

権について、その設定の要件や効果などを説明

17 抵　　　　　　　当 する。また、特殊な抵当としての共同石拳、根 同　　上

抵当」抵当証券、動産抵当などにもふれる。

関連して、工場抵当法や企業担保法に：も言及す．

る。

庶民金融として重要：な役割を果たしてきた質

権を説明し、実際界で、これに：代わる役割を果

18 質 たしている譲渡担保をとりあげる。 同　、上

事故と被害の救済の問題について、民法は過

19
過失責任と無過失

ﾓ任

失責任の原則を採用しているが、これを修正す
髢ｳ過失責任があり、また両者の中間のいわゆ
髓?ﾔ責任がある。債権侵害、’医師の責任、差
~請求、安全配慮義務と不法行為との関係など

同　　上

をも扱う。

民法上の権利として、今日、人格権が重要で
ある。情報化社会に：おいて、マスコミによる入

20 人格権の保護 格権の侵害の可能性がふえており、旧格権の保
?ﾆ言論の自由との調整の必要があることを述

同　　上

べる。具体的には、名誉、プライバシーの保護
の問題をとりあげる。

交通事故が発生した場合の被害者を救済する

法律として、民法を修正する自動車損害賠償保

21 交　通　事　故 障法があり、この法律に急いて加害者がどのよ 同　　上

うな要件の下に責任を負い、また、保険金の給

付が行われるかという問題をとりあげる。

イタイ．タイ病、四日市ぜんそく、水俣病など
の公害に関し、裁判所がどのような判断を示し

22 公　　　　　　害 てきたかということを説明し、大気汚染防止法、
?ｿ汚濁防止法、公害健康被害補償法などのあ

同　　上

らましを述べる。日照、騒音問題にもふれる。

，

森永ひ素ミルク、サリドマイド、スモン、カ

欠陥商品と消費者 ネミなどにみられる欠陥商品による被害につい

23 て、裁判所がどのような判断を示してきたか、 同　　上
保護 また、どのような立法が進展しているかについ

て述べる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24 損　害　賠　償

　事故が発生した場合の被害の救済としての損害賠償に関し、損害賠償の範囲、損害算定の基準時、過失相殺などの問題を述べる。また、得べかりし利益の喪失や慰謝料についての損害賠償請求権の相続の問題をも扱う。あわせて、，補償や保険にも言及する。

川　井　　　健

i一橋大学長）

25 結　　　　　　婚

家庭生活と財産の確保という観点から、まず家

ｰについての民法の扱いを概観したうえで、婚

�ﾉついての要件や効果を、男女平等、導入の

ｸ厳という原則との関連の下で検討する。また

@律上の夫婦とはいえない内縁の問題をも扱う。

同　　上

26 離　　　　　　婚

　近年に告げる離婚件数の増大という現象に：関し、日本の離婚法が世界の離婚法とどのように異なっているか、各種の離婚手続のうち、とりわけ裁判上の離婚に卜いて、日本の裁判所がどのような態度を示しているかを述べる6あわせて離婚後の子の監護の問題を扱う。

同　　上

27 親　　　　　　子 同　　上

28 親権・後見・扶養

　親子関係の効果としての親権に関し、子の監護や子の財産の管理の問題を扱う。子の監護については、子の引渡請求の問題をとりあげる。親権に関連して後見制度を扱い、また、親族間に：聴ける扶養の問題をとりあげ、社会保障との関係について言及する。

同　　上

29 ，相　　　　　　続

　入が死亡したときの遺族の生活の確保の手段として財産の相続があることを述べ、相続入、相続分、相続財産などに：ふれたうえで、遺産分割を扱う。特別受益や寄与分にも言及する。あわせて相続回復請求権、相続の承認と放棄、財産分離などをも説明する。

同　　上

30 遺　　　　　　言

　入が自由に財産を処分しうるという原則の延長として、遺言自由の原則があることを述べ、遺言には厳格な方式が必要とされることを説明する。また、遺言に似た死因贈与契約があることを述べる。あわせて一定の法定相続人に：遺留分の権利があることを述べる。

同　　上
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：＝ 謌�ﾆ企業の法＝（R）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：竜田　節（京都大学教授）〕

全体のねらい
　現代の経済活動の主な担い手は企業であり、企業をめぐる取引の法律関係を知ることは重要である。

また、企業の多くは会社形態をとるから、代表者の権限など、組織の問題が企業の取引に深く関係す

る。これら企業の組織論よび取引は、広い意味の商法が定める制度に乗って動く。その基礎的な部分

をわかり易く説明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 企業　と　取　引

　企業がどのような取引を行っているかを概観
ｵ、その法的な仕組が主に契約であることを見
驕B契約その他取引の法律関係はすでに民法が
閧ﾟているのに、企業が当事者になればどうし
ﾄ特別の定めが必要なのか、例を挙げながら説

ｾする。

‘　龍　田　　　節

i京都大学教授）

2 商品の　流通

　メーカー一が原材料を仕入れて製造・加工し、

ﾅき上がった製品を消費者に届けるまで比は多

狽ﾌ取引段階を経由する。企業の間で行われる
､事売買の特色、販売店のいろいろな形態（卸・

ｬ売、委託販売、ブローカー）などについて検

｢する。

同　上

3 運送　と　倉庫

　商品の流通過程では運送と保管が重要な機能

�揩ﾂ。トラック・鉄道、船、航空機などを用
｢る物品運送契約や、倉庫の寄託契約をめぐる
@律問題、とくに船荷証券とか倉庫証券が発行
ｳれ：たときの法律関係を、ごく簡単に見ておこ

､。

同　上

4 旅　　　　　　行

　物が動くだけでなく人も動く。バス・鉄道、

D、航空機などを利用するときの旅客運送契約、

zテルの宿泊契約、旅行代理店との契約などは、
ｷべて企業との取引である。事故があればこれ
轤ﾌ企業がどこまで責任を負うか、その他の法

･問題を説明する。

同　上

5 危険への備え

　火災保険や運送保険など、いわゆる損害保険
_約の仕組を簡単に見て細く。その中には自動
ﾔ損害賠償責任保険のように、他人に損害を加
ｦるかもしれない危険に備えるための責任保険
ﾆか、保険会社がさらに危険を分散するための
ﾄ保険なども含まれる。

同　上

6 からだと保険

　貯蓄の性格が濃い生命保険にもいろいろの種
ﾞがある。掛け捨ての生命保険とか、損害保険
ﾉ近い傷害保険や疾病保険も、身体に関係する
_で共通している。契約者・被保険者・受取人
ﾌ間の関係とか告知義務の問題などを概観しよ

､。

同　上

7 約款に　注意

　保険、運送、銀行取引などには約款が使われ
驕Bその他でも消費者取引には約款を用いるも
ﾌが多い。内容を知らなくても、あるいは存在

ｷら知らなくても、約款が契約の一部になって
鮪鮪ﾒを拘束するのはなぜか、どの範囲までそ
ﾌような扱いが認められるか。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 企業　の　名　称 龍　田　　　節

9 取引をする権限

　企業に働く人のうち、どういうポストにいる人がどの範囲でした行為が、契約などその企業との取引を成立させるのか。代表取締役や商業使用人の権限の範囲を述べるとともに、権限のない人がした行為についても企業が責任を負うのはどんな場合かを考える。

同　上

10
トップ・マネジメ
塔g

　企業の経営方針は誰が決めるのか。この問題を、株式会社とくに大規模の会社を中心に見てみよう。社長・専務などの代表取締役、常務会、取締役会などの会社機関が、それぞれどの範囲の事柄を決めることができるか、手続をふまなかったときはどうなるか。

同　上

、
　
　
筆
⊥
　
1 経営者の姿勢 同　上

12 経営者の責任

　取締役はどの程度の注意を尽くして経営にあたらなければならないか。それを怠ったとき、誰に対しどのような責任を負うか。監査役に

Aついても同じよう：な問題がある。これらの責任

�A誰が、どのような方法で、いつまで追及す
驍ｱとができるか。

同　上

13
経営をチェックす

同　上

14 株　主　の　声 同　上

15 企業の　資　金

　企業の運営に必要な資金を調達する方法には、株式や社債の発行のほか、借入金や内部留保な

ﾇさまざまのものがある。株式・社債ともバラ
Gティに富む。それぞれの長所と短所を比較するとともに、公正さを保つためどのような手続

ｪ要求されるかを見よう。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

株主になるために株式を手に入れる。その市
場はどういう構造になっているか。株主名簿の

16 株式の　売　買
名義書換はなぜ必要か。小さい会社で株式の譲

nが制限されている場合、それを売るにはどう
龍　田　　　節

すればよいか。これらについて商法や証券取引

法の定めを概観する。

株式に投資していれば配当などの形で収益が
得られる。金銭配当のほかに株式配当もある。

17 株式の配当と分割
株式が分割されたり、無償交付が行われると株
ｮ数がふえる（逆に株式併合があると数が減る）。

同　上

これらの措置について定められた手続や要件を

説明する。

株式に限らず投資や投機にはリスクが伴う。

利得のチャンスが大きければ損失の危険もまた

18 投資のリスク
大きい。株式の信用取引、商品や債券の先物取
�ﾈど、少ない資金で大きな儲けを狙うさまざ

同　上

まの方法が見られる。それらの制度の仕組をご
くあらまし見てみよう。

株式会社は会計についてもこと細かに法的規
制を受ける。資本と準備金、引当金、資産評価

19 会計　と　開　示
など基本的な問題を概観する。さらに、会計だ

ｯでなく重要な事項を公表することが要求され
同　上

て澄り、こうした開示（ディスクロージャー）

制度の狙いと骨子を説明する。

脅

会社にはどんな種i類があり、それぞれどのよ
うな手続をふめば作れるか。一・番複雑な株式会

20 会社　を　作　る
社に重点を置いて述べる。会社ができ上がると
@人になるが、それはどういう意味を持つか。

同　上

会社以外の企業形態の主なものについても簡単

に触れる。

いったん成立した会社も、その組織などが大
きく変動することがある。事業目的や商号の変

21 会社の　変　動
更、本店の移転、会社の合併とか分割、営業の

�n、別の種類の会社へ衣替えなどがこれにあ
同　上

たる。株主や債権者の利益を守るためそれぞれ
どういう手続が必要かを見る。

企業が孤立して存在することはむしろ珍しい。
株式の所有、役員の派遣、提携契約などの手段

22 企業のグループ
を使って、いろんな企業結合が形成される。ど
ﾌような場合に親会社・子会社の関係が成立し、

同　上

いかなる点について特別の規制を受けるか。今

後の問題も含めて検討する。

事業が行詰まると企業は倒産する。そのまま
解散することもあろう。解散すれば清算手続に

23 倒　　　　　　産
入る。借金が返せないと破産とか特別清算：にな

驕Bできれば企業を再建したい。会社整理、会
同　上

社更生の手続、その関係で行われる資本減少な

ど、あらましを説明する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

売った商品の代金の回収、遠隔地への送金、

資金の融通やその取立には、振替や為替のほか

24 澄金の　流　れ
手形や小切手がよく用いられる。こうした金融
謌�ﾌいろいろな手段、とくに約束手形、為替 龍　田　　　節

手形、小切手について、それぞれの仕組と機能
を考察しよう。

手形や小切手を有効に振出すには、どういう
事項を記載しなければならないか。署名は絶対

25 手形の　振　出
に欠かせないが、会社が振出すときにはどんな
壕ﾓが必要か。白地手形と無効な手形とはどこ 同　上

が違うか。このほか、手形や小切手の偽造・変
造についても検討を加える。

手形や小切手を他人に譲渡したり、銀行など
に取立を頼むような、流通の問題を扱う。盗難

26 手形の　裏書
遺失にあった事故手形の善意取得とか．商品代
烽�･わなくてよいはずだという抗弁を出せる 同　上

「か、などが難しい。ほかに手形割引と手形貸付
にも簡単に触れる。

手形や小切手は手形交換所を通じて決済され
る。その仕組、とくに不渡処分を説明する。無

27 手形の　支　払
権利者に支払っても免責されるのはどんな場合

ｩ、持っている手形の支払が拒絶されたときは 同　上

どうずればよいか、手形や小切手はいっ時効に
かかり、その後どうなるかも考える。

手形・小切手、’株券、債券、船荷証券、倉庫
●

証券などのように、権利が紙にのって流通する

28 紙にのった権利
．ものを有価証券という。これらは借金の証文や

Pなる預り証とどこが違うのか。こういう証券 同　上

を失ったとき、それでも権利を行使しようと思
えばどうずればよいか。

外国の企業との間で行われる輸出・輸入の取
引も、法的な形は売買契約が多い。しかし、通

29 貿易のしくみ
貨が異なり、売主と買主が遠く離れ、運送に長い時間がかかるため、特殊な性格がある。為替

同　上

手形・船荷証券・保険証券に銀行の商業信用状
を組合せた応用問題の一・面を見る。

会社とか手形・小切手、それに各種の取引な
ど、これまで述べてきた企業をめぐる諸制度は

30
企業法の歴史と特

F
どのように発展してきたか。商法と呼ばれる法
謔ﾍいっ頃どこで成立し、どのような歴史をた 同　上

どってきたか。他の法域とくに民法にくらべい
かなる特色を持つと考えられるか。
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＝＝ 坙{の社会と法＝（R）
〔主任講師：碧海純一（放送大学教授）〕

全体のねらい
　この講義は専門科目である。しかし、60・61・62年度に提供される法律関係の諸科目の充実度に鑑

み、この講義は専門課程における教養科目として構想されている。日本の法をサンクロニクに（比較

文化的に）かつディァクロニクに（歴史的に）考察することを眼目とする。日本独特の社会構造と法

との関係が基本問題である。

回 テ　　一　　　マ　， 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

日本法の特質：1

p受法としての現代日

{法

　法の継受は果して可能か。社会改革の手段と

ｵての法の継受。日本の近代化の一側面として
ﾌ西欧法の継受。日本のばあいをテストケース
ﾆして考えると、法の継受は、一定の条件のも
ﾆでは、可能であり、かつ改革の手段として有

�ﾅある。

碧　海　純・一

i放送大学教授）

2
日本法の特質コ

蝸､法系の秩序として

ﾌ現代日本法

　ヨーロッパ大陸法と英米法。第二次大戦後の
阯ﾌ時代に英米法の部分的継受が行われたが、
ｻれにも拘らず、現代日本法は大陸法系に属す
驕B現代においては両法系の相互接近・融合が
iんでいるが、日本ではこの過程が特に顕著で

?驕B

同　　　上

3

日本法の史的展望1

q古代国家と

@　　律令の継受〉

　7～8世紀に中国から継受された律令は日本
ﾌ前近代法に絶大な影響を与えたが、中国と異
ﾈり制度と実態の間のズレが大きく、10世紀に

ﾍ早くも重大な修正を要するに至る。こうした
･令法の継受と変容の過程を日本の古代国家の
ﾁ質との関連において検討する。

碧海純一一

A　田　信　広
i九州大学法学部助　　教　　授）

4

日本法の史的展望H

ヵ翠ﾆ社会の

@　　　道理と法〉

　武士が台頭する平安末期から戦国時代にかけ
ﾄの中世という時代は御成敗式目に代表される
翠ﾆ法の全盛期であり、日本史上かってない裁
ｻによる権利主張の盛んな時代でもあった。道
揩ﾌ法とも呼ばれる中世法の成立・展開過程及
ﾑその社会的背景につき考察する。

同　　　上

5

日本法の史的展望旧

ｭ幕藩体制下の法と

@　　　　　裁判〉

　日本人の法意識の特質：としてよく訴訟嫌い、

??ﾓ識の欠如等が指摘されるが、こうした特
･は中世以来の自立的な領主権力の否定を通じ
ﾄ成立した幕藩体制社会における法のあり方と
ｧ接な関連を有している。そこでの法や裁判の
ﾁ質を中世との対比において考察する。

同　　　．上

6

日本の近代化と
ｼ欧法の継受f

ﾟ代的法制度の成立

　開国以来日本は西欧の文化・技術・学問等を

}速に摂取し始めるが、法もまたそうして取り
桙ﾜれていったものの一つであった。本章では
ｻの西欧法および西欧式法制度が摂敬され、日
{が法に関してみれば一応の近代的体裁を備え
驍ﾉ至るまでの言違を概観する。

碧海純　一

C老原　明　夫
i錫献義法学海

7

日本の近代化と
ｼ欧法の継受豆

@典の編纂

　西欧法の摂取という国家的大事業の中核を成

ｵたのは憲法・民法・商法などの法典の編纂で

?驕B大日本帝国憲法の成立、ボクソナードの

ｯ法草案とそれをめぐって生じた「法典論争」、
ｻの後の民法典編纂などにおける西欧法の影響
�l察する。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

日’

{の近代化と
ｼ欧法の継受皿

w説の継受

　西欧法が我国に与えた：影響は西欧的法典の整備という事実にとどまらない。成立した法典の解釈に携わった法学がやはり西欧の、それも特にドイツの法学の影響を強く受けることになる。本章では日独の法学を比較しつつ日本の近代法学の成熟過程を眺めてみたい。

碧　海　純　一
i放送大学教授）

C老原　明　夫

ﾄ肇学覆）

9 近代日本法の成熟

　我国が急速に工業化を遂げる中で近代法は次第に変質を被っていく。のみならず法学内部においても、理論的関心よりも判例研究などの実務的営為を重視する傾向が出現してくる。本章ではこうした点に目を向けながら、第二次大戦までの時期を概観する。

同　　　上

10
第2次大戦後の

ｧ法改革　1
碧　海　純一

11
第2次大戦後の

ｧ法改革　皿

　労働法の発展。経済法。その他を通じ、日本社会の「民主化」が進められた。いろいろな抵抗に遭いながらもこの過程は着実に進捗した。

同　　　上

12
司　法　部　の

d要性の増大
同　　　上

13
高度成長期と法

ﾂ　境　問　題

　いわφる公憲に関する世論の変遷。公憲先進国としての日本における環境保護体制の整備。水質の保護。工場の排煙に対する規制。

同　　　上

14

日本社会の特質と

冝@本　　法　　1

　日本人の法観念。制度としての日本法はほぼ全面的に継受された西洋法である。しかし、日本の社会における法の実際の運用は独自の日本流のしかたである。たとえば、制度面では多数決によって運営すべき組織が、実際には輪廻しと全員一致によっていることが多い。

同　　　上

15

日本社会の特質と

冝@本　法　　聾

　法というものが社会において機能する最も重要な場面は裁判である。しかし、民事事件に関して言えば、日本では、個人しだいではもとより、法人間においても、可能なかぎり政治を回避する傾向がきわめて顕著である。

同　　　上
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＝経済活動と法＝＝（R）
　　　　　　　　　〔主任講師：来生　新（横浜国立大学助教授）〕

全体のねらい

　現代の資本i主義社会に澄ける国民の経済活動と行政との関係を法律学的に検討する。本来、資本主

義は市場による非人為的な資源配分．自由な企業の理念を持つ。現代の資本主義社会がこのような古

典的な資本主義理念にどのような修正を加えているのか、それが国民の福祉とどのように結び付くの

かを法律学的に究明したい◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

資本主義経済の特徴である市場の機能を検討し、

1

資本主義経済に白
ｯる国家の役割
i歴史的検討）

近代資本主義成立時から現代に至るまでの国家理

Oの変遷を市場とのかかわりで考える。
　来　生　　　新
i横浜国立大学助教授）

混合経済とも呼ばれる現代の資本主義経済社会

2
現代資本主義国家
ﾌ経済的機能

に酬いて、国家（行政）が果たすべき役割は何で

?驍ﾌか。市場の失敗、政府の失敗の理論との関

Wで、黙黙の基本的な視点を示して澄く。

同　上

資本主義経済体制の下で国家がその経済的な責

3
経済政策と法（理
_的検討）

務を果たすべく行動する場合の手段にどのような

烽ﾌがあり、それらの手段と法の関係をどのよう

ﾉ理解すべきかを検討する。さらに現代のわが国

同　上

の経済政策体系と法の体系を概観する。

市場機能を維持するための法制度としてどのよ

市場機能維持のた うなものがあるのか、その全体を概観する。その

4 めの法体系と独占 中から検討の対象として私法等ではなく、直接に 同　上

禁止法 市場機能の維持に向けられた行政的規制の法制度

である独占禁止法を取り上げる。

「公正かつ自由な競争」の促進という法の直接目的と

「一般消費者の利益を確保するとともに国民経済の民主、

5
独占禁止法の法目
Iと目的達成手段

的で健全な発展を促進する」という究極目的との関係を
ﾇのように解すべきかを、市場集中規制と経済力集中規
ｧという観点や、法の「公共の利益」概念との関係で検

同　上

歯する。さらに公正取引委員会の組織と法目的達成手段
について概観する。

公正かつ自由な競争の概念の解釈を再度検討し、

6
独占禁止法の基礎概念の解釈 それを基礎に、事業者、一定の取引分野に診ける

｣争の実質的な制限、公正競争阻害性といった独

闍ﾖ止法の基礎概念について検討を加える。

同　上

実際の審決例、判例等に即して、私的独占と不

当な取引制限の規制の要件について検討する。独

7 市場集中の規制（1） 占的状態に対する措置、課懲金についても検討す 同　上
る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

合併、株式の取得、不公正な取引方法論につい

て審決、判例を素材にして検討を加える。

8 市場集中の規制（2） 来　生　　　新

持株会社規制、金融機関の株式保有規制、株式

保有の総量規制等の経済力集中規制と、同調的値

9 経済力集中規制等 上げの報告制度について検討する。 同　上

独占禁止法の適用除外とされている公益事業等

10
公益事業等に対す
髢@規制と競争

ヒに対する法規制の具体的な内容を検討し、市場の

ｸ敗、政府の失敗の理論、規制緩和（DEREGU一
FLAT　I　ON）の諸問題を検討する。

同　上

独占禁止法の適用除外とされている特許による

独占の容認と競争の関係を考える。また情報化に

11 特許　と　競争 伴うわが国の特許法、著作権法の問題をも概観す 同　上
る。

わが国における中小企業保護政策の概要を検討

し、独占禁止法の適用除外との関係を踏まえて、

12 中小企業と競争 競争と弱者保護の問題について考察する。 同　上

不況カルテル、合理化カルテルや他の適用除外

13
カルテル・産業構
｢の転換政策と法

法に基づくカルテルの制度を概観し、その意義を

沒｢する。また特定産業構造改善臨時措置法の政

�Iな意義を検討する。
同　上

貿易摩擦・国外との競争といった観点で、わが

国および諸外国の輸出入取引の規制の制度を概観

14 輸出入取引と競争 する。GATT、わが国の輸取法、アメリカのア 同　上

ンチ・ダンピング法、反トラスト法の域外適用等

の実際についても検討したい。

国民の消費生活に直接にかかわる物価問題にっ
いて政府の政策の体系がどのようになっており、

15
物価安定の政策と

@

それがどのような法制度として結実しているか、またそれらの諸制度の機能と競争のかかわりはどのようなものかを検討する。それを通じて現代の

同　上

資本主義社会の経済政策と法の関係を総括し、まとめに代える。
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＝国際社会と法＝・（R）
〔主任講師：横田洋三（国際基督教大学教授）〕

全体のねらい
湘互依存関係の深まる今日の国際社会に澄いては、いかなる国家もその国限りですべての生活上の

必要を充足することはでぎない。しかし他方では、今日の国際社会は依然として複数の主権国家の併
存を前提としており、多様性と不安定性がつねに基調とな6ている。こうした状況のもとでは・法を
通じての秩序の確保が強く要求され、またその法のあり方には、国内社会とは異なる特異性が見られ
る。このことをふまえて、国際社会に附ける法の意義と役割を、とくに日本とのかかわりを念頭に於

きつつ、考えることにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

国際社会に澄いて、法が必要とされる事情を

1
国際社会に：論ける

考察し、あわせて、煙際社会の構造の特殊性か

轤ｭる法の存在形態の特異性にも目を向ける。

横　田　洋　三

法の意義 国際基督教大学教授

国際関係を規律する法には、国際法、国際私

2
国際社会を規律す

法、国際組織法など、さまざまなものがある。それ

轤�ﾂ々に検討すると同時に、それらの法の相 同　上

る法の種類 互の関係を明確にする。

国際関係を規律する法の中で中心的位置を占

めるものが、国際法である。この国際法の成立

3 国際法の成立 のいきさつを、16、7世紀のヨーロッパにさ 同　上

かのぼって検討する。

初期の国際法は、自然法の強い影響下にあっ

国際法の発展 た。しかし、次第に科学的思考の影響を受け、

4 一実定国際法体系 実証法体系へと移行し、19世紀には、実定国 同　上

の確立一 際法体系が確立した。この間のいきさっと、そ

の政治的社会的背景を考察する。

5

国際法の新展開

齔V国際法秩序の

　今世紀に入って、戦争の違法化、国際機構の
ｭ達、個人の地位の向上など、伝統的国際秩序
�ｪ底からゆるがす現象が生じ、それに伴って
総ﾛ法体系も大きな変容を余儀なくされている。

同　上

形成一 この間の事晴を、一つの必然的歴史の流れとし
てとらえる。

従来、国際法学者の間で、理論上争われてき

た基本問題のうち、ω国際法の法的性質、←）国

6 国際法の基本問題 際法と国内法の関係、の国際法の法源、の3つ 同　上

について考察する。

現行の国際法の諸規則の中から、国際法の定

実定国際法規　（1） 立に関する諸規則をひき出して、検討する。と

7 一国際法の定立に くに慣習国際法の成立の問題と、条約の締結、 同　上

関する規則一 効力、実効性などに関する諸規則を考察する。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

国際法の中でも比較的古くから慣習法として

8
実定国際法規　（2）一外交関係法一 形成されてきた外交関係に関する諸規定、とく

ﾉ、大使、公使をはじめとする外交官の職務、

ﾁ権、免除などについて検討する。

@　　　　　　　　　　　　i

横　田　洋三

実定国際法規　（3）

　国際法上の重要な主体である国家の成立、種類領域、主要な権利、義務などに関する実定

9 一国家に関する 国際法の規則を検討する。 同　上

諸規則一

古くから確立し、永い間安定した法秩序を形

10
実定国際法規　（4）一　海洋法　一

成してきた海洋法が、近年、大きな変容をとげつつある。伝統的国際法に、基づく海洋法をふま

ｦたうえで、今世紀に澄ける海洋法の新しい動
同　上

向に焦点をあてる。

国際法成立の直接の契機を与えた戦争と国際

11
実定国際法規　（5）一戦争と法一 法の問題について、戦争それじたいが合法か違

@かという問題と、戦争が起った場合に当事者

ﾉよって守られるべき規則は何か、という二つ
同　上

の側面から検討する。

従来、国際法は、国家間の関係を規律する法
として確立されてきたために、個人については

12 個人と国際法
直接規定することがなかった。しかし、最近は、
ﾂ人の地位の向上とともに、個人について直接 同　上

規定する国際法規則が増えてきた。これを考察
する。

近年、企業活動の国際化に伴い、国際法も企

業活動や経済関係について、さまざまの規律を

13 企業活動と国際法 及ぼすようになった。こうした企業活動に関す 同　上
る国際法の諸規則を概観する。

’

今日の国際社会は、国際機構の存在を無視し
ては語れない。これらの国際機構は、国際法を

14 国際機構と国際法
基礎として成立し、国際法に従って行動すると
ﾆもに、みずから、内部に独自の法体系を形成 同　上
している。こうした国際機構に関する諸法規を
概観する。

今日、地球上の全人類が平和のもとで繁栄を
享受するためには、国際法の介在が不可決の条

15
国際社会の将来と

@
件といっても過言ではない。そこで、国際社会
ﾌ将来を展望し、そこに澄ける法、とりわけ国 同上
際法の役割とそれに対する日本のかかわりを考
察する。
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＝労働問題と法＝（R）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：萩沢清彦（筆蹟大学教授）〕

全体のねらい

　現代社会に澄いて、労働問題はどのような意味をもっているか、どのようなことが問題となってい

るのか、労働問題を処理するためにどのような法制度が定められているのかを明らかにし、あわせて

労働紛争の特殊性とその解決手段を解説して、国民生活と労働法との関係についての理解を深める。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

（1）現代社会に澄ける労働の意義と、労働問題

はなぜ発生するのかを明らかにし、②労働問題

1
現代社会と労働間 を処理する基本的な考え方、とくに憲法におい

ﾄ労働問題に関してどのような理念がたてられ
萩沢清　彦
i成蹟大学教授）

ているか、労働法はどのような内容と構造をも
っているかを概説する。

労働問題の中心となるのは、職場での労働条

2

労働契約の締結、

J働条件の決定と
燉e

件である。労働条件について、どのような法律
ｪあるのか、具体的な労働条件はどのような方
@で決定されるのか、労働条件としてはどのよ
､なことが問題になるのかを概観する。

同　上

労働条件の決定については、現実的には就業
規則と労働協約が大きな意味をもつ。就業規則

3
労働契約と就業規
･・労働協約

はどのようにして定められるか、就業規則と労
ｭ基準法、労働協約はどのような関係に立つか

同　上

など、労働条件決定の基本的構造を明らかにす
る。

賃金の額はどのようにして決定されるか、最
低賃金法はどんなことを定めているのか、賃金

4 賃　　　　　　金
の支払方法についてはどんな問題があるのか、

㈲ﾎやストライキのときの賃金はどうなるのか、
同　上

企業倒産の場合の賃金は保障されるかなど具体
的な問題をとり上げる。

労働時間制度に関する法制の現状、労働時間
短縮問題の動向、年次有給休暇制度の改正問題

5 労　働　時　　間
など、最近の問題状況や将来の展望をも加味し

ﾄ解説する。
同　上

年少労働者については、労働契約の締結と労
働時間や危険有害業務の就労制限、女子につい

6
女子・年少労働問 ては母体保護、労働時間、危険：有害業務の就労

ｧ限のほか、男女平等問題について具体的に問
同　上

題をとり上げる。

業務上の死傷病（労働災害）発生防止（労働
安全衛生）、労働災害による被害の救済（災害

7 労　働　災　害
補償）と労災保険のほか、民事上の損害賠償問
閧ﾉもふれる。

同　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

職場秩序の維持と懲戒問題、解雇の制限、解
雇手続を取り扱う。

8 解雇　と　懲戒 萩　三三　彦

職業紹介、職業訓練、雇用保険事業、失業給
付などの雇用安定制度と、新しい雇用問題とし

9
雇用の安定と新し
｢雇用形態

ての臨時工、パートタイマー、労働者派遣事業
�ﾆり上げる。

同　上

労働組合の意義、種類、設立の手続、労働組
合の事業、組合員の権利義務について概説する。

10 労　働　組　合 同　上

団体交渉の意義と機能、団体交渉の手続、団
体交渉事項、団体交渉拒否をめぐる紛争の解決

11 団　体　交　渉
手続ならびに労使協議制、経営参加問題をとり
繧ｰる。

同　上

労働協約の意義と機能、締結の手続、内容お
よび主要な問題点をとり上げる。

12 労　働　協　約 同　上

憲法で争議権を保障した意義、争議権制度の
現状と問題点、争議行為の種類と正当性、争議

13 争　議　行　　為
行為と賃金・年次有給休暇、争議行為と第三者
ｨよび争議調整手続を概説する。

同　上

労働委員会の種類、構成、権限、不当労働行
為の意義・種類輸よび救済手続を概説する。

14
労働委員会と不当
J働行為制度

同　上

労働基準監督署、労政事務所、公共職業安定
所などの紹介と、労働紛争処理手続、とくに裁

15
労働問題の処理手

ｱ
判所と労働委員会との関係を解説する。

同　上
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＝政治思想1＝・（R）
〔主任講師：佐々木　毅（東京大学教授）〕

全体のねらい
　政治思想は日本国憲法の前提にしている政治についての考え方を理解する上で重要な役割を持つ。従

ってこの点に可能な限り注意しながら講義を進めると共に、近代の民主主義をめぐるさまざまな批判や

問題点に言及し、それらを考えていくための素材を提供することを目的にしている。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1 ヨーロッパ政治
v想の伝統（1）

　ヨーログパの政治思想の骨組を形成する上で

Mリシャに生まれたポリスの政治学は絶大な影

ｿ力を持った◎ここではプラトンやアリストテ
激Xに言及しつつ、後代とマ）関連で重要と思わ

黷髦_点を網羅的に論ずる。

佐々木　　　毅

i東京大学教授）

2
ヨーロッパ政治
v想の伝統（2）

　ポリスの政治学と並んでキリス｝教や中世の伝

揩烽ﾜた見のがすことの出来ない重要な役割を

揩ﾁていた。ここでも前回と同様め観点から、

@教的権威対世俗的権力、法の支配、立憲主義

ﾆいったテーマに即して重要な論点を解明する。

同　上

3
マキァヴェッリの
ｭ治思想

　近代政治思想の生誕期において何が政治の論

_とされ、何が改革：すべき問題とされたかを、

蛯ﾆしてマキアヴェッリに即して吟味する。 同　上

4
宗教改革と政治思
zの展開

　ルター、カルヴァンによって認められた宗教

?vがどのような側面に荷いて決定的な役割を

ﾊしたかを、例えば、寛容の問題を織り込みな

ｪら、多方面から考察する。

同　上

5
主権論と絶対主義
ﾌ政治思想

　ギダレによって提起された主権という新しい

T念が、折から興隆しつつあった絶対主義と結

№ｵながら、王権神授説として定着していく過

��Aその政治的意味に即して分析する。
同　上

6
ピューリタン革命
ﾌ政治思想

　近代政治原理の母胎となったピューリタン革

ｽが、いかに多様な政治思想や新しい転換を含

�ﾅいたかを、重点的に取り上げ、解説する。 同　上

7 ホッブズの政治思想

　伝統的政治学の革命的転換を行なったホッブ

Yの政治思想を、それがいかなる意味で革命的

ﾅあったかを、自然状態論、政治権力の成立論

ﾈどに即して紹介する。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内、　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 ロックの政治思想

　近代政治理論の父と言われるロックの自然法論・所有権論、社会契約説、革命論、寛容論などを紹介し、それを通して彼の政治思想の全体に接近することを試みる。

佐々木　　　毅

9 モンテスキュー・

ﾌ政治思想 同　上

10 文明社会と政治思想 同　上

11 ルソー・の政治思想

　文明社会のメゐニズムに対決し、教育や政治の次元で新たな地平を開こうと苦悩したルソー

ﾌ政治思想を、「学問芸術論」「不平等起源論」

u社会契約論」を中心に紹介するQ

　　　　　　萱

ｯ　上

12
アメリカ独立革命の政治思想

、近代民主主義の制度化の一例としてのアメリ
Jを取り上げ、ペインと「ザ・フェデラリ～くト」に見られる民主主義論の特徴を明らかにする。

ﾁに間接民主主義と権力分立とが中心テーマで

?驕B

同　上

13 保守主義の政治思想

　アメリカやフランスでの革命に抗して、王権や貴族制に依りつづ旧来の体制の意味を説ぐ一

禔A民主主義の問題点を鋭く指摘したパークや

wーゲルの政治思想を紹介する。
同　上

14 社会主義の政治思想

　18世紀の二つの革命が政治革命であった点を批判し、その基礎にある文明社会そのものの

v命を唱える社会主義の流れをマルクス等に焦

_を当てながら講義する。その際、政治という

c為の行方が重要なテーマとなる。

同　上

15 自由主義の政治思想

　18世紀の二つの革命の原則を容認しつつも、

ｻの十分な機能を実現するためにはどのような

�盾ｪ必要であるかを問題にしたトクヴィルミ

汲�謔闖繧ｰ、今日の政治理論への展望とした
｢。

同　上
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　＝政治思想1＝（R）
〔主任講師：渡辺　浩（東京大学教授）〕

全体のねらい

　近代日本社会とその政治の解明には、西洋渡来の制度文物だけではなく、それを受容し、しばしば

変容させ牽日本の側の条件の理解が必要である。本講義は、徳川日本に混ける政治思想の展開を解説

することによってその一助となること、そして同時に：、広く政治について考えるための刺激と素材を

提供することを目標とする。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

徳川時代の日本、それはいかなる社会であり、

そこに澄ける思想とはどのようなものだったの 渡　辺　　　浩
1 時　代の概観 か。思想の背景をなす当時の社会・政治の状態

を回顧しつつ、思想史の全体的な流れを解説し、 （東京大学教授）’

以後の講義への展望を提供する。

徳川時代の知識人の政治思想の主流は儒学で

ある。その影響は次第に庶民にも及んだ。この

2 儒学の政治思想 回は、儒学の一般的な政治観を、君・臣・民・ 同　上

天・命・革命・禅譲・放伐・徳・里下治人等の

観念に触れつつ、解説する。

武士が支配身分だったことは、中国・朝鮮等

と対照的な日本史の顕著な特色である。この回

3 武　士　と　忠　誠 は、戦国武士及び徳川時代の忠誠・規範意識と 同　上
その影警を、「武士道」論や赤穂事件論にも触

れながら、論じる。

政治とは何か、特に、統治は誰のためになさ

れるのかという問いへの答えは、決して自明で
4 武士と「仁政」 ない。この回は、この問いに関わる徳川時代の 同　上

人々の議論を紹介する。儒学の「革命」論はそ
の一つめ焦点である。

京の町人儒者、伊藤仁斎とその子東涯による

新しい儒学、いわゆる仁斎学の内容を説明する。
5 伊藤仁斎の政治思想 それは、真面目で暖かな思いやりの態度を全て 同　上

の人の倫理として強調し、それを政治に旧いて

も実行すべきだとするものである。

幕府に近かった荻生狙侠は、天下国家を治め

るために儒学があるとして独自の思想体系を構
6 荻生租秣iの政治思想 築し、それに基く政策論をも展開した。その思 同　上

想は知識人の世界を一時席捲し、巨大な影響力

を持った。この回は、その内容を説明する。

徳川時代人が頭に描いた政治社会像は、しば

しば、いわば過去から未来へ延びる筒状の隊」

7 「家」と「天下」 が無数にピラミッド状に積み上げられた構造を 同　．上

持つ。この回は、日本の「家」の特質を論じつ

つ、その倫理・政治思想との関連を探る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文明は入館にとって恩恵であろうか。これを

反文明とユートピア 害悪と見、それを支える思想と対決し、太古の

8 理想社会への復帰を夢みた軽々もいる。この回 渡　辺　　　浩
一安藤昌益一 は、賀茂真淵等にも触れつつ、特に安藤昌益の

思想を解説する。

特に徳川時代人にとって、時の政治体制に正

叛　逆の　論理 面から叛逆することは、知的精神的にも至難だ

9 つた。しかし、自己の築いた思想を足場に：、実 同　　　上
一山県大武・大塩中斎一 際にそれを試みた人々もいる。この回は、特に：

山県大弐と大塩平八郎について論じる。

徳川時代、天下様（将軍）と天子様（天皇）

との関係はすこぶる曖昧で、これをめぐって種
11 「尊王論」の前提 々の議論が発生した。それを経る内に、次第に、 同　　　上

いわゆる尊王論が昂揚していったのである。こ

の回は、その過程をたどる。

徳川時代人は、世界とその中に転ける日本の

冒

位置について、いかに理解し、どう説明したの

10 階子思想と日本国観 だろうか。この回は、中国渡来の溢蚊思想を一 同　　　上

つの焦点としつつ、当時の対外観及びその関連

に澄ける日本国観について論じる。

1945年まで、「国体」はも日本の重要：な政

治用語だった。その直接の淵源は会沢正志斎・

12 馬入達と「一揆」 藤田東瓦等の後期水戸学にある。本来徳川体制 同　　　上

の維持強化を目指しながら、機能に融いてその

墓穴を掘ったこの逆説的な思想を解説する。

いわゆる「もののあはれ」の文学論の首唱者、

『古事記伝』の著者、伊勢国松坂の医師本居宣

13 本居宣長の政治思想 長の国学は、政治思想としても興味深ぐ、かつ 同　　　上

歴史的に重要である。この回は、本居宣長の政

治思想の内容を解説する。

徳川時代、入口の圧倒的多数は村人だった。

14
「国体」の逆説

齔?@戸　学一

彼等にとって、政治とは、正義とは何であった
ﾌか。興味深いがすこぶる難問である。そこで

ﾁに百姓一揆とその指導者の史料に材をとって
瘤ｦ的な説明を試みる。「世直し」騒動にも言

同　　　上

及する。

徳川時代人は、，西洋をどう見ていたのか。洋

学者を含めた当時の三々の西洋観とその変化を

15 西洋観と「開国」 たどり．、更にペリー来航以後の「開国」をめぐ 同　　　上

る諸議論を紹介・解説する。
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＝・ ｻ代政治理論＝（TV）
〔主任講師：阿部斉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　政治理論は・今日の政治的現実に適切な説明を与え、今後の政治的変化を的確に予測する上で、大き

な役割を果たす。現代の政治理論は、大きく分ければ、ヨーロッパで発展した伝統的理論と、大戦後に

アメリカで発展した行動論的理論とに分けられよう。以下、これら二つの流れの双方に澄いて、政治理

論を概観することにしたいQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 現代国家の理論

　19世紀までの代表的な国家理論である一元
I国家論やマルクス主義的国家論との対比にお‘いて、パーカーやラスキの唱えた多元的国家論

�l察し、あわせて現代国家の理論的位置づけ

�ｾらかにする。

阿　部　　　斉

i放送大学教授）

2
マルクス主義の

ｭ治理論

　マルク系主義は19世紀の代表的な政治理論の

ﾐとつであるが、今世紀に入るとともに、社会

I経済的現実の変化に対応して、新たな理論的
ｭ展を遂げた。ここでは、レーニン、ベルンシュ

^イン、グラムシらの政治理論を検討する。

同　上

3 自由主義の政治理論

　自由主義は今日な澄西欧の政治哲学の根幹を

ｬしている。現代の自由主義に大きな影響を及

ﾚしたトクヴィルやミルのほか、今日の自由主義

N学を代表するバーリン、アメリカ的自由主義の

ﾁ質を解明したバーツの理論を検討する。

同　上

4 エリートの理論

　自由主義に対抗する理論としては、まずエリートの役割を強調するエリート理論をとりあげる

ｱとができる。その代表的な例として、パレート、

cXカの政治理論を紹介、また最近の例として、

~ノレズのパワー・エリート論をとりあげたい。

同　上

5 大衆社会の政治理論

　エリートと対抗関係に立つのは大衆であるが、
蜿Oの政治的特性の分析も現代政治学の重要な

ﾛ題である。大衆社会を分析した政治理論のな

ｩから、ウォーラス、リップマン、デューイら
ﾌ理論をとのあげ、それぞれの意義を明らかに
ｷる。

同　上

6 政治権力の理論

　戦後に劇けるアメリカ政治学興隆の出発点となったのは、メリアムの政治学であ鉱またそれを継承したラズウェルの政治学であった。ここでは、政治権力の理論に焦点をあわせながら、メリアムとラズウェルの政治理論を検討する。

同　上

7 政治システムの理論

システム論は現代の政治学においても重要な役
р�ﾊたしている。政治学にシステム論を導入する上で先駆的役割を果たしたイーストン、構造一機能分析によってシステム論を展開したアーモンドらを紹介し、システム論の意義を検討する。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 意思決定の理論（D

　第二次大戦後のアメリカ政治学の二本の柱は、

?ﾍ論と意思決定論であったQここではまず、

ﾓ思決定論の一分野として、ノイマンとモルゲン

Vュテルンによって開発されたゲ」ムの理論を
ﾆりあげ、その政治学的意義を明らかにする。

阿　部　　　斉　　　　　　　ゴ

9 意思決定の理論⑪

　今日の意思決定の最も一般的な方式は、多数

?ﾅある。しかし、この多数決はさまざまなパ

宴hックスを持っている。なかでも最もよく知

轤黷ﾄいるアローのパラドックスを中心に、多

伯?ﾌ問題点を追求したい。

同　上

10 意思決定の理論⑰

　組織内に研げる意思決定の特質を究明したの

ﾍサイモンであり、それを発展させたのはりン

hブロムであったbここでは、サイモンの意思決定

_やリンドブロムのインクリメンタリズムを紹介し

ﾂつ、政治的意思決定過程の特質を解明する。

同　上

11 政治参加の理論

　政治参加は現代民主政治の最も重要な特徴の

ﾐとつである。しかし、政治参加はけっして平等

ﾉ行われているわけではない。だれが最もよく政

｡に参加するかを明らかにしたヴァーバ、ナイ、キ

?轤ﾌ研究を通して、政治参加の問題点を探る。

同　上

12 集団行動の理論

　利益集団の圧力活動にみられるように、集団

s動は、今日の政治過程に澄ける最も重要な要

�ﾌひとつである。集団行動の政治的意味につ

｢て、古典的成果を残したベントレイから今日

ﾌオルソンに至る一連の研究を検討する。

同　上

13 投票行動の珪論

　利益集団と並んで政治過程で中心的な役割を果たすのは、政党と有権者である6政党と有権者の行動様式に関する多くの理論のなかから、こζではダウンズの合理的投票行動論とサルトーリの政党論をとりあげ、それぞれの問題点を

Tる。

同　上

14 民主主義の理論

　ダールは、今日の民主主義の理論的分析を進
ﾟてきた政治学者の一人である。彼はより厳密
ﾈ分析のために、ポリァーキーという概念を提起

ｵた。また、クリックは民主主義と政治との緊
｣関係を明らかにした。その紹介を通じて現代
ｯ主主義の問題点を探る。

同　上

15
現代政治理論の課

　第2次大戦後のアメリカ政治学は、行動論的
ｭ治学とも呼ばれるが、行動論的政治学に対す
骰ﾅも鋭い批判を試みたのは、哲学者のアレン
gであった。アレントの批判を通じて行動論的
ｭ治学の限界を明らかにし、現代政治理論の課
閧�Tる。

同　上
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＝現代の政治生活＝（TV）
〔主任講師：堀江　湛（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい
　政治は我々の日常生活と決して無縁ではない。それどころか、今日、政治は我々の生活の隅々に至

るまで深い関わり合いを持っている。政治は、一方で急速に国際化しつつある。他方、政治は経済や

　会活動とも密接に関連し、運動するようになった。これら政治生活の諸側面を国家や、政府、国会・

政常、選挙、公共政策やマスコミ、世論などと関連づけながら考察していく。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

わが国に澄ける産業社会の変動がどのような

1
産業構造の変動と

政治問題を生み出し、全体として政治生活にど

ﾌような変化が生じたかを産業化、都市化、マ

堀　江　　　湛

i慶応義塾大学
政治生活 スコミ、交通・通信、教育などに焦点を当てな 教　授）、

がら論じる。

現代政治はまず何よりも大衆現象によって特

大衆の登場とマス 色づけられる。そこでまず大衆とは何かを公衆

2 　一　Eアモクラシーの ・群衆と比較しながら明らかにした上で有権者 同　上

課題 の増大、マスコミの発達、政治的無関心などを

論じる。

情報化社会とは何か。管理社会とは何かを明
らかにしながら、特徴的な反体制行動の性格、 芳　賀　　　緩

3 技術化社会と政治 米ソ両体制の収敏イデオロギーの終焉論ユー （東京工業大学

ローコミュニズムなどについて説明する。 教　授）

巨大組織の発展、疎外、アミノーといった現

代社会の病理が政治意識や行動にどのように現 堀　江　　　湛

4 現代社会の病理 われているかを明らかにする。 （慶応義塾大学

教　授）

人間がどのようにして政治的態度を身につけ 堀　江　　　湛

5
政治的社会化
@　　　　（対談）

政治的イデオロギーや価値観がどのように注入

ｳれ、政治的態度はどのように変化していくか。

ｳらに世代の断絶や社会化の新しい問題などに

（慶応義塾大学
@　　　教　授）咽

F賀　　緩（東京工業大学

ついても論じる。 教　授）

人間のパーソナリティやライフ・スタイルと

6
政治的パーソナリ

政治的イデオロギーや意識・行動の関連につい

ﾄ考察する。権威主義的パーソナリティ偏見の

堀　江　　　湛

i慶応義塾大学
テイ 構造・若者や社会的少数派のアンデンティティ 教授）

の問題などにふれる。

現代社会においてはイメージ選挙に代表され

7
イメージ時代の政

るように三々の政治行動は政治的イメージによ

ﾁて大きく左右される。政党や候補者イメージ、

芳賀　　綾
i東京工業大学

治行動 ステレオタイプ、イメージ言語などについて論 教　授）

じる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

政治参加とは何か。現代政治においてエリー

トはどのような影響力を行使しているか。エリ

8 政治参加とエリート 一ト民主政治との関連はどのようにとらえられ 堀　江　　　湛
るべきか。政治的リーダーシップの諸側面など

について論じる。

現代政治に近いて政党はどのような機能を果

しているか。名望家政党から大衆政党への変質、
9 現代政治と政党 政党政治家の社会的背景、政党の派閥などにつ 芳賀　　綾

いて論じる。

新しい選挙運動の形態、金のかかる政治の実

政治　活動と
態、政治資金の公営化や政治資金の規制につい 堀　江　　　湛

10
政治資金（対談）

て論じる。

芳賀・　綾

現代政治における農協、医師会etcといった

利益団体の圧力行 既成の利益団体と住民運動、市民運動にみられ

11
動と住民運動

る新しい利益団体との性格の比較検討、街頭に

fける大衆の圧力行動の考察を行う。
堀　江　　　湛

投票行動の科学的研究の発展のあとをふりか

えの、基本的な分析の視角について紹介する。

12 投票行動の政治学 同　上

人々の投票意思の決定に論ける社会的、心理

的、政治的要因について分析し、争点の操作～

13 有権者を動かすもの マスコミの果す役割について論じる。 芳賀　　綾

いわゆる政党支持ばなれ、都市の多党化現象、

14
現代政治と無党派 若者の脱政治的傾向などについて考察する。 堀　江　　　湛

層の動向（対談）
芳賀　　綾

＝選挙予測の方法について紹介、検討するとと

もにマスコミの与える影響力について論じる。
肥15 選挙予測とマスコミ 堀　江　　　湛

ρ
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＝現代の国際政治＝（TV）
　　　　　　　　　〔主任講師：神谷不二（慶応大学教授）　〃　　：高橋和夫（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　戦後の国際政治の展開を一回し、現代史を規定してきた諸要因を考え、さらにその将来を占ってみ

る。詳細な部分像ではなぐ簡潔な全体像を、事実の羅列ではなく分析のための体系的な枠組を提示し

たい。言いかえる：ならば学生自らが国際政治を考えていく上での案内図を描き出すことが本コースの

ねらいである。

回 テ　　　一　　　マ ’内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第二次大戦後の外交風景の中で特徴的なのは
（1》米ソ超大国の対立と核戦略の展開、②アジア・ 神谷不、二

1
第二次大戦後の世

E
アフリカの独立、（3）国際的奉経済的相互依存の

[化どその調整の問題が深刻化したことであろ
（慶応大学教授）

kｴ和　夫
う。これらの点を中心に戦後の国際政治を概観 （放送大学助教授）

し、コースの全体像を提示する。 蝋

ドイツの分割占領から朝鮮戦争の終結までの
米ソ関係の展開（1） 時期を解説する。米ソ関係が大戦中の同盟から

2
ヨーロッパの冷戦
Aジアの熱戦

戦後め対決ぺと変貌を遂げる推移を振り返りそ
ﾌ意義を考える。

同　．上

1945年一1953年

朝鮮戦争以降キューバ危＝機までの米ソ関係を
米ソ関係の展開（2） 取り扱う。特に米ソが核兵器とその長距離運搬

3
板門店からキュー
mくへ

手段を保有したことの軍事的、政治的意味を探

閨A両超大国の核戦略の展開を考察する。
同　上

1953年一1962年

キューバ危機以降の米ソ関係を概説する。二

4

米ソ関係の展開（3）

ﾎ決と交渉
@　　1962年～

クソン・キッシンジャーのデタント（緊張緩和
ｭ策）、ソ連軍のアフガニスタン介入とレーガ
淘蜩摎ﾌの登場によって始まった第二次冷戦期、

ｻしてゴルバチョフ・レーガン頂上会談等を現

同　上

代史の中に位置づける。

世界の人口の大半を占めるアジア・アフリカ
地域の独立とその後の苦悩を振り返りつつ、米

5
アジア・アフリカ
ﾌ独立

ソの世界的対立を背景として推移してきた第三
｢界の動向に焦点をあてる。

同　上

米ソ日中の利害の錯綜する東南アジアは、べ

6
インドシナ戦争と

`SEAN（東南ア
Wア諸国連合）

トナムの影響下のインドシナ半島諸国と西側寄

閧ﾌASEANに二極分解した。この二極構造の
ｬ立までの過程を分析し、国際政治に澄げるこ
ﾌ地域の役割を論ずる。さらにその将来を展望

同　上

する。

共産圏の二大国間の対立は、米中の接近とい
う事態を導き出した。この中ソ対立と米中接近

7
中ソ対立と米中接

ﾟ
の跡をたどり、・モスクワ’・ワシントン・北京間

ﾌ外交的三角関係の将来を占う。
同　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦後の日本、ヨーロッパの経済復興と発展を
可能にした自由貿易体制の成熟と崩壊について

8 戦後の貿易体制
説明する。また姿を現しつつある新しい貿易体
ｧについても言及し、体制変革の要因を論ずる。

神　谷　不　二

kｴ和　夫

ドル支配の没落と
戦後の貿易体制を支えてきた通貨制度、ブレ

gンウッズ体制の成立と発展、そしてその崩壊

9
混乱

uレトンウッズか
について述べる。また1970年代以降に採用さ
黷ｽ変動相場制、フロートの功罪について考え

同　上

らフロートへ る。

日本、ヨーロッパの経済発展により米国の隔
絶した優位は過去のものとなり、世界は経済的

10 多極化の時代
には多極化の時代に突入した。この多極化を引
ｫ起こした要因を探り、その政治的意味を明ら

同　上

かにする。

戦後顕著になった企業の多国籍化の実態を解
細し、その原因を考える。また多国籍企業が国

11 多国籍企業
際政治の場において果たす役割に関する論争の
цﾚを紹介し、その将来を展望する。

同　上

先進諸国の生活水準の向上する中、第三世界
の遅れが目立っている。そして後者の貧困の問

12 南　北　問　題
題が国際政治の重要なアジェンダ（議題）とな

ﾁてきた。その実態と原因に関する論争を紹介
同　上

し、次章への導入を計る。

世界経済を揺り動かしたOPECによる石油価
格の値上げ攻勢と、その成功が誘発した第三世

13 石油と国際情勢
界の国際経済秩序の変：革、づまりNIEO（新国

ﾛ経済秩序）確立の要求について解説し、その
同　上

政治的意味に光をあてる。

国際政治の力学の産物として国際連合及びそ

14 国　際　機　　関

の他の国際機関をとらえ、諸機関の成立と発展
��烽ｵ、その国際政治での役割りに評価を与
ｦる。

，　　〆

@　　同　上

戦後の国際政治を動かしてきた諸要因を再検

15
宇宙船「地球号」

ﾌ理想と地上の現

ﾀ

討し、将来を展望する。また宇宙開発のもたら

ｵた人類は一体であるとの崇高な認識と国際政
｡の冷厳な現実を対比し、両者の融合の道を探
驕B

同　上
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＝日本の政治二（TV）
〔主任講師　阿部　斉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　基本的なねらいは、日本の政治についての体系的理解を深めることにある。受講者はすでに日本の政

治について断片的部分的知識を持っていると想定されるが、それは必ずしも日本の政治を科学的客観的

に理解していることを意味しない。そこで、この講義では受講者の日本の政治に関する常識を前提とし

ながら、比較政治論澄よび現代政治論の学習成果を活用しつつ、日本の政治の特性を明らかにしていく

之とにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
明治国家から現行

尠@体制へ

　政治と国家について簡単な概念規定を試みた後、

ｾ治国家をその近代性と前近代性との両面から捉

ｦ、それぞれが今日の日本の政治にいかなる影響
�cしているかを検討する。次いで、第二次大戦
繧ﾌ民主化政策をとりあげ、その成果と限界とを
ｾらかにする。

　由阿　部　　　斉

@（放送大学教授）

E

2 国会の四三二

　日本の議会の法制添上の特徴を明らかにするこ
ﾆから始めて、二院制の意義と実態を検討し、次
｢で議会の機能を列挙する。さらに、立法国家か
迯s政国家への転換に伴う議会機能の低下を分析
ｵた後、代表制の二類型としての国民代表制と地
鞫纒¥制に言及する。

同　上

3 日本の立法過程

　議会に眠ける法案の審議過程を概観した後、日
{の立法過程の特色として、内閣提出法案の優位
ﾆ委員会中心主義とをとりあげ、次に日本の立法
ﾟ程に穿いて官僚が果たしている役割を明らかに
ｵ、さらに、国会の果たす立法機能が結局は何で
?驍ｩを検討する。

同　上

4 議員内閣　制

　大統領制と対比される議院内閣制の特質を明ら
ｩにした後、日本の内閣制度の発達を概観し、次
｢で一党優位政党制のもとで、わが国の議院内閣
ｧがいかなる特徴を持つかを検討し、最後に議院
煌t制と行政官僚制との間の関連を考察する。

新藤　宗幸

i専修大学助教授）

5
福祉国家化と行政

@能の拡大

　福祉国家がいかなる文脈で登場したかを明らか
ﾉした後、戦後経済発展がどのように社会保障の
g充と関連しているかを検討する。さらに、福祉
痩ﾆ化が自治体行政機能の拡大をもたらしたこと、
o済成長の鈍化とともに日本型福祉社会論が登場
ｵたことを指摘する。

同　上

6 日本の官僚制

　官僚制は多義的であるが、ここではウエーバー
ﾉ準拠して、日本の官僚制を考察する。明治以後
ﾌ官僚制の形成過程を検討し、次いで戦後の原理
ﾌ転換と公務員の登場にふれ、さらに、官僚制に
謔骰s政指導の意味と意思決定方式としての稟議
ｧをとりあげたい。

同　上

7 審議会の役割

　行政国家化の進行とともに、審議会の役割が重
vになる。日本での審議会の発展を概観した後、

R議会が政策形成過程で果たす役能を明らかにし、
氓｢で最近の政策決定システムの変化が審議会に

yぼした影響を論じ、最後に目下注目されている
?I諮問機関にふれる。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 利益集団と行政

、まず、利益集団台頭の背景を考え、次に利益集
cと政治文化との関連を明らかにする。次いで、わが国の政治過程で利益集団が果たす役割を検討

ｵ、さらに戦後政治における利益集団と政党との
ﾖ係、利益集団の多元的講造、日本型ネオ、コー
|ラティズムにふれる。

新　藤　宗幸

9 補助金の行政と政治 同　上

．10 日本の予算政治

　予算の意義と機能について概観した後、日本の
¥算制度の概要を述べる。次に予算編成がどのよ
､に行われるかについて、大蔵省と各省庁の接衝
i階のそれぞれの段階で説明する。終り嶋財政
?@下の予算政治の課題にも言及レたい。

同　上

野
1 行　政　　改　：革

　行政改革概念の多義性についてふれた後、第一一

泓ﾕ調の果した役割を検討し、さらにその後の行
ｭ改：革と「小さな政府論」¢）台頭について述べ、1

ｱうした文脈の中で第二次臨調の果たした役割を
ｾらかにする。最後に政治シンボルとしての行革にもふれたい。

同　上

12 日本の政策形成過栓

　政策の概念規定から始めて、政策形成の主体を明らかにし、次いで政策形成過程研究の焦点を探る。その上で「戦略的政策」と「実施政策」を区

ﾊし、「戦略的政策」の形成にあずかるエリート
W団を分析した後、「実施政策」に齢ける官僚と
ｭ権党の役割にふれる。

同　上、

ユ3 日本の選挙制度

　日本の選挙制度0中心となる中選挙制について、

ｬ選挙区制及び比例代表制との比較を試みる。次

ﾉ、参議院選挙に齢ける比例代表制に簡単にふれ、
ｳらに白疑り選挙制度の最大の課題とされる定数

s均衡と、諸外国に比べてユニークな規定を持つ
I挙運動を論寧る

　川　人　貞　史

i北海道大学助教授）嘔

14 日本入の投票行動（1）

　まず、投票行動の分析が今日の政治学に澄いて
閧ﾟる位置を明らかにした後、デモグラフィと投
[との関連を探る。まず、各党得票率と選挙区特
ｫとの関係、職業と政党への投票との関係を分析
ｵ、次いで社会的済的地位と投票との関係につい
ﾄ若干の仮設を検証する。

同　」二

15 日本入の投票行動②

　有権者の意識調査によって明らかにされる政党支持の構造をとりあげる。まずヤ日本人の政党支

揩ﾉは、政治関与度と政党離れ度という独自の次
ｳがあることが指摘され、次いで政党支持率の変
ｻと得票率の変化との間の関連、政策争点と投票
ﾆQ関係が分析される。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の政党制の特徴が、「1955年体制」と「一一

党優位政党制」という二つの面から明らかにされ
16 日　本の政　党 た後、・自由民主党、日本社会党、民社党、公明党、

､産党の各党について、それぞれの党の歴史、特
川　人　貞　史

質、課題などが指摘される。な裁新自由クラブ
と社民連にもふれる。　　　　｛

今日の日本の選挙と政党を考える上で最も重要

17 後援会組　織
なものの一つは、後援会活動である。そこで、後

㊨?ｪなぜ組織されるまうになったかを明らかに 同　上
することから始めて、後援会活動の形態、後援会

がわが国の政治に対して及ぼしている影響を探る。

現代の政治でマス・メディアの果たす機能はき

　　　　　　一　}ス　・メァィア わめて大きい。マス・メディアの政治機能を概観
18

の政治機　能
した後、新聞の日本的特質を探り、次いでテレビ
ﾌ果たす政治的機能を検討する。さらに、マス・

阿部　　　斉．

メディアが世論形成に果たす役割を探り、雑誌が
持つ機能にも言及する。

近代国家に澄ける地方自治の意義についてふれ
た後、日本の地方自治の歴史を概観する。まず、

19 地方自治の歴史 明治地方自池の論理と講造を明らかにし、次に 新　藤　宗　幸
1920年代の都市化と工業化が地方自治に及ぼした
影響、戦後改革と地方自治、高度経済成長期の地
方自治などに言及する。

地方自治体の諸類型にふれた後、日本の特徴と
もいうべき二元的代表制をとりあげる。次に、国

20 地方自治の現状 と地方との関係に大き：な意味を持つ機関委任事務 同　上
の現状を探り、さらに都市型社会と自治体の政策
との関連を検討し、最後に地方の時代における集
権化の逆説にふれる。

二元代表制の下に澄ける地方議会の意義と役割

を明らかにした後、都市化に伴う多党化の進行と
21 地方議会と地方選挙 それが地方議会に及ぼした影響をとりあげ、さら 同　上

に政策形成過程において地方議会の果たす役割、

地方議会を活性化するための市民の役割などにも
言及する。

現代社会に誇ける政治参加の意義を探りながら、
住民運動と参加デモクラシーの関連を検討する。

22 住民参加と市民参加 また、住民運動は日本の政治文化を変容させ、自 同　上
治体改革を促す契機にもなった。住民運動や市民
参加が市民的政治文化を生み出す可能性にもふれ
たい。

日本における民主主義の起源を探った後、明治
憲法の枠内で最も民主的な政治が行われた大正デ

23 日本の民主主義 モクラシーを概観し、次いで戦後の民主主義め発
Wの過程を追う。さらに、民主主義にみられる日

阿部　　　斉

本的特徴を明らかにし、「官僚政治」の伝統との
関連も考察したい。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容　　＼ 担当講師0彗
i所属・氏名）

24 日本の自由主義

　日本の自由主義の起源にふれた後冠天皇制国家
ﾌもとで自由主義がいかに後退をよぎなくされて
｢たかをみる。また、第二次大戦後は熔化の進行
ﾆ過剰な自由のもとで、自由主義も変質を逐げざ
驍�ｦない。最後に、日本の保守政治たみられる

o済的自由主義にふれる。

阿　部　　　斉

25

　　　　　　奄

坙{のナショナリズム

　ナショナリズムの意義と起源にふれた後、明治
痩ﾆQナショナリズムを検討レその超国家主義への移行を：考察する。次いで、敗戦によるナシ耳ナリズムの崩壊と分散の過程を明らかにし、げ日本

ﾌナショナリズムの現状をみながら、そり再生の
ﾂ能性を探る。

同　上

26 保守主義の政治

　日本の政治はしばしば保守と革新の対抗関係に
痰｢て捉えられる。保守と：革新の意義を明らかに
ｵた後、日本人の保守性の理由を探り、さらに革
V勢力の伸張と停滞をもたらした要因を検討する。
ﾅ後に、保守政党はいかなる形で日本を統治して
ｫたかに言及したい。

同　上

27 日本の政治文化

　日本の政治文化を論じた代表的な政治学者とし
ｻ丸山真男と京極純一をとりあげ、それぞれの理
_を簡単に紹介する。丸山については、歴史意識
ﾌ「古言」と個人析出の類型どをとりあげ、京極
ﾉついては、集合体コスモスと相・コスモス、タ
eマエとホンネにふれる。

同　上

28 日本入の政治意識

　N且Kの放送世論調査所のデータに基づいて、

坙{人の政治意識を具体的にとりあげる。テーマ
ﾆしては、現行憲法体制の正統化、政治的関心度
ﾌ推移、政治活動と政治参加をめぐる意識の変化
ﾈど。このほか、政党支持率と内閣支持率の問題
ﾉも言及したい。

同　上

29 平等化と平等主義

　平等化と平等主義は、今日の先進諸国の政治が
ｼ面している共通課題の一つである。まず、日本
ﾉ齢ける平等化の推移をふり返った後、平等主義
ﾐ会の政治の特徴にふれ、次に、．平等主義社会に

c存する差別の問題を考える。さらに、平等主義
ﾐ会の教育にもふれたい。

同　上

30 日本の政治的課題

　日本の政治的課題として、一党優位政党制化で
ﾌ政権交代の可能性、平和憲法下での自衛隊と安
S保障、福祉国家下の大きな政府の行きづまりと
ｬさな政府論の台頭、平等主義社会に残存する差
ﾊの解消、自律的甫民育成のための政治教育とい
ﾁた問題をとりあげる◎

　　　　同　上

一374一



＝政治史1＝＝（R）
〔主任講師：山口　定（大阪市立大学教授）〕

全体のねらい
　ドイツ第二帝制の成立から第二次世界大戦前夜にいたるヨーロッパ現代政治史のなかから、できる

浴け現代的意味のあるテーマを選んで講述する。かつてのようにヨーロヅパを「学びとるべき模範⊥

とするのでもなく、また今日一部に見られるように、「かつての先進国」として軽く見るのでもなく・

批判的摂取の対象として考え直してみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1871年のドイツ第二帝政の成立は、現代ヨ
一ロッパ政治史の起点であるばかりでなく、ビ

1
ドイツ第二帝制

ﾌ成立

客マルクの強力な指導力とプロイセンの軍事力
ﾉよる「国民的統一」の達成、その後の目覚まし
｢産：業の発展を考える時、「後発三型近代化」の

　山　口　　定
i大阪市立大学教授）

一原型といえる。

19世紀の三回にわたる選挙法改革とそれを通

イギリスにお・ける じての近代政党の成立によって生まれる古典的議、

2 議会制民主主義の 会制民主主義（ヴィクトリア期に響ける議会政治の 同　上

確立 黄金時代）の諸相を明らかにし、それを可能に：し

た社会的・経済的・文化的諸条件を考えるσ

イギリス労働党とドイツ社会民主党、それに

3
第一次大戦前の労
ｭ運動と社会主義
^：動

フランスの三分裂（革命派、改良派、サンディ

Jリズム）を比較しつつ、労働者政党の諸類型、

J働運動、社会主義運動と政治のかかわりあい
ﾌ歴史的特質について考察する。

同　上

イギリス、ドイツ、フランス三国の「帝国主義」

政策の性格の違いをそれぞれの国の内政のあり

4
「帝国主義」とそ

ﾌ国内体制
方や社会構造の相違と関連させながら説明し、

?墲ｹて、第三次大戦の悲劇がなぜ起ったかを
同．上

とくにドイソの対外政策の展開の跡を追いっっ

明らかにする。

ロシア革命がなぜ起つだのか、そしてそれが
「社会主義」革命になったのはなぜなのか、．ま

5
・シア革命一後進
相v命の悲劇一

た後進国で「社会主義」革命が成功したときに
ﾇのような問題が生じる一のか、といった諸問題 同　上

を、ツァーリズム・ロシアの政治・社会構造の
特質の解明と関連させて考える。

1922年10月のムッソリーニ内閣成立を
ファシズム型「直接行動の政治」の勝利と考え

6
イタリアに診ける
tァシズムの勝利

そうした事態の生じた原因を第一次大戦直後の

Cタリア政治の混乱に求めるだけでなく、イタ
潟A統一（1861年）以後の政治の特質のな

同　上

かに探る。

第一次世界大戦と第二次大戦のあいだのいわ

ゆる「戦問期」に澄ける「議会制昂主主義の危

7
ヴァイマル共和制

ﾌ不安定
機」の古典的事例とされるグァイマル・デモク
宴Vーについて、その不安定条件を比例代表を 同　上

初めとする制度的諸要因と政党政治のあの方の
なかに探る。

一375一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

世界恐慌（1929年～　）の衝害を最初に受け

8
世界恐慌と

たのは、イギリスの労働党政権、ドイツの社会民覧
蜩}中心の連合政権であった。そしてこれら社会 山　口　　　定

社会民主主義 民主主義政権の恐慌への対応の失敗と「スウェー

fン・ニューディーール」の成功との対比によって、・
（大阪市立大学教授）

一つの歴史的岐路を明らかにする。

イギリスの労働党、ドイツの社会民主党が恐
慌対策をめぐっ：て坐齢したのち、政権の座につ

9 保守派の恐慌対策
いたのはイギリスでもドイツでも保守派であっ
ｽ・イギリスではなぜ保守派が成功し、ドイツ 同　上

では、保守派も気折し、ファシズムにいたった
のか比較しつつ考える。

ドイツに澄けるヒドラー内閣の成立（1933年1

ナチスの台頭と 月）は巨大なファシズムの大衆運動の登場によっ

10 政権掌握
て可能となったものであったが、この大衆運動の

ｬ立の条件と、そ乳を支えた思想ならびに政権
同　上

掌握時の諸事情を考察する。

第二次大戦は、ヴェルサイユ体制（第一次大戦の

11
ヴェルサイユ体制
ﾌ矛盾とその展開，

戦後処理）にはらまれた諸矛盾が、世界恐慌によ

ﾁて爆発した結果であると考えられる。ここでは

ｱの戦後体制の出発点での諸矛盾とそれに対す
同　上

る諸国の対応をドイツ問題を中心にして考える。

1929年以降のソヴェトにおけるスター・ンの独

ス．ターリン独裁体 裁権掌握とその後の暗黒政治の展開の背景に：は

12 制の成立とその波 何があったのか、という問題を「一国社会主義」

_と農業集団化を中心として「後進国革命」の
同　上

たどった道という観点から考察する。

1936年にスペインとフランスに相ついで

13
二つの入墨戦線政
{とその苦悩

成立した人民戦線政府は、前者は内乱と社会：革
ｽの狭間に立たされ、後者は経済政策の失敗とスペイン援助問題によって窮地に追いこまれるQ

同　上

その苦悩の実相を明らかにし、第二次大戦との
関係を考える。

30年代のイタリアとドイツに瞬けるファシ

二つのファシズム
ズム体制のらん熟した姿はいまようやく解明の

14 体制一その虚像
ﾆ実像

途上にある段階といってよい。その実相を明ら

ｩにしつつ、そこにあらわれた諸問題の現代的
ﾓ義を考える。とぐに軍拡と「破滅経済」に力

同　上

点を訟く。

ヒトラー内閣成立後、ソヴィエトは外交政策を

15
ソヴィエト外交と
G和政策

転換し、国際連盟に加入し仏ソ相互援助条約を
�汲ｷるQ、しかし、イ、ギリス、フランスの宥和

ｭ策の展開は結局、スターリンとヒトラーの提 同　上1

携という逆転劇を通じて戦争への道を最終的に
開いてしまう。
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＝　政　治　史　H　＝： （R）

〔主任講師　五百旗頭　真（神戸大学教授）〕

全体のねらい「

　明治維新から現在に至る日本政治外交史を講述する。はじめに、近代日本が背負うことになった基

本的課題を総説し、ついで、時代区分しつつ歴史的展開をたどる。国内政治の変動を縦軸とし、国際

環境の変化への対応を横軸として、両者の関連の中で近現代史を見て行きたい。古い時代に劣らず・

新しい時期にも注意を払いたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

西洋文明の挑戦に対する近代日本の対応の型

1
西洋文明の挑戦と

ﾎ応

を々クロに考察する。学習すべき西洋社会の力
@　　　日本の独自性を守る方途、価値観と政の秘密、，同論の双方に澄ける欧化主義と「日本への回帰」

蜍`への分裂、診よび両者め時期的移行などを

五百旗頭　　真

i神戸大学教授）

見る。

近代日本が置かれた極東の島国という地理的
条件の持つ政治的意味がどのように変化したか

2 地理的・歴史的条件
を検討する。また儒教的秩序観の支配する社会
ｩら、帝国主義時代の世界に船出した日本人の

同　上

国際認識と自己認識の特徴は何であったかを検
乱する。

明治初期における近代国家形成の特徴を講述

3
明治初期の「内治

D先主義」

するる新政府は、一方で武力反乱を鎮圧し、他
A方で征韓論のような対外的冒険策を退けて、国
燗搓№�ﾅめつつ新国家の基盤確立を計る。大
v保利通を中心とする「内治優先主義」を検討

同　上

する。

．明治22年の大日本帝国憲法を頂点とする明
治体制の概要と問題点を講述する。明治立憲制

4 明治体制の成立
は自由民権運動などにより内圧化された国際的
ｪ流を反映しつつも、新政府内の諸要請を制度

同　上

化していた。その長期的制度としての問題点を
考察する。

日清・日露両戦争発動の理由とその帰結を検
日清・日露の時代 遷する。明治後半期の日本が、帝国主義的時代

5 一「帝国」として 環境に対応する中で、予想をこえる戦勝をはず 同　上

の発展一 みとして、アジアに訟ける「遅れて来た帝国」

に成長する過程を考察する。

近代日本史において政治の民主化は、ジグザ
「藩閥支配」から グの中でも長期的底流であった。明治後半の対

6 政党政治へ ・外戦争を終えたあと、その潮流は明白となる。 同　上

一過強勢の日本一 大正政変の時期を中心に、新旧勢力が妥協しつ

つ新しい政治形態を模索する状況を講述する。

第一次世界大戦以後の時代は、通常、現代史
政党政治と国際協 と呼ばれている。それは、社会の大衆化と国際

7 調
化、科学技術の発展などを主要な特徴としてい
驕B日本の政治がこのインパクトをどう受けと

同　上

一一蜷ｳデモクラシー一 めたかを、原敬の政治外交指導を中心に検討す
る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ほぼ、順調に発展していたかに見えた政党政

8
軍部の時代

@一1930年代一

治が、なぜもろくも崩壊したのか。陸軍はいか

ﾉして軍部支配を押し進めたか。満州事変によ
ﾁて解き放れた「軍事発展ドライブ」と、二・

五百旗頭　　真

二六事件を頂点とする「革新運動」を講ずる。

日中戦争が拡大する中で、対外軍事行動と国
内の軍部支配が結合され、一つの体制が形成さ

9 「帝国」の破局 れ　。それを背景に、三国同盟から真珠湾攻撃に至る時期、日本外交は最も大胆であった。外

同　上

面的な勇壮さと実質的な破局という背理を考察
する。

米国政府は敵国日本をどのように処理しよう

10 対日占領政策
としたか。処罰的破壊論と友好国としての再建

_が米国内で対立する中で、非軍事化と民主化 同　上・
とを軸と：する対日占領政策が形成される過程を

検討する。

敗戦後の日本には、（1）民主化の徹底、（2）経済

11
「通商国家」とし

ﾄの国際復帰

・復興、（3）伝統的国家の回復、の三路線が競合し、
ｻれぞれの立場を代表する政権が現れた。その匿中で吉田茂を中心とする（2）の路線が主流を：なし、

伺　上

日本は「通商国家」として国際復帰するに至る。

1955年に成立した戦後国内政治の基本的

12 「55年体制」と

ｭ治危機

構成について概説する。「1吉体制」を支えた

ｭ治基盤政治的分極化、診よびその帰結とし
ﾄの「60年安保」を検討する。

同　上

安保闘争のあと政権についた池田勇人は、政
「通商国家」の発 治問題の回避策と経済的積極策を採り「通商国

13 展 家」路線を定着させる。6．0年代の経済成長を 同　上

一1960年代一 もたらした国内的・国際的条件、論よびその間

に於げる国内社会の変化を講述する。

政治・経済：両面にわたる国際的激変が、70
「経済大国」の動 年代初頭の日本を襲い、「経済大国」の脆弱性が

14 揺 露呈される5国内でも多党化と保革伯仲状況が 同　上

一1970年代一 進展する。このような流動化の中で、日本の政

治と経済がどう対応したかを検討する。

明治以釆、100年をこえる歴史の中で、我々

日本政治外交の問 は何を得、何を失ってきたか。現在、どのよう
15

題点 な歴史的地点に立っているのか5歴史的遺産と 同　上

新しい国際環境は、我々にどのような課題を負

わせているか。
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行　政　学 （R）

〔主任講師　西尾　勝（東京大学教授）〕

全体のねらい，

　現代国家は職能国家・福祉国家・行政国家である。政治権力の正統性は、民意の代表性と共に、行
政活動の成果に依存して広るが、この行政活動の担い手こそ行政官僚制である。そこで、この講義で

は、行政官僚制の置かれた位置とその行動の仕組みについて理解を深めることを、主なるねらいとす
る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
行政学の背景：
ｻ代国家の特質

　産業革：命と都市化、普通選挙の実施による大衆

ｯ主主義の成立、そして総力戦の体験などにより、
s政活動が膨脹し、所得再分配政策が導入された◎
ｱれに伴ない、政治的に中立の専門的な行政官僚
ｧの整備が必要となり、また行政府が政治指導の
?浮ﾆなるにいたった。

西　尾　　　勝

i東京大学教授）

2
行政学の対象：
Oつの「行政」概念

　行政という概念は多義的であるが、澄澄むね三

ﾂの用語法に区分できる。それぞれの歴史的な背

iを説明しながら、行政学の研究対象の中核にあ

驍烽ﾌが何であり、その広がりの範囲がどこにま

ﾅ及ぶか、という点について解説する。

同　　　上

3 行政活動の類型

　この講義では、個々の政策の実施過程に生ずる
?ﾌ的な問題について解説する余裕がないので、
ｱこで、現代国家の行政活動がいかに多種多様で
?驍ｩという点を理解していただくために、行政
?ｮへ全体をいくつかの角度から類型区分してみ
驕B

同　　　上

4
行政活動の分担（1）

?寶W権と地方分権

　この回から、行政活動の仕組みの説明に入る。

s政活動は国（連邦と州）と自治体とで分担され

ﾄいること、と同時に、現代国家では国と自治体

ﾆの間に密接な連携関係が形成されてきているこ

ﾆを説明する。

同　　　上

5

政治活動の分担⑪

甯纉坙{の
@中央地方関係

　国と自治体との分担と連携の具体的な姿を戦後

坙{について説明する。この：なかで、特殊法人、

o先機関、機関委任事務、地方交付税、補助金等

ﾌ諸問題に論及する。

同　　　上

6
　
　
　
≒

政治家と行政官の

ﾖ係

　同じ議院内閣制を採用している国々でも、そこ
ﾉ澄ける政治家と行政官との関係のあり方は様々
ﾅある。ここで、日本が官僚政治の国と言われて
ｫた所以を説明すると共に、最近の党高政低、政
jｯ低と称される現象の意味についても論及する。

同　　　上

7 官僚制の特質

　これより、行政官で構成される官僚制の考察に

ﾚる。はじめに、マックス・ウェーバーの官僚制

_に依拠して、近代官僚制の特質：について説明す

驕B

同　　　上
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

行政官は政治家の侍女である。行政官僚制の行

8
官僚制の機能（1）：

K律　と　裁量

動は法令、予算、計画等によって規律されている。これが法治と行政原理である。だが、その一方で、

s政官僚制には広範な裁量領域が残されている。、
s政官は一定ゐ規律に服しながちも、創造的に活

西　尾　　　勝
i東京大学教授）　　　　庵

動ずることを期待されている。1

規律されている側面に想いては、上弓下服のダ

9
官僚制の機能（皿）：

ｽ令　と　服従

イナミックスが発生する。この秩序を維持するた

ﾟにい冷なる工夫がなされているか解説する。 同　　　上

もう一方の裁量領域に着眼すれば、情報の上昇

10
官僚制の機能（皿）：

?ﾙ　と　補助

が重要である。上司の決断を適切なものにするた

ﾟに、部下がいかに助言し補佐するかという問題 同　　　上

である。これに関連して、日本における稟議制に

ついて説明する。

ここでは、法規万能主義、繁文褥社、権威主義、

セクショナリズムなど、門般に官僚主義とか官僚

11 官僚制の機能障害 制の病理などとして指摘されている諸現象がどう 同　　　．上

して生ずるかを説明する。

これより、行政官僚制の仕事の側面、すなわち

12 政策構造　と
ｭ　策　過　程

政策案の立案と政策の実施活動とについて、総論

Iな説明を行なう。その第一段として、ここでは、

@令、予算、計画の相互関連について解説する。

同　　　上

政策過程の一例として、政策過程のなかでもも
つとも重要なものであるところの予：算過程を取わ

13 予算編成と会計検査 上げ、予算編成と会計検査の仕組みについて説明 同　　　上

する。

前回の会計検査の話から発展さ盆、行政活動の

評価基準として、合法性、有効性、能率性、適正

14 行政活動の評価基準 手続等について解説する。 同　　　上

1

最後に、話を原点に戻し、行政活動の民主的統
制と行政官の責任淀ついて論じる。これに関連し

15 行政統制と行政責任 て、市民参加、情報公開といった現代的な課題に 同　　　上
ついても論及する。
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　：＝近代経済思想＝（TV）

〔主任講師；西部　遭（東京大学教助）〕

全体の＝ねらい

　ギリシャ以来の経済思想の流れを、その学説的内容とその時代背景とのかかわりの中で考察し、と

くにここ二百余年に吾ける近代経済学がいかなる思想的変遷をとげてきたかを明らかにする。講義の

前半部分はいわゆるケインズ経済学までの経済思想を扱い、役回部分はそれ以降のいわば現代経済思

想の多面的な様相について言及する。

主な項目

（1）経済思想とは何か

（2）前近代の経済思想

（3）重商主義の思想

（4）重農：主義の思想

（5）労働価値の思想（1）

　　　一古典派の成立一
⑥　労働価値の思想（2）

　　　一古典派の発展一
（7）労働価値の思想（3）

　　　一古典波の転倒一

（8）歴史主義の思想

（9）効用価値澄よび均衡の思想（1）

　　　一新古典派の成立一

⑩　効用価値および均衡の思想（2）

　　　一新古典派の深化一

⑪　効用価値診よび均衡の思想（3）

　　　一新古典派の拡大一
⑫　不均衡の思想（1）

　　　一ケインズへの途

㈲　不均衡の思想（2）

　　　一ケインズ革命

㈲　不均衡の思想（3）

　　　一ケインズ派の深化

㈲　不均衡の思想（4）

　　　一ケインズ派の拡大

㈹　貨幣の思想

⑰　厚生の思想

㈹　技術の思想

㈲　計量の思想

⑳　計画の思想

⑳　新古典派総合の思想

⑫　自由主義の思想

鱒　民主主義の思想

㈱　テクノクラシーの思想

鱒　国家主義の思想

㈲　経済発展の思想

勧　国際統合の思想

¢母公共性の思想

㈲　合理性の思想

㈹　経済学を超える思想
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　　＝経済発展論＝（TV）

〔主任構師：嘉治元郎（放送大学教授）〕

全体のねらい

　世界諸国および諸地域の長期的経適発展について、理論的ならびに実証的な分析を行なう。

　主として市場経済の成立している経済における発展をとりあげる。

す砦騨三々にとって身近かな日本繍の長期的な変化について明らかにし・その将来を躍

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済発展economic　developmentという言葉

1 経済発展とは何か
の意味を明うかにし、どのような尺度でそれを

ｪるべきかを論じる。
嘉　治　元　郎

（放送大学教授）

経済発展を幾つかの段階として歴史的にみる

考え方につy・て説明する。

2 発展段階説の概観 同　　　上

現代の経済理論において、近・現代の経済発

展がどのように：論じられているかを明らかにす

3 現代の経＝済発展論 る。
同　　　上

経済発展をもたらす諸要因について概観し、

それぞれの役割について概略説明する。、『

4 経済発展の諸要因
同・　　上

人口の変化が経済発展とどのように関わって

入口　動態　と いるかという点について論じる。

5

経　　済　発　展
同　　　上

各種の投資とその背後にある貯蓄とが、経済

発展とどのように関わっているかという点につ

6 投資と経済発展 いて論じる。
同　　　上

技術革新i㎜ovationとは何かを明らかにし、

技術革新　と それと経済発展とがどのように関わっているか

7

経　済　発　展
という点について論じる。

同　　　上　、
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担．当講師
i所属・氏名）

生産性という概念について明らかにする。そ

して生産性の上昇が経済発展において、どのよ

8 生産性の上昇 うな意味をもつかを説明する。
嘉治　元　郎

一国の経済発展と、その国の対外経済関係と

経済発展　と が、どのように関わっているかを説明する。

9 同　　　上

対外経済関係

市場経済の体制をとる国の経済発展に関する

経済発展　と 政府の役割について論じる。．

10 同　　　上

経　済　政　策

現代の国際社会における「発展途上国」の地

発展途上　国 位を論じ、それと先進国との関係、いわゆる南

11 北問題について説明する。 同　　　上
一　　南北問題

現代の国際社会には、市場経済の体制をとる

現代世界の経済発 国々と、計画経済の体制をとる国々とが併存し

12 ているが、この両者の関係、いわゆる東西問題 同　　　上
展　一　東西問題 について、経済発展の観点から論じる。

過去一世紀の間、とりわけ第二次大戦後の期

間における、我が国の経済発展について、理論

13 日本の経済発展 的に証明する。 同・　　上

既に高度に発展した国々の直面している経済

問題について論じる。

14 先進国問　題 同　　　上

世界経済の今後の発展について、超長期の展

望を試みる。

15 超長期の展望 同　　　上
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＝＝ Y業組織論＝（TV）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：植草　益（東京大学教授）〕

全体のねらい

　産業組織論では個別の産業が特定の時点でいかなる構造をもち、その下で各企業がいかなる行動を

とり、いかなる経済成果を実現しているかを分析するとともに、企業の行動や産業に対する公共政策

がそ㊧産業の構造を長期的にどのように変化させてゆくかを解明することをねらいとしている。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず産業とはなにかを説明し、そのなかで産
業分類の方法について説明する。次に個別産業

1
産業組織論の課題
ﾆ体系

の分析の方法としての産業組織論の体系を説明
ｵ》さらに産業組織に重要な関連をもつ現代技

植　草　　　益

i東京大学教授）
術、産業構造、企業組織論よび産業に対する公
共政策について概観する。

産業組織論の具体的内容に入るまえに、産業
組織論と重要な関連をもつ産業構造の変化と最

2 産業構造の変化
近の技術革新の動向について論じる。ここでは
氓烽ﾉ戦後日本の産業構造の変化（重化学工業

同　上

化、サービス化および情報化）と最近の先端技
術開発の動向を論じる。

現代企業は所有の形態、企業規模、生産形態、

企業結合の形態などにより、多様な形態に分類

3 現代企業の組織
できる。それらの企業形態の分i類を示すととも

ﾉ、日本の企業組織の特徴をおもに産業組織と
同　上

の関連で考察する。

現代の大企業はその主要製品について大量生
産を実現するとともに、多品種にわたって垂直

4
規模の経済性と範
ﾍの経済性

的、多角的に生産している。その実態を分析す

驍ﾆともに、その基礎としての規模の経済性と
同　上

範囲の経済性について論じる。

産業組織論の体系に入って、まず売手集中に
ついてその測定方法を示し、主要産業に於ける

5 売　手　集　　中
売手集中の水準論よび時系列変化を説明する。

ｳらに売手集中の水準を決定する要因について
同　上

説明する。

製品差別の概念、製品差別を形成する要因、

主要産業における製品差別の程度を論じ、さら

6 製　品　差　　別
に製品差別を形成する重要な要因としての広告
ﾉついてその意義と問題点を論じる◎

同　上

参入障壁の概念、参入障壁の形成要因診よび
参入阻止行動について論じ、現在の技術：革新の

7 参　入　障　壁
進展過程で産業融合が進み、市場の国際化が進
Wするなかで、参入障壁が低下している実態に

同　上

触れる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
現代企業の価格設
闌ｴ則

　現代の企業はいかなる価格設定原則を採用し
ﾄいるかを考えるため、価格設定原則に関する
秤ｼ説を検討する。おもにフル・コスト原則、
Q入阻止価格、目標価格設定等を検討して長期
?″ﾅ：大化仮説を論じ、それと売上高最大化仮
烽ﾆの異同を考える。

植草　　　益

9 寡　　占　価　格

　現代の主要産業においては寡占が支配的市場
`態である。寡占における価格形成について、
Nールノ以来の理論をサーベイし、現代に澄げ
驩ﾇ占の価格形成について論じる。また寡占に
_ける生産効率の向上と価格変化の実態に触れ
驕B

同　上

10
カルテルとプライ
X・リーダー・シッ

v

　寡占ばかりでなく原子的競争市場に旧いて各
驪ﾆが協調的行動をとると、独占と同じ価格形
ｬが可能どなる。この協調形態の典型としての
Jルテルとプライス・リーダ」シップについて
_じる。

同　上

11 資源配分効率

　特定産業に診げる市場支配力や複数市場に澄
ｯる多角的市場力が存在した場合には、資源配
ｪ効率が歪められる可能性をもつ。はたして現
繧ﾉ澄いて独占的市場支配力によって資源配分
��ｦが発生しているか否かを検討する。

同　上

12 技　術　進　歩

　技術進歩は経済発展の原動力である。産業に
翌｢ていかに技術進歩が追求されているかを考
ｦるため、技術進歩の概念、技術進歩の測定方
@、技術進歩の基礎としての研究開発活動につ
｢て概観する。

同　上

13 独占禁止政策

　これまでみてきたように、経済の成長・安定・

i歩を実現するためには、市場機構にのみ全面
Iにゆだねて齢くことはできない。市場の不完
S性による失敗が存在する。「市場の失敗」に
ﾎ処するための産業に対する公共政策の1つと
ｵて独占禁止政策を論じる。

同　上

14 直接規制政策

　産業に対する公共政策の第2の形態としての
ｩ然独占分野（澄もに公益事業）に診ける政府
ﾌ規制政策について、齢もに価格規制のあり方
�_じる。特に総括原価方式、限界費用価格形
ｬ、二部料金、ラムゼー方式などについて論じ
驕B

同　上

15 産　業　政　策

　産業に対する公共政策の第3の形態としての
Y業政策は多様な政策を含むが、診もに新産業
ﾌ保護育成と衰退産業の構造調整について論じ

驕B
同　上
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　　　　　　　　　　　　　＝中小企業論＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：磯部浩一（放送大学教授）〕

全体のねらい

，中小企業論の対象領域は、経済学、商業学、・経営学などの研究分野にまたがって論匂、名専門分野め

研馴者0共同研究の対象とされるごとが多い学際的分野である。この科目は、1人の研究者の視点から、

この学際的領域を総合的に把握しようとす為1つの試みであり・専門科目の水準を保持しつつ、入門者

にも分り易く、と願っている6　一　　　　　’　・　　　　　　　　　　　　　　　　、　・

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

中小企業論に対する視点には、経営的視点、

政策的視点、研究的視点がある◎中小企業論の

1 中小企業論の課題 課題は、研究的視点から国民経済に澄ける中小 磯　部　浩一一

、企業の全体像を客観的にとらえ、管笛と政策の （放送大学教授）ド

対応に役立っ基礎的認識を与えることである。

わが国に掬いて中小企業問題が発生したのは、
第一次世界大戦後でむり、独占的な大企業や、

2
中小企業問題の展
Jと政策の推移・『一

百貨店などの大規模小売業の発展を契機としている。一部の中小企業の問題にとどまらず、経

同　上　　　　　　ノく

済全体の問題として認識が拡がり・、政策が形成

される。　　　　　　　　　　　　　　　　・

中小傘業問題の回気は・伝統約な経済理論に

3
中小企業理論の形

ｬ

対する疑問をひき澄こす。何故、現実は理論ど澄のにはならないのか。また、問題の分析と対策の立案のために、これまでの理論でよいのか、

向　上

こうして、中4企業をめぐる理論構築が進められる。

中小企業とは何ふ》ζれが中小企；業研究の出

4 中小企業の定義

発点でφる。しかし・1また、同じ問いが到達点に

氓｢ても問われるQ中小企栄は試験管め中で観 　　　　　　産
ｯ　上

察されるのではなく、動態的な国民経済の中で

構造的な存在として追求されるのである6

日本め中小製造業は事業所得では99．5％従業
菟

5
中小企業の地位と
�

者数では743％、出荷額では5211％、付加価値

zで侭56．9弧（何れも昭和55年）と、，きわめて大∴

ｫな比重脅占め・消費財の生嵐大企業の下請、輸
同　上

出、雇用の上で大きな役割を荷っている。

日本経済の特質を、製品市場、労働市；場、金

6
日本経済の構造的

ﾁ質と中小企業

融市場、資本市場に恐いて大企業と中小企業の

l這関連の面κ：わいて明らかにし、日本経済に’

ﾃける中小企業の役割分担とてその問題性とを
同　上

考察する。

日本の流通機構を考察し、そめ問題点を明ら

かにしたうえで、中小工業の流通問題と、中小

7 流通機構と中小企業 商業（卸売業、小売業）の流通問題を明らかに 同　上

して、その対応策としての組織化にもふれる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 中小企業の存立条
盾ﾆ存立分野

　中小企業が大企業との競争に敗退してしまわ

ﾈいで、残存している条件は何か。また、ある

ｪ野では中小企業が成長しているが、その条件

ﾍ何か、大企業の中小企業分野への進出は、如

ｽに対応すべきか等の諸問題を検討する。

磯部浩　一

9
中小企業の存立形
ﾔと下請。系列

　多くの中小企業が大企業の外注あるいは下請
驪ﾆとして存在している。中小企業の下請とし
ﾄの存在形態は、どのような性質のものか。独
ｧ形態の場合とどこが違うのか。下請制の問題
_は何か。その国際競争力に穿ける役割は何か
ﾈど。

同　上

10 中小企業の経営者

　中小企業の経営者は、創業者と継承者に区分
ｳれる。創業者は他企業の営業あるいは製造の
d事に従事した経験をもち、独立開業したもの

ﾅあ軌二代目等の継承者と、その意識行動に
ﾍ差がみられるが、所有経営者という点では同
ｶである。

同　上

11 中小企業の経営（1）

　中・」》企業経営の特質を、企業規模の中小性に

ﾂいて、経営管理、琳務管理、マーケデイング

ﾈどの諸側面に澄いて考察する。とくに大規模に

o営の利益、最適現換の利益などが主要な対象

ﾆなる。

同　上

12 中小企業の経営（2）

　中小企業経営の特質を業種的側面から考察す
驕B伝統的：な地場産業に澄ける経営とぐ近代的

H業型の業種の経営との比較考察、さらに、べ’

塔`ャービジネスについてもふれる。

同　上

13
環境変化と
@　　　　中小企業

　中小企業をめぐる経済的環境変化として、日
{経済澄よび国際経済の構造的変動があり、社．
?I環境変化として公害問題、都市化、さらに：

ﾍ経済社会全体としての成熟化、高齢化、国際
ｻ等の諸要国と中小企業との関連、対応につい
ﾄ考察する。

同　上

14 中小企業の組織化

　本質的には競争相手である中小企業の同業者
ｪ、何故、組合を作るの冷、大企業と部品企業
ﾆの系列化は、何故、中小企業の組織化には含
ﾜれないのか。中小企業者の組織化の本質は何
ｩなどといって考察が行なわれる。

同　上

15 中小企業政策

　明治以来の産：業政策の中心に白ける中小企業

ｭ策の推移、とくに、第二次世界大戦後の政策

`成過程を、独禁法や中小企業基本法などにつ

｢て考察し、現段階における問題点を明らかにｵ
、
2
1
世
紀
の
中
小
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
り
あ
げ
る
。

同　上
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＝国際経済学＝（R）
〔主任講師　嘉治元郎（放送大学教授）〕

全体のねらい

　国際経済学の主要な内容について解説し、世界経済の現状について理論的に分折を加える。そのこと

を通して、我が国の国際社会に澄ける地位と役割を明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　曳容 担当講師
i所属・氏名）

現代の経済理論の体系の中で、国際経済論の占

める領域を説明する。それによって、．この論義の ’嘉　治　元　郎

1 国際経済学とは何か 内容を示す。

（放送大学教授）

比較生産費説について解説する。

2 国際貿易の理論 同　上

自由貿易が当事国に経済的利益をもたらすとい

う考え方について論じる。

3 自　二二　易　論 同　上

貿易に制限を加えることによって、自国の産業

を保護するという考え方について論じる。

4 保護貿易　論 同　上

巨観的（マグロ）経済理論にもとづいて、一国

国内経済　と
の経済とその対外経済関係との関連について論じ

5

対外経済関係
る。 同　上

いわゆる易易外取引の内容を明らかにし、サー

ビスの国際取引の特長について論じる。

6 貿易外取　引 同　上

国際的な資本の移動について、理論的：ならびに

政策的に論じる。

7 国際資本移動 同　上
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回 テ．　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一国の経済発展に伴なって、その対外経済関係

に、どのような変化が論こるかという点について 嘉　治　元　郎

8 経済発展　と
ﾎ外経済関係

論じる。

（放送大学教授）

国際金融とは何かを、現実に則して、理論的に

明らかにする。

9 国際金融の理論
同　上

金本位制と対比させ左がら、現在の国際金融の

機構について説明する。
一

10 国際金融の機構
同　上

外国浮替とは何かについて理論的ならびに実証

的に説明する。

11 外国浮野の理論
同　上

一国の国際収支の赤字式浅いは黒字がどのように

して均衡化されるがということについて説明する。

12 国際収支の均衡
同　上

国際経済論の観点に当って移民一人の国際移

動一回問題を論じる。

13 移　　民　　問　題
同　上

第2次大戦後の国際経済の発展について理論的

分析を加え、その将来を展望する。

14 国際経済の現状
同　上

我が国の経済の、国際経済社会における地位と

役割に：ついて論じる。

15 日本経済と世界経済 同上
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　　　　　　　　　　　＝日本経済史＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　近　代　一

　　　　　　　　　〔主任講師：三和良一（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

近代躰の資本制社会は前近代社会とくらべてどのような籟を持つかを考え、つぎに、近代の1

日本経済の発展過程を追う6そのなかで、（1）再生産の構造はどのようk段階的な変化をとげたか、

騰造変化と厳をもたらし腰因はなにか、（3）躰繍の構造と成長力馳の綱と比較してどの

ような特質を持つかを考えよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代日本の経済史を学ぶための準備作業と

1 資本制社会論
して、資本制社会の歴史的特質をまず明らかに

ｵょう。ここでは、近代社会がそれ以前の社会

ﾆくらべると、経＝済成長率が極めて高いのはな

ｺであろうかという問題を中心に考えてみよう。

ミ　和　良　一

i青山学院大学
@　　　教　授），

封建社会としての幕藩体制は1開港以前の時

期にすでに商品経済の発達とともに変：質しつつ

2 幕末の経済と開港 あった。世界資本主義との接触によって．資本 伺上
制社会への移行の前提条件が急速に熟していっ

た。開港の経済史的意義を検討しよう。

明治維新は、どのような点で、’近代資本古社

会の誕生を促したと評価できるのか。土地所有
3 明　治　維　新 制度の変化、「営業の自由」の保証の2点を中『 同　上

心に・地租改正・秩緑処分・その他の諸改革の
内容を検討することにしよう。

4
殖産興業と松方財

ｭ
同げ上

産業革命によろて、資本制社会は本格的な再

5
近代産業の発達（1）一　軽工業　一 生産の仕組を確立させた。後進国日本の産業革

ｽは、どのように展開したであろう。衣料品生

Y部門の中心である綿工業と外貨獲得のための
同　上

輸出産業の中心である製糸業をまず検討しよう。

6
近代産業の発達②一　重工業　一

同》上

日清・日露の戦争は、それぞれ日本経済に大

7
日清・日露戦争と

坙{経済

きな影響を与えた。金本位制を採用し1植民地

�ﾌ有して資本主義列強の一翼に列するにいた

ﾁた日本がゼ明治末期にどのような再生産構造
同　上

を持ったか、地主制・財閥も含めて分析しよう。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
第1次世界大戦と

坙{経済

　第1次世界大戦は、日本経済を新しい局面に
ﾝちびいた。先進諸国のアジアにたいする経済
I圧力が弱まった時期に、日本は、輸出軽工業
ﾆ同時に、重化学工業を拡大するチャンスをつ
ｩんだ。大戦ブームはなにをもたらしたであろ
､。

三　和　良　一

9，1920　年　代

　1920年代は危機の時代であった。企業は低
｢利潤率に悩み、日本経済は国際収支の激しい

s均衡におちいり、労働争議・小作争議が多発

ｵて社会体制を揺り動かした。危機をもたらし

ｽ原因はどこにあったのであろうか。

同　上

10 昭　和　　恐　　慌

　危機への対応策として金解禁と緊縮政策を柱
ﾆする井上財政が登場した。日本経済のスパル
^式ハードトレーニングが開始された時、世界
o済は大恐慌の時代に突入した。井上財政の経
ﾏ史上の位置を確定しながら、昭和恐慌を分析
ｵよう。

同　上

11 高　橋　財　政

　井上財政のあとをうけた高橋財政の課題はふ

ｽつあった。日本経済を昭和恐慌から脱出させ

驍ｱとと満州事変いらいの軍事費膨張にいかに
ﾎ応するかである。「現代資本主義」の時代を

ﾐらきながら苦闘する高橋財政の姿を見よう。

同　上

12 戦　時　経　済

　日中戦争から太平洋戦争へとつづく戦争の時

繧ﾉ、戦時動員を極端にまで進ゆた日本経済は、

ﾂいに再生：産を維持できない状況におちいった。

寛梃o済の崩壊過程を追いながら、戦時統制が

Y業構造・金融構造に与えた影響を検討しよう。

同　上

13 戦後経済改：革

　日本を占領した連合国の基本政策は、日本の
�R事化であった。非軍事化政策の一環として、

o済面でも、財閥解体・農地改革・労働改革を
撃ﾆする「戦後改革」が進められた。「戦後改

v」は、日本経済をどのように変容させたであろう。

同　上

14 経　済　　復　興

　戦争経済二の負と正の遣産を継いで日本経済は
恚ｻの途についた。占領政策の転換や朝鮮戦争
ﾌ特需を手がかりとしながら日本経済は、戦前
ﾆは異なった再生産の構造を備えて再建された。
恚ｻのなかで高度成長の芽が育つのに注目しよ
､。

同　上

15 高度経済成長

　1950年代中頃から、日本経済は、日本近
緕jの上でも、国際比較の点でも、比類のない
sx成長をとげた。IMF体制の安定’・技術革
V・資源の安定供給を前提にした高度成長の時
繧�ｪ析し、つぎに新しく発生した諸問題を展
]しよう。

同　上
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＝欧米経済史＝（TV）
　　　　　　　　　〔主任講師：関口尚志（東京大学教授）　　　　　梅津順一（放送大学歯噛授）〕

全体のねらい

　比較史的な観点から、中世末以降の欧米諸国における資本主義経済ρ成立と展開の特徴を明らかに
するなかで、1．近代資本主義の独自性、2社会制度と経済発展、3．国民経済と世界経済、4．宗教意識

と経済行為、5産業革命の諸類型、6．資本主義の構造、と“つた諸問題を取り上げる。

回 テ・　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

欧米諸国と日本との歴史的接触をたどりつつ、

近代資本主義の世界史的意味を考え、資本主義

1 序　　　　　　説
の出発点となった中世ヨーロッパ経済の特徴を、
ｿ川時代の日本経済と比較しつつ考えるb

梅　津　順一
i放送大学助教授）

3

　大航海時代を背景とする、ヨ「ロッパ経済の
｢界的進出と、東インド貿易と新大陸貿易の実

2
商業：革：命とヨー・ロ

cパ経済
態、ヨーロッパ的世界経済め変貌と南欧諸国の

ｷ衰を考える。
同　上

1¢世紀末におけるオランダとイギリスの世
界経済への進出とその背景、両国の国民経済の

3
北西ヨーロッパ諸
曹ﾌ台頭

．構造的特徴を考える。
同　上

近代資本主義の発展における農村工業の役割

近代ヨーロッパに に注目し、その展開の姿をたどりつつ、旧来の

4 論ける農村工業と 都市工業との抗争を考える。 同　上

都市工業

イギリスとフランスの比較を通して、近代国

近代ヨーロッパに 家の経済政策の内容と、経済発展に対する影響

5 おける国民国家と を考える。 同　上

経済政策

イギリス市民革命の経済史的意味を考えると

6
市民革命と資本主’

`の精神

ともに、近代資本主義の発展の担い手となった
ﾐ会層と宗教意識の問題を考える。 同　上

南北アメリカ植民地の経済的展開の特徴を、
本国経済との関わり、入植者の階層、植民地の

7
アメリカ植民地の
o済的展開

経済構造などを比較しつつ考える6 同　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

イギリス産業革命が、市民革命、保護主義、

中産的生産者層の広範な形成を背景とした、イ

8
イギリス産業革命の世界史的意義

ギリス独自の個性的な産業変革：であるととも、に、

ｻの後の世界史の展開に、さまざまな意味で、

関　口　尚　志

i東京大学教授）
決定的な影響を与えるものであったことを考え
る。

イギリス産業革命の影響下に展開する後進諸

9
産業化の波及と後
i資本主義の経済
¥造

国の産業化を、アメリカ型（仏・米）とプロシ
A型（独・露・日）について検討し、後者のば
?｢、社会の近代化が不徹底ななかで産業化と
o済成長がみられるなど、先進国にない独自な

同　上

構造と問題をともなうことを考える。
●

「世界の工場」イギリスを頂点に、欧米諸国

や非西洋諸地域を周辺に配して構成された19

10
19世紀の世界資
{主義

世紀の国際分業システムを検討し、自由貿易が
o済強国に有利な体制であったことや、経済摩

同　上

擦が政治的・文化的摩擦でもあったことを具体
的に考える。

19世紀末「大不況」の実態と原因を検討し、
長期にわたる価格の低迷と投資の沈滞のなかで、

11
「大不況」と資本

蜍`の＝構造変化
自由貿易体制が崩壊し、関税障壁と、これに保
?ｳれた生産の集積、集中を土台に、独占と帝

同　上

国主義の時代が到来した経緯を考える。

大不況からの脱出と20世紀初頭にかけての
イギリスの産業的 新興産業の拾頭の過程で、イギリス産業の相対

12
停滞とアメリカ型
蝸ﾊ生産体制の展

的停滞と、ドイツおよびアメリカ産業の躍進が
?ｵい。「イギリス病」の歴史的根源と、アメ

同　上

開 リカ型大量生産体制の歴史的基盤を、両国の社
会構造を対比しつつ考える。

帝政ドイツの高度な技術的・経済的発展を、

他面に診けるドイツ社会の伝統的・コンカー的

13
帝政ドイツ・旧ロ
Vアの経済と社会

構成、およびこれを基盤とする「政治寄生的資
{主義」の優位との関連で検討し、さらに、ド

同　上

イツとの対比に論いて、ツァーリ制ロシアの社
会とその工業化の特質を考える。

ファシズ，ム、とくにナチズムの社会的基盤を、

14
ファシズムと世界
蜷孖冾ﾌ欧米資本
蜍`

ドイツ革命・ウィマール民主主義、そのもとで
ﾌインフレ・高度成長・大恐慌という経済変動
ﾆの関連でとらえ、また、両大戦前後の各国資
{主義の動向を、「国家と経済」を焦点に考え

同　上

る。

講義をふりかえり、欧米に澄ける近代「市民
社会」形成史がいかに「現代資本主義」の構造

15
近代化と現代資本

蜍`
と問題を深ぐ規定しているかを考え、また、欧

ﾄ「近代化」の歴史的経験に照らして、現代資
同　上

本主義の世界システムに組み込まれた「低開発」
諸国が直面する根本問題を考える。
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＝財政と金融＝（TV）
〔主任講師　貝塚啓明（東京大学教授）〕

全体のねらい

　通常のカリキュラムでは財政と金融とに分けて講義が行われるのに対して、ここではできる限り統

一した形で内容を盛り込む。理論的な分析の応用という点で一貫性を保つが、なるべく具体的な問題、

にも話題が及ぶよう配慮する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師．（所属・氏名）

経済は、生活を営んでいるわれわれのすべてを

1
財政　と　金融一問題の例示一 包み込んでいて、日常的であるため、かえってそ

ﾌ全体像や問題の所在がはっきりしない。まず、

bの糸口，として、財政と金融によって大きな問題

貝　旧臣　明
i東京：大学教授）・

が生じた事例を示しておく。

私企業体制を中心とする資本主義経済において
も、政府は必要不可欠な役割をもっている。公共

覧

2 民間部門と公共部門’ 部門は長期的に拡大化傾向を示し～多様な活動を
sっている。ここでは公共部門の拡大を統計から

同　　　上

跡づけ、公共部門め行動原理を民聞部門との対比
で説明する。

公共部門の運営は政府が行っているのであるか

ら、政府が政策目標を追いかけているすれば、当

3 財政金融と経済政策 然経済政策としての側面をもつq一般的な交換手 同　　　上

段である自益は中央銀行によってコントロールさ

れているから、当然経済政策の重要な手段となる

公共部門の運営は、予算制度を通じてなされる
些 予算は、通常1年を単位としておりζその年度の

4
日本の財政システム・

齬¥　　同一
支出計画（島島の上限）と収入（才入）の見積り

�ｦしたもので、議会（国会）の議決を経て成立
同　　　上

するびここでは中央政府について予算の概要を説
明する。

予算の才入面は、租税収入と公債収入に分かれ

5
日本の財政システム

[租税と公債一一

る。ヒこでは、租税取入の構成と主たる税目の概

ｪ、澄よび公債制度の概略を説明する。 同　　　．上

これまでの説明は、単一の政府を前　にして議

6
日本の財政システム

[地方財政一

論してきたが、現実の公共部門には、複数のレベ

汲ﾌ政府が存在する。日本で憾、国、都道府県、

s町村の三つの政府のレベルがあり、その相互関

同　　　上

係は複雑である。

政府活動が必要不可欠になるのは、民間部門に
恐いて市場の失敗が生ずるからである。特に社会

7 公共支出の役割
のすべての構成員にとって共通に消費される財、

Tービス（公共財）が存在し、民間部門がこれを 同　　　上

供給しえないことが最小限政府活動の存在理由と
なる。
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回 内　　　　　　　容 担当講師’
i所属・氏名）

現実の公共支出は、多様な内容をもっている。
すなわち、防衛、警察、司法、一般行政などの純

8 多様な公共支出
粋な公共財、一般道路（街路）、河川改修などの
?�､財、さらには、高速道路、鉄道などの私的

貝　塚　啓　明

財に公共支出が支出され、また所得再分配のため
の移転支出がある。

公共部門は、資源配分上必要な活動を行うとと

9
公共支出と所得再

ｪ配

もに、所得再分配上も重要な役割をもっている。

ｷなわち、その経済社会に澄いて必要最｛邸艮の生

???�ｭ府が保障し、そのために社会保障のシ

同　　　上

ステムが機能している。

公共部門の財源調達のうちで大きな比重を占め

る租税をどのような形で課税するかは重要な問題

10 租　　税　　体　系
である。どのような経済指標を基準にして課税す
驍ﾌが公平で中立的な課税方式であるのか。所得、

同　　　上

消費、資産などが課税ベースとしてもつ長所・短

所を説明する。

現在、ラテン系諸国を除いて先進諸国の租税の

中核をなずのが（個人）所得税である。簡単に所

11 所　　　得　　　税 得税の仕組みと現行所得税がかかえる問題点を説 同　　　上

明する。

日本の国税収入に澄いてかなり大きな比重を占

める法人税は、法人利潤（法人所得）を課税対象

12 法　　　人　　　税 （標準）とする。ここでは法人税の仕組みとその 同　　　上

経済効果を説明する。

転嫁することを前提として課税されるのが間接

税である。現在の日本の税制では、特定の個別品

13 間　　　接　　　税 目にのみ課税される個別消費税が主たる間接税で 同　　　上

ある。ヨーロッパ諸国ぞは、消費一般に広く課税

される付加価値税が重要な税収入となっている。

日本の財政は、現在大幅な赤字を示し、これを

14
公債発行をめぐる

竭闢_

公債発行によって調達している。公債発行は、経

ﾏを安定化させる役割をもつとはいえ、インフレー

Vョンの危険性、民間資金の圧迫、財政規律の低

同　　　上’

下をまねくという悪影響が生じうる。

交換経済に澄ける貨幣と金融の機能を説明し、

資金余剰部門から資金不足部門へ資金がどうよう 岩田規久男
15 金融市場と金融取引 に：流れてゆくかを明らかにする。この流れを仲介

ｷるのが銀行をはじめとする金融仲介機関である。
（上智大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の金融市場に澄ける非金属部門を（1）公共部

16 日本の金融システム

門（2）法人部門（3）個人部門（4）海外部門に分けて、こ

黷轤ﾌ部門間を資金がどのように流れているかを 岩　田　規久男

説明し、その過程での各種の金融機関の役割や企

業の資金調達の方法を具体的に説明する。

一時的な貨幣の過不足を調整する場である、短

期商民市場と実物資産の蓄積のための資金を調達

17 国　際　　金　融 することを目的とする、資本市場について、それ 同　　　上
それの現状を説明する◎

、中央銀行の債務である現金通貨と民間金融部門

貨幣の供給（1） が保有する中央銀行への預け金はハイ・パワード

18 一一 m＼イ　●ノくワード マネーと呼ばれ、一国の貨幣量：を決定する重要な 同　　　上
マネーの供給一一 変数である。このハイ・パワードマネーがどのよ

うにして供給されるかを説明する。

一般的な交換手段である貨幣は現金通貨と預金

貨幣の供給（2） 通貨とから成る。ここでは、預金通貨が銀行によ

19 一預金通貨と
@　　信用創造一

ってどのように供給されるかを説明する。さらに、
a金通貨が人々によって広く交換手段として用られるための条件を、金融自由化との関連で考える 同　　　上

利子率は貨幣の供給と需要とによって決定され

20
貨幣需要と

@　利子率の決定

る。ここでは、貨幣の需要はどのような要因に依

ｶするかを説明した後に：、流動性選好理論による 同　　　上
利子率の決定メカニズムを明らかにする。

IS・：LM曲線を説明した後に、中央銀行によ
マクロ経済と る貨幣供給量の調節が、国民所得に対してどのよ

21 金融財政（1） うな影響を及ぼすかを明らかにする。 同　　　上

一IS・LM分析一

マクロ経済と 現代の経済は、インフレーシ．ンと失業の併存と

22
　　　金融財政（2）一インフレーションと いうスタダフレーションの問題をかかえている。

Xタダフレーションに対して金融政策は果して有 同　　　上

失　逐一
効かどうかを検討する。

政府支出が国債の発行によって資金調達される

マクロ経済と と、民間の投資支出が締め出される、という国債

23 金融財政（3） の民間投資締め出し効果が、国債が大量に発行さ 同　　　上
一国債と民間投資一 れている今日、大きな問題になっている。この効

果が、どのようにして生ずるかを明らかにする。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24
日本の銀行行動（1）

u個別銀行の行動一

　日本の金融政策は従来、銀行の行動に影響を及
ﾚすことを通じて行われてきた。そこで、銀行の

s動を簡単なモデルを用いて説明する。

@㌻

岩　田　規久男

25

日本り銀行行動（2）　　　　《」　　　　　　　　　　　　、一インターヅ・ンク・マ不一・

@マニケットの役割一

　銀行間の資金の貸借市場であるインターバンク・

}ネー・マーケットは、金融政策の波及経路を知

驍､えで重要である。そこで、ここでは第24回の

竝s行動の理論を用いて、日本のインターバンク・

}ネー・マーケットの機能を説明する。

同　　　上

26 金　　融　　政　策

　銀：行行動の理論を用いて、日本の金融政策の波

yメカニズムを明らかにする。また、今後、金融

ｩ由化が進むにつれて重要性を増すと思われる公

J市場操作についても説明する。

同　　　上

27

日本経済と財政金融（1

鼈鼬o済発展と
@　　　財政金融一

　これまでの講義を基礎に　現実の日本経済に即
ｵて財政金融の役割を説する。ここでは、明治以
~の急速な日本の経済発展において、政府が財政
ﾊを：通じて積極的にとった成長政策と間接金融優

ﾊの金融システムが経済：発展に果した役割を検討

ｷる。

貝塚啓明

28

日本経済と財政金融（2）

黹Cンフレ／一ションと

@　　　財政金融・一

財政金融政策の如何は、インフレーションの原

�ﾆなりうる6第二次世界大戦直後のハイパー・
Cンフレーシ．ン、最近の第一次石油危機直後の

Cンフレーシ．ンは、財政金融政策をひきがねと

ｵている。

同　　　上

29

日本経済と財政金融（3）

鼡燉Zの自由化・
@　　　　国際化一

　昭和50年度以降、国債の大量発行をきっかけに

燉Zシステムに大きな変化が生じている。この変

ｻは、金融の自由化・国際化といわれることが多

｢が、ここでは自由化・国際化のもつ意義と今後

ﾌ展望を示す。

同　　　上

30

日本経済と財政金融（4）

鼾熕ｭ再建と
@　　　行政改革一

　昭和50年代に入って日本の財政は大幅な財政赤

嘯�ｦし、財政再建が唱えられてきた。他方、行

ｭ改革が異る発想の下で進められている・ここで
ﾍ、財政再建と行政改革に澄ける考え方の差異を
燒ｾし、公共部門の役割に即して、二つの政策の

ｫ来展望を示す◎

同　　　上

一397一



　　　　　　　　　　　＝社会学の理論1＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：塩原　勉（大阪大学教授）〕

全体のねらい
・社会学燗・旧い・性格のつかみにく野州であるσ肌に社鉾の内部には様ざま二二場があ

る。しかし・社会学が全体として受入れ共有してきた基本的な考え方と理論がある。そのような考え・

三口諜饗畿構いわば社会学原論である・鰍綱では・現代社会学の榔

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 社会学の基本概念

　ある学問の特色は、そこで活用される基本的な概念によく表われる。ミクロな社会現象をみるたやの概念から、マクロなそれのための概念

ﾜで、社会学の基本概念を紹介する。

塩原　　　勉
i大阪大学教授）

2 社会的行　為 同　．上

3 社会規範と逸脱

　社会的行為が実際に規則正しく行われるのは、人びとが社会規範にしたがうからである。しかし・他方では、規範の欠如や逸脱の発生も日常茶飯事である。社会規範の種類、アノミー、逸脱行動などに注目したい。

同　．上

4 社会的相互作用

　2人以上、複数の入びとの間の相互行為は、社会的相互作用と呼ばれる○それはシンボリヅクな性格をもっている。象徴的相互作用と役割

閧ﾉついて考察する。
同　上

5 社会的交　換

　社会的相互作用を具体的にみると、まず交換による結合が重要である。日常生活は無数の社会的交換の織りものである。社会的交換の諸相を明らかにし、交換から他のタイプの相互作用が派生する場合のメカニズムにも論及しよう。

同　上

6 闘争　と　支　配

　社会生活は親和と結合のみではなく、対立と分離を含んでいる。まず闘争が社会生活に及ぼす影響を説明し、ついで支配服従という相互作用をとりあげ、正当支配と呼ばれるものが、どのように成立するかを分析する。

同　上

7 意思決定と準拠集団

　人間は不十分で不確実な情報の下で意思決定をしている。その場合、ある範囲の他者たちと自分ないし自分たちを比較することによって判断を下す。このよう：な他者たちを、自分の準拠集団という。準拠集団の理論を論じたい　　　　　　　　　　　　　　　　　o

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

社会生活は様ざまな集団によって構成され運

営されている。社会集団は社会学のもっとも戦

8 社　会　集　団 略的な概念である。社会集団とは何か、どのよ 塩　原　　　勉

うな集団類型が考案されてきたかを紹介する。

集団の内部には、共同目標の達成のために諸

活動を調整する組織がある。今日では、大きい

9 組織の動　態 組織は官僚制と呼ばれる仕組みを持っているが、 同　上

現実には変形したり、目標さえも変化させたり、

複雑な動きを示す。その動態をみよう。

組織がダイナミックに動くということは、組

織と環境との間に相互作用があるからである。

10 組織　と環　境 組織の構造と環境条件との間に、どのような適 同　上

合関係がつくられる傾向があるかを調べてみよ
う。

社会全体の構造をどのように把握するかは、

巨視的社会学の大切なテーマである。複雑な構

11 社　会　構　造 造をみるには、社会をいくつかの部分に分割し 同　上

たり、構造を組立てる構成要素を分析するとい

う工夫が必要になる。社会システム論を役立てよう。

全体社会は社会的資源の配分と人員の配置を

めぐって構造化されている。配分と配置の構造

12 階級　と　階　層 は不平等と格づけによって特徴づけられて澄り、 同　上

対立をはらんでいる。不平等構造の問題を中心

に取り上げる。

社会構造の変動は、社会変動と呼ばれる。社

会がどこからどこへ変わってゆくかということ

13 社　　会　変　動 は痛切な関心事であるから、社会学では多くの 同　上

社会変動論が提唱されてきた。主要な変動論を、

その社会的背景との関連で整理し紹介しよう。

社会変動は自動的にすすむわけでない。なん
らかの意図をもつ諸主体の作用をうける。社会

14 運動　と　計　画 学には集合行動という独特の運動概念があるが、 同　上

この問題も含めて、社会変動の中の集団的な変

動主体を論ずる。

以上の議論をふまえて、社会学とは結局どの

ような性格の学問なのか、を総括的に考えてみ

15 社会学の性格 よう。あわせて社会学の方法についても触れよ 同　上

う○要するに、社会学論である。
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＝社会学の理論π＝（R）

〔主任講師：塩原　勉（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　前編『社会学の理論1』では、社会学原論をとりあげた。本編皿では、社会学の主要な学説を紹介

することにしたい。社会学の過去と現在という形をとり、前半で社会学の歩みをふりかえり、後半で

舶の社会学の諸ラダイム鰹理して、社会学のさまざ藪考紡を全体として囎してみよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
プロローグ：社会

wの歴史

　パラダイムの革命といった科学史の立場や、

ﾈ学そのものを社会学的に分析しようとする科

w社会学の立場から、社会学の歴史を眺めてみ

驍ﾆ、なにがみえてくるだろうか。

塩原　　　勉

i大阪大学教授）

2 産業化への対応

　社会学は市民革命と産業革命という激動の時

繧ﾉ誕生した。創成霞め社会学を代表し、しか

熨ﾎ立しあう考え方をもったサン＝ジモンとコ

塔gをとりあげてみよう。

田　中　清　助

i大阪大学教授）

3 社会の弁証法

　産業革命の渦中からもうぴとつの巨大な思想が形成された。それはコントのソシオロジーに

ﾎ抗するマルクスの社会理論である。マルクス

ﾌ社会認識について考えてみる。
同　上

4 連帯とアノミー

　社会学の第2世代の代表者のひとりはデュル

Pムである。彼によって社会学はどのように性
iづけられ、そして市民社会はどのように診断

ｳれたのか、を考えてみる。

大　村　英　昭

i大阪大学助教授）・

5 エートスと合理化

　世界史の合理化をベースにして、経済・政治・

@教・その他冠ほとんどすべての生活分野に言

yした壮大な社会学をつくったのは、ヴェーバ

[であった。彼の社会理論を紹介する。

厚東洋　輔
i大阪大学助教授）

6
相互作用と流動社

　いちはやく流動社会の将来を見抜いていたの

ﾍ、都会人ジンメルではなかったか。そして彼

ﾌ社会学は米国のシカゴ学派に影響を及ぼした。

Wンメルとシカゴ派について検討してみよう。
塩　原　　　勉

@　　　　　　　デ

7 知識とイデオロギー

　人間が構築した概念やイデオロギーを研究す

骼ﾐ会学は、ひろい意味で知識社会学と呼ばれ

驕Bこの分野を代表するシェーラーとマンハイ

?�ﾆりあげる。

徳　永　　　悔

i大阪大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1930年代に一群の社会学者がフランクフ
ルト大学・社会研究所によって活動を始めた。

8 進歩の弁証法 ナチスに追われ亡命し抵抗し、戦後も多くの仕 徳　永　　　悔

事をなし遂げた。フランクフルト学派の批判理

論を紹介する。

1950年代に最大の影響力をもった社会学
者はパーソンズだった。彼は行為理論から出発し

9 機能主義的世界 て、機能主義と社会システム論を合体させた。 厚　東　洋　輔

パーソンズの社会学について検討しよう。

日常のミクロの相互作用や生活世界への関心

が1960年代後半から強くなった。その中心 井上　　　俊・
10 生活世界とドラマ には象徴的相互作用論とリアリティ構成の社会

wがある。これらに特徴的な考え方をみてみよ
（大阪大学教授）

う。

今日のフランス社会学を代表するクロジエの

組織論とトゥーレーヌの運動論をと澄して、現 杉　山　光　信

11 組織　と　運　動 代フランスの社会学的思考の重要な諸側面を照
（東京大学助教授）

射してみよう。

今日の社会学はマクロな社会現象にも関心を

もっている。イギリスの社会学者ギデンズの階
宮　本孝二

12 構造化とパワー 級構造論やパワー論をとりあげ、あわせて現代

Cギリス社会学の動向をみてみよう。
（大阪大学助手）

斜陽のパーソンズ流システム論に対してパラ

13
世界の複雑性とシ

Xテム

ダイム転換をはかり、システム論を再生しよう

ﾆしているのはルーマンでφる。彼の社会認識

ﾆシステム観を点検する。

山　口　節郎

i大阪大学助教授）

ルーマンの好敵手であり、フランクフルト学

14
コミュニケーショ
桃s為と合理性．

派第2世代の旗手はババーマスである。真に人

ﾔを結合させるコミュニケーション行為の復権

�ﾟざす彼の批判理論を考える。
同　上

ポスト産業社会への移行期にある今日、社会

15
エピローグ：現代

ﾐ会学の課題

学はどのようにして課題をみさだめ、自己革新

�ﾍかることができるだろうか。 塩　原　　　勉
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　　　　　　　　　　　＝社会構造と社会変動＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　一一近代化の理論一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：富永健一（東京大学教授）〕
全体のねらい，

マク・社会学理論の視点から、産業化と近代化の醐に慣し漣論的弓を与えることがこの講

義の目的である・産業化と近代化は西洋17世紀にはじまって世界をすっかり変えてしまった社会変・

動である。この社会変動の性質を、構造一機能分析の視点（社会変動とは社会構造の変動であるか．

ら）に立ちつ？詳細に分析してみたい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏　）

1

1　序論

Y業化と近代化：
竭閧ﾌ出発点

　産業化と近代化というこの講義の中心概念（近代化の概念を広げて両者を一つにま，とめることもできる）に定義を与え、これが起る前と後とで社会の構造が根底的に変わってしまった基本的事実をまず明らかにする。

富　永　健一
i東京大学教授）

2
産業化・近代化へ
ﾌ「先発」と「後
ｭ」：日本の位置

　日本は今日、先進国の仲間入りを果たしたけれども、もとをただせば産業化・近代化は西洋人が始めたもので、日本は文化伝播によってこれを輸入した「後発」国である。このことの意味について考える。

同　上

3

n　社会構造への　　　o　アプローチ

ﾐ会構造とは何か
同　上・

4
社会のミクロ理論
ﾎ、・マク・理論

　社会のミクロ理論とは行為理論であり、その主導概念は「個人の欲求充足」である。社会のマクロ理論とはシステム理論であり、その主導概念は「システムの機能要件充足」である。社会変動論はマクロ理論であるが、そのミクロ的基礎をまず明らかにしておく必要がある。

同　上“

5
マクロ理論の分析
葡uとしての現代システム論

同　上

6 構造　と　機能 同　上

7

1皿　社会構造の構

@成諸要素

ﾆ族・親族の構造

　社会構造の主要な構造的構成要素として第一
ﾉ家族・親族をあげる。家族・親族はかつて人
ﾔのつくっている唯一の集団であった。現在は
ｻれは多くの集団の中の一つにすぎなくなり、解体にさえ直面している。しかし近代化され産

ﾆ化された社会においても家族はなくならない。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業化は経済をはじめて社会の他の部門から
切離して独立させた。家計と経営の分離、それ

8 企業組織の構造
にともなう市場の成立がこれである。企業はそ
ﾌ担い手であり、家計とのあいだを市場（消費

富　永　健．一

三市場、労働市場、金融市場）によってむすぱ
れている。

地域社会（コミュニティ、ゲマィンデ）も家
族と並んで人類の歴史とともに古い社会の一つ
の形態であるが、産業化は農村共同体を解体す

9 地域社会の構造 ることによって地域社会のあり方を変えてしま 同　上
つた。産業化された社会における地域社会は都
市化されているが、しかし都市化しても地域社
会はなくならない。

19世紀ヨーロッパにおける初期段階の産業
化は「階級」をクローズアップした（マルクス

10 社会階層の構造
の階級闘争説）が、20世紀に入ってからの先進
剥曹ﾅはホワイトカラー化と所得・教育・国信

同　上

の平準化によって古典的な階級をすっかり変え
てしまった。しかし階層そのものはなぐならない。

11

W　社会構造の社
@会史
ｴ始社会における

　原始社会とは狩猟採取段階の社会である。そ
ｱでは家族・親族と地域社会はあるが、企業組
Dも国家組織もなく、社会階層は不平等の余地
ｪ少ないために僅かしか存在しない。だから原

同　上

社会構造 始社会の社会構造の分析は親族組織が中心とな
る。

農業社会段階に入ると、国家組織がつくられ
て政治が独立するが、富・権力・威信の不平等

12
農業社会における
ﾐ会構造

度が大きくなるので社会階層が顕著になる。し
ｩしまだ家計と経営が融合しているので企業組
Dは独立せず、従って市場も局地的なもの以外

同　上

は未発達である。家産制と封建制が農業社会の
二大類型をなす。

企業組織と市場が家族から分離して経済が独
立する。家族は多くの機能を奪われ、福祉国家

13
産業社会にお・ける

ﾐ会構造
段階以降においては病気のケアーや老人ケアー
ﾌ機能も国家が引受けるようになる。機能分化

同　上

の進行は「ゲマインシャフト」の最後のよりど
ころをもこわしつつある。

社会変動に定義を与えるとともに、産業化と

V　社会変動への 近代化が人類の歴史に澄ける最もいちぢるしい

14 　アプローチ

ﾐ会変動とは何か

社会変動であることを明らかにする。ロックに
ﾍじまる市民社会の概念と、シモン、コント、
Xペンサーの産業社会の概念が、この西洋近代

同　上

にはじまった社会変動を代表している。

人間が歴史をつうじて進歩するという観念は

15
「進歩の理念」
iイデー・ド・プ
鴻Oレ）

啓蒙思想とともに生まれたもので、それ以前に
ﾍなカ・つた。その意味で、パスカルにはじまりコンドルセに澄いて完成する「進歩の理念」は、

v想史上における最初の社会変動　　であると

同　上

いえる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

コンドルセーを受け継いだサンシモンは進歩
の担い手を産業に求めた。これ以後スペンサー

16 社会進　化　論
まで社会変動理論は産業社会論のかたちをとる。スペンサーはさらにこれをダーウィンの進化論

富　永　健　一

とむすびつけて、社会進化論を19世紀後半の
纒¥的な社会変動理論に仕立てた。

スペンサーと同時代のヨーロッパを生きたマ
ルクスは、スペンサーと同じぐ社会発展を説明

17 史的唯物論
する理論を求めたが、マルクスはこれをヘーグルの弁証法とむすびつけて、発展の原動力を内部矛盾に由来するコンフリクトによって説明す

同　上

る理論を構築した。

19世紀末から20世紀初頭にかけて、テンニ

エス、マックス・ヴェーバー、デュルケームら

18 近　代　化　　論 が前近代社会から近代社会への移行をそれぞれ
ﾆ自の概念図式によって説明する壮大な社会学理論を立てた。これらの諸学説は、1960年代の近代化論を準備する背景と：なった。 同　上

19

M　社会変動の社
@会史
ﾆ族・親族の構造

　近代化され産業化された社会に論ける家族と親族の構造変動の方向性は、核家族化と親族組織の形骸化に集約することができる。その原因と結果を産業化・近代化と関連づけて説明する

同　上

変動 ことがここでの課題である。

20
企業組織の構造変

ｮ

　“@バーナードからビュー、ヒクソンらを経て、近年の「コンティンジェンシー理論」にいたる組織理論の流れは、企業組織の構造を環境のあリカと関連づけて説明する方向に動いてきた。

同　上

この観点から企業組織の構造変動をどのように
理論化することができるだろうか。

マルクスは「ゲマィンデ」を近代化とともに

21
地域社会の構造変

ｮ

崩壊する歴史的カテゴリーとしてとらえたが、マッキーヴァーは「アソシエーション」と対比されるものとしての「コミュニティ」に普遍的

同　上

なカテゴリーとしての位置づけを与えた。地域社会の構造変動はどのような方向をだどるのか。

22
社会階層の構造変

ｮ 同　上

w　産業化・近代 ガリレオからニュートンにいたる近代科学革

化はなぜ起った 命、これに誘発されて人聞知識の神学的・形而

23 　のか

ﾐ会変動の動因

上学的思考からの脱却を主張した啓蒙思想澄よびコントの実証哲学、王の専制の克服を求めるロックいらいの市民社会論、そのほか生活水準

同　上

上昇欲求、教育の普及等々。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業化と近代化を自力で達成した16世紀以後

24

「内在的」発展・

ﾎ・「伝播的」発

W

の西ヨーロッパ諸国に対して、この時期にまだ
ｰっていたアジア諸国は決定的なおくれをとり、

P9世紀後半以降西洋からのf文化伝播」つまり
ﾈ学や技術の輸入によってその轟くれを取戻そ

富　永　健　一

うとした。この違いの意味について考えたい。

マックス・ヴェーバーは産業化と近代化の結
果を合理化としてとらえ、その合理化は「ただ

25
産業化・近：代化に

氓ｯる西洋と東洋

西洋に臨いてのみ」起ったとの有名な命題を述
ﾗた。では日本の場合をどう説明したらよいの
ｩ？　韓国、台湾、また将来の人民中国の場合

同　上

は？　明らかにヴェーバーの65年前の命題は，
書きかえられねばならない。

26

㎎　日本社会に於
@ける産業化と近
@代化

　中国では古代専制が基本的に変化せずに1912
Nまで続いたのに対して、日本は1192年鎌倉
虚{の成立とともに古代専制が滅びて封建社会
ﾉ移行した点で、西洋に類似する。また徳川時

同　上

歴史的先行要件 代、武士が封土から離れて都市に住んだことに
より、都市化と商業化が進んだ、等々。

構造一機能分析のテーゼによれば、一つの構
造を変えなければならないと人びとが信ずるよ

27 明治維新の動因
うになるのは、現行の構造がシステムの機能的

v件を充足し得ないことが誰の目にも明らかに
同　上

なった場合である。この原理を明治維新にあて

はめるとどういうことがいえるか。

産業化・近代化が「伝播的」発展をつうじて
伝統的セクター・ 起るのが非西洋・後発社会の特徴であるが、そ

28
対・近代的セクタ
[の二重構造：戦

のような場合、産業文明は自国の文明でなく外

?ｶ明であるため、これを受けいれる人びとと
同　上

前の日本社会 これを排斥する人びとの二重構造ができ、これ
が内部対立を生む傾向がある。

敗戦によって親西洋主義（近代主義派）対反

29
二重構造の克服と
Vしい構造変動：
甯繧ﾌ日本社会

西洋主義（国粋主義派）の対立が一掃されたあ
ﾆ、財閥解体・農地改革・労働三法・教育改革
ﾈど一連の「戦後改革」が行われたことが、戦
Oの古い構造をこわすことによって、戦後日本

同　上

の高度産業化を可能にした。

以上のことと並んで、後発国であったがゆえ
の利点もまた、戦後日本の高度産業化を可能に
した要因であった。これについてはとりわけ、

30
後発国の利点とそ
ﾌ漸次的消滅

（1）若い人口構成、（2）親族組織内の互助機能、（3）

ｶ活水準上昇欲求が強いことによる勤勉の動機
ﾃけ、（4）近隣諸外国とのあいだの大きい格差、

同　上

などの諸項目をあげたい。これらの利点はしか

し、日本が先進国の仲間入りをするにつれて、

しだいに消滅していく。
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＝地域社会学＝（TV）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：加藤：秀俊（放送大学教授）〕

全体のねらい

　地域社会の成立は比較的あたらしいが、原初的村落から都市にいたる、もろもろの地域社会には、

歴史的背景や行政をふくめてそれぞれの特色がある。この番組に地域社会の構造・組織をあきら冷k

するこζを目的とする。

回 テ　　　一・　　マ・ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
地域社会学ぺの招

ﾒ

　マッキーヴァーによれば地域社会（Communi－
狽凵jとは共同生活の行われる全地域、人びとが

ﾝいに関係し共同の社会的特性を示す環圏であ
驕B講義ではりンド、ワーナー、有賀嘉左門、

泄崇ｼらの研究をとりあげ、地域社会学とはな
�ﾅあるかを考えていく。

加　藤秀　俊
i放送大学教授）

2 農耕　と　定着

　地域社会がつくられたのは、人類が農耕文明

�ｬ立させたときに始まる、といってよい。ス
Lやクワの発明、栽培植物の発見などによ6て
_耕生活そして定住生活がはじまった9さらに
H糧の貯蔵が行われたとき、本格的な地域社会
ﾌ形成がはじまったといえる。

同　上

3 土地の神さま

　共同体をつなげる原理のひとつは超自然の力

ﾅあり、あるいは神々の力である。日本のムラ
ﾉはかならず鎮守がある。建物をたてるときの
n鎮祭や神楽、宮座、氏神など、そのまつりか
ｽにもいろいろある。日本のどの地域も神によ
ﾁて　られているのである。

同　上

4 地域と　宗教

　宗教集団が地域に深く根をおろし、人びとの

ｶ活に深くかかわっていることは多い。北陸地
福ﾌ四県には、浄土真宗がゆきわたり、一年を
ﾊして行われる色々な宗教上の行事がこの地方
ﾆ特の行事となって照り、地域の人びとを一つ．
ﾌ宗教的連帯感で結んでいる。

　r

ｯ　上

5 水域と地域社会

　水は人間生活の基本的資源である。日本列島はこまやかに張りめぐらされた水系が「流域圏」をつくり、そこを定住の場としてきた。河川に

ﾍ同一水系に沿って複数の地域社会が点在する。

ｶ活にとって欠かすことのできない水をめぐる
D地域社会の諸問題を考察する。

同　上

6 現代の農村社会

　宅地化が進むなかで営まれる現代の近郊農村
ﾍ、畑を荒らすペットの問題など、いままで経
ｱしなかったような新しい問題をかかえている。一方国の政策によって作られ、機械化された大

K模な農業を営む大潟村では過剰作付けなどの
?轤ｽな問題を生んでいる。

同　上

7
　
　
　
季

現代の漁村社会

　黒潮の巨大な流れにそって宮古島一点二一土
ｲ清水の漁村には「黒潮文化圏」が形成されて
｢る。かつお漁を生業として、かつ診の一本づ
閧竡瘤ﾒ宿の風習＝など昔ながらの漁村のすがた

�cしているところもある。また新しい形の漁
ﾆとして養殖産業をとりあげる。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 現代の近郊山村

　現代の燃料革：命によって木炭の需要がなくな

闥Yやきという山村の生業はほとんど姿を消し
R村の社会は変わった。その中で昔とは違った
ｷがたで山村を再生しているところ、東京の奥
ｽ摩青梅市では村中の全てのものが観光と結び
ﾂいて、東京のオアシス化している。

加　藤　秀　俊

9 開拓地の地域社会

　地域社会には、伝統的なものとどうじに、江
ﾋ中期以来ひとの住んでいない所をひらいて入
Aするというあたらしい地域社会づくりがみら
黷驕B江戸時代の新田開発がその一例であり、
ﾟ代日本では北海道の屯田や小岩井農場の開発

ｪある◎それらを中心に考察する。

同　上

10 都市の近隣社会

　都市のなかでもいわゆる近隣集団というかた
ｿで町組はつくられてきた。とりわけ先進地域
ﾆしての京阪地方では、町営の編成は早くから
ｨこなわれてきた。ここでは京都鉾町の単組を
?Sに、血縁関係をこえた近隣結合について考

@する。

同　上

11 村　　　と　　町

　社会全体が農業社会であった時代には日本人
ﾌ大部分は農村生活者であった。商業が活発化
ｵ明治以降の工業化が振興するにつれて都市と
_村という2つの地域が成立してきた。その歴
j的経緯をふまえ都市と農村の相違を明らかに
ｵかつ相互の関連を検討したい。

同　上

12 地域と広域行政

　幕末に7万あった自然村は明治以降7千に統
№ｳれた。明治以降の町村合併は日本の広域行
ｭの始まりである。広域行政は行政側にとって
ﾍ経費節減などの点で利点が多い。しかし地域
Z民にとっては役場や福利厚生施設が拠点集中

ｷるなどの不便が多い。

同　上

13 生活圏と定住圏

　定住圏構想には水域・山系・盆地などの自然
ｪ深くかかわっている。それは都市の便利さと
_山漁村がもつ自然のよさの両方を身近なもの
ﾆしてくらしてゆけるような地域社会をめざし
ﾄ生まれた構想である。その例として岡山県津

R定住圏をとりあげる。

同　上

14 再編成の諸相

　過疎の地域を蘇生し豊：かで快適な生活を可能

ﾉするためには、雇用の場と良質な居住環境を
?轤ﾈければなら：ない。通産省のテクノポリス

¥想は産業技術住空間が有機的に結びついた新
ｵい町であり地元が主体的に進める新しいタイ

vの地域開発として注目されている。

同　上

15 主張する地域社会

　自治省の調べによると、昭和60年度の下半
冾ｾけをみても、全国の地方自治体で500を越
ｷ催しが計画、実行されている。金沢市と川崎

sでの催しを例に、その個性を主張し、発想を
ｳまざまな形で展開してゆく地方のエネルギー

ﾆ実態を探ってゆく。

同　上
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　　　　　　　　　　　　　＝地域と生活＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：加藤秀俊（放送大学教授）〕

全体のねらい

　人間は・大地とはなれて生活することはできない。その大地に根を澄うした人びとは、澄のずから

地域社会を形成した。この番組では自然的環境や風土の中での人びとのさまざまな生活のありかたを

多様な角度からさぐる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「地域」という観念それじしんにも文化的な
差異があることを考慮にいれ、地域社会学の定

1 地域社会とはなに 義をこころみる。そのために、他の文化のなか 加　藤　秀俊
か で地域社会というのがどのような受けとめられ （放送大学教授）

かたをし、どういうふうに発生したか国際比較
をしながらかんがえてゆく。

盆地はひとつのマイクロコスモスであるとい
える。古くは大迫の縄文土器もあったように、

2 盆地　の　世　界
盆地連合のような形で日本列島の内部は編成さ

黷ﾄいた。そういう日本の風景の原景として盆
同　上

地はあるといえる。遠野を例に考察する。

杉は日本特産の樹木で全国くまなく造林され、
山地の地域社会の形成の重要な要因となってき

3 杉と地域社会
た。ところが近年、外材の増加や代替材の開発、
J働人口の減少などにより林業は低迷している。 同　上

杉に支えられてきたいくつかの地域社会を例に
山村復活への試みを考察する。

離島は閉ざされた地域社会である。それだけ
に、島の生活は連帯感によって結ばれて澄り、

4 島　の　生　　活 三重県神島では毎年恒例の年越しから新年の行
魔ｪいまも昔からの伝統を守りながら行われて

同　上

いる。また島では離島苦といわれる多くの不便
をかかえて人々は生活している。

日本の国土の三分の一ほどは世界的にまれな
豪雪地帯である。この雪の中で少なくとも四力

5 雪国と地域社会 月以上生活する人々は地域社会の中でこれまで
ｳまざまな工夫をつみかさねてきた。しかし、

同　上

単に雪とたたかうだけで：なく、最近では雪を資

源として利用しようとする動きもある。

地域社会相互間の交流の場所は伝統的にいく

つも用意されてきたが、その中でもっとも重大

6 市　と　四三　屋 なのはさまざまな物資を交換する市であり、ま
ｽ農作業にもっともかかわりの深い最初の工業

同　上

製品として鉄製品の加工業す：なわち鍛冶屋が発

達した。コミュニティーの結接点を探る。

日本はいわゆる高度成長期をへて国民生活が

7 あたらしいコミュ
jティー作り

飛躍的に向上したといわれる。それにともない
謔阮L：かで快適な日常生活を求める住民意識が

bﾜった。地方自治体も住民参加によるコミュ
同　上

ニティ作りにのりだしてゆく。地域の実情に応
じたコミュニティ作りを展望する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の社会は小学校の学区を地域社会の単位
として設定してきた。子どもたちの行動半径は

8 子どもと地域社会
澄おむね学区によって規定されているし、また
qどもをとりまく大人、とりわけPTA活動な

加　藤　秀　俊

ども活発だ。こうした視点から、地域社会の：な

かでの子どもの役割をかんがえる。

個人と地域の結びつきは男性よりも女性のほ
うが日常的かつ直接的である。女性と地域は、

9 女性　と　地域、
住まいの環境、子どもの教育、福祉の面などで
ｧ接な関係にある。地域で活動している女性の

同　上

姿をとおして、現代の女性と地域の問題をもう

一度見直してみる。

日本は本格的な高齢化社会に突入した。より
よい老後のための地域社会のありかたや、老後

10 高齢者の役割
と地域社会の関連性を探る。村落の中での老人
ﾌ役割についてもふれ、他に海外で活躍する高

同　上

齢者たちの組織であるシルバーボランティアズ

を紹介する。

住宅の不足の解消ζ住宅の安定的な供給をめ
ざして戦後の公団住他の建設は始まった。戦後

11 の　び　る　郊　外
からの住宅都市整備公団の歴史はそのまま住宅

ｭ策の歴史であり郊外住宅の歴史でもある。一
同　上

方民間の住宅会社においても人びとのニーズに
あった住宅づくりが進められている。

人びとにとって住みたい町とか住みたくない
町というように感じられる地域のイメージとは

12 地域のイメージ
何なのか。また地域のイメージをよくしようと
ｷるシンボリックな操作の一つとして、分譲地

同　上

の名前に「緑ケ丘」などいいイメージを与える
ようなネーミングを行うこどが多い。

「いつまでもこの地域に住みたい」という地
：域定住の願望をみたす地域とは、自然・生活・

13 魅力ある町づくり
生産環境の調和がはかられた地域であり、それ
ﾍ若者の地方定住条件を満たすものだ。魅力あ

同　上

る国づくりに創意を凝らしている地域を紹介し、

魅力ある町づくりを考える。

地方自治体によって多くの博物館や美術館が
誕生している。しかしこれからの地：域の文化施

14 地域と文化施設
設は、もっと地域のもっている文化や歴史、社
?ﾁ性にそくした、その地域独特の文化施設が

同　上

望ましいであろうし、そうした文化施設はその

地域の活性化にも結びつくであろう。

白々でむかしから行われてきた伝統的な祭に
対して、最近行政が県や市単位で積極的に加わ

15
地域社会と現代の

ﾕ
つた、新型の祭が大規模に行われ、地域の祭と

ｵて定着してきている。祭には生業に関係なく
同　上

広い地域にわたって、多くの種々雑多な職業を

もった人たちが集まってくる。
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　　　　　　　　　＝マス。コミュニケーション論1＝（TV）

　　　　　　　　　　　　一ジャーナリズムとマス・メディァー＿

　　　　　　　　　　　〔主任講師：佐藤：智雄（中央大学教授）〕

全体のねらい

　マス・コミュニケーション論1では、特にジャーナリズムを扱う。まずマスコミの概念を明らかに
し・ニュースとは何かを問い・ニュース系情報がマス・メディア伝達の過程で生ずる諸問題をいろい

ろな角度から検討する。また現代のマスコミの機能への評価と批判を通じて、マスコミと日常的市民

生活との関係まで考えてみたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1
マス・コミュニケ
[ションと・

Wャーナリズム

　マス●コミュニケーーションとは何か。マス（大

O）を対象とした情報伝達はどんな社会的要求

ｩら生じてきたか。要求された最初の情報はど

�ﾈものであったか。またジャーナリズムとは

ﾇんな現象をさしているか、などを考える。

佐　藤　智　雄

i中央大学教授）．

2
マス・メディア産業

ﾆジャーナリズム

　マス・メディア産業の特徴をとらえるために

ﾍ、①メディアの普及度、②椿報の有効消費度、

B産業的な規模と構造、の3つの視点から総合

Iにアプローチする必要がある。そこで明らか

ﾉされる特徴はいかなるものかを検討する。

佐藤　智　雄i

L　瀬　英　彦
i東洋大学教授）

3

ニュースの機能と：構造

　まずマスコミの伝達内容中に時事（ニュース）

n情報をはじめ、4つの型に分ける。受け手に

ﾆってニゴースとは何かを考え、受け手の生活
翌ﾆの関わり方や、ニュース・ヴァリューのも

ﾂ意味の重要性を述べねばならない。

佐　藤　智　雄

4 送り手の意識と
s動

　ニュースを選別するシステムであるマス・メ
fィアは、どのような選別機構をもつか。その
ﾈかでニュースのスクリーーニングにあたるゲー
gキーパー（門番）たちは、いかなる基準と意
ｯで、選別を澄こなっているかについて説明す
驕B

佐　藤　智　二

O　瀬　英　彦

5
新　　　　　　聞
Wャーーナリズム

新聞は伝統的な活字メディアで社会的に大き

ﾈ力をもったが、放送の出現で解説ジャーナリ

Yムへと変化する。初期の新聞と大ジャーナ
潟Xト、新聞報道の問題点、読者の構造やステ

激Iタイプの問題などにもふれる。

佐　藤　智　雄’

6
放　　　　　　送

Wャーナリズム

　ラジオ、テレビはニュース伝達の形を変え、

�ｯ手に速報、迫真、理解をもたらした。が、

`達時間の制限や迫真性からくる問題、電波使

pによる中立性への要求、またテレビ・ニュー

Xの取材や解説の問題などをとりあつかう。

佐　藤　智　雄

7
雑　　　　　　誌

Wャーナリズム

　雑誌は、こんにち、ますます多様化する読者の関心に照応して、タウン誌、情報誌など各種の新雑誌が登場し、細分化が進むとともに、マ

Xコミ批判その他、ホットな議論による活性化
烽ﾝられる。その変化の実相と特徴とを考えてみる。

佐　藤　智　雄i

L　瀬　英　彦
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

受け手は日常性のなかで、目前の直接環境し
か見えない。遠い匿名の世界を現前さすものが

8
日常性のなかの
[　　似　環　境

マスコミで、受け手は紙面や映像のうちで世界
�ﾂ：境に変えている。これが擬似環境。また偽

佐　藤　智　雄

似環境のもたらす問題はなにかも考える

ニュース報道は正確で均衡をえたものでなけ
ればならない。だが、そういう報道内容に対し、

9 欠　　陥　報　道
欠陥報道とよぶべきものもある。不正確で不均
tな報道だ。欠陥報道は受け手の判断を誤らせ、

佐　藤　智　雄

不適応をひき起すもので、報道批判の原点とな

っている。

ニュース情報と行動の関係のなかで、情報の二

10 情報の流れと
Iピニオンリーダー

段の流れや、新機具の採用時などの情報伝達機

¥を説明する。またニュース情報の流れを、影

ｿの流れが区別する場合、そこで機能している

　佐　藤　智雄

@飯　田　良　明
i北海遣東海大学助教授）

ピニオンリーダーの問題を検討する。

個人的意見が世論に発展していくときで、どん

な発展過程があるか。また世論は民主政治や社 佐　藤　智雄

11 世論の動　態 会正義にどんな関係をもつか。さらに現代の世

論はマス・メディアの普及で討論集団を衰退さす 飯　田　良　明

ために操作を受けやすい、等々。

災害時情報とマス・メディアの関係や、メデ
イア別の効果の検討、澄よびニュー・メディア 佐　藤：智　雄i

12 非常災害と環境監視
の役割などを考える。災害のみ：ならず予知情報

ﾌ段階で予想される住民の心理的パニックの問
閧ﾆの関係などについても、事例を紹介し、検

飯　田　良　明

討する。

作為、無作為を問わず、いろいろの形の擬似

ニプースがある。無意図な流言飛語や、意図

13
擬似ニュースとし

ﾄの流言、デマ

的なデマゴギーは代表的なもの。そういうニュ
[ス類似物の恐ろしさを説明し、メディアから
Nチコミの段階で影響力をもつ噂についても考

佐　：藤　智　雄

えてみよう。

こんにちアス・メディアから疎外されている

14
受け手の参加と
Aクセス権

受け手に、マス・メディアへの参加を保障する
烽ﾌとして、アクセス権、反論権などの新しい受

ｯ手の権利が主張されるようになった。これら

佐　藤　智　雄

L　瀬　英　彦
の新しい権利の意義と問題とについて考える。 （東洋大学教授）

時事系情報の伝達現象が受け手の日常生活の

ﾈかに濃密な情報環境を構成し、適応の手段で
佐　藤　智　雄

15
生活のなかのジャ ある情報に適応を余儀なくさせられている。そ 広　瀬　英　彦
一・ iリズム こからくる諸問題をとりあげていろいろと話し

あい、この講義を総括する。（座談会） 飯　田　良　明
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＝マス・コミュニケーション論∬＝（TV）
　　　　　一大衆文化とマス・メディアー

〔主任講師　佐藤智雄（中央大学教授）〕

全体のねらい

　マスコミ論皿では、大衆王化を中心に扱う。まずマス・メディアのなかの文化の特殊性と、その背

景にあ為大衆社会状況をみたい。ついで活字メディアの細分化現象と活字文化の現状を考える。さら

に映画、ラジオ、テレビからニューメディアにいたる映像・音響文化を分析する。大衆文化の問題点
を把え、その功罪に言及する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

マス・メディアの複雑な伝達内容を時事、知

マス・コミュニケー
識、娯楽、用務の情報系列に整理する。メディ

佐　藤　智　雄
1

ションの内容
アの内容のくみあわせば多様だが、非時事系の

A情報量は増え、各系列の情報を、メディアが特
（中央大学教授）

別な文化に変えている点に注目したい。

マスコミの発達は大衆社会の成立と軌を一に

2
背景としての大衆

ﾐ会

するが、先世紀末から今の大衆社会は出現し、
ｻの中心的担い手は新中間層。大衆文化はかれ
轤ﾌ文化として資本主義的な商品文化の性質を

佐　藤　智　雄

もち、メディアの伝達内容となることを説明す
る。

まず文化とは何かを考え、基本文化と大衆文

化に分ける。前者は知識や行為準則になるもの。

3 大衆文化の概念 後者は日常生活に楽しみ、能率、快適その他を 佐　藤　智　雄

求める一過性の消費文化が多い。両者の比較の

上で大衆文化の特性を明らかにしたい。

メディア接触による人びとの趣味・娯楽志向

メディブのなかの の動向を調べ、メディアに対する「利用と満足」 佐藤　智　雄
4

遊び
の諸相とその問題点を取り上げる。さらに現代

I行動様式としての「遊び」の特色について検

山　本　　　透

i上智大学教授）
討してみたい。

マス。・メディアが伝える大衆文化は、資本主

受け手としての消 義的な商品生産の原則に従いながら、シンボル
5

費者
商品として加工・製造されるから、大衆市場で

�ｯ手を消費者とみる。受け手もメディアに消

佐　藤　智　雄

費文化を期待する。そのしくみを考える。

大衆社会の進展とともに、出版の世界も大衆

化の道を歩み、手軽な娯楽本が伸長して、テレ 佐　藤　智　雄

6 出版と大衆文化 ビの人気タレントの著書がベストセラーとなり、 広　瀬　英　彦

多様な大衆雑誌が氾濫している。この大衆文化 （東洋大学教授）

の実相を明らかにする。

従来、言論機欄としての機能を中心としてき

：た新聞も、大衆化・通俗化してエンターテイン 佐　藤　智　雄
7 新聞　の変質 メイト機能を高め、ニュース報道も理性から情

動に訴えるものとなった6この変質の実態を分 広　瀬　英　彦

下する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

映像化する活字メ｝■顧“アイア

　テレビ時代を迎えて、活字メディアもビジュ

Aルなものに変容してきた。劇画・コミックが
ｲ盛をみせ、イラストや写真中心の雑誌が籏生

ｵ、論理的理解より感覚的認知にたよるものと

ﾈった。その変化のあとをたどる。

佐藤　智　雄

L　瀬英　彦

9 視聴覚文化の展開

　メディア前史の源流にさかのぼる一方、今世

Iあいついで登場した視聴覚文化としての「マ

X・アート」の系譜について、主として写真、

f画およびレコード、ラジオの展開をたどる。

佐　藤　智　雄

R　本　　　透

10
映像文化・音響文

ｻの現在

　生活のなかの映像文化（テレビやビデオ）と

ｹ響文章（FM放送、諸種の音響器機）に：つい

ﾄ考え、ま：た、マンガや広告を中心に若者に焦

_をあてながら、そこにみられる現代性にふれ

ﾄいきたい。

佐　藤　智雄

R　本　　　透

11
環境としての映像

E音響

　こんにちの映像と音響の世界がつくりだす環

ｫが、人間におよぼす影響など、功罪の面を検

｢し、現代社会に澄ける映像・音響環境の構造

ﾆ特質について、大衆文化という視点から考え

ﾄみる。

佐　藤　智　雄

R　本　　　透

12
　　　　　－一　jュー・メァィアの

｢界

　いわゆるニューメディアは、多チャンネル、

o方向通信、自由な情報検索など新しい技術的
ﾂ能性を開いたが、そこで展開されるのは、心確

`、多彩な文化か、貧しい画一的な娯楽の世界

ｩ。その光と影をさぐる。

佐　藤　智雄

L　瀬英　彦

13
大衆文化と地方文

ｻ

　基本文化と地方文化との関係を考え、強力な

}スコミの流れとして襲う大衆文化の影響下で、

n方文化のもつ意義とその将来性を問題にした
｢。このときにマス・メディアの役割とはいっ

ｽい、なんであろうか。

佐　藤　智　雄

14 大衆文化の思想

　大衆文化の思想を求めて、まずその成立過程

�ﾇう。さきの世紀末、1920年代論よび第二
汨蜷甯繧ﾌ60年以降、そこにあらわれる大衆

ｶ化の思想とはなにか・

佐　：藤　智雄

15
現代大衆文化の問

闢_

　現代の大衆文化の存在意義を問いな澄し・芸

pとの関係や大衆文化の通俗性を考え、正常な

蜿O文化の発展のために、受け手集団の問題を

lえてみる。
佐　三智　雄
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＝ア　ジ　ア　の　社会＝（TV）

〔主任講師：祖父江孝男（放送大学教授）〕

全体のねらい
　アジアの社会を総合的に理解することを目的としそ、稲作と米食について主に東アジアに焦点をあて璽

ながら、地理学、農学、言語学、気象学、経済学、宗教学、歴史学、文化人類学、生物学など隣接諸学

の成果をふまえ准がら学際的、総合的に理解をすすめる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・東・東南アジア◎自然と土地利用

。イネの種類別の栽培地の分布 祖父江孝男・執筆
1 稲作地帯の展望 。特長的稲作地帯の地理条件と稲作の概況 （放送大学教授）

・稲作に適した地理的条件 大　野　盛　雄

・近代以降のアジア稲作地帯の変化とパターン （地理学）’

・アジア稲作地帯の言語分布

・稲作村落形成と言語 祖父江孝男・執筆

2 稲と米を表す言葉 ・稲作関連語いの分布と共通性 石井米雄／

・言語から見たアジア稲作社会の特質 梅田博之

・米と稲の呼び名 （言　語学）

・稲の品種分類の考え方と方法

3
稲　の種類　と

諸?ﾌ様態

・分類概念の曖昧さと統一性・主要稲種の特長（3つのタイプ）・稲種分布の歴史的変遷（アジア地域） 祖父江孝男・執筆

n部忠世／‘

@　　　金木良三

・稲種別の稲作の特長といくつかの事例 （農　　　学）

・稲作に適した気象条件 山中速人・執筆

4 稲　　と　気　候

・気温、降水、照度と稲作様式齢よび品種との関係・アジアの気候分布と稲作

（放送教育開発セ

塔^ー助手）
・気候条件の変化とアジアの稲作の変動 吉　野　正敏
・地球気象から見た今後のアジアの稲作 （気象　学）

5 土と水の管理

・モンスーン地帯の土壌環境の特質と稲作・アジアに澄ける稲作農地の地域的変化と伝統的・土木、水利技術と今日の動向・水田に避ける水利技術の発展と農村の変化・稲作土壌の理化学的性質とその改善（アジア地域）

山中速人・執筆

v馬一剛／

@　　佐藤俊朗
i農　　　学）

。原始的稲作村落の基本白白（焼畑農村）

6 稲作の組　織
・水稲栽培農村の社会組織・土地所有の形態と親族組織 山中速人・執筆

ｼ，田　藤四郎
・分業関係と階層購成 （農業経済学）

・農村近代化と村落組織の変容

・稲作と米のまつわるアジアの伝説とその意味

7 稲　　作　儀　礼
・各地の稲作儀礼の形態・種類と共通性・（予祝行事、稲祈濤、初穂祭、収獲祭等） 山中速人・執筆

ﾛ　田
・土地の「神々」と稲作との関連性 （宗　教学）
・農業近代化と稲作儀礼の変化
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回・ テ　　．一　　　マ 内．　　　　　　容
担当講厳（所属・氏名）

8 藁の使われ方

・稲作の形態、稲種の差異による藁の形の変化

Bアジア各地の藁利用と藁製品澄よび用途

B藁製品の製作技術

島田裕己・執筆
i放送教育開発セン
^ー助手）

・稲藁利用の歴史と民：族、生活、 津野幸　人。近代花による新素材の普及と藁利用の変化　　　　　　　　　　　　　　｛

（農　　　学）

。アジアおよび世界の米貿易の歴史と現状

・地域（国）内の流通組織と手段（現代） 島田裕己・執筆

9 米　　の　　流　通 。米の流通手段の歴史的変遷 金　沢　夏　樹

・計量法とその技術 （農業経済）
虚消費構造の変化、技術革新と今後の米流通（アジア地域

・米をめぐる主な社会問題の歴史（農民争議等）

10 米の税制と管理制度

　と制度的対応。米の生産と消費にかかわる税制度の歴史と現状
島田裕己・執筆

（関税を含む） 唯　是康　彦
・近代の食料管理制度と米管理
・米貿易をめぐる今日の制度的問題

・：料理方法の種類（焼く、煮る、蒸す）

・精白、製粉技術の歴史と調理法の変化 島田裕己，執筆

11 米の食：べ方 ・アジア各地の米調理法と米料理 石　毛直道
・米作の作法と風習 （文化人類学）

・米を調理する道具、もる器

・加工品の種類と加工技術（酢、酒、その他） 藤本彰三・執筆

・発酵、醸造技術の歴史と地域差 （東京農業大学講

12 米の加工品 ・米酒と農村生活（行事と酒の関係） 師）

・アジアの近代化と米酒の社会生活に澄ける位置 中　村道　徳
づけの変化 （醸　　　造）

・稲作にまつわる行事

・民間伝承 藤　本　彰三
13 米　　の　民　族 ・アジアの稲作農村の風俗（衣装、家屋等） 佐々木　高　明

（文化人類学）

・第1次産業としての米作経済の歴史と現状

14
米を産業基盤
ﾆ　す　る　社　会

・産業講造としての農村一都市関係

E農業近代化にともなう米作様式の変化と社会的

E影響

藤　本丁　三
a@橋　　　彰

i経済学）

・まとめ

15
稲作・米食の
､通性と異質性

・稲作／米食からみたアジア社会の連続性

E個々の地域的条件の差にともなう各地の固有の

ﾐ会制度、社会組織の特長（特に日本、韓国、

藤　本彰　三

凵@　　二郎
i農　　　学）

タイについて）
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＝裁判と国民生活＝（TV）
〔主任講師　田宮　裕（立教大学教授）〕

全体のねらいよ

　裁判は、ふだん空気のように姿を見せぬ法が姿をあらわすr法の顔」であり、それが適正に行なわれ

ていることが政治国の基礎だ。このような観点から、裁判の重要性、本質、国民生活とのかかわりを、

具体例にそくして明らかにしていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 『内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

裁判は1一一般に想像されているよりは、はるか

1 に人間くさい創造的作業であるうえ、現代社会で ・田　宮　　　裕

裁判の役割序況 は、司法への期待感もあって、多様な役割を果た

す。他面、裁判というものの本質にねざす限界も （立教大学教授）
ある。「隣人訴訟」などを手がかりに、裁判の役
割について考える。

裁判所の機構これを構成する裁判官の地位・
身分、司法権の独立：など、裁判制度を成り立たせ

2 司法制度のしくみ ている司法権の基礎を解説する。 同　上

市井の法律問題の担当役は弁護士。ほかにもこ

れをとりまく準法律家群もある。ここでは主とし
3 国民のなかの法律家 て弁護士に焦点をあて、その使命、実績について 同　上

考えてみる。

刑事事件が起きると、警察が捜査をはじめ、こ

れをうけて検察が起訴をし、やがて裁判がひらか
4 刑事制度のあらまし れる。そのあと刑の執行という段階を迎えること 同　上

もある。このようなサイクルを招介し、この手続

きに関与する機関について概観する。

裁判は、大きく民事と刑事に分かれる。民事訴

訟は、私人間の財産や家族関係め闘争を解決する
5 民事訴訟と刑事訴訟 ための裁判手続きである。刑事訴訟は、犯罪にっ 同　上

いて事実認定をし刑罰を加えるための裁判手続き

である。そのあらましを紹介する。

国の立法・行政などが憲法に適合するかどうか
を判断する制嵐政治と裁判の関係が如実に示さ

6 政治　と　裁判 れ、ともに「司法権の優越」と表現されることも

?驕B裁判が好むと好まざることにかかわらず、
同　上

政治過程の：なかで、一定の役割を果たしているさ
まを考察する。

経済の高度成長が社会にひずみをもたらしたが、
そのもっとも三三的表現が公害であろう。このよ

7 公害と裁判’ うな最先端の問題にも、法や刑法は、みずからを

v新しつつ、新しい対応をめざす。各種の公害裁
同　上

判を紹介し、時代とともに変遷する裁判の諸相を
明らかにする。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

今日の最大の社会問題の一つは、少年の問題で

あろう。少年非行については、少年の健全育成を 田　宮　　　裕

8 少年問題と裁判
ねがって、刑事裁判とは区別された特別の手続き

ｪもうけられた。ケースリーグを加味した裁判の
oイオ三アともいえる。その　　と実績を考える

（立教大学教授）

…

民事調停、家事調停は、　　の精神で条理にか

なった粉争議決を簡易迅速にはかるために設けら

9 調停制度の発達 れた、民事訴訟のバイパス。日本の民事司法のき 同　上
わ立った特色を示すものとなって経済をさぐる。

刑事事件では、犯人をあげ証拠を確保するため、

捜査が行なわれる。真相解明のため強力な捜査が

10 捜査　と　人　権 必要な反面、人権侵害の危険をさけなければなら 同　上

ない。適当な裁判のために、適当な捜査の条件を

考える。

裁判の生命は、正しい事実の過定にかかるとい

11 裁判に澄ける
磨@　実　　認　定

ってもよい。そこで、裁判官の自由応征　　、証

ｾ法則、自由の利用、　証責任法則など、近代裁

ｻの原則を十分に理解してもらう。

同　上

裁判の手続きは正しい裁判への道すじを定めた

ものであり、裁判による　　実現は司法の　願だ。

12 誤　　判　　問　題 しかし、実際には、誤判を回避することはできな 同　上

い。その予防と救済の法規をしっかりと　えて澄

きたい。

日本でもかつて陪審裁判が行なわれたことがあ

るというと、驚ろく人が多い。先進諸国で、何ら

13 国民の司法参加 かの形の民衆参加のない国はないほどである。日 同　上

本の　　裁判官制度と対比しながら、国民と裁判
の関係を考える。’

英米は判例法の国だが、日本は、大陸法系だか
ら法典法の薗だというのはまちがいではない。し

14 判例のはたらき かし、法典法の国でも、その法典を具体的に実現 同　上

するために判断の果たす役割は大きい。それはは
たして、裁判の役割の増大に結びつく。この側面か

ら’の　　　　　　てみる

日本人は権、執務の観念で　　を明確にする

よりも、　理、人情による大岡裁きを好むといわ

15 日本入と裁判 れ七きた。．そこから、法流の低さを指摘する声 同　上

もあった。果たしてそうかb裁判問題を通じて、

この問題を検討してみる。
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＝先進諸国の政治＝＝（R）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：河合秀和（学習院大学教授）〕

全体のねらい

「一三ついてしか知ら廊⑩は、その詠ついてさ嬢は知って腋い。」こ同義は、而ゆ
る寸進諸国ρ政治ニーその政治的発展と現代の政治過程、政治文化の比較を通じて、各国の政治について

の知識を深めると同時に、政治とは何かについての理解を深めることを目的としている。

回 テ　　　一　　　マ 内レ@　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

政治を比較という方法を通じて研究することの

1
序　　　論　　　1

意：味、比較の単位としての近代国民国家を説明す

驕B今日の世界では、誰もが他国との比較を通じ
河　合　秀　和

目　的　と　方　法 て自国を、．逆に自国との比較を通じて他国を理解

ｵており、このように比較政治が現代政治生活の
　　　　　　　、i学習院大学教授）、

一部分になっていることを強調する。

比較のための尺度として、これまでどのような

序　　　論　　　∬ ものがあったか、ここではどのようなものがあっ

2
尺度　と　基　準

たか、ここではどのような尺度を選ぶか、また何

�譓?ﾉして比較するのかを論じる。「後進諸国」

同　上

の比較研究への道も開いて論きたい。

まず受講者にとってもっとも身近かな国である

3 手がかりとして

坙{の場合1

日本を手がかりにして、日本がどのような意味で
謳i国が、日本が先進国になった過程と理由を論
ｶる。次に取上げる英米仏の三国で展開された近

同　上

代政治の原理と機溝がこの国にどのように移植さ
れ定着したかを論じその次に扱う独と並んで、
後進国の急速な発展と、それにともなういわば病

理的現象一

4
手がかりとして

坙{の場合豆
官僚主義と権威主義、ファッシズムと愛国主義、

_業と工業の関係なども、ここであらかじめ展望 同　上

して診ぐ。

早ぐに国家統一を達成し、世界最初の産業革：命 『

を体験したイギリス瓜「不文違法」のもと、過
5 イギリスの場合1 去との連続性を保ちながら発展した有様を考察す 同　上

る。

イギリスの政治機構、代表制（政党・圧力団体）

の発展をたどり、ここに先ず国家別の比較研究の
6 イギリスの場合皿 ための一つのモデルを打ち出す。 ・同　上

イギリスの植民地であったアメリカ社会がやが

てこの国独自の制度を生み出し、成文憲法主義、
7 アメリカの場合1 連邦制度、三権分立制度がこの国の基本的枠組と 同　上

なったゆえんを考える。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当’ u師i所属・氏名）

18世紀に制定された連邦憲法のもとで、現代の

8
アメリカの場合豆

アメリカ政治を現実に動かしている大統領の指導

ｫ、議会の機能、政党の性格、圧力団体の活動、 河　合　秀　和

裁判所の政治機能などを検討する。

@　　　　　　　　　　　　　1

フランス大革命の伝統は、フランス史を通じて

9
フランスの場合

何度も再現し、現実を動かしている。フランスは

蜉v命以後、16回も憲法を変えたが、この：革命的 同　上

伝統とでも呼ぶべき逆説を明らかにする。

ドイツは国民国家の形成においては、日本と同

じく遅れたが、そのことによってかえって経済発

10 ドイツの場合1 展、社会主義運動の発展ではきわめて急速であり、 同　上

今世紀の二度の敗戦、ファシズムの出現の結果と

して東西に分裂することになった。

ドイツの年例は、いわばもっとも先進的な後進

国に特徴的な発展を示しており、日本とならんで、

11 ドイツの場合皿 国際政治の国内政治への影響を考える格好の材料 同　上

である。

｝

ソ連は世界で最初に社会主義：革命を実現し、共

産党支配の政治体制を作り上げた。この社会主義

12 ソ連の場合1 を近代的発展の一つのコースとして位置づけ、現 同　上

代世界における社会主義の意：味を合せて論じる。

社会主義の政治、経済体制に内在している問題

点を引き出し、その現状を分析し、将来の発展の

13 ソ連の場合H 方向を仮説として提出する。 同　上

これまでもっぱら超大国、大国を論じてきたが、

ここでは先進諸国群の中小国を取り上げ、大国の

14 その他の国々 場合と比較して、その特徴を論じる。例えばEC 同　上

のような超国家的機構の意味もここで論じる。

14回の講義をふまえて、もう一度先進諸国の政

治の共通性と特殊性に注目して、総括的な比較討

15 総括　と　展　望 論を行なう。 同　上
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　　　　　　　　　＝＝第三世界の政治＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：小田英郎（慶応義塾大学教授）

全体のねらい
　第三世界を購歳するアジア、アフリカ、ラテンアメリカの各地域について冠「序論」で述べるよう左

｛共通の角度から分析、考察を進め、各地域の共通性と特殊性を把握しつつ、第三世界の全体像をえがき

だすことをめざす。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第三世界の概念を説明したうえで、現代におけ

序　　　　　　論 る第三世界の比重の増大に触れ、さらに伝統と近 ’小　田　英　郎

1 一第三世界を 代化の相互関係、国民的統合、イデオロギーと政

どうみるか一
治・社会体制、国際社会に対するイメージと対外
s動、などから、各地域の特殊性と共通性を検討

（三三義塾大学教授）

する

近代化を目標とする中国が、いかにして伝統の

中　　　国　　（1） 克服をめざして苦悩しているかを、国民的統合の 岡　部　達　味

2 問題にも触れながら論ずる。

一革命と近代化』 （東京都立大学教授）

国内経済改革：と対外開放政策のもとで進行する

中　　　国　　（2） 政治改革、診よび、それらを円滑に遂行するため

3
の対外政策に：ついて論ずる。 同　上

一政治と国際関係一

人種、言語、宗教、文化……世：界のなかでもつ

東南アジア（1）
とも多様性に富むといわれるこの地域の植民地支 松　本　三　郎

4 一独立と国民的
配からの独立と国民的統合の努力のあとを、ベト

統合一一 ナム戦争などにも触れながら考察する。 （慶応義塾大学教授）

東南アジア（2） 東南アジア諸国の近代化過程に現われたさまざ

まなイデオロギーや政治体制と業績を考察し、さ

5 一イデオロギー、 らにその複雑な国際環境を、とりわけ日本との関 同　上

政治体制、国際 係に注目しつつ分析する。

環境一

10億の人口の圧力と貧困にあえぐ南アジア諸国

南　ア　　ジ　ァ のきびしい現状を、混合革命方式で国家建設をは

6 一苦悩するインド かってきたインドと、これと宿命的対決をつづけ 同　上

亜大陸一 るパキスタンを中心に考察する。

幾多の帝国の盛衰史のなかで豊かな文明と地域

中　　　東　　（1） 的、宗教的一体性を生みだしてきた中東の「古い」 青　木　一　能

7 一三さと新しさの 歴史を概観し、さらにヨーロッパ列強による「分

モザイクー 割」と独立達成にいたる経緯を、現代中東政治と （日本大学助教授）

の関連において考察する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現代中東の重要争点である中東紛争の背景と展

8
中「 @　東　　（2）一紛争と対立の －開に論及したのち、70年代後半以降の多発する紛

?ﾆ対立を通して、中東政治の多元化と複雑化に
青木　一　能

図式一 ついて考察する。． （日本大学助教授）

｛

社会主義体制から君主制にいたる多様な政治体

9
中　　　東　　（3）一国家建設の 制下の中東諸国が、それぞれに国家建設を模索す

髀�ｵを考察し、石油産出地域・中東と国際社会 同　　　上

模索と変動一 との相互作用といった問題を考慮しつつ、中東政

治の変動状況を検討する。

歴史的復権への志向が現代のアフリカに診いて

10
ア　フ　リ　カ　（1）一回史的復権の なぜ強いのか、それはナショナリズムやイデオロ

Mーや政策にどう反映しているか、といった問題

小　田　英　郎

志向とナショナ を、植民地時代を振り返りながら考察する。 （慶応義塾大学教授）

リズムー

アフリカ的社会主義、一党支配体制、軍部支配

11
ア　フ　リ　カ（2）一近代化と政治 体制など、国家建設や近代化の過程で出現したイ

fオロギーや政治体制牽考察し、あわせて南部の 同　　　上

体制一 白人人種主義体制（アパルトヘイト体制）にも論

及する。

アフリカ大陸諸国の連帯・団結をめざす反面、

ア　フ　リ　カ　（3） 国家的自己主張で対立し、多元化の度合を高める

12 アフリカ圏内の国際関係、および非同盟運動を軸 同　　　上

一団結と対立一 とした第三世界連帯運動への対応を考察する。

植民地時代以来の統治理念や、独立後の国家形

ラテンアメリカ（1） 成の特徴、澄よび個人独裁的な統治形態などの検 加茂雄三
13 一政治の伝統と 討を通じて、この地域の政治の伝統と風土に迫っ

風土一 てみる。
（青山学院大学教授

14

ラテンアメリカ②一社会改革：と

@政治体制の
@　　近代化一

20世紀に入っての中間層や大衆の登場を契機と

ｷる社会変動と、それに対応していった政治体制

ﾌ近代化について、軍部の役割にも論及しつつ考

@する。

同　　　上

対米関係の歴史と現段階、1960年代以降の国

ラテンアメリカ（3） 際政治の多面化、および地域自決主義の動向など

15 一国際政治の に論及しつつ、国際政治の面でのこの地域の政治 同　　　上

展開一 について考察する。
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　　＝技術史・技術論＝（TV）

〔主任講師：吉田光邦（京都大学名誉教授）〕

全体のねらい

　社会や産業の構造をつくる三三な枠綿としての技術の意味・またその歴史的な変化を紹介する。で

きる限り現実の産業史遺物、また歴史的テキストを紹介して、具体的な姿を示すことにする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

代表的な中国、ヨーロッパの技術についての考

1 技　術　の　意味
え方を紹介。人類史のなかでの技術のあり方には

ｶまり、手工業時代から産業革命にみる技術の性

iの大きな変化と、それによる社会的変化の問題、

　吉　田　光　邦

i京都大学名誉教授）

さらに第2次大戦後の技術革新にまで及ぶ。

技術は自然資源の有効な利用をめざすところに

2 日本の技術史
z　業　の　場合

はじまる。その1例として鉱業のあり方をテーマ

ﾆする。日本各地の鉱業遺跡を具体的に紹介して、

ｻの歴史を説明。
同　　　上

安来和鋼記念館、生野銀山遺跡、相川鉱山博物

館、岩手橋野高炉あとなどを例示、同時に中国の

それと比較する。

3 〃 同　　　上

栽培農業は人工による食物生産技術として、人

4 日本の技術史
_業の場　合

間の技術意識に大きく関連する。そのため、日本

竰?曹ﾅは多くの農業テキストがつくられてきた。

]戸期以来のそれらを紹介して具体的な様相を紹
同　　　上

介。

染職、陶磁器、木工、漆器など、日本には今も

多くの伝統的な技術に支えられた産業が多く生き

5 手　　　工　　　業 ている。それらの実態を紹介しつつ技術の伝統を 同　　　上
支える方法を考える。主として京都の手工業に：例

をとる。

／

6 〃 同’@　上

1

中世ヨーロッパζ）諸都市には、多くの職人ギル

7
ヨーロッパの技術史

閨@　　工　　　業

ドが回り、工房も多く存在した。それらの実態と、

Z術の内容の紹介。テオフィルス、アグリコラな

ﾇの技術書の紹介を試みる。
同　　　上

一422一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師’
i所属・氏名）

8 錬　　　金　　　術

卑金属を貴金属に変えるという錬金術な、ヨー

鴻bパの技術思想を語る重要なもの。ここから多

ｭの化学的技術が生れた。その内容を紹介すると

ﾆもに、、中国の三三術を比較する。

吉　田　光　邦

9 機　械　技　術

　機械とエネルギーの問題は、ヨーロヅパの技術

v想の重要な特徴である。永久運動は、つねにヨ

[ロヅパ技術の目標であった。ゾンカ・ラメリな
ﾇの技術テキストと、永久運動め分析。

同　　　上

10 産　業　　革　命

　技術革新は産業革命を生んだ主要要素のひとつ

ﾅある。蒸器機関による新エネルギーの発見と、

ｻの応用による産業と社会構造の大きな変化につ

｢て述べる。

同　　　上

11 技　　術　　教　育

　徒弟教育は手工業時代の重要な教育システムで

?ﾁた。それは東西ともに同じである。それはや

ｪて学校システムによる教育体系として成長する。 同　　　上

12 量産　の　技術

　19世紀になって部品の相互可換性が高まるにつ

黷ﾄ、量産システムが成立した。それは食品には

ｶまり、兵器、そして名高いフォードのシステム

ﾆなる。それは現代の大量消費の時代を生んだ。

同　　　上

13 日本近代と技術

　日本の近代化の一例面工業化は、ヨーロッパの

Z術の導入によって開始された。澄雇い外国人と

vラント輸入政策は、急速に近代工業技術を日本

ﾉ定着させた。その実態を紹介する。明治村機械

ﾙなどを例示。

同　　　上

14 〃 同　　　上’

15 技　術　と　社会

　第2次大戦後の技術革新は、コンピュータ、ロ
{ットなどを中心として、激しい勢いで展開し、

ｻれは多くの変化を社会や産業のなかに生んでい

驕B主として現代技術の問題を論ずる。

同　　　上
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＝産業技術の動向1＝（TV）

　　　　　　　　〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学名誉教授）〕

ぜ全体（㌘ねらい　二Pノ“』　』い

　近年に鎖著な先端的産業技術の動向の典型的な形態を取り上げて、それらの諸特徴と成果、そ6将1

来べの可能性及び社会的・経済的なちびに文化的関導性について考察する。産業技術め進歩の意味、

及び技術と社会とのかかわりに於いて見られる諸問題に講義の焦点があてられる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1

先端技術一一産業系への接近法

　エレクトロニクス、新素材、バイオテクノロ
Wー等における日本の先端技術とその産業化に
ﾂいて、どういう方法で接近する必要があるか。つまり本講義の基本的な方法論を議論する。

黒　沢　一　清」

i東京工業大学名誉

ｳ授）

2
半導体技術と電子
n産業

　半導体先端技術の特徴とその産業化に澄ける

軏{問題を考える。
同　上

3
第5世代コンピュータと産業ぐ

　1コンピューターの発達の技術論的性格、この

ﾌ域における先端技術の問題点、第5世代コン

sューターと産業、コンピューターの普及の産

ﾆ活動に及ぼす効果等を考察する。　“

同　上

4
ロボット技術と産

ﾆ

　ロボット技術の特徴と今日の問題点、ロボッ

gの普及による産業生産力の発達、及びこれに

ｺう社会経済問題を考察する。 同　上

5 エレクトロニクス
ﾆ産業

　エレクトロニクスの発達の産業生産力、及び
Y業経済、社会組織に及ぼす諸問題を考察する。

森　　　政　弘

6 アモルファス金属
ﾞ料技術と産業

　アモルファス金属材料技術の特徴、その産業

ｻに吾ける基本問題を考察する。

同　上

7 セラミクス技術と

Y業

　セラミクス技術の近年における顕著な進歩の

vロセス、その産業化の諸問題を考察する。
長谷川　健　介

i東京工業大学教授）
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回 ．テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

先端技術に論ける機能性有機材料の関連を考

8
機能性有機材料と

Y業

え、この技術の産業化と産業発達における基本

竭閧�l察する。
　古　川　勇二
i東京都立大学教授）

アモルファス、セラミクス、機能性有機材料

等に代表される新素材技術の進歩と産業生産力、

9 新素材技術と産業 産業経済及び社会経済組織に友ぼす影響の基本 中　井　英’一

問題を考察する。

10
バイオテクノロジ
[の性格と発達

　分子生物学、生命科学、及びバイオテクノロ

Wーの発達の科学・技術論上の基本問題を考察

ｷる。

大　道　康　則

｢機械振興協会・

o済研究所主任研・

究員

農業に澄けるバイオテクノロジーの発達の現

　　　　　　　　　“oイオテクノロシ
況とそこに於ける基本問題を考察する。

同　上
11 一と農業

水産業に山けるバイオテクノロジーの発達の

12
バイオテクノロジ
[と水産業

現況とそこにおける基本問題を考察する。 　杉　田　昌　質
i横河電機常務取締役）

13
バイオテクノロジ
[と工業（その1）

　工業に説けるバイオテクノロジーの発達の現

ｵとそこκ説ける基本問題を考察する・ 　土　屋　勉　男

i三菱総合研究所・

Y業経済研究室室長）

同　上

バイオテクノロジ 同　上

14 一と工業（その2）

15回にわたる現代の先端技術、産業化及び

15
先端技術と産業の
濠〟`

産業の社会への影響についての諸問題を総括す

驕B 黒　沢　一清
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　　　　　　　　＝＝産業均衡の動向唱H＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：道家達将（東京工業大学教授）〕

全体のねらい・

今後の躰の産業技術の簸の保障は、躰に鮒る基礎科学・高高術の創造的発膨ミ猷さ泌
か否かにかかっている。・日本の最先端の研究室で行なわれている研究の幾つかを紹介しぜ産業技術の動

向を総合的に展望してみることにする。この研究は日本だげでなく人類の幸福のために必要であること

が御理解いただけよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

高分子工学、有機新素材の研究は、このところ

1 材料工学（D

L機材料工学

道家　達将
i東京工業大学教授）

kv　　　明’
i東京工業大学教授）

金属工業、無機材料工業の研究も一変しつつあ

2 材料工学⑭ る。新しい金属つまり、これまでに知られなかっ

ｽような合金や、金属ともセラミックスともつか
道　家達　町
ｨ　藤和　弘

無機材料工学 ぬもの、不思議な働きをするニュー・毛ラミック （東京工業大学教授）
ス、さらには、有機と無料の複合した新材料など
の研究を紹介する。

今や自動制御は、生産機械はもとより、オフィ

3 機械工学　1

ｩ　動　制　御

スや日常生活機器の中になくてはならぬものにな

ﾁているが、自動制御の本質が何かこれからどの
謔､になっていくかはよくわかっていない。ロボ
bトなどを例に使いながら自動制御研究の現状を

道家　達　将
~谷　陽　二

i東京工業大学教授）

紹介する。

心臓移植つまり、ある人間の心臓を別の人間に

4
機械工学　空

]　　　工　　　学

移殖するなどということをせずとも、人間の心臓より性能の良い人工心臓はできないものか、・心臓に限らず関節にしても、他の内臓にしても、人工

Iにつくることは可能である。その第一線の状況

道　家　達　将

�@田　　　直
i東京工業大学教授）

を示す◎

私たちの衣も住も、生産の場も日常生活品も、

5
化学工学　1

⊥ﾚ成　化　学

すべてに合成品が使用されて齢り、合成化学が果
ｷ役割は大きい。その合成化学は大きぐ変わろう
ﾆしている。これまでのように高温だったり、過激な反応でなく、ソフトでまるで生物体内みたい

　道：家　達　将

@森　川　　　陽
s東京工業大学教授）

である。そこに働くのは高度な触媒である。

ものをつくるのに、生物体内で起っているよう

化学工学　皿 な反応を使う。また、すでに発酵工業で使われて
道家　達将

6

生　物　工　学

いるように微生物を使う。その微生物も、これま
ﾅにない能力をもったものを使う。安全性が保障されねばならない。その研究の現状を述べる。 相　沢益　男

i東京工業大学教授）

太陽光を電流にかえる。それはもう実現してい

電子工学（1プ る。まだ効率が悪いという欠点がある。それが克 道家　達　将
7 服されれば、こんなきれいなエネルギ』はない。 高橋　　　清

太　陽・電　池 その研究の第一線を紹介する。 （東京工業大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

光通信はすでに現実のものとなりつつある。光

8
電子工学　1

〟@成　化　学

通信とは何か、どこがどのようにすぐれているの

ｩ、現実にどのように使：われるのか、今後どのよ

､になっていくのか。光通信工業の研究Q現状を
ﾐ介する。　　　　　　　　　　　　　　；

道　家　達　将

ﾃ　屋一仁
i東京工業大学教授）

自然の動きも、人間の行動、とくに人間が心地

9
システム工学

艨@ら　ぎ現　象

良いと思う現象もすべて機械のような等間隔、等
ｬの運動に貫かれているのでなく、ゆらいでいる
ｻの例は、風のそよぎであり、木材の木目の間隔
ﾉ見られる。人間のシステムの不思議さを紹介す

道　家　達　将

吹@者利　光
i東京工業大学教授）

る。

人間は見えるものをパターン認識している。パ

10
情報工学（D

pターン認識

ターン認識を数学的解析することによって、文字

�ﾇみとる機械、言語を聞きわける機械、翻訳機

Bなどが可能になる。その研究の基礎の最先端を

ﾐ介する。

　道　家達　将
@飯　島　泰蔵
i東京大学教授・東
檮H業大学名誉教授）

たった一枚の写真を、ふつうに肉眼で見るだけ
、

情報工学⑪
で、その中にうつっているものがとび出して、つ
ﾜり立体的に見える¢．そのからくりは何か。それ

道　家　達　将

ﾒ　内　順　平
11 は、何に応用できるのか。ここでは、医学にさま （東京工業大学教授）

ホ　ロ　グ　ラ　ム の工業に理用できる最先端の研究を紹介する。

エネルギーがなくては生きていけない。石油は

12

エネルギー工学（D

l　H　D　発電

いずれなくなる。エネルギーをどうするか、とり
?ｦず節約して使うことを考えたとき、その工学

Iなしかけとして、MHD発電なるものが限定さ
黷ﾄいる。その内容を紹介する。

道　家　達：将

_　花　秀　武
i上智大学教授）

エネルギー工学⑪

　エネルギー問題は核融合炉ができれば解決する

ﾆいう。しかし問題点も多い。その研究の現状と
道　家　達　将

_　花　秀　武
13 未来について述べる。 （上智大学教授）

核　　　融　　　合

14
環境工学⑳
i　観　工　学

景観工学とは聞き馴れないことばである。しか

ｵ、人間は、美しいものを見ると心が安らぎ、生

ｫる元気が出る。これまで、私たちは、地域づく

閧ﾉ、こういう考えをもってやってきたのだろう

　道家　達　将
@鈴　木　忠i義
i東京農業大学教授）

か。景観工学の研究の現状を述べる。

15
環境工学⑳

s’市　工　学

　人間は都市に集中しつつある。しかし、そこは

{当に住みやすいのか。人間にとって、住みやす

｢都布づくりの基礎となる都市工学の研究につい

ﾄ述べる。

　道家　達　将

n辺貴介
i東京工業大学教授）
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＝産業社会学＝・ （R）

〔主任講師：松島静雄（日本大学教授）〕

全体の掴らい
　今日の産業社会学は戦前の経営社会学、職業社会学等と異り、入間が人為的意図的に構成したナソ

シエーション・就中社会回雪に重要な意味を持つようになった企業及び労働組合等の集団的特徴を分

謀艦難籠、ζこでは脚成果を示しつ唯とし蝶経営あわせて労働組合の集

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 産業社会学の性格

　①戦前労働社会学、職業社会学等といわれたものの特徴、②今日の産業社会学の発生、③産業社会学の研究対象、④産業社会学の研究方法、⑤その主要内容は④企業、労働組合の組織、＠組織と従業員、組合員の関係、⑤人間関係、θ地域社会と企業・組合の関係、㊨企業と組合の関係、θ日本の経済的特色等

松　島　静　雄i

i日本大学教授）

2 企業・と組織（1）

　①アソシエーションとしての企業、労働組合は集団の構成に組織が先行、②組織の高度化、③最初の社会学的組織論としてのウエーバーの

ｱウロクラシー論、④その内容④義務と権限の
ｪ配、◎階層性の論理、6童舞の優位性、㊥技
p的有用性

同　上

3 企、業と粗織⑪

　①フィヨrルの組織論、②ライン・タイプとライン・スタッス・タイプ、③テイラ「の組織論と職能組織、④組織の基本的性格、⑤組織の

P位としての職位、職務、職種
同　上

4 企業組織と入間く1）

　①組織入としての行動の要請、②内部の人間に公人と私人の態度の使い分けを求める、③組、織の重層化の悩み、④文書主義のもたらす繁文褥礼、⑤形式合理性が求められるあまり、人間歯車となり集団目的ボ珪解され難くなるあ

同　上

5 企業組織と入間⑪

　①組織の高度化と従業員の疎外感情の発生、②組織の顕在的機能と潜在的機能、順機能と逆機能・③マグレガーのX理論とY理論、④余暇志向の増大と感情の論理の恢復

同　上

6
人間関係論の発生

ﾆモラール

　①ハーバード・グループとホーソン工場の実

ｱ一照明実験、②労働科学への反省、③継電器

ﾌ実験・④モラールの発見と労働観の変革、⑤

Cンタビュー．
同　上

7
入間関係とインフ

Hーマルな組織

　①巻線作業観察室の実験、②人間関係、③フ

Hーマルな組織とインフォーマルな組織、④イ

塔tォーマルな組織の性格、⑤集団の実態とし

ﾄの入間関係
同　上
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飼 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

①組織と入間の関係、②経営哲学としての人
’間関係、L③疎外の受け止め手、④小集団の研究，・

8 小集団論と行動科学 とグループ・ダイナミックス、⑤行動科学の発 松　島　静雄
生

下

①ヘッドシップとリーダーソップ、②リーダ
一シップ論、③自標達成機能乏集団維持機能、

9 リーダーシヅプ
④り一ダーツップ成立の条件｛⑤フォロアーの 同　上
立場に立った見方も⑥企業のり一ダーシップと

組合のリーダーシップ

q）ホーツン工場の実験今の反省・②労働組合・

10
企業・労働組合と

n域社会

労使関係0研究、③ウォトーナー・ロ門のヤン
L・一シティ製靴工場のストライキの分析・④地

謗ﾐ会の企業経営への影響、⑤フォーマルな組
同　上

織とインフォーマルな組織の統合

①集団主義的志向の強さ、②能率の論理より

11
企業経営の日本的
ﾁ質（1）

従業員の生活保障の論理の重視、③終身雇用の

ｵ行、④定期昇給と年功賃金、⑤福利厚生の重

求f

同　上

①二本の「人間関係」、②職場運営の日本的

12
企業経営の日本的

ﾁ質（ID

特質、③大企業と中小企業の経営、④日本的経

cの和罪、⑤経営租憎め混沌駕と強い帰属意識

ﾌ発生》⑥特異な労使関係・⑦争議は多発する

同　上

が極めて短期間で終結

①日本的経営の成立時期、②日本の組合運動

13
日本の労働組合運

の第1期¢）昂揚、③同第2期の昂揚、④そのこ

ﾆと日本的経営との関係、⑤労働組合の組織論 同　上

動 的特色、⑥企業別組合の発生

①ME化の進行、②オートメーションとメカ

14
技術革新ど日本の

驪ﾆ

ト三三ックスとの異同、③技術革新と労働の質

ﾌ変化、④技術革新と職場組織の変質、⑤日本

I経営と技術革新

同　上

①従業員の高年齢化と高学歴化の進行、②能

力主義化と年功昇進の変化、③人件費の増大と

15 日本的経営の今後 賃金制度の変革、④変化のない企業別組合と終 同　上

身雇痢の慣行、⑤日本に澄ける能力主義
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　　　　　　　　　　　　　＝産業地理学＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：竹内啓一（・一橋大学教授）〕

全体のねらい

地表に抽て麟されて鴨繍濁は・空間的位置関徽ついて見る場合、全く無秩序眼開さ
れているわけではない・また・国民繍というものは、その内部を生蔽素がまったく舳に移動す

る均質控間でもない・ある場所で・ある繍活動が営勲るのはどのよう鯉由による働、くそし

翻難民齪下郷翻豊里難雛型撫灘£饗
とを理論と現実の分析とから考察するのが産業地理学である。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

1 産業　と　地理

　産業地理学とは何かということを、経済活動がもっている空間的側面と、古くからの学問である地理学との関係から考える。それは経済学のみでなく・生態学、さらに文化誘科学と関連する一つの学問になるであろう。人間の経済行動はそのようなひろがりをもっているからである。

竹　内　啓　一

i一橋大学教授）・

@　　　　　　‘

2 経済的＝地域分化

　経済活動は、あらゆる場所で～質的にも量的にも均等に展開されているわけではない。その不均等な発展は経済的地域分化を生ぜしめ、国内的・国際的な地域問題をひき澄こす○ここでは・経済的地域分化の諸理論を検討する。

竹　内　啓　一

ｯレ部啓三
i三蹟大学講師）嘱

3
中心地と地域の重
w構造

　経済地域内部が、また、経済地域相互がどのように組織されるかということを理論的に検討する。それは、さまざまなフローを結節的に組織する重層的な中心地体系の画題と密接に関連している。同時に、ここでとりあげられる理論が・現実の空間分析に旧いて、どのように活用さ紅るかということも問題になる。

竹r内　啓一

驕@部啓三，

4
工業の地域的構成

ﾆその三三 竹　内　啓．・一

5 農業の地域的構成

　農業活動の地域的分化を、いくつかの国民経済を事例にして、前回と同様の観点から考察する。工業と比較しての広義の農業の特色を念頭に入れた上で、農業の地域分化を説明するための理論の有効性と限界とを考え、現代の農業、農：村がかかえている諸問題にも言及する。

　竹　内　啓一・

@石井泰介．
i明治大学文学部教授）

6
商業・サービス業

ﾌ空間組織

竹　内　啓　一一

剔ｺ暢二
i文部省主任

@教科書調査官）
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’回 テ　‘一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）・

7
通信・交通と空間
g織　　　　　・

　経済的行為としての財貨劇よび人間の空間的
ﾚ動が交通であり、通信は経済的行為としての
﨣�ﾌ空間的移動であるが、空間組織形成に高
｢て、通信は交通を代替することがある。交通、
ﾊ信ともに原始時代から存在したが、近年の技
p革新あるいは、情報革命によって、その産業

ﾆしての性格が急速に変化してきている。また、
�ﾊ、通信ともに1インフラストラクチャーに
蛯ｫく負うが、同時に、これらの施設が大きな
O部経済をつくり出す。以上の諸点がここで問
閧ﾉ：なる。

　竹　内　啓　一

@青　木　栄　一
i東京学芸大学教授）

8 労働力の空間的移動

　生産諸要素の中で、労働力は中位の空間的可
ｮ性をもっていると考えられる○そのことによ
ﾁて生ずる諸問題を、主として空間的移動であ
驍ﾆ同時に：社会的流動性の性格をもつものを中
Sに考える○具体的には農：村から都市への移動、

総ﾛ的な労働力移動について考察する。

竹　内　啓・一

R　本　健　児
i法政大学経済

w部助教授）．

9 国内の地域格差

　国民経済を構成する諸地域の間の経済的格差
ﾉついて、いくつかの事例をもとにして考察し、

ｱれを説明するための諸理論の有効性と限界と
ﾉついても考察する。ここでは、単なる所得格
ｷには解消されえ：ない国内諸地域間の不平等を

燒竭閧ﾉする。

竹　内　啓一

R　本健　児

10 国際的な地域格差

　国家の間の経済的格差には、産出高あるいは
鞄ｾの水準のみでなく、さまざま：な社会的スト

bクあるいは広義の福祉も考慮されなければな
轤ﾈい。また、このような格差を専生産するメ
Jニズム、国際的な格差形成の機構と恵まれな
｢国の内部の社会構造、地域構造との関連も問
閧ﾉ：なる。

竹　内　啓　一

ｬ　賀　正則
i一橋大学社会

w部教授）

11
都市に牽ける空間
I不平等

　都市は経済活動の装置であるとともに住民の
ﾐ会生活の場でもある。しかし、都市空間内部
ﾉ於いては、さまざまな理由によって階級間、
K層間の格差には解消されえない空間的不平等
ｪ存在する。同時に階級間、階層間の不平等が、

ｿ問的な形をとって現象することがある○これ
轤ﾌ問題について、理論的澄よび政策論的考察
�ｷる。

竹　内　啓　一

艨@部啓三

12 権力と産業地理

　政治権力はそれ自体さまざまな性格の空間組
Dを形成し、それを通じて、産業の空間的構成
�K定するが、移動、立地などの空間的側面を
烽ﾂ経済的意志決定にも直接的影響を与える。

ｳらに、公共財、公共サービスの空間的配分あ
驍｢は立地を通じて生ずる外部経済もここでの
l察の対象になる。

竹　内　啓一
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講蔀（所属・氏名）

狭義の産：業地理は、経済の論理によって構成

される。その論理からすれば、経済活動に及ぼ
す自然の影響も、経済学のタームで表現される

ことになるが、人間の活動は、自然界の物質体
謝の一部をも：構成し篤いる。人間活動をそのよ

13
エコロジーと産業

n理
うな側面でとらえた論理であるエコロジーの論

揩ﾆも結びついた広義の産業地理を分析する視
竹内　啓　一

点を考えるのがここでの課題である。

観光関連産業やファッション産業のようにあ

14． 文化と：産業地理

る特定の価値観にもとつく人間行動を前提にして成立している産業がある。ここでは、このよ

三三啓一
うな文化的価値観と産業との関連を、いくつか
ﾌ事例をもとにしながら考察し、そこで有効な 磯　部啓三
理論を吟味する。

分権的か集権的か、市場機構がどの程度まで

15 経済体制と空間組織
重要な役割をに孝っているか、これらの点での

o済体制の相違によって、経済活動の空間的関
竹　内　啓　一

連の様子がどのように相違するかということを、 古　賀　正則
地域政策のあり方をも関連させて考察する。
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＝産業と情報＝・（R）

〔主任講師：加瀬滋男（放送大学教授））

・全体¢）：ねちい

一。近時企業環境の襖雑化に伴い、経営に関する情報の重要性は、以前にも増して広く認識されるよう
になった。他面、情報の処理や伝達の技術も、、自覚しい進歩を見せつつある。この時流に鑑みて、

企業内外の技術情報を中心に・産業と情報の関連を概説する。また随時・社内拉術考や一般産業人の

情報に対する望ましい心構えにもふれる。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師，、
i所属・氏名）

情報Q定義は今のとζろ確定していないが、

1 情報概論（1）
@情報とは何か

情報直隠澄よびビジネス情報についての若干の

ﾁ徴を述べ、本講を進める上での一応のイメー

Wないしコンセンサスの確立を試みる。

加瀬滋　男
i放送大学教授）

情報の探索と収集の具体的方法を講述する。

2 情報概論（2）
その後、情報の収集から活用を経て、保管・管
揩ﾉ奎るまでの実際的手法を解説し、改めて本 同　上

情報活用 講全体についての方向付けを行う。
る

技術情報の種類を、形式・生産（発生）場

3
情報の収集（1）
Z術情報の種類

所・加工度から分類し、それぞれについて概要を｝説明する01次情報の種類と特徴に関しては、

ﾁに他の成書の論説を引用して詳しく紹介する。

同　上

情報収集に先んじて行われる情報調査の要点

4
情報の収集（2）

を論ずるとともに、2次・3次情報の効果的活

p法を示唆する。そのため、国内・国外の主な 同　上

情報調査 総合情報機関や各種文献・資料の紹介も行う。

ぐ

他書の論点を随所に援用しながら、．情報検索

5
情報の収集（3）

@情報検索

の発展過程と内実について説く○次いで情報検

�ﾌオンライン・サービ！スを受ける場合の問題

_を列挙し、受講者の他日の参考に供する。

同　上

情報の公表・伝達に対する個人ならびに企業

6
情報の創出（1）

の責任は、研究・開発に対するそれと同等であ

驍ｱと、澄よび研究者や技術者も情報流通活動 同　上
情報産出の意義 に積極的に参加すべきであることを力説する。

最近新素材として脚光を浴びているニュー・

7
情報の創出（2）

V情報の産出例

セラミックスの重要特性でもある曲げ強さデー　　　　　　　　　　　　　　　～タの解析を例に、新情報の創出を解説する。新

ｵい素材とはやされながら、その強度解析の古

同　上

さに挑戦する様相を述べる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
　　　　　｝S当講師（所属・氏名）

情報は孤立した存在でなぐ、他の情報と何ら

8
情報の創出（3）
ﾖ連情報への展開

かの関連をもつのが普通である。このことにつ

｢て・前講で提起された新しい情報から、他の

ﾖ連情報の産出へと展開されて行った事例を呈
加　瀬　滋　男

示する。

日米に続けるOAの認識の違いから、　OAの
オフィス・オート 真のあり方を考える。その期待される形態の0

9 三二ション（1）

@OAの内容
Aの導入よりLAN（企業内情報通信網）涛よ
ﾑINS（高度情報通信システム）に説き及ぶ。

同　上

OA機器のうち主なものについて、活用面で

10
オフィス・オート
＝[ション（2）

nA機器の活用

の留意事項を検討する。実際には、ファクシミ

梶Aパソコン、オフコンその他現時点で新し“

@器類の若干にも話を進める。
伺　上

高度情報化社会への足掛りとしてのキャプテ

11
情報の伝達（1）

@データ通信

ン．システムをはじめ、デ・rタ通信サービスの

v点を概説するbまた電電公社によるDRESS 同　上
（販売在庫管理サービス）とDEMOS（科学技
術計算サービス）をも紹介する。

12
情報の伝達②
@高度情報通信
@システム

　先にふれて澄いたINSの具体的内容を詳述
ｷるとともに、光ファイバー・ケーブル伝送を一中心に将来の高度情報通信を展望ずる。

同上　　　　　評

13

情報の伝達（3）
@情、報活動
iNiSTに関して）

　NlST（科学技術情報流通システム）の経過を概説した後、NIST構成機構とそれらの

�рﾉついて説明する。そのほか、データベー

Xについてもやや詳し．く補説し、NIST推進
同　上

に関する7項目の提言を検討する。

特にわが国の中小企業に於ける人たち力精華

情報産業（1） 産業の動向を知ることの意義を強調する。その
14

産業入と情報産業 手掛りとして法律第90号を細部にわたって解 同　上
説し、また当該法律に基づく情報処理技術者認

定試験：にふれ、チャレンジ精神を鼓舞する。

15
情報産業（2）
@産業の情報化
@と情報の産業化

　近刊の『情報産業の将来像』に基づき、新情報産業の内容を考える。そのうち一般産業と最も関連が深くなると予想されるデータバンク産業、コンサルティツグ産業、エイジェント産：業

同　上

については、立ち入って論述する6
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＝産業と企業＝（TV）
〔主任講師　黒沢一清（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい．

　塵業ξいう巨視的現象も・他方企業という微祝的・主体的存布も・それぞれ専門的に研究され得る

対象であるが、本講では、こうした産業と企業との、まさに相互作用領域をユニークな対象とし、そ

こに現われる生いきとした現象を把握する方法と理論とを与えようとする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本講義の対象の特徴を明らかにし、これを把

序　論： 握するための方法について述べる。産業一企業 黒　沢一一　清
1 産業一企業系研究 系がある種の多元・重層構造をもった実体であ （東京工業大学

の方法 ることが述べられ、これを把握するための独特 名誉教授）

の方法論が展開される。

産業一企業系の内容を構成する“構造”を解

2
産業一企業系の構

明するにあたって、まずはじめに、最も抽象化

ｳれた水準の構造としてのメタ構造を、人間と 同　上
造（1）

自然との相互作用系及び人間と人間との相互作

白系との白白構造として把握する。

第2回で把握された産業社会一般の構造を、

3
産業一企業系の構

より具体的に、：産業と企業との相互作用系とし

ﾄ、すなわち、マクロな産業水準とマイクロな企 同　上
造（2）

業との相互作用として、重層的に把握する仕組
みを解明する。

ひとつの産業とそれを：構成する企業との相互

作用関係の在り方が生み出す産業組織の状態を

4 産業組織一企業系 いかに把握するか。その上で、業界に生起する 同　上

諸問題が、現代産業社会ではどのように解決さ

れてゆくか、を：解明する。

社会経済一心業一企業を結ぶ経済成果として
の付加価値の性格を中心に、この系を一貫するよ

5
産業一企業系の成

ﾊの：構造連関

うな経済成果分析の方法を論じる。付加価値と
｢う概念が一般の通念とは違って、かなり複雑
ﾈ構造を持つものであること、現代の産業一企

同　上

業をまたがる分析や政策実践に澄けるこのカテ
ゴリーの運用上に考慮すべき基本問題を論じる。

6

産業一企業系にお
ｯる生産性・収益
ｫの関係とその分

　前章の議論に引き続き産業レベルの経済成果

ﾆ企業の主体性を表現する経済成果とを統合・

A結した成果分析体系を考える。 同　上

析

独占禁止は、競争経済によって経済の活力と

7
独占禁止政策と企

ﾆ

柔軟性との維持を目的とする政策として、市場

o済体制の国々に実施されている。この政策の

烽ﾆでいわゆる大型合併の例をとりあげる。

同　上
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，回 テ．　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
中小企業政策と企

ﾆ
黒沢一　清

中小企業問題の自主的解決6ひとつの道とし

中小企業の組織化・ て、中小企業者による協同運動があり、これを
9

共同化
制度的に支持する諸制度がある。制度と運動、

yびそこにおける基本問題を考える。・
同上

産業一企業系の問題をここでは地域社会とい

10
産業一地域社会一

驪ﾆ系

う場の上で、よりいっそう具体的に考察する。

ﾜず従来の工業立地論を反省してそれの現代的
�盾�lえる。

同　上

生産性向上問題を社会経済一道業一企業系の

プロダクテイヴイ 上にひとつの体系として考える枠組みをプロダ

11 ティ・スキームと クティヴィティ・スキームという。これの世界 同　上
産業一企業系・ 的・日本的な経験を総括して、、現代の基本問題

を考える。

12

労働生産性・賃銀
翌謔ﾑ価格の関係
�ﾟぐる産業一企

　前章までの議論を前提に、それらのより具体
ｻされた問題としてここでは生産性・賃銀及び物価の問題を取り上げる。

同　上

業系の＝基本問題

わが国伝統産業と近代化された巨大産業との

13
伝統産業一近代産
ﾆ系に澄ける企業

関係域は、現代日本産業に澄けるひとつの重要

ﾈ典型的問題領域である。幾つかの産業を取り’

繧ｰて論じる。

同　上　　　　　〆

日本産業及び企業の国際競争力とは何か。そ

14
産業と企業の国際

｣争力（その1）

れらの計測輪的な接近を試みる。まず最初は、

総ﾛ諸機関が発刊している統計資料を活用して、

謳i産業諸国間及び発展途上諸国聞の産業水準
同　上

での比較研究を行う。

ここでは企業レベルでの国際競争力の計測論

15
産業と企業の国際

｣争力（．その2）

的接近を試みる。

同　上
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＝産業と資源＝（R）
　　　　　　　　〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい
座乗と資源との交互作用域に発生している諸現象をどのように理解し、そしてその問題の解決のた∵

めに』どのような方針を打ち出すごとができるかを考える。こめ複雑きわまわない現象の背後に横た
わる仕組みを明らかにし、それの動態を支配する法則性を解明し、．産業活動に澄ける資源問題解決の1

洞察を与えようというのである。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業資源問題とは一般にどういうものである
かを概観し、この問題を扱う学問的立場の特徴

1
産業一資源系研究
ﾌ方法

を述べる。メタ資源論がその一般的な立場であ
驕B

黒沢一清
i東京主業大学

名誉教授）

世上一般にみられる資源問題の取り上げ方を
産業一資源系の構 吟味して、我々のメタ資源論のヴィジョンを示

2
造一その1：構造へ す。

同　上

のヴィジョン

産業一資源系の構 我々のメタ資源論がその上に展開される理論

造 的な土台としての、産業社会への最も根源の水

3 一その2：メタ産
準を認識するカテゴリー体系を与える。 同　上

業論のカテゴリ
一体系

産業一資源系の構・ 前章の方法をより具体的に、資源問題の背後

造 に横たわるメタ構造に応用し、、展開する。

4 一その3：資源、
@資源論のための

同　上

メタ構造とその
カテゴリー体系

産業一資源系の構
　産業資源とは、産業の組織的・技術的状態を

}介として把握された資源である。そこで技術

5
造一その4：技術と の構造及び資源り構造が解明されなければなら

ﾈい。
同　上

資源の＝構造連関
（1）

前回にひきつづき、資源概念の構造的内容の
産業一資源系の構 認識を深め、それによって資源問題の意味理解

6
造一その5：技術と に進む。 同　上

資源の構造連関
（2）

資源問題を支配する原理の複合性が、ある種

7

資源問題の基礎を
x配する諸原理と
ﾖ係

の三四的な構造をもって仕組まれていることを
�ｾする。エントロピー増大法則、エコロジー

@則、人間社会を規律する法則などの関係であ
驕B．

同　上

一437一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

無機系鉱物をめぐる科学・工業・産業及び市

8
無機系鉱物資源と

Y業

場・消費の関係の仕組み、そしてそこに生起する産業資源問題を論じる。

黒沢一清

石炭・石油・天然ガス等の地下埋蔵の炭化水
素資源をめぐる産業資源問題を論じる。いわゆ

9
地下埋蔵の炭化水
f系資源と産業

る石油危機問題をどう理解すべきであるふ。
同、上

産業の血液といわれるエネルギーの問題を、
化石燃料問題・大自然エネルギー利用問題等に

10
エネルギー一資源と

Y業
即して論じる。

同、上、

生物圏は、人間の生物的存在を支える直接の
土台である。この生物再生産の循環系の中での、

11 生物資源と産業
生物資源一産業系の仕組みを考察する。

同　上．

企業に論ける資源一 企業という産業の行動主体の立場での資源と

12
問題とそれぺの適
梔^動

は何であるかを考察する6まずは経営生産力と
o営資源との構造を解明する。

同　上

一その1：経営生
産力と経営資源

企業に澄ける資源 産業水準及び社会の水準で生起している資源・

問題とそれへの適 エネルギー問題への企業の適応行動の姿を冠経

13 応運動 営者層の意識調査を通して考察する。
同　上

一一 ｻの2：経営体
の適応運動

資源と産業構造とは、資源問題を媒介に相互

に作用しあう。第2次大戦後の事情のもとに展

14 資源と産業構造
過した資源多血費型産業構造が、いまや資源節約型、高次加工型産業構造に転換しつつある。

同　上

そこに生まれている基本問題を考える。

以上14回の講義を総括する。我々の研究方
法の背景にあるヴィジョン旭国際関係の中での

15 総　　　　　　括 日本の位置づけと債務、資源問題と環境問題の
揶齠I理解。そして国土資源と国民資源という 同、上

民族の主体性を支える資源への我々の実践、な
どがその軸である。
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＝産業と環境＝（TV）
一：産業一品詞系の：構造論的弓明一

〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい

　本講義は、産業とそれの環境との相互作用域を対象として、そこに生起する現象を構造的に把握し、
問題の解決への洞察を得るための基礎能力を養うことを課題としている。産業と環境の問題を、産
業にとっての環境とし℃だけでなく、同時に、むしろ人間にとっての環境の交叉域を、産業と環境と

いうフィールドで問題にしょうというのである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業と環境との相互作用域に生じる現象をそ

1
産業一環手触研究

ﾌ方法

の日常性に旧いて観察し、我われの研究対象の

ﾁ徴を示し、かつはこのような現象を研究する

ｱとの現代的な意義を考える。

黒　沢　一　清

i東京工業大学

@　　名誉教授）。

産業一環境系が、産業社会の中に占める構造

2

産
業
社
会
の
メ
タ
構
・
∠
と

的な位置を示し、これを把握するための方法ど

ｵての構造論の概要を示す。まず最初として、 同　上

旭 産業社会の根源（メタ）構造を規定する。

産業社会のメタ構造の規定を受けて本章では、

3
産業社会のメタ原

そうしたメタ構造を規律している原理、すなわ1

ｿメタ原理を論じる。 同　上

産業社会のメタ構造の内容を、多元・重層構

4

産
業
社
会
の
一
般
構
、
∠
』

造として描き、この一般的な意味内容を説明す・

驕B 同　上

旭

実体一構造一形態一機能という4つの次元を

S一：Fスキームの
もって構成されるS－Fスキームの論理と、こ

5
論理と操作

れをオペレーションする方法を述べる。 同　上

以上に議論されてきた産業社会の一一般構造を

6
産業一環境野の構

ふまえて、いよいよ我われの産業一環境系の構

｢を確定しなければならない。ここでは人間一 同　上
・庄

廻 環境系の基礎の上に、この系と産業一環境系と

が統一される構造が示される。

環境を産業・人間にとって外的なモノ、と見

る段階から、本章では、それを八間のタームで

7 意味論的環境 意味理解されたモノと見る、つまり意味論的弓 同　上

境の議論に入る。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前章の意味論の一般的理解の上に、ここでは

8
人間一環境系の総

㈲yび文化環：境

人間一環：境系の全体構造を示す。

黒　沢一　清

産業一自然環境系を支配する最も基本的な諸

法則を規定し、それらの間の構造的関連性を明

9 環境管理の原理 らかにする。法則の階層性と止揚関係である。 同　上

産業一環託言の視野からのユニークな産業分

10
海の産業とその環
F境問題

類を示し＼まずその中の最：も基本的産：業として

ﾌ海の産業の環境問題を議論する。海と人間を

}介する漁業の意義である。
同　上

緑の産業、すなわち林業のもつ環境論的弓問

11
緑の産業と環境問 題の基礎を考える。森林と人間を媒介する林業

ﾌ意義である。 同　上

以上の回章では、人間の外的環境と産業との

12
生命の産業と環境
竭

関連を車として議論してきたが、本章では人間

ﾌ内的環境とこれにかかわる産業としての生命

Y業との関係を考える。医療及び医薬品産業で
同　上

ある。

産業を一般的に取り上げてそれの環境問題を

考察してきたが、本章ではそれらをさらに特定の

13 産業一地域社会系 地域の上でいっそう具体的に考察する。地域社 同　上
会というフィールドが基礎である。

住民、各種産業、自治体等の、具体的な地域
、人間一一産業一自然 に於ける複合体。これこそが人びとの眼前に展

14
　　　oRンプレックスの
Vステム・シミュ

開されている最も具体的な“環境”である。そ
ｱに現われる問題としての環境の背後にある構
｢をモデルに描き、これを用いて実験を試みる。

同　上

レーション システム・シミュレーションの意義と役割りに
ついて論じる。

本講義の全体を総括して、この講義から我わ

15
産業環境系研究の

濠№ﾆ展望

れはいったい何を学んだのか、そしてそうした

m識がこの社会でどういう意味を持つのか、我

墲黷ﾍこれによって、どのよう：な産業的・生活

同　上

的課題を課されることになるのか、等を考える。
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＝経営管理皿＝＝（TV）

　　　　　一経営管理技法の体系一

〔主任講師：．小林靖雄（放送大学副学長）〕

全体のねらい
　経’営管理fは、高度産業社会におげる現代企業の経営のあり方を、経営理念、政策・戦略、管理体

制、組織、経営管理の原理等にわたって明らかにしている。そ群に続いて現出議では、企業経営の構

造的体系に即しながち、経営管理の具体的薬味を説明し、面差論としての経営管理の内容を理解して

もらうことが、ねらいである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
経営管理の機能と

¥造

　』般に経営管理の機能は、企業活動の計画、組
D、指導、統制であると説明される。まずそれぞ
黷ﾌ内容を理解し、さらに対象領域別管理、物的
∠搏I管理と人的・社会的管理、経営構造管理と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（放送大学副学長）．業務活動管理の考え方を説明する。しかも経営管

揩ﾍそれらの総合化として初めて現実に機能する

@　　　べ

　小林　靖雄

C

2
経営管理の歴史的

ｭ展

　経営管理発展の歴史を主としてアメリカについ
ﾄのべるσすなわち19世紀末からのテイラー・
cステム、フォード・システム、人事管理、予算
攝ｧ、原価管理、人間関係論、統計的品質管理の

ﾋ準準準準鍵麟擢零墨霧選誉本企業の経営管理の発展は国際交流によって得る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

同　’上

3 経営管理組織①

　経営管理組織は管理上の機能として静態面と動
ﾔ面の両面から考察される。本章では、管理の全
ﾌを展望するため、静態的組織形態を、トップ・
}ネジメント組織、部門管理組織、事業部制組織
ﾏ員会組織、プロジェクト・チーム等について、
ﾁ徴的に考察する。

同　　上

4 経営管理組織②

　経営管理組織の動態面、すなわち組織形成の原
･の問題をとりあげる。具体的には管理の限界、
ｽ令単一の原則、例外の原則、責任と権限の原則
�ﾆりあげ、それらの結合により組織がいかに水
ｽ的・階層的に分化し、かつ統合されていくかを
ﾌべ、あわせて近年の行動科学的考察の貢献をの
ﾗる。

同　　上

5
経営戦略と経営計

諱i1）

　企業が環境変化に適応するための経営戦略の問
閧�A主として多角化問題としてとりあげ、企業
ヮ禔A子会社設立にもふれる。また長期の心慮の
l察を必要とする経営構造計画のうち、まずプロ
_クト・ライフサイクルの視点と製品計画、海外
幕ﾆ戦略について説明する。

同　　上

6
経営戦略と経営計

諱i2）’

　経営構造計画のうち、拉術研究開発計画、設備
且糟v画、要員計画をとりあげ、さらにそれらを

Dり込んだ長期経営計画の内容を概説する・その

d要性は、第15章の総合管理と密接な関連をも

ﾂ。

同　　上

7 生産管理（1）

　第7章と第8章とで、物的合理化を中心とする
o営管理の内容をのべる。本章では、そのうち技

p的管理、すなわち時間管理、品質管理、物量管

揩ﾆいう、技術的生産管理の特徴を説明する。

同　　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師，（所属・氏名）

8 生産管理（2）

　「かね」の数値、すなわち貨財価値による評価数値に基づく経済的生産管理をとりあげる。具体的には原価管理の内容を説明するが、それは前章の技術的管理と密着して理解される必要がある。あわせて利益管理との関係にもふれる。

小林　靖雄i

9 労務管理（1）

　まずわが国企業の労務構造の特徴を統計により考察する・労務管理は経営を構成する入的従業員、の管理であるが、本章では、懐ず経営内の従業員の物的な入事管理にはじまり、ついで入間関係論の拾頭、行動科学的考察との関連について論じ、今後の発展方向を考える。

同　　上

10 労務．管　理　（2）

　技術的生産管理システムとしてのテイラー・シ．ステムが、いかに：賃金問題と結びついて展開されたかという問題を糸口として、賃金問題と労使関係、賃金と労働生産性との関係、終身雇用と年功序列贋金制度、その平担の変化についてのべる。

同　　上　　き

11 マーケティング管理

　企業が販売市場との接点に澄いて展開するマー

Pティング活動の管理を、・需要予測、広告・宣伝

v画、販売チャネル、物流システムの管理につい

ﾄのべ、さいごに販売活動の統制の特質について

燒ｾする。

同　　上、

12 財務　管　理（1）

　財務管理には、資本調達管理と、総合的経済的管理の2面があるが、本章は資本調達管理をとりあげる。まずわが国資本構成の特徴を、国際比較により明らかにし、ついで企業財務の基本原則をのべ、さらに長期資本調達、短期資本調達、収支計画に澄ける資金繰り管理におよぶ。

同　　上

13 財務管理（2）

　総合的経済的管理としての利益管理ついて、ま

ｸ損益分岐図表を中心に、限界利益計画の内容を

燒ｾする。また、その利益計画との関連で、予算：

攝ｧの内容を説明する。
同　　上

14
経営管理とコンピ

?[タ
同　　上・

15
総合管理と日本の

o営

　前章までの経営管理の各面の内容を総合的経営管理の立場で統括する。その具体的内容は、実体的管理をともなった長期経営計画の策定とそのフォロー・アップとして把えられる。また日本の経営管理がもっている特長、日本の経営土壌との関係を考察し今後の努力の方向を考察して結びとする。

同　　上
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＝人事・労務管理＝（R）

〔主任講師：津田真弓（一橋大学教授）〕

全体のねらい
　実務経験を欠く人々に人事労務管理を理解しやすいように講義することは非常にむずかしい。そこ

でこの講義では全体を3部に分け、第1部では企業経営全体の中に澄ける人事労務管理の役割を明ら

かにし、その上で第2部で人事労務管理の内容を説明する。また第3部で人事労務管理にとって重要

なトピックを取り上げることにする。

回 、　テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

開講にあたって（学習の意義）

1
人事・労務管理の
ﾓ義と課題（1）

人事労務管理の定義

l事労務管理の対象
l事労務管理の位置（経営のサブシステ

津　田　真徴
i一橋大学教授）

ムとしての位置と役割）

経営の組織と管理

2
人事・労務管理の
ﾓ義と課題（2）

経営システムの国際比較

l事労務管理の国際比較

]業員意識の国際比較

同　上

日本の経営システムめ性質

日本の人・事労務管理の性質

3
日本の経営

@　　　システム
日本の企業の性質

坙{の企業経営の歴史（戦後）

同　上

人事労務管理の骨格としての人事制度

経営組織

4 人　事　制　　度 資格制度と職位制度 同　上

人事評価制度

専門職制度

採　用

配置
5 人　事　配　　置 異動（出向をふくむ） 同　上

要員管理
昇進・昇格制度

教育訓練の意義と役割

教育訓練の体系と計画

6 就　業　管　理 教育訓練の実施と評価 同　上

管理者教育

労働時間の制度と種類

休日制度

7 労　働　時　　間 休暇制度 同　上

労働時間の国際比較

女子・未成年者の労働時間
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 入　事　評　価

賃金・給与の意義
ﾀ金・給与の種類
軏{給、職務給、業績給、能率給
博闢磨E賞与
l件費
ﾀ金・人件費の国際比較

津　田三二

9 賃金・給与の管理

従業員福祉制度の意義

]業員福祉制度の種類7

Z宅制度一壷、給与住宅、持家制度

ｶ化・体育・レクリェーション

?tN従業員の心身の健康の問題

同　上

従業員　福祉

解雇、日本の雇用慣行

阡N制
ﾞ職金
驪ﾆ年金
ﾄ：就職制度

同　上

11
定年管理と退職金

ｧ度

労使関係制度

J働組合
c体交渉と労働協約

驪ﾆ内組合
J使協議制

同　上

12 労働組合関係管理

職場の人事労務管理

E場集団の活動
ｬ集団活動、’TQC、　QCサークル

｢米諸国の職場、勤労意欲
同　上

13 従業員意識調査

従業員の軍令化・高学歴化の問題の意義人事労務管理の諸施策一一役：職定年制、能

ﾍ主義管理、選択定年制、専門：職制度、

阡N前教育、定年延長
�I雇用援助制度の利用
阡N制の国際比較

同　上

14 非常用従業員管理

情報技術革命の意義

﨣�Z術：革命の進展の状況と展望

﨣�Z術革命の人事労務管理にあたえ：る

e響
同　上

15
入事・労務管理の

｡後の課題

臨時従業員の意義一臨時工、季節工、社

O工
pートタイマーの管理

h遣社員の管理

ﾅ低賃金制の役割

同　上
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　　　＝労働経済学＝（R）

〔主任講師：古郡靹子（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　このコースではまず労働力の供給、需要、賃金決定のメカニズムに関する近代経済学の基礎理論を学ぶ。

　次に、現実の経済と労働市場に目をむけて、労働市場で実際に生じている諸問題を経済理論と結び

つけて考える。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済的な生産活動は労働力の大きさによって

規定される。ここでは労働力の測定方法、労働 古　郡　三子
1 労働力の構造と変動 力の構造とその長期変動、労働力の高箒化の問 （放送大学助教授）

二等を検討する。

労働供給の量と質、労働供給の変動、労働と

労働力の供給1 余暇の選択、労働供給曲線などを扱う。

2 同　　上

労働供給の分析

近年の労働市場に澄ける構造変化の一例とし

労働力の供給n て女子の労働参加の問題を家計の労働供給プレ

3 一ムワークの中で考える。また女子の労働供給 同　　上

家計の労働供給 と景気変動、税制などとの関係も考察してみた
し（o

生産と労働、労働需要曲線、生産物市場およ

労働力の需要1 び労働市場の競争条件と労働需要の関係、労働

4 需要の弾力性などの問題にふれる。 同　　上

労働需要の分析

5・

労働力の需要巫

Z術革新と労働需要

　技術革新が雇用に及ぼす影響を理論面と実態

ﾊで考える。実態面では諸々の調査を通して最

ﾟに診けるマクロエレクトロニクスの雇用効果

ﾉついてみてみる。

一橋大学教授

ｬ　野　　　旭
@　（放送）

労働供給と労働需要の分析をふまえて、賃金

水準や雇用量が決定されるメカニズムを説明す

6 労働市場と賃金決定 る。 同　　上

7 賃金と回読資本

　労働力の質的側面である人的能力の問題をと

閧?ｰ、入的資本投資の理論、一般訓練と特殊

P練、内部労働市場と日本の賃金慣行等につい

ﾄ言及する。

慶応大学教授

ｲ野　陽　子
@　（放送）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

失業を理解するために失業の定義や把握の方

法を明らかにする。次に失業をその原因に従っ
8 失　　　　　　業 ていくつかのタイプに分類しながら失業と雇用

古郡鞘子の問題について考える。

不完全就業は、潜在失業の一形態として、概

9 不完　全就業
念的に顕在的失i業と区別しなければならない。

A業者のなかに潜在的失業者がいるという分析
中央大学教授

??ｩ　夫
視点に立って、雇用情勢を判断する上での不完 （放送）

全就業の問題を考える。

労働市場に於ける組合の役割、日本の賃金決

10 労働市場と労働組合
定方式、団体交渉の過程などについて言及するd 慶応大学教授・

ｲ　野　陽　子
（放送）

労働市場に存在するいろいろな形の賃金格差

11 賃　金　格　　差
たとえば傘業規：模別、年令別、性別、産業別、

E種別、地域別の賃金格差について検討する。 古郡靹　子

そ

「生産性」が同じ2人の労働者が異なる賃金

労働市場に即ける を受け取るのはなぜなのか。、男女の賃金格差の．

12
差別

問題を例にとって差別の経済理論を概観ナる。、 　壬
E同　　　上・

労働市場の調整機能として労働力移動がはた

13 労働力の移動
す役割》労働力移動に関する理論、労働力移動

ﾌ実態などをみてみる。
中央大学教授

??ｩ夫h
（放送）

国民所得とその労働への分配、’フィリップ曲

14
マクロ経済に澄け

髦J働

線、ケインズの理論と有効需要政策などマクロ

o済学的観点からみた労働の問題を扱う。
一橋大学教授

ｬ、野、　旭
（放送）’

経済発展に伴い産業構造が変化すると、就業

構造も変わる。ここでは経済のサービス化に伴
15 経済発展と労働 う新しい形の雇用の拡大、労働市場の構造変化 古　郡鞘　子

などについてふれる。
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＝経営分析と財務管理＝＝（R）

〔主任講師　小林靖：雄（放送大学副学長）〕

全体のねらい
　企業の資本調達および運用の管理という広い立場で財務管理を扱う。経営分析についてもこの財務

管理との関連で考察する。基礎的、原理的考察を中心とするが、随所で、日本の企業の財務問題にも

ふれて説明する。本科目の履修には、会計学に関する基礎知識をもっていることが望ましい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

財務管理を、企業の資本調達とその運用に関

する計画と統制と解釈し、その歴史的展開にっ

1
財務管理の意義と

o営分析
いて概観する。特に近年の財務的意思決定を中
Sとする財務管理論の研究についてのべ、かつ

小林　靖雄i
i放送大学副学長）

経営分析を財務管理の解析手法として位置づけ、
本講義全体の構成をのべる。

まず、わが国企業の財務構成の変化と特徴を、
かなり長期にわたり、かつ諸外国との比較によ

2
企業財務の基本原

･
って明らかにする。ついで企業財務に関する古
T的原則を、財務流動性（財務均衡）の原則、

同　上

財務安全性の原則、財務経済性の原則について
説明し、かつその相互関連についてのべる。

株式会社企業に澄ける長期資本の調達につい
て、株式、社債、長期借入金による資本調達に

3 長期資本の調達
つき、その内容を説明する。 同　上

短期資本の調達について、まず正味運転資本
の概念を説明し、ついで短期借入金、蓄買掛金、

4
短期資本の調達と
窓煬Jり

その他の短期負債による資本調達を説明する。 同　上

内部資本調達としては、留保利益と毎期の減
価償却費が主要なものであるが、特に減価償却

5 内部資本調達
費に相当する部分の資金化とその設備投資への
[当による“ローマン・ソレフチ効果”について、

同．上

その内容を説明する。

現在の1万円は、預金することによって1年

6 資金の時間的価値

後には1万円以上になっている。この資金の時
ﾔ的価値の求め方を述べる。 　古　川　浩一

結檮H業大学助教授）

資金の時間的価値を考慮した設備投資の経済
的評価の代表的な方法として、割引現金利益法

7
設備投資の意思決
閨i1）

の考え方と計算方法を述べる。
同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属』氏名）

設備投資には必ず伴う将来の不確実性を、投
資計画の中でどのように取り入れ、評価してい

8
設備投資の意思決

閾A
くかを考える。

古　川　浩一

財務管理の手段として、経営分析がどのよう
な意義を持っているかを述べζその発展を辿る。

9
経営分析の意義と

ｭ展 同　上

経営分析の中心をなす企業の収益性を分析し、

10 収益性と生産性分

ﾍ

また価値的生産性を分析する方法を述べ、その
ﾓ義を検討する。

同　上

企業の短期的及び長期的な支払能力をみるた

11

財務流動性と安全性分析
めの方法として、財務流動性と安全性を分析す
髟菇@を述べる。

同　上

企業が資本市場でどのように評価されるかを

12
企業評価と資本市・

述べ、財務管理に診ける重要な概念である資本コストの意味を述べる。

同　上

企業合併は企業間の提携よりも密接な結合で、
当事者企業にメリットを与えると同時に、財務

13 企業合併と財務 面でも難しい問題も投げかける。 村松　司　叙
i三蹟大学教授）

今日では多くの企業が国際的活動を営み、そ
こで最初にぶつかるのが外国為替レートの変動

14 為替レート変動と
総ﾛ財務

問題であるが、この問題をとりあげる。
同　上

前章までの諸考察をまとめ、特に諸外国との

15 ま　　　と　　　め

此較により、日本の企業が直面し、かつ解決すべき財務管理上の問題点について説明し、むす

ﾑとする。

小　林　靖雄
ﾃ　川　浩一
ｺ　松　司　叙
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＝企業と会計1　＝（TV）
管　理　会　計

〔主任講師　洒澤　脩（早稲田大学教授）〕

全体のねらい・

　企業会計には、財務会計と管理会計の二大領域がある。財務会計は、財務諸表を作成し、企業外部

の利害関係者に報告することを目的とするのに対し、管理会計は、企業内部の経営者や管理者に必要

な会計情報を提供することを目的としているbζのような管理会計の全領域にわたって最新の原理と

技法について論述する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 管理会計の意義

　管理会計は、経営管理者が経営計画を設定し
ｽり経営統制を実施するのに有用な会計情報を
?ｬし提供することを使命としている。このた
ﾟ、会計法規や貸借理論には必ずしも拘束され
ｸ、経営管理に最も役立つ会計が最善とされ、
s断に進歩・改善が図られてゆく。

西　澤　　　脩
i早稲田大学教授）

2 経営分析と経営比較

管理会計は1企業の現状分析から着手される。その用具が経営分析で、その中心は財務諸表分

ﾍである。損益計算書や貸借対照表を分析し、
o営成績や財政状態を診断するには、まず各＝種
ﾌ経営比率を算定し（経営分析）、次に標準値
竭O期実績と比較する（経営比較）。

同’

3 利益計画の設定

経営分析・比較の結果を参照して、次期に：画
ｯる目標利益を決定し、それを実現するための
э纃bﾆ費用の大枠を見積る。これが利益計画
ﾌ設定である。ここでは、費用を変動費と固定
?ﾉ分解した後、図表や算式を使用して、費用・
э縺E利益の相関分析を行なう。

同　　上

4 資金計画の設定

　利益計画が設定できれば、その資金面の裏付
ｯを行なうため資金計画を設定する。資金の中
Sは現金資金であり、月次の資金繰計画を設定
ｷる。さらに運転資金の年間計画を設定するた
ﾟ、資金運用表を作成し、運転資金の調達源泉
ﾆ運用先及び増減額を明示する。

同　　上

5 予算管理の新展開

　利益計画と資金計画が設定できれば、それに：
薰ﾃいて詳細な企業予算を編成し、その実現に
wめる。これが予算管理である。旧来の予算統
ｧでは、差異分析による責任追求を偏重縁たが
ﾟ代予算管理では、予算目標達成の動機っけを
d視することが肝要である。

同　　上

6
設備投資の経済性

v算’

　経常予算のほか資本予算も編成される・資本
¥算の焦点は設備投資の経済性計算：であり、十
ｪ野経済性を確認した上で設備投資を決定すべ
ｫである。経済性計算では、特定の投資だけを
ﾎ象とし、全耐用期間中の現金流入額を割引計
Zする手続が新たに必要となる・

同　　上“

7 在庫管理の諸方法

　設備投資と並んで重要なのが在庫投資である。
ﾝ庫投資の管理に当たっては、棚卸しを行なっ
ﾄ、在庫の推移と有高を把握する。次いでA8
b分析を試み、A在庫には経済的発注数量や発
酷_を設定し、科学的に管理するがC在庫の管
揩ﾍ割愛する方が経済的となる。

同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名），

8 販売業積の評価法

　販売業績は、売上高ゐ多寡ではなく販売利益の大小で測定し評価すべきである。そのためには、販売費分析を試み、製品や地域毎に売上総利益から販売費を控除して貢献差益を算出する。このような貢献差益法を使用する、と、従来の純利益法の欠陥を排除できる。

西　澤　　　脩

@　　　　　　　君

9 研究開発費の管理

　新製品販売によみて企業成長を図るには、研究開発を重視しその管理を徹底させるべきである◎そのためには、研究開発の原価計算によって研究開発費の実態を把握した後、研究プロジェクト別に計画設定と予算管理を試み、最後に費用効果分析でその効率を測定する。

同　　上

10 製造原価の管理

　製造墨継を管理しその削減に当たるには、製造原価計算の徹底が前提となる。原価管理を推進するには、実際原価計算のほか、標準原価計算、直接原価計算、標準直接原価計算が必要どなる。そ’の外、特殊原価調査によるコストダウンもぜひ推進すべきである。

同　　上　　　　　　7

11 物流費の管理

　コストダウンの宝庫として、近年物流費の削減が社会的関心を集めでいる。輸送費や保管費．：などの物流費に対して、原価計算：や予算管理や採算分析を適：晒すると、大幅な原価削減が可能となる。その結果、売上高を急増させたのと同一の利益効果が実現できる。

同　　、上，

12
生産性分析と成果

ｪ配

　投入と産出の比が生産性である。産出を付加価値で測定し、投入を人数で把握すると労働生、産性が判明する。生産性が向上し、付加価値が増加すれば、その成果を関係者に分配すべきである。特にラッカープランを活用すると、生産性向上の意欲を高めるζとができる。

同　　上

13
ゼロベース予算の，

ｱ入

　低成長時代の管理方式として、ゼロベース予算（ZBB）が登場した。従来の既得権主義による弊害を打破し、グランドゼロから予算を編成する：方式がこれである。ZBBを導入するとゼロ思考による経営革新が断行でき、マンネリ経営を排除することができる。

同　上

14
事業部制に：よる利

v管理

　分権管理の完成形態として、事業部制が開発され実践されている。事業部を「会社の中の会社」として利益管理を行なうには、事業部制会計を導入し、事業部利益の形で業績を評価すべきである。そのため、新しい利益管理技法を開発し採用することが必要となる。

向　上

15 これからの管理会計

　果たして管理会計は、21世紀に向ってどのように発展してゆくだろうか。管理会計と隣接諸学との学際研究が強力に展開されることは疑いない。情報会計、意思決定会計、入的会計な‘どがそれであるが、最も注目されるのは行動会計一特に動機づけ会計であろう。

同　　上
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　　　　　　　　　　　　＝企業と会計』＝（R）
　　　　　　　　　　　　　　　　　税　務　会　計

　　　　　　　　　　〔主任講師：富岡幸雄（中央大学教授）〕

全体のねらい
　企業の会計には、財務会計と管理会計のほかに、税務会計がある。企業の税務会計は、課税の基準、
となる課税所得の計算：、課税財産の評価を目的としている。この税務会計め仕組みと体系を、企業の

組織形態と経営行動の実際に即応しながら具体的に論述する。その際に、企業の合理的な税務対策へ

の役立ちをも配慮していきたい。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　容て 担当講師
i所属・氏名）

1

企業経営と税金問
闊齔ﾅ務会計の意
`と役割一一

　企業の経営において税金を無視することがで
ﾈいともに、我が国の企業経理の実際は、税法
K定や税務上の取扱から大きな影響を受けてい
驕B税金の意味と種類、企業の経営形態と所得

ﾛ税の態様、法人税制の仕組み、企業経理と課
ﾅ所得の計算の関係等を説明する。

富　岡　幸雄
i中央大学教授）

2 営業活動と税務

　企業の主たる経営活動である販売・請負・役
ｱ提供により獲得される収益の計上の仕方にっ
ｫ、それぞれの取引形態に区分して解明する。
?株ﾌ売・延払条件付販売、建設請負、不動産
ﾌ仲介斡旋報酬、技術役務の提供報酬等につい
ﾄは、特別な税務上の取扱がある。

同　上

3 財務活動と税務

　企業の本業以外の活動である証券投資・金融
且早E不動産投資等による収益の計上が問題に
ﾈる。株式投資の法人間配当の無税をはじめ、
ﾝ付金利子、固定資産譲渡益、受贈益、債務免
怏v、受取保険金、還：付金収入等については、

ﾛ税上、特別な取扱がある。

同　上

4 在庫投資と税務

　企業の在庫投資である商品・製品など棚卸資

Yの経理は課税上重要である。商品・原材料等
ﾌ購入品の取得価額、製品　半製品・仕掛品等
ﾌ生産品の製造原価による取得価額の決定、売
繻ｴ価を計算するための在庫品の期末決算評価
ﾌ仕方が問題となる。

同　上

5 設備投資と税務

　企業の設備投資である土地・建物・機械装置
ﾈど固定資産の経理も課税上重要である。固定
綜Yの取得価額の決定、修理・改良等の支出の
?掾A通常の減価償却費の計算のほか、特別償
pや投資税額控除など投資減税、特別の場合に
ﾍ圧縮記帳の経理処理がある。

同　上

6 入事給一与費と税務

　企業の止出する給与は、受給者の身分・給与
ﾌ支給形態・経理方法により課税上の取扱が異
ﾈる。役員報酬・従業員給料、役員賞与・兼務
��ﾜ与・従業員賞与、役員退職給与・従業員
ﾞ：職給与のほか、退：職金共済、退職年金ととも

ﾉ、福利厚生費の解明が必要である。

同　上

7 販売促進費と税務

　企業の支出する販売関係費は、その支出の態
l、支出の基準、経理方法により課税上の取扱
ｪ異なる。売上割戻し・広告宣伝費・景品費・

ﾌ売奨励金・情報提供料・現地案内費・諸種：の

?c費と、課税対象となる交際費とを区分する
ｱとが重要となっている。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

企業が支出し又は負担するもののうち、．損金

計上の時期・限度・制限につき多様なルールの

8 特殊諸経費と税務
存在する項目がある。試験研究費・開発費、新
粕ｭ行費・社債発行費、営業＝権の取得費、貸倒 富　岡　幸雄

損失、寄付金、租税公課、各種保険料、海外渡
二二、損害賠償金等である。

企業は適正な期間費用を計算するため見積将
来費用を引当金として設定する。税法が損金設

9 引当金設定と税務
定を認めているのは貸倒引当金、返品調整引当
焉A賞与引当金、退職給与引当金、特別修繕引

同　上

当金、製品保証等引当金である。ほかに、特別
なものに価格変動準備金等がある。

企業経営の発展は、その組織形態として、親
子会社・系列会社・グル一一プ会社を形成してい

10 関係会社と税務
る。この関係グループ会社間には、特有な取引
竡走{取引があり、金銭・減価償却資産・土地

同　上

等の賃貸借、人件費・管理費等の経費分担等を
めぐる特殊な税務問題がある。

経済の国際化の進展と国際的事業活動の拡大
による国際税務問題が重大化している。海外に

11 国際活動と税務
進出している日本企業に対する国際二重課税の
r除、日本に進出している外国企業に対する課 同　上

税、タックス・ヘイブンやトランスファー・プ
ライシィングの規制問題がある。

少数の大株主により経営が支配されている同
族会社はオーナー型企業が多い。この同族会社

12 同族会社と税務
には、留保金課税・行為計算の否認・特別取扱ルールがある。会社役員間の金銭貸借、土地建

同　上

物の貸借・売買など、課税上、問題と：なり特別

に留意を要する課題が多い。

個人企業は事業所得に所得税が課税される。
事業所得の計算は、収入金額・必要経費とも法

13 個人企業と税務
人企業とは異なっている。正確な記帳に基づく
ｽ実な申告納税をする青色申告制度の精神と要

同　上

件・特典、みなし法人課税制度の仕組み・課税
上の理解が必要である。

オーナー型企業の経営者の世代交代期を迎え
企業相続に対する相続税が深刻な問題となって

14 事業承継と税務
いる。・事業承継税制の創設による中小企業の相

ｱ税制の改善がなされ同族会社の株式評価方法・
同　上

個人の小規模宅地評価が改正された。取引相場
のない株式の評価が重要である。

現行の税制・税務会計制度の問題点と改革課

15
企業税制の改革問
闊黷ｱれからの税
ｱ会計の課題一

題を考える。現行の法人税制とその問題点、企
ﾆの経済的実態に適合するように法人税制を改
vし中小企業税制と大企業税制の区分構築、税
ｱ会計制度の見直しによるタックス　エロージ

同　上

ヨン（課税の侵食化）の解消をめざす。
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＝マーケティング＝（R）

〔主任講師：大沢　豊：（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　マーケティングという言葉はいつ頃から使われ始めたのか、現在それは』般にどのように理解した

らよいのか、さらに学問としてのマーケティング論は、どのように体系づけられるのかを明らかにし、

その上で企業のマーケティング活動をとりまく環境と、意思決定者の直面する諸問題を理解し、分析

していく上での基礎的な知識について論ずる。

画 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

々一ケテイングという用語の発生のいきさつ

1
マーケティング思
zの発生と展開

をたどり、それが企業の具体的な行動を指すも

ﾌではなく、一・つの理念であることを明らかに

ｷる。初期のマーケティング理念と現代マーケ

大　沢　　　豊：

i大阪大学教授）・

ティング理念との差を、歴史的に検討する。

学問としてのマーケティング論を体系づけよ

2
マーケティング論

¥成の視点

うとするとき、いるいうな視点に立ってそれを

¥成していくことができる。米国に弔いて一般
Iなマネジリアル・マ燃ケティングもその一つ

同　上　　　・

であるが、もっとマクロな立場で議論を組立て
ていく。

マネジリアル・マーケティングの立場で企業の
マーケティング環 マーケティング活動をとらえようとするとき、

3 境とマーケティン マネジャー・にとって与件として考えられなけれ 同　上

グ手段 ぱならない環境と、意思決定の対象となりうる

闥iとを区別して考案するのが、もっとも便利
である◎

自由主義経済を基幹とする国々では、何らか
政府による規制 の形で競争を制限する行為を禁止する法律をも

4 一マーケティング っている。世界各国の競争制限禁止政策を見る 同　上

環境1一 とともに、わが国の独禁法の沿革をたどり、そ

の法律の意図するところを明らかにする。

5

流通機構の形成と
､慣習

　不公正な取引方法に関する禁止規定、景品や

¥示の問題に対する規制の内容について、事例
�?ｰながら考察する。 同　上

一マーケティング
環境2一

一企業Q立場で、流通機構を変えていくこと

市場と競争 はできない。それは歴史的、風土的、あるいは

6 一マークティング ・法制的に影響を受けながら変遷をくりかえして 同　上

環境3一
いく。日米の流通機構の比較を通じて、日本の

ｬ通機：構の特質を考察する。

日本的取引慣行として、どのようなものが挙

消費者行動 げられるか。いくつかの事例を見ながら、取引

7 一マーケティング
慣行というものがその国の風土と深いかかわり

№｢をもっていることを明らかにする。大規模
同　上

環境一 小売店舗に対する規制など、日本における国の
流通政策の違いについて論じる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

’マーケティング担当者は、競争企業の意思決

情報の収集と分析 定を左右することはできない。競争市場での成
8 一市場調査一 果を記述するモデルについて概説する。 大　沢　　　豊

消費者はマーケティング担当者の最終目標で

情報の収集と分析 ある。その消費者は経済学で仮定ずるような合

9
一需要予測一

理的行動をとるとは限ら：ない。しかもすべてが

ｯ質であるとはいえない。市場細分化は異質的な
同　上

市場に対応する企業の適応であるといってよい。

意思決定に必要とされる情報は社内で得られ

10
情報の収集と分析一市場調査一 るとは限らず、調査によってこれを入手しなけ

黷ﾎならないことが多い。市場調査技術は、対象の選択（標本調査論）と質問票の作成の両面で、

同　上

プロフェッショナルな知識の上に成立っている。

将来の不確定な状況について、何らかの形で

11
情報の収集と分析一需要予測一 予測を行：なうことが要求される。短期的な予測

ﾆ長期的な予測とでは、自から異ったタイプの

阮@が適用される。コンピュータの発達によっ
同　上

て予測技術は進歩しつつある。

現在の企業では、単一の製品またはサごビス
のみを提供していることは極めて稀である。製，

12 新製品開発 品開発は、市場細分化のための戦略と、多様化
�ﾚ指した戦略とが考えられる。製品の特性を

同　上

どう把えたらよいか、製品属性分析の手段にも
ふれる。

広告実務に：おいては、広告活動を他のマーケ

ティング変数と切り離して論ずることが多い。

13 広告計画 ここではそれらの実務で多く利用される基準と 同　上
その問題点を考え、同時により総合的な立場か

らの意思決定モデルに言及する。

個々の企業にとって価格決定の自由度はその

14
価格政策と地域マ

[ケティング

市場が競争的であるか寡占的であるかによって

ﾙなる。価格決定の実務的基準のいくつかを概
烽ｷる。

同　上

地域マーケティングでは消費者の空間的行動
を分析するためのモデルを考察する。

ケネディ大統領による消費者の権利の保護の

提唱以来、国や公共団体による施策がとられて

15 企業と消費者 きている。国や企業はその権利を保護ナる責任 同　上
を負うと同時に、消費者の側でもそれに応じた

知識を自ら身につける義務があろう。
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＝経 営 組 織　　論＝・（R）

〔主任講師：森本三男（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　経営組織の構造と行動に関する諸問題を理解してもらうよう努める。全体の前半部分は主として理，

論的命題の説明に充当し、後半部分は主として実践的課題の分析に向けている。現代が組織社会であ

ることに留意するζととともに、組織が変動する環境に主体的に適応する動態的システムであること

を重視する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 経営組織の意義

　経営組織がどのようなものであるかを概観する。

燒ｾのキーワードは、「経営」と「組織」であり、

燉eの特質を、個人と組織の関係、協動の意義と

K要性、組織の要素などの点から論及する。

　森本　三　男

i青山学院大学教授）

2
経営組織論の発展
ﾆ系譜

経営組織に関する研究がどのように発展してき

ｽかを概観する。そのため、数種の学説分類をふ

ﾜえた上で独自の分類を呈示し、それぞれの学説

ﾌ内容を説明する。その際、諸学説が発展的系譜

�`成していることに留意する。

同　　　上

3
経営組織の構造（1＞

@　一設計原理

　構造論は組織の解剖学であり、公式・静態的諸

ﾖ係を問題にする。（1）では、構造の意味と設計原

揩�燒ｾする。数個の原理について、その内容と

竭闢_、組織に対する含意、批判者による批判点

ﾈどを説明する。

同　　　上

4
経営組織の構造（2）

@　一組織形態

　組織構造の具体的類型である組織形態について

燒ｾする。組織形態には種々のものがあるが、そ

黷轤ﾍたんに羅列的に存在するのではなく、一定

ﾌ発展的関係をもっていることに留意する。

同　　　上

5 経営組織の行動

　行動過程論は組織の生理学であり、公式な動態

ﾖ係を中軸にするが非公式な人間関係のまつわる

ｮ的状況を問題にする。その状況を、意思決定、

Rミュニケーション、影響力、コンフリクト（葛

｡）などの諸点からとらえてみる。

同　　　上

6 経営組織と環境

　組織は、環境と相互作用することによって存続

ｷるオープン・》！ステムである。このような組織

ﾉとって、環境とはどのようなものであるか、環

ｫ適応とは何をすることであるかを明らかにする。

同　　　上

7 経営組織の有効性

　組織有効性とは何かをまず明らかにする。つぎ

ﾉ、組織有効性に関するいくつかのモデルをとり

?ｰ、それらの内容と問題点などる順次説明する。

ﾆり上げるモデルは、目標モデルとシステム・モ

fルに2大分される。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当、講師
i所属・氏名）

8 経営組織の成長

　組織には盛衰があり、成長が望ましい状態である。域長はどのようなことをさし、どのように測定するのかを理解する。組織成長について庵いくつかのモデルがあるので、それをとりあげて、内容と問題点などを説明する。

　森　本　三　男。（青山学院大学教授）

9 経営の組織戦略

　組織の有効性を高めあるいは組織成長を実現するための基礎になるものは、組織戦略である。組織戦幣の基本命題と、主要な戦略内容を説明する。戦略は、組織構造設計戦略と組織環境操作戦略に2大分される。

同　　　上

10 経営組織の環境適応

　組織の環境適応について、主としそコンティンジェンシー理論（状況適合理論などと訳されることも語る）の成果を用いて説明する。技術と組織構造、規模と組織構造の間に強い適合関

?ｿるとする知見が多鳳その内容を紹

同　　　上

11 経営組織の中枢機能

　大規模経営組織に論ける》戦略的適応の中枢となる部分をとり上げる。具体的には、経営者組織・戦略スタッフ組織、戦略的事業単位、研究開発組織などについて、その現状、問題点、澄よぴあり方を検討する。

同　　　上

12 経営組織の動態化

　もともと活動のシステムであ為組織に堰いて、なぜ動態化が問題になるのか、組織の硬直の原’

�ﾍどこにあるのかを明らかにするとともに、動態化の具体的方法であるプロジェクト・チ＿

?E小集団活動、社内ベンチャー等について説明する。

同　　　上

13 経営組織の人間化

　入間の集合である組織において、非人間的現象もしくは人間性疎外が：なぜ生じるのか、入間化とは基本的に何をすることであるかをまず理解する。その上で、職務拡大、職務充実、参加などの具体的方策を検討する。

同　　　上

14 経営組織の国際比較

　組織の風：±：は、各国の文化的背景によって強く影響される。この章では組織の国際比較について方法上の検討を加え、ついで主として日本的特性の説明をおこなう。日本の経営組織は、部門的思考のような構造特性と、りん議的決定のような行動特性をもっている。

同　　　上

←15 経営組織の国際化

　国際化は・経営組織にどのようなインパグトを与えるであろうか。国際化によって各国別の特性は消滅するとの考え方（収れん説）と、新しい異質の風土が遂次創発されていくとの考え方がある。それらについて考察を加えてみる。

同　　　上
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＝経営戦略＝（R）
　　　　　　　　　　〔担当講師：河野豊：弘（学習院大学教授）〕

全体のねらい
　経営戦略とは、企業が環境にどのように対応し、どのような製品やナービスを提供するかを決定する
ことである。即ち製品構成を決定し、そのための新製品を開発し、後方への垂直的統合や前方への垂直
的統合をどうするか、海外に子会社を設けるか否か、競争戦略をどう進めてゆくかなどを決定すること
である。

　戦略的意思決定は前例のない一回限り意思決定であり、企業の業績に大きな影響を与える。そのよう

な意思決定をどう行なうか、をこの科目では研究する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営戦略の必要性

1
経営戦略の概念と

嵭ｪ的意思決定

経営戦略の体系

嵭ｪ的意思決定の特徴
河　野　豊　弘

i学習院大学教授）

@、

重要な情報の選別

環境の分析一機会 戦略情報の体系

2 と脅威 情報源 同　上

収集と処理と伝達

強みと弱みの分析の体系

3
自社分析一強みと PPM分析の例

ｪ析の方法 同　上
弱み

目標・方針の体系

基本目標の水準の決定

4 基本目標の設定 戦略上の問題点 同　上

製品構成の類型

5
製品構成の決定と

V製品開発

製品構成と業績

ｽ角化と組織 同　上

新製品開発ρ成功と失敗

開発のプロセス

6 ノノ 開発の組織 同　上

垂直的統合の意義

統合の原理

7 垂直的統合 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

多目籍企業経営の原理

8 多国籍企業経営
適する領域

ｬ功と失敗の要因 河　野　豊：弘

競争の起る理由

9 競争戦略
競争の武器

同　上

競争についての原理

競争の具体的展開
10 〃

同　上、

資源構造の領域

内的強化と外的強化

11 体質の強化 組織文化の変革 同　上

評価の要素

評価の方法

12 戦略の評価 同　上

実行計画の要素

資源獲得と権力

13 実行計画 センターの動員 同　上

動機づけの原理

14
戦略計画に：おける

ｮ機づけ

動機づけの実際

?Q対立の解決 同　上

トップマネジメント

企画部門

15 戦略計画と組織 プロジェクトチーム

ﾐ内ベンチャー
同　上
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　　　　　　　　　　　＝・生産管理とOR＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：秋庭雅夫（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　生産に当って、市場の要求に適合する製品の産出、材料・動力・設備などの効果的：な活用、作業者

の人間性尊重などの課題に応えるために、生産とその管理の活動を適切に計画し、運用していくため

の考え方、方式・方法を説き、また、それらを統合するシステムについて示す。さらに方法論として

のORの概要を紹介する6

面 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

生産とは何か。生産管理とはどのようなこと

1 生産管理

をするのか、特性（品質、数量、時間、金額）
ﾌ管理と過程（材料投入、工程稼働、製品産出） 秋　庭　雅　夫

の管理とを組み合わせた考え方ととらえ方を示 （東京工業大学教授）
す◎

生産管理のとらえ方に基づいて、各種の生産

方式の区分体系の考え方を示し、また、それぞ

2 生産：方式 れの生産方式の特徴を説く。さらに、・今までの 同上
生産方式の移りかわりと、現在の課題を示す。

市場の要求を分析し、そこから製品に何が期

待されているのかを導き出す方式とその結果を

3 製品企画と品質管理 示す。さらに、管理図法、抜取検査など品質管 同上
理の基本を示す。

工程図記号に基づく工程図の作成方法を示し、

生産工程の改善への活用方法を例示する。

4 工程分析 同　上

作業分析、既定時間法、標準資料法などを示

し、作業方法・時間の設定と標準化について説
木　村　俊　郎

5 作業管理 く。それに関連して、複式活動分析の考え方と

?pのしかたを示す。
（国際協力事業団）

設備能力の決定問題について、待ち行列モデ

6
待ち行列と設備能

ﾍの決定

ルと確率モデルの導入の必要性を説く。M／M

^1型の待ち行列理論、一般の待ち行列問題に
ﾂいてモンテカルロシミュレーションによる方

横　山　雅　夫

i放送大学助教授）

法に：ついて説く。

作業負荷を平準化するためのうインパランシ

ングの手法について説く。ラインバランス効率、

7 ラインバランシング 山崩しの考え方とともに、ジャックソンの列挙 同　上

消去法診よび位置重み値を用いる方法について
説く。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
線形計画法による

ｶ産計画

　生産：計画に論ける意思決定の線形計画法によるモデル化をとりあげる。具体的解法の手段として、図式解法、シンプレックス法による解の

≠ﾟ方について説く。
横　山　雅夫

9

スケジュ・一リング

iジョブ・ショップ　・タイ　プ）

　n個の仕事、m個の機械があるときにガント

`ャートによる可能な加工順序を示しながら、

竭閧ﾌ意味を説く。また、ジョンソンの解法に

ﾂいて例示する。
同　上

10
スケジューリング’

{彩クト）

　プロジェクトに含まれる仕事の先行順位が与

ｦられたときの進度管理を行なう手法として

oERTをとり毒げる。アローダイヤグラム、日
�v算：、・クリティカルパス、入員配置、3点見

ﾏり、時間短縮の求め方とその意味を説く。

同　上

11 作業割当と輸送計画

　線形計画法に山ける最適割当ての問題、輸送問題をとりあげ、それらの実際的意味を解説す

驍ﾆともに、わずかの計算努力で解くことので

ｫるハンガリア法などのアルゴリズムについて
烽ｭ。

同　上

12 資材調達

　資材調達に関する各種資材発注方式について

ｦす。また、それと関連して、在庫を持つ要因

ﾌ分析とその排除の取組み方について説く。さ

轤ﾉ、外注への考え方と管理の課題を示す。
秋　庭回　夫

13 在庫管理

　在庫要因の立場から在庫モデル澄よび生産・

ﾝ庫管理方式の考え方を整理する。また大量効

ﾊに基づく経済発注量の求め方、需要、り一ド

^イムの不確実性に基づく発注点のシミュレー

Vョンによる求め方について説く。

同　上

14 生産合理化

　目標を重点的に展開して生産を合理化する方式、対策の体系的な選定について示す。

同　上

15 生産自動化

　生産自動化の構造を示し、トランスファ方式、群管理方式などめ方式ならびに機器を例示する。さらに、自動化の経営効果とそこでの課題につ

｢て説く。

　　同　上

ｺ　地　脩　亮
i末廣技研㈱社長）
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二三　営
〔主任講師：大澤

科　学＝（R）

豊：（大阪大学教授）〕

全体のねらい
．企業が生産、販売、財務などめそれぞれの領域におい一ご合理的な意思決定をしょうとすれば、企業

経営を取りまく経済環境をはじめ、その決定に影響を与えをさまざま毒白白を分析し、それらを表現
する数量的なモデルを構築し、その上でいろいちな代案を検討することが必要である。この種のモデ

ルがどのように役立つかを、数値例を使って、実際に電卓などを利用して計算しながら、具体的に議

．干していきたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講・師
i所属・氏名）

「経営科学」という言葉は、一般にはオペレ

1 は　　じ　　め　　に

一ションズ・リサーチ（OR）と同義語として
ｵわれることが多い。本書では企業行動の経済
ｪ析も含めて、企業経営に澄ける意思決定の経

大　澤1　豊ビ
i大阪大学教授）

済的側面に重点を澄いたモデルに焦点を合わせ、

数値例を実際に計算しながら理解していく。

幾種類かの生産要素を結合することによって、

2 生　　産　　関　　数

製品が生産される。この際の生産要素の量と製

iの生産量との関係を表現する関数が生産関数

ﾅある。コブ・ダグラス型と呼ばれる生産関数

　宮　下　藤太郎

i青山学院大学教授）

が、実証的な分析ではしばしば採用される。

競争市場では、一事業の立場でその製品の価

格を自由に決定することはでぎない。市場価格

3 需　要　　関　数 が与えられたとき、どれだけの需要があるかを 同　　　上

赤すのが需要関数である。需要の価格弾力性を

使った指数タイプの需要関数がよく利用される。

生産関数、需要関数が与えられ、さらに企業

の費用関数が示されれば、企業が利益を最大に

4 企業行動モデル するためには、どれだけの生産を行えばよいか 同　　　上

が計算される。さらに資金制約がある場合には

どうなるかを考える。

需要関数に価格だげではなく、広告費の支出

による影響をも含めてモデル化することも可能

5 広告の需要弾力性 である。その場合の企業の最適政策を議論する。 同　　　上

生産計画の問題を、線形計画モデルによって

6
線形計画　　（ユ）

ﾅ適’生産計画

定式化する。その場合、どのような仮定の上で

cfルが構成されているかを検討する。 大　澤　　　豊：

線形計画の問題の基本的な解法としての単体

7 線形計画　②
P体法による解法

法を、具体的な数値例によって、単体表と呼ば

黷骭v算表を構成しながら、開設する。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
’担当講師（所属・氏名）

単体法によって得られた解のもつ意味を、単

7 線形計画　（3）
o済学的意味づけ

体表の最終段階で得られる条件を吟味しながら

lえる。 大　澤　　　＝豊

線形計画の一つの特殊なケースである輸送問

線形計画　（4） 題について、説明する。また整数計画問題にっ
9 輸送問題とその解

?@
いても議論する。 同　　　上

ゲームの理論（1）
10 競争のもとでの 小　山　昭　雄

合理的行動の分析 （学習院大学教授）

ゲームの理論（2）
11 ゼロ和2人ゲーム 同　　　上

とその解決法

統計的意思決：定論（1）

12 不確実な条件下で
ﾌ意思決定の問題

同　　　上

13
統計的意思決定論（2）

﨣�@の　価値 同　　　上

シミュレーション（1）

14 モンテ・カルロ 大　澤　　　豊：

シミュレーション

シミュレーション（2）

15 システム・ 同　　　上
“タイナ，ミ　ックス
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　　＝システム工学＝・（TV）
〔主任講師：浅居喜代治（大阪工業大学教授）〕

全体のねらい

　大規模・複雑なシステムの計画・設計・運用のためのシステム工学への理解を深めるために、まず、

その発達の歴史・アプローチ・応用例を示したのち、次にアプローチの順に各段階での方法論を説明

し、終りに最近の総合的な実際例を挙げて、系統的かつ具体的に坪網を進め、システム概念の把握と、

システム思考の基礎を与えようとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
序　　　　　　論

Vステム　とは

　まず序論として、本講義の目的・意義・全体

ﾌ構成について述べ、続いてシステム工学の対

ﾛであるシステムとはどういうものかを説明す

驕Bシステムについては、その定義、種類、巨

挙Iな特性などを、例を挙げつつ解説する。

　浅　居　喜代治

i大阪工業大学教授）

2 種々のシステム

　まず、システムをハードシステムとソフトシ

Xテムとに分け、両者の関係について述べ、次

ﾉ、構成要素や構成法などにより分類されるシ

Xテムを例示する。続いて、システム工学が対
ﾛとしている現実のシステムを、例を挙げつつ
燒ｾする

同　　　上

3 システム工学とは

　まず、システム工学の発達を歴史的にながめ、

Vステム工学が複雑・大規模なシステムの計画・

E設計・運用の技術として必要であることを述

ﾗ、次に、システム工学の考え方を、他の種々

ﾌシステム科学や技術と対比しつつ説明する。

同　　　上

4 システム工学の
A　プ　ロ　一　チ

　前回でのシステム工学の考え方に基き、シス
eム工学のアプローーチを、例を挙げつつ説明し、

ｩつアプローチの各段階で用いられる方法論に
ﾂいて概説する。特に、以下の講義に含まれな
｢システム手法については、ここでその考え方
�燒ｾする。

同　　　上

5

システムの表わし

禔iシステム・モ
fリング）

　システム工学のアプローチの初期の段階に損
｢て、取扱うシステムを数式や図などによって
¥現するモデリングについて、考え方、一般的
壕ﾓを述べ、さらに、数学モデルや図的モデル
ﾈどについて、例を挙げつつモデリングのアプ
香[チを説明する

平　井　一　正

i神戸大学教授）

6

種々のシステム「　＿　モアル

　まず、システム・モデルを、表現形式・目的

E表現特性から分類し、それぞれについて例を

ｦしつつ概説する。さらに、代表的なモデルに

ﾂき、目的・意義を、その作り方とを例を挙げ

ﾄ説明する。

同　　　上

7 構造モデルとグラフ

　前回までに概説されたシステム・モデルのう
ｿ、特に大規模システムの構造を部分システム

ﾔのつながりとして表現する構造モデルについ
ﾄ述べ、次に、それの有力な方法論として、グ
宴t理論とグラフとについて例を挙げつつ説明
ｷる。

寺野寿郎
i法政大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師（所属「・氏名）

8 フアジイ・モデル

　システム・モデルのうち、特に社会や企業のシステムあるいは入間行動などのモデルとしてファジィ・モデルを取り上げ、その意義・理論・種：類などを例を示しつつ説明し、さらに、モ

fル作成上の問題点と注童とを述べる。

平　井　一　正

i神戸大学教授）

9
システムの特性と
�@　析　　　（1）

　種々のシステムの基本的な特性のうち、ここでは、安全性・可制御性・可三二性・感度を取り上げ、それぞれの意義・モデルによる解析法を述べ、これらがシステムの計画・設計・運用上どのように取り扱われるのかに触れるる

寺　野寿郎1
i法政大学教授）

10 システムの特性と
�@　析　　　（2＞

勃々のシステムの基本的な特性のうち、ここ
ﾅは・信頼性・保全性・安全性などを取り上げ、それぞれの意義・モデルによる解析法を述べ、これらがシステムの計画・設計・運用上どのよ

､に取り扱われるのかに触れる。

同　　　上

11
良いシステムめ求

ﾟ方
iシステム最適化）

　前回の「システム解析」の結果に暑い℃できるだけ良いシステムを求めるためのアプローチについて研説し、’利用される種々の方法論を例を示しつつ説明する。さらに、このシステム最適化法の一部が、システムの最適運用にも用い得ることを示す。㌧

浅　居　喜代治

12 シミュレーーション

ﾆ試行法

　前回のシステム最適化法のうち、システムの目的を示す関数（目的関数）が数学的に定まらないときに用いられる計算機によるシミュレーションの手法を、例を挙げて説明し、さらに、シミュレーションめプログラムを作るのに必要な試行法について述べる。

同　　　上

13
システム・
@　　“@　ダイナミクス

　社会・都市・産業などの複雑’・大規模システムの動的かつフィードバックの状況を示す構造モデルの方法論として、システム・ダイナミクスの考え方と理論とを説明し、、さらに、この方法論に基づくモデリングの方法について述べる。

榛　沢　芳　雄，

i日本大学教授）

14
都市システムへの

棊p 同　　　上

15
OA、　FAのシス
eムへの応用
ﾜ　　　・と　　　め

　最近発達しつつあるオフィス・オートメーシ
㏍刀iOA）ならびにファクトリー。オートメーション（：FA）のシステムの計画・設計・運用に・システム工学をどのように適用すればよ，いカ・を、例を示しつつ説明する。

@澄わりに、以上15回の講義の要約を行う。

浅井　喜代治
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人　間　工　学 （TV）

〔主任講師：加藤一郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい
　人商工学というのは発生的に二つの面をもっている。労働科学と経営工学がそれである。

　しかし時代は推移しつつあり、大きな転回をみせようとしている。それは人間福祉への傾斜である。

もちろん人間工学も新たな変化に対応しつつあるが、私は少し視野を広げ、人間と人間のあり方に焦点

を合わせたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間は工学とどのようにかかわってぎたか。人

人間工学とは 間機械論から人間システム論に至る人間と機械の 加　藤　一　郎

1 問題について述べ、これからの展開に対する理解

一人間尺度 を深める。 （早稲田大学教授）

㌔

人間機械論は、人間を外部から左がめ、一種の

ブラックボックス ’機械として理解してゆくのが特徴である。技術の

2 としての人間 進歩にさきえられて変遷し近代に至るその歴史と 〃

一自動人形 現状を展望する。

学問の分化と共に、人間を内側から理解するこ

内側からみたく体 とに重心が移った。レオナルドの解剖から近代の

3 電気生理学に至る流れは、生理工学として現代的 〃

一生理工学 展開をみせはじめた。

人間の頭脳とコンピュータの間には大きなギャ

脳のサイバネティ ップがあるが、その一部を代行させることはでき

4 クス る。人工知能の開発と、それによる脳機能の理解 〃

一人工知能 の試みについて述べる。

皮膚感覚の特異説は根拠のうすいモデルとなり

情報チャンネルと つつある。，これを例に、仮説・検証のプロセスを

5 しての皮膚 呈示する。代行情報チャ／ネルとしての応用と官 〃

一官能検査 能検査の人工化などにふれる。

骨生成の電気機械的メカニズム、筋の講造特性

骨と筋のメカニズム などの特有な性質をしらべる。また、これらの代

6 替機器としての人工関節や人工筋についても紹介 〃

一入工関節・筋 する。

人間の体内では、神経によって情報が伝達され

身体リズムの ている。神経に電気刺激を与えて心臓や腸管など 内山明彦
7 メカニズム のリズムを制御し、痛みをおさえるなど、人工的

一電気刺激 な身体制御も可能である。 （早稲田大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当r講師
i所属・氏名）

血液循環系を購成している心臓、血管、血管網

血液循環系のメカ r肺などのメカニズムと機能を工学的に解説し、あ 土　屋喜　一・
8 ニズム わせて心臓病治療と医工学、人工臓器の現況にっ

一入工心臓 いても言及する。 （早稲田六学教擾）

1

発声のメカ三ズム・
言語が人間システムの中でもつ特質と、言語の

u造、言語の習得、思考と言語の関係、さらに、
白井克彦9 音声発生の機購と、野洲的に音声を発生させる方

一入工の口 法について述べる。 （早稲田大学教授）

‘

＝聴覚の機構と、その心理現象を含めた複雑な機

聴覚のメカニズム 能について、工学的な立場ふら考察する。さらに

10 音声の理解と人工ρ耳の可能性について言及する ”、

一入工の耳

われわれは物を見てその形を知り、意味を理解

視覚のメカ昌ズム し、色彩豊かな3次元の空間を知覚する。このた 大　頭　　　仁
11 くみな裡覚のしくみと、．視覚障害者に対する技術

一入工の目 補助の問題について述べる。 （早稲田大学教授ジ

噌

手の感覚系・運動系はともに人間特有6シスナ

手のメカニズム、 ムをもつ。その巧緻性について、機械的購造や運

12

一入工の手

卸制御について調べる。また、義手やロボットについて現状を述べる。

加　藤　一　郎

2足歩行の意義と問題点をさぐる。歩行の分析

足のメカニズム と、その正常兜異常について考える。歩行機械に

13 よって足のメカニズみを解明し、義足への技術波

一人工の足 及にまでふれる。　　　　　　　　　　　　　「

人間は心と体をもつ。心理学的知見をもとに、

内面からみた入間 意識と情動の問題に工学的像を与え、バイオフィ

14 一ドバックを例に心と体の問題を考える。 〃

一心理工学

人間とロボヅトが共生する社会に置ける人間学

入間と機械の共生 としてサイポトロジーを提唱する。21世紀へ向け

15 てボモ・ファーベルからホモ・ルーデンス、ホモ 〃

一サイポット社会 ・サピエンスへの道を探る。
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一情報工学・＝（TV）
〔主任講師：都倉信樹（大阪大学教授）〕

全体のねらい．

　電子計算機の本質澄よび実際を見極めるため、その仕組・原理・構成などをハごドウェア、その利
用法・プログラムなどのソブトウェア、ならびに応用技法等について基礎的な内容を講述する・あわ

せて、産業・社会における電子計算機の現状や将来への展望についても適宜言及する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

いま計算機はどのようなところで、どのよう

に用いられているかを紹介しながら、計算機が 都　倉　信　樹

1 計算：機概説 多：方面に活用されていること、計算機にもいろ
｢ろのものがあること、多くの職種の人々が関

（大阪大学基礎工

w部教授）
与していること等にふれ、計算機の分類などに
話を進める。

典型的な計算機を例どして、その構成をみる。

計算機はそれぞれの機能を果たす装置から構成

2 計算機の構
されているが、主要な装置について紹介する。

ﾜた、CPUの内部がどのような：ものから構成
同　　　上

されているかを説明し、逆に、その設計法にも
言及さる。

計算機は一見複雑極まりないが、実際は簡単

な要素から組み立てられて澄り、想像よりは簡

3 簡単な計算機1 単なものである。ゲート、フリップフロップな 同　　　上

どの要素から出発して、主要な計算機回路を作

っていく過程を説明する。

4 簡単な計算機H 同　　　上

基本的な回路を用いて、非常に簡単な、しか
し、典型的な計算機の構成を考え、その動作を

5 計算機の動作原理1
解説する。’機械語命令、プログラム、アセンブ

奄ﾈどの概念を具体的な形で説明する。そして、
同　　　上

プログラムに関するいくつかの基本的な概念を
例示する。

6 計算機の動作原理H 同　　　上

最近の計算機の進歩は多くの関連技術の進歩

7
IC，V：LSI，
}イクロプロセッサ．

に支えられている。計算機の技術を支える最も

d要な技術であるICやマイクロプロセヅサに
ﾂいて．主に応用側から考えてみよう。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フ1ログラムを作るという作i業について述べる。

8
プ　ロ　グラ　ムの

﨟@　本　　概　念

手順の衷現法としての流れ図を紹介し、、いくつ、

ｩの典型的な例をもとにプログラムに関する基

{的准概念を説明していく。．

都倉信　樹
i大阪大学基礎工

w部教授）

プログラミング言語について解説する。人間

の言語とり違いなども考えながら、計算機の言
9 プログラミング言語 謂の特質を考える。また、どのような言語が望 同　　土

治しいのか、どめような言語があるのか：などに
づいても述べる。

プログ、ラミγグの主要なステジプのひとつは

アルゴリズムの検討・設計である。いくつかの
10 アルゴリズム1 主要な例について、アルゴリズムの考え方およ 同’　　上

びその評価の仕方などを講述する。

11 アルゴリズムn 同　　　上

ソフトウェアを作るという作業は単にプログ

ラミングだけではないことを強調し、その内容
12 ソフトウェア1 と問題点を検討していく。特に大規模ソフトウ 同　　　上

エアを開発することのむずかしさとそれに対す

るいろいろの提案を紹介しよう。

13 ソフトウエアH 同　　　上

これまでの論議を基にして、計算機の能力に

14
計算機にできるこ
ﾆ、できないこと

関する基本的な問題に対し解答の一つを示す。

ﾜたそれとの事項にもふれる。 同　　　上

この講義で扱った内容が情報工学全体の体系

動向と展望・一さ 4）なかに占める位置を示し、カバーしきれなか
15 ．らに勉強するため つた事柄を示唆する。さらに、各人の興味に沿 同　　　上

に一 って引き続き勉強するための案内もしたい。
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全体のねらい

＝計　測 と 制御＝（TV）

阿講師窪川翻麗饗客轟））〕

　希望どおりの経過や結果や状態を得るために必要な操作をほどこすことを制御という。こめために

は現状や結果を計測することが必要で、計測なしには制御は成りたたない。本講義では、これらを踏

まえて社会に澄ける計測制御の活躍状況の解説を背景に、計測制御を学んでゆくための必要最小限φ
工学的基礎事項を説明する。

回 テ　　一　　マ 内鴨　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1

もし計測と制御が
@　　　なかったら一計測・制御がな

ｩったら世の中は
@　　　ストップー

　計測がなければ、仕様に合った製品は存在し
ﾈい。また生物にしろ機械にしろ目的を持つ動
ｫを実現するためには、制御がなくては達成で
ｫない。との計測・制御がない場合とある場合
�ﾎ比させ、いくつかの実例を示し解説する。

　森　　　政弘
i放送大学客員教授）

@小川　鑛一
i放送大学助教授）

2

生産と計測・制御1
i加工組立ライン

@　　　　の実際）一人間行動もシー

@　ケンス制御一

　加工組立ラインでは、さまざまな姿でシーケ

塔X制御が活躍している。シーケンスの概念を

l間行動を例に解説するとともに、機械運動や

ｶ産ラインとシーケンス制御について述べる。’

同　上

3

生産と計測・制御II
iプラント制御の

@　　　　　実際）一連続体の自動化

ｪプロセス制御一

　プロセスとは、原料を受け入れ加熱、冷却な
ﾇを行い、化学的、物理的な変換を施し目的と

ｷる物質を生産するシステムをいい、このため
ﾌ機械、装置全体をプラントという◎ここでは、
vラント各部の流量・温度：などの制御につき述

ﾗる。

同　上

@　■

4

生産と計測・制御

i数値制御NCと
鴻{ットの実際）一メカトロニクス

@　　　　　入門一

N．C．とロボットは、ディジタル計算機と制御

Z術が有機的に結合した結果今日のように発展
ｵた。NCは数値信号で工作機械を、ロボット
ﾍ指令信号で腕や手をサーボ機構を介して制御
ｷる。本章では、NCとロボットの概要を述べ
驕B

同　上

5

制御の＝基本方式
iフィートうミックとフィ

@　ードフォワーの一制御のすばらし

@　　　　　　さ一

　一般に制御といえばフィードバック制御（F
a制御）を指すほどにFB制御は一般化してい
驕BこのFB制御の本質を理解するため教室の
ｷ度制御を例に上げ温度調飾係の影じさん物語
�lえる。また制御の名称分類用語についても
Gれる。

同　上

6

計測制御の＝基礎知
ｯ一制御理論の基礎し

@　　　　の＝基礎一

　計測・制御は情報の流れを取り扱う学問とい
ｦる。この情報の流れを取り扱いやすくするた

ﾟ、制御ではいろいろと工夫がなされているα
ｻの基本的なものにプロツク線図、伝達関数、
宴vラス変換デジベルなどがあるので、解説す
驕B

同　上

7

制御系の過度応答

齠?髏M号・姿を
ﾏえて出る信号一

時間関数として制御系の特性を表わすために、

Cンパルス応答とステップ応答がある。これは、

nにインパルスあるいは単位ステップ関数を入

ﾍし、その出力を解析するもので、系の特性を

攪_的、実験的に取り扱うのに有力である。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
’担当講師（所属・氏名）

8

安定・不安定の概
Oと条件．一制御の安定・不

@　　　　　安定一

　安定・不安定という概念は、七二人間の心に動きが伴う場合に現われる。物に動きがあって・はじめて制御が成り立つので、安定・不安定は制御工学にとって大切な概念である。制御系と物理系を対比させ安定、不安定現象を説

森　　　政　弘

ｬ川、鑛一
明する。

9

制御系の周波数応
嚠齔ｳ弦波の魔カー

　制御系の特性を表わす別の方法に周波数応答がある。これは、系の入力に周期可変の正弦波を入れ、その出力応答の振幅と位相に注目して解析するものである。任意の時間関数は種々の

同　上

周波数の正弦波に分解できるので、これらにっ
き述べる。

制御装置
　制御対象に操作を加え希望通りにすることが制御であるが」との操作を揖令するものが制御

10 一頭脳にあたる 装潭である。ここでは、プロセス制御の装置で 同　上

制御装置一 ある調節計、齢よびサーボ機構の制御装置の基

本としての補償回路について説明する。

制御用機器は種類が多く、プロセス制御、、シ

制御用機器 一ケンス制御、サーボ機構、数値制御などとその

11 一制御特有のバー 名称分類によって使用制御機器も異ρてくる。’ 同　上

ドウエアー ここでは、Pプロセス制御とサーボ機構を例に取

り上げ、その代表的制御機器について解説するσ

科学の進歩と計測技術は昏夢に深い関係を保

12
計測の話

黷ﾈぜ測るのか一

ち発展したσ制御工学に澄い宅も、計測技術な

ｵには制御不可能である。本章では、物理量を

ｪるためエネルギー変換型センサとエネルギー
同　上

制御型センサについ七説明する。’

センサの種類は非常に多く、また一つのセン

13

センサ技術

黹Zンサと頭は
@　　使いよう一

サでも使用目的に応じ工夫を凝らすことにより、多岐にわれる応用が考えられる。ここでは、エ

lルギー変換型センサの一つである熱電対と抵抗線歪グージを取り上げ、その幅広い応用の＿ ・同　上

端を紹介する。

14
最近の制御工学

齬攪_の世界一

　制御理論はここ十数年の間にいちじるしい進歩をとげた。本章では工学における理論とは何か、その有用性、その背景、その体系の美などにっ

ｫ、現代制御理論に主幹を置いて解説し、学問

森　　　政　弘

ﾃ　田　勝　久
i東京工業大学教授）

の世界をかい間写することにする。

上述の14章を総括し、要点を復習し、計測・

まとめ 制御の未来を展望する◎ 森　　　政　弘

15 一まずます広がる 受講者に将来への希望を与え、勉学努力への 古　田　勝　久

計測・制御一 エネルギー源とする。
小・川　鑛・一
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＝設計工学＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　　　一解折と総合一

　　　　　　　　　〔主任講師：阿武芳朗（東京理科大学教授）〕

全体のねらい

　本講では》一設計の学問ならびに工業技術に澄ける位置付けとその意義、および設計の思考過程、行動
実行過程、また、その評価、管理について論じ、社会に貢献し得る設計とはいかなるものかを会得させ
るための教養講義とする。前段（1～5回）は設計工学の・基礎事項～中段（6～12回）は、設計目的
の具体化のための技術的基本事項を、後段（13～15回）は設計の評価ならびにその管理事項について
述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属例氏名）

設計を工業社会に澄けるエンジニヤリング的

1． 設計概説
なアプローチからその位置付け、思考、実行過

��_じる。そのための基本を述べる。
阿武　芳　朗

（東京理科大学教授）

設計思考過程では、とくに総合に：澄いて創造

性が要求されるが、設計に要求される創造性の
2 設計と創造性 本質、技法について述べる。f 同　上

人間が意志を他人に正確に伝える手段に言葉
がある。3次元空間での物体の正確な情報は、

塚　田　忠　夫
3 言葉としての図面① 図面によって伝達される。図面の基礎を述べる。

（東京工業大学教授）

製品に必要な性能、機能の考え方とその意：味

の伝達法にρいて述べる。

4 言葉としての図面（皿） 同　上

機械的作業を得意とするコンピュータと創造

5
設計とコンピュータ

@　　　（CAD）

的思考とする設計者の相互の長所を結合すれば

�ｦのよい設計が行える。このかかわり合いに

ﾂいて述べる。

同　上

次回以降に例示される設計構造の基礎知識と

して、種々の機械に共通して使用される部品の 舟　三冠　明
6 機械要素 形態、機能、使用目的を述べる。

（東京工業大学
助教授）

設計に：あらわれる二つの正反対の思考プロセ

ス、すなわち諸支配因子を細かく分けて調べる

7 解析と総合 解析と既存の知識を総合し、最適解を得る総合 同　上
を述べる。

一471一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

機械を運動系としてとらえ、運動の変換，伝

達の基本形式を示し、系内の物体の数や入力の・

8 運動の変換・伝達（D 数などの条件について述べる。 舟橋宏　明

機械運動系の入力および出力運動の量：的関係

について解析レまた所要の入出力関係を満足
9 運動の変換・伝達（巫） する運動野の総合を行う。

同　上

材料の性質は、本来部品として完成された性

能を目標に選ばれる、しかし素材料より加工を

rO 材料　と　加工
経るに従ってその材料の性質は変化する。この

阿　武　芳　朗
ことを中心に材料と加工を述べる。

機械の寿命の究極状態は壊れることである。

11
強度と剛性を考え

ｽ設計

予想される使用条件に耐え、、くり返し力が働く

�盾ﾅ、強度と剛性を保障する設計を述べる。
塚　田　忠　夫

高精度機械では、その＝構成蔀品に：非常に高い

精度が要求される。機械全体の組合せ精度を損

12 精　度　設　計 わずに、部品に適切な精度の配分をする考え方
同　上

を精度設計と云う。

機械が設計・製造・保全の過程を経て、その

一生を終らせる迄に、夫々の過程での信頼性を

13 設計と信頼性 高いレベルに保つ必要がある。設計の時点でこ
阿　武芳朗

れらの信頼性を維持させる考え方を述べる。

設計の時点で製造・保全に関する経済性を考

慮：に入れることを生産設計と云う、本四では生

14 設計と経済性 産設計について述べる。 同　上

設計部門の人事、技術、作業、設備全般に互

り、生産工場に論ける設計部門の管理の在り方
．15 設　計　管　理 について論ずる。 同　上
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　　＝物質工学＝（TV）

〔三三師：湯治講諜釧

全体のねらい

　自然界に存在する三三（元素から三三柳まで）のもつ各種9性質に関する基礎知識をもとに・自然界

の物質を物理的、化学的澄よび生物学的手法により三三的に処理し、・人類に有効なエネルギーや材料と

』して活用する過程について説明する。特に物質於よび材料の各種の性質の調べ方や新たに要望される性

贋とそれを生み出す手法等を現状に融ける新材料・新技術等を例に解説する。

主な項目

（1）物質工学の基礎豆一人間と物質工学

（2）物質工学の基礎八一物質の成り立ち

（3）物質工学の基礎皿一資源から単一物質へ

（4）物質工学の基礎W一低分子物質から高分子物質へ

｛5）物質から材料へ1一力学材料の世界（1）

，（6）物質から材料へE一力学材料の世界（2）

（7）物質から材料へ皿一電子材料の世界（1）

、（8）物質から材料へW一電子材料の世界（2）

．（9）物質から材料へV一電子材料の世界（3）

⑩　物質から材料へ～贋一一磁性材料の世界

1⑪　物質から材料へ四一光学材料の世界（1）

⑫　物質から材料へ三一光学材料の世界（2）

1⑬物質から材料へK一機能性高分子材料の世界

f⑭　物質から材料へX一生体材料の世界

1⑮　ま　と　め一将来への展望

一473一



＝エネルギー工学＝（TV）
〔主任講師：丹生慶四郎（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　エネルギーの使用が・人間の生活や生産活動と密接に関係している事を、1日の生活、エネルギー
使用の摩史エネルギー経済・エントロピーの立場から調べてみる。次にエネルギー資源について、今

後の見通しを含めて考察し、最後に、各種エネルギー間のエネルギー変換に関し、詳細に調べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講’師．
i所属・氏名）

我々人間は、エネルギーを積極的に生活手段

1 生活とエネルギー
にとり入れる事で、他の動物の優位に立つこと
ｪ出来た。1日の生活を振り返ってみると：、しべ

ｩにエネルギーの消費の上に、生活が成立して
｢るかがわかり、資源のない我が国が、エネル

丹　生慶四郎
i東京工大総合理

H教授）

ギーの消費大国であることを知る。

古代から、人は薪や炭、菜種油といった再生

2
エネルギー使用の

�j

可能エネルギーを使用してきた。産業革命後は、化石燃料（非再生エネルギー）を使用するようになり、エネルギーの消費量が1桁上って、社

同　　　上

会制度も変改した。原子力エネルギーを含め、
今後の検討を行う。

エネルギー資源として、まず自然エネルギー
に着目する。太陽エネルギーは莫大で、太陽熱

3 自然エネルギー・ 発電、太陽光発電や、冷暖房等に使用されてい

驍ｪ、密度が低いので使用し難い。風力、海洋、 同　　　上

地熱等の自然エネルギーの総量と、その利用の
可能性をしらべる。

原子力は、燃焼による熱土ネルギーと全く異

4
原　子　力　　1
j　　分　　裂

なって、原子核反応を利用するエネルギーで、

ﾜず核分裂の原子力が実用化している。鉱山資
ｹのウランを用いた軽水炉をしらべ、高速増殖 同　　　上

炉の開発の重要性を見る。又海水中のウラン資
源にも着目する。

太陽エネルギーは、核融合反応でまかなわれ

5
原　子　力　　2
j　　融　　合

て懸り、太陽にならって、水素の同位体から核
Z合エネルギーを引き出して、これを使用しよ
､とする試みが、行なわれている。核融合が地 同　　　上

上で実現すれば、エネルギー問題は解決するが、

それだけに困難性も高い。

戦後の日本は、経済復興のために、石炭と鉄
鋼に傾斜投資を行い、繁栄のために、重化学工

6 エネルギー経済 業へ生産の重点を置いた。エネルギーの消費は

Lび、国民総生産も上った。エネルギー消費弾 同　　　上

性値は1に近く、経済の振興には、エネルギー
の消費が不可欠であることを知る。

実はエネルギーは種類が変化しても、総量

エントロピー1 は一定であり、エネルギー問題とは、エントロ

7 巨視的考察と熱

@関

ピー問題である。カルノーサイクルを導入して、

M機関の効率を調べ、熱エネルギーの劣化値と

ｵて、エントロピーを定義する。熱力学の第1、

同　　　上

第2法則を述べる。
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回
鳥一

@テ　　　一　　　マ
内　　　　　　　容　　　　　　　　　　≧ 担当講師

i所属・氏名）

8 エントロピー2．

�挙I考察．

　エントロピーを、微視状態数の対数で定義す
驍ﾆ、エントロピーの概念を情報や経済まで拡
｣して使用出来ることに：なる。2度の石油危期
ﾅ、先進国は午ネルギー多消費産業を縮少し、‘省資源産業へ転換したが、情報の整備はエント

鴻sーを下げ、合理的であった。

丹生慶四郎
i東京工大総合理

H教授う’

9
エネルギー変換1
ﾍ学土ネルギー

　人間は生産活動でエントロピーを増加させて
ｨり』エネルギー的に見れば、エネルギー変換
�sっているわけである。力学エネルギー同志、
?驍｢は力学エネルギーから他のエネルギーへ
ﾌ変換について調べる。水力発電、水車、ポン
v、タービン等について述べる。

伺　　　上

@　　　　譜

10 エネルギー変換2

Mエネルギー

・産業改革以後、熱エネルギーから各種のエネ

泣Mーに変換する事が、人間社会に鉛ける技術
ﾌ歴史そのものである。この章では熱機関を詳
ﾗに調べてみる。．オットーサイクル機関、ディーゼル機関、蒸気タービン機関等、多種類の熱

@関が開発されている。

同　　　上

11 エネルギー変換3
ｻ学エネルギー

　化学エネルギーから熱エネルギーへの変換は、

R焼がその代表である。化学エネルギーを電気
Gネルギーに変換するのが、電池である。燃料
d池についても述べる。化学エネルギーの生物
Gネルギーへの変換についても簡単にふれる。

同　　　上

12 エネルギー変換4
d気エネルギー

　電気エネルギーから力学エネルギーへ変換す

驍ﾌが電動機である。電気エネルギーから抵抗

ﾌ、アーク、電誘導等で、熱エネルギーに変
ｷして、加熱等に使用される。光エネルギーに

ﾏ換されるのは、日常生活でなじみ深い所であ

同　　　上

13
エネルギー変換5
�厲ﾋ系エネルギー

　光起電力で光のエネルギーを電気エネルギー・

ﾉ変換する事は、最近しきりに利用される所で

?驕B放射線を用いて、電力を得ようとする試

ﾝもなされている。

同　　　上

14
エネルギー変換6
j分裂エネルギー

　核分裂エネルギー一を利用するために必要な各

墲ﾌ原子炉め各要素、核燃料、燃料被覆材、減
ｬ材、制御俸、冷却材等を調べ、原子炉の機能
�ｩてみる。燃中性子炉、沸湯水型炉、加圧水
^炉、ガス冷却炉、重水減速炉、高速増殖炉に
ﾂいて調べてみる。

同　　　上

15
エネルギー変換7
j融合エネルギー

　各種磁場閉じ込め方式装置、トカマク、ステ

宴戟[タ、ヘリオトロン、ミラー、ピンチ装置

凵A慣性閉じ込め方式装置、レーザー、相対論

I電子ビーム、軽イオンビーム、重イオンビー

?凾ﾉついて述べ、核融合炉にもふれる。

同　　上
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＝流通と商業＝（R）
〔主任講師：鈴木安昭（青山学院大学教授）〕

、全体のねらい

　われわれの生活にも、また企業の生産活動にも、流通活動は不可欠で回る。その中心的な担い手である

〕商業は就業人口の二割余が従事している。そのような重要性にも拘らず流通や商業は十分理解されてい

．ないどころか誤解されてもいる。本講座ではそれらを理解するための陰欝知識を平易に解説することを

目的としている。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

流通は必要悪で無い方が良いφだろうか。そ

1
流通の社会的役割
@　　　と流通機構

れとも流通は望ましい社会的役割を果している

ｵ、今夕も一層必要性を増してくるのだろうか。

ﾜず流通とは何かという基礎から始め、そのた

鈴　木　安　昭
i青山学院大学教授）

めの社会的な仕組参に注目する。

ゴ流通の社会的役割の達成には流通機能が遂行

される必要がある6社会的分業の結果どして生

2 流　通機．能（i） 産しない財は購入して所有権を入手しなければ
同　上

消費できず、また購売を目的として生産が行わ
れるが、そこには危険が伴うことも理解する。

消費したい場所、消費したい時に生産される

ことは少ない。この生産の地点と消費の時点の

3 流通機能く2）
懸隔（へだたり）は輸送され、保管されること
ﾉよってうめられる。さらにその過程に澄いて、 同　上

集められ、分割され、あるいは新しい組合せが
作られる。

消費に関する情報をもと三生産され、生産さ

4 流通機能（3）
れた商学に関する情報を伝達して消費の意欲を

ｷ起する。それに対して消費者から購入の意図 同　上
が情報として伝達される。こうして情報を伝達
するこどが流通の不可欠め要素どなる。

流通機能は多くの担当者に多様に分化して遂

行されるとともに分化していたものが統一され

5
流通機能担当者の
@　　分化と統合

る。そこには不可欠の生産者と消費者とともに

ｵ売業者と小売業者、さらに輸送業者や広告業
同　上

者など専門機能業者が参加する。

彗 われわれの生活にとって流通活動はどのよう

詩な意義があり．・また福祉とはどのような関係であ
6 消費者と流通 るか、消費者ρ買物場所選択行動の基礎にある・ 伺　上

も、の～消費者の買物費用、そしてそれらが小売 ユ

業に与える影響などを学ぶ。
；

生産：者は財の生産に必要な原材料や機械・設

備の購入に関して、そして生産した財の販売に
7 生産：者と流通 ’おいて流通機構と深いかかわりをもつのみでな 同　上

く、生産した財の最終的な販売にいたるまでも

管理の対象とするにいたった。‘
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回 テ・　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生産者と消費者の中間の部門として商業部門

が存立し、しかもそれが存立するほうが社会的

8 商業の存立＝基盤 に合理的である場合の根拠は何だろうか。さら 鈴　木　安　昭
に商業内部が多段階になる場合も考察しなけれ
’ぱならない。

流通機構のうちわれわれ消費者にとって最も

9
小売業の役割
@　　　　　と機能

身近かな存在である小売業の果す社会的役割を

m認し、その果している流通機能を整理してみ 同　上
よう。

小売業は多様な単位を構成要素として成立っ

ている。その全体と変化の方向を把握するため

10 小売業の構造 に、それを規模別、業種別、地域別そして形態 同　上

別に整理し、それらの変化を、環境諸要因とか

かわらせて学ぶ。

小売業の店舗、企業そして企業間の組織には

多様な形態がある。百貨店、スーパー、専門店

11 小売業の諸形態（1） チェーン・ストア、中小小売業者、ボランタリ 同　上

一・ `ェーン、フランチャイズ・システム、商

店街、ショッピング・センター、生活協同組合

などの諸形態の特徴を知るばかりでなく、その

よう表諸形態が：なぜ生ずるのか、同一名称で呼

12 小売業の諸形態②
ばれていればそれらは同質なのか、新形態の出

ｻについての試論にはどのようなものがあるか 同　上

などを論ずる。

’卸売業は一般的には小売業よりも理解し難い

ものであろう。ここでは卸売業が果している会

13
卸売業の役割
@　　　　　と機能

社的役割とその機能を整理し、さらにその存立

赶ﾕに影響を与える諸要因を考察する。
同　上

卸売業には巨大な総合商社から、食品など業

14 卸売業の構造と
@　　　　　諸形態

種：別総合卸売業者、地場産業と密接に結びつい

ｽ産：地的な市場を対象とした零細卸売業者、輸

oあるいは輸入を地域的品目別に扱う専門商社
同　上

など多様な構成要素が存在する。

流通・商業のあり方に対して、政府や地方公

15
流通・商業に
@対する公共政策

共団体は公権力によって介入している。それら

ﾍより望ましい方向を目指して、民間の経済主

ﾌの行動を規制し、助成し、あるいは紛争の調
同　上

整を行っている。
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　　＝サービス産業論＝（R）
〔主任講師：磯部浩一（放送大学教授）　　　　　古郡：三子（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　われわれはサービス産業を・勿論1つの産業として研究する5然し、高度成長をへて成熟段階に達し

た現代産業社会には・産業構造の大ぎな変動が進展している。その変動要因め1つはサービス経済化で

七三回忌講鞍実騰義を明らかにし・サービス繍化とサービス産業の関連と

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 サービス産業分析
ﾌ対象領域と方法

磯部浩　一

i放送大学教授）

2 第三次産業の歴史

I発展

　第2次世界大戦後のプメリカをはじめとする高度経済成長は大量生産と大量消費を結ぶ流通産業と自動車、航空機による交通産業、すなわ第3次産業の飛躍的発展をもたらした。経済発展によってもたらされた第3次産業者と生産額の増大を広義のサーぜス経済化と見ることができる。

同　　　上

3 サービスの基礎的
l察

　経済成長は所得水準の上昇を通じて家計に於げる「モノ」離れ、すなわち家計のサービス経済化をひき論こした。企業に呪いても、デザイン、広告などの「モノ」ではないサービスの投邑入量が増大し、対事業所サービス業が発展した。これらは狭義のサービス経済化である。

同　　　上

4 サービス経済化と
Y業構造

　産業構造は基本的には最終消費構造を反映して変化する。家計と企業の消費行動におけるサービス経済化は、必然的に産：業構造を変動させる要因として作用する。とくに、モノとサービス（情報を含む）の生産の冠羽・外張の再編は社会的分業の深化をもよらす。

同　　　上

5 就業構造のサービ
X経済学

　経済発展は就業構造を変化させてきた。工業化につれて第1次産業の就業者構成化は急速に低下した。第2次産業の技術進歩は就業者構成比の上昇を抑え、第3次産業の就業者構成比を高める結果となった。とくに知的産業の就業者の増大は画期として重視された。

古郡靹子
i放送大学助教授）

6 新しい雇用の拡大（1）

70年代の石油危機を契機とする資源ナショナ

潟Yムの拾頭は、資源節約、エネルギー節約を
K然として、重厚長大産：業の減量経営と多角化

�烽ｽらした。大企業の配置転換、出向等の方．
jは、内外製の再編成、事業所サービス業の領
謔�g大させた。

同　　　上

7 新しい雇用の拡大（2）

　第3次産：業、とくにスーパーなど大規模小売

ﾆに逐いて、子育てを終えた家庭の主婦のパー

gタイマーの雇用を一典型とする女子の労働力

ｻが急速に進展した。
同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業構造の急速な変化に対応して、雇用確保

のために雇用補助金、必要とされる技能を習得

8 雇　用　政　策 させるための補助金など各種の補助が行なわれ 古　郡　靹　子

ている。

日本標準産業分類では、、大分類14業種中の

サービス業は、中分類23業種、小分類110業

9 サービス産業の分類
種に分げられる。サービス需要には伸びる需要

ﾆ衰退する需要があり、それに応じて新しいサ
磯　部　浩　一

一ビス産業が成長し、古いサービス産業が衰退
する。産業分類そのものが変化に対応しなくなる。

コ

家計のサービス化は、狭義には有料のサービ
ス支出の増大であり、広義には無料・低料金の

10
家計とサービス経

ﾏ化
公共サービス利用が拡大する現象である。サー
rスの外部化は、ア）家事労働を家計外サービ

古　郡靹　子

菟 スに代替、イ）モノ利用からサービスへ、ウ）モノ

利用に伴う派生サービス者である。

社会福祉を含む公共サービスは国家の独占的
供給とされてきた。そこは市場原理ではなく共

11
政府とサービス経

ﾏ化
同消費の場である。財政危機は高福祉・高負担
ﾌ原則、民間活力の利用として企業サービス及

同　　　上

び家計サービスによる代・替が一方向とされてい
る◎

製造業におけるサービス投入の増大は、ソフ

ト化とよばれる。同時に、生産工程以外の間接

12
企業とサービス経
ﾏ化

工程の効率化の増大と、この中の創造的効率性

�bﾟるために、間接業務の両編成が進展し、

磯　部　浩　一

対企業所サービス業の増大と発展がみられる。

サービス経済化の意義について消極的と積極
的の2つの評価がある。何れの評価をとるにし

13
　　　サービス産
ﾆと成長業種

ても、成長サービス産業が産業構造変化のリー

h役をしている実態は注目される。とくに、サ
同　　　上

一ビス経済化が、情報化と平行し、結合へと進
む時にその重要度は否定されるべくもない。

まずサービス経済化の進展について国際比較
が必要である。次に、サービス経済の国際化を

14
サービス経済の国

ﾛ化
とり上げる。サービス収支（貿易外収支）のう
ｿとくにサービス経済に関係の深いのは特許権

同　　　上

使用料である。特操文献情報、クレジット、ビ
ジネスの国際化が注目される。

サービス経済化の方向は、消費者のモノ離れ、

生活構造の変化など需要面では今後も継続する

15 サービス産業の展望
であろう。供給面に澄いても、製造業のソフト

ｻは、サービス化を促進する方向で投資分野を
同　　上

確保するであろう◎しかし、競争が激化するこ
とは必至であるとされている。
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　＝交通と通信＝（TV）
〔主任講師：岡野行秀（東京大学教授）〕

全体のねらい

　一国の経済、世界経済の発展にとって、交通・通信は欠くことができない。国内的にも、また国際

的にも、資源は地理的に偏在して納り、これらの資源を有効に利用し、分業と協業を行なうためには、

交通と逼信の発達が前提になる◎産：業の発展と生活水準の向上にとって、交通と通信がどのような役，

割を果たすかを明らかにする。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 交通と通信の役割

　交通と通信は空間的に隔てられた経済活動を
汲ﾑつける役割を果たしている。交通は、人澄
謔ﾑ物を移動させる活動であり、通信は情報を
ﾚ動させる活動である。両者は、相互に代替・

竓ｮ的関係をもちながら、経済活動の地理的拡
蛻齊s場の拡大一一に貢献する。

岡　野　行　秀

i東京大学経済学

萩ｳ授）

2
交通の発達と経済
ｭ展一なぜ、交通の
ｮ備が求められるか一

　偏在する自然資源の活用、気候等自然条件に

謔ﾁて地域的に異なる農水産物の商品化にとっ

ﾄ交通の便は不可欠。交通の発達と産業活動の

ﾔの関係。（例）　原料立地から消費地立地へ
ﾌ変化。

同　　　上

3 交　通　の　需　要

　交通サービスの需要はどのようにして生ずる

Dか。人・物の地理的移動の需要→そのための交
ﾊサービスの需要。交通サ」ビスの需要の増加・減少要因はなにか。交通サービスの質の評価。

同　　　上

4

交通手段の特性・
�ﾊサービスの供
汲ﾆ費用

　鉄道、自動車、航空、海運の各交通手段のサービスの特性。交通サービスの生産・供給の構

｢と費用構造の特徴。 同　　　上

5

運賃の決定・運賃・料金はどのよう

ﾉ決定されるか

　交通市場、運賃はどのように決まるか。なぜ

^賃は宋全に自由ではないか。運賃規制はどの
謔､に行なうか。 同　　　上

6

交通市場の変化；
ｶぜ交通機関の盛、山衰が生ずるか

　交通市場の変化；需要側の要因によるものと
沂拒､の要因によるもの、（例）産：業構造の変，

ｻ、交通サービスの質の選好の変化、技術革新、

?p構造の変化等
同　　　上

7 交通政策主要諸国
ﾌ交通政策

　国の交通政策。その目的、どのように関与す

驍ｩ、投資の配分、補助政策、公害対策等。欧

ﾄ主要国の交通政策の小　。 同　　　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

21世紀の交通はどうあるべきか。技術革新

の見通し、国土計画との関連。情報化時代の交

8 交　通　の　将来 通。

@　　　　　　　　　　　　　　　　、

岡　野行　秀

通信は経済社会の発展にどのように寄与して

通信の発達と経済
来たか。 南　部鶴彦

9
社会 （学習院大学経済

学部教授）

経済活動、社会活動にとっての情報交換の意
義。経済活動・社会活動においてどのような情

1σ 通　信　の●需要 報が求められるか。情報伝達手段としての通信 同　　　上、

の質のニーズの変化。

郵便、電報、電話、テレックス、ファックス

通信サービスの供 等の通信サービスの供給に回する特徴、質の差

11 給；通信手段とそ 異、費用構造。 同　　　上

の特性

なぜ料金を規制するか、料金水準とその構造

料　　金　　問　題
の決定方式

12
（政府規制）

同　　　上

技術革新、情報交換の需要の増大にとだなう

通信市場の変化と
通信市場の変化、通信政策の課題と実際。

13 通信政策
同　　　上

国際通信の問題点とその解決の方向。

14
国際通信の問題点
ﾆ国際通信政策．

同　　　上

急速な技術進歩にともなって交通と通信は一

15
交通と通信の関係

ﾍどうなるか

方で補完性を強め、他方でテレビ会議等によっ

ﾄ人間の動き、情報システムによる物流管理な

ﾇ物の動きを節減させる。代替的関係を強めて

　同　　上
i岡　野行秀）

いる。将来の：方向はどうか◎
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　　　　　　　　　　　　　　　＝都市計画＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：石原舜介（東京理科大学教授）〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　阪本一郎（放送大学助教授）

、全体のねらい

　現在の都市問題に対処し将来に向けて都市をより住み良いものにしていくためには、都市に参加する

人々が都市について深い認識を持つことが不可欠である。本講義は、都市計画の法律制度を解説するも

のではなぐ・また・都市計画の全体像を示すものでもない。今貝の都市が抱える代表的課題を取り上げ、

都市そのものへの理解を深めつつ都市計画の基本的考え方を学ぶことをねらいとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業溝造変化や人口移動をはじめとする都市を

1

都市をとりまく環

ｫの変化

とりまく環境の変化は、都市に様々な形の影響を
ﾒ養鯉雰凝雛起聾隼讃堕箋忠を背景として生ずる都市問題について概説し、問題提起を行う。

石　原　舜　介

都市を認識する上での中心概念である土地利用

土地利用の実態と についての基礎的説明を行う。土地利用決定のし

2 くみを経済学の均衡論の立場で説明し、その実態 阪　本　一　郎

しくみ を検証する。

都市はダイナミヅクに動いている。形成された

市街地は過去から将来に向けて変容を続けている

3 土地利用の変化 その変化の様相を示し、変化のしくみについて説 阪　本　一　郎
明するとともに、土地利用の将来予測や大規模事

業のインパクトにも言及する。

土地利用の規制は都市の諸活動の三三を調整し ‘

土地利用のコント 環境を保全するための代表的な方法である。諸外

4 国の例を比較しつつ、規制の現実、役割、問題点 石　原　舜　介
ロ一畳ノレ を説明し、変化の激しい都市への適用に相応しい

規制の姿を述べる。

地価高運は主要な社会問題の1つとして広く認

識されているが、高騰の理由については様々な説

5 地代　と　地価 がある。地価形成の理論を論じ、地価の実態の解 阪　本　一　郎
釈を行う◎

地価高騰により土地所有者と非所有者の資産格

土地の所有と開発 差は広がり、環境保全と開発の軋礫も増大する。

6 これらの実態を示し、土地政策の現状と背景を諸 石　原　舜　介

利益の配分 外国と比較検討しつつ、開発利益の帰属のあるべ

き姿を述べる。

開発にともなう公共施設の整備はしばしば都市

財政の過大な負担と：なるが、それを開発者に負担

7 開発利益の社会化 させ結果として開発利益を社会に帰属させる手法 石　原　舜　介
として、区画整理と宅地開発指導要綱がある。そ

のしくみと問題点を述べる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

土地の実質的な供給方法として農地の宅地化と

土地の供給と高度 既成市街地での土地の高度利用がある。これらが

8 どの程度進行しているか、そして進行を　げるも 阪　本　一　郎

利用， のは何かを説明する。

ヒ

土地供給のしくみの理解を下に、土地課税政策

をはじめとする種々の土地供給政策の効果を比較

9 土地の供給政策
検討する。 〃

都心部の古くから活動が営まれてきた地区の荒

廃がすすむ現象は、インナーシティ問題として世 ・深　海　隆恒

10 インナーシティ問題 界の大都市の共通的な課題である。これは環境的、

社会的、経済的諸側面が入り交じった現象である （東京工業大学

その実相を示し、解決の方策を論ずる。 助教授）

大都市の既成市街地は、敷地細分化、高密化、

高密市街地の環境 建物老朽化等が進行し、悪化した地区環境を改善

11 することが困難な状況にある。環境改善の方法と 〃

改善 その可能性を地区計画等の手法を紹介しつつ論ず
る。

全国には様々なレベルの商業：地区が無数に分布

しているが、それらの多くは低迷して診り、盛り

12 商業地区の活性化 場の楽しさを保持できなくなりつつある。商業地 〃

区間の競争、大型店と地元の競合、モーール等の商

業地区内部の空閲整備や施設整備等に触れつつ、

活性化の方法を述べる。

都市に快適さを求める声は高まりつつある。建

物の外部空間のあり方、川や海の水辺等アメニテ

13 アメニティの創造 イ資源の活用、歩行者専用の緑道の設置等につい 阪　本　一一　郎

て実例を紹介しながら、都市の快適さを論ずる。

都市の過密化と都’市システムの高度化は災害時

の被害を増大させる。都市の危険の実態はいかな 梶　　　秀　樹

14 都市災害への対応
るものであるか、危険にどのように対処すれば良

｢か、これらの点について論ずる。 （筑波大学教授）

今、都市はいかなる選択を迫られているか、そ

都市運営の視点と してその選択は何をもたらすのか。

15
これらの点を論じ、全体の議義のしめくくりと 石　原　舜　介

市民の選択
する。
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コ産　業　と　情　報＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：加瀬滋男（放送大学教授）〕

全体のねらい・

　近時企業環境め複雑化に伴い、経営に関する情報の重要性は、以前にも増して広く認識されるように

なσた。・他面、∫情報の処理や伝達の技術も、文字ど回り日進月歩の様相を呈しつつある。この時流に沿：い、旧

い、企業内外の技術情報を中心に産業と情報の関連を論述する。また随時、一般産：業人の情報に対すみ

1望ましい心講えにもふれる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

’情報の定義は今のところ確定していない旧情

情報概論（1） 報一般於よびビジネス情報についての若干の特徴 加　瀬　滋　男
1 を述べ、本講義を進める上での一応のイメージな

一情報とは何力≦一 いしコンセンサスの確立を試みる。 （放送大学教授）．

情報の探索と収集の具体的方法を講述する。そ

情報概論（2） の後、情報の収集から活用を経て、保管・管理に

2 至るまでの実際的手法を解説し、「改めて本講義全 同　　　上

一情報活用一 体についての方向付けを行う。

技術情報の種類を、形式・生産（発生）場所・

情報の収集（1） 加工度から分類し、それぞれについて概要を説明

3 する。1次情報の種類と特徴に関しては、他の成 同　　　上
一技術情報の種類一 書の論説に、基づいて評乱する。

情報収集に先んじて行われる情報調査の要点を

情報の収集（2） 論ずるとともに、2次・3次情報の効果的活用法

4 を示唆する。同時に国内・国外の主な総合情報機 同　　　上

一情報調査一 関や各種の文献・資料も紹介する。

他書の論旨を随所に援用しながら、情報検索の

情報の収集（3） 発展過程と内1容について説く。次いで情報検索に

5 関連してデータベースの基礎的事項を略説し、受 同　　　上

一情報検索一 講者の他日の参考に供する。

情報の公表・伝達に対する個人ならびに企業の

情報の創出（1） 責任は、，研究・開発に対するそれと同等なこと、

6 診よび研究者や技術者も情報流通活動に積極的に 同　　上
一情報産出の意義一 参加すべきであることを力説する。

最近新素材として脚光を浴びているファィンセ

情報の創出② ラミックスの曲げ強さデータの解析を通して、新

7 情報の創出を解説する。具体的には、慣行の強度 同　　　上

一新情報の産出例一 解析法を改善する方式を提案する。
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回 テ　　’一　　　マ， 内　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

情報は他の情報と何らかの関連をもつのが普通

情報の創出（3） である。このことについて、前岡で提起された新 加　瀬　滋　男

8 一関連情報への しい情報から、他の関連情報の産出へと展開され
・・ @　　　展開ご て行うた事例を平易に呈示する。＝一 （放送大学教授）‘

1　　㍉

9

オフ、イ客オートメ
[ジョン（1）一〇Aの内容と

@　　その影響一

　OAの目的・対象澄よび手段につらて述べOA
ﾟ自ざすところを明らかにする。わが国と米国の

nAの相違を述べ、　OAの影響にも話を進める。

魚　田　勝　臣

i慶応義塾大学非常

ﾎ講師）

110

オフィスオートメーション（2）一〇A機器の

@　　　　　活用一

　多様化・統合化診よびパーソナル化の進むOA
@器Q主：なものを概説し、通信手段・通信規約の

W準化にもふれる。また、OAへのアプローチの
菇@について解説する。

L　　同　　　上

OA機器やそれを利用したシステムは発展途上

オフィスオー．ト／ にあり、変転が激しい。OA機器の変化の傾向に

111 一シ白ン（3） ついて論じ、飛躍のた～φに基礎的な研究の確立と 同　　　．上

一〇Aの近未来 日本独自のOAの展開の必要性を説く。

同一

高度情報化社会への足掛りとしての各種データ

情報の伝達（1） 通信サービスの要点を概説する。また電気通信事 加　瀬　滋　男

12 業法を解説しでから、最近とみに叫ばれてきた

一データ通信一 VAN（付加価値通信網）にも言及する。 （放送大学教授）

電気通信事業の通信行政への依存関係を理解す

情報の伝達（2） るための一助に、電気通信システムに関する国

r13 一電気通信の （郵政省）’の構想を要約する。あわせて情報通信 同　　　上

長期構想一 産業の強化策の概要も解説する。

中小企業における人たちが情報産業の動向を知

情報産業（1） ることの意義を強調するため、法律第90号と当

，14 一蓋業人と情報． 該法律に基づく情報処理技術者試験：にふれる。そ 同　　　上

産業一 れによりチャレンジ精神を鼓舞する。

既存企業に澄けを情報化と、新情報産業に見ら

情報産業（2） れるであろう情報の産業化について考察する。最

15 一産業の情報化と 後に情報関係の人材の育成澄よび自己練磨に論及 同　　　上

情報の産業化一 し、本講義の総括とする。
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＝中・小企’業論＝（R）
〔主任講師：磯部浩一（放送大学教授）〕

全体のねらい

1970年代以降、世界各国の中小企業に対する国民的関心は大きな高まりを見せている。わが国のこれ

までの特殊・日本的と考えられていた中小企業問題は、日本経済が先進国段階に到達した現在、国際的

視野からζらえ直す必要がある。出来る限りこの観点を加味することが、この中小企業論の狙いである6

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

研究的視点から中小企業の全体像を客観的にと

ちえ、経営と政策の対応に役立つ基礎的認識を与 磯　部浩　一
1 中小企業論の課題 える。

（放送大学教授）

中小企業問題の荷い手である中小企業者、行政

中小企業問題の 当局、研究者が、どのように問題を認識し、分析
2 し、政策的対応をなしたか、その推移を明らかに 同　上

展開と政策の推移 する。

中小企業問題の社会的意識化の過程に論いて、

いかなる政策的対応がなされたか。その根拠とな
3 中小企業理論の形成 つた問題分析の理論はどのようなものであったか 同　上

また、どのように理論形成は進展したかを明らか

にする。

中小企業を調査するためには、中小企業の主義
が必要であり、中小企業の施策には法律的な定義

4 中小企業の定義 が必要である。中小企業研究は、中小企i業とは何 同　上←
か、という質問で始められ、研究の到達点に齢い
ても、同じ問がなされる。動態的な国民経済の中
の三三的存在が問われる。

中小製造業、中小商業、中小サービス業者の国

中小企業の 民経済弓造に旧いて占める地位、生産、下請、流
5 通、輸出、雇用に聴いて占める役割を明らかにす 同　上

地位　と　役割 る。

大企業との相互関連の中で製品・労働・金融・

日本経済の構造的 資本市場に即ける中小企業の特質を明らかにし、
6 その役割と問題性とを、とくに1970年代以降の 同　上’

特質と中小企業 国際的観点で明らかにしたい。

流通機構と中小工業、中小商業（卸・小売業）

の流通問題を明らかにし、対応策としての組織化
7 流通機構と中小企業 にもふれる。 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

中小企業が大企業に敗退しないで存続し、また

’8

中小企業の存立条

盾ﾆ存立分野

は成長している条件と、大企業の中小企業への進

o対応策について検討する。
磯　部　浩　一

i放送大学教授）
し

1

下請としての中小企業の存立形態への性質、独

9

中小企業の存立形
立形態との比較、簡題点の分析、国際競争力に於

ｯる役割などについて考察する。 同上
態と下請・系列

他企業に従事して経験をつんだ創業者と、二代

目の継承者は意識行動に差がある。両者の比較や

10 中小企業の経営者
大企業の経営者との比較をする。

@ベンチャービジネスにもふれる。

同　上

その特質を、、企業規模の中小性について経営・

財務管理・マーケティングなどの諸側面に澄いて

11 中小企業の経営1
考察する。 同　上

その特質を業種的側面から考察する。伝統型産

業と近代工業型業種の経営比較をとりあげる。サ

12 中小企業の経営丑 一ビス経済化の進展にともない、中小サービス業 同　上

の経営にもふれる。

経済の弓造的変動、公害問題、都市化、地方の

時代、高齢化社会の到来、サービス経済化、情報

13 環境変化と中小企業 化、国際化などの諸要因と中小企業との関連、対 同　上

応について考察する。

経済講造の変動が進展しつつある現在に澄いて、

中小企業者の自動組織としての申小企業の組織化

14 中小企業の組織化
の課題と問題点を検討する。 同　上

’ 明治以後の政策形成、とくに第2次大戦後の過

程を考察し、先進国段階に到達した現状に齢ける

15 中小企業政策
問題点と21世紀にむけてのビジョンを考察する。 同上
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＝計　測 と 制　　御＝；（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：森　政弘（東京工業大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　小川鑛一（放送大学助教授）

全体のねらい

　希望通りの結果や経過や状態を得るために必要な操作を施すことを制御という。ヒのためには、現状や

結果を計測することが必要で．計測なしには制御は成り立たないといえる。本講義では、これらを踏まえ

社会に診ける計測と制御の活躍状況の解説を背景に、計測と制御を学んでゆくための必要最小限の工学的

奉礎事項を説明する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

計測と制御は車の両輪のごとく、どちらか一方

1 計測と制御の役割

が欠けても成り立たない6ここでは、これから学

Kする、計測と制御という学問分野を一瞥し、い

．森　　　政弘
i東京工業大学教授二）

かに産業と技術の分野に係りがあるかを考える6 小川　三一
（放送大学助教授）

人類誕生と共に測ることは行なわれ、その内容、

計　　測　　1 手段、方法を変えながら、今日もな澄行なってい

冤2 る。ここで拭、計測に関する基本原理、方法、問 同　上
一計測とは一 題点、などの概要について述べる。

計測対象の物理量を人間にとって、あるいは機

計　　測　　2 械にとって処理しやすくて、感知可能な量に変換

3 する必要がある。センサとはこのような物理量の 同　上

物理量とセンサ 変換を司るデバイスであることを述べる。

センサの種類、その応用はきわめて広い。ここ

計　　測　　3 では、歪ゲージをセンサの例として取り上げ、一

4 つのセンサでも工夫により、いろいろな物理量を ，同　上・

一センサの応用一 測れることが可能なことを示す。

部屋の温度を一定に保つことを例に上げ、制御

フィードパヅクと の二大基本方式であるフィードバッグとフィード

5 フィードフォワ甲
h

フォワードについて、やさしく説明する。 同　上

物事を行なう場合、必ず順序というものがある。

シーケンス制御1 それを順序通りに実行させることがシーケンス制

6 御である。ここでは、シーケンス制御の概念につ 同　上

一概　　念一 いて考える。

シーケンス制御を行なうには．それに合ったシ

シーケンス制御2 一ケンス回路が必要となる。ここでは．シーケン

7 ス回路の基礎とその考え方について学習をする。 同　上

一回　　路一
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ここでは、工場やエレベータなど実際の場面で

8
シーケンス制御3 実用されているシーケンス制御について学習する。 森　　　政弘

一実　　際一 小川鑛一
@　　　　　　　∫く

∫人間のあらゆる行動は、シごケンス制御とフィ

入　間　に：よ　る 一ドバック制御であるといえる。しかし、これら
9 人間の行なう制御には、限界がある。この限界を 同　上

制’御の世　界 認識し、機械が行なう制御とを対比する◎

ある対象を制御するには、その対象の特性、安

制御理論　1 定不安定の概念、既知の入力に対するその対象の

10 振る舞い（応答）を知る必要がある。ここでは、 同　上

一糸の表現一 それらの特性を知るための手段と方法について学

習する。

1次遅れ系、2次遅れ系など簡単な系について

制御理論　2 の応答の計算例を示す。つづいて、新しい制御理

11 論に基き実際に制御されている場面を垣間見るこ 同　上

一糸の応答一 とにする。

機械制御にはサーボ機構が重要である。ここで

は、航空機や船舶の舵の駆動、NC工作機械の位

12 サ　一　ボ機＝構 置決め、ロボット手足の駆動などに広く応用され 同　上
ているサーボ機構について学習する。

制御にはプロセス制御という一一分野がある。こ

れは、石油精製や溶鉱炉のようなプロセスに渋い

13 プロセス制御
て実施されし（いるので、その実際を学習する。 同　上

制御を実施するためには、それなりの専用の装

制御装置　・
置や機器が使用される。ここでは、制御装置、制

14
御機器、検出器などについて実物を参考にしなが 同　上

制御機器
ら学習する。

ここでは、15回にわたる講義内容をまとめる。

15 ま　　と　　め 同　上
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＝哲学的人間学＝（TV）
〔主任講師　藤田健治（四物の水女子大学名誉教授）〕

全体のねらい

　哲学的人間学は現在広汎に取り扱われている人間に関する諸科学の研究の基礎付けとして次第に脚
光を浴びつつある新しい哲学の分野である。哲学の主要課題としては在存論・認識論等様々であるカ1、
それ等は究極に：論いて「人間とは何か」という問いに答えようとする人間学の問題に帰著する。本書に

旧いては人間の根本的本質的あり方のうち、その主体的実質的あり方として「生命としての人間」「精
神としその人間」「実存としてめ人間」とその活動形式としての「実践と観想」というあり方とを主軸

として、それ等関係交錯から人生や歴史の諸相が如何に描き出されるかを究明することを目的とするQ

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

世界観人生観の学としての哲学的思考の特質

1
哲学的人間学とは

ｽか

を芸術、宗教、科学のそれと対比して説明し、

N学の新しい分野として現在注目をあびている

N学的人間学の導入を試みる。

藤　田　健　治
i齢茶の水女子大学

名誉教授）

人間とは何かという問いに対しては古来さま
ざまのアプローチが試みられ、現在でも自然科

2
哲学的人間の課題
E人間とは何か

学、社会科学、入文科学などの分野でこの問題
ﾌ解決にむか6て努力が傾けられているが、実

同　」二

はその根底に哲学的人間学というものが無けれ
ぱならないことを明らかにする。

ではひとしく人間を主題にしながらも哲学的

3 人間の根本的・本
ｿ的あり方

人間学と他の学問の人間研究との間にどのよう
ﾈ相違があるかを考え、哲学的人間学が求める
l間の根本的・本：質的な規定の分析を試みる。

藤　田　健　治1
?@埜・　　肇
i放送大学教授）

まず人間を形式の面からとらえるために、実
践とか行為といわれるものの本質は「目的実現」

4 人間の活動的・形 にあり、認識とか知識とかいわれるものの本質
式的あり方 は「意味表現」にあるという点で区別されると 藤　田　健　治

共に、この両面が現実生活では交錯する関係に
あることを指摘する。

従来の認識論が主として物一般についてのも
のであったのに対して、人間の立場からの認識

5 人間把握の認識論 論、すなわち入間自分にとって最も重要な対象 同　上
である人間そのものをどのようにしてとらえる
ことができるかという問題を考える。

｛　認識の目的である真理把握が達成されうるか

6
人間認識の目的達成

ﾌ可能性と現実性

どうかという可能性については、昔から懐疑論ずとか相対論に対して絶対論という見方があり、

ﾜた真理把握の実際（現実性）については、そ 同　上
の原理として矛盾律や理由律があり、またこれ
に対するものとして弁証法とか非論理的な無根
拠の存在などが問題となるということを論ずる。

7

人間の主体的・実
ｿ的あり方
ｶ命としての人間

　つぎに人間のありかたの最も基本的：なものと

ｵて、自然的欲求の充足活動があるが、この欲

]人を「生命としての人間」と名づけ、．そのあ

閧ｩたを明らかにする。

同　．上、
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）F

しかし、人間の活動は欲求の充足だけに尽き

るものではない。「生命としての人間」の立場

8 精神としての入間 を越え、精神的な生きがいを求めて理想や理念 藤　田　健　治
を追求する活動の主体を「精神としての人間」

としてそのあり方を考える。

理想や理念は真・善・美によって代表される

精神的価値であり、その価値の実現が文化（科

9 続精神としての人間 学P道徳・芸術）であるが、このような価値の 同　上
分化とその相互関係また価値間の比較と序列
など価値体系に関する問題を考える。

私たちはまずかけがいのない「この私」とし
て生きているが、この人間め個別性・主体性の

1Q 実存としての人間
根源にある「実存としての人間」を、とくにそ邑れの最も顕著な現われとして宗教との関連に澄 同　上

いて明らかにする。

以上に述べたのが人間存在の分析面である。

人間の本質的あり これに対してその総合面として「全人」が成立

11 方の相互関係と統 するための本質的な法則関係、とくに全人の根 同　上

一、’ S人
本的現象である知・愛・幸福・職業などの哲学

的な意義を解明する。

これまでに考えた人間の本質を基礎として、
さらに具体的に入間をとらえるためには集団的

12 歴史的社会の形成
人間関係（空間的）と時代的発展（時間的）と
｢う二つの要素によって可能となる「歴史的社

同　上

会」を考察する必要があるが、先ず人間の本質
白あり方の集団化について考える。

個的人間がもつ歴史的社会に適応する生き方

歴史的社会に澄け と歴史的社会から疎外される生き方とを基とし

13 る個のあり方と歴 て歴史的社会の動態と動因とを究明する。 同　上

史的社会の動態

歴史的社会に澄いてあり、あるいはそれに深

14
歴史的社会を超え

驍烽ﾌ

く関わりながら歴史的社会を超えるものとされ

骼ﾀ存と超越者もしくは超越的体験とさらに理 同　上

念について論究する。

理念中歴史的社会の現実に最も直接的関わり

15

歴史的社会におけ
髣ﾏ理の役割と世
E史の究極目的

をもつ道徳的理念の役割と実践の立場からする

｢界史の発展の目ざす究極目標の意義とを究明

ｷる。

同　上
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＝・ m識と学問の構造＝（R）
　　　　一知の構築とその呪縛一

〔主任講師：大森荘蔵（放送大学教授）〕

全体ρねらい

　1つの中央構造線が現代学問の中央を貫いてこれを2つに：分断している。自然科学と文化
科学に：・琿科と文化に、そしてスノウの言う2つの文化に、更にこの分断は日常生活での人間観をも

貫いている・この分断め基底には物と心の分裂があると私は考える。日本と西洋の両方にこの分裂の

、由来を尋ね、学問と人間観の一体性を回復するととを試みる。

回 ，　テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

全体の予備的説明。西欧では16、17
世紀の科学革命によって世界観の転換が

1 概説的序論 始まった。これを「略画的世界観」→「
ﾗ密世界観」への転換とみる。それが幕
毎ﾛ新期に日本で同じ転換を促した。こ

大　森　荘蔵
i放送大学教授）

れによって物の死物化、心身の分裂が生じ

略画的とは精密な計測、表面的な論理
的整合性にこだわらぬこと。そこでは天

2 略画的世界観 地人は一体として共感し、人間は神、霊、 同　上
死者と共生し、過去と未来は現在に溶融
する。動物、岩石も霊を持ち、物は生き
生きとして死物ではない。

古代神話、本居宜長の国学、江戸時代

3
日本に即ける略画

｢界

のインテリを支配した朱子学、そして基
ｬ思想としての仏教、に論ける略画世界
ﾏについて述べる。荻生高峯伊藤仁斉

同　上

三浦梅園、等にも言及。そして幕末た強
くなった洋学受容について。

イオニア自然学、アリストテレスに例

4
西欧古代中世に朧

ｰる略画的世界観

をとる6細密世界観への起動力をもっていたデモクリストの原子論はアリストテレスの圧力で押えこまれた。更に細密化

同　上

の始動としての天文学、静力学、解剖学
にも触れる。

「円」信仰の呪縛からの最初の解放と

5 略画の密画化
@　その始まり

してのケプラー、アリストテレス的神学

ﾉ対する挑戦としてのコペルニクス地動

焉B細密数量描写としてのガリレイの動
同　上

力学。連続量描写を可能とした微積分学。

ガツサンディによる古代原子論の復活。

6 略画の密画化
化学の領域での原子論の確認。それに基
ﾃいた「点描法」（原子論的描写）の進 同　上

不可避の過程 展。ラプラスの天体力学。それらによの
物はほぼ死物と化した。一方神は遙か天
上に死霊は街を歩きにくくなった。

外部自然の細密描写が入体に及ぶとき
人体の死物化が進行する。レオナルド、

7 密画化と数量化
ベツサリユウスの解剖学。それがデカル
gの「人間論」に至って人体は動物機械

同　上

となる。当然「心」は分離独立し、「機
械の中の幽霊」（ライル）となる。
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回
　
　
テ
　
　
一
　
　
マ
‘ 内　　　　容

担当講師（所属・氏名）

だがデカルトの予想が現実化するには
恥

300年を要した。血液循環、呼吸、食物

8
密画の陥穽

齦ｨの死物化一
消化、発生と遺伝、これらの生命現象の
ﾗ密描写が完成するまで喰余曲節があっ

大森　荘　蔵

た。人体が死物体となるには手がかかつ
たのである。

神経伝導、脳の機能の細密描写は今だ

9
感覚的性質のスト

潟bプ

に進行中である◎しかしそれ炉完成して
熕Sの機械化とは左らない。逆に心はま
ｷます死物人体から浮き上り人だまのよ

同　上

うに浮遊している。心身の分裂は増大し

現代人の迷いとなっている。

西欧の密画世界観の受容は主として江
紫野の医師によって行わ乳た（例えば解

10 二元論の構造的欠陥 体新書）。その時以来今日までその人間 同　上

観が最も抵抗をうけたのは当然である。

その抵抗の模様を観察する。

無限ゐ宇宙の細密描写を現実にはなし
えない。そのため公理的方法に近い理論

11 二元論批判
化が必要どなる。その理論による説明と
ﾍ何であるか。一方略画的描法をも併用

同　上

せざるをえない社会人文科学に懸ける描
写方法（デユルケム、ウエ同門バー、リツ
ケルト）。

細密描写の基本は世界の時間的変化の

12
原子論による密画

描写である。この「変化」の概念を分析
ｷると、可能な描法は原子論的描法と場 同　上

描写 描法としかないことを論証する。現代自
然科学はまさにこの論理的選択可能性の

枠内で展開してきたのである。

ここで残された現代の問題、心身問題

に入る。まず生命論ではアリストテレス

13
人体の密画描写と の形相としての霊魂論に還るべきと考え 同　上

知覚因果説 る。それは上記の略画、密画両世界観の
u重ね合せ」、「重ね描き」として理解

できるからである。

一方心の問題もまた上記二描法の「重
ね描き」として理解しうる。密画世界観

14
物と感覚の一心同

ﾌ性
によって死物化された物はそれによって
ｪ画世界観でもっていた生命を取り戻す

同　上

であろう。これを記憶、感情、想像、美

三三同等において説明する。

一方、外界からの刺激による脳の興奮
それによって生じる知覚像、という生理

15 自然の再活性化
学の細密描法を批判、それに代えて「脳

ｧ視」の見方を提出し、幻像や十人十色
同　上

を説明する。これによって両描法の「：重
ね描き」が完成し、心と物は昔の和合に
返る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　＝行為と規範＝（R）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：黒田　亘（東京大学教授）〕

全体のねらい
　自然的存在であると即時に社会的、政治的な存在である人間は、さまざまな規範に従いっっ、そ流

それの個性に応じた価値の実現を目指して生きる。そういう人間存在の多面性を集約的に表現する般

行為”について、基本的な諸概念と諸問題の分析を試み、実践哲学の基礎的な構想を固める。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）・

この講義でとくに重要な意味をもつ諸概念に

つき説明し、全体の構想を述べる。
1 行為について 黒　田　　　亘

（東京大学教授〉、

いわゆる「自然主義の誤謬」をめぐって対立

2 規範に：ついて

す
る
諸
立
揚
に
つ
き
説
明
し
、
問
題
解
決
の
方
向
を
探
る
。

同　上

ルール懐疑主義に関する最：近の議論を手がか

りにして、「規範」の概念の分析を進める。

3 価値　と　規範 同　上

行為に関する「珪由づけ」ないし「正当化」

「自然主義の誤り」 の論理構造を問い、合理化の営みを支える丁非

4
について

合理」め所在を示す。 同　上

因果説の立場ヵ・ら行為の基本構造を論ずる。

5 実践的知識の構造 同　上

「基礎行為」の概念について説明しながら、

前講の論旨をさらに展開する。

6 意志行為の分析（1） 同　上
｝

同じく行為論の基礎概念である「人格」につ
いて説明し、これ寮行為に関する諸理論の総合

7 意志行為の分析（2） の要どなることを示す。 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

自由論と決定論の対立に関連してホッブズ、

ロック、ヒュームの古典的見解を検討する。

8 人　格　の　概念 黒　田　　　亘

前講をうけて、自由と決定の問題を分析的に

解明する。

9 自　由　と　決定 同　上

古典的左「アクラシア」（意志薄弱）の説や

倫理的快楽説などに論及しながら行為の「動機

10 欲望　と　意志 づけ」について考察する。 同　上

ホッブズ、ロック、ルソーの古典的見解を相

互に対照しつつ、基本的な問題点を指摘する。

ユ1 快楽説をめぐって 同　上

前講を踏まえ、さらにロールズ、ノジヅク等

の所説を参考にしながら契約説の意義を考える。

12 功利主義の検討 同　上

二つの概念の相互関係を考察し、法と道徳の

境界に位する諸問題につき述べる。

13 正義について 同　上

行為の規範の合理的体系化を目指す理論の典

型として功利主義の再評価を試み、現代におけ

14 嘘　　と　約　束 るその理論的課題を考える。 同　上

これまでの講義に基づいて実践哲学の基本構

想をまとめる。

15 契　約　と　功利 同　上
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＝美の本質と様態（人間の探究専門課目）＝（R）

〔主任講師：今道友信（東京大学名誉教授）
@　　　　橋本典子（青山学院女子短期大学助教授）〕

全体のねらい．，

く本講義は≦東西の美学史を学びながら、美学の基礎的概念について研究を深め、美の本質やその様態を

考えるものである。美の様態とは、美の現象形態のことであり、芸術美もその一つである。本講義では、

主に芸術を媒介として考察を進め、真や善と並んで、入間のあこがれる理念である美を省察し、美学の新

しい可能性を拓きたい◎

側 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

、ギリシア・ラテン古典文化と並び　せられるシ

芸術的超　越 ナ古典文化は、東洋に位置する日本の文化の基礎 今　道　友　信
1 のひとつである◎その中でも代表的な孔子の美学

一孔子と諸子百家一 説を中心に考える。芸術段階説や世界超越説など （東京大学名誉教授）
が明らかにされる。諸子百家の若干の人々にふれ
る。

孔子を否定的に超える荘周の学説を中心として、

一者とその影 一三の形而上学的美について論じる◎ここでは、
2 真の超越どしてのエクスタシーが風の象徴を以て 同　上

一荘子と六朝時代一 論じられている。尚、ジナ古代の花と言われる六

朝の芸術論にもふれる。

日本の古典を介して母本文化の特色のひとつと

植物的世界観 して植物的世界観が立てられていると見て、それ
3 との関連に於いて、古代・中世の芸術論を解明す 同　上

一日本の古代・中世一 る。

日本近代の芸術論を介して、独特の美的カテゴ

幽　玄　　と　旅 リーとしての幽玄を論じ、また、美を求める実践
4 としての旅について考える。 同　上

一日本の近代一

西洋美学Q源流としてのギリシア哲学に於ける
形　　　　相 美や芸術の省察を、基本概念としての形相（イデ

5 ア）を中心に考える。手続として、ソークラテ』 同　上

一西洋古代一 ス以前、プラトーンとアリストテレース．ブロー

ティノスを省察する。

西洋中世の美学を、基本象徴としての光を軸に
光 して省察する。この時代の美学思想は従来軽視さ

6 れて来たが、芸術論としても重要であることを示 同　上

一西洋中世の美学一 す。

ルネサンスの時代精神は．ヒューマニズムと比

数　　と　言　　語 であると言われるが、比の原理である数が美や芸
7 術に於いて占める重要性を考える。比は、ロゴス 同　上

一三　　コ“　，スー一 であるが、ロゴスは言語でもあって、ここに言語

を重視するヒューマニズムの考え方も問われるこ
とにな：る
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代美学の伏線がデカルトのコギトーにあると

実在　と　模倣 考え、またパスカルの芸術論、ライプニッツの美 青　山　昌　文

8 の省察を介し、認識と主観が中心となる近代美学

一近代美学の黎明一 の前半を課題にする。 （放送大学助教授）

↓

近代美学の自立性を樹立したバウムガルテンの

関　孫　　と　美 認識論的美学の特色と、ディドロの関係の美学の

9 一近代美学の 新しい解釈により、ここに近代を超克する力が秘 同　上

自立と超克一 められていることを明らかにする。

ロマン主義、ドイツ観念論、それらに対する反

動という思想的激動の時代としての近代終末期の

10 無限・完成・分裂 美学説を省察する。 今　道　友信
鴨

芸術に必要な契機としてのフィクションすなわ

虚　　　　＝構 ち富戸を、新しい認識方法に着目しつつ、演劇を 伊　藤　公　一

11 例にして省察する。
甲

一新しい認識方法一 （放送大学助教授）

音楽の特質をその時間構造を通して明確にし、

音楽と精神との関わりを創造の面から省察する。 橋　本典子
12 音　楽　美　学 特に音楽作品に内在する形而上学的力の可能性に （青山学院女子短期

ついて論じる。 大学助教授）

比較芸術学の立場から、諸芸術の根本講造を明

美、　と　時　間 らかにする。更に芸術創造に於ける崇高性という

13 ：概念との関わりから、芸術創造に於ける倫理的側 同　上

一芸術と倫理一 面、時間を越えた人間め精神的美（美善）を追究

する。

現代、技術連関の時代との関係に於いて新しい

美学、カロノロジアを省察する。無を介するその

14 カ　ロ　ノ　ロ　ジア 論理的講造を明確にすると共に、人間の存在の彼 同　上

方に輝く美、すなわち存在論を越えた新し思想に

ついて省察する。

全体を総括し、特に美的判断の問題を手がかり

にして、新しい創造論へ向けての論理的省察が行

15 結　　　　び なわれ、新しい美学への指針が示される。 今　道　友　信
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白文
〔主任講師

化入類学＝（TV）
祖父江孝男（放送大学教授）〕

全体のねらい

　文化人類学という学問を一言で定義すれば、世界の諸民族のもつ文化や社会について比較研究する

学問だと言える。それらの特色を具体的・実証的にとらえていくところに特徴がある。本四に訊（て

は文化三三学の諸分野に：澄ける今までの成果を概観し、日本人、日本文化の問題や国際理解：など、身

近な課題にも眼をむけていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文化入類学の定義と歴史、この分野における

1
文化人類学とはど

�ﾈ学問か？

基本的概念としての三種、民族等等…㌔
祖父江　孝　男

i放送大学教授）

入間の特色である言語の存在、それによって

2 文化：人間め特質
生まれた文化の本質。文化はいつ頃生まれたか

ﾈど…一。 　’
ｯ　　上

19世紀の文化進化論、さらにそれに代って

文化の進化、文化 登場した伝播論。特に民話、伝説などの伝播の

3 問題をめぐっての論争など…・・b 同　　上
の伝播

狩猟採集と農耕、牧畜。それぞれの生活形態
・とその歴史、殊に穀物農耕の出発、照菜樹林文

4 生業　と　経　済 化とナラ林文化の問題など・…・b 同　　上

衣服の系統史、食生活のさまざまな形態と料

理法の型。住居の型とその歴史など。

5 衣・食・住を考える 同　　上

音声と音素、エディックの立場とエミッタの

言語とコミュニケ 立場。言語の諸系統。非言語的コミュニケーシ

6 ヨン（ボディ・ランゲージ）など…・・b 同　　上
一ション（1）

同　上

言語とコミュニケ
7 同　　上

一ション（2）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一夫多妻制、一妻多夫制など婚姻の諸型、婚

姻後どこへ住むかによる分類。父系制と母系制、

8 家族と親族（1） 配偶者選択に澄げる自主性の問題など。 祖父江孝男

‘

同　上

9 家族と親族（2） 同　　上

宗教の諸形態、アニミズムとアニマティズム、

マナの問題。呪術、妖術、シャーマニズムなど。

10 超自然観と宗教 同　　上

さまざまな民族芸術、そして、音楽と芸能。

民族芸術と音楽・ 生活と社会の環境が異なるにしたがい、どんな

11 特徴を示しているかなど。 同　　上
＝比ムヒ
]目ヒレ

文化環境の影響によって生まれた国民性と民

族性、特に日本人の国民性と県民性の分析、そ

12 文化と心理・民族性 れらはどうして生まれたかなど。 同　　上

文化変容と文化変容（アカルチュレーション）

の具体例、特に日本では外来文化をどう受け入

13 文化変化と文化変容 れたか、戦後日本の変化はどう変ったかなど。 同　　上

他の文化をよく理解するための基本的態度、

エスノセントリズムと相対主義と。国際交流の

14 国際理解と国際交流 過程で澄こるさまざまな問題点など。 同　　上

最後にあたり、文化人類学におけるさまざま

な問題の総括と概観。最近の課題など。

15 エ　ピ　ロ　一　　グ 同　　上
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　＝アメリカ論1＝（TV）
〔主任講師　猿谷　要（東京女子大学教授）〕

全体のねらtぐ

・北米（アメリカ合衆国とカナダ）について、各方面からその特色を論ずる。北米はいま日本ともつ

とも深い関係をもつようになったが、その本質は必ずしもまだ十分に理解されてはいない。従来とか、
く断片的になりがちだったアメリカ論を、ここで十分にまとめて展開し、正確な理解を得られるよう，

にしたい。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当’講師、
i所属・氏名）

1 若い共和国の誕生

　大航海時代のアメリカ大陸から始まり、植民地時代を経て、アメリカ合衆国が建国きれるまでを概説する。とくに原住アメリカ入というべ

ｫインディアンの生活や、各植民地の特色、新
ｵい共和国の性格や、これが世界史上に与えた
e響などに重点を澄く。

　　　　　　　　ξ猿　谷　　　要（東京女子大学短麹大学三教授）

ぎ

2
セク、ションの

@　　発展と衝突

　独立直後のアメリカがしだいに地域的特色を
烽ｿながら、ついに南北戦争にいたるまでをの

ﾗる。産業革命をいち早くとわ入れて資本主義社会へ向かう北部、奴隷制度を拡大する南部、フロンティアを論しすすめる西部、この三つの

n域の利害対立を中心とする。

　　、’［同　　　上

書

3 世界的強国への発展

　南北戦争を終って国内の統一をはかった後、資本主義が独占集中を生んで国外にも勢力を伸ばすようになり、米西戦争、第1次大戦を経て“アメリカの世紀”を実現するまでのべる。南部の従属とリンチの横行，西部フロンティアの

ﾁ滅などをあわせて解説する。

同　　　上

4
超大国の影響力と
@　価値観の変動

　第2次大戦後、世界最大の影響力をもつこと
ﾉなったアメリカは、新しい冷戦の時代に共産：
翌ﾆ対立する。一方国内では大恐慌、ニューデ
Bールなどを経て物質的な繁栄を謳歌するよう
ﾉ：なるが．1960年代には．染入革：命から始ま
髑ｽ様な価値観の変動を迎える。

同　　　上

5 アメリカン・デモ
Nラシーの特色

　国内政治にみられる特色を、具体的な例をあ
ｰて説明する。合衆国憲法にみられる特色や二
蜷ｭ党の変遷i、大統領選挙の仕組み、歴代大統．

ﾌの評価、連邦政府と各州政府、アメリカの場
№ﾌ保守と革新など、世界各国に大きな影響を
^えた政治の特色を解説する。

阿　部，斎
i放送大学教授）

6
アメリカ外交の
@　　　　　　特色

　19世紀を支配したモンロー主義がその後しだいに崩壊し、孤立から介入へ向かう変化を説明

ｷる。とぐに第2次大戦後は国際政治の中心に
ﾊ置し、新しい冷戦に対応して特色のある外交
�W開するが、際立った影響力とその限界など
ﾉついて解説する。

同　　　上

7 資本主義経済の発展

　初めアメリカは経済的に貧弱な国としてスタートした。ドルの威信も極めて低いものだった

ｪ∴くり返し起った経済恐慌をのり越え、1世
Iあまりで債務国から債権国へ変貌し、ドルが
S世界の通貨として威信を誇るようになるまで
ﾌ経過を解明する。

嘉　治　元　郎

i放送大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 経済の当面の諸問題

　196（樽代に入ると、世界に君臨したドルの威
Mが低下しはじめ、いまアメリカの経済は実に
ｽ面的な難問題を抱えこんでいる。自由主義経
ﾏのチャンピオンとしてのアメリカが、いまど
ﾌような問題に直面して苦悩しているかを、具
ﾌ的な例をあげて明らかにする。

嘉　治　元　郎

9 入種・艮族・女性

　アメリカ社会を構成する入種と民族は極めて
ｽ様であり、それがこの国を動かす原動力の1
ﾂとなってきた。多数派と少数派の形成、少数
hを受けてきた苦難の過去、二種主義の後退と
ｭ数派の平等への闘いなど、国際関係にも影響

�^えた変革の跡をたどる。

猿　谷　　　要

10
社会の特色を彩る

迫v素

　アメリカの地方分権はかなり強力で、各州自
｡がそれだけ徹底しているので、地域による特
Fもまた明瞭である。ここでは地域性の他に、

¥力や犯罪、家庭の崩壊などのマイナス面や、
{ランティアとして積極的に社会に貢献しよう
ﾆするプラス面などを考察する。

同　　　上

11 アメリカ的生活様式

　現在のような生活様式がほぼ固まったのは
P920年代のことで、アメリカはこのとき世界最
奄ﾌ高度な大衆消費時代を迎えた。この原型を
?Sに、宗教のもつ役割、ジャーナリズムの発
W、大衆文化の普及、平均的アメリカ人の懐ろ

?№ﾈどを明らかにする。

同　　　上

12
カナ、ダ

�jの　特　色

　アメリカのかげにかくれて、日本入のカナダ

F識はいまだに稀薄である。しかし現実にはい

ﾜ日本とカナダの関係は急速に深くなっている

ﾌで、この回ではカナダの歴史を概説し、その

ﾁ色を明らかにする。

同　　　上

13 カナダ

cUイク文化

　カナダは早くからモザイク社会を標榜してき

ｽ。人種・民族の上からだけではなく、言語、

@教、文化などの面での多様性を説き、あわせ

ﾄ1977年に百年祭を迎えた日系移民の役割に

ﾂいても言及する。

同　　　上

14 日米関係の流れ

　幕末のペリー来航から現在の貿易摩擦にいた
驍ﾜで、日米関係の歴史を5段階に分けて説明
ｷる。移民の果した役割などについても触れ、
?墲ｹて日米相互の理解のギャップ、国際交流
ﾌ諸問題など日米間の多様な面を探りたい。

同　　　上

15 変貌するアメリカ

　北米は中南米のラテン・アメリカに対してア
塔Oロ・アメリカとよばれるが、その特色を明
轤ｩにして、未来への展望としては、大西洋時

繧ｩら太平洋時代への推移、ますます重要性を
F増すカリフォルニアの役割など、多角的にアメ

潟J像を浮かび上らせる。

同　　　上
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＝アメリカ論皿＝（TV）
〔主任講師　増田義郎（東京大学教授）〕

全体のねらい・

　ラテン音楽やマヤ、アステカ、インカ等の古代文明などによって日本に知られている中南米は、そ

の歴史、文化において特色に富み、またその政治・経済・社会も、19世紀の独立期以来独特な歩みを

示して、第三世界の中でも、他のアジア・アフリカ地域と全くことなった個性を持つ。その個性とは

なにか6

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず、中南米の自然環境と、そこに人間がど

1・

乾燥地帯・高原・

M　　帯　低　地

・のように適応して行ったかという問題を考える。

墲黷墲黷ﾌ日本の約54倍の面積を持つこの広大
ﾈ地域は、実に多くのことなった自然環境を持つbしたがってそこに住む人々の生産や生活も

増　田　義郎

i東京大学教授〉
さまざまである。

中南米の原住民は多くの民族に分れ、しかも

多様な民　族 15世紀末以来、ヨーロッパ、アジア、アフリカ

2

多様な言　語

からの渡米者が定着して、多様な民族が今日の
??ﾄを構成している。また言語も、スペイン
黶Aポルトガル語だけでなく、多数の原住民語

同　上

を含み、状況は単純でない。

中南米の原住民の歴史を、初期の狩猟民時代

ア　ス　テ　カ　　・ から15、16世紀の国家形成の時代まで概観し、

3

マヤ　・　イ　ンカ

中でもとくに高い文明段階まで進んだ、メキシ

Rのアステカ、中米のマヤ、アンデス地方のイ
同　上

ンカについて、その建造物、都市、遺物を紹介
しながら解説する。

15世紀末にはじまるスペイン、ポルトガルの

バロック文化の開花 植民地時代は、中南米にヨーロッパの文化がも

4

～植民地時代

たらされ、それに工着文化やアフリカ文化が融
№ｵて、ラテンアメリカ文化が形成された時期
ﾆして、とらえられる。その新文化を、バロッ

同　．上

ク文化の諸相において観察する。

19世紀はじめ、ナポレオンのスペイン、，ポル

独立運動　と トガル侵入を契機に、中南米に変動がおこり、

5

共和国成　立

結局のところ多くの地域に独立運動が誕生して、

ﾐとつの帝国と多数の共和国が成立する。それ
轤ﾌ消長を、背景にひかえたヨーロッパ勢力の

同　上

決定的な影響力とともに理解する。

中南米諸国の現代政治史を、ポプリスモ（人

6

ク　ーデタ　一・・

v命・民主主義

民主義）運動の登：場と挫折、軍事政権への転換、

ｳらに最近の文民政権の回復という大きな流れ
ﾆして把握したのち、中南米諸国の政治の基本
I特色を、主に国民統合の遅れと、政治経済の

恒　川　恵市

i東京大学助教授）

過度の結合の二側面から論ずる。

中南米諸国の直面する諸問題を、政党と政党

中南米政治の争点 制、軍部の政治介入、教会の新しい動き、経済

7

～従属ヵ＼自立か

的「従属」と自立、：域内紛争と外国の介入など、

ｳ’まざまな争点について論じることを通じて、

??ﾄ諸国における政治的安定と民主化の条件

同　上

を考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 経済発展の光と影

　1930年代以降ラテンアメリカ諸国は工業化を
юiしたが、基本的には少数一次産品に依存す
髣A出構造を変えることは出来ず、一方貧しい
_村は工業化からとり残され貧富の差が強まっ
ｽ。その要因を検討しつつ、ラテンアメリカの
o済発展の特徴について解説する。

細　野　昭　雄

i筑波大学助教授）

9 累積債務とインフレ・

　1970年代には自由経済政策や積極的開発政策
ﾖの政策転換による新たな発展が試みられたが、
ｻれは累積債務を急増させる結果となり、今日
ｻの利子支払いに追われ、失業は急増し　ンフ
撃ﾍ加速している。この深刻＝な経済危機の構造

ﾆ要因について解説する。

同　上

10

躍　　動　　す　る

V　し　い文　化

今世紀におけ’る中南米の特色ある現象のひと

ﾂに文化活動がある。メキシコ革命の結果生れ
ｽ新しい社会環境に、新しい壁画運動がおこり、

??ﾄ全体の造形美術の創造を刺激する。そし
ﾄ50年代末からは「ブーム」と呼ばれる爆発的
ﾈ文学の創作活動がおこる。

増　田　義　郎

i東京大学教授）

11

メ　　キ　　シ　　コ

`変：革と伝統

　まず、現代メキシコの基礎を作った「メキシ
R革命」とカルデナス改革についてその歴史的
o緯を説明する。そののち、中南米では、例外
Iな政治的安定下に進行する社会的・経済的変
ｮを、伝統的文化を維持して生きる人々の生活
ﾌ諸相を紹介しつつ解説する。

恒　川　恵　市

i東京大学助教授）

12

ブ　　ラ　　ジ　　ル

`未来の国

　ブラジルは、多くの経済的政治的問題をかか
ｦながらも、広大な国土と豊かな資源を有する
Q1世紀の国として将来が期待されている。この
｣力ある国を、知られるところの少いその劇的
ﾈ歴史的展開をたどることによって理解して行

ｫたいと思う。

増，田　義　郎

i東京大学教授）

13

ペ　　　　　ノレ　　　　　一

`砂漠・高原・熱帯林

　古代インカ文明、亡命領の中心としての植民
n時代、そして19世紀の独立後の共和国時代の
Oつの相に分けてアンデス高原と砂漠の国ペル
[の歴史をたどり、その雄大な自然や、各地に
cる伝統的風俗や、特色ある都市生活を見る。

同　上

14

アルゼ　ンチ　ン

`豊かさの中の停滞

　肥沃で広大なパンパを有するアルゼンチンは
｢州移民により開発され、有力な穀物と牛肉の
A出国となって一時大いに繁栄したが、政治の
s安定などから、1950年代後半以降経済は長期
Iに停滞した。豊かな土地と資源を有しながら
竭ﾘにおちいった要因を解説する。

細　野　昭　雄

i筑波大学助教授）

15

カ　リブ海地域

`非ラテン的な中南米

　コロンブスが最初に到着したのはカリブ海の

〟Xであり、中でもサントドミンゴ島は、スペ
Cン植民地時代初期の重要拠点であった。しか

ｵ植民地の重点が大陸部に移されるにつれ、カ
潟u海は、英・仏・三等の勢力の侵入するとこ
?ﾆなり、複雑な様相を呈する。

増　田　義　郎

i東京大学教授）
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＝アジア論1＝（R）
〔主任講師　浜口允子（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　我々の属する東アジア世界は、一つの完結したまとまりを示す文化圏である。歴史的にみれば、そ

・れは、中国を中心とし、そこに周辺民族や国家が関わ9て形成された世界である。本講座は、その形

成過程や特質を理解することを目的として、基軸をなす中国の政治・社会構造を歴史の中から考えて

いくものである。　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

東アジア世界をどう考えるか。そこに澄澄よ

その位置づけを与え、それが中国を中心とし：た 浜　口　允子
1 東アジアとは 文化圏であることを明らかにする。本講座が、

ｻの政治・社会構造を理解することを目的とし
（放送大学助教授）．

たものであることをのべる。

自然は、その社会に固有な歴史が展開される

舞台である。幾多の自然的条件の中から、その

2 自　然的　条件 展開に大きく作用したと考えられる地理的位置： 同　上

など、いくつかの要素をとりあげ説明する。

紀元前三世紀に秦の始皇帝が中国を統一して

3
皇帝権力の成立
@秦漢の時代（1）

から、今世紀に至るまで：二千年余の間、中国は

鼕ﾑして皇帝権力を中核とした統一体として存

ｱしつづけた。（1＞は、そのはじめの過程を郡県

同　上

制の成立を中心にのべる。

短命であった秦を継いで漢は、四百年の長き

4
皇帝権力の成立
@秦漢の時代（2）

にわたり統一国家を維持した。それは何によっ

ﾄ可能であったのか◎前漢の皇帝権力強化の過

�ﾆ、やがてその中から力を蓄えてくる地方豪

同　上

族の存在についてのべる。

漢滅亡後の長い分裂期の中から、六世紀末、

5
皇帝権力の展開
@階唐の時代く1）

再び統一国家が生まれた。（1）では、この階及び

bﾌ集権化政策に焦点をあわせる。とくに均田
ｧについては、その変遷や、当制度の意味、貴

同　上

族制との関連等を説明する。

均田制・府兵制、租庸調制を中核とした階・

6
皇帝権力の展開
@階唐の時代②

唐の律令体制は、八世紀中葉をさかいにして大

ｫく崩れ、代って新しい制度と新しい担い手と

ｪ登場してくる。②ではとくに、この過程と、

同　上

そこに：作用した諸要因に：ついてのべる。

唐末五回忌武入勢力の台頭も短期間で終り、

7
皇帝権力の確立
@宋の時代（1）

中国には再度統一国家が成立した。（1）ではこの

N主独裁制といわれる宋の体制について、とく

ﾉその成立期を中心に：のべる。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
皇帝権力の確立
@宋の時代（2）

　十一世紀に：行われた王室石の改革は、宋の体

ｧの矛盾をつくと共に、何が皇帝権力の基盤で

?驍ｩについて多くの示唆を与えている◎この

_を中心にしてみっつその後の社会について展

]する。

浜　口　允　子

9
財政基盤としての
ﾅ（1）

　統一権力が存立しうる基盤は、財政の安定度

ﾉかかっている。権力が納税対象をいかに把握

ｵたか、どこに財源を求めたか、という観点か

迥e時代の税制の変化をみ、それが社会構造と

ﾇのように関わっていたかを考える。

同　上

10
財政基盤としての
ﾅ（2）

　（1）ではとくに、租庸調制から両税法への移行

ﾉついてのべる。
@（2）ではとくに、帯代以降の商税や専売など間

ﾚ税のはたした役割についてのべる。

同　上

11
経済発展の諸相
@　農　　業

　中国の中央集権体制は、その権力を支える経

E済的基盤の上にはじめて可能となったものであ

驕Bそこで農業生産力の発展の歴史的推移と、

ｻれが何に：よってもたらされたものであったか

�lえる。

同　上

12
経済発展の諸相
@　商　　業

　農業と並んで、中国社会の基本的経済力を示

ｷ商業澄よび手工業の発展を概観する。また宋

繹ﾈ降の都市や市場の形成などを通して中国社

?ﾌまとまり方を考える。

同　上

13
経済発展の諸相
@　漕　　運

　広大な中国に：あって、物資をうこかし、情報

�ﾈがし、人々を結びつけてきた社会・経済活

ｮを支えるいくつかのシステムについて、その

ｭ展や特徴を考える。とくに水運のあり方につ

｢てのべる。

同　上

14 人々の生活（1）

　各層代り基本的生産関係によって、また各段

Kの政治、社会構造のどこに位置したのかによ

ﾁて、人々はさまざまな生活を送った。

@（1）では、農村の人々、都市の人々の生活を考

ｦる。又農民運動についてもふれる。

同　上

15 人々の生活②

　二十世紀初頭、内外からの危機の中で皇帝権
ﾍは崩壊した。従って社会制度、社会体制とし
ﾄの皇帝は、その後存在しない。だが、その二

逕N余の歴史は、人々の意識や生活の中にさま
ｴまな影響をのこしている。この点を考えてま

ﾆめとする。

同上
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＝アジア論皿＝・（TV）
〔主任講師：和田久徳（放送大学教授）〕

全体のねらい

　日本をふくむ東アジアとその南に位置する東南アジアとは、古くから交渉があったが、日本との関係

は近時とくに政治・経済・文化など各面で緊密化している。日本の将来にとって重視すべき東南アジア

について、諸民族の歴史とその特質を述べ、同地域の社会と文化の理解を深めたい。その際、日本との
かかわり’に注意する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

初期の港市国家、東西海上交通の興隆、扶南王

1 諸民族の国家形成
王国の成立など。

和　田　久　徳
と東西交化交流（1） （放送大学教授）

扶南の海上貿易と東西文化交流、林邑王国の

独立、ビルマ・マレー・インドネシアの諸国な

2 同　　　　（2） ど。
同　　　上

シュリーヴィジャヤの勃興、シャイレーンド

3 シ出リーヴィジャ王
ラ朝の繁栄と仏教文化など。

国と海上貿易　（1） 同　　　上

シュリーヴィジャヤの海上貿易政策、東ジャ

ワのクディリと南インドのチョーラの挑戦など。
4 “同　　　　（2） 同　　　上

クメール帝国の成立、クメーール帝国の性格と

5 古代クメール帝国
ﾌ繁栄　（1）

アンコール建築群：など。

同　　　上

チャンバー主国の海上活動、モン人の諸国家

など。

6 同　　　　②， 同　　　上

パガン朝のビルマ統一、ベトナムの独立など。

7 新しい民族国家の

ｭ展
同　　　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

陳朝の民族文化、黎朝社会の拡張、チャンパ

一の衰退など。

8 ベトナム社会の発展 和　田　久　徳

スコータイ朝の成立、セイロン仏教の受容な

9
タイ系諸国の成立
ﾆ展開　（1）

ど。

同　　　上

アユタヤ朝の発展、クメール国家の変、ビ

ルマの分裂など。

10 同　　　　（2） 同　　　上

シンガサーリ朝の成立、マジャパヒト朝の発

展など。

11 ジャワ諸王国の展開 同　　　上

インドネシアのイスラム化、マラヅカの展開、

マラン三国とイス
その海上貿易の繁栄など。

12
ラム化

同　　　上

初期の交渉、中国人の通商活動など。

13
東南アジアと東ア
Wア　（1）

同　　　上

中国人社会の成立、琉球王国の東南アジア貿

易など。

14 同　　　　（2） 同　　　上

15，6世紀の東南アジアと世界、現代に至る

道など。

15 結　　　　び 同　　　上
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＝＝　　ヨ ロッパ論H＝（TV）
〔主任講師：木村尚三郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ヨーロヅパ世界に澄ける人びとの生き方、物の考え方、歴史と文化の特、その心と形を、日本との対比

においてさまざまな視点から明らかにするのが、全体のわらいである。最近に澄けるヨーロッパの変ぼう

はいちじるしく、対日感情も激変しており、これを踏まえながら、私たちのこれからの生き：方をも探って
いきたい。’

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

木　村　尚三郎
1 ヨーロッパと日本 （東京大学教授）

変　貌　す　　る
2 同　上

現代ヨーロッパq）

変　貌　す　　る
3 同　上

現代ヨーロッパ⑳

変　貌　す　　る
4 同　上

現代ヨーロッパ㎝）

ヨ　一　ロ　ッ　パ　の

5 同　上

農村社会　（D

ヨ　一　ロ　ッ　パの

6 同　上

農村社会　⑪

ヨ　一　ロ　ッ　パの

7 同　上

都　　市　　　（D
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

ヨ　＿　ロ　ッ　パ　の

s　　　市　　　⑪

木　村　尚三郎

i東京大学教授）

9

ヨ　一　ロ　ッ　パ　の

ｶ　　　化　　　（D

同　上

10

ヨ　＿　ロ　ッ　パの

ｶ　　　化　　　⑪

同　上

11 ヨーロッパの家族（D 同　上

12 ヨーロッパの家族⑪ 同　上

13 キリスト教の世界（D 同　上

14 キリスト教の世界（皿） 同　上

15

ヨ　＿　ロ　ッ　ノく　の

n　域　特　　権
同上
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　　　　＝アフリカ論＝（TV）

〔主任講師：川田順造（東京外国語大学教授）〕

全体のねらい

　アフリカの姿を過去現在にわたってかなりくわしく、しかも全体像がつかめるような形で紹介する。

写真．図版、ビデオ、録音（道具、衣服、楽器などの実物も）を豊富に使い、アフリカの姿がいきい

きと視聴者に伝わるように工夫する。日本人との関係でのアフリカ、現在から未来へ向ってのアフザ

カについても十分考えるようにレたい。地域別各論では、それぞれの地域での現地調査経験の長い専’

門家を適宜ゲストに招いて、川田がきき役になり対談形式で他の地域と対比させながら次第に全体像

が作られていくようにしたい。

主な項目

（1）自然と人

②　言語の諸相

（3）歴史の中のアフリカ

（4）都市・新しい民族形成

（5）ベルベル文化とイスラーム

　　　　～北アフリカ～

（6）家畜と人間

⑦　サバンナと森林の文化

（8）農産物と魚の物々交換

　　　　～中部アフリカ～

（9）東アフリカ農耕社会の家族と親族

⑩　アフリカの採集狩猟文化

　　　　～ピグミーとブッシュマン～

⑳　女性とその世界

⑫　知慧と力

⑬　ものと人間

⑭　商品経済の進展と開発の問題

⑮　アフリカが提起するもの

川田　順造・尾本　恵市・門村　　浩

加賀谷良平

川田　順造

日野　舜也

宮治美江子

福井　勝義

川田　順造

安渓　遊地

響園万亀雄

原子　令三・田中　二郎

上田冨士子

阿部　年晴

川田　順造

吉田　昌夫

川田　順造
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＝日本文化論皿＝（R）
〔主任講師：辻村公一（京都大学名誉教授@　　　　河合準雄（京都大学教授））〕

全体のねらい
　日本の思想を問題にする。併し、日本思想史というような通史ではなく、最も重要と考えられる卓越し

た思想を取り上げて、その最も根本的な点だけを解明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容・ 担当講師
i所属・氏名）

1 世界の中の日本文化

2 日本神話の構造

3 日本文化の基層

4 日本人と歌心

5 王朝文化と女性

6 中世説話の世界

7 仏教の日本的展開
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 鎌倉群体の新仏教（D

　最澄の開創した比叡山延暦寺（日本天台法華宗）

ﾉ於て、当時支配的であった天台本覚思想を背景
ﾆして、それに対する対決として決行された法然、
e鷺、日蓮の極度に単純化された新仏教の夫々の
ﾁ色を、仏と世界と人間との関係という観点かち
�ｾすることを試みる。

　辻　村　公　一

i龍谷大学特任教授）

9 鎌倉時代の新仏教⑳

　禅宗は思想ではないが、その宗旨が人を通して

ｭ揮される場合には夫々独自な宗風が現われる◎

ｱこでは、道元、大磨、大乱、関山、夢窓、寂室
ﾌ各々の宗風を性格づけることを試みる。　　　【

〃

ユ0 鎌倉時代の歴史観

　天台座主三三の＝書いた「愚管抄」について、歴

jに内在し歴史的出来事とともに頸現して来ると

ｳれた「道理」とは何であるかを、解明すること

�獅ﾝる。

〃

．11 室町時代の芸術論

　日本中世の芸術論では、芸のあり方と入のあり

福ﾆが不可分の関係にあった◎そのことを、世阿

墲ﾌ能楽論に於ける「閲」の概念を中心にして考

ｦてみる。

倉　盛行　洋
i神戸大学教授）

㌃12 江戸時代の儒学

　江戸時代のみならず日本に於ける儒学の二大巨

?ｽる伊藤仁齋の「古義学」と荻生祖練の「古文

ｫ学」との夫々の根本思想を追思考することを試

ﾝる。

　辻村　公　一
i龍谷大学特任教授）

13 江戸時代の国学

　国学の大成者たる本居宣長について、彼のいう

uもののあはれをしる」とは如何なることである

ｩを、解明することを試みる。
〃

1至4 江戸時代の哲学

　盗るものが何故にこれこれしかじかであるのか

ﾆいう物事の存在の根拠を、如何なる教説の権威

ﾉも依存せず、自分自身で深く疑いつつ思索した

O浦梅園の行き方は既に「哲学」と言える。彼の
｢う「條理」が何であるかを、明らかにすること
�?ﾝる

ノノ
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　　＝哲学思想史＝（R）
　　　　　（西洋近代の哲学思想）
〔主任講師：中気肇（放送大学教授）〕

全体のねらい
　こ6講義はルネサンスに始まって19世紀半ばにいたる西洋近代の哲学思想をその内容とし、哲学者

の思想内容の細部に立ち入るよりも、哲学的な問題意識の流れを全体にわたって辿ることを目的とする。

とくに世界（自然と人間）像および知識（学問）論の展開に重点を置く。

回 テ’　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ルネサンス期の思想の特徴を「開かれた宇宙

観」㌧と「新しい人間像」という観点からとらえ、
中　埜　　　肇

1 ル　ネ　サ　ン　ス 自然科学と人文主義の持つ思想的な意味をさぐ

閨Aさらに自然哲学と宗教的な神秘思想につい
（放送大学教授）

て考える。

「経験」にもとつく新しい学問の提唱老とし

てフランシス・ベーコンが展開した新しい知の

2 ：Fr．ベ　一　コ　ン 構造（学問のプログラムと分類、イドラ論、帰 同　　　上

納法など）について述べ、その意味と限界を考

える。

「普遍学」を構想し、その方法論の基礎を徹

底的な懐疑によって達せられる「自裁」（＝理

3 デ　　カ　　ル　　ト 性）の確実性に求めたデカルトの形而上学につ 同　　　上

いて述べ、その二元論的な世界観の問題点を探

驕B

機械論の立場からする演繹な思考方法を、自

然現象よりもむしろ人間社会の構造に向けたホ

4 ホ　　ッ　　ブ　ズ ッブズが、社会契約の必然性と国家権力の絶対 同　　　上

性の思想に到達した過程を明なかにする。

「神に酔える無神論者」と称せられたスピノ

ザめ汎神論が実は絶対無限な神に対する信仰の

5 ス　　ピ　　ノ　　ザ 論理的な帰結であったことを明らかにし、彼の 同　　　上

思想が哲学の模範とされる理由を考える。

十七世紀において最大のスケールを持つ総合

的哲学者であったライプニッツが、無限量で極

6 ライ　プニ　ッ　ツ 微の実体「モナド」にもとづいて構想した連続 同　　　上

的で調和的：な世界像の本質を明らかにする。

啓蒙思想の先頭に立つロックが十七世紀の独

断的な理性論に三三し、近代的な知識論の出発

7 ロックと啓蒙思想 として初め℃人間の認識能力を批判的に吟味 同　　　ま二

し、経験主義の哲学を定礎した意味を探る。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当、講師
i所属・氏名）

ロックの知識論をさらに進めて、「在る」こ

とを「知られている」ことに還元する観念論の

8 ノミ　　一　　ク　　リ 立場に達したバークリ僧正の信仰と思想を、同 中　埜　　　肇

時代の思想との関連で考える。 （放送大学教授）

ロックに始まる知識吟味作業の完成者であっ

たヒュームが、経験主義の立場を徹底すること

9 ヒ　　　ュ　　　一　　　ム によって懐疑論に接近したプロセスとその意味 同　　　上
を、因果の問題などを手がかりにして考える。

イギリスに始まった啓蒙思想がフランスに入っ

10
フランス啓蒙思想
ﾆルソ』

ってラジカルなものになった過程および文明と

i歩に寄せる啓蒙思想の信頼を徹底的に批判し

ｽルソーの立場について述べる。
同　　　上

啓蒙思想のドイツ的なあり方をフリードリヒ

11
ドイツ啓蒙思想と

Jント

大王やヴォルフに澄いて見たのち、啓蒙の精神

�[めることによって独自の批判哲学を構想し

ｽカントの問題意識を『純粋理性批判』につい
同　　　上

て考える。

カントの批判哲学の発展を『実践理性批判』、

『宗教哲学』澄よび『判断力批判』に即してた

12
カ　　　ン　　　ト

iつづき）
どり、カント哲学の画期的な意味について考え

驕B
同　　　上

カン，トの哲学が後継者たちによって変容され、

さらにフィヒテやシェリングの思考を通して一

13 ドイツ観念論哲学 元論的な体系構成へと発展するにつれて、哲学 同　　　上
がロマン主義の色彩を濃くしてゆく過程につい

て述べる。

ドイツ観念論哲学のみならず、近代の哲学思

想全体がヘーゲルに漉いて頂点に達したことを、

14 ヘ　　一　　ゲ　　ル 彼の絶対理性（＝精神）の哲学とその方法であ 同　　　．上

る弁証法とについて考察する。

ヘーゲルの絶対理性の哲学を徹底的に批判し

ショーペンハウアー て新しい哲学的視野を開き、近代から現代への

15 ・キルケゴール・マ 移行を実現した三人の思想家の思想内容とその 同　　　上

ルクス 歴史的な意義を考える。
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　　＝社会思想史＝（R）
〔主任講師：城塚　登（東京大学教授、〕

全体のねらい

　近代の民主主義国家・社会、資本主義社会を形成してきた人たちの社会思想、またそうした国家・

社会のはらんでいる深刻な諸問題と対決し、その解決をめざした人たちの社会思想を考察し、現代の

高度に発展した社会に生活するわれわれが、人間らしいあり方を確保するためには、どのような国家

・社会をめざすべきかを考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代的な国家・社会は、資本主義経済の発展

1 近代的人間の登場

（産業革命）と市民革命を通じて出現したが、

ｻれを担った合理主義的人間はルネサンス期に
o場した。マキァヴェリの社会思想を考察する

城　塚　　　登

i東京大学教授）

ことによって、そうした合理主義的人間の社会
観を見る。

宗教改革の指導者ルターの宗教思想のなかに
は、内面的信仰を通じて神と結びつく個人の自

2 個人の自立と自由
立と自由、職業労働の意義が確認されるなど、

ﾟ代社会を担う人間のあり方が示されている。
同　上

それはカルヴィニズム、ピュウリタニズムに引
継れる。

イギリスの王権反対派が権力をにぎった「ピ

ユウリタン革命」に出合ったホッブズは、個人

3
民主主義思想の成
ｧ（1）

の自然＝権から出発し、諸個人が社会契約によっ

ﾄ国家・社会をつくったという考え方を提出し
同　上

た。そこに民主主義思想の基礎がある。その間
題を考える。

「王政復古」から「名誉革命」にいたるイギ

4
民主主義思想の成

ｧ⑪

リスで、ロックは社会契約について考えを進め、

ﾐ会契約によって公共的なものに権力を信託し

ｽ民衆は、権力者が信託に反すれば解任・更送

同　上

できるとし「主権在民」の考え方を確立する。

ロックの思想はフランス、ドイツなどヨーロ
ッパ各国の思想家に受けとめられ啓蒙思想とし

5
啓蒙思想の展開と
鴻}ン主義

て展：開した。モンテスキュー、ヴォルテール、

泣¥ー、カントなどの思想がそれである。その
同　上

反動としてシュレーゲル兄弟らのロマン主義が
現われる。

フランス革命が自由と平等をスローガンにか
かげたにもかかわらず、流血と専制をもたらし

6
「市民社会」への

ｽ省
たのを見たヘーゲルは、スミスが自由な活動に

ﾏせるべきだとした「市民社会」のあり方に反
同　上

省を加え、国家が「市民社会」の活動を制御す

べきだとする。

イギリスで紡績工場を経営したオウエンは、

労働者の生活改善に努めたが、さらに協同生活・

7 初期社会主義思想 協同労働の村を開設して社会主義を説いた。フ 同上
ランスでは科学者と産業者が社会の主導権をも

つべきだと説くサン・シモンが現われる。
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

ヘーゲル哲学から出発したマルクスは、国家
は幻想の共同体であるとし、市民社会の自己変

8
マルクスの人間解

厲v想
革をめざした◎そして資本主義の生産に澄いて
ﾍ、労働者は生産物や生産活動から疎外されて

：城　塚　　　登

いるとし、人間の自己疎外克服を人間解放の課
題とする。

生産：力に照応する生産関係を歴史の土台と考

える唯物史観に立つマルクスとエンゲルスは、

9
マルクスの共産主
`思想

資本主義が生産力の発展の妨げとなっていると
ｵ、生産手段の社会化を中心とする共産主義：革 同　上

命を説く。また資本主義の経済学的解明を澄こ
なう。

1884年にイギリスの知識人が結成した「フ
エビアン協会」は、社会的善の実現をめざし、

10
フェビアニズムと

ﾐ会民主主義
土地や資本の公有、社会福祉・保障の充実をめ
ｴす。ドィッ社会民主党もベルンシュタインが

同　上

議会活動による労働者の権利拡大という路線を
出す。

後進国であったロシアでマルクス主義を受け

11
マルクス主義思想
ﾌ展：開

とめたレーニンは、資本主義が帝国主義の段階

ﾉ達したとし、革命を指導し実現した。他方、 同　上

西欧では、ルカーチのように、労働者階級の主

体的自覚の形成が課題とされる。

社会の近代化を合理化の過程としてとらえた
ヴェーパーは、官庁・軍隊・会社・工場などの

12
合理化と官僚制の
竅F題

集団が官僚制の特徴を示すようになるとし、そ
黷ﾉ対し人間は対決しなければならないと説く。

同　上

彼は社会主義社会も同じ運命にあると考えてい
る。

20世紀にはいり資本主義社会は産業的合理化

を進めたが、それとともに非合理的行動や激情

13 大衆社会の問題 に走る傾向をもつ大衆が発言力をもつようにな 同　上

る。その病理を指摘したマンハイム、リースマ

ンの思想を見て、ファシズムについても考える。

情報化社会といわれるように飛躍的に増大し
た知識・情報を統括し、人びとの生活全体を制

14 管理社会の問馴
御しているのは、国家と法人大企業の複合機構
ﾅあるとするガルブレイス、組織された資本主

同　上

義がはらむ新しい問題を指摘したバーーバーマス
を見る。

これまで学んできた社会思想を踏まえて、日
本の社会の現状について考える◎民主主義、官

15
人間らしい社会を

ﾟざして
僚制、大衆化、管理社会などが、日本の特殊性
ﾆからみながら、さまざまな深刻な問題：をひき

同　上

起している。これにわれわれはいかに対処すべ
きか。
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　　　＝宗教理論と宗教史＝（TV）

・全体のねらい

　宗教学は、かつて、比較宗教学と称せられたように、特定の宗教を歴史的に明らかにするよりは、

宗教一般を通じる理論を求めようとしてきた。本講義はその立場に立ち、宗教に強い関心を持つ人に

のみならず、宗教を持た：ない人々の宗教理解の助けともなってほしいという意図をもって、テーマを

編成した。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一一ﾊに、日本人は無宗教であると云われる。

ところが、科学、技術の発展した社会での中で、
柳　川　啓　一

1 日本人と宗教 日本ほど宗教に満ちていたところは珍しいとも

w摘される。この矛盾をどう解釈すれぱよいか
（国学院大学教授）

が、この講義の序論と：なる。

宗教学は、もともと、ヨーロッパに成立した

2
宗教　の　規定
@　一聖と俗一

学問であり、キリスト教の伝統をになっている。

ｵかし、他の宗教を含めた、宗教一般の解明を
uした。その立場から宗教の規定の一例を、

同　上

「聖と俗」の問題として取上げる。

狩猟、牧畜、農漁業など、自然とのかかわり

の深い生業に聴いては、四季の移り変りごとに、

3 祭　　　　　　り 祭が行われ、豊かな生産が祈られた。現代に澄 同、上
いても、この形式が生きている。祭は、人々を

エクスタシーにまで高める作用をもっている。

人間の生涯に診いては、誕生、成人、結婚、

死亡などの折目がある。このときに、新しい段

4 通　過　儀　礼
階、状態になったことを確認する儀式が行われ

驕Bこれを通過儀礼という。この儀礼の種類と

同　」二

意味についての研究。

病気は、人生の苦しみのうち、耐えがたいも

のの1つである。宗教は、この解決にあたろう

5 信　仰　　治　療 とした。俗信、呪術と呼ばれる治療儀礼もその 」　　　同　上

試みである。さらに信仰によって病気がな澄る

ということは何を意味しているか。

宗教は心の問題であるというが、心だけの問

題ではない。「行」によって、自分の身体に一

6 修　　　　　　行 定の制約を与え、それを通して、精神の展開を 同　上
はかろうとする。修行がこれである。神秘主義

とも関連するところが深い。

タブー一（禁忌）は、何かをするなという治し

めであ久原始宗教から世界宗教に澄いても普

7 タ　　　　ブ　　　　　一 遍的にみられる。ただ、内容において、ユダヤ 同　上

教の十戒、仏教の五戒のように、倫理にまで高

められる。
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

宗教、ことに近代の宗教に論いては、道徳と
分ち難く：なっている。いかに生くべきかという

8 戒律　と　道徳 日常倫理の問題が主になるからである。しかし、

@教には、道徳を超越する分野のあることも特 柳　川　啓　一

徴である。

宗教は、科学とは異なる次元の、宇宙観、世

界観を持っている。その中心には、人格をもつ

9 信仰と宗教的世界観 た神（または神々）、あるいは宇宙の法則が論 同　上
かれてい為。これらの世界の描写を。いくつか

の宗教を比較しながら研究する。

人間に死がなければ、宗教はなかったであろ

うといわれる。宗教のもつ世界観にも、死後の
10 生から死への移行 世界、すなわち来世が描かれている。まず、葬 同　上

送儀礼を通して、生から死への移行がいかに考

えられただろうか。

1つの考え方では、死者は生者とのつながり

が完全には切れず、澄互いに助け合わねばなら

11 祖　　先　　崇　　拝 ないという。日本の祖先崇死者供養にはこれが 同　上

強い。近隣のアジアとの比較も必要になろう。

死後の世界は、生前の行いによって、行き場

所が違うという考えもある。天国と地獄に分け

12 天　国　と　地獄 る来世観は、各宗教に澄いて、精細に述べられ 同　上

ており、ここでは、その一部を取り上げて見よ
､。

宗教は、この世の外へ逃れることをすすめる

だけでは：ない。この世をそのまま受け容れるこ 柳　川　啓　一
ユ3 宗　教　集　団 ともあり、この世の批判、改革を志すこともあ 阿　部　美　哉

る。その相違の理由の1つは、宗教集団（教会、 （放送教育セン
教団）の理念の違いに基づく。 ター教授）

政治と宗教の関係は、祭政一致から政教分離

．14 社会と宗教との関係
にいたるまで、さまざまのタイプがある。とく

ﾉ、近代における両者の関係に重点をおいて説 同　上

明する。

現代は宗教の衰退する時代とよばれることは

事実か。あるいは、宗教の内容が変わっている
15 現代日本社会の宗教 のか。日本に澄ける宗教にも触れて、全体のま 柳　川　啓　一

とめをする。
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　　　　＝歴史の理論＝（R）

〔主舗：欝欝黎郷学名誉剃

全体のねらい
　歴史の理論を取り扱う際、歴史観の歴史的変遷iを主として古代から現代に：到るまでを鳥瞼した。但

し各時代に澄けるすべて歴史観に渉るわけに行かないので、代表的な人々のそれに限ることとした。
その場合歴史学自身と共に歴史哲学者の歴史観を取り上げたのは・後者により体系的なものを見出す

ことが出来たからである。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

序説として歴史自身は多く書かれ旦読まれ

1 歴史とは何か

ているが、その根本：にある歴史の理論について

ﾍ、現在多くの学者の注目を惹いていないかに，
ｩえる◎そこで先づ歴史とは何かということか

邇nめて歴史の理論的考察に対する関心を喚起

藤　田　健治
iお茶の水女子
蜉w名誉教授）

する。

神話は古代人の一つの世界観的表示である。

神話を欠いた民族はかってなかったし、それに

2 神話　と　歴史
当時の社会や文化の反映を見る事に異論はある
ﾜい。日：本神話は世界的に稀にみる独自なもの

同　上

で、これをギリシア神話と対比してその本質を

明らかにする。

古代ギリシアの歴史観の代表として、ヘロド
トスとトゥキュディデスをとりあげる。前者の

3 古代ギリシアの
@　　　　　歴史観

物語風歴史、後者の実用的（教訓的）歴史と呼

ﾎれる歴史記述の特徴を述べる。

阿　部玄　治
i放送大学教授）

ヘレニズムの世界市民主義、ローマの地中海

ヘレニズム・ローマ 世界統一のなかで、世界史への傾向が生じ、教

4 時代の歴史観 父史学に診いて世界史が成立する。世界史記述 同　上

世界史の成立 のための紀年法が確立するためにはなお数世紀

を要する。

中世の歴史家はキリスト教の神の擾理が歴史

を貫くと考える。キリスト教の終末観と関連し

5 中世の歴史観 て、彼らは自分たちの時代を年老いた終末に近
｢時代と感じていた。そこに中世特有の時代区

同　上

分も生ずる。

ルネッサンスとなって、中世期的な歴史に神

近世の歴史観 の擾理を見る思想から離れて行くが、しかしそ 藤　田　健　治

6 ルネッサンス， れも一挙にという訳にはいかない。ブルーノの

ブルーノとヴィコ
自然主義的世界観とヴィコの歴史主義的世界観

ﾆに焦点をあてて説明する。
阿　部　玄　治

十八世紀は啓蒙主義の時代と言われるが、す

啓蒙主義・ べてを合理的に証明しようとする反動として十

7 ロマン主義の 九世紀にロマン主義が台頭する。そしてこの時 同　上’

歴史観とヘーゲル 代の総決算としてヘーゲルの歴史哲学が時代を

大きく支配する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ヘーゲルの一世を風靡iした歴史哲学に対して

反ペーゲル的 十九世紀後半から反ヘーゲル的な潮流があらわ
8

歴史観夏
れる。歴史哲学もランケ、ブルクハルト、ニー

`ェがそれぞれヘーゲルの歴史学に反対して新

藤　田　健　治

生面をひらく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ｯじく反ヘーゲルの潮流の中にマルクシズム

9
反ヘーゲル的

@　　歴史観H

も位置する。その唯物史観として知られる下部
¥造と上部構造の規定関係は必ずしも普通解せ
轤黷驍謔､に明らかでは：なく、生産力の概念も

藤　田　健　四

｢　部　玄　治
たびたび解釈を変える。

二十世紀初頭に盛んである科学論、自然科学
と精神科学との境をどこで引くか、精神科学に

10 生の哲学の歴史観 特殊の方法はあるか等の幾問に答えるべく生の 藤　田　健　治
哲学があらわれる。それは歴史理論からやがて
人間的生そのものの哲学理論へと移って行く。

フッサールの現象学自身が後期に「生の世界」
を志向するが、シェーラーに於いて歴史的社会

11 現象学派の歴史観 の動向の研究として知識社会学が生れ、さらに 同　上

ハルトマソにおいて精神的存在の問題として客
観的精神論が展開される。

実存哲学はキルケゴールに澄いて反ヘーーゲル

陶12
実存主義の
@　　歴史観（1）

の立場を反歴史主義として現わしたが、ハイデ
bガーもサルトルもその哲学に即いて歴史的世
Eとの対決に進む。ハイデッガー一の歴史哲学は

同　上

一ハイデッガーとサルトルー
時間性に基づいて展開される。

13
実存主義の
@　　歴史観（の

　ヤスパースの構想は、軸時代を中心として描

ｩれるが、歴史的世界を越えるものとして実存 同　上

一一 п@ヌ　パ　一　ス　　一 と超越者及び超越的体験を強調する。

この時代の歴史学自体はシュペーグラーとト

インピーに澄いて代表される。彼等の文明批評
は技術社会の到来や挑戦と応戦にみられる。日

シュペングラーと 本の代表的歴史哲学者としては、和辻の「風土」

14 トインビー と田辺の「種の論理」をとり上げる。その他ロ 同　上
和辻と田辺 シア史のカーやマイネッケのシ亀ターツレゾン

等語るべき点が多い。従来歴史哲学とみられた
社会変動や進歩と変形の理論等に社会学心理学
の新しい動きがみられる。

歴史哲学は畢淫するに人間の学である。そし
て又人聞三生の哲学は究極においてその生の歴

15
歴史哲学の
@基礎学としての
@　哲学的人間学

史的展開を求めざるを得ない。その意味で歴史
N学は人間学に帰着するのである。その意味の
?ﾔ学は生命・精神・実存と観想・実践を主軸
ﾆした世界構造と動態の学でなければならない。

同　上

歴史の理論は究極に器いて人間回生を時間的に
現実的に把えるものであると考える。
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＝記号と人間＝（TV）
〔主任講師：吉田夏彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい
　記号に関連した事項をいくつか取り上げて論ずることを通じ、人間の世界を理解する上でどんなに

記号に頼っているかを論ずる。記号について論ずるべきことは他にもいぐらでもあるが・わかり易く

することを旨とするので、あまり手は広げない。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 さまざまな記号

　ことば、表情、身ぶり、字、文章、数字、術

黶A論理記号、交通標識、絵、音楽、建物、貨

ｼ、仏｛象などといった例をあげながら、広い

ﾍ囲で人間と記号とが関係していることを論ず

驕B

吉　田　夏　彦

i東京ユ：業

@　大学教授）

2 自然の中の記号

　遺伝、神経系、生態系、にみられる記号の例
�?ｰる。その働きが、人間のつくのだした記
?ﾌ働きと、どういうところで似ていて、どう
｢うところで似てないか、また、自然の中に、

L号をあやつる心のあるかないか、などについ
ﾄ話す。

同　上

3 機械　と　記号

　昔の道具、機械の中にみられる、記号伝達の

ｵくみ、コンピュータを代表とする、最近の情

�?搴@器での記号の役割について話し、自然

ﾌ中の記号と比較する。機械になぞられて自然

�揄�ｵようとする考え方についても論ずる。

同　上

4 通　　　　　　信

　遠く隔れたところに情報を送る時の記号の使

｢方を、古代ののろしの例から、最近の人工衛

ｯの例にまで触れながら話す。ラジオやテレビ

ﾉついても論ずる。

同　上

5 解　　　　　　読

　古代文字、暗号、の解読の例から始め、考古

w、歴史学、国際交流などにも触れながら、記

?�閧ｪかりにしてその表現しているものをさ

ｮろうとする努力のことを話す。

同　上

6 常識的なみとり図

　前回までの話をふまえ、記号が送り手から受

ｰ手に届くまでの過程についての常識的なみと
關}のようなことを話す。つまり、送り手の心
ｩら、何段階の、記号の翻訳を通じて受け手の
Sに、情報が届くとするみとり図についてであ
驕B

同　上

7 誤　　　　　　解

　前回のみとり図の問題点として、誤解のこと

�謔闖繧ｰる。特に、落語のr碕蕩問答」を例

ﾉして、誤解に気が付かないという場合のこと

�_ずる。

同　上・
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 有用　な　誤解

　古典を読んで理解することが、その著者の意

}どおりのものであるという保証はないが1だ

ｩらといって古典を読むことが無意味だという

ｱとにはならない。この例をひきながら、誤解
ﾌ有用性とでもいうべきものについ七話す。

吉　田　夏　彦

9 コミニ。ニケーショソ

　前二回で論じた事項をふまえ、記号をとおし

ｽコミニケーションとはどんなものかについて
lえる。伝承、儀礼といったものの意味、また、

｢代や性の違うものの間で話がかようとはどう

｢うことか、などについても話す。

同　上

10 記号のひとりだち

　記号自体が重要なものとなっている例を、抽

ﾛ美術、音楽、数学、数理科学、の例をひきな

ｪら話す。話好きな人間や一人で深く考えてい

髏l間も、案外、記号に魅せられているのかも

ｵれないといったことに：ついても論ずる。

同　上

11 抽象　と　記号

　普通名詞や数詞の働を緒として、抽象的なも
ﾌを指す記号がぐ入間にとって、極めて重要な　　　　　　　　　　　　　　　　　　椚

烽ﾌであることを論ずる。特に：、多くのものを

ﾜとめたものを、また一つのものとして扱う時

ﾌ記号の働きをとりあげる。

同　上

12 論　　　　　　理

記号表現の意味をできるだけはっきりさせよ

､とする手続きとしての論理について述べる。

_理は、根本概念、定義の手続き、根本前提

_証の手続きを与えることによって提示され
驕B

同　上

13 複数のモデル

　論理学の成果によって、黄蕩問答がいわば人

ﾔの宿命であることがわかる。しかし、このこ

ﾆは、かえって、記号が有用であることを示し

ﾄもいる。7回、8回で論じたことを、論理学
Iに見直す回となる。

同　上

14 世界　と　知識

　人間の知識は、記号によって体系化される。
ｱのことを、自然科学の例で考える。そうして、

｢界も、人間にとっては記号化されることを論
ｸる。自然科学とは正反対にみえる神秘主義も
翌ｽことをしているのではないかということを、
ﾛ徴ということに触れて論ずる。

同　上

5
　
、
1 ま　　　と　　　め

　記号についてよく論ぜられるものでありなが

轤ｱこでは取り上げなかった問題の．いくつかと

ｻの難点に軽く触れた上で今までの話を振り返

閨Aまた、今後更に勉強したい人はどうずれば，
謔｢か、などということについて話す。　　　　／

同　上
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＝構造と解釈＝＝（TV）
　〔主任講師：渡辺二郎（東京大学教授）

全体のねらい
　人間の特色や本質はどこにあるか。この点については、これまでさまざまなことが語られてきた。ここ

では、人間の特質を「存在了解」の働きのうちに求め、この「存在了解」の「溝造」を「解釈」して取り

出すことに努めたい。この問題に関する西’洋哲学の歴史的遺産に目を配りながら、「存在了解」の現代的

意義を明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間は世界のなかにあってさまざまな活動をし
て生きている。それは、人間が「存在者」にかか ・渡　辺　二　郎
わって、その「存在」を掴まえ、理論的にまた実

1 入間と存在了解 践的に種々の態度決定をして生きてめくというこ
ﾆにほかならない。この「存在了解」に人間の特

（東京大学教授）

質がある。

「存在」への思索は、西洋の古代や中世に「形

而上学」ないし「存在論」を生み出した。アリス
伝　統　的　　な トテレスからトマス・アクィナスを経て近代初期 〃

：

2 に至るまぞに、伝統的な存在論の種々の重・要な諸

存在論の系譜 概念ないし枠組が形成された。それらの基本性格
が把握されねばならない。

しかるに、近代初期に至って、伝統的な存在論

科学革命　と
の枠組に根本的な批判が加えられた。今日、科学
v命と呼ばれる十七世紀に起きた出来事が、古い 〃

3 存在論を根本から揺さぶった。その結果、「存在」

存在論の転回 に関する新たな見方が登場してくることになった

この新たな見方の特色は、精錬された一定の方

人間中心主義的
法を用いて獲得されうる確実な「知」に拠って、

l間的「主観」が「存在」の購図を裁断して　ら 〃

4 ないという点に存する。これが、近代人間中心主

な　知　の支　配 義の意味するものであり、ここに「世界情話」と
「技術」の時代が始まる。

デカルトに始まり、一部カントに受け継がれ、

近代に澄ける
その後種々の変秦を経て、現代に至るこの近代の
u人間申心主義」的な「存在」の捉え方の系譜は、 〃

5 十九世紀から二十世紀にかけて、フレーゲやラッ

存　在　と　知 セルの論理学思想のなかに流れ込み、今日大きな

支配力を揮っている。

ラッセルは、従来の哲学者がなしてきた「存在」

ラッセルの存在観
の語の使用法が全くの誤りであることを大胆に主
｣し、フレーゲの延長線上に新たな「存在」の捉 〃

6 え方を提唱する。しかし、ラッセルのこの考え方

の批判的吟味 は、本当に正しいであろうか。彼の所説の再検討

がぜひとも必要である6

ラッセルにその頂点を見出しうるような「存在」

7

現象学的解釈学的
観が切り崩されることによって初めて、現代にお

｢て、真の意味で「存在了解」の問題を新たに設

閧ｵうる視野が拓ける。ここに、二十世紀に新た
〃

な存在論の登場 に登場した「現象学的解釈学的な存在論」の意義

が浮かび上がる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現象学の始祖はフッサールである。フッサール
フ’ b　サールの はその最初期にフレーゲと対決している。そうし

8

現　　象　　　学

た苦闘のなかから、意識の志向性を基軸として、

泊ﾎ象や世界の体質的溝成を、根源的体験にもと
ﾃいて超越論的に解明するという彼の現象学の企

渡　辺　二　郎

図が成立してくる。

そのフッサールを受け継いだハイデッガーは、

ハイデッガーに空け 「意識」の現象学を「存在」の現象学へと翻した。

9 ハイデヅガーに粧いては、「現象学」は「存在論」
〃

る現象学と存在論
でする。しかもそれは、人間すなわち現存在の存
ﾝ「副乳」を「解釈」学的に解明する「実存論的
分析論」となった。

ハイデッガーに澄いては、人間の人間たるゆえ
んは「世界内存在」に求められる。世界のなかに

10 世界内存　在
あって他者や事象とかかわりながら、被投的自己
��ｫ受けつつ自己の存在可能を企投し．こうし

〃

て「存在了解」にもとづいて実存するところに、
人間の本質が見出される。

ハイデッガーはこのようにして、環境世界や他
者の分析を行ない．気分や了解・解釈・言表・語

11 気遣いの構造
りや頽落の現象を解明し、世界内存在の「講造」
�u気遣い」として取り出す。日常性に定位して

〃

なされるこれらの分析は、人間の生きた「存在了
解」の諸相を提示した。

ハイデッガーはしかし、世界内存在する人間の
あり方に「本来性」と「非本来性」の二つを区別

12 死　　と　良　　心
した。「本来性」は、死と良心の現象の分析をと

ｨして明らかにされる。ここからしてハイデッガ
〃

一は、根源的かつ本来的な時間性や、また本来的
な歴史性に言及する。

けれども、ハイデヅガーの本来性於よび非本来

本　来　性　　と 性に関する議論には、問題点がつきまとっている。

13

非本来性の交錯

本当は、真理と非真理が相互にからみ合っている
謔､に、本来性と非本来性も相互に交錯している
ﾍずである。真の存在了解は、両者の力動的交錯

〃

のうちに存する。

この点で、現象学の最初の展開であったヘーゲ

ルの試図が顧みられねばならない。ヘーグルに診

14 ヘーゲルの洞察 いては、真に生きた「講造」は「他在に論ける自
ﾈ還帰」とされる。ここには真理と非；真理の園丁

〃

的発展への洞察があり、これは今日生かし直され
ねばならない。

ハイデッガーの「存在」の思索のなかに流れ込

シェリングとニー んでいるその他の系譜、とりわけシュリンプや二

ユ5 一チェの「存在」に関する思索も忘れられてはな 〃

チご澄よび結び
らない。これらの補足をしながら、今日に論いて

l々が持つべき正しいr存在了解」の方向を示唆
して、終講とする。
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＝美術史と美術理論＝（TV）
〔主任講師：友部　直（共立女子大学教授）〕

全体のねらい
今日、精神的な豊さを求めて、美術への関心が高まっている。この番組では、単なる美術の通史で

はなく、トピヅクを含めて、映像的な魅力を通して、学習者を美術の世界へひきこむようにしたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

精神内容を、形・色・様式など、視覚の性質

を通して、全体を包括する人間について語る。

1 美　術　　と　は 友　部　　　直

写実的で荘厳な天平彫刻を通して、日本的な

日　　　　　　本 造形とは何かを考える。白鳳・平安前期にもふ

2 れる。 宮　　　次　男

～彫刻（1＞天平彫刻～

運慶一派に代表される鎌倉彫刻を通して、写

日　　　　　　本 実性とたくましい表現力の豊かな美について語

3
る。 〃

～彫刻（2）鎌倉彫刻～

法隆寺・室生寺・醍醐寺・鳳鳳堂などの仏画

日　　　　　　本 を通して、日本の仏画がどう展開したかを語る。

4 〃

～絵画（1×ム画～

源氏・信貴山・伴大納言・鳥獣戯画の四大絵

5

日　　　　　　本

`絵画2絵巻物～

巻を中心に、絵巻物の魅力を語る。
〃

秦始皇帝の兵馬桶、馬王堆漢墓の副葬品を通

申　　　　国　　（1） して、秦漢時代の美術を見る。仰紹文化・股周

6 文化にもふれる。 東　山　健吾
～皇帝の三三～

ガンダーラ、西域より伝来した仏教美術の中

中　　　国　（2） 国化を、主として石窟寺院に現存する仏像、彫

7
刻を通して語る。（六朝・毛唐の美術） 〃

～石窟寺院～
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

水墨画と陶磁器をとおして、五代、宋、元、

中　　　国　　（3） 明、清の美術について語る。

8 東　山　健吾
～水墨画と陶磁器～

古代エジプトやメソポタミアの神殿や墓を通

西　　　　　　洋 して、古代芸術の精神を語る。

9 友　部　　　直
～王墓と神殿～

パルテノン神殿やコロヅセウムを通して、人

西　　　　　　洋 ，間を規範とした哲学と芸術を完成させた古代ギ

10 リシア・ローマの精神を語る◎ 〃

～神殿と劇場～

ロマネスクとゴシックを中心に、大聖堂を通

して、キリスト教文北の精神の輝きについて語

11 西　　　　　　洋 る。
〃

人間の知性が芸術の源泉となり、神におきか

西　　　　　　洋 わったルネサンスの精神を、レオナルド・ラフ

12 ア二二・ミケランジェロを通して語る。 〃

～絵　　画～

17～18世紀にかけて、バロックからロココ

西　　　　　　洋 への美術の変遷について語る。

13 〃

～ヨーロッパの宮殿～

市民社会の成長から、第2次大戦までの美術
西’@　　　　洋 の変遷を、印象派と後期印象派を中心に語る。

14 〃

～新しい視角～

15 ま　　　と　　　め 〃
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　　＝・音楽史と音楽論＝・（TV）

一日本の音楽に世界の音楽を投影する一

　〔主任講師：柴田南雄i（放送大学教授）〕

全体のねらい
　TVの特性を生かし、教室で教科書をなぞるようにでなく、縄文・弥生の石笛や琴にはじまり、古

典音楽から現代音楽まで、各地の遺跡のロケや邦楽・洋楽の実演もとりまぜ・しかも東西音楽の通史

と：なるよう話を進める。同じ時代に、日本と中国、日本と西洋でどのような音楽が行なわれていたか。

つねにそれらを比較考察しながら話をすすめる。

回 テ　　・一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 外来音楽と日本人

　太古から今日まで、日本列島にはどのような
qトが、どのような音楽を持ち込んだか。仏教
`来と共に入った音楽を消化する過程と、西洋
ｶ明とともに入った音楽を消化する過程との類
欄_や、日本と西洋の音楽史に診けるサイクル
ｻ象の存在を指摘する。

柴　田　南　雄i

i放送大学教授）

2
音楽文化の深層を

Tる

　旧石器時代、欧州大陸にどんな楽器があった
ｩ。日本の縄文時代の石笛の出土品を紹介、そ
ﾌ音色や用途から能楽の横笛との関連を考える。
Iリエント、エジプト、ギリシア、インド、中
曹ﾉは古代にどのような音楽があったか・

柴　田　南　雄

�@森　建　英
i弘前大学助教授）

3 祭祀　の　音楽

　弥生時代・古墳時代（ほぼBC300年～AD
U00年）の問に用いられた土穿、銅鐸、琴など

ﾌ出土品と復元品を紹介、あわせて中国（儒教）

竦ｼ欧（キリスト教）のこの時期の・音楽の状況

�ｵらべる。

同　上

4 制度化と学習

　飛鳥時代と奈良時代（6世紀～8世紀）に澄
ｯる大陸からのさかんな音楽の輸入、とくに大

�･令で制度化されたく雅楽〉について。西欧

ﾅはグレゴリウス大法王による聖歌の集大成と、

e地に聖歌学校の設立を見た。

柴　田　南　雄

a@橋　大　海
i東京芸術大学
@　　助教授）

5 芸術音楽の胎動期

　平安時代（9世紀～12世紀）には、楽制の改

vにより：輸入音楽が定着し（雅楽）独自な曲種

ｪ発生（今様）しはじめる。西洋ではゴシック

l式の大聖堂が多声音楽の発生源となる。

柴　田　南　雄

�@井　茂　治
i国立音楽
@　大学教授）

6 諸国を行脚する音楽

　鎌倉時代と南北朝（13世紀・14世紀）が対象

ﾅ、平曲カミ起り田楽、猿楽の流行をみる。西欧

ﾅもトルバドゥールなど騎士階級からの吟遊歌人

ｪ起こる。また音楽理論の整備とともに、多声

ｹ楽がますます発展する。

柴　田　南　雄

｡　道　萬里雄
i元東京芸術大学
@　　　　教授）

7 ル　ネ　サ　ン　ス

　室町時代、安土・桃山時代（15世紀・16世紀）

ﾉ、世阿弥による能の確立、キリシタン音楽、

O味線の琉球からの輸入を見る。西欧ではルネ

Tンス多声声楽の花が咲き、遠：近法に見合う機

¥和声の音感が確立する。

柴　田　南　三

ﾋ　口　幸策
i成城大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 キリシタン音楽

　1549年ザビエルは日本上陸と共にミサの歌
�M徒に歌わせた。数種の楽器も入り、少年使
ﾟは欧州各地でオルガンを演奏、帰って信長に
ｫかせている。禁教徒も隠れキリシタンの祈り

ﾌ（オラッシャ）は今日まで伝承している。そ
ﾌ実情を紹介する。

柴　田　南　雄

9
東と西のバロック

ｹ楽

　江戸時代の前半、元禄をへて享保の終り（1735

N）頃までは上方が優勢で、箏曲、薩摩琵琶、
O味線楽、長歌、尺八、義太夫節などが市民の

ｶ活に支えられて競い咲く。西欧ではバロック

ｹ楽の時代（1600年頃～1750年頃）Q

　　同　上
ｽ　野　健　次
i三三大学教授）

10 古典派・ロマン派

　江戸時代の後半、宝暦から文化文政をへて幕

魔ﾜで。前記に誕生した曲種の拡充が行われる

ｪ新味に乏しい。これに反し西洋では古典派・

鴻}ン派音楽が西洋音楽を一気に頂点に導く。

柴　田　南　雄

11
無からの出発と隆

ｷの絶頂

　明治政府の音楽教育政策は西洋音楽を基本と

ｵた。伝統邦楽の活力は衰退しこれに反して西

m音楽はヴァーグナーの楽劇に代表される隆盛

ﾌ極にあった。第1次大戦までを対象に考える。

同　上

12 両大戦間の状況

　日本ではようやく西洋音楽様式の創作がはじ
ﾜる一方、邦楽はますます背景に後退する◎西
｢で「古典派・ロマン派」の最後の段階として
ﾌ新古典主義（新守物主義）の時代を迎える◎

Vェーンベルクの12音音楽もその思潮の中から
ｶまれる。

同　上

13
第2次大戦後の作
ﾈ界

　第2次大戦を境に作曲の様式は大きく変わる◎

｢界の諸民族の音楽をとり入れた、単純で即興
Iな竜のからの再出発◎邦楽器への再認識もそ
ﾌ一環である。電気音響装置やコンビ瓢一寸の

?ﾈへの導入。

同　上

14
第2次大戦後の演
t界

　現代は作曲不振、演奏上位の時代である◎ま

ｽ作曲の時代様式と演奏の時代様式の間にはあ

ｫらかに平行関係が認められる。20世紀初頭に

kるレコード録音から典型的な事例をあげて比

rする。

柴　田　南　雄

ｬ　道　萬里雄

i元東京芸術

@　大学教授）

15 未来　の　展望

　今臼、日本人はどのよう：な音楽を好んでいる

ｩ。人々は何を音楽に求めているか。今．音楽

ﾆは何か◎これからの音楽はどのような形をと

驍ﾅあろうかQピートリーの諸芸術循環説など

�ﾐ介する。

柴　田　南　雄
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＝＝ 煙?jと演劇理論＝（TV）
〔主任講師 r利三瓢離難1〕

全体のねらい

　日本演劇の特質は、ジャンルの並存性と生きた伝承性にある。本講座は各専門ジャンルの講師の分担講

議により、古代から現代への演劇史の流れに沿いつつ、各ジャンルごとの演劇の展開を重層的にみていく。

また随時アジア芸能や西洋演劇との比較・対比を通して日本演劇の環境や本質をグローバルな視点から多

角的に考究する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

演劇の歴史は人類の歴史とともに塗るといわれ

るが、その源流は太古の呪術信仰や神懸りの歌舞 ・高　山　　　茂

1 演劇　の源　流 に点る◎第一回なので演劇の発生を通してその本

質的側面にふれ、ついで古代歌舞の種々相澄よび （早稲田大学講師）

大陸渡米の伎楽について具体的に述べる。

伎楽に次ぐ外来芸能である舞楽の受容と定着。

その＝潮流は一大山脈となって現代に連なる。一方

2 中世芸能の胎動 平安末になって、民衆に支持された田楽・猿楽が 〃

胎思してくる。祭礼の場を通して時代め変革とと

もに芸能が新たな潮流を形づくってゆく様子を考
察したい。

中世に入って田楽・猿楽は各地の座を中心に中

世芸能の主流を占めるに至る。また寺院の延年も

3 中世芸能の諸相 中世芸能の展開に大きな役割を果す。田楽および 〃

大成前の猿楽の実態、白拍子・曲舞などの種：寸歩

芸についてふれ、中世芸能の諸相を眺望する。

能が大成するまでには、田楽や猿楽が想像以上
に農村のすみずみにまで行きわたっていた。地方 西　　　一祥

4 都鄙の猿　楽 民衆という広い底辺に支えられて、その頂点に大 （放送大学客員教授
きく咲いた高い花が能であった。それは都会的・ 日本大学教授）
貴族的なものとして、美化されてゆく。その歴史
的背景について述べたい。

世阿弥によって達成された能の美とは何か。世
阿弥の花と幽玄の論は、今日ではすぐれた演劇論

5 花　　と　幽　　玄 として注目されている。世阿弥の論について説明 〃

したい。世阿弥以後、能はどのような歩みをとる
か。豊臣秀吉によってもたらされた再度の興隆期
についても言及したい。

能は徳川家康によって権威まで与えられた。武
家の式楽として、前例のない太平無事の時代を経

6 式楽　を　経　て た。危機的状態となった明治以後、岩倉具視らの ノア

保護策があり、フェノローサらの愛好もあった。

最近に戦ける能ブーム。海外での能公演の盛んな

現状にも言及したい。

南北朝期の争乱後、足利義満治世のわずかな平
和の時期があったが、応仁・文明の乱から戦国時

7 “論かし”の精神 代へと入る。その動乱の渦中で、民衆がたぐまし 〃

く生きた人間讃歌こそ、狂言のもつ“おかし”の
精神であろう。日本演劇の母胎ともいわれる狂言
について略述したい◎
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

語り物が、声明の構式から平曲．浄瑠璃、義太
夫節へと分化し発展していった諸相を探り、あわ

8 語　り　の　系　譜
せて人形浄瑠璃の成立と発達の過程を考察する。

ｻして日本演劇史のなかで、語り物と歌い物が果

　藤　波　隆　之

i国立劇場芸能部長）

してきた役割りを、文化史の流れのなかに位置づ
けたい。　　　　　　　　　　　1

近世の初頭、異風・異相の「傾く」風俗で京洛
に登場した女歌舞伎・若衆歌舞伎は、習俗国乱の

9 歌舞伎の誕生
廉で禁止された。その後の野郎歌舞伎以降、荒事
ﾆ知事の創始、女方や立役の役柄の確立、作劇術、

〃

演出、美術等の進歩によって、町人層に親しまれ
て大成していった伝承の特質を概観する。

十八世紀末から、文化・文政期を経て幕末にい
たるころ、江戸歌舞伎は大成・欄熟期を迎えた。

10 欄　熟　の　　美
悪の世界を大胆に形象化した市井の写実劇（生世
b物）や、変化舞踊がさかんとなり、刹那的な亨

〃

楽を志向する。社会的な背景のなかから退廃の美
を再検討したい。

明治期を迎えて、雅楽、能楽、文楽、歌舞伎な
どの伝統芸能は、近代社会にどのように対応して

11 伝統　と　変　容
いったか。近代歌舞伎の変容を、伝統と創造の視
_から瞥見する。伝統演劇と新派・新劇との並存

〃

性、重層的な講造の特質とともに、伝統芸能の民
族性と国際性にも言及したい◎

西洋の演劇はもちろん国によって異なる歴史を
もつが、大きく眺めてみればいくつかの際立った 毛　利　三　彌

12 西洋演劇の潮流
潮流をみてとることが出来る。それは我国の並存

ｫと違って、常に新しい内容と形式を獲得してゆ
（放送大学客員教授

ｬ城大学教授）
くことで歴史を形づくってきた。

十九世紀後半から西洋では演劇の近代化が遂行

されてゆくが、明治期の日本はそのための多ぐの

13 演劇近代化の試み 試行錯誤と生みの苦しみを味わわねばならなかっ 〃

た。この回では近代劇成立の状況を、東西の共通

性と相違性を探りながら考察してゆく◎

翻訳劇上演から始まった日本の近代演劇は、大
正・昭和期を通して、いわゆる新劇というジャン

14 新劇　の時　代
ルを成立させ、能・歌舞伎とは異なった演劇概念

ﾌ深化と実践を進めてきた。それは西洋の二十世

〃

紀演劇の歩みとどのように歩調を合せているのだ
ろうか。

第二次大戦後の世界の演劇は、それまでと全く

別の演劇的思考に基づく舞台を生み出し始め、往

15 現代演劇の行先 々にして演劇の否定、他の分野との境界の曖昧化 〃

さえ示すことがある。この現代の状況に我々はい

かなる演劇的弓：味を見るべきであろうか。
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　　　　　　　　　　　一文芸史と文芸理論一（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師、：轡田　収（学習院大学教授）〕

全体のねらい
　ヨーロッパの古典古代から近代に至る文学の生産とそれに対する理論ないし学的反省との関係を捉

えていく。この視点をとると、時代により、言語圏ないしは国により、実践と理論とは独特な相互関

係をもつことが明らかになろう。それによって、一国の文学史のみを見ることではえられない各言語

文化の特異性、浮き彫りにされよう。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ヨーロッパにおける文芸の歴史と理論との関

係はどのように捉えられるか。 三　島　憲　一
1 実　践　と　理論 （学習院大学教授）

ギリシア悲劇とアリストテレスの語学。

2
古　典古　代α、

鼈黹 M　リ　シ　ヤー

岡　　ノ道　男

i京都大学教授）

ラテン的世界の始まり。

3
古　典　古代‘2）

ホラーティウスの語学。

Nウィンティリアーヌスの修辞学。 同　上

一一 @ラ　テ　　ン　一

ラテン的世界としての中世。

中　　　　　世（1） 南大路　振一
4

一ラテン的世界と （大阪市立大学教授）

しての中世一

中世の文学と理論。フランスの場合。

中　　　　　世（2） 新　倉　俊　一
5

一フ　ラ　ン　スー （東京大学助教授）

中世の文学と理論。ドイソの場合。

中　　　　　世（3） 平　尾　浩　三
6

一ドイツ秘められ （東京大学教授）

た詩学一

中世の文学と理論。イギリスの場合。

7
中　　　　世（4）

黹C　ギ　リ　スー一

　安東伸介
i慶応義塾大学教授）
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回 テ　　一・　．マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ダンテの『神曲』。イタリア・ルネサンス文

8 俗語文学の栄光
学とその文芸二一「国民文学」の誕生。

河　島　英　昭

一イ　タ　リ　アー一 （東京外語大学教授）

フランス16・17世紀の文学と文学理論。

9
近代文学への道（1）

デュ・ベレェ『フランス語の擁護と顕揚』か
轣B 成　瀬　駒　男

一一 t　ラ　ン　スー （国学院大学教授）

『詩の擁護』（フィリップ・シドニィ）はな

近代文学への道② ぜ必要だったか。

10 一一Cギリスー イギリス・エリザベス朝の文学と文学観。 児　玉　久　雄

エリザベス朝一
（学習院大学教授）

遅れてきた国民ドイツ17世紀の詩学と文学。

11 近代文学への道㈲ 轡　田　　　収

一　　ド　イ　ツ　一一

理論を内包した文芸ジャンル。

楽しませ、ためになり、さらに社会批判も行
12 小説　の　興隆 なう小説と近代市民社会との関係。 同　上

市民社会と天才（ジェニー）の文学◎

想像力と創造性の美学◎

13 文学　と　天才 大　貫　敦子
（千葉大学助教授）

文化的民族的アイデンティティを支える文学

14 文学と国民意識
鼈黹 hイソを例に：一一

の役割。

@市民社会に感ける文学の受容と文学について

ﾌ学問の成立。
轡　田　　　収

文学に澄ける「近代」の問題。　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

15
社会と文学の自律

ｫ

アヴァンギャルド以後の理論と実践。

三　島　憲　一
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＝民 族 立．
臼 楽＝・（R）

〔主任講師：柴田南雄（放送大学教授）　　　　　徳丸吉彦（澄茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

　民族音楽学の近年の研究成果を踏まえ、ヒトと音楽のかかわりから生じる根源的な諸問題を考える。

また、それらの問題と関連する諸民族の音楽の実例をなるべく豊富に紹介するが、たんなる鑑賞の素材

としてではなく、それが属する文化の文脈の中でいかなる意味を持っているかを明らかにする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本講義に対する主任講師の基本的な考え方を明 柴　田　南　雄

明らかにする。民族音楽研究の歴史と現状に触 （放送大学教授）

1 総　　　　論 れ、今後の各回のテーマの概要を説明する◎ 徳　丸　吉　彦

（論茶の水女子大

学教授）

呪術と音楽のかかわりは古く、また研究対象

2
音楽と入々の生活

@　　一アフリカ

としても、早くからとり上げられていた。諸民

ｰのシャーマンリズムと結びついているが、こ
イェロース（国立民

ｰ学博物館助教授）
こでは主としてアフリカを例にとることとする。

例えば、神話に登場する鳥の鳴声に範をとつ

た旋律が、日常生活に妬いてどのような役割を 山　田　陽一

3 音楽　と　神話 果すか、といった問題をいとぐちに、音楽と象 （島根大学専任講

徴、音楽と神話の関係を扱う。 師）

諸民族の音楽の中には、複雑精緻な音楽理論

の体系が成立しているものがあり、これについ 拓　植元一
4 音楽　と　構造 て適当な実例を引用しつつ述べる。 （東京芸術大学助

教授）

音楽が諸国を流転する間に、異文化と出会い、

5

音楽と文化変容一変回する音楽 さまざまな変容が生じる問題を主としてシルク

香[ドを例に扱う。なお、声と楽器の関係にか

�ｵては第6回のテーマに連続する。

同　　　上

ハー hウェアたる楽器と諸民族於よびその音

音楽　と　楽器 楽との関連を、フィリピンはじめ東南アジア各 山　口　　　修
6 一音による点と 地を例にして扱う。 （大阪大学助教授）

線の表現

7 音楽　と　祭　り

　日本・中国（華僑を含む）に澄ける祭りの特

ｫを論じ、その音楽的表現を通じて東洋音楽の

{質を追求する。

上参郷祐康
i東京芸術大学助

ｳ授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ラーマヤナ劇その他を主な例にとり上げ、音

8 音楽　と　演劇
楽におげる演劇の意味を追究する。

小　西里　捷
（立教大学教授）

音楽とそれを演奏する入間、およびその集団

9
音楽とパフォーーマ

塔X

について、身体運動ないし人間相互の関係など、

ｻこに生起するさまざまな問題を考える。

中　川　　　眞

i京都市立芸術大
学講師）

ユダヤ人社会における音楽の役割を明らかに

音楽　と　社会 し、その宗教生活における音楽の意義とともに 水　野　信　男
10 一イスラエル、 考える。アラブ世界との対比にも触れる。 （兵庫教育大学教

アラブ
、

授：）

伝象、学習に付帯して生起する広汎な問題を

通じて音楽の本質解明を試みる。音楽と言語の 徳　丸　吉　彦
11 音楽　と　伝　承 微妙なかかわりについても論じる。 （無茶の水女子大

学教授）

@　〆

フィールドワークの意義と実際に触れ、あわ

せてその歴史的経過に触れる。（ピウスツキの 谷　本　一　之
12 音楽　と　記録 カラフト・アイヌ古語の録音、バルトークによ （北海道教育大学

るマジャーール（ハンガリー）民謡の録音と採譜 教授）

などの先駆的な例をも紹介する。

都市の大衆が、主としてマス・メディアを通

音楽と都市文化 して受容するポピュラー音楽の世界について論 鈴　木　道子
13 一南北アメリカ じる。 （国立音楽大学非

常勤講師）

電子音響機器（レコード、ラジオ、TVなど）

14
西洋クラシック音
yと民族性

が諸民族の音楽をどのように　　したか、将来

ﾍどのように変わることが予測されるかを論じ
柴　田　南　雄

i放送大学教授）
る。

20世紀には世界観の表明としての音楽が芸

音楽と三種・言語 術音楽にも、ポピュラー音楽、民族音楽にも見
15 ・民族 られる。

同　　　上
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＝・ 坙{言語文化論＝（R）
〔主任講師：古田東朔（放送大学教授）〕

全体のねらい
　言語文化というとき、種々の扱い方が考えられよう。しかし、ここでは、日本語自体を対象とし・
特に近代語が種々の作品とかかわりあいながら、どのように形成されてきたかをながめていく・文学
作品はもちろん、論説・翻訳・読本などを通して、話しことば・書きことばの問題点とその形成過程

について取りあげる。

回 テ　　ニ　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

全体の序説。明治期における書きこと球（漢

文訓読調・和文調）、話しことば（標準語・方 古　田　東　朔

1 日本の言語文化 言）、言文一致等々り問題が、政治・文化上の

ｮきに応じて、どのように意識され、具体化さ （放送大学教授）

れていったか。それらについての概観を行う。

2 古代語と近代語

　まず日本語の歴史について大きく見て訟く。

ﾃ代語と近代語に大きく二分されるが、それは

Wり結びの有無、二段活用の一段化に認められ

古　田　東　：朔

z　島　　　裕
i東京大学教授）

る、この外、音韻・敬語などの違いについても、 坂梨　隆　三
合せて見て於く。 （東京大学助教授）

江戸時代のことばのうち、上方を中心とする

3
江　戸　語　か　ら

戟@京　語　へ

ものを上方語、江戸を中心とするものを江戸語

ﾆいうことがある。特に後期の江戸語から明治

冾ﾌ東京語に至る過程、特色について見る。現
古　田　東　朔

代のことばの基礎どなったものだからである。

日本の近代国家としての成立は、必然的に「国

語」の意識を確立させるようになった。話しこ

4 ［国語」意識の成立 とば、書きことばにおいて、問題として考えら 同　上

れたことは、どのようなものであったか。それ

らの数々について取りあげる。

明治以後、全国に共通に理解される標準的な

5
方言と標準語・共

ことばとは、どのような理由から考えられたも

ﾌであったか。ま：た問題点はどこにあったか。 同　上
通語（1）

江戸末期からの話しことばの実態と、その際の

主張、政高等について、まずながめて点く。

前回のあとを受け、特に国語調査委員会によ
る全国の音韻・口語法の調査（明治36）と、 古　田　東　朔

6
方言と標準語・共
ﾊ語（2）

その影響について見る。その結果が口語の標準
ﾆなる『口語法』編集に活用され、他方、方言
､究の進展をうながしてきたことについて話し

徳　川　宗　賢
i大阪大学教授〉

合う。

「口語」といい、「文語」という。しかし、

それはどのようなものをさしていうのか。外国

7 口　語　と　文　語 語との接触による潤目語文法の再検討から始ま 古　田　東　朔
り、やがて「文語」とr口語」という大きい枠

が定められていく過程を見ていく。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

話しことばと書きことばを一致させようとす
る「言文一致」の運動は、明治になって盛んに

8 言文一致の動き（1） なる。江戸期の作品に弄いて、話しことばはど 古　田　東　朔
のように扱われていたか、幕末期から明治初期
にかけての言文一致の主張や試みはどうであっ
たのか。

「言文一致」は小説だけに限られるものでは

ない。前回を受け、三遊亭円朝の入情噺：が速記
9 言文一致の動き（2） により活字化され、『浮雲』に影響を及ぼした 同　上

過程、その他の小説における試み、加えて小学

校読本の談話体の文章などについて見る。

文語調は、長く書きことばに副いて正式のも

10
漢語・文語調の位
u（1）

のとされてきた。それは、どのように用いられて

ｫたか。まず、漢語の使用についてながめて弾

ｫ、ついで江戸期から明治初期の小説・論説・
同　上

翻訳など、漢文訓読調の文章を見る。

前回のあとを受け、明治期の漢文訓読調・和

11
漢語・文語調の位
u（2）

文墨・その他事語調の小説のいくつかについて

ﾈがめる。そして．当時文語調の占めていた
ﾊ置について考えるとともに、口語と文語の文

同　上

章の違い、以後の文章の大きい傾向についても
見る。

西欧との交渉、理解のため、訳語の試みが器 古　田　東　朔

12
訳語による新しい

｢界

互いになされてきた。室町期・江戸期・明治前

冾ﾉ澄いて、和語・漢語による訳語がどのよう

ﾉ用いられ、相互の文化が理解され、新しい世

　進　藤　咲　子
i東京女子大学教授

@鈴　木　英　夫
界が紹介されていったか話し合う。 （茨城大学教授）

近代を切り開いていった言葉の数々は登録さ

れ、位置づけられていぐ。従来からのもの、新

13 言葉の登録 しい訳語なども含めた和語・漢語その他が、ど 古　田　東　朔
ういう観点からまとめられていっ：たか。三つの

辞書を取りあげ、その苦心のあとをたどる。

対人関係の意識が．ことばにどうあらわれる

か。かつての身分・地位によるものから入格の

14 近代の敬語 尊重へ、丁寧表現の増加へという傾向が見られ 同　上

るが、それらの主張や、実際の例、調査結果：な

どについて見ていく。
“

これまでのまとめを行う。まず、ことば自体
についてこれまでの資料による扱いについてな

15 言語文化のみかた がめ、ついで階層・地域・教育・男女差などに
謔驍ﾝかた、さらに異文化を理解するためのこ

同　上

とばの働きなどについて見ていく。
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＝和文古典1＝（R）
　　　一　万　葉　の　世　界　一

〔主任講師：稲岡耕二（東京大学教授）〕

全体のねらい
　万葉集の広さ・豊かさは、口論の歌謡から記載の文学へ転化した前後の、さまざまな歌のすがたを

記しとどめていることに因る。歌謡の音楽性や集団性、作者未詳歌の等質的類歌性を基盤としながら、

長歌・短歌・旋頭歌など多様な歌体を利用して、個性的文学へ、どのように道が開かれて行ったかを

探る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文学に記されることによって、歌はどう

変らざるをえ：なかったか。諸外国の例をも参照 稲　岡　耕二
1 うたと文字との交渉

しつつわが国に吐けるうたと文字との交渉の歴 （東京大学教授）

史を考える。

鏡王女・藤原鎌足・久米禅師・石川郎女など

2
初期万葉の相聞歌

黷ｻの源流一
の贈答歌の特徴を理解するとともに、その源流

�lえるb
同　上

明天皇御製と伝えられる歌於よび記紀の国
稲　岡　耕　二

3 国見歌の表現
讃め歌・国見歌を読み、その表現が時代ととも

神野志　隆　光
にどう変っていったかを考える。

（名古屋大学助教授〉

近江遷都の時の歌や熱田港出航の時の歌の性

4
口諦の歌人・ 格を理解するとともに額田王の歌人としての性

稲　岡　耕　二
額田王 格を考える。

謎の多い人麻呂歌集澄よび入麻呂の生涯につ

5
天武朝と

@　　人麻呂歌集
いて、さまざまな問題点を探る。 同　．上

柿本人麻呂の表現に中国文学の影響がどのよ

6 人麻呂と中国文学 うにあらわれているかを探る。 同　上

天智朝の挽歌とくらべて、人麻呂の時代には

7 私的挽歌の創造
新しい性格の挽歌が作られるようになった。そ

同　上
れは、どのよう：なものでどこに文学としての新

しさがあったか。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

反歌は、はじめどのような形であったのだろ

うか。反歌史を整理しつつ万葉集に澄ける反歌 稲　岡　耕　二
8 反　歌の歴史 の魅力と、史的展開を理解する。

神野志　隆　光

中国文学の影響が深まるとともに、思想や趣

9 旅人と憶良
@　（その一）

味の上にも個性的分化の傾向が強まった。梅花

ﾌや松浦河の歌などをと澄して、旅人と憶良の 稲　岡　耕　二

対礁的な性格を理解する。

旅人と讃酒歌と三三の志賀白水郎歌の構造を

10 旅入と　憶良
@　（そのこ）

吟味し、その成り立ちを考える。

同　上

赤人の表現の特徴を検討し、作者の性格海よ

び叙景歌を生み出した時代的背景などとの関連

11 赤入　と　自　然 を考える。 同　上

伝説歌とは何か、また、虫麻呂はなぜ伝説を

12
伝説歌人・

@　　高橋入麻呂

歌ったのかなど、虫麻呂をめぐる諸問題を考え

驕B 同　上

東歌は、はたして民謡なのか、防人歌はどの

13
東歌・防人歌と
@　　　　その性格

よう：な場で作られ、蒐集されたのかなど、東歌・防人歌の謎を探る◎ 稲　岡　耕　二

刀@藤　　　宏
（三蹟大学教授）．

大量の作者未詳歌に見られる豊富な類歌性は

14 作者未詳歌の世界
何を意味するのか。万葉集の底辺を形づくる等

ｿ的な共感の世界を探る。 同　．上

家持秀歌の特徴と、末期万葉的な性格を理解

15
万葉　の　終　焉一家持の孤独一・・ する。

稲　岡　耕　二
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　　＝和文古典1＝（R）
　　　　　　　一王朝の文学一

〔主任講師　秋山　慶（東京女子大学教授）〕

全体のねらい

　400年にわたる平安王朝の文学の主たる担い手は平安京の貴族たちであったが、彼らによって創出

された諸形態の文学の高度の達成は、後世に規範的意味をもちつづけ、日本的美意識の源流となった・，

そうした王朝文学の形成・展開の姿をさまざまの視角から追求する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

平安遷都にはじまるこの時代の文化はまず大

々的な唐風謳歌に特徴づけられるが、そのこと 秋　山　　　慶

1 王朝文学の始発 の意味と、その唐風がしだいに和様化していく

ﾟ程を説く。
（東京女子大学教授）

万葉文学と様式を一一平した古今国文学形成の
久保田　　　淳

2
『古今集』と 過程を、その背景の考察とともに日本文化の自

ｧの様相として促える。
　　　　’i東京大学教授）

その時代

口諦のモノガタリから仮名散文の虚構文学と

物語文学の誕生 しての物語へ。その経過を探りつつ物語文学の

3 一『竹取物語』と 本質は何かを考える。 秋　山　　　鹿

『伊勢物語』一

物語文学と並んで仮名散文の日記文学の成立

日記文学の成立と展 してくる事清を、和歌との関わりその他の要因

4 開一『土佐日記』 から考えてみる。また日記文学によって、いか 同　　上

と『蜻蛉日記』一 に人間の内面世界が堀り起こされるに至ったか

を明らかにする。

当時の物語の制作・享受の実情を説明し、現

虚構物語の 存する長篇物語の宇津保物語の成立の意義を考

5 成熟と＝基盤 える。 同　　上

漢詩に代って公的文学の座を獲得した和歌は、

6
『後撰集』、『拾 貴族たちの私的生活感情を託す表現手段として

ﾇのように機能したか。また歌物語との関わり 久保田　　　淳

遺書』の位置 あいや後代に及ぼした影響なども考えてみる。

日本入の美意識に規範的意義をもつ枕草子の

清少納言と
特質と作者清少納言の個性を、政治的文化的背

7 景のうえに：考察する。 秋　山　　　慶
『枕草子
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

源氏物語の作者紫式部の入間形成と源氏物語

紫式部と『源氏物 創作の意義を考え、三部作と考えられる源氏物

8 語の第一部世界の主題や構造を説明する。 秋　山　　　鹿
語』の世界←）

源氏物語の猛・鞭部の世界の推移、主題の展

紫式部と『源氏物 開の様相を説明し、物語文学としての独自の達

9 成についてその意義を考える。 同　　上
語』の世界Q

源氏物語がその成立の時期から後代にかけて

どのような影響を及ぼしたか、更級日記の作者

10 『源氏物語』以後 菅原孝＝標女の源氏享受をはじめ、長短篇の物語 同　　上

群の様相をながめてみる。

和泉式部・媒染衛門などの女流傘入の輩出し

女流二二と た後宮文学の開花を受けて撰ばれた聖王朝集の

11 時代背景を明らかにし、同集の成立が王朝和歌 久保田　　　淳
『後拾遺集』 史の屈折点に位置する理由を明らかにする。

古代王朝文化とは矛盾するものをはらむ院政

和歌文学の革新 文化の性格と浄土教の＝浸透が和歌文学にいかな

12 一『金葉』r詞花』 る影響を及ぼしたか、歌人層の変化、詠歌の場 同　　上

『千載』の時代一 の変質などの諸相を追求する。

歴史的事実を素材とする、いわゆる歴史物語

歴史物語の諸相 栄花物語・大鏡などの成立の意義を考え、それ 多　田　一　臣

13 一『栄花物語』と それに：描き出される世界について説明を加える。

『大鏡』一 （千葉大学助教授）

説話文学の世界は、貴族を中心とする王朝の

説話文学の誕生 文学のいわば周縁に位置している。最古の説話

14 「 集である日本霊異記を取りあげながら、説話文 同　　上
一『日本霊異記』一 学誕生の史的意義を考える。

今昔物語の厩大な説話群を統一するものは何

『今昔物語集』の であったのか。説話内容の分析を通じて、その

15 世界認識のありかたについて考える。 同　　上

世界
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　　　　　　　　　　　＝和文古典皿＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　一中世文学の展開一

　　　　　　　　〔主任講師1久保田　淳（東京大学教授）〕

全体のねらい

　四百年に及ぶ中世文学の展開を、各時期の政治的社会的事件、文化思潮などと関連づけながら、具体

的作家や作品に即して、明確に跡づける。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

中世文学はいっから始まるか、それは保元の

1
王朝から中世へ

乱、源平の動乱など、政治的社会的事件とどの
謔､に関わるものか、’ ｻれは王朝文学とどのよ

､に異ったものであるかという問題を考察する◎

久保田　　　淳

i東京大学教授）

いわゆる新古今時代の文学史的概念について

説明し、「新古今和歌集」の成立、その特色、
2 新古今時代　　1 後代への影響などを考察する。 同　　　上

「新古今集」の代表的歌人である西行・藤原

定家、同集の影響下に成長した源実朝などの文

3 新古今時代　　H 学活動について述べ、さらにほぼ同時期に信仰 同　　　上

の世界で大きな足跡を残した法然、親鷺、明恵、

道元などの法語文学についても言及する。

「方丈記」を中心に、「発心集」「無名抄」

など、鴨長明の多面的な作家活動について述べ、 三　木　紀　人

4 鴨長明とその周辺 長明が影響を受けたと藩王される平康頼の「宝

ｨ集」、また影響を及ぼした慶政の「閑居友」

（澄茶の水

@女子大学教授）

などにも論及する。

「将門記」「陸奥話記」など、初期軍記の問

題：を概説したのち、「保元物語」「平治物語」 栃　木孝　雄
5 軍記物語の世界1 について論ずる。

（千葉大学教授）

「平家物語」の世界、その　立、語り物とし

てまた読み物としてのその　　の問題などを考

6 軍記物語の世界丑 察し、「承久記」、史論書「　　抄」「六代勝 同　　　上

事記」にも言及する。

平安後期から中世に及ぶいわゆる説　時代を

概・観し、「宇治拾遺物語」を中心に、「古事記」

7 説話　の　時代 「高訓抄」「古今著聞集」「沙石集」「三国伝 三　木　紀　入

記」など、説話集の世界を説き明かす。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

鎌倉幕府の開設に伴って生じた京都と鎌倉と
の交流が文学にどのような影響を及ぼしたかと

8 京　　と　鎌　　倉 いう問題を考え、「海道記」「東　紀行」「う 三　角　洋一
たたね」「十六夜日記」などの記行文学、さら （東京大学助教授）
に「とはずがたり」その他の女房日記について
その中世記特色を論ずる。

大覚寺　・持明院　の両脚立の経緯を概叙

9 南北朝動乱期の文学
し、「太平記」を中心として、「縄墨」「神室

ｳ統記」などの歴史文学、「玉葉和歌集」「風 久保田　　　淳

雅和歌集」「新葉和歌集」などにも論及する。

「従然草」の著者であり、二条為世の和歌四

10 兼好とその前後
天王の一入でもある尊好の文学を中心に、彼に

e響を及ぼした「一言芳談」などの法語文学、 三　木　紀　人

ほぼ同時代を生きた二条良基の文学活動などに

ついて考察する。

王朝から続いている今様雑　の文学的所産、

11 中世芸能の世界1
「梁塵秘抄」、　年、早歌などから、小歌時代

ﾌ「閑吟集」「宗歌小歌集」、その他田歌など、

ﾌ謡系列の文学を中心に述べる。

橋本　朝　生
i山梨大学助教授）

能・狂言・幸若など、演劇系列の芸能の文学

12 中世芸能の世界H
としての特色を述べる。放送に際しては、テー

vによって若干実演を聞かせる。 同　　　上

「松浦宮物語」「我身にたどる姫君」：など中

13 物語　の　変　貌
世前半の擬古物語が、中世後半に至って次第に

芍ｾ草子へと変　してゆく過程を辿る。「無名 三　角　洋　一

草子」「図葉和歌集」「義経記」「曽我物語」

などにも言及する。

国語の変化が中世文学の展開とどのように関

14 中世の心と言葉
、るかを、多くの事例から探る。とくに室町時代

ﾌ和歌・連歌・五山文学・抄物・キリシタン文

wなどの意義について述べる。

山　口　明穂

i東京大学教授）

白白の連歌・初期狂歌・古浄瑠璃・説経・隆

15． 中世から近世へ、
　小歌などを取り上げつつ、戦国時代から安土
克R時代を通じて、中世の文学はどのようにし 久保田　　　淳
て近世的なものへと移り変っていったかを辿づ
ける。
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：＝・ a　文　古　典　W
　　　　　　近世の　文学

＝＝ iR）

〔主任講師：村松友次（東洋大学短期大学教授@　　　　清登典子（放送大学助教授））〕

全体のねらい
　徳川幕藩体制のもと、商品経済の発達と識学層の増大に支えられて書開いた近世文学。その形成と展

開の種：々相を、中心的な作家・作品を取り上げながら検討してゆく。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

表現力に注目しながら、近世文学の胎動期を眺

近世文学の胎動と め、その背景、特質などについて考える◎ 篠　原　　　進

1 （青山学院大学

仮名草子 助教授）

西鶴が従来の文学をどう踏まえ、変形、発展さ

せていったかを検証し、彼の浮世草子の本質にっ

2 浮世草子と西鶴（1） いて考える。（天和・貞亨期の作品を中心とする） 同　　　上

青緑期の西鶴がどのようにテーマを追い、その

浮世草子と西鶴（2） 世界を深めて行ったかを考える。また、西鶴の拓

3 澄よび西鶴以後の いた浮世草子というジャンルを、以後の作家（江 同　　　上

浮　世　草　　子 島其磧など）たちがどう受けとめ、都市の文学と

いう傾向を強めて行ったかを跡付ける。

貞徳は中世の末に流行した俳諾之連歌にある程

度の規範を受け、庶民の教養の資とした。これを 村　松　友　次

4 近世初期俳諾
貞門俳譜と呼ぶ。この中から野冊を中心とする談
ﾑ俳諾が興り、その談林俳譜の中から芭蕉一派の （東洋大学短大教授）
いわゆる蕉風が興る。その推移を辿って蕉風出現

の意義を考える。

蕉風俳諾は彼の晩年10年間に三変ずる。談林か

ら脱皮したての『冬の日』『春の日』『日野』時

5 芭蕪の世界（1＞ 代、円熟期の『ひさご』『猿蓑』時代、軽みの 同　　　上
『炭俵』『続猿蓑』時代である。この蕉風品変の

あとを辿り、それぞれの時期の芭蕉の心に触れる。

芭蕉は散文に幽いても革新を試みた。俳文の代
表に「三三庵記」があり、紀行文の代表に『おく

6 二二の世界（2）
のほそ道』がある。芭蕉は文芸（ことば）を虚の
cみと見ており、虚に入って実に至るものと考え

同　　　上

た。「幻住庵記」にも『おくのほそ道』にも多く

の三三があるる

近世儒学の本流であった朱子学と、それへの批

学問の　時　代 判から生まれた古義学や徹來学との相違　そして 揖　斐　　　高

7

一三そ來学と文三一

そうした儒学思想の変遷を背景に登場した文人と

ﾄばれる人々の文学と生き方を概観する。
（成蹟大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

堂上派から古学派、そして江戸派・桂園派の時代
さらに幕末期の個性的な歌人たちの登場へと展開

8 近世和歌と国学 してゆく近世和歌の大きな流れをおさえ、そうし
ｽ「歌」をどう考えるかということと深く結びっ 揖斐　　　高
いて成立・展開していった国学の問題点を併せて
：解説する◎

都賀庭回・建部綾足らの諸作、秋成の『雨月物

語』『春雨物語』をふれつつ、前期読本の成立・ 長　島　弘　明
9 前期読本と秋成 展開の様相をうかがい、その特質を考える。

（名古屋大学講師）

後世、芭蕉と併称され、近代俳句にも大きな影

響を与えた与謝蕪村の作風の特色を、当時の時代 清　登　典子
10 中興期俳譜と蕪村 思潮、俳壇動向ともからめて考えてゆく。

（放送大学助教授）

俳譜の大衆化に伴って盛行を見た月並三三にっ

き検討する。又．その時代にあって入間味ある特

11 月並俳譜と一茶 異な作風を示した小林一茶の人と作品につき、時 同　　　上
代背景とかかわらせな参ら見てゆきたい。

近世初・前期の上方中心の狂歌と、天明の江戸 長　島　弘　明
狂歌の質的な相違を考える。連句が解体され、独

12 狂歌　・川柳 詠感化が推し進められる中で誕生した新文芸r川
�v。その発生と展開の様相を概観する。

清　登典　子

草双紙と総称される赤本・黒本・青本・黄表紙

・合巻の流れを、内容の移り変わりの他に、作者 板　坂　則　子

13 江戸戯作の世界（1） 画師、板元、さらに読者層の視点から追い、文学
の大衆化を考える。 （群馬大学助教授）

酒落本・滑　本・人情本をとりあげ、戯作とい

う呼称の意味をとらえ、戯作者の生涯を平賀源内

14 江戸戯作の世界（2） ・小東京伝・柳亭種彦らを代表として紹介し．文 同　　　上
学とそれに加えられた出版統制の歴史を：ながめる

小東京伝と曲亭馬琴の読本における競争と．そ

の後の馬琴による士太夫の読み物としての読本の

15 後期読本と馬琴 完成を、代表作『南総里見八田伝』を中心に追い 同　　　上
後期読本の特徴を考察する。
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＝漢　文　古　典 豆＝・（TV）

　　　　　　一江戸時代後期の儒学一

〔主任講師：頼　惟勤（千葉経済短期大学教授）〕

全体のねらい

　日本に澄いて作られた漢詩・漢文について、江戸後半期を取り上げて諸作品を講読し、関連事項に及

ぶ。これによって、日本漢学の日本文化に騎いて占める役割りが若干なりとも解明できることを目指す

ものである。各回とも講義の糸口を原則として頼春水『師友志』から取り、兼ねてその人の諸作品と関

連分野とに及ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　柴野栗山（1736－18む7）江戸昌平讐の’儒

ｯ。寛政の学制改革に当った。ここに至るまで
頼　　　惟　勤

1 柴野栗山と素読吟味 に、漢籍の訓読の普及があったことを見逃がす

ｱとはできない。五山以後、江戸期の訓点・訓

@のこ三の事例を挙げる。

（千葉経済短期大学

ｳ授）

尾藤二洲（1747－1813）昌平讐の儒官。

2
尾藤　二　洲　と
秩@楽　天　の　詩

晩年に白楽天の詩を好み、同僚の古賀三里との

竄ﾅ応酬した。その間の経緯を概観する。 同　　上

古賀精里（1750－1817）昌平蟹の儒官、
肥前・佐賀の出身。曽て林述　に従い、対島に

3 古賀精里と通信使 赴き、朝鮮通信使に応接した。九州は漢学にと 同　　上
っての先進地域で、著名な儒教者が多く、また
長崎には唐話（中国語）に熟達した人びとがい
た。

岡田寒泉（1740－1816）昌平畏の儒官。

4
岡　田　寒　泉　と

ﾀ学　の　実　践

のち関東の諸郡に出て代官となった。実学とは

{来、実践躬行の学問の意味で、矢子学がその

纒¥である。寒泉の学問がすなわちそれである。
同　　上

服部栗齋（1736－1800）江戸の麹援書院

5
服部　三三　と
]戸市井の漢学

の主。麹濃書院そのものは純粋に市井の漢学塾

ﾅはないが、そのような塾での基本的な教養が

ﾇのようにして養われて行ったかを取り上げる。
同　　上

若槻幾齋（1744－1826）京の聖護院村に
住み、その学行が幕府当局に認められて表彰さ

6 若槻球面と盤面 れたこともあったという。 同　　上

中井竹山（1730－1804）大坂の三徳堂の・
主。弟の三軒も著名な学者で、この兄弟の学問

7 中井竹山と懐講堂 は一般な影響を世に与えた。 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

丁子琴（1739－1784）大坂の医にして且
つ詩人。片山北海が主催する混純詩社の中で、

頼　　　惟　勤

8 三子琴と混沌詩社 その才名を称せられた。
（千葉経済短期大学

教授）

趙陶　（1713－1786）長崎に生れる。父
は唐人。詳密僧となり、還俗後、江戸・大坂・

9 二二齋と黄三二 堺に転住。兼ねて全国を旅行した。三二の漢学 同　　上
に対する寄与は甚だ大きい。また道教的なもの

も案外に日本文化の中に侵透しているといわれる。

飯岡二二（1716－17＄9）大坂の儒医。曽
て石門心学（大坂の尊性堂）を修めた。その子

10 飯岡三三と家庭教育 女に対する教訓は極めて熱心であった。 同　　上

菅茶山（1748－1827）備後・神辺の詩人。
京あるいは江戸において儒者文入と広く交った。

11 菅茶山とその周辺 詩人であると同時に、『福山工料』の纂修に関 同　　上
回し、随筆の分野でも三々である。

高芙蓉（1722－1784）江戸時代の　刻を
芸術的水準にまで高めた。このころ＝漢の金印が

12 高芙蓉と書画　刻 出土したこともあって、漢の方寸印に倣った印 同　　上
が作られた。池大雅・福原五三らのことにも言
及する。

平賀中南（1722－1792）安芸出身の儒者。
大潮に学び、のち京坂に住んだ。『天野屋利兵

13 平賀中南と赤穂義士 衛伝』の刊行にちなみ、二二のことにも言及す 同　　上
る。

長久保赤水（賀17－1801）水戸薄彰考館

14
長久保赤水と地理

V文

の学者。『大日本史』の地理志を纂修した。伊

¥忠敬の測量・麻田剛立の天測も注目すべき業

ﾑであった。
同　　上

樺　　島　石　梁
15

親藩　の学　問 同　　上
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一漢文古典∬＝（R）
　　　牛国小説史への視点
〔主任講師；大塚秀高（埼玉大学助教授）〕

全体のねらい
　中国は三千年に及ぶ悠久の歴史を持っており、小説の歴史もこれに応じて長い。しかし同じ漢字を使

いながら、小説という言葉の意味内容は時に応じて違いを見せる。この小説概念の変遷を、小説がそれ

に立脚した物語の伝統に目配りしつつ、春秋戦国の時代から盆画まで追跡し、かつ中国小説の日本への

影響についても触れたい。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
小説と物語
j家と方士たち

　萬言と小説　小説と小説家　史官と方士　史

Lと漢書　雷門の会　厚賞と楚漢春秋　史書と

焔`小説　・春秋と国語　方士の語った小説
大　塚　秀高

i埼玉大学助教授）

2

志怪から伝奇へ
j家と読者に於け
髟ﾏ化

　志怪と五行・　緯思想　類書と古小説鈎沈

}画記と干宝　曹　と劉下切　サロン文人と物

黷ﾌ伝統　伝寄の誕生　古鏡記と遊仙窟　物語

ﾌ場

同　　　上

3

仏教と説教
梃ｱ記と遊行僧

　応験記の成立　晶質記的性格の志怪　金剛経

�ｱ記の流行　唐臨と冥離岸宋・明に於ける
熏ьO三験記　　洪遽と夷堅志　鬼国母　文芸

ﾌ担い手としての僧侶　転変と転回説経と文

|

同　　　上

4

三都の夢
Vたな「小説」の
a生

　志怪にみる仏教の影響　六朝貴族社会の崩壊

ｭ講と市人小説　　京と臨安　東京夢華録と夢

��@三子と勾欄　説話三家　講史書と「小説」

O新話と三三三三

同　　　上

5
神話の没落
@から五通へ

　霊感の門出　汀州と山魍　独足の山魍　山海

o図　憂一足昊陽・　巨人　山都と猿　二方・

?q・その他　二神五通　二神五通 同　　　．上

6

類書から通俗類書へ

`奇小説の変遷
@　　そ　　の　一一

　種本と話本文言の伝奇と白話の伝奇三代
ﾌ小説集　二つの酔翁談録　鴛出痔と紅　密約

｣生負李氏娘類書と通俗類書　明代後期の通
ｭ類書　伝奇小説の長篇化

同　　　上

7

短篇小説だった
?�`
ｷ篇小説の育たぬ
墲ｯ

　水潜伝成立史　梁山泊と百八人の好漢三和

竡磨@水濤の盗賊たち　好漢の銘々伝　水潜伝

ﾆ「小説」　梁山に上れなかった好漢たち　白

b小説と作者

同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 法家と小説家の間
�ﾄ概念の変遷

　酔翁談録の公案　群動の公案小説集判決か

大塚　秀高
i埼玉大学助教授）

9 包龍図の登場
u唱文芸のとりで

　民衆に愛された包公　包公の実像と虚像　包公を巡る民間信仰　包公説話と「小説」　有名無名の判官たち、宝をめぐる物語　説唱詞話か

逅熄曹ﾖ　公案小説から訓義小説へ
同　　　上

10

幽霊さまざま
`奇小説の変遷
@　　そ　　の　二

　元三明初　鈎灯二話愛愛しの幽霊　回る幽霊
､魁負心と掌骨厘　自刎と怨念　彷裡える幽霊取殺す論理と取り締まる論理　鴛湖誌余雪窓談

ﾙと幽怪詩謳
同　　　上

11 話本から小説へ
O三と創作

　洪　の清平山堂　熊龍峯四種小説と通俗類書

ｭ応変泰話本と紅白蜘蛛記記　三冠百二十篇の

f性　薦夢龍　紅軍官人像の変化 同　　　上

12 伝奇から小説へ
蛹奄ﾆ女性の運命

　劉小官雌雄兄弟　男装の昌的　女性の孝と貞

ｫ方三義伝　梁山伯と祝舞台　心墨金石伝霞：

豪Lに於ける改悪　嫌疑と恥辱 同　　　上

13
白蛇伝の登場
ｯ衆のはぐぐむもの

　薦夢龍の白蛇伝西湖の怪の物語　白蛇の物

齊ｹ妬と蛇　白蛇伝の成立　白娘子の解放

同　　　上

14

金瓶梅から紅霊夢へ

ﾋ子佳人小説と佳人
ﾌ男糞

　中国小説史上の才子佳人小説長篇伝奇との
ﾖ係　才子墨入小説と金物梅　金味梅と四大小

焉@万暦の気風　春秋配と呉江雪　佳人の男装

覧ｬ配と鴛喬講　紅楼夢　文康の児女英雄i伝
同　　　上

15
さまざまな小説
ｴ末小説に至る流れ

　杜騙新書　宇戸杯　応挙を題材とする小説

�ｱ百態　儒林外史　三宝嘉の弓場現形記劉

@の老残遊記　李漁の小説　三代小説の多様性 同　　　上

一548一



　＝近代文芸1＝・（R）
〔主任講師：紅野敏郎（早稲田大学教授）〕

全体のねちい

　日本の近代文学における成熟期一1910年半一の作家（漱石・鴎外・荷風・谷崎・志賀・有島・

藤村・秋声・芥川・啄木ら）と時代との関連、主要作品の構造と分析を行：なう。1910年代の自然

主義・反自然主義との対応、作家の芸術と実生活のかかわりを把握。また「白樺」「早稲田文学」

「新思潮」「青身沓」など主要雑誌の検討。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

武者小路実篤・志賀直哉・有島武郎らの「白

「白樺」の出発 樺」の前史と「白樺」初期の特色の究明。明治 紅　野　敏　郎
1 一大正文学の一

@　　発　端　（1）

のr公」に対する大正の「私」の意：識。文学と

?pとの接点。志賀の初期の日記・ノートなど
ﾌ検討。「論目出度さん」と「かんかん虫」と

（早稲田大学教授）

「網走まで」の作品分析。

「三日文学」創刊号における永井荷風の「紅

2

「三田文学」をめぐ

ﾁて
齣蜷ｳ文学の
@　　発　端　（2）

茶の後」の魅力と荷風の文学意識の検討。大逆

膜盾ﾉおける荷風を中心とする「三田文学」

uスバル」関係者（佐藤春夫ら）の反応。「早

贒c文学」との対比。パンの会の動向（これも
?pと文学とが関連）

同　　，上

谷崎潤一郎の最初期の戯曲と小説の分析、「刺

3

谷崎＝潤一郎の出現一大正文学の一

@　　発　端　（3｝

青」と「秘密」などが中心。潤一郎と漱石との

ｩかわり一とくに「門」をめぐって一一。

u白樺」との差（「白樺」の場合は漱石では

uそれから」が軸となる）

同　　上

啄木の代表的日記「ローマ字日記」の分析。

「九月の夜の不平」から「　子と口笛」に至る

4 啄木と大逆事件
@一明治の終篤一

啄木の大逆事件5の反応の点検。白秋の「思ひ

o」との批較。鴎外の大逆事件への反応との比

同　　上

較。啄木と現代（寺山修司などを含めて）。

1910年前後の中期の漱石の作品分析。と

漱石文学の魅力 くに「夢十夜」に訟ける作品の意味：づけ。漱石

5 一「夢十夜」　「そ とその門下生及び後進の文学者との関連、漱石 同　　上

れから」「門」を の初期作品（「　　　　」や「草枕」など）と

中心に一 中期作品の内容と文体の相違。

漱石の晩年の二つの長編み説をこまかに分析

漱石文学の魅力 し、一般によく知られている他の　　作品より

6 一「道草」と「明 さらに意味：があることに力点を旧く。 同　　上

暗」を中心に一

「暗夜行路」のプラスの評価とマイナスの評

「暗夜行路」の検 価をめぐって、作品の魅力をさらに精細に検討

7 討一志賀文学の特 する。最初は「序詞」と前篇の構造、伏線、丈 同　」』

色一 体の面からはじめる。その前身である草稿の類
i私小説「時任議作」といわれているもの）も
検討の材料に用いる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

後篇の展開と「大山」体験の意味をさぐる。

「暗夜行路」の検 数多くの志賀研究史とつきあわせ、この作品の

8 討一志賀文学の特 影響と受容の歴史もあわせて考える。 紅　野　敏　郎

色一 （早稲田大学教授）

「暗夜行路」と対比しつつ、有島の「或る女」

「曇る女」の検討 の構造を分析する。前後篇をあわせて行ない、

9 一有島文学の この作品の時代背開となった明治30年代にっ 同　　上
特色一 いても考えていく。また「白樺」に連載した前

篇にあたる「或る女のグリングス」との対比も
行なう。

第二次「早稲田文学」の特色を検討しつつ、

藤村　と　秋声 「家」の構造と「あらくれ」（r新世帯」など

10 一「家」と「あられ」 他の作品も含む）の構造を比較検討する。自然
同　　上

をめぐって 主義文学の特質、とくにその動労なねばり強い

入生とのかかわりに力点を旧く。

花袋における人生の楽劇と「田舎教師」との

花　袋　と　白鳥 関連。回想集「東京の三十連覇も材料に用いる。

11 一「田舎教師」と
u何処へ」をめぐって

白鳥の人生観と「何処へ」との関連。明治30
N代の青年と40年代の青年の意識の差に注目。
鋳ｹの回想集「自然主義文学盛衰史」も材料に

同　　上

用いる◎

文学史における

蜷ｳ5年（1916）の
　愚心の晩年の歴史小説の検討。ついで宮嶋貞夫の「抗夫」、中條百合子の「貧しき人々の群」

12 意味一近代と現代の をあわせ眺め、白樺派、　美派の全盛、自然主
`文学者の停電：な奮　をも視野に入れ、漱石の

同　　上

接点一 死（12月9日）でしめくくられる大正5年の
層的な位置づけと行なう。

「青華沓」「寄蹟」 平塚雷鳥らの「青　」の出発と展開。広・津和

「近代思想」の 郎らの「寄蹟」の出発と特質。大杉栄、荒畑寒

13 問題点一躍の時代と 村らの「近代思想」の冬の時代に澄げる仕事の

ﾓ味。＝堺利彦の「へちまの花」、土岐哀果（善
同　　上

女性運動一 ）の「生活と芸術」にも言及。

独歩や直哉を経て芥川において短編小説の魅

芥川文学の特質 力が発揮され、梶井基次郎・井伏鱒二らに引き

14 一短編小説一 つがれていく。初期の作品群を中心にする。第
同　　上

の問題点 三次・第四次「新思潮」の検討もあわせ行ない、

菊地覚・久米正雄i・豊：島与志雄らとの比較も考
える。

「赤い鳥」「新しき村」 鈴木三重吉の「赤い鳥」の運動、武者小路の 、

「種蒔く人」の対比 f新しき村」の運動は同じ1918（大正7）
15 一ユートピアとプロ 年。この二つの根底にあったものをさぐり、つ 同　　上

レタリア文学一 いで1921（大正10）年よりはじまる「種
蒔く人」の意味を探究する。
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＝近代文芸π＝（R）
〔主任講師．紅野敏郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　「近代文芸1」で扱えなかった近代文学創出期の文学者坪内二二・二葉亭四迷・森鴎外・北村二二・

樋ロー葉・国木田独歩からはじまる近代の短編小説の系譜、正岡子規・与謝野晶子・島崎藤村・北原白秋

譜・斉藤茂吉・萩原朔太郎ら近代の詩歌を中心に活躍した人を作品の特質を追求する。

回 テ　・　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

遣遙の文学論「小説神言」と実作「当生書生

近代文学の出発 気質」との関連と、迫遙の影響を受けた二葉亭 ●紅　野　敏郎
1 1 の文学論「小説総論」と実作「浮雲」との関係を

遣遙と二葉亭 対照的に把握し、近代文学創出に際しての二人の （早稲田大学教授）

文学者の同質と差異を探索する。

ドイツより帰国した森鴎外のドイツ土産三部作

近代文学の出発 の一つの「舞姫」をとりあげ、その作品講造を分

2 2 析するとどもに、官僚としての森鴎外と文学者と 同　　　上

森　　　鴎　　外 しての森鴎外の心理の二重性をさぐる。

自由民権運動に参加し、やがて離脱、政治から

近代文学の出発 文学への道を歩いた透谷のペンによる活動を検討

3 3 する。とくに透谷の評論活動は「文学者」という 同　　　上

北　村　　透　谷 ものの基本姿勢を如実に示す。近代の文学者のな
なかで理想と現実の矛盾に悩み、自殺した最初の
人。

一葉の「たけくらべ」「にごりえ」「十三夜」

近代の短編小説 などをとりあげ、短編小説の切れ味の鋭さ、その

4 1 魅力について言及。一葉の場合、西鶴の影響を受 同　　　上

樋　　ロ　一　葉 けた、テンポの早い雅文脈の文体、その物語性の
展開について考察する。一葉の日記にも触れる。

詩から散文に移った独歩の資質、日記「欺かざ

近代の短編小説 るの記」と佐々木信子との恋愛、そのあと展開す

5 2 る短編小説「武蔵野」「忘れ得ぬ人々」「非凡な 同　　　上

国木田　独　歩 る凡人」「号外」「竹の木戸」などをとりあげ、

独歩の短編の特質を検討する。

読売新聞記者より作家に転じた正宗白鳥の初期

近代の短編小説 の短編一「三三屋」「塵埃」「五月幟」などをと

6 3 りあげ、自然主義文学者の皮肉な眼で見た人生の 同　　　上

正　宗　　白　鳥 断片、それを描くつき　した手法について考察す

驕B

「或る朝」のような日常生活のなかの不快から

7
近代の短編小説
@　　　4
u　賀　直　哉

快へ切りかわる心理「清兵衛と瓢箪」に見られる

q供の豊か左肉眼による美の発見とそれを圧殺す

髑蜷lたち、その他「祖母のために」「正義派」
u萢の犯罪」「城の崎にて」「真鶴」：など簡単無

同　　　上

比な表現を技法について考察する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当．講師
i所属・氏名）

8
近代の短編小説
@　　　5
艨@伏　　鱒　　二

　処女作といわれている「山椒魚」や早稲田時代

ﾌ友人とのかかわりを描いた「鯉」、また「屋根

ﾌ上のサワン」はじめ、ユーモラスでかつ講刺の

?｢た詩情を含んだ井伏作品の特質を考察する。
紅　野敏　郎

9
近代の短編小説

＝@井　　基次郎

　「青空」創刊号に載せた「檸檬」を中心に若く

ｵて亡くなった梶井の名作を分析、昭和の文学者

ｽちにその短編の心象風景は大ぎな影響を与えた。 同　　　上

10
近代の詩　歌
@　　　1
ｳ　岡　子　　規

　俳句と短歌の本質的な改革を行なった子規の病

ｰ生活の実体とその実作を検討、あわせて子規の

Gッセイの持つ写生文の力について考察する。 同　　　上

11
近代　の　詩歌
@　　　2
^謝野　晶　　子

　「明星」の史的位置づけと．晶子の「みだれ髪」

�?Sに、歌人としてのわくをはずれた豊かな才

¥や女性としての生きかたの迫力などにも言及す

驕B「明星」のなかから啄木屯、高村光太郎も北

ｴ白秋も木下奎太郎も生まれてくる。

同　　　上

12
近　代　の　詩歌
@　　　3
〟@崎　藤　村

　北村四谷のあとを受け、自殺せずに泥にまみれ

ﾈがらも生きつづけた藤村の初期の詩集について

l察する。とくに「若菜集」から「落梅集」に至

骼lつの詩集を吟味する。
同　　　上

13
近　代　の　詩歌

@　　　4
k　原　　白　秋

　詩人と歌入を兼備、さらに童謡や散文活動な
ﾇ多面な才能を発揮した白秋の初期の詩集「邪宗

蛛v「思ひ出」と、歌集「桐の花」をあわせて考

@する。郷土柳河とのかかわりで、文学と郷里
i出身地）との関連もここで考える。

同　　　．上

14
近代　の　詩歌
@　　　5
瘤R牧水と斉藤茂吉

　子規や伊藤左千夫のあとを受け、「アララギ」の発展につとめ、処女歌集「赤光」をまとめた茂

gの生きかたとアララギ的写実の方法と九州日向
謔闖繼桙ｵ、旅と酒を愛した若山牧水の流れるよ
､な自然のリズムを対比させる。

同　　　上

15

近　代　の　詩歌
@　　　6

qｺ光太郎と
旧ｴ　朔　太郎

　光太郎の処女詩集「道程」の分析、また白秋の

e響より出発した朔太郎の初期の歌集「ソライロ

mハナ」及び作表作「月に吠える」の検討。
同　　　上
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＝イギリ

〔主任講師

スの言語文化＝（TV）

＝橋口稔（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ルネサンスの時代から20世紀の現代まで、主として文学作品をと澄して、イギリス文化の諸相を

歴史的に辿ってみようと思う。短いものであっても英語のテキストを読むことを交えながら、イギリ

スの言語文化の特質を明らかにしたいと考えている。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

古英語から中英語を経て、近代英語に至る英

語の変遷の歴史を辿り、近代英語の特徴を、主
1 英語　の　歴　史 として語彙の点から考察する。 橋　口　　　稔

（東京大学教授）

イギリスのルネサンスを時代的背景のもとに：

考察し、シェイクスピアを生みだすにいたるエ o

2 シェイクスピア1 リザベス朝演劇の特質を、劇場や舞台の面から 同　　上

も考えてみたい。

分っている範囲に論いてシェイクスピアの生

涯を説明し、その上でシェイクスピアの作品の

3 シェイクスピアH 本質を考えてみたい。 同　　上

ジェイムズー世の指示によって作られ、1611

年に刊行された欽定訳聖書について考えながら

4 欽定訳聖書 併せてイギリスの宗教について考察を加えたい 同　　上

と思う。

ピューリタン革命にも自ら積極的に関与した
ミルトンの生涯に：ついて考えながら、『失楽園』

5 ミ　　ル　　ト　　ン がイギリス文化の中でどのような意味を持つか 同　　上

を考察したいと思う。

イギリスの海外進出という背景を考察にいれ

ロビンソン・
た上で、デフォーの『ロビンソン・クルーソウ』

6 という物語が持ついろいろな意味を考えてみた 同　　上

クルーソウ い。

フィールディングの『トム・ジョウンズ』と

近代小説に見る オースティンの『高慢と偏見』に：描かれた、カ

7 ントリー・ハウスの生活をとおして、ジェント 同　　上

生活1 リー階級に対する考察を行なう。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 ロマンティシズム

　18世紀末から19世紀初頭にかけてのロマ
塔eィシズムの動向を、ワーズワースを初めと

ｷる一入たちの作品に即して考えてみたい。 橋　口　　　稔

9
近代小説に見る

@　　　　　生活H

　ジェントリーβ皆級の子弟が学ぶパブリック・

Xクールの有様をヒューズの『トム・ブラウン

ﾌ学校生活』によって見た上で、貧しい階級の

q供の実態もディケンズの小説を通して見てみ

ｽいと考えている。

同　　上

10 ヴィクトリアニズム

　ヴィクトリア朝の風潮をテニソンの詩に代表

ｳせて考えた上で、ヴィクトリアニズムに：対す

髞癆ｻも取り上げて考察しようと思う。
　
　
同
　
　
上
悔

11
ブルーム実ペリー

@　　　・グループ

　ストレイチー、ウルフ、ケインズ等をメンバ
[とする私的な集まりであったブルームズベリー・グループを通して、1900年代から第一次

｢界大戦を経て1920年頃までのイギリス文化
ﾌ変化について考察する。

同　　上

12
T。S．エリオット

ﾆD．H。ロレンス

　アメリカに生れてイギリスに帰化したエリオ

bトと、炭坑夫の子供として生れたロレンスを

謔闖繧ｰて、イギリス文化の問題を考えてみた

｢。

同　　上

13 オーデン世代

W・H・オーデンを中心とする1930年代に活
�ｵた詩入、作家たちの世代を取り上げて、第一次大戦後から第二次大戦にかけてのイギリス

ﾌ文化の動向を考える。
同　　上

14 第二次世界大戦後1

　第二次世界大戦後のイギリス文化の新しい動

?�A1950年代に登場してきた詩序たちと小説

ﾆたちを取り上げて考えてみる。 同　　上

15 第二次世界大戦後皿

　同じ第二次大戦後の動向を、劇作家たちを取

闖繧ｰて考察し、さらに現代イギリスの文化を

W望し、日本とイギリスの関係を考えて結びと

ｷる。

同　　上
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＝アメリカの言語文化＝（TV）

〔主任講師　本間長世（東京大学教授）〕

全体のねらい

　毎回英文のテキストをもとにして、アメリカ文化の各側面を取り上げ、全体としてアメリカ文化の

特色の理解が深まることを目指す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

移民の国であるアメリカ合衆国で、入びとが

1 アメリカ入になること いかにしてアメリカ人となり、　英語を学び 本　間　長　世

the　America：n　Way　of：Lifeを身につけてい （東京大学教授）

たかをあとづける。

13の植民地がイギリス本国に反逆して独立し、

2 合衆国の建設
連邦共和国を建設した過程をふり返り、啓蒙思

zに基づくアメリカの建国の理念を探る。
同　上

日本でひとくちに、鰍欧米文化”と言うこと

3 ヨーロッパとアメリカ
が多いが、ヨーロッパ文化と区別されたアメリ

J文化というものはあるのかという問題を考え
同　上

てみる。

アメリカの代表的詩人ウォルト・ホイットマ

4 アメ　リカの詩
ンの詩をはじめ、いくつかの詩を通じてアメリ

J的想像力ともいうべきものを探る。
同　上

アメリカのナショナリズムに神秘性を与えた

5
アメリカのナショ といわれるリンカーンの演説を中心に、アショ 同　上
ナリズム ナリズムとインターナショナリズムの関連まで

説明する。

自由と平等の国であるはずのアメリカで奴隷

6 アメリカの黒人
制の下にしいたげられてきた黒入の、解放への

ｽたかいをふり返り黒人のアメリカ文化への貢
同　上

献を考える。

アメリカ精神は開拓の最前線であるフロンテ
イァで形成されたといわれる一方で、アメリカ

7 西　部の開拓 大陸では自然とのたたかいが厳しぐ、膠化が洗 同　上

練されるのが遅れたともいわれる。アメリカ史
に論けるフロンティアの意義を論じてみたい。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

アメリカの代表的な般フォーク・ヒーロー”

8
アメリカのフォー

Nロア

の一入ジョン・ヘンリーの英雄像が、鉄道建設

ﾌ労働者たちの間で歌われた歌をもとにしてつ 本　間　長　世
くられた経緯をたどり．アメリカのフォークロ

アの特徴を説明する。

史上かってない大恐慌がアメリカ社会にもた

9
大恐慌とニューデ
Cーノレ

らした悲惨と、ルーズヴェルト大統領のリーダ

[セップの下でのニューディールの成果を論ず 同　上
る。

アメリカ人の主流だったWASPに対して

10
ワスプ対

Gスニック・アメリカ
ethnic　Americansが挑戦し、アイルランド
nのケネディ大統領が誕生したことの文化史的 同　上

意義を論ずる。

南北戦争後のアメリカ南部が独特のイメージ

11 アメリカの南部
を抱かれた歴史を訪ね、カーター大統領出現に

yぶ。 同　上

外国の言語文化を理解するにはユーモアを理

12 アメリカのユーモア
解し得ることが：極めて重要で、ある。アメリカ

Iユーモアの味わいを、漫画にも触れて観賞し
同　上

たい。

、ミ亀一ジカルはアメリカのユニークな舞台芸

13
アメリカのミューー

Wカル

術である。代表的：なミュージカルを取り上げ、

｢かなる点でアメリカ的かを解明する。 同　上

料理は生活文化の中で重要な地位を占める。

14 アメリカの食物
アメリカの料理は匿いしくないというで驚通説”

�癘｡する。 同　上

アメリカ入は未来に対して楽観的だと言われ

るが、近年のアメリカ入は未来に対して無関心

15 未来への展望 だったり未来を恐れたりしているといあれる。 同　上
アメリカ文化の未来を展望してしめくくりとす
る。
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＝ドイツの言語文化＝（TV）

［主任紅茎島憲旧臣欝闘

全体のねらい

　日本に澄けるドイツ像の成立をふりかえった上で、ドイツ文化がアイデンティティーを獲得したと

されるゲーテ時代と、そのゲーテ時代の文化を政治的統一のためのイデオロギーと化してゆく19世

紀後半の状況を対比、時には政治的な遅れの故に、高度の内省的、批判的文化を作り也してゆくドイ

ツ独特のメカニズムを解読する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

何が日本入に：とってドイツの文化であるか。

日本の中のドイツ， 三　島　憲　一・
1

ドイツの中の日本
（学習院大学教授）

ニュルンベルク市を一例としてのドイツ史概

ニュルンベルクに 観。
辻　　　　　理

2
見るドイツ史

（放送大学教授）

ドイツ啓蒙主義の特殊性。

啓蒙め時代　（1）
3 一フリードリヒの 三　島　憲　一

世紀一

イマヌエル・カント。

啓蒙の時代　（2） 木　田　　　元
4 一カントと

批判精神一
（中央大学教授）

Sturm　und　Drangと『若きヴェルテルの

5

感性　の　解放一「若きヴェルテルの

Yみ」を中心に一

悩み』。
轡　田　　　収

i学習院大学教授）

フランス革：命とドイツ観念論哲学。

フランス革命と
木　田　　　元

6

ドイツ観念論
三　島　憲　一

ロマン派と歴史意識の発生っ

ロマン派の夢 大貫敦子7

一市民社会と芸術 （千葉大学助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

芸術時代の終焉。ハイネとマルクス。
芸術から

8 社会の現実へ 轡　田　　　収
一イ・イネを

手掛かりに：一

市民生活とその批判（ニーチェとショーペン
歴史　の　世　紀 ハウアー）。

9 一三古典主義と 三　島　憲　一一

記念碑一

ドイツ帝国の時代
ビスマルク時代。都市の膨張。

10 一文化批判と 同　　上

社会運動一

学の興隆と新しい芸術。

11
終わりか始まりか

齔｢紀末とカフカ一

■

辻　　　　　理

ワイマル共和国とベルリン。

12
帝国の瓦解と

@　ワイマル時代
山　本　　　尤

共和国の解体とナチスの拾頭。

13 30年代とナチズム 同　上

戦後史の物語るもの『ボンはワイマールでは
：ない』。

14 二つの　ドイ　ツ 三　島　憲　一

戦後史とその総括。

15 現代の中のドイツ
辻　　　　　理

蛛@貫敦子
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＝フランスの言語文化＝（TV）
〔主任講師　福井芳男（放送教育開発セ／ター教授）〕

全体のねらい

　フランス語はフランス文化を形成する基本的要素であり、それ自体世界に誇る文化財となっている。

フランス語がいかなる場で用いられ、歴史的にどう成立したか、言語芸術がどうなっているかをフラ

ンス語を知らない人にもわかるように説明し、フランス語の美しさを守る心を日本語の美しさを守る

心と関連させて考えてみたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）．

フランスとはどういう国であるか、フランス

1
フランスという国
@　一序論一

に関して人の持つイメージに触れながら、ブラ

¥スの地理と歴史について基礎的：な事柄を学ぶ』 福井芳　男
i放送教育開発セン

ター教授）

フランス諸地方の方言、また特殊なブルトン

フランス語はどこ 語、バスク語に触れる。後半では世界のどこで

2 で、どんな風に話 フランス語が使われているか（ベルギー、スィ 同　上

されているか ス、ケベック、アフリカなど）を見る◎

料理を味わいながら、話をする、会話を楽し

3
食べる楽しみ、話

ｷ楽しみ

む、これがフランス語をうけつぎ、また洗練さ

ｹる源泉であった。そして名高いフランス料理

ﾆはいったいどういうものか。

同　上

言葉はまた人間の飾りにもなる。巧みに言葉

4
言　葉　は　遊び一社交・ギャラントリー

を操り、社交を楽しむ、サロンなどで女性たち

�yしませる。こういつたことが、いかにフラ

塔X語を磨かれたものとしたか。

同　上

フランス語に変貌を強いているのは、ジャー

言葉は武器になる ナリズムであるが、ここでフランス語はどう使

5 一マスメディアと われているか、フランス歴代政治家がいかに名 同　上

政治家の 文家であったか◎

フランス語一

6

フランス語を守り

`える

　フランス語の純粋さを守るのは、学校教育で

?驕Bここでどういう風にフランス語を教えて

｢るか、さらに辞書はどういう発展をとげたか、 井　村　順　一

一学校教育と辞書一 辞書がフランス語の護持にいかに役立ったかも

示す。

ラテン語がカエサルのゴール攻撃によりもた

7
フランス語の誕生
ﾆ中世文化

らされ、フランス語が成立する過程と、それと

ﾆもに中世の文化がいかに花さいたかをみる。 新　倉　俊　一一
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8

ヴェルサイユ宮の
h光一近代フランス語

　17世紀古典主義時代に確立したフランス語に

ﾂいて、そして18世紀全ヨ・一三ッパに輝いたフ

宴塔Xの栄光を語る。 福　井　芳　男

の確立一

現代フランス語のさまざまをそれを使う人た

パリに生きる人たち ち、場所などとも考察する。

9 一現代のフランス語r 同　上

パスカルを中心にして、フランス語の明快さ

明快さと深さは矛 とは何か。それを駆使して人間の心の奥へ迫っ

10 盾しない た思想家たちに触れる。 同　上

一散文の美しさ一

ボートレールを中心に、フランス語の詩の形、

11
魂の深い淵から一働の美しさ一

美しい詩の形の発見、さらにそこから人間の魂

ﾌ苦悩をいかに歌い上げたかを考察する。 同　上

プルーーストを中心に、人間の心の奥をたずね

人間の心をたずねて るフランス小説の伝統と、そして「書くこと」

12 一一 ｬ説の伝統とマル の意味を追求する近代・現代小説の流れとを考 同　上

セル・ブルースト える◎

フランス演劇の典型として、喜劇のモリエー

13
人間の運命に対して ル、悲劇のラシーヌをとりあげ、古典の伝統、

tランス演劇の伝統について考える。 同　上

一喜劇と悲劇一

大衆芸術としての映画と言葉とのかかわり合

映像、旋律と い、そしてフランス映画の楽しみ、民衆の心を

14 言葉を結んで 歌うシャンソンなど、現代の言語芸術について 同　上

一映画とシャンソンー 考える。

フランス人の日本観、目本語観の変貌、日本

日本とフランス 人のフランス文化、フランス語観の変遷を通じ

15 一2つの言語文化 て、深いところでの日仏文化交流の道を考える。 同　上

の触れ合い一
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＝ロシアの言語文化一（TV）
〔主任講師：川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい

　露シア文学は、他の外国文学以上に日本人にとってなじみ深い文学であるが、それは19世紀のロシ

アの大作家たちが日本でよく読まれたおかげである。これらの作家をとりあげて、新しい光をあて、

かつその前の時代、後の時代とのつな力吻を考えて、ロシアの言語文化の諸相を明かにする。

回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

世界文学史上の傑作の一つとされている『イ

1 『イーゴリ軍記』
一ゴリ軍記』をとりあげ、それと同時に、その・

梠繧ﾌ背景、ロシア文化の成り立ちを展望する。
栗　原　成　郎

i東京大学助教授）

ピョートル大帝に始まりエカテリーナ女帝に

2
ピョートル大帝
ﾆエカテリーナ女帝

至るロシア近代化・西欧化の激動の世紀一・18

｢紀一を文学の面から見てみる。
直野　　　敦

i東京大学教授）

プーシキンはロシア近代化の一世紀の総決算

プーシキン　1
として歴史の上に登場し、文字通り19世紀ロシ

3
一その歴史的位置一

ア文学の黄金時代のとびらを開いた。ここでは、

ﾜず文学言語、文学意識、国民意識の面でのブ
栗　原　成　郎

一シキンの画期的な独創性を考える。

プーシキンの多種多様な作品を、その劇的：な　　　　　　　　　　　　　　∂

プーシキン　丑
生涯をたどりつつ、説明する。

4
一その主要作品一 同上

プーシキンの代表作『エヴゲーニイ・オネー

5
『エヴゲーニイ・

Iネーギン』

ギン』をとりあげ、プーシキン文学の魅力につ

｢て語る。
川　端香男里

i東京大学教授）

ゴーゴリというきわめて特、異な作家を通して

ロシア文学の持っている不思議な特質一芸術
6 ゴ　　一　　ゴ　　リ と思想の相克リアリズムと幻想的な要素の混 同　上

清画一について考える。

プーシキン、ゴーゴリという二人の先達の後

7
ドストエフスキイ1一その時代と生涯一 に、ツルゲーネフ、　ゴンチャロフ、　ドストエフ

Xキイ、批評家ベリンスキイらが続々と姿を現 直　野　　　敦

わす。ドストエフスキイが現われて来たこのよ

うな文学環境、時代背景をまず考えて見る。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8
ドストエフスキイH

黷ｻの主要作品

　ドストエフスキイの波潤にみちた生涯と、作

iの歴史を展望する。

直　野　　　敦

9
ドストエフスキイ三一『罪と罰』一

　ドストエフスキイの代表作『罪と罰』を読み、

ｱの作品の意味、魅力をさぐる。

同　上

10 トルス　トイ　1
黷ｻの生涯と作品一

19世紀ロシア最大の小説家トルストイは澄そ

轤ｭ世界的に最も広く読まれた作；家の一人であ

驕Bしかしトルストイは決してやさしく読める
?ﾆではない◎その創作の秘密を、その作涯を

ｽどりつつ解説する。

川　端　香男里

11
トルス　トイ　皿一その思想一

　トルストイの同時代、澄よび後代への影響は

ｶ学の面にとどまらず、むしろ思想的な面で大

ｫかった◎同時代の他の思想家たちや社会主義

ﾒたちと比較しながら、トルストイの思想につ

｢て考える。

同　上

12
チ　ェ　ーホフ　夏

@一その小説一

　ロシア小説の黄金時代は1870年代に終わりを

垂ｰるが、チエーホフはガルシン、コロレンコ

ﾈどと共に、新しい短篇の時代を築く。リアリ

Yムの時代の最後の栄光を担い、同時に20世紀

�?�ｵたチェーホフの独自性を解き明す。

島　田　　　陽

i東京大学助教授）

13
チ　ェ　ーホフ　羅

@一その演劇一

　今日にまで診よぶチェーホフの影響のうち、

ﾅも大ぎなものは「演劇」である◎チエーホフ

?ﾌ成立とその本質について考えてみる。 同　上

14
ロシア革命と
@　　詩人たち夏

　20世紀初頭から1920年代までは、ロシア文化

ｪプーシキン時代についで活況を呈した時代で

?ﾁた。しかしそれは同時に戦争と革命の時
繧ﾅもあった。マヤコフスキイを中心にすえて

ｱの時代と文化のあり方を考えてみたい。

同　上

15
ロシア文学一その過去と現在

　詩人は、．激動の時代にあって、芸術と政治の

轄獅ﾉ悩む一その典型的な例としてエセニーーニ

唐ﾆパステルナークをとり上げ、文学と政治と

｢うソビエト文学に固有な問題に光をあててみ

驕B

同　上
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＝アメリカの言語文化π＝（R）

〔主任諦： F1蕃認（放送大学教授）」。Teele（放送教育開発センター助教助）〕

全体のねらい

　この科目は、アメリカで使われている英語、いわゆる「アメリカ英語」（American　English）の

社会的・文化的背景を説明し、受講生がアメリカ英語の性質と多様性をよりょく理解し、アメリカ英語
をより効果的に使えるようになることを目的としている。受講生はすでに「中級」以上の英語を習得し

ていることが望ましい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

この科目の全体的な紹介を兼ねてアメリカ英語

アメリカ英語の にはどのような多様性があるのか、言葉の多様性 ・比　嘉　正　範
1 と社会的および文化的要素とどのような関係があ

多　　　様　　性 るのかを概観する。 （放送大学教授）

アメリカの人口の10パーセント以上を占めてい

る黒人の間で使われているいわゆるBlack　En一 田　中　幸　子
2 黒　人　英　　語 91ishの特徴を具体的に説明し、アメリカ英語

ﾌ一方言としてのBlack　English’に対する理
嚢山女学園大回）

解を深める。

アメリカ英語の男性語と女性語の特徴を具体的

3
アメリカ英語の

j　　　女　　　差

に説明し、両者の差を明らかにする。 　井　出　祥子

i日本女子大学教授）

アメリカ英語にも敬語があることは意外に知ら

れていない。日本語の敬語と比較対照しながら、

4 アメリカ英語の敬語 アメリカ英語の敬語の特徴と使用状況を具体的に 同　　　上

説明する。

アメリカ英語で使われている比喩の言語的弓造

と内容的特徴を具体的に説明し、比喩を比較文化 平　賀　正子
5 アメリカ英語の比喩 的に考察する。

（放送大学助教授）

どの民族の言語にも特有の擬声語（onomato一
アメリカ英語の poeia）があるが、本：章では日本語の擬声語と比 箆　　　寿　雄

6

擬　　　声　　　語
較対照しながらアメリカ英語の擬声語を紹介する

（神戸大学教授）

，

7

アメリカにおける
　アメリカは広告と広報活動の盛んな国である。

Aメリカにおける広告の言葉の特徴を発想と表面

ﾌ面からとらえて比較文化的に説明する。講義は

Van．ce　E。

@　Johnson

広告の言　葉 英語で行う。 （明治大学助教授）
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）㌦

日本における国語教育に匹敵するアメリカに診

アメリカの小・中 ける英語教育が小学校と中学校でどのよう・に実施 Nicholas　J。
8 学校に澄ける英語 されているかを説明する。講義は英語で行う。 Teele

教育 （放送教育開発

センター助教授）

アメリカにおける国語教育である英語教育が大

アメリカの大学に 学の一般教養課程の一一部としてどのように行われ

9 ているかを説明する。講義は英語で行う。 同　　　上

澄ける英語教育

英語が国際語になっているのは事実だが、アメ

アメリカにお・ける リカの高校や大学で外国語教育が行われているの 牧　野　高　吉

10

外国語教　育

も事実である。アメリカに澄ける外国語教育の現

�A特徴、問題点などを報告する。
（蒙海鰍育回護）

一般にピジン英話は単なる不完全な英語と見：な

アメリカに響ける されがちだが、アメリカで使われているピジン英

11 語の特徴、造語力、表現力などを説明する。 比嘉　正　範

ピ　ジ　ン英　語

アメリカは多民族、多文化、多言語の国といわ

アメリカにおける れている◎このような国におけるバイリンガリズ 本　名　信　行

12 ム（二言語使用）あるいはマルティリンガリズム

バイリンガリズム （多言語使用）の現状、問題点、これに対する政 （青山学院大学教授）

府の政策などを紹介する。

人間関係を作ったり、保ったり、壊したり、修

アメリカ英語の 複したりするときに使われる表現を「人間社会関

13 「入間・社会関 係文」、略して「関係文」と呼んでいる瓜プメ 比嘉　正　範
電文」 リカ英語の関係文の特徴を比較文化的に説明する

民主主義や民主化は政治に限られたことではな

14
アメリカ英語の

ｯ　　　主　　　化

い。多くの社会で言語が人間差別や社会階級意識
ﾛ持の手段として使われてきた歴史があるが、ア
＜潟Jではどのようにして言語の民主化が行われ

ﾄきたか、あるいは行われつつあるかを論じる。

同　　　上

英語が国際語になっているといわれても、英語

国際語としての にはイギリン英認アメリカ英語、オーストラリ 比　嘉　正範
15 ア英語などがあり、それぞれの国際性は必ずしも Niholas　J。恥ele

アメ　リ・力英語 同一でない。この章では国際語としてのアメリカ
p語の現状と今後の発展を論じる。
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＝ドイソの言語文化H＝（TV》

　　　　　　　　　　　　〔主任講師茎隠江郵艶麗大饗獲1〕

全体のねらい
　f言語文化i」では啓蒙主義以後のドイツの激動の歴史と反省的な文化のあり方を扱ったのを承けて・
「言語文化　」では現代のドイツ語圏、それも主としてドイツ連邦共和国（西ドイツ）の社会と文化の
様々な側面に光をあててみたい。地方ごとの特色、家庭や女性の問題、政治の仕組みや労働組合のあり
方、また現代の芸術や文学：などをときには日本の状況と比較しながら紹介し、考えてみたい。同時に生

きたドイツ語にもできるだけ触れるようにするつもりである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 ドイソ語圏の地方

　ドイツ語圏には4つの国があるのみならず、個
ﾂの地方も昔から分裂国家であった歴史を反映し

ﾄ、非常に個性豊かな特色を持っている。いくつ

ｩの代表的な地方の文化的特色を扱う。

轡　田　　　収

i学習院大学教授）

2 連　　　邦　　　制

　地方の多様性が西ドイツの連邦制にどのように

ｽ映しているかをも考えてみたい。各州の特色、

ｳ育や文化面での連邦の役割：などを扱う。 同　　　上

3 政治の仕組

　西ドイツを中心に基本的な政治の仕組や制度、

ｭ治倫理や政治に働く様々な力学の表れ方、一般

s民のもつ民主主義についての理解などを日本と

熹芒rして扱う。

三　島　憲　一

i学習院大学教授）

4 労働　と　余暇

　ドイツ人（特に西ドイツ）の職業生活、職業観

ﾍ日本の場合と随分ことなる。余暇の過ごし方、

ｻれを支える法的基盤、また労働者の共同決定の

d組等について考える。

同　　　上

5 家　庭　生　　活

　ドイツの家族のあり方も、価値観の激しい変動
ﾌ影響を深く受けている。伝統的な市民的家庭は
烽ﾍや無傷のままでは存続してはいない。それに
ｺって家族に関わる法的基盤もさまざまに変わり
ﾂつある。そうした問題群に制度と日常生活の両

ﾊから光を当てる。

大　貫　敦　子

i千葉大学助教授）

6 女　性　問　題

　家族、そして社会全体の雰囲気の変化に大きく

�^したのが女性の意識の高まりである。さまざ

ﾜな新しい動き、そして女性運動を見る。また、

ｻのような変化の文学的表現も扱う。

同　　　上

7 教育　と　社会

　西ドイツでは教育制度も、その実体もこの20
C年ほどのあいだに大きく変わった。ギムナジウム
竡ﾀ科学校、総合学校の制度、職業教育左どを取

闖繧ｰながら、現代に澄ける教育の問題を考えて
驕B東ドイツの事情も紹介する。

　エンゲルハルト

@・ヴァイグル

i東京大学
O人講師）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

大学もかつてのドイツ大学の伝統とはかけ離れ

たものとなっている。学生生活の様子などを紹介

8 大学　と　学生 しながら、大学のあり方を考えてみたい。 エンゲルハルト

Eヴァィグル

ベルリン、ミュンヘン、ハンブルク、フライブ

ルグなどドイツ語圏の個性豊かな都市の伝統を紹 辻　　　　　理

9 都市　と　住宅 介し、都市と西欧文化との関連を考える。

（放送大学教授）．

現代の都市が抱えている諸問題を、都市計画、

デザイン、住民参加などとの関連で考える。

10 都市計画と住民参加
同　　　上

同じように第二次世界大戦の侵略国でありなが

過去の傷に ら、過去の国家的犯罪に対する態度は日本と西ド

11
対する態度（1）

イッではだいぶ異なる。西ドイツに脂ける過去克
桙ﾌ試みを制度や教育ゐ面で扱う。

三・島　憲　一

過去の問題が知識入や作家、そして公共の世論

過去の傷に においてどのように論じられているかを、いくつ

12
対する態度（2）

かの逸話などによって三田成し、日本の状況とも
芒r考量してみたい。東ドイツ、オーストリア、スイスなどにおける過去克服のあり方もいくらか 同　　　上

扱う。

現代の西ドイツに澄ける文学、演劇、芸術のあ

り方をいくつかの代表的例によって紹介する。い 岩　淵　達　治

13 文学、演劇、芸術（1） わゆるハイカルチャーとカウンターカルチャーの
関係にも目を向ける。 （学習院大学教授）

東ドイツ、オーストリア、スイスにおける文学

演劇、芸術のあり方を紹介し、それぞれの国情に

14 文学、演劇、芸術（2） 応じた伝統との関係、文化生活の違いなどを考え

驕B
同　　上

環境問題に端を発して産業社会の将来への深刻

15
アルタナーティヴェ、

な疑念が生まれている。住民運動と政治との関係
熕ｼドイツ社会の大きな問題となっている。また
ﾜったく違った生活を求める「回りの三々」もい 大　貫　敦子

住民運動、環境問題 る。そうしたさまざまな動きをフォローしながら
咩ﾆ共通の問題をして論じあってみたい。
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＝フランスの言語文化1＝（TV）

　　　　　　　〔主任講師　福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい
　フランスの文化を作りあげたものは、長年にわたる作家、思想家、芸術家、それらを支えた民衆たち

であった。現代のフランス精神に大きな跡を残している。各世紀の重要な文化事業（文化作品を中心と

する）を選び、その証明を通じて、フランス文化の現在を浮き上らせていく。毎回短かいフランス語の

文を読む。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

15回の講義の趣旨、主題の説明
基本的には、美しいフランス語、花咲くフラン ・福井　芳　男

1 序　　　　論
ス文化を作りあげるため、作家、思想家、芸術家

ｪいかに苦しんで作っていったのか、それを支え

（放送教育開発セ

塔^ー教授）
た社会との関連を追求し、フランス精神の恒常的．

な要素を追究する旨を述べる。

近代を作ったルネッサンスとは何であったか。

イタリアの影響は？　そして人文主義の教養がフ

2 ルネサンスとは何か
ランス文化をいかに支えたか　一月ワールの城、

_話の問題、ラブレー、ロンサ一一レ、’モンテー二

同　　　上

ユ

近代科学を人間の思考、世界観に組みこむため

3
世界観の変革

ﾆ入間の苦悩

人間はいかに苦悩したか

@　一ガリレイ、ケプラーたち

@　一デカルトとパスカル

福井　芳　盛
磨@川　徹　也

i東京大学助教授）

古，典主義文学とは何であったか、規制と自由

一ベルサイ宮、プーサン、ロラン、そして、モリ

4 古典の美とは
エール　ラ・フォンテーヌ、ポワロー　　　、

福井芳　男

古典主義の極致と言われるラレーヌの悲劇はま

5
人間の　情熱

ﾆ古典的批判

た人間の心の深淵を深く見つめたものでもあった

@一ラレーヌ、ラーファイエット夫人、またモラ

潟Xトの伝統

同　　　上

宮廷文化の雅び、ギャラントリーの誕生、そし

てその雅びみ道から生きる喜びを求めた人たち

6 雅　び　な　　宴
　一マリヴォー『マノン・レスコー』・コデルロ

X。ド・ラクロ・ノヅトー。ブーシェ・フラゴナ

同　　　上

一一
mレ・

百科全書は、近代的知を、人間の思考に組み入

れる壮大な作品であった、一モンテスキュー、ヴ 福井　芳　男

7 啓　蒙　の　　光
オルテール、ディドロ、ルソー、現代の百科全書

ﾌ試みに：も触れる
鷲見洋一
i慶応大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 革　命　の　　火

　フランス大革命は、社会の弓造を近代産業社会
ﾉ適用させるための大きな震動であり、余震は19
｢紀を通じてしばしば起っている◎
@大革命の指導者たちの夢と現実の：革：命

@一ロベスピエールほか、ロマン派的空想社会主
`（ユゴー一、サンド）

層　福　井　芳　男

9 ロマン主義革命

　ロマン主義は単に文学の解放運動であっただけ

ﾅはない◎世界観、特に文学観　一知性と社会と

ﾌ関係の大きな変革であった◎自我の開花一シ

ャgーブリアン、ユゴー

福　井　芳　三

艨@戸　佳　子
i放送大学助教授）

10
あるジャンルの

^命　　」小説一

　なぜ小説が、特に近代的ジャンルとして優位を
ｨ・さめたか

@スタンダール、バルザック、フローベル、ゾラ

a[パッサン

：福井　芳　男

{　原　　　信
i放送大学助教授）

11
ブルジョワ社会

ﾉ吾ける知性

　1857年、ボードレ～ル、フロベールの2つの
ﾙ判で、知識入とブルジョワ社会との関係が極度
ﾉ緊張した。

@一ボードレール、ヴ土ルレーヌ、呪われた煙塵

ｽち

福　井　芳　男

艨@戸　佳　子
a[リス・パンデ
i東京大学講師）

12
　　　／

ｾ語の　破　壊

　フランス語が、近代の感性、詩人の世界構築の

ｲを盛るのに十分ではなくなった。新しい言葉の

T索が始まる◎

福井　芳　男
ﾑ　野　昭　正
i東京大学教授）

13 世界観の革新

　第一次大戦後、フランス文学も世界に開かれる

謔､になった。主導的な役割を果たした、ジイド

ﾆNRF誌、また人間の内面への深い研究もブル
[ストによって切り拓かれた◎他方、世界へ開
ｩれた作家マルローなど

福井　芳　男
ﾀ　崎　　　力

?條O心大壷）

14
入間存在への

竅@　い　か　　け

　第二凍大戦後、人間が永遠につづくものではな

｢ことが痛切に自覚、人間存在への根源的な問い

ｩけがなされるようにな：つた◎

@一　カミュ・サルトル

福井　芳　男

a[リス・パンデ

15
結論文化の交流と

`　　　　　　統

　現代フランスで作家とは何か◎

@世界へ開かれたフランスの知性。

@文学の伝播における翻訳の役割、特に日本文学

ﾌフランス語訳と関連づける。

福　井　芳　男

艨@戸　佳　子
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＝ロシアの言語文化聾＝（R》

〔主任講師　川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい
　ロシア文学を中心にロシア的なるもの、ロシアの伝統を考えることを意図した「ロシアの言語文化1」

を受けて、名文章、名語句、成句、諺等、ロシア語の具体的表現例をもとにして．ロシア文化の多様な書

面をとわあげ、ロシア文化の特質をさぐる。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

プーシキン、チュッチェフの文章をもとに、ロ

ロシア的なるもの シァという国のイメージを探iりつつ、ロシア史を 川　端　香男里

1 とは 貫ぬく特質について考える。

一序　　単一 （東京大学教授）

トウルゲーネフの散文語『ロシア語』を軸にロ

シア語の歴史、特徴、ロシア時代とのかかわりに 栗　原　成　郎

2 ロシア語について ついて述べる。

（東京大学助教授）

民間信仰の多様な世界と、その後に入って来た

ロシアの民衆文化 キリスト教との結びつきを解明しながらロシア国

3 民の大多数を占める農民の精神世界について述べ 同　　　上

一1一 る。

ロシアにおいて口承文芸の果した重要な役割に

ロシアの民衆文化 ついて考える。

4 同　　　上

一∬一・

諺や寓話詩を通してロシア人の生活、習俗、考

ロシアの民衆文化 え方を明らかにする。

5 同　　　上

一巫一

諺に現われた動物の寓意を通じて、ロシア人の

ロシアの民衆文化 民族的心性について考察する。

6 同　　　上

一w一

ロシア人の自然感情を詩を通して解明する。ま

ロシアの自然 たロシアの詩人にとって自然は三三の題材である

7 だけではなく、哲学的、歴史的考察のきっかけで 川　端香男里

一1一 あった。この点に光をあてて自然との文学とのか

かわり合いを考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文学作品を通して、ロシアの植物、花とロシア

ロ’ Vアの自然 人とのつながりを見る。

8 川　端　香男里

一三一

入と動物とのかかわり合いを、生活史的に見て

ロシアの自然
旧く。

9 同　　　上
一皿一

ロシアの自然のいとなみとそこに生活し行き交

う人々の姿を見て行く。農業、交通の歴史的考察

10 ロシアの大地 同　　　．上

18世紀以降のロシア近代化の中でペテルブルグ

都市　と　農村 という近代都市が成立するが、これは古いロシア

11 の伝統の中にまったく新しい要素を生み出した。 同　　　上
一五一 都市がロシア近代史に提訴した問題について考え

る。

近代化の進行の中で、農村澄よび農民は社会の

都市　と　農村 矛盾をもっとも味わせられることとなる。19世紀

12

一H一

全体を通じ、今日のソ連に至るまでロシア文学の
ﾅも重要なテーマは、近代化の産業化の犠牲にな
ﾁた「農村」である。その点について考えてみる

同　　　上

ロシア人の娯楽、祝日についてみる。

13 余暇　と　祝祭 同　　　上

ロシア人はどのような教育を受けて来たか。今

日のソ：連ではどうなっているか、その点について

14 教　　　　育
考えてみる。

同　　　上

ロシア的伝統がロシア革命以後のソ連体制のも

ロシア革命の とでどのように生き続けているか。その点につい

15 て考えてみる。
同　　　上

もたら，したもの
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＝西 洋 古 典＝（R）

〔主任講師：久保正彰（東京大学教授）〕

全体のねらい
　西洋古典とは、古代ギリシャ・ラテンの文物の漠然とした総称であるが、今回は、“古典”という規

範を設けた古代ローマの修辞学の要請を出発点として．修辞とは弱者の立場擁護を主眼とすることを明

らかにし、古典文学の中でも古典であるギリシア文学の中に、ヒューマニズムの母体ともいうべき修辞

論の展開を具体的に辿ってみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

ギリシア・ラテン
ｶ学の規範とその文
w史的背景一修辞学
ﾌ要請と入間性のか
ｩわりについて一

　古代ギリシア・ラテンの文学作品の中から“古

T”の名に値するものを選定し、それが後世に伝
ｦられるように多大の貢献をとげたのは、ローーマ

ﾌ弁論家キケロとクィンティリアーヌスであるが
C辞学が、“古典の規範”とした事柄を、修辞学
ﾌ歴史の中に求めてみたい。

久保　正　彰

i東京大学教授）

2

オーメーロス叙事詩

uイーリアス」の
C辞学：強者の論
ﾆ弱者の論

　古代の修辞学者が最高の師と仰いだのは、叙事
告lホメーロスであるが、「イーリアス」の物語
�Dりなす強者の論、弱者の論を検討し：ながら・

Q願や説得の言葉をつうじて作者が示す人間性理
��`きだしてみたい。あわせて、叙事的物語に

?ｯる神々の役割も。

同　　　上

3

ホーメロス叙事詩
uオデュッセイア」

ﾌ修辞学：弱者の
_理

　「オデュッセイァ」は姉妹篇「イーリアス」と
ﾍ対照的に、弱い者や立場を失った者の受難の物
黷ﾅあって、計略や偽りも少くないが、また人間
ﾌ心理を深く鋭く突いたやりとりも多い。弱者は
｢かにして強者の心をとらえ得るのか。修辞・弁

_の力は如何にして生ずるか。

同　　　上

4

ヘーシオドス：
高ﾌ女神ミューズ
ﾆ弁論・修辞の道

　詩人ヘーシオドス（前7世紀初）の生きた時代

ﾍ、強者と弱者の現実的葛藤が露骨に現れた。ヘ
[シオドスは弱い立場に立つ人間を若しめている
｢界の成立縁起を説き、その世界にも残されてレ・
髏ｳ義と秩序について語り、弱き立場から放たれ

骼告lの言葉の価値を示す。

同　　　上

5

叙情詩入の自己発見一弱者の論を新し

@い形式に一

　貴族と民衆、富者と貧者、支配者ど隷属者など
ﾌ相剋が続いた時代（前6世紀）に、政治家も軍
lも、また女性も、弱い自己に直面する機会が多
ｭ、その都度省みて感懐を記したが、かれらの創
oした叙情詩の多様なジャンルを、愚論・言論の

C辞学の見地から検討したい。

同　　　上

6

行為　と　言葉一運動競技の祝勝

@歌の修辞学一

　オリュンピア競技を初め、運動競技祭は、古代

Mリシア人の発明創始になるが、その事績を称え
髀泓?ﾌもギリシアに生れたものである。代表的
告lピンダロスの詩から、勝利を語る修辞学を紹
薰ｵ、競技の行為と讃歌の言葉を対比して語られ

骼告lの主張を考える。

同　　　上

7

ペルシア戦争の文学一強者対弱者の

@パラドックスー

　兵力、軍資金いずれの面でも圧倒的強者であっ
ｽはずのペルシア帝国は、何故弱小ギリシア諸那
ﾉ敗れたのか。歴史の真相もまた、強者の論では

ﾈく、弱者・敗者の論をつうじて明らかにされる
ｱとを、アイスキュロスの『ペルシアの人々』と

wーロドトス『歴史』は語る。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

諸悪の根源から
@　　　　入間愛へ
鼈黹 vロメテウス
@　　　の修辞学一

　神々の火を盗んで入間に与えたプ三三ーテウス

ﾌ神話は、諸悪の根源を説明するものであったが
i上記第4話）、非劇詩『しばられたプロメーテウス』では、人間愛に燃えた犠牲的行為であったかの如くに語られる。この神話の変容を生みだした修辞技巧を検討してみたい。　　　　　　　　　　　　　　§ 久保正　彰

i東京大学教授）

9

悲劇構造の修辞学一等イディプース

@の場合一

　真の自分自身に帰っていくことの難しさは、ま
｡磐㌍甥竺らお碧響契糞至要書諄そいるが、人間の最：大の武器は、それ自体入間の最大の欠陥であり、また人間がもちうる真の力は、弱者の力に外ならないとする逸話的修辞を演劇技法の問題として考究してみたい。

同　　　上

10

ツーキュディデー
Xの政治史一入聞の本性と

@　　　　文　三一

同　　　上

11

イソップ偶三一弱者・強者のパ

@ラダイムー

　弱者の論・強者の論のパラダイムは、英雄悲劇や政治論争の場のみに限られて用いられたものではなく、底辺の民衆の英知をも彩るものであった

｡回はトラーキア生まれの奴隷アイソーボス（イ
¥ップ）作といわれる偶話の中から、人生の苦汁
ﾆして語られている弱者の論る検討する。

同　　土

12

医師　と　患者一ヒッポクラテー

@スの弱者と強者

　ヒッポクラテースの医学書集は、古代ギリシアに於ける経験的科学の成立を物語る貴重な文献で

?驍ｪ、同時に強大な自然力と、病める弱者との
ﾔに立つ、医学者の問題を厳粛な文章で綴った証
ｾである。弱者の側に立って病理を解明する科学の論理を検討したい。

同　　　上

13

弱者の絶望一斗ウリービデー

@スの女性たち一

　社会的不平等、戦争、内乱の時代にあって最大の苦しみを負わされたのは、老若の女性であるがその立場に立って弱者の訴えを悲劇の主題として

謠繧ｰてきたのはエウリービデースである。代表
I作品に現れる女性という弱者の絶望の修辞を紹
薰ｵたい。

同　　　上

14

弱者の喜劇一アリストファネ

@ースの逆説的勝
@利一

　弱者であっても名案・頓知に恵まれ、実行力があれば、どんな強者だって怖くはないそ　一現実

ﾐ会には：有りえないような逆説的な着想は、アリストファネース喜劇の生命であり、強者を凌ぐ弱

ﾒの論は、空想の世界の中で実を結ぶ。喜劇の修
ｫとは何かを考えてみたい。

同　　　上

15
ソークラテースの
ﾙ明一一修辞的伝統の勝

@利一

　修辞学を見せかけの術として鋭く批判したのは
N人ソークラテー・スであったが、しかし人間とい

､弱きものの内にある真の力を実践的に説き続け
緕ﾒの論に「一命を賭したのもソークラテースであ

驕揀¥ークラテースの弁明を、ギリシア的修辞の
ｸ神的勝利としたい。

同　　　上
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　　　　　　　　　　　＝哲学的人間学＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：中　埜　　　肇（放送大学教授）

全体のねらい
　さまざまな面で人間のありかたが深く問われている現代に澄いて、人間存在の本質を根本に澄いて、

また全体として明らかにすることはきわめて重要な意味を持づ。哲学的人間学はこの課題を果たすこと

を目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

哲学的人間学の目ざすもの、人間学と人類学と

の差異、哲学的人間学の視点と方法澄よびそれの 中　埜　　　肇

1 哲学的人間学の課題 簡単な歴史について述べる。

（放送大学教授）

宇宙に澄ける人間の独自な位置について考え、

入間の独自性を不安定性、自覚性、両義性などの

2 人間の独自性
面について考察する。 同　　　上

人間の身体が持つ意味澄よびそれの人間的な特

殊性を哲学の問題として考える。

3 身体について 同　　　上

心とは何か、心は在るのか、心の働きはいか：な

るものか、意識と無意識などについて考察する。

4 心　に　つ　い　て 同　　　上

デカルト以来現代にいたるまで、単に哲学だけ

でなく、ひろく文化上の大問題である心と身体の

5 心身関係について 関係について考える。 同　　　上

人間にとって生と死は他の生物の場合と根本的

に違う。この人間独特の生と死のあり方について

6 生　　　と　　　死 論ずる。 同　　　上

人間の基本的な特質：と言われる社会性マ）基礎に

あるもの、社会秩序の本：質、代表的な社会集団の

7 社会性について 人間学的意味について述べる。 同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

歴史意：識の本質と生成、歴史と社会との関係．

8 歴史性について

歴史観のあり方、世界史の問題などについて考察

ｷる。
中　埜　　　肇

（放送大学教授）

神の死の前に立ったとき、明らかになる孤独性、

それと人格や実存との関係、自我の問題などにつ

9 個体性について いて考える。
同　　　上

人間にとって自然とはなにか、自然に対して人

間はどのように関わるか、その関わりが人間に何

10 自然について をもたらすかなどについて論ずる。 同　　　上

人間にとって労働はいか：なる意味を持つか、労

働はどのように進化するか、という問題を哲学的
11 労働について な視点から考察する。 同　　　上

一

人間は人間であるかぎり技術を用いる。そうい

う根源的：な技術と現代のテクノロジーとの間にど

12 技術について のような発展があるかを哲学的に考え．また現代 同　　　上
テクノロジーの人間学的意味を論ずる，，

人間の文化の基礎にある言語の意味、それと思

考との関係、さらに知識や学問などの知的：な営み

13 知　識　と　情　報 の本質について考える。 同　　　　上

人間は事実よりももっと広大な意味の領域に生

き、また価値によって定位されている。このこと

14 価値　と　意　味 の持つ根源的な意義について論ずる。 同　　　　一上

文化と文明はど：う違うか。それを人間の欲望充

足のレベルの問題として考え、現代文明の本質に

15 文　化　と　文　明 関する見解を述べる。 同　　　　上
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一宗教学を学ぶ一（R）
　　　　　　　　主任講師：柳川啓一（国学院大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　阿部美哉（放送教育開発センター教授）
全体のねらい

　宗教の世界は音によって満たされているともいえる。聖なる世界からのメッセージを媒介するものが

音である。本講義においては、ラジオのメディアとしての特性を最大限に生かすために、放送講義の中

心となる部分を宗教にまつわる音を使った録音構成によるものとする。印刷教材は、その音を問題提起

として受け止め、学生自らが考えていく学習の手引とする。15回の流れは、宗教の原初形態から近代宗

教への宗教史的展開を追うものとし、それぞれの会において宗教に関する基本的な理論を紹介する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

宗教学は、近代ヨーロッパにおいて、世界へ
の視野が拡大し、古代言語や未開社会にかんす
髓m見が伸長したことと平行して成立した学問 ’阿　部美　哉

1 比較と謎解き である。古代の神話や未開社会の宗教について
ﾌ知識の深まりとともに：、宗教の比較と仮説設
閧ﾆその検証による研究方法が成立し、進んで

（放送教育開発センター教授）

現代の課題にも取り組むようになった。

初期の宗教学は、未開社会の宗教現象にかん
する知見をもとに、宗教の起源を探ろうとする

2
宗教起源論のあら

ﾜし

努力であった。自然の圧倒的、超越的な力の認
ｯに宗教の起源を求め、また萬物に霊魂を認め
驍ﾆころに宗教の起源を求める学説、あるいは

同　　　上

より情緒的な説明を試みる学説などが賜わった。

宗教起源論の背景には、進化論の影響がある。

それは、神による天地の創造を前提を揺るがす

進化論と退化論 危険を孕むものであったから、キリストからの
3

一宗教起源論の背景一
激しい反発があり、原始一神教を称える学説が

ｻれた。また進化論の一つの変形として、マル

同　　　上

キシズムの宗教研究に果たした意義に着目する。

宗教の起源にかんする議論は、結論を得るこ
とができないことが明かになり、むしろその働

4 神　秘　体　験
きについて研究する方向が強くなった。個人の

黷ﾉおける宗教の働きを研究し、宗教体験を通
同　　　上

して人格がいかに強まっていくかといった現象の観

察や分析を進める宗教心理学の流れが成立した。

一方宗教の本質を社会現象の中に見出そうと
する研究の方向から、宗教社会学が生れた。これ

5 集団的沸　騰
らの研究者は、宗教が、文化や行儀を意味つげ
ﾄ、感性や慣習による秩序の維持に貢献してい冒 同　　　上

ることを重視する。宗教が、社会を統合する機

能を果たしていると考えられるのである。

宗教の重要な特徴の一つは、聖なる物、聖な
る時間、聖なる空間を日常的な、俗なる物、時
ﾔ、空間から区別するところにある。知性を総 柳　川　啓一

6 不均等二　分 合的に象徴化する現象として、祭りをとりあげ、

聖と俗との不均等二分の仮設によって宗教の説 （国学院大学教授）

明を進める。

人間の生涯には、誕生、成人、結婚、死亡な
どの折り目がある。この時に、新しい段階、状態

7 儀　　　　　　礼
になったことを確認する通過儀礼が行われる。ま

ｽ正月、盆、収穫など一定の季節には、季節儀 同　　　上

礼が行われて生活のリズムがつげられる。宗教
儀礼が与えるけじめについて、検討する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

病気は、入信の動機の中で最も多いものの1
つである。宗教は、聖なるものとの係わりによ
って、この苦しみの解決にあたるが、治療儀礼

8 同苦共同　体 は呪術と目されることが多い。一体信仰によっ 柳　川　啓　一
て病気が直るというζとは何を意味しているか、
苦しみを分ちあうとはどういうことか等につい
て考察する。　　　　　　　，

死は、人間がどうにもできない課題である。
宗教は、これを解釈し、受入れるために、様々
な試みを行ってきた。生と死を繋ぐ葬送儀礼、

9 生　　　と　　　死 天国や地獄などの他界観、生者と死者の共同体 同　　　上
を形づくる祖先崇拝などを取り上げて、宗教が
いかに人間の不安を解消してきたかを検討する。

ヨーロッパの宗教改革以降、信仰は個人のも
のという考え方が有力である。一方、日本人の

10 人間三三の象徴
宗教は、教義、教団、戒律などには無頓着で、専

迢V礼を重視する。儀礼への執着は、習慣とか 同　　　上

風習とあいまって、人間関係の重視を象徴的に
表現しているものと見なすことができる。

日本史を振り返ってみると、何回か異文化との

11
異文化の接触と伝

揩ﾌ動揺

接触によって愚なな転回が起きている。大化改新、

寘綜梠縺A明治維新、占領などで、新来の仏教、

Lリスト教．儒教、デモクラシーなどは、古来
ﾌ伝統と価値を揺り動かした。ここでは、宗教

阿　部美　哉

と社会変動の関係を一般的に考察する。

仏教やキリスト教など有史宗教は、原始宗教
や古代宗教と違って、現世拒否の論理と行動を

12 現　　世　拒　　否
特徴としている。それらは、超越的な象徹体系
�揩ｿ、救済のために宗教行動を求め、分化さ 同　　　上

れた宗教組織を出現させ、叛乱や改革運動にイ
デオロギーと社会的凝集性を提供する。

セクトは、宗教的反抗運動である。会員は、
自発的な信仰の表白により加入を許され、セクト

の教義や儀礼などを遵守する証明がたえず求め
13 セ　　　　ク　　　　ト

られる。セクトの会員は、信条を強調し、信条 同　　　上

に従って生活を規制するが、正統派の宗教指導
者および世俗的な権力者の権威を拒否する。

現代の風潮の中で、宗教は、社会と文化の中
心から、次第に周辺の地位に移り、政治、教育、
福祉などの諸分野が、宗教から独立した。世俗

14 世　　　俗　　　化 化は、機能分化のあらわれであって、宗教の内
S倫理化であるとか、象徴性の拡散した市民宗

同　　　上

教化であるというような議論もあるが、教会に
とってみれば、宗教の危機と受け止められている。

宗教には、人格や社会を三二させる働きとと

もに、既存秩序に挑戦し、社会を改革する原動

15 改革の原動力
力が含まれている。宗教の論理は、倫理を超越

ｵており、反戦、非暴力、徹兵拒否などの宗教 同　　　上

的信念は、政治を超越する。宗教は、変革の究
極的な正統化に係わるからである。
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・＝ �jの理論・＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師；阿部玄治（放送大学教授）〕

全体のねらい
　昔から多くの歴史書が書かれてきた。それらを一貫する特徴は白んであろうか。過去に起った出来事

の中で、歴史として記述された事件は、どのような性格をもっていたのか。西洋の歴史と、歴史の理論

を中心にして、歴史家の立場から考案することにする。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

過去の出来事としての歴史と、その出来事を
調べ、研究したもの、すなわち書かれた歴史の 阿　部　玄　治

1 歴史　の語　義
2つの使い方が大別されるが、これと関連して、

L狭様々な使い方がみられる。　＼

（放送大学教授）

文字の発明以前には、過去を語るものに、歌
謡、伝説、神話の類があった。文字が発明され、

2 歴史　の　誕　生
時の意識が明確化してきた後、歴史と呼ばれう

､分野が誕生してくる。
同　　　上

神話から離れて人間の歴史を描いたのは、へ
ロドトス（前5世紀）である。

3 物語風歴　．史
　ヘロドトスの物語風歴史を考察すると共に歴
jと文字との関係、歴史と民族誌との関係につ

同　　　上

いても考察する。

ヘロドトスについて、教訓的（実用的）歴史

を書いたテユクユディデス、ポリュビオスの歴

4 教訓的歴　史
史観、この系譜をひくルネサンスの歴：史観にふ

黷驕B歴史と心理学との関係についてもふれる
同　　　上

ことにする。

ローマ時代の世界史への傾向、教育史学にお

ける世界史の成立と、今日世界史と呼ばれるも

5 世界史の成立
のの系譜について述べる。 同　　　上

中世に入って、歴史は神学の奴碑となった。
しかし、ギリスト教の歴史観は、その後干ーロ

6 キリスト教の歴史観
ッパの思想家に、今日に至るまで影響を残して

｢るのである。
同　　　上

自然科学は神学的考え方から離れてゆくが歴

7

歴史の科学への転

ｻ

史も神学の三三たる地位からの解放を求めて行
ｭ。主として史科学の発展を中心にそうした傾

?�l察する。
同　　　上
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

19世紀に入って、歴史はその拡がりにおいて
も、研究方法の深まりにおいても、大きな進歩 阿　部　玄　治

8 歴史知識の幽幽
をみせた◎

（放送大学教授）

晋

歴史的事実とは何か◎自然科学と歴史学は総

歴史的事象への反 合的に統一しうるのか、について考察する。

9 同　　　上
省

歴史を一貫する発展法則を想定することによ

歴史における法則 って、歴史を統一的に理解しようとする態度が

10
（D

生ずる、ヴィーコやヘーグルの歴史観である。
同　　　上

ヘーグルの観念史観を批判して、マルクスの

歴史におげる法則 唯物史観が生ずる、唯物史観の三三について考

11
察する。

同　　．上
（証）

歴史の中に法則をみる場合、歴史の必然型と

歴史における偶然 偶然性、指導者たる英雄と大衆との関係はどう

12
性と必然性

なるのかを考察する。
同　　　上

歴史に現われる様々の民族の個別性に注目す
るとき、地理的環境＝風±：について考察を無視

13 風土　と　歴　史 するわけにはいかない、ヘルダーと和辻哲郎の
欄y編を考察する。

同　　　上

古代・中世・近代という三区分法、古代・中
世・近代・現代という四区分法などあるが時代

14 時代区分の問題
区分には一定の歴史的理論に基づいているもの

同　　　上
であろうか。

これまで様々の歴史の理論が述べられてきた

15
歴史家と歴史の理

_

が、統一的な理論は成立していない。しかし、

�j書は書かれ続けてきた。歴史記述と歴史の
攪_の関係を再考する。

同　　　上
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＝日本文化史＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕

全体のねらい
　日本文化史にふくまれる文化は無数といえるほど考えられる。本訴では、第一、日本古代の民間宗教

ともいえる観音菩薩、地蔵菩薩、弥勒菩薩、阿弥陀如来、第二、連歌・俳譜、第三、民衆と政治権力と

民衆宗教などを通じて、日本の社会に生まれ、育った文化をとりあげ、それぞれの歴史的背景のなかで

日本文化の特色を考えたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本文化史序論

　まずここでは、担当講師全員の座談の形をと
ﾁて日本文化史の特色が論ぜられる。外国に学
�ｾ日本文化、日本で生まれた文化、社会と文
ｻの関係、歴史の流れと文化との関係などさま
ｴまな問題が語られる。あわせて、担当講師の

u義の概略が紹介される。

等愚覇幽
ｼ田轍幽　奥　田　　　勲（聖心女子大学教授）　　　栗　純子　小・（中央学術研究所講師）

2
現当二世の利益

鼕ﾏ音菩　薩一

　仏・菩薩は数多いが、現世から来世におよぶ
?vの幅広さにおいて、観音に比肩し得るもの
ﾍない。多様に変化する観音像を通’じて、各時　　　　●

繧ﾌ民衆が観音に期待した利益や、今日なお、

ｯ衆の間に生きる観音巡礼の信仰などについて

lえる。

笠　原一　男

尅ｬ　水　　　侑

3
地獄からの救い

鼬Q　蔵菩　薩一

　民衆にとって、もっとも親しいものが地蔵菩
F。地獄からの救済を本願とする菩薩の信仰の
ﾁ色と、民間での発展の歴史を明らかにする・
ｳらに、民衆の日常的欲求を満す身代り地蔵、

?驍｢は子供の守護へと変化して行く、民俗信

ﾂ化の過程をのべる。

同　　　上

4
末法の救世主
齧湜ﾓ　菩　薩一

　弥勒の信仰は、弥勒が修行中の兜率天への上
ｶを願う上生信仰と、弥勒が兜率天から地上に
ｺ生する日を待ち望む下生信仰に分れる。末法
v想の普及につれて、上生信仰よりも下生信仰
ｪ盛んになり、この世の浄土を実現する民衆の
＜Vア信仰として今日に生きつづける。そのよ
､な信仰の軌跡をたどる。

同　　　上

5

極楽浄土へのいざ

ﾈい
齊O弥陀如来一

　西方極楽浄土への往生を説く阿弥陀如来の信
ﾂが、わが国でどのように展：移して鎌倉仏教の

ｬ立に至ったかを、主として阿弥陀像や来迎図
ﾌ変化発達を通じて明らかにする。さらに、そ
ﾌ過程で、空也や源信など平安時代の浄土教信

�ﾒが果した役割を考える。

同　　　上

6
連歌から俳譜ヘ

[その流れと
@　　担い手たち一

　和歌から派生した連歌は座の文芸（人々が寄

閧?ﾁて合作する）としての特質により身分階
wを越えた支持者を得て、中世には和歌を凌ぐ
ｷ行を見せた。更に連歌を継承発展させた三図
ﾍ連歌になかった独自の世界を形成し、より多

ｭの人々の共感を得た。

笠　原　一　男

實怐@田　　　勲

7
連　　歌　　　師

齔E業としての文学一

　連歌会には一・定のルールと、それによって会

ﾌ運営を取りしきる役目が必要となる。このよ
､な要請に応じて生まれたのが連歌師である。

A歌師は連歌会の運営だけではなく、連歌を通
ｵて広く人々と交わり、文化の形成に大きな役

ﾚをも果している。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 地方文化と連歌

　中世は連歌の地方普及という観点から見ても
?ｵいものがある。それには地方と京都の間を
p繁に往復して都の文化を伝えた連歌師の果し
ｽ役目が大きい。またそのようにして倍われて
sった地方文化は独自の連歌活動を展開する力
ｳえ発揮する。

　笠　原　一　男

實怐@田　　　勲

9
宗祇から芭蕉ヘ

[白河への旅一

　宗室と芭蕉は、連歌と俳誌を代表する人であ
驍ｪ、両者には経歴や活動について共通点が少
ﾈくない。しかし、両者の詩的世界はかなり異
ｿと言ってよい。この二人が、約一世紀を隔て
ﾄ同じ北関東を歩いたとき、自然や人間への視
?ﾌ相違にそれがあらわれている。

同　　　上

10
芭　蕉　　と　旅

皷怩ﾌ細道一

　奥の細道を生んだ元禄二年の旅は芭蕉の俳諾の総仕上げであったといわれるが、その旅にお

｢て彼の詩と真実の関係は必ずしも単純ではな

｢。それは、芭蕉自身が句の推敲過程ではしな
ｭも明らかにしている場合があり、また行くさ
ｫざきでの人々との交渉からも窺うことができる。

同　　　上

11
転換期の時代と民

O宗教

　日本の文化と社会との関係においてみられる
ﾁ色の一つが、価値観の大きな変化がおこるよ
､な転換期の時代には、例外なく民衆宗教が複
狽ﾅ生まれ、大幅な発展をとげていることであ

驕Bこのような事実とその原因を具体的に考え
ﾄみた。

笠原　一　男

寶ｬ栗　純　子

12
鎌倉幕府と農民と

O仏

　鎌倉時代に生まれた民衆宗教の一つの親鷺の
^宗が急速な発展をとげた時、政治権力との間・に衝突が起った。鎌倉時代の民衆と真宗は政治

?ﾍにたいしてどのように対応したかを．三者の力関係の在り方によって具体的に考える。 笠　原　一　男

13
戦国大名と農民と

　戦国時代の農民は惣村と呼ばれる新しい村を

`成した。惣村の農民のなかに本願寺の教線が
Z透していった時、各地の政治権力である守護・地頭との間に激しい衝突を起した。この問題

�寘曹ﾌ民衆と本願寺と守護地頭との力関係の
?ﾅ考えたい。

同　　　上

14
江戸幕府と宗教と

_民

　近世の日本人は幕藩の権力によって、士・農・工・商に分けられた。宗教も幕藩権力によって厳しい統制下におかれた。近世の民衆と宗教には戦国時代のような行動は許されなかった。近世の民衆と真宗と幕藩権力を三者の力関係の

ﾁ色のなかで考える。

　笠原　一　男

寶ｬ　栗　純　子

15
日本文化史の回顧

ﾆ展望，

　14回にわたって論じられて来た日本文化史を
ﾓまえて、もう一渡，日本文化の特色を座談の形

ﾅふりかえって見る。あわせて将来の日本文化
`成の基本的精神とはなにかを語りあっていた
ｾく。

笠　原一　男

ｬ水　　　侑
怐@田　　　勲

ｬ栗　純　子
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＝音楽史と音楽論＝（TV）

〔主任講師：柴田南雄（放送大学教授）〕

全体のねらい

　ヒトと音楽のかかわりを、古代から現代まで通時的に観察する。日本を中心に、上代は主として中国、

朝鮮半島の音楽文化と、近代は西洋の音楽文化と比較しつつ論じる。62年度開講のラジオ課目「民族音

楽」が、諸民族の多様な音楽現象を共時的にとらえるのと相互補完しあい、両者で世界音楽史を概観し

得るよう意図した。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

有．史以前から今日まで、日本にはどのような

民族が、どのような言語とともに音楽を持ちこ ’柴　田　南雄

1 外来音楽と日本人 んだか。

@本講座におげる画期＝法、音楽史におけるサイ

Nル現象の存在の指摘など。
（放送大学教授）

縄文時代の出土楽器を紹介し、同時代の他の

2

音楽文化の深層を

Tる

文明（中国・インド・オリエント）にどのよう

ﾈ楽器と音楽があったか、それらの相互影響に
Gれる。

同　　　上

弥生時代・古墳時代の出土楽器、埴輪の琴な
どから当時の祭祀の音楽を考え、あわせて中国

3 祭祀の音　楽
（儒教）、ユダヤ（ユダヤ教）、西欧（キリス

g教）の音楽についてしらべる。
同　　　上

飛鳥・奈良時代における大陸からの進んだ音
楽文化の輸入、律令国家が制定した雅楽寮にお

4 制度化と学習
ける学習に触れ、西欧に於げるグレゴリウス大
@王の聖歌の集大成と各地に聖歌学校が設立さ

同　　　上

れ学習が開始された事実を対比させる。

平安時代に入り、雅楽の楽制改革により輸入
音楽の定着と独自な曲律（今様など）の発生が

5 芸術音楽の胎動期 見られる。西欧ではゴシック式大聖堂の建設と．

､に大形式の多声音楽が発生する。
同　　　上

鎌倉時代・南北朝時代には平曲、田楽、猿楽
が流行し、西洋に於ても各地に吟遊詩人が諸国

6

諸国を行脚する音

y

の歌を流通させる。西欧では音楽理論の整備が

｢ち’じるしい。
同　　　上

室町、戦国、安土桃山時代には、世阿弥によ
る能の成立、キリシタン音楽の伝来などがあり、

7 ル　ネ　サ　ン　ス
西欧では多声楽の隆盛を見る。和声の合理的音

ｴ覚の確立の時期でもある。
同　　　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 キリシタン音楽

　ザビエルの来日（1547年）から島原一三の翌
Nの厳禁（1638年）までの間、当時の西洋音楽が日本各地で行なわれ．邦楽にどのような影響

�^えたかを説明する。

柴　田　南雄

i放送大学教授）

9
東と西のバロック

ｹ楽

　江戸時代前半、上方において三回線音楽、箏曲、義太夫節などが市民生活に支えられて隆盛となる。西洋でもバロック時代の劇場音楽が全盛期を迎える。

同　　　上

10 古典派＝ロマン派

　江戸時代後半は前半期に誕生した三種による
g充が行なわれるが新たな発展には乏しい。こ
黷ﾉ反し西洋音楽では、古典派＝ロマン派の幾
ｽの天才たちが西洋音楽を一気にその頂点に導
ｭ。

同　　　上

11
無からの出発と隆

ｷの絶頂と

　明治平年から第1次世界大戦終了までを対象とする。明治政府が「音楽取調掛」を設置して

m楽の吸収模倣に努あはじめた時点において、
ｼ洋音楽は隆盛の絶頂にあった。伝統邦楽は創
｢力をますます失っていく。

同　　．上

12 両大戦間の状況

　西欧では古典派＝ロマン派の最：後のステージである新古典主義の時代を迎え、また十二音音

yの発生を見る。日本では西洋作曲様式による
n造がようやく始まり、詩学はますます背景に
繿ﾞする。

同　　　上

13
第二次大戦後の作

ﾈ界

　第二次大戦後の西欧作曲界は全く新らしい時代に入る。むしろ中世以来の伝統の終りであり、世界音楽の開始である。電子音楽、コンピュー

^ー作曲の導入などに触れる。 同　　　上

14
第二次大戦後の演：

l界
同　　　上

15 未来の展　望

　ピートリー、ヴィオラの説を紹介しながら、諸文明、諸文化ど音楽の関係を考え、音楽の未来像に触れながら音楽の本質について考える。

同　　　上
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＝上代日本文学一（R）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：稲岡耕二（東京大学教授）〕

全体のねらい

　万葉集は現存最古の歌集で、歌謡を母胎に文字による創作歌が生み出され、律令制度の確立とともに

中国文化の刺激により文学的な洗練を加えていった100年余りの期間の、清新な野情歌を多数収録する。

そうした万葉歌の形成・展開のすがたを、個々の歌人や作品に即して跡づけたい。今回は額田王・柿本

入麻呂とその前後を扱う。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
万葉のあけぼの

齊O明天皇・三皇命一

　万葉集は、実質的には野明朝から始まる。そ
ﾌ初期万葉歌の特徴を、寄明天皇の国見歌、中
ｶ命の宇智野献呈歌などの表現に即して考える◎

’稲　岡　耕　二

i東京大学教授）

2
相聞歌の流れ
齔ﾎ川郎女・

@　　藤原鎌足など一

　巻二の相聞の部には磐姫皇后作歌が載せられ
ﾄいるが、それは皇后の実作ではなく、おそら
ｭ人麻呂以後の仮託作である。歌垣の掛合歌を
ｹ流とする万葉の相聞歌の特色を、久米＝禅師・

ﾎ川郎女・鏡王女・藤原鎌足などの作品を読ん
ﾅ理解する。

同　　　上

3 額　田　王　　←）

　額田王は、初期万葉の代表的歌人である。集

cの代表者や構成員たちにかわってうたうその
ﾌ人としての性格や表現の特色を、熟田津の歌、
ﾟ江遷都の時の歌などを読んで理解する。

　身　崎　　　壽

i北海道大学助教授）

4 額　田　王　　（二）

　蒲生野における大海人皇子との唱和歌、大津
{における春秋競聖歌などを読み、宴席に歌才
�ｭ揮した額田王の特徴を理解するとともに、
`記上の問題点についても検討する。

同　　　上

5

天智・天武天皇の

ﾌとその挽歌

　天智天皇と天武天皇は、寡作ながら、すぐれ
ｽ歌を残している。三山歌・藤原夫人との唱和
ﾌ・吉野の歌などを読み、その作風を理解する
ﾆともに、崩御後その後宮の人々によって歌わ
黷ｽ挽歌を読み、初期挽歌の特色を考える。

同　　　上

6

柿本人麻呂の生涯

ﾆ作品

　柿本人麻呂の閲歴は詳らかでない。天武・持

掾E文武の三代に下級官吏として仕えたことは
ﾙぼ確かであるが、大津宮や壬申の乱との関係
竓ｯ職、生没年など不明な点が多い。吉備津采
濫ﾒ歌・臨死歌などを読み、伝記との関わりに
ﾂいて考え、その作品を概観する。

稲　岡　耕　二

7
人麻呂歌集←）

齬ｪ体歌について一

　柿本朝臣人麻呂歌集には360首余りの歌を収
^しているが、それらが人麻呂の自作か否か、

ﾃくから論議の的となっている。いったいどの

謔､な性格の歌が多いか、序詞・枕詞など表現
菇@の上で特徴は見られるかなど、略体歌を読
ﾝながら考える。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講’師
i所属・氏名）

三略凱歌に含まれる紀伊国作歌や巻向関係の

8
人麻呂歌集　（二）

歌など人麻呂調に近い詠風の短歌や、歌集中に

���ﾝ見える長歌を詠み、その特色を把握す 神野志　隆光

一三略体歌について一
る。

（東京大学助教授）

持統朝前半の人麻呂作歌のうち、近江荒都歌

9
近江荒都歌と日並

c子挽歌

は我が国における廃嘘を詠む歌の鳴矢であり、

喆ﾀ皇子の三宮挽歌は、男性の歌人による、諌
Iな内容を加えた挽歌のはじめである。それぞ
黷ﾌ表現の特色を理解するとともに、「一云」

同　　　上

「憎憎」などの異伝をも検討する。

人麻呂が晩年に石見国に赴任し、朝集使など
の役目で上京した時の作と考えられている石見

10 石見相聞　歌
相聞歌を読み、その表現と構成、反歌の性格な
ﾇについて理解する。 同　　　上

人麻呂の亡妻挽歌を読み、人麻呂調と言われ

11
三三哀働　歌

る這這や、長歌二首の連作的構成、中国文学の
e響などについて考える。

稲　岡　耕　二

～入麻呂の連作一

大津皇子・大伯皇女・穂積皇子・但馬皇女の

天智・天武の皇子
作品を読む。

12
女乱一）

同　　　上

旅の歌を多く残した高市黒人の作品を読み、

高　市　　黒　人
人麻呂と比較しつつその特徴を探る。

13 同　　　上
一二の歌の系譜一

長皇子・弓削皇子・紀皇女・志貴皇子の作品

天智・天武の皇子
を読み、その詠風の特色を探る。

14 同　　　上
女（二）

人麻呂より少し遅れて宴席の異才として活躍

15
宴　と　みや　び

齟ｷ三吉麻呂・

した長三吉麻呂の物名歌、旧記歌などを読み、

ｻの特徴を理解するとともに、風流士問答で知
轤黷髑蜚ｺ田主と石川郎女との贈報歌を読んで、 同　　　上

大伴田主一
みやびへの志向の深まりを探る。
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＝物理科学史＝（R）
〔主任講師　村上陽一郎（東京大学教授）〕

全体のねらい
　物理学の史的な展開を、力学的分野に絞りながら、概観することによって、近代科学の中心的な柱

となった物理学の特徴を理解し、併せて、西欧の歴史的な流れについても、はっきりした見透しを与

える一助とする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

科学という概念の多義性。科学と哲学。過去

科学史とは は現在の原型ではない。科学と宗教の対立（？）。 村　上　陽一郎
1 どういう学問か

@　（1）

真理の蓄積史観。
（東京大学教授）

啓蒙主義的歴史観の克服。地動説はつねに同

〃 じではない。全体論的アプローチの提案。

2 （2） 同　上

古い時代区分。その問題点。中世とは何か、

3
歴史の流れの概観
@　　　（1）

暗黒の中世観、新しい中世観。科学革命論の登

黶Aその問題点。新しい時代区分の提案・ 同　上

古代の学術（ギリシャ、ローマ、ビザンツ、

イスラム）。12世紀以降のルネサンス。大学の

4 歴史の流れの概観 発生からニュートンまで。啓蒙主義の特質と聖 同　上

俗革命。19世紀以降の科学の制度化と科学者の

誕生◎

天体現象として何が観測されたか。暦の意味。

5
ギリシャ的宇宙観

ﾌ意味

ギリシャ的記述様式。地球は丸い’。

同　上

地球中心説、周転円モデル、太陽中心モデル

6
なぜ太陽中心説は

ﾌてられたか

の可能性、年周三差。
同　上

太陽中心説の否定の力学的原因、力学的思考法。

二つの世界0元全な運動0不元三な運動0強制

7
アリストテレスの
^動学

的運動。媒質の役割。慣性的運動。 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ビザンツ科学の成果、ピロポノスの解釈、

「理想状態」、イスラムの運動学。

8 中世の自然学 村　上　陽一郎

スコラ学的な世界。ビュリダンのインペトゥ

12世紀ルネサン、 ス理論、マートン学派。　「ルネサンス」への道。

9 後の展開 同　上
（1）

「ルネサンス」とプラトニズム。新プラトン

10
〃
（
2
）

主義。動的世界観。ヘルメス主義。

同　上

カバラ主義。錬金術。占星術。神秘主義と科

茎　　　　　〃 学。コペルニクスへの道6

11
（3） 同　上

コペルニクス革命の意味。太陽中心主義。ル

ターとコペルニクス。コペルニクスと新プラト

12 コペルニクスの登場 ン主義。 同　上

ブルーノと神秘思想。原子論の発想。

ブルーノとコスモ
宇宙の無限性。地球の相対化。コスモスの崩壊。

13
スの興野

空間の意味＝構造。 ’同　上

太陽崇拝、占星術。神秘思想。三法則。太陽

からの力。宇宙の和声。運動力学への道。

14 ケプラー的世界像 同　上

ガリレオの生涯。望遠鏡。裁判。

15
ガリレオの辿った道

@　　（1）
同　上

h
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地動説と天動説。ガリレオの相対性6円運動

16
ガリレオの辿った道

とガリレオ。円慣性。落下法則。

村　上　陽一郎
（2）

デカルトの力学。慣性原理。「遠心力」。も

のと延長、機械論的構図、物質から力を剥奪す

17 デ　　カ　　ル　　ト る。 同　上

ニュートンの生涯、ロイヤル・ソサイエティ。

フックとの出会い、フックの誘い。『プリンキ

18 ニュートンの登場 ピア』の誕生。 同　上

逆2乗法則。万有引力。錬金術。・動的世界像・

ケプラー法則の解決。

19 ニュートンの力学
同　上

神の全知、全能性。時計細工としての世界・

20
デカルト的世界像と

jュートン的世界像

神は自然に縛られる。遍在性としての神。反機

B論。理神論へ。 同　上

自由思想家。理性信仰。神の棚上げ。理神論

21 啓蒙主義　と
ｹ　俗　革　命

から無神論へ。百科全書派。フランス革命、ア

＜潟J建国。自分の手と神の手。 同　上

原子論の論理。第一性質と第二性質。還：元三

22
機械論的力学的世
E像の成立

義。デカルトのプログラムへのニュートンの包

凹早B 同　上

啓蒙主義と数学者。ラプラス。決定論・ラブ

ラスの魔。古典力学的世界像。

23 ラプラスの魔
同　上
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回， テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

反近代。ゲー・テ。「力」の概念。生物への関

24
力学的世界像への
ｽ動とロマン主義

心。

村上　陽一一郎、

エコール・ポリテクニーク。産業革命。蒸気

機関。熱。エネルギー。カルノー。熱力学の第

25 科学と技術の融合 一法則。第二法則。ファラディ。電磁場。マク 同　上、

スウェル。

光の現象。波動説と粒子説。星の光行差。対

エーテル系速度。マイケルソン＝モーリーの実

26 相対論への道 験：◎ローレンツ＝フィッツジェラルドの短縮。 同　上

運動体の電気力学。M二H実験との関係。特

9ブインシュタイン
殊相対論の意味。時間と空間。同時性。

27
と現代物理学 同　上

原子から素粒子へ。理論上の難点。ボーア、

28
量子力学とミクロ

ﾈ世界

ハイゼンベルグ。決定論の崩壊。生物への関心。

_はサイコロを振らないか。

　
　
同
　
上
、

科学の制度化。大学の改革。リービッヒの化

29
現代科学の位相
@　　　（1）

学研究室。TH。東京帝国大学と工学部。
モ唐モ縁宸狽奄唐煤рﾌ登場。職業化と専門化。

nー 買@ードとMIT。

同　上

物理帝国主義。還元主義。分子生物学。新し

30
〃
（
2
）

い力学の可能性。科学批判。

同　上
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　　　　　　　　　　　＝生命科学史＝（R）

　　　　　　　　　（主任講師：筑波常治（早稲田大学助教授）〕

全体のねらい
　全体を3部にわけ、1～9回を「生命科学史の基本知識」として、科学の歴史をどう見るべきか・
総論的に：解説する。10～19回は「生命科学史の個別分野」とし、いくつかの話題をえらんで各論的

に生物学の流れを文化史的に展望する。20～30回は「生命科学史の担い手たち」ということで・生

物学史上の人物列伝をあつかい、個人を研究にかりたてる情熱の源泉をさぐりたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 科学史の見方

・科学史を学ぶうえで最も必要なことは、時代に

謔ﾁて「常識」がちがうことである。それをわ
ｫまえ、過去の業績の評価にさいし、学説自体

ﾌ当否よりも、そこへ到達するまでの過程を重

汲ｵなければならない◎

筑　波常　治
i早稲田大学助教授）

i対談相手坪郷佳芙子）

a 生物学の思想と方法

　現代科学は生命のはたらきを、化学現象とし

ﾄとらえる。また研究の手段としては、数字・

博ｮ、記号を重んじる。そういう態度の由来を・

諡?ﾒの例にそって説明する。

同　上

3 博物誌と生命論

生物学にはふたつの源泉がある。身のまわり

ﾌ多様な生物たちへの関心がそのひとつであり・

烽､ひとつは生命の正体への探究である。そし

ﾄとのどちらもが、実用目的とつよく結びつい

ﾄいた。

同　上

4 生物学とキリスト教

　ヨーロッパで成立した科学は、一面でキリス

g教と対決しつつ、同時にその影響をつよくう

ｯ、多くの文化遺産を継承して発達した。とく

ﾉ後者の側面をとりあげて、文化知識の連続性

�?ｫらかにする。

同　上

5 探検が開いた世界

　探検によって未知の新世界が開かれる。それ

ﾆともに多くの生物の存在が新しく知られる。

ｻして生物学の歴史に、新しい流れがくわわる

ｱとに：なった。

同　上

6 顕徴鏡が開いた世界

　未知の新世界は、遠くはなれた海のかなたに

ｾけ存在したのではなかった。意外にもすぐ身

ﾟかにまだあったのである。それをあきらかに

ｵたのが、顕徴鏡の発明であり、さらにこれに

t随するさまざまな技術であった。

同　上

7 医学と生物学

　医学と生物学には深い宿縁が存在している。

a苦からの解放をねがう努力が、生命現象にか

�ｷるいぐっもの謎を解きあかした。同時にそ

ﾌ関係史には、人間の“業”ともいえる多くの

竭閧ｪ露呈されている。

同上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
農業に澄ける生物
@　　　　　　（D

　農業もまた人間と生物を結びつける大きな舞

艪ﾅある。農業の起源とくに作物や家畜が有史

ﾈ前に育成されたいきさつについて、科学の立
黷ｩら考察し、まだいかにわからないことが多

｢かをあきらかにしたい。

筑　波　常　治

i対談相手坪郷佳芙子）、

9
農業に澄ける生物
@　　　　　　（n）

　農業には自然を遵生する態度とならび、自然

ﾉつよく逆らう側面が宿命的につきまとう。両
ﾒの調整こそ農業の成否をわけるともいえる。

｢わゆる有害生物と入間とのかかわりあいをと

･して、この問題を考察したい。

同　上

10 生命観の変遷（1） 同　上

11 生命観の変遷（の

　生命とは何か？　これは入間に：とって最大の

ﾖ心事のひとつだ。科学以前の生命観と、近代

ﾈ学の生命観とは、どうちがっているのふ。そ

ﾌ推移の過程を、社会的な背景とあわせてたど

閨Aさらに生命観の生活一般に澄よぼす膨大な

e響を解説する◎具体的にいえば「生気論」

u機械論」とそれぞれ呼ばれている生命観の内

eを歴史的に説明し、人間が無自覚のうちにそ

ﾌ制約下でくらしているさまを、功罪両面にわ

ｽってあきらかにしたい◎

同　上

12 生命観の変遷（皿） 同　上

13
分類学の理想と現実
@　　　　　　（1）

　生物の種類をわけるのが分類学である◎要す

驍ﾉ鑑別さえできればよい¢）だろうと思われが

ｿだが、とんでもない。理想に近い分類体系を

ｮ成するに：は、ゆたかな哲学的思考が不可欠な

ﾌである。分類方法の変遷を、思想史的にたど

驍ﾌが講義のねらいである。そしてじつは理想

I分類の実行が、いかに至難であるかをあきら

ｩにしたい。

同　上

14
分類学の理想と現実
@　　　　　　（皿）

轡

同　上

15
個体発生の秘密
@　　　　　　（1）

　発生学の歴史費講義する。性への関心も、生

ｨ学を発達させる大きな要因であった◎子供は

ﾇのようにして完成されるのか、親と子が似る

ﾌはなぜか、容易に観察できない生体深部での

ﾅきごとであり、神秘性を感じさせる問題であ

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）．

16 個体発生の秘密
@　　　　　　　（豆）

っ：た。これをめぐって「前成説」と「後成説」

ﾌ対立が澄こった。そして発生学の歴史は全体

ﾆして、観察的科学から実験的科学への進歩の

O跡をあざやかに描きだしている。

筑　波　常　治

i対談相手坪郷佳芙子）、

17 進化の思想（1） 同　上

18 進化の思想（豆）

　進化論は一現代科学をささえる諸学説のう

ｿでも一とくに絶対視されがちであるが、じ

ﾂはかなりあやふやさを内包した主張なのであ’

驕Bそれは科学のなかでもっとも思索と想像に

ﾋ存ぜざるを得ない分野であり、それゆえに時

繧ｲとの社会環境に大きく支配される。したが

ﾁて科学と社会のつながりを知るには絶好であ

閨A同時に科学が絶対的ではなく、相対的真理

p（ほかならないことを理解するのにも有効であ

驕Bさらにまた科学のもたらした罪業の面も、

i化論の歴史をと澄して浮かびあがってくる。

同　上

19 進化の思想（皿） 同　上

20 古代最高の生物学者

　アリストテレスはふつう哲学者としてだけ有

ｼだが、同時にすぐれた動物の研究をなしとげ、

ﾃ代・中世をつうじて最高最大の生物学者とい

墲黷ﾄいる。生物学の歴史にまず登場する重要

l物の生涯と業績を紹介する。

同　上

21
博物誌をまとめた
l々　　　　（1）

　博物誌ははじめ上流階級の人びとによって発

Bさせられた。その富裕な財力がこれをささえ、

G画をともなう大著がまとめられた。とくに古

繝香[マで、注目される業績が生まれた。

同　上

22
博物誌をまとめた
l々　　　　（豆）

　博物誌の研究はしだいに発達し、18世紀に

竰ｸをきわめた。そこに至る歴史上の人物とし

ﾄ、ゲスナー、アルドロヴァンディ、ビュフォ
刀Fなどの活動が：重要であった。

同　上

23
博物誌をまとめた

l々　　　　（皿）

　貧困から身を澄こしたリンネ、自然観察と文

wを結合させたイギリスの作家たち、生物学の

蝸ｬと対立したファブルなど、近代から現代に

ｩけての博物誌の動向をさぐる。
同上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

中世的魔術を信奉するパジケルスス、「ふし

ｬ：なメガネ」をひたすらのぞきつづけたレーウ 筑　波常　治

24 異端的な研究者たち まンフク、そして狂気にみちた人々、だがかれ

轤煢ﾈ学史の重要な担い手であった。
（対談相手坪郷佳芙子）

想像力にたよって進化論を主張したラマルク、

実証精神にもとづきそれを否定したキュビエ。

25 思索と実証の対立 同時代のフランスを代表する生物学者を比較し 同　上，

て、科学とは何かを考えたい。

ダーウィンの生涯は科学史上の人物のうちで
も最も幸福なものに見える。しかしその成功を

26 不幸が贈った幸運
もたらした原因をさぐると、かれをとり巻くさ
ﾜざま：な悲劇が浮かびでてくる◎不幸を転じて 同　上

すぐれた学説に結びつけた個人的事情を解明し
てみたい◎

27
門外漢ゆえの大発

ｩ　　　　　（1）

　遺伝の法則の発見者として、メンデルの名は

s朽である。生物学史における最も重要な人物 同　上

のひとりにちがいない。ところがかれの生涯を

みると、むしろ物理系の諸分野に知識が深く、

生物学は記入に近かった◎そしてじつは素人：な

門外漢ゆえの大発
ればこそ、専門家の気づかぬ部分に着目して、

28
見　　　　　（皿）

違大：な発見をなしとげることが可能だったので 同　上

ある◎

自然発生説が出現し、否定されるまでの過程

自然発生説をめぐ を調べると、科学研究に澄ける事実と推理、す
29

る攻防　　　（1） なわち実験と理論のあいだの複雑な関係がよく 同　上

理解できる。同一の実験：で同一の結果を得ても、

それから同一の学説が成立するとは限らないの

である。それをあきらかにするとともに：、　19

自然発生説をめぐ 世紀を代表する生物学者のひとりパズドゥール
30

る攻防　　　（五） の業績を紹介する。 同　上
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＝宇宙の構造と進化＝（TV）

〔主任講師：小尾信彌（放送大学教授）〕

全体のねらい

　太陽系、銀河系、銀河宇宙と階層化し、多様化している現在の宇宙の特徴や構造から、それが形成

された100数十億年の歴史についての理解を深める。専門分野の講師によって、各分野の最前線の研

究にもふれる。

回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．宇宙と宇宙論

2．宇宙の構造と進化 小　尾　信　彌

1 宇宙と宇宙論 3．内容の展開について

（放送大学教授）

1．宇宙論とは

2
宇宙探究の歴史1

2．「閉じた有限宇宙」からの脱却

R．開かれた無限宇宙
佐　藤　文　隆

一開かれた無限宇宙 （京都大学教授）

1．宇宙のモデル

3

宇宙探究の歴史皿
2．星の進化と元素の起源
R．新しい観測手段

S．進化する天体と宇宙
同　　　上

一ビッグバンの発見 5．ビッグバンの発見
6．宇宙と人間

1．望遠鏡

2．位置観測 小　平　桂一
4 光学天文台1

3・撮像観測

4．測光観測 （東京大学教授）

1．天体の観測
し 2．光や電波（電磁放射）

5 宇宙の現状1
3．天体が放つ放射とその観測 小　尾　信　彌

1．光が伝える天体の情報

2．原子のエネルギー状態

6 宇宙の現状丑
3．原子のスペクトル
S．スペクトル線の幅 同　　　上

5．大陽や恒星の連続スペクトルー熱放射
6．電波天体の連続スペクトル一瓢熱的放射

1。宇宙の階層構造

2．超銀河団と銀河団

7 宇宙の現状皿
3．銀河 同　　　上
4．恒星

5．冷たい天体
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．分光器

2．低分散分光観測

8 光学天文台丑
3．高分散分光観測 小平　桂一
4．干渉計観測，

1．運動の相対性

2．光の特殊性 江里口　良　治

9 相対論的宇宙論1 3．特殊相対論

4．ローレンツ変換 （東京大学助手）．

5．特殊相対論の実験的裏付け

1．加速度運動と慣性力

2ド一般相対性原理と等価原理

10 相対論的宇宙論巫 3．重力理論としての一般相対論 同　　　上
4．一般相対論の検証

Lニュトン的宇宙論
2・宇宙原理

11 相対論的宇宙論皿 3・膨張宇宙 同　　　上
4・宇宙の地平線

5．膨張宇宙の密度と温度

L重力の強さと時空の歪み

2．シュワルッシルド時空中の運動

12 相対論的宇宙論IV 3．事象の地平面とブラックホール 同　　　上
4・ブラックホール候補

5・ブラックホールの蒸発

1．ビヅグバン宇宙確立史

2．宇宙の初めの1000回忌出来事 池　内　　　了

13 初期の宇宙進化1 3．宇宙黒体輻射

（東京大学助教授）

1．宇宙の大規模構造

2．銀河形成の2つのシナリオ

14 初期の宇宙進化皿 3．おわりに 同　　　上

1．電波と光

電波天文学1
2．電波望遠鏡 海部　宣　男

15 3．野辺山の45m電波望遠鏡

一電波による宇宙の観 4．野辺山の五素子電波干渉計 （東京大学助教授）
測 5。．まとめ
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16
電＝波天文学皿

齠d波でみた宇宙

1．宇宙における電波の発生

Q．星間分子雲からの星の誕生

R．銀河中心核と宇宙ジェット 海　部　宣　男

17 恒星　の　誕生

1。恒星進化論

Q．星間ガス雲

R．恒星誕生のダイナミヅクス
S．星間塵と星間分子

`星の誕生の現場
U．主系列星への収縮

杉本　大一郎

i東京大学教授）

18

恒星のエネルギー源

ﾆ主系列星の寿命

1．恒星のエネルギー源は何か

Q．原子核融合のエネルギー

R．恒星の内部構造

S．HR図と主系列
T．主系列星の寿命

同　　　上

19 巨星への進化と死

1．巨星への進化

Q．その後の進化と原子核反応

R．恒星の死 同　　　上

20 星の進化論の意義

1．極限状態の物理

Q．物質世界の歴史

R．恒星はなぜ進化する 同　　　上

21 恒星進化の残骸1

1．観測されている超新星

Q．大質量星の爆発するタイプ2の超新星

R．白色倭星が爆発するタイプ1の超新星

野本　憲　一一

i東京大学助教授）

22 恒星進化の残骸H

1．超新星の残骸

Q．中性子星

同　　　上

23

大気の外からみる

F宙
皷�?V文学

1．大気の壁
Q．X線の空
R．X線星の正体
S．つぶれた星一中性子星とブラックホール
T．X線パルサーとX線バースト
U．人工衛星「はくちょう」と「てんま」
V．かに星雲
W．銀河系外のX線源

　小　田　　　稔

i宇宙科学研究所長〉
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当．講師
i所属・氏名）

1．銀＝河進化の基本的物理過程

2．星間物質の物理状態

24 銀河の進化と元素1 3。分子雲からの星生成
池　内　　　了

4．巨大バブルの形成

1．星生成の基本データ

2．星の進化のデータ

25 銀河の進化と元素簸 3．放出されたガスの混合過程 同　　　上
4．銀河の進化と重元素

5．おわりに

1．太陽系の構造

太陽系の構造と起 2．これまでの太陽系起源論 中　澤　　　清
26

源　　1 （東京大学助教授）

1・惑星の形成過程

太陽系の構造と起 2．木星型惑星の形成

27 3・地球の形成・進化 同　　　上
源　皿 4．太陽系内感天体の起源

1．生命と物質

28

生命のはじまりと 2．生命の起源

R．パンスペルミア
大　島　泰　郎

惑星の進化 4，生命の歴史

T．生命構成物質の合成
（東京工業大学教授）

6．惑星環境と生命

1．太陽系に生命を探iる

2．太陽系外の生命

29 地球外生命を探る 3．銀河系内における文明社会’ 同　　　上
4．地球外文明探査

5．地球外文明への送信

1．さらに勉強したい人に

まとめとこれから 2．自分でいろいろ考える

30 小　尾　信　彌
の学習
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＝太陽系の科学＝（TV）

〔主任講師　小尾信女（放送大学教授）〕

全体のねらい

　惑星や小惑星、衛星、彗星など非常に多数の天体が太陽の重力を受けて集団をなしているのが、われ

われの太陽系である。本科目では、惑星などの運動や、個々の天体の性質等について、最近までの研究

成果をふまえて講義し、現代の太陽系像を習得する。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

導入とし七全15回のカリキュラムを述べ、つ

ついて古代やギリシャ時代から太陽系天文学発 小　尾信　彌
1 研究　の歴　史 展の歴史を概観し、現代の探査機による太陽系

T査にいたるる現代の宇宙観形成までにおける （放送大学教授）
太陽系天文学の果たした意義も考える。

太陽系の全体像について述べる。太陽を中心

とした諸天体の配位や分布、運動等について述

2 太陽系の概観
べ、太陽系に見られる全般的特徴を学び、太陽 同　　　上
系の起源に及ぶ。

自転や公転、歳差など地球の運動に伴って見

地球の運動に伴う られる諸現象は、1年の季節、時刻や時間等を 吉　岡　一　男

3 通じて古来われわれの生活や自然の認識に大き

現　　　　　　象 くかかわってきた。これらについて学ぶ。 （放送大学助教授）

．月や惑星に見られる諸現象は、古くから天文

学が発展し、宇宙の構造（太陽系のモデル）を

4 月、惑星の現象 形成するのに大きな役割を果たしてきた、これ 同　　　上
らについて学び、さらに日、月食についてもふ

れる。

16世紀後半のチコ・ブラーエの惑星位置の観

惑星運動の法則の 測をもとに、17世紀初めにケプラーが惑星運動 堀　　　源一郎

5

発　　　　　　見

に関する3法則（ケプラーの法則）を発見した。

ｱこでは、観測結果から法則が導かれたいきさ （東京大学教授）

つや手順について学ぶ。

17世紀後半にニュートンは万有引力の法則を

発見し、それに基づいてケプラーの3法則は理

6 面積速度の法則 論的に導かれた。ここでは面積速度の法則（第 同　　　上
2法則）について、3の諸側面を学ぶ。

万有引力の法則からは、2体の運動の軌道と

して楕円、放物線、双曲線が得られる。ここで

7 楕円運動の性：質 は、太陽系でふつうに実現している楕円運動に 同　　　上
ついて学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

万有引力の法則からは、2体の運動について

公転の平均距離と公転周期のあいだに、いわウ

8 第3法則を導く る第3法則が導かれる。ここでは3の導き方を

ﾊじて2体運動を考え、また天文学における第
堀　　　源一郎

3法則の応用等も学ぶ。

地球をまわる月、一般には惑星をまわる衛星

惑星以外の天体の の運動も2体の運動として考えることができる。

9 ここでは衛星の運動などや、さらに彗星のよう 同　　　上
運　　　　　　動 な小天体の運動について述べる。

現実の太陽系においては、惑星や衛星等の運

動を論ずる場合に2体運動は理想化されたもの

10 摂　　　　　　動 にすぎない。小惑星の運動をはじめ現実の太陽 同　　　上
系の力学を論ずるため18世紀以降発展した摂動

について学ぶ。

水星、金星、地球、火星、さらに月など地球

型の諸天体について、地球からの観測や最近の 村　山　定　男

11 地球型惑　星 直接探査で得られた結果をもとに、それらの地

`的特徴や物理化学的な性質を学ぶ。
（国立科学博物館埋化学研究部長）

木星、土星、天王星等についての知識は、最

近の直接探査の成果によって格段に進んだ。こ

12 木星型惑　星 こでは、それらの成果をふまえて、これら大型 同　　　上
の惑星の諸性質を学ぶ。木星型惑星に属する衛

星について学ぶ。

彗星に関する物理化学的な知識、構造等に関

する知識も、1985～86年のハレー彗星の観測

13 阻　石　と　彗星 を通じて大きく進んだ。ここでは彗星やそれに 同　　　上
伴なう流星等について学ぶ。また、阻石につい

ての諸研究の成果についても学ぶ。

太陽やその活動についての研究も．最近の宇

宙探査を通じてめざましい進展が見られる。ま 桜　三三　朋

14 太陽　と　惑　星 た、太陽放射やその活動が惑星など太陽系の諸

V体に及ぼす影響等についても新知見が得られ

ﾄいる。ここでは、それらの成果について学ぶ。

（嚢奈川回護）

太陽系についての研究がこれからどのように

進展していくかについて、さまざまな側面から、

15 これからの太陽系 理論的な研究や観測、探査等の進展と可能性に

ﾂいて話し合う。
同　　　上

一598一



＝宇宙像の変遷＝（TV）

〔主任講師：村上陽一郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　現代宇宙論の解説ではなく、人類が過去に、どのように宇宙を把握しようとしてきたか、という点を

振り返り、そのなかから、〈科学的宇宙観〉が生れてくる過程を跡付けることを、主たる目標とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講、師
i所属・氏名）

1 宇宙観とは何か

　宇宙観の一般的な意味を探る。人類が、自分
ﾌ知っている世界を空間と時間の上で拡大し、
｢界の初め（と終り）、世界の果て、などを考
ｦ、さらに人間をそのなかに位置付ける、とい
､営みを、神話として行ってきたことを日本と
?曹�痰ﾉとって、考える。

村上　陽一郎

i東京大学教授）

2 インド人の宇宙観

　神話学宇宙観の典型として、インドの古代的

ﾈ宇宙神話を取上げる6空間、時間の構造など
�闃|りに、＜須彌山説》も学ぶ。また天文学
ﾆの関りにも触れよう。

楠葉　隆徳

3 ギリシアの宇宙観

　プラトン、アリストテレスらのく哲学〉に先
sする神話的宇宙像と、そうしたく哲学的》宇
?怩ﾆの罷りや、その特徴について述べる。 村　上　陽一郎

4
地球中心モデル

[プトレマイオス
@　　　　　の場合一

　ギリシア的宇宙論のなかから生れた、数学的

V文学としてのプトレマイオスの説を取り上げ
驕Bどのように天体の動きを記述しようとした
ｩ、そこでは、宇宙の構造はどのように考えら
黷ﾄいたか、をi探る。

同　　　上

5 アラビアの宇宙観

　7世紀に出現したアラビア世界では、どのよ
､にギリシアを受け継ぎ、またどのようにイス
宴?ﾆ自の着想をそれに付け加えたかが問題と
ﾈる。ここではその点を考えてみる。 楠　葉　隆徳

6

中世からルネサン

Xヘ
[西欧の場合　一

　ユダヤ＝キリスト教的な宇宙観の特徴は、「創

｢記」にある如く、神の世界創造にある。ギリ
Vアやイスラムの学問を受け継いだ西欧世界が、

?｢、あるいはルネサンスに、どのように、世
E創造とそうした学問とを組合せて、統一的宇

?怩�｢ろうとしたかを探る。

村上　陽一一郎

7 コペルニクスの登場

　ルネサンスの宇宙像の一つが、太陽中心的モ
fルであり、コペルニクスはその代表者と考え
轤黷ﾄいる。それがく科学的〉宇宙像とはかな

闍覧｣のある宇宙観として提案されていること
�wぶ。

　　’

ｯ　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代天文学の祖と言われるケプラーもまた、

ルネサンス宇宙像を抱いていた一人である。ケ

8 ケプラーの宇宙観 プラーの占星術や、天体についての考え方が．
q科学的〉宇宙像とどう違うか、重なるか、と 村上　陽一郎
いう点に焦点を当てよう。

ニュートンの出現で、天体の運動を説明する

9
ニュートンと近代

F宙観

基本法則は出揃った。しかしニュートンその人
ﾌ描いていた宇宙像と、近代に生れたニュートン力学的世界像との間にも、大きな距りがある

同　　　上

ことを認めなければならない。

17世紀後半、デカルト哲学の浸透と、ニュー
トン法則の解明とから、従来のような、意味と

10 コスモスの崩壊
構造と秩序をもった宇宙、つまりコスモスは、

汨謔ﾉ、単なる天体を容れる空間と、均質な長 同　　　上

い時間、というく科学的〉な宇宙概念に変質し
始める。この点を考えよう。

ガリレオ、ニュートン以来．望遠鏡の改良は

11
観測器械の進歩と

V文学

目覚しく、掃天観測が行われるようになり、と

ｭに南半球から観測される天体が、新しい知識
�艨Xに与え、近代的天文学が誕生する。 同　　・上

それとともに、我々の住む地球についてのさ
まざまな観測が詳しくなり、宇宙のなかでの：地

12 地球　を測　る
球の位置も次第にはっきりしてくる。

同　　上

13、14回を通じて、オルバーースの道理からビ

13
現代天文学とその ッグ・バン仮説の成立までの経過を辿り、その

ﾈかで、現在の科学的宇宙像がどんなものであ
小　林　桂　一

宇宙観　　その1 るかを、探る。
（東京天文台教授）

現代天文学とその
14

宇宙観　　その2
同　　　上

宇宙に飛び出した人間は、宇宙のなかで、再
び、科学を超えた世界に出会う。こうした体験

15 宇　宙　と　入　間
を踏まえ、現在の我々人間が、科学的宇宙論の
?､に何を見ようとしているのか、を考えて、 村上　陽一郎
本講の締め括りとする。
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　　＝地球の科学1ニ（TV）
　　　一　　固　　体　　地　　球　一

〔主任講師：奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい　　　　　　　，　　、．　　　．、，．．．’．、
　地球．は固体三二L1二二・気圏の3つの大きな層圏かち構成される。そのうち、固体地球について説・

朝する。最近数十年間におけ、る固体地球に関する研究の進展はいちじるしいものがある。それらの内・

容についても説明する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　、容 担当講師
i所属・氏名）

薗体地球は球状の層圏から構成される6地表
から地心へ向って、地球表層、マントル恒外核、

奈須　紀幸
1 固体地球の層圏1

内核から構成されるご地球表層としては地殻、
?驍｢は地殼とマン，トルの最上層部で構成され

驛vレートという岩石圏がとり上げられる◎こ
（放送大学教授）

歪
れらについて学ぶ。

地球ぽぽとんど球形であるが、若干形がずれ

ている。このような地球の形状について学ぶ。

2 地球の物理的性質
また、地球には重力、地磁気が存在する。こ塾
轤ﾉついて学ぶ。さらに、他の天体との関係で、

同　　　上

地球には潮汐現象がある。また宇宙線がふりそ
そぐ。これらについて学ぶ。

地球内部の諸要因によって生’じる変化が、地

3

内因的作用による
表まで達して変化を与えることがある。それは
ﾎ山であり、地震によって生じる断層であり、
ﾜた隆起や沈降である。これらの事項について

同　　　上

地表の変　化 学ぶ。

地表は大気の温度変化を受けたり、結氷・融

4

外因的作用による
氷による膨張・収縮の作用を受けて風化する。
ﾜた流水の作用によって侵食されて堆積物を生
ｶる。堆積物は運搬され堆積される。また大陸

同　　　上

地表の変　化 氷河の消長によって海水準が変動し、相対的な

隆起・沈降が起る。これらを学ぶ。

地球表層の内部およびマントルの内部では固

相の物質の一部がとけてマグマとなっている。

5 火　　成　　　岩
マグマが冷却固結したものが火成岩である。火
ｬ岩には深成岩、火山岩およびその中間の岩石 同　’　上

がある。また酸性岩、中性岩、塩・基性岩、超i塩

基性岩の別がある。これらを学ぶ。

地表とくに海底に堆積した堆積物は、長年月

の間に続成作用を受けて堆積岩になる。礫・砂

6 堆　　積　　　岩
・泥が固化した砕屑岩、、生物源の生物岩、化学

Iに沈澱した化学的堆積岩、さらに火山源の火 同　　　上

山性堆積岩がある。これらについて学ぶ。

火成岩、堆積岩が地下深所である条件下での

圧力・温度のもとにおかれると固相を保ったま

7 変　　成　　　岩
まで内部の原子配列が変化し、別種の岩石とな

驍ｱとがある。これを変成岩という。変成岩も 同　　　上

ときに：別種の変成岩となることがある。これら

について学ぶ。
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　　　＝地球の科学H＝（TV）

　　　　一　日　本　列　島　一

〔主任講師：奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい　　　．　　　　　　　　　　㌦　　　　　’　　　、

　私達が生活の基盤をおく日本列島について、地球科学的な視点からその本質を追及する。日本列島

は太平洋とアジア大陸の境に墨流する弧状列島で、環太平洋変動帯の一一部である。日本列島は典型的

な変動帯で、火山帯、地：震帯を伴い、地史的にも多くの変動を経験した。これらのことについて学ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本列島は本州を中心とし南北方向に長くの

びた大小の島々よりなり、アジア大陸の東端に 奈須　紀幸
1 日本列島の特徴 位置し、太平洋およびフィリピン海に面する。

環太平洋変動帯の一部を占める。このような日 （放送大学教授）
本列島の特徴について学ぶ。

日本列島は幾つかのプレートが接し、せめぎ

合う場所に位置する。そのため、地質は複雑で

2 日　本の地　質 ある。そのような複雑な日本列島の岩石の分布 同　　　上
の様相と地質構造の大勢について学ぶ。

日本列島は南北方向に長く、気象の在り方も
場所によって大きく変る。しかし、全般的には

3 日　本の気　象 中緯度の偏西風帯に位置し、気象は西から東へ
ﾆ移ってゆく。高気圧、低気圧、前線はいずれ

同　　　上

も東進するげ台風は別の経路をたどる。これら
の事項や気候について学ぶ。

日本列島は周囲を海にめぐらされている。南
方からは黒潮や対馬暖流が北上し、北方からは

4 日本をめぐる海 親潮が南下する。このような日本周辺の海流に
ﾂいて学ぶ。また、海水の性質について学ぶ。

同　　　上

さらに日本周辺の波浪、津波について学ぶ。

日本列島は大局的には太平洋プレート、ユー

5

日　本列島　と

vレートの動き

ラシアプレートおよびフィリピン海プレートが

ﾚする場所に位置する。アメリカプレートの西
[も北海道東部までのびている可能性もある。
ｱれらのプレートの動態について学ぶ。

同　　　上

日本周辺には太平洋、フィリピン海、東シナ

海、日本海、オホーツク海などの外洋、縁海が

6 日本周辺の海底
分布する。これらの海底にはさまざまな地形的

ﾁ徴が見られ、また堆積物や基盤の岩石につい
同　　　上

ても多くの知見が得られている。これらの事項
について学ぶ。

日本列島ではその周辺からはじまる潜没面が
列島の下部に達している。そのため日本列島は

7 日　本の地　震
地震帯に重なっている。これら地震帯で発生す

髓n震の発生機構などを考究しつつ地震帯の特
同　　　上

性について学ぶ。また地震予知の在り方につい
ても学ぶ。
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＝＝地球像の変遷＝（TV）
〔主任講師　奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい
地球についての人々の理解の深まりの歴史を紹介するとともにいろいろな時代（例、古生代）、にお‘

ける地球の姿を再現する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

宇宙観の変遷r一ギリシャ的な

F宙観の特色一

　古代文化圏ゐ中で宇宙に関する特徴的な見方

i例えば地球説、太陽中心説、地球中心説など

�ﾜむ。うを持っていたギリシャ人達の宇宙に

ﾎする見方を探る。

　奈　須紀幸
i放送大学教授）10村上　陽一郎

i東京大学助教授）艦

2
宇宙観の変遷H
鼡ﾟ代的な宇宙観
@の形成一

　ギリシ々入の宇宙観がビザンツ・イスラムを
oて中世ヨーロッパに伝えられ17世紀に科学

Iな宇宙観の誕生を迎える事惰とその後の展開

�Tる。

同　上

3 固体地球研究の進展

　現在知られているところでは、固体地球は層
�¥造をしている。このような＝構造の解明はど

ﾌように行われてきたのか。また、存在する物
ｿはどのようなものと推定されているのかを学
ﾔ。以前人々は地球の内部についてどのように
z像していたのかという点についても触れる。

奈須紀　幸

4 大気研究の進展

　船乗り達の経験、天気図上に見られる気団、

O線、高・低気圧、高層気象観測で発見された

f星波、ジェッ．ト気流などが地球規模の大気大

z環像に組み込まれてきた。その変遷をあとづ

ｯる。

奈　須紀幸

寳�@井　富　雄
i：東京大学教授）

5

海洋研究の進展一海洋循環を

@　　　　中心に一

　海洋iの鎮著な現象である循環に：焦点を合わせ、

L史以来の海洋循環像の変遷を概観する。海洋
z環の研究は、未だ未解決の問題が多く残され
ﾄ与り、その解明は今後に待たれる。最近の研
?ﾉ力点を帯いて述べると共に、将来の研究を

燗W望したい。

奈　須紀幸

寰尠{　俊　彦
i東京大学教授）

6 地質時代の確立

　いろいろ1な時代に形成された地層や岩石を、

ﾇのように正確に識別し、順序正しく時代区分

ﾅきるかが、地球の歴史を学ぶ第一歩となる・

ｻ石を使ったり、放射性同位元素を用いたりし

ﾄ、次第に地質時代が確立されてゆく。

奈　須紀　幸

尓l　田　隆士
i東京大学教授）

7 大陸の研究の進展

　陸地は太古の昔から同じ形の陸だったのであ

?､か。ヒマラヤのような高い山地から、なぜ

Cの生物の化石が見出されるのであろうか。陸

ﾌ研究のためには、陸地そのものの調査だけで

ﾍなり立たないことがわかってきた。

同　上
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＝大気と海洋＝（TV）

〔主任講師　奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい

　固体地球を於澄う大気、澄よび固体地球表面の7割を誇齢う海洋の本質を知るために、色々な専門

分野にわたって学ぶ。

回 『テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　気温・湿度・気圧・風向・風速などは絶えず
ﾏ化している。とりわげ、高さに伴う変化は大 O浅　井　富　雄i

1 大気　の　構造
きく、例えば、国事㎞の高低緯度間の気温差は
墲ｸか10：㎞の高度差によって体験できる。地

（東大・海洋研・

@　　　　教授），
球規模でみた大気の平均構造の実態を把握し、
ﾈ下の各戸の理解に役立てる。

奈須　紀　幸

大気運動のエネルギー源は太陽である。地球
に降り注ぐ太陽放射エネルギーが大気中をどの

2 大気め熱収支
ように伝達され分配されたか、その道筋をたど
闊齦禔A地球も宇宙空間に向げて熱放射エネル，

　oｯ　　上
ギーを放出して、大気・地球系のエネルギーの
収支が成り立っている。大気の熱平衡について
考察する。

水蒸気の凝結や昇華、水滴の凍結などによっ
て微細な水滴や氷晶が空気中に形成される。そ
れらの粒子は併合過程を経て、雲粒から雨滴へ

3’ 雲　と　降．水 と成長する。雲や降水の形成にいたる野饗的物 伺　　上
理過程について述べ、さらに、雲と降水の巨視
的動態にもふれる。

4
対流と局地風

齣蜍C運動その1一

　4、5章では主に大気の運動を扱う。最初に
n球大気の運動のしくみとその特徴を要約し、

氓ﾉ、中・小規模の運動として地表面付近に形

ｬする対流混合層と水平の温度差によって生じ

驫C陸風や山谷風をとりあげる。

○木　村　龍　治

i東大・海洋研・

@　　助教授，）

ﾞ須紀　幸

日々の天気は高・低気圧の動向に大きく支配

5
低気圧と台風

齣蜍C運動その2一

‘されている。大規模な運動として、長大な前線
�ｺう温帯低気圧と巨大な渦巻きの熱帯低気圧
i台風）に焦点を合わせ、それらの構造や発達
ﾌしくみについて記述し、さらに：、これらの気

同　　上

象現象と大気大循環とのかかわり合いについて
ふれる

　地球上に大気が生成して以来、大気の状態は
竄ｦず変動をくり返しながら今日にいたってい
驕B気候変動のしくみについては不明な点が多

○浅　井　富　雄

i東大・海洋研・

6 気候　の　変動 いが、これまでの気候変動の実態とその原因、 教授）
とりわけ海洋の果たしている役割について述べ、
ﾅ後に人間活動の気候変動に澄よぼす影響につ

奈　須　紀　幸

いてふれる。

日常身近かな天気の変化から地球規模の大気
大循環にいたるまで、気象についての我々の知

7 大気研究の歴史
識や考え方がどのようにして養なわれ育ってき

ｽかを、その発展の節目に重点を細いてふりか
同　上

えり、併せて国際協力のもとで維持・展開され
ている世界の気象観測や予報の現状を示す。
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

海洋の科学的探検の時代から現今の海洋実験

の時代までにわたり、主として海洋と海底の構 ○寺　本俊彦
8 海洋探究の歴史 造と運動の面から探究の成果を概観し、海洋の （東大・海洋研5

・科学べと誘うよすがとするb・ 教授）

奈須♪紀　幸

海洋の物理現象の中でも特に顕著な海洋大循
環について、その成因、構造について説明し、

9 海洋大循環
それらを更に深く理解する上で必須な課題であ
髏l工衛星からの観測や深層の循環の観測につ 同　　上

いて述べ、関連する重要なトピヅクスである海
洋一大気系の大規模変動や海洋温度差発電につ

．いてふれる。

　海洋では常に沖から岸に向って波が打ち寄せ
ﾄいる。この波はどこで作られ、どのような性 ○木村　龍治

10 波　　と　潮　汐
質があるのか、実験を行って説明する。特殊な
gとして．高＝潮と津波に触れる。次に潮汐のメ

（東大・海洋研ザ

@　　助教授）
カニズムと水理模型による瀬戸内海の潮流の研
?ﾉついて述べる。 奈須紀　幸

生物の活動を通じて、’いろいろな元素が循環
ｵている（L酸素、炭素、窒素に注目して、海の ○服部　明　彦

11 海洋の物質循環
中に残された生物活動の軌跡をたどることによ
ﾁて、その動き、特徴などについて探る。生物

（東大・海洋研・

@　　　教授）
生産や沿岸の富栄養化の問題との関係に：ついて
烽ﾓれる。 奈須紀幸

12 海洋の生態系

　海洋の生物は大小¢）部分生態系に分れ、200
壕ﾈ浅の浅海系には植物の光合成活動があるが
[海系では微生物と動物のみとなる。沿岸域と
O洋域とでは種類も生物量も異なるが、近年、

○堀　越増興
i元東京大学教授）

内湾の有機汚濁が外洋にはみ出す傾向がみられ 奈　須紀　幸
る。

13 海底の生いたち

　深海底は中央海嶺で生れ、横に数cm／年の
ｬさで移動しながらしだいに：深さを増してゆく。
C底が生れる場所には多数の割れ目があり、熱
?ｪ噴出して重金属を析出させていたり、溶岩が露出している所もある。マリアナトラフなど

X聖半白禦あ騨槻模ながら海底が生

○小　林　和　男
i東大・海洋研・

@　　　　教授）

@奈須　紀幸

海溝は世界中で最も深い場所であるが、海洋
のへりに細長く並んでいる。深海底はここから

14 深海底の沈み込み
斜めに陸の下に沈み込んでいる。その形は深発
n震や地震の波の伝わり方から確認されている。

同　　上

海溝の地形や沈み込みのようすは地域によって
異なっていて、地震の起こり方や火山活動の歴

．も　ている

大陸の周辺には海底傾斜のゆるやかな大陸棚
がひろがっている。その外線の水深は、ほぼ

15 大陸棚の生いたち
120～140m程度である。このよう：な海底地形
ｪ生じたのは氷期・間氷期の繰返しに対応した 奈　須紀　幸
海水準変動が原因であることが判明した。その
経緯について説明する。
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＝生態学概論＝（R）
〔主任講師　岩城英夫（筑波大学教授）〕

全体のねらい与

　十体一個体群7群集の各ヒベルに診ける隼物と無機的環境、生物と生物との関わり合いを具体的事．

例をあげて講義し、生物的自然Q：構造と機能、生物群集や生態系の多様性、全体性およびその動的平

衡についての理解を深める。講義を通じて生態学の基本的原理と概念塗理解させ、また環境問題に対

する生態学の視点も述べる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
生態学とは

@　　　　一序論一・

　生態学とは何か5この講義の導入部として生

ﾔ学の対象、方法澄よび環境要因の捉え方など

ﾉついて述べる。
岩　城　英　夫

i筑波大学教授γ

2 生物と光環境

　生態系のエネルギー源である太陽光の分布と

G節変化は生物の生活に大きな影響を与える。、

ｶ物と光要因との関係を、光と植物の光合成・

ｬ長、光と動物行動との関連を中心に述べる。

同　　上

3 生物と温度環境

　生物は種類により異なる温度限界と耐性温度

�揩ﾁている。温度環境は地球上の場所に：より

ﾙなり、これに応じて生物の生活期間や分布が

?ﾟられていることを述べる。

同　　上

4 生物と大気要因

　大気の成分中、二酸化炭素は植物の光合成作

pの制限要因になりやすい。酸素は水生生物の

ｶ活を制約する。生物と大気要因との関係を説

ｾし、風や大気汚染の影響についても触れる。

同　　上

5 生物と水環境

　陸地に診ける水の分布と植物の水収支に：つい

ﾄ述べ、植物の生育や分布にとって水が重要な

ｧ限要因であることを説明する。 同　　上

6 生物と土壌環境

　植物の生育は土壌の物理的・化学的性質によ
ﾁて：影響を受ける。一方、植物や±：壌生物の

ｶ在は土壌の形成に大きな役割を果しているこ

ﾆを述べる。

同　　上

7 r気候と植生の分布

　温度と降雨量の地理的分布に応じて、地球上

ﾉはさまざまなタイプの植物群系が分布してい

驕B生活形と気候条件との関係、過去の気候変

ｻに伴う植生の変遷についても触れる。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 個体群の成長と調節 藤井宏一
i筑波大学助教授：）

9
動物の密度効果と

@　娘なわばり”

　有限の環境下に澄いて動物の個体数が増加す

黷ﾎいつゆは過密の状態に達：する◎このような

ﾟ密状態に対する動物の対応の仕方について論

ｶる。また、過密を避ける機構、特に配璽なわば

閨hについて、例を用いて論じる。

同　　上

10
競争ど気すみわけ”

　同じ資源を利用する異なった生物種間には種

ﾔ競争が存在しうる。種間競争とは何か。その

@構についてまず理論的に取り扱い、さらに、

孖ﾔ競争㊧結果として起こる程璽すみわけ”につ

｢て、観察例を用いて説明する。

同　　上

11 植物間相互作用

　植物の種内競争と種間競争の仕組みについて

qべる。まず同種の植物間で起こる競争密度効
ﾊと自然間引について述べ、次に異種の植物間：の競争の機構について説明する。

岩城　英　夫

12 捕　食　関　係

　食うものと食われるものの関係（捕食関係）
ﾍ生物群集内に：澄ける生物相互作用の中でも一
ﾔ重要な関係の一つである。葦ず捕食関係の動
ﾔに関する理論に：ついて述べ、次に実例を用い
ﾄ自然界におげる捕食関係の果す役割について
燒ｾする。

藤井宏一一

13 絶滅と安定性

　局所的に見た時、ある特定の生物種がその場
ﾉ長期にコリたって存続するとは限らない。その
笆ﾅの機構は何か。生物種の生物群集の中での
�р�_じつつ、早生物種の絶滅の可能性、そ
ｵて群集そのものの安定性について論じる。

同　　上

14 植物の繁殖戦略

　植物に：は一年生・多年生、草本・木本などさ

ﾜざまな生活の仕方があり、それぞれ特徴的な

ｬ長・繁殖様式をもっている。異なった還境下

ﾅこれらの生活様式がどのような生態的意義を

烽ﾂかについて説明する。

岩　城　英　夫

15
生物群集の構造と

g成

　生態系の性格を決める上で最も重要なのは植
ｨ群落の種類組成と空間構造である。群落構造
ﾍ生態系の微環境に影響し、また動物の分布も
ｻれに対応して独特の群集構造を形成すること
�qべる。群集構造の季節的変化についても触
黷驕B

同　．上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）・

植物群落の種組成や構造が時間とともに変化

する過程を遷移という。「次遷移、二次遷移の

16 生　態　遷　移
系列と＝最終的に到達する極相について述べ、遷

ﾚの機構について説明する。

岩　城　英　夫

伐採など入間の干渉によって植生が破壊され

た時、二次遷移の過程により植生はまた回復す

17 植生の撹乱と更新 る。この回では、人間の干渉と遷移との関係を

�泓ﾑや草原を例にして述べる。

同　　上．　　　　　　’

@　　　　　漸渇

生態系のエネルギーの流れにおいて植物（生

プ

18 物　質　生　産
産者）が果している役割を論じ、地球上の各種

ｶ態系による一次生産力とその効率について述
同　　上

べる。

生物群集に言いて、捕食関係は何段にも積み
重なっている。上位種の存在は下位種に依存す

19 食物連鎖と栄養段階
る。即ち上位種は下位種からのエネルギー獲得
ﾉよってのみ存在可能となる。群集構造をこの

：藤　井　宏一

ような観点から見た時、どのような全体像が考
えられるかを論じる。

生態系の中の死んでいる有機物の堆積量はき

20 デトリタスと分解者

わめて大きい。この回では、生物の遺体や排出

ｨを分解する分解者の役割について述べる。
岩　城　英　夫

生物体を構回する元素は生物体と環境の間を

21 生物地球化学的循環

繰り返し循環して使われる。この回では、地球

I規模で循環する炭素、窒素、水の動きと、そ
同　　上

の循環系に対する入間活動の影響について述べ
る。

陸上生態系、特に森林生態系内に於ける栄

22
栄養塩類の循環1 養塩類の生物学的循環について説明し、森林伐

ﾌなど入間による干渉が循環系をどのように：撹
同　　上

（陸地） 乱するかを述べる。

9

湖沼や水界をとりあげて、主な生元素（N、

23
栄養塩類の循環2

@　　　　（水界）

C、S、　Pなど）で構成される栄養塩類の循環
�A特に水界を構成する媒質である水の性質に

?ﾚしながら紹介する。気体型（N、C、　Sな
ﾇ）と沈殿型（Pなど）の循環を比較し、それ

高　中正　征

i東京大学助教授）

それの特徴を考える。
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面 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容　　　　　　　　　　　　　　　じ 担当講師、
i所属・氏名）、

遷移の進行に伴：って生態系の特性は次第に変

生態系の発達と 化する。遷移の途中段階と発達段階におげる生

24 態系の構造・機能面の特徴を、エネルギー流、 岩．城　英　夫
安定性 物質循環冠種の多様性、系の安定性などについ

て比較して論じる。

㌣

農業生態系は入為的につくられた生態系とし

農業生態系r て、自然の生態系とは違った特徴をもっている。

25 （エネルギー流と この回では1農業生態系に於けるエネルギーの 同　　上
物：質循環） 流れと物質循環系の特徴を近代的農業と伝統的

農業と対比しながら説明する。

人為的に作り上げられた農業生態系の中では

農業生態系2 競争、捕食：関係のような生物相互作用が最も顕

26 （害虫防除の生態
@　　　　　　学）

著に現われてくる。人間の目的を阻止しようとす
驫Q虫を防除するために、生態学的知識がどの
謔､に：利用されてきたかを実例をあげて論じる。

藤井　宏一

都市という入工的な生態系の中では気候環境

27 都市生態　系
も生物相もかなウ変化する。この回では、都市

ｻに：伴う動植物相の変化について実例を挙げて 岩　城英　夫
説明し、また生物指標を用いる環境診断につい
ても述べる。

入間は生態系に依存し、生物資源を利用して

生態系の利用と 生きている。生態系を良い状態で保存し、荒廃

28 しないように利臥維持、管理し、自然と入間 同　　上
環境保全 の共存をはかることが環境保全の目的である。

この回では生物資源の適正高高と自然について述べる。

生活環＝境保全のための科学（環境科学）への

29 環境汚染の生態学
生態学的手法導入の意義を述べ、特に：大気汚染

ﾌ植物影響と緑地の大気浄化機能について説明
戸　塚　　　績

する。また水質汚濁、土壌汚染についても触れ （国立公害研室長）

る。

これまでの講義のまとめとして、生態系と入

人類と生物圏 間生活との関わりあいについて、入口増加、食

30 糧：不足、環境破壊などの問題に触れつつ、多面 岩　城英　夫
一まとめ一 的に論じる。
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　　　　＝現代資源論＝（R）

〔主任講師：山口梅太郎（東京大学教授）〕

全体のやらい，

　資源問題が論議されている割り・には、鉱物資源について、例えば、鉱物資源と人間とのかかわり合・

いや、資涼の分布や資源量の問題、資源を獲得し、利用するための技術、更に、わが国としてどう対

応すべきかといったことがあまりにも知られていない。このセミナーでは鉱物資源の諸問題を、その’

開発と利用を中心に、技術的側面から概説する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・道具の使用　・青銅器の発達　・鉄の時代

・資源とその利用

1 鉱物資源と文明
山　口　梅太郎

i東京大学教授）

・成長の限界　・石油20年説　・資源の価格と

消費

2 成長　の限界 同　　上

・地殼中の元素　・再生不可能な資源

資源の有限性につ
3 同　　上

馬・て

・鉱床　・埋蔵（鉱）量と資源量：・鉱床の形成

・鉱床の分類　・マグマ鉱成床　・堆積成鉱床

4 鉱床の分類と成因 武内　寿久禰
（東京大学教授）

・金　・銀　・銅　・鉛・亜鉛

貴金属、非鉄金属
5 同　　上

資源

・鉄　　・マンガン　・アルミニウム　・チタン

6 構造材用金属資源 同　　上

・錫・タングステン・モリブデン　・ニッケル
・クロム　　・コバルト（Co）

7 鉄合金用金属資源 同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

・希土類（RE）　・核融合発電　・リチウム

先端技術に必要な （：Li）　・ベリリウム（Be）　・’ニオブ（Nb）

8 ・シリコン（Si）
武　内　寿久禰

鉱物資源

・原子力発電に三三な地下資源　・ウラン鉱床

の形成　・ウラン資源の偏在と資源確保　・放

9 核燃料鉱物資源 射性廃棄物の処分 同　　上

・．近代産業を支える非金属資源　・石灰石

・ダイヤモンド　・リン鉱　・蒸発岩　・粘土

10 非金属鉱物資源 鉱物　・沸石　・流黄 同　　上

・はじめに　・エネルギー需要の推移と現状

・エネルギー需給の将来予測

11 エネルギーと文明 冨　永　博夫
（東京大学教授）

・はじめに　・化石燃料資源　・核燃料資源

12 エネルギー資源 ・同　　上

・はじめに　・天然ガスの探査、開発、生産

・LNGの生産と輸送　・LNGの用途
13 天　　然　　ガ　　ス ・LNGの冷熱の利用　・天然ガスのメ．タノー 同　　上“

ルへの変換利用

・はじめに　・石油の鉱床　。石油の探鉱

・石油の開発と生産　・石油の強制回収・

14 石　　　　　　油 ・海底石油の開発 同　　上

・はじめに　・石炭の成因と分類　・石炭の生

産と供給　・石油の利用技術の開発

15 石　　　　　　　炭 同一上
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回 デ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・はじめに　・オイルサンド資：源の埋蔵量：

・オイルサンド鉱床の特性　・採収技術

16 ：オイ　ルサン　ド
・ビチュメンの精製 冨　永　博　夫

●はじめに　・オイルシェーノレの資源埋蔵量

・オイルシェールの性状　・採掘と乾留の技術

17 オイルシェール
・精製プロセスと製品 同　　上

・日本は資源のない国ではない、・鉱物資源の

わが国の鉱物資源 輸入　・資源確保の方策

18 山　口　梅太郎

とその確保

・鉱床探査の必要性　・山相学、・地質調査

・物理探査　・地化学探査　・試錐　・数理地

19 鉱物の探査と評価 質学の応用　・海外における探査 武　内　寿久禰

・合理的な開発，

20 鉱山の開発　　（1） 山　口　梅太郎

、・坑内採掘　・採鉱法　・坑内環境の整備
、

21 鉱山の開発　　（皿） 同　　上

・特殊な方法による鉱物資源の採取、・採掘作

業のロボット化

22 鉱山の開発　　⑪ 同　　上

づ鉱石の事前処理　・フルイ分けおよび分級

鉱石の処理　　（1）

23 井⊥外志雄
一処理のフロー （東京大学教授）
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回 テ、　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・比重選別　・静電選別　・磁力選別　・色彩

鉱石の処理　　⑲ 選別
ρ

24 井上　外志雄
一物理的分離の原理と

方法

・浮遊選別

鉱石の処理　　⑪
25 同　　上

一物理化学的分離の原

理と方法

・乾式製錬　・湿式製錬

鉱石の処理　　⑲
26 同　　上

一襲　錬

・三三鉱物資源　・陸上から海底へ連続する鉱

海から得られる鉱 床　・海底の堆積鉱床　・深海底熱水鉱床
27 山　口　梅太郎

物資源

・未利用資源　・低品位資源の開発　・自然工

未利用資源とリサ ネルギーの利用　・廃棄物利用　・リサイクル

28 ・再資源化の問題　・再資源化の技術 井　上　外志雄

イクル

・探査清報の処理　・鉱山開発とOR手法
資源開発における ・原料の配合とプラントの自動制御

29 同　　上

情報処理

・資源開発に伴う自然環境の破壊　・資源利用

と環境保全との調和

30 資源開発と環境問題 山　口　梅太郎
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＝現代物理学1＝（R）

〔主任講師：江沢　洋（学習院大学教授）〕

全体のねらい
　物理学は20世紀のはじめの30年間に大きく変ったξそれまでの、ニュ』トンの力学とマクスウェ

ルの電磁気学を二本の大黒柱とした古典物理学が、帆相対性理論と量子力学に席をゆずったのである。

この講義では、その必然性をしらべ、変革の深さを測って、現在の物理学の動ぎを見定めたい。探究

は依然つづいているのだから。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　．容 担当講師
i所属・氏名）

古典物理学の二本の大黒柱の三方をなした二
ユートン力学の構造を復習する。それは、初期 江　沢　　　洋

条件と力の法則、運動方程式の三つ組を骨とし
1 力学的世界観 て未来を決定論的に予言する◎一時は、これに

謔ﾁて宇宙の万象を運動に還元して捉えきるこ
（学習院大学ｳ　　　授）1

とができるとさえ思われたのだが？

第1回に引きつづき、古典物理学のもう一一方

の大黒柱であったマクスウェルの電磁気学の構

2 電　磁場　と光
造を復習する。ここでは、力学の主役であった
S子にかわって「場」が登場するが、初期条件

〃　．

と運動方程式から未来を決定するという論理は
変わらない。光も場の伝播である。

光の本性の追及から時間と空間の概念の根本
的な再検討が必要になり、相対性理論が生みだ

3 相対性理論
された。それは同時にマクスウェルの電磁場の

@則に潜んでいた美しい対称性をあらわにする
〃

ことであり、それを力学にも及ぼすとニュート
ンの法則を変革することにもなった。

ニュートンの力学は、けた別の面から、物質

4

電子の発見と物性
の基本的構成要素の発見にともない構造の変革
�翌轤黷驍ｱとになる。はじめ電子があらゆる

ｨ質に共通な構成要素と知れたときにはその運
〃

の電子論 動を力学と電磁気学で解析すれば物質の電気的
覗光学的性質は理解できそうで……。”

物質の構成要素の発見は、新現象の発見に裏
打ちされながら進んだ。連鎖反応である。放射

5 放射能の発見
能の新らしさは次の3点に要約される：不変と
Mじられていた元素の壊変をともなうこと、真

〃

空放電や化学反応に比べてエネルギーが桁はず
れに高いこと、偶然事象であること。

放射能のもたらす高エネルギー粒子を物質に

6

原子核の発見と原
打ちこんで探針とし内部構造をさぐる研究が原
q核の発見に結実した。しかし、微小な原子核
�ﾍるか離れて電子がとりたこむという構造は、

〃

子の安定性 古典物理学にしたがうかぎり安定に存在し得な
い。これは物理学にとって難問だ。

物質が光を放出したり吸収したりする現象に

おいても古典物理学は窮地に追いこまれていた。

7 量　子　の　発見
プランクは熱した物体のだす光の色の問題で光

ﾍエネルギーの定まった塊であると考えざるを
〃

得なくなり、マクスウェル理論との折り合いに
悩んだ。光は粒子なのだろうか？

一617一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属減氏名）

8

原子の模型と対応

ｴ理

　アインシュタインは力学的振動のエネルギー
熾s連続だとして、固体比熱の謎を解いた。電
･気学と力学の両方に現われた古典物理学の限
Eを、ボーアは原子の模型に集約した。原子の
｢界は古典物理の世界と対立するが、互いの移
s関係にも注目せねばならない。

江沢　　、洋

i学習院大学ｳ　　㌧授）

9 行列力学と波動力学

　ボーアの対応原理の数学的含意をハイゼンベ
泣Oは行列力学として取りだした。他方、シュレーディンガーは、波動と粒子の対立を物質粒

qにまで押し拡げたド・ブローイーの飛躍を数
w的に整備して波動力学を発見した。二人の主
｣は方法論上でも鋭く対立していた。

〃

10 量子力学的世界像

　行列力学と波動力学とは、見かけの相違にも

ｩかわらず、一つの体系の二つの異なる表現で
?驍ｱとがわかり、量子力学に統一された。そ
ﾌ世界像は、古典物理学におけるそれと根本的
ﾉちがっている。粒子は位置と速度の両方を同
桙ﾉもっことができず這波動は……。

〃

11

原子の：構造と化学

牛

　量子力学によって、原子の構造は歯車仕掛けの機械などと同じように精密に計算：できるよう

ﾉなり、周期律をはじめとして諸性質の謎が解
ｯた。原子たちが互いに結合して分子を作る仕
gみもわかり、化学は物理学の翼下に入った。いまや分子の設計も可能である。

〃

12 物性物　理学

　電子と原子核が多数：一一億の一億倍のその

ﾜた一億倍といった個数泌集まった系の物理
Iな振舞いも量子力学で計算し予言することが
ﾅきる。こうして、固体の電気的性質の理解が
iんだ。これがトランジスタの発明を生み、今
冾ﾌエレクトロニクスをつくった。

〃

13 原子核の内部

　原子分子・固体の構造の解明に成功した量
q力学も原子核の内部には適用できないのでは
ﾈいかと思われた時期もある。その多くの謎も
瑞ｵ子の発見と中性微子の仮説で解けた。量子
ﾍ学は放射能の謎であった本質的偶然性を説明
ｵ、核種ごとの安定・不安定も解明。

〃

14 素粒子の世界

　原子核のベータ放射能の特徴的メペクトルか
迺?ｫ微子の存在が推論されたのに続いて、湯，

?G樹は原子核をひとかたまりに結び合わせて
｢る力の特質から中間子の存在と性質を推論し、
ﾊ子物理学に新分野を開いた。今日では素粒子
ﾌ内部構造が議論されている。

　　　　！

V

15 場　の　量　子論

　量子力学は光と電子の相互作用の問題から始

ﾜったが、いまやその理論は相対性理論の要請
ﾉもあう形に美事に整備され、実験とも他に類
�ｩないくらいよく一致している。しかし、こ
ﾌ理論には本質的な欠陥があり、それを克服す
髑ｽくの努力は未だ成功していない。

〃
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　　＝現代物理学H＝（TV）
〔主任講師：江沢　洋（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　現代物理学1で得た量子力学的世界に対する理解を、より現代的な話題に即して深める。テレヴィ
放送を生かすため、最先端の研究をしている実験室の訪問を多くしたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 結　　　　　　晶

　物質は粒子の集まりだという認識が現代物理
wの出発点である6それらの粒子は、原子なら
ｼ径にして百億分の一メートル、原子核ならそ
ﾌ十万公の一、そんなに小さい粒子たちのこと

ｪどうしてわかったのか？　雪の結晶からはじ
ﾟて考えを進めてみよう。

　江　沢　　　洋

ﾀ験
@黒　田　登志雄
@北大、教授
@低温研

2 電子と原子核の発見

　電子も原子核も、机の上にのる小さな手づく

閧ﾌ実験装置で発見された。しかも古典物理学

�?竄ﾂって！　どんな実験とどんな論理がつ

ｩわれたのか振りかえって、これからの勉強の

ｫ場を固めよう。

江　沢　　　洋r

3 光　の　本　　性

　光は波であるといわれ、また粒子であるとい

墲黷ﾄ、歴史上に争いが続いてきた。それを現

繧ﾌ眼で見たらどうなるか？　実験をしながら

lえる。

　江　沢　　　洋

ﾀ験：

@窪　田　健二
@お茶の水女子大
@助手　理・物理

4

電子に見る粒子性

ﾆ波動性

　電子も、しかるべく舞台を設定すれば波のよ
､な振舞いを見せてくれる。では、そのとき粒
qらしさはなくなってしまうのか？　最近、技
pが非常に進んで、位相のよくそろつた電子の
gがつくれるようになったので、美事な実験が
ｨ目にかけられると思う。

　江　沢　　　洋

ﾀ験
@外　村　　　彰

@日立基礎研
@主任研究員

5 原子の量子力学

　原子の内部では電子の波動性が顕著に現われ

驕Bその理解に立つと、原子内部の電子たちを
?關l形のように自在に動かすことができる。

ｽとえば化学的に不活性といわれている柿ガマ
ﾌ原子も、そのなかの電子を操っ．て化合させる
ｱとができるのだ、その実験：。

　江　沢　　　洋

ﾀ験
@小　谷　正　博

@学習院大教授
@理学部　化学教室

6 分　子　の　構造

　原子たちの化学結合の仕組みを明らかにした
ｱとは量子力学の大きな成果の一つである。つ
ﾜり、分子のなかは量子力学の世界、そこをX
?笂d子線で見たらどう見えるのか、そこに見
ｦる姿は何をわれわれに語っているのか、コン
sューターの画像と対照して説明。

　江　沢　　　洋

|　飯　島　孝夫

@学習院大　教授
@理学部　化学教室

7

量子力学的な運動

ﾆは　（1）

原子や分子の「定常状態」では、電子が運動

ｵていないわけではないが、それは見えない。
ﾊ子力学の世界にも運動があらわになる現象も

?驍ﾌで、それが特に顕著なものを取り上げて、

Rンピューター・アニメーションで見ていただ
ｭ。まずは、トンネル効果など。

　　　　？

]　沢　　　洋

@　　oiコンピューターAニメーション）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名り

8

量子力学的な運動

ﾇは　（2）

前回の続き。散乱、光り放出と吸収。

江　沢　　　洋

@　　oi鶏二；ご；う、

9 固体の中の電子

　結晶のなかでは原子が規則的に、周期的に並んでいるので、そこを走る電子は周期的な力をうける。この場合、量子力学によると、電子は

ｴ子たちに散乱されることなしに直進すること
ｪできる。その様子から電気の良導体、半導体．
竕書ﾌの区別も生ずるのだ。

　江沢　　　洋．

ﾎ験
@森　垣　和　夫
@　（交渉中）

q研教授）

10 半　　　導　　体’

　現代のエレクトロニクスは半導体の量子力学的な特質をフルに利用している。特に、強い電場をかけてその表面に電子たちを押しつけた系（MOS素子）は、電子の密度を人が意のままに制御することのできる理想的な「実験：室」である。基礎物理学から応用まで。

　江　沢　　・洋・

ﾀ験
@川　路　紳治
i学習院大　教授理学部化学教室）

11 相　　　転　　　移

　固体や液体は、温度をゆっくり変えて頃くと体積や電気伝導度など性質がなだらかに変化する。しかし、水が氷になるときのように、特別の温度では性質がガラッと変わる。これが相転移である。そのとき原子の世界では何が起っているのか？　アニメーションを混えて。

　斉　旧基彦i
断
編
理
鯉
馬
糞
（
凸
版
印
刷
）

12 極　　　低　　　温

　温度というのは、原子の世界のざわめきの指標である。温度を下げてゆきながら原子たちのざわめきの変化を聴いてみよう。そのとき電気低抗などの物性はどう変ってゆくか？　極低温に達すると電気抵抗がストンと0になる。これは超伝導状態への相転移である。

　江　沢　　　洋

ﾀ験
g広　和夫

i霧技㈱学研）

13 超　　　流5　動

　極低で液体ヘリウムが相転移をおこし粘性を失なう現象。そのとき、流体の常識に反するさまざまの舞いが見られる。これらも、しかし、ちゃんと量子力学の法則にしたがい、起るべくして起っていることなのである。そうわかるまでには二十年もかかったのだが6

　江沢　　　洋

ﾀ験
@小林俊一
@（東大教授）　池畑

@（東大助教授）
i理学部物理教室）

14 高エネルギー現象

　江沢　　　洋

ﾀ験
@高　橋　嘉右
i高エネルギー物理研究所教授）

15 宇宙の成り立ち

　20世紀の物理学は原子から原子核の内部へ、そして素粒子の構造へと極微にむかって進んで

ｫたが、核反応が星の進化と元素の生成に関わ

閨Aさらに最近では素粒子の対称性や反応が宇
?ﾌ始まりに関わることがわかって、極微が極
蛯ﾉ結びついた。

　江沢　　　洋
ﾀ験：

@海部宣男（交渉中）
i羅山回宙旧観）　杉本大一部佼渉中）（東大教授、教養学部）
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　　　＝物質の科学1＝（TV）
〔主任講師：田丸謙二（東京理科大学教授）〕

全体のねらい

喬校で習った気体についてのデーマを原子・分子という微視的立場から見直す。

　理想気体の状態方程式やそのはずれとして澄こる諸現象に対して、微視的立場からの説明を与える。
さらに、気体分子の構造や結合澄よび反応について、簡単な量子力学的説明を与える。現在の研究を

紹介し、この分野の研究の最先端を示す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

空気が気体として認識されてから、どのよう

1

空　　　気　　（1）

鼡C体の概念と発展一

にその実体が明らかにされて来たかの歴史を述
ﾗる。気体が原子や分子から形成されていると
｢う概念に到達した実験的・理論的根拠を明確
ﾉする。理想気体、実在気体と臨界現象につい

近　藤　　　保

i東京大学助教授）

ての関連にもふれる。

気体の巨視的な性質を示す状態方程式が、微

2

空　　　気　　（2＞
．視的な性質から気体分子運動論を用いてどのよ
､に説明されるかについて述べる。気体粒子間
ﾉ相互作用が存在するとき、理想気体の状態方 同　　　上

一成分と性質r・

@　　　　（その1）
程式がどのようになるかを示し、臨界現象など

�燒ｾする。

空気の成分分子による発光、吸収スペクトル
回折現象などについて述べる。電波天文台によ

空　　　気　　（3） って観測された星間分子のスペクトルなどを示

3 す。このようなスペクトルを解析することによ 同　　　上

一成分と性質一
@　　　　（その2）

って、どのように分子の構造や内部状態が解明
ｳれるかを示す。このような解析の基礎となる
ﾊ子力学的な理論を平易に解説する。

空気中で一番重要な燃焼反応について、原子

4

空　　　気　　（4＞

黷ｻの反応一　（1）

・分子の立場から説明する。
土　屋　荘　次

i東京大学教授γ

環境化学の立場から、光化学スモッグの発生

5

空　　　気　　（5）

黷ｻの反応一　（2）

に関連した光化学反応の初期過程を考察する。

ｱのような反応過程理解の基礎となる簡単な反

棊攪_（あるいはモデル）について、平易に解
同　　　上

閉する。

現在、これら分子の構造や反応の研究はどこ
まで進んでいるか、最新の話題は何かについて

空　　　気　　（6） 概観する。レーザー、分子線、質量分析器など 近　藤　　　保

6 を用いた最新の研究例を紹介し、どのような方
一現在の進歩と将来一 向を研究しようとしているか、そのねらいなど （東大助教授）

について述べる。

地球と宇宙における水の存在様式と量につい

7

存在状態と物質の

ﾁ徴
@　一水一（1）

て述べ、次に近代科学の発展とともに水に関す

髓m識とその利用がどのように進んできたかを

T説する。水が特殊な物性をもつ化合物である

ｱとを類縁化合物との対比から明らかにする。

田　隅　三　生

i東京大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

水蒸気、水、氷の状態図とクラウジウスーク

状態図と水溶液の ラペイロンの式、蒸気圧降下、沸点上昇、共沸、 田　隅　三　生

8 凝固点降下、寒剤、溶解度、電離、PH、移動

偉質 度、当量電導度などについて概説する。， 、〈東京大学教授）

一一 ?黶i2）

自由分子としての水分子の分子構造とその決

定法、氷の結晶構造とその決定法、水分子の電

9 水分子と氷の構造 子構造と双極子モーメント、水素結合の本質に 同　　　」二

ついて述べる。重水に？いてもふれる。

一一 ?黶i3）

液体としての水の構造とその研究法について

述べ、物性との関連性を考察する。粘性、表面 中　西　浩一郎

10 水の構造と界面現象 張力、単分子膜、ミセル形成、界面活性剤の作

用などを概説する。 （京都大学教授ジ

一水一（4）

生体物質、とくたタンパク質と生体膜の構造

生態物質とのかか と機能が水の存在とどのようにか玉わりあって
野　田　春　彦

11 いるかを考察する。

わりあい （放送大学教授）

一一 ?鼇D
結晶の構造、また結晶をつくっている分子の

食　　　塩　　（1） 構造はどのようにしてわかるかを食塩を例とし
小谷　正博

12 て説明する。波の回折の原理を学んだあと結晶

結晶構造をきめる によるX線の回折の実例を見る。 （学習院大学教授）

結晶の中で原子や分子は静止しているわけで

13

食　　　塩　　（2）

e　性　と　振動

はない。熱は物質の中で振動としてたくわえら
黷ﾄいるし、、また音は物質のなかを波として伝わってウく。このような振動やまた物体に力を

ﾁえたときに起る弾性変形が原子間の力とどの

同　　　上

ように関係しているかを述べる。

食塩は目に見える光に対しては透明であるが

14

食　　　塩　　（3）

�w　的性・質

ある波長の赤外線に対しては強い吸収を示す。また食塩の屈折率は波長によって異る。光が物

ｿを通りぬけるときに起るこれらの現象がどの
謔､に物質の構造と結びつけて理解されるかを

同　　　上

解説する。

食塩は化学工業における主要な原料の一つで

15

食　　　塩　　（4）
ソーダ灰、か性ソーダ、塩素などの無機薬品がつくられ、ガラス製品、繊維製品、医薬品、な

笛木　和　雄

ソーダと塩素
どの製造、上水道の減菌など広く利用されてい

驕Bソーダと塩素の製法と利用について説明す （東京大学教授）
る。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16

鉄　　　（1）

1）鉄は諸々の金属の中でも最も重要な位置を
閧ﾟる。の鉄の特徴を合金化、相変態、焼入・
ｫ、加工性、集合組織、等で述べる。iの鉄と
|の定義。iv）鉄の結晶構造。　V）現代製鉄法

田　中　智　夫

?關ｻ鉄㈱エン
Wニアリング事

白金の王一鉄一一 の概要、鉄鉱石の還元による銑鉄の製造と酸素 業部研究開発セ
精錬に：よる鋼の製造法を簡単に述べる。 ンター所長

1）鉄の塑性変形挙動と降伏強度、引張強度の

鉄　　　（2） 定義。のクリープ強度、疲労強度の概念。の
攪_強度と実際の材料強度との　離。IV）転位

17

転　　　移　　　論
論の概要。転位モデルによるすべり変形。Zr即
獅モ求|Read源、部分転位と交叉すべり、多結晶

同　　　上

体の構造と降伏のメカニズム、等を述べる。

D鉄合金の成り立ち。の状態図の熱力学と

18

鉄　　　（3）

Sの百　面　相

状態図の読み方。の鉄一炭素2元状態図とそ
ﾌ重要性。IV）相変態の概要。拡散変態と非拡
U変態、特にマルチンサイト変態の特徴を述べ
驕BV）連続冷却変態図。　vD各種熱処理法。

同　　　上

vの　ミクロ組織と機械的性質の関係。

合金設計と製造プロセス制御により機能性の
鉄　　　（4） 高い鋼を作ることが出来る。D低温靱性の優

19 鋼の高機能性の代
れた鋼一脆性破壊のメカニズムと低温靱性。

c形状記憶合金一熱弾性マルチンサイトの利 同　　　上

表例 用。の集合組織制御一（111）集含組織によ
る深絞り用鋼とGoss方向による方向性珪素鋼。

有機化合物の中心元素である炭素原子の結合

炭　　　素　　（1） 様式をSP3、　SP2、　SP純：成軌道について説明す 池　本　　　勲

20 る。これらの結合をもつ典型的な化合物、ダイ

一混成軌道一 ヤモンド、グラファイトの性質、興味ある点を （東京都立大学教授）
とりあげる。

炭素一炭素の単結合および2重結合のまわり
炭　　　素　　（2） の内部回転について説明し、内部回転ポテシシ

21 一分子内部回転と回転

ﾙ性体一

ヤルの形、ポテンシャル障壁の高さと回転異性
ﾌ、幾1可異性体の存在との関係を明らかにする。
ｽ状分子、合成および天然高分子、生体高分子

田　隅　三　生

の分子構造との関連にもふれる。

有機化合物の主な骨格は炭素と水素からでき

22 有機化合物の多様性

ているが、これに、酸素、窒素、硫黄、リンな
ﾇのいわゆるヘテロ原子が加わることにより、
^に有機化学の特徴である有機化合物の多種多
l性が実現できることを、原子団、官能基など

　武　井　　　尚

i東京工業大学助教授）

の概念によって系統的に説明する。

右手型と左手型という、立体的・空間的な分

23

光学活性体の有機

ｻ学

子構造の差異によって生ずる光学異性体の世界
�A糖、アミノ酸、抗性物質など身近な例から

闕ﾞをとりあげて解説する。あわせて、分子模
^の使い方、絶対配置の表示法、光学活性体の

野平　博之

i埼玉大学教授）

作り方などについても解説する。
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圓
　∫

e　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

炭水化物、タンパク質、アミノ酸、脂質、核

生態を構成する有 酸など、生物体を構成する主要物質の構造とそ 畑　　　辻　明
24 の役割を明らかにし、これらの物質に対する有

機化合物 『機化学的な研究方法と、その成果および生命化

wにおげ為今後の役割について展望する。
（東京工業大学教授）、

有機化学は、生命の合成能力に対する畏敬・

25

分　子　を　彫る

L機化合物¢）㌧
≒ｬと反応

あこがれ・挑戦というような気持が入り混って
ｭ展してきたカ㍉近年において、独自の合成手
@の発展も著しい。多種多様な有機化合物をい
ｩに自在に合成できるようになったか、その最

向　山　光．昭

i東京大学教授）∫

新の手法と考え方を解説する。
｝

繊維、プラスチック、ゴム等日常生活に欠か

26 高分子の特徴
・せない材料として数多くの合成高分子物質が使
墲黷ﾄいる6一方、核酸、タンパク質、’ ｽ糖は

井上祥　平
生物にとって必須の高分子物質である。これら・の用途、機能にとって高分子であることはどん’

（東京大学教授）

な意義があるのかを考える。

高分子物質の性質の特徴の一つは、熱的性質、
力学的性質、電気的性質などの物理的性質にあ

27 高分子の構造と性質 り、これが用途の基礎ともなっている。ここで ，　　阿　　　上

はこれらの性質が高分子化合物の分子構造、お
よび分子の集合体の構造とどのように関連して
いるかを考える。

高分子化合物はどのようにして合成するか、

その分子の大きさはどのような要因で決まるか、

28 高分子をつくる 分子の構造を制御するたはどんな方法があるか
同　　’上

を考える。また実際の高分子材料をつくるに当
たって、フィルムや糸はどんな方法で成型・加
淫するかについても触れる。

高分子の化学反応によってまったく新しい高

分子をつくり出したり、部分的反応によって性

29 高分子の反応 質を変化させたりすることができる。ここでは
uｪ子の化学反応の特徴とその応用について考 井　上祥　平

える。物理的性質の特徴と化学反応性を組合せ
た機能性高分子の例にも触れる。

30 ま　　　と　　　め1 田　丸　謙　二
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　　　　　　　　　　　　＝物質の科学Hニ（TV）

　　　　　　　　　　　　　　一ミクロからみた物質一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：上村　洗（東京大学教授）〕

全体のねらい
　物質の示す様々な巨視的性質をミクロの法則で如何に解明できるかを、量子論の初歩的な段階から出

発して、分り易く講義する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　、容 担当講師
i所属・氏名）

物質の構成要素である原子の電子状態につい

1

物質：の構成要素

@　　　　一　原子

て、最も簡単な原子である水素原子を例にとっ

ﾄ、そのミクロな特徴を解説する。特にミクロ
ﾈ世界を支配する量子力学の復習に力点をおく。
ｱれを基にして原子の周期律表を二一的に説明

上　村　　　洗　・

i東京大学教授）

する。

自然界には、原子が単独として存在するより
は、分子あるいはその凝集体として存在するも

2 原子から分子へ
のが多い。．なぜ分子ができるかの原因を、最も

ﾈ単な水素分子を例にとって説明する。
同　　　上

日常我々が対象とする物質の多くは結晶状に
なっている。結晶内では原子は規則正しく配列 中　尾　憲　司

3 原子から結晶へ
している。ここではこの結晶の特徴について、

P次元格子を例にとって、並遊対称性、エネル
Mーバンド等の重要な概念を説明する。

（筑波大学助教授）

結晶中の電子のエネルギーバンド構造を、殆
んど自由な電子の近似で議論し、その特徴を説

4 結晶の中の電子
明する。バンド構造による金属と絶縁体のちが

｢を明らかにする。
同　　　上

原子が集合して結晶を作るときに、その結合

5

化学結合と結晶の

ｪ類

の仕方には、共有結合、イオン結合、金属結合、

tァン・デル・ワールス結合のように色々の種
ﾞがある。それぞれの結合の代表的な物質を例
ﾉとって、なぜそのような結晶構造ができるの

上　村　　　洗

かを説明する。

代表的な半導体のシリコン、GaAs、　CdS等
のエネルギーバンドの特徴を概観する。特にエ

6 半　　　導　　　体
ネルギーギャップと有効質量の重要性、不純物
ﾌ導入による浅い不純物準位の存在を指摘して、

中　尾　憲　司

絶縁体とのちがいを説明する。

電気伝導とホール効果について説明する。次
に金属と半導体の伝導現象について、その特徴

7 固体の伝導現象
のちがいを議論する。

川　路　紳　治
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

固体の光に対する性質のいくつかを考察する。

特に、金属についてはなぜ光沢があるか、半導 田府田　隆　夫
8 光に対する性質 体と絶縁体についてはなぜ透明か、これに関連

した基礎吸収と励起子吸収に関して説明する。 （東京大学教授）

Pn接合の構造と整流特性を説明しごこれを

利用したトランジスタ作用を解説する。7
9 半導体素子の基礎 川　路　紳　治

巨視的な物質は、反磁性体、常磁性体、強磁

10 磁性　体　と　は

性体である。これらの磁性をになうものは、その構成要素である電子の磁気モーメントである。

錘挙Iな物質に磁場を加えると、どのようにし

近　　　桂一郎

て磁化が発生すちかを、ミクロなメカニズムに （早稲田大学教授）

立って説明する。

強磁性体や反強磁性体では、ミクロな磁気モー

メントが自発的に整列した秩序状態ができ上って

11 磁性のミクロな起源 いる。このことを示す実験事実を紹介する。さら 同　　　．上

に、モーメントの整列をひき起す力の原因につい

て説明し、特に種々の強磁性物質を紹介する。

ルビー、サファイア等の宝石はなぜ美しい色
を示すか、鉄族イオンを含む常磁性体を例にと

12 磁　性体　と　光 って、その光物性の特徴を説明する。さちに、 同　　上
光磁気記録への応用について説明する。

小　林　俊一
13 超　　　伝　　　導

（東京大学助教授）

固体の表面は結晶内部とは異なる原子構造を

とっている。いくつかの特徴的な例を示し、そ 塚　田　　　捷：

14 固体の表面構造 の原因について考える。表面に特有な秩序状態

や、表面上の原子の振動や拡散についても紹介 （東京大学助教授）

する。

表面の電子状態は、表面で澄こるいろいろな

固体表面における
現象を理解するかぎである。表面にとらえられ

15
電子，

た電子の状態、仕事関数のなりたち、化学吸着

ﾌメカニズムについて述べる。さらに表面の励起
同　　　上

機構や、電子分光法の原理について説明する。
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：＝@物　質　の　科　学　皿 （R）

〔主任講師：野田春彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　我々の見る物質は100種に足りない元素の組み合わせであるが、・ほとんど無限ともいえる種類のも

のが発見され、それについての研究が進んでいる。古くから知られている物質の性質について新しい

理解ができることもある。これらをできるだけ広範囲に取り入れて、それを基礎的な理解につなげよ

うというのがこの科目の狙いである。

回 》　＿　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

結晶の成長と晶癖に対する外界の条件の影響
を説明する。天然に存在する雪の結晶や、地煙 砂川　一　郎

1 結晶の成　長
内の岩石の結晶から、人工で合成される結晶ま
ﾅの例を挙げて説明する。

（東京大学教授）‘

超　　格　　　子 覧　見　博義
2

（半導体）
，

（日本電気KK光基礎研究部長）

蒸着技術の進歩によって膜の厚さを原子層の

単位で制御した薄膜ができるようになった。2
新庄輝也

3 金属多層　膜
種類の金属元素を交互に積層した人工的多層膜
ﾌ物性がどのような点で興味深いかを述べ、な
ｺ新物質として注目されているかを説明する。

（京都大学教授）

規則的な格子配列をもたないアモルファス材
料が新素材として注目されている。アモルファ 丸　山　瑛　一

4 アモル　フ　ァ　ス
ス材料が結晶材料とどう異り、どういう特徴を
Lするか。応用上どういうことが期待されるか
�Aアモルファス半導体を中心にして具体的に

（日立基礎研究所長）

説明する。

理想化された鎖状高分子が自由にとるランダ
ムコイル形態、実在の高分子鎖が溶液中、メル 永　沢　　　満

5 鎖状高分　子
ト中で理想鎖の形態からどのよう’にはつれた形

ﾔをとるかを説明する。そのような高分子の統
v的形態、ならびに鎖の屈曲性と高分子物性と

（豊田工業大学三三）

の関係についても説明する。

生物体の強度を保持する材料は多く繊維状で

生体高分　子
ある。繊維の材料となる分子の化学的：および物

搏I性質、遺伝階報との関係、繊維の集合方式
野　田　春　彦

6
（繊維状分子）

などを解説する。
（放送大学教授）

酵素など生物体内で機能を発揮する分子の機
能と構造の関係、そのような構造の形成の原理、

生体高分　子 などに対する研究の現状を解説する。X線解析
7

（粒状分子）
によって明らかにされた構造の実例を示す。 同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当、　　　講師（所属免氏名）

プラスチック、繊維等の構造形成を主機能と

硫

8 機能性高分子

する高分子の他に、化学的機能、電気的機能な隔
ﾇを主機能とする機能性高分子に最近関心が集まっている。イオン交換樹脂、感光性樹脂、気、体分離膜、導電性高分辛、圧電性高分子：など幾 井上　祥平

i東京大学教授）

つかの例を挙げて説明する。

まずコロイドを分類する。（1）ではをの一つミ

セルコ照年ドに関する現象と応用について述べ 北原　文　：雄
9 コロイ　ド　（1）

る。すなわち、界面物性（吸着、ぬれ）と界面∴活性剤の関係、つぎに界面活性剤の溶液物性と

ｵてのミセルの生成と物性、またミセルの機能

（東京理科大学常務理事）．1

についてもふれる。
卓

ここでは粒子コロイドについて述べる。その

F
特性としての分散、凝集の基礎となる界面電気

歯

10 コロイ　ド　　（2）
現象について説明する。ついで、電気二重層と

ｱ子間力によるコロイド分散、凝集の理論と応
同　　　上・

｝ 用について述べ、さらに高分子による分散、凝
集についても簡単にふれる。

界面膜と独立膜、特に脂質膜の安定性、単分
タ

．子膜の保護作用や生体膜の二分子膜構造につい 中　垣　正　幸　㍉

11 膜 て述べる。また辱め機能、特に膜透過重につい

て述べ、その応用として逆浸透膜、限外濾過膜、

ｧ析膜、イオン交換膜、気体分離膜、膜センサ
（京都大学教授）‘

1 一などにも言及する。

高　石　哲　男

12 ゼ　オ　ラ　イ　　ト

（叢融㈱学大護〉

堤　　　和男
（曇橋技術科学大護〉

沢　岡　　　昭

13 セ　ラ　ミ　ツ　ク　ス

（東京工業大学教授）

煙やコロイド粒子は粒径が1μm以下であり、

14 超　微　粒　子

へより大きな粒子とは違ワた性質を示す。日本で

ﾍそのような粒子を超微粒子と呼んで研究と開
ｭが進められている。学問的にも興味があるが、セラミックス、触媒、広義の塗装などへの応用

　上　田　良こ二

i名城大学容員教授）

が重用である。

14回にわたる新物質に関する講義を概観し、 田　丸　謙　二

15 ま　　　と　　　め

説明が不足であったことを袖い冠全体を通じて
ｬれる考え方を指摘し、将来、特に日本の将来の研究と技術開発に対する希望を述べる。

（東京理科大学教授）

@野　田　春　彦
（放送大学教授）
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＝＝ ]と行動＝（TV）
〔主任講師　伊藤正男（東京大学教授）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　脳の研究は、、現代生物科学の極めて重要な課題の一つであり、その医学上の応用や人工知能開発へ

の波及効果に対する期待も大きい。この講座では、現在自然科学の手法を動員して行われている脳の

研究の成果をもとに、脳の構造とその働き方の仕組みを解説する。更に、脳と行動の関わりを考察し、

脳と心の問題に言及ナる。・

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

脳とは一体何であろうか。動物の行動に現わ

れるその複雑で精妙な働きは如何にして生まれ

1 脳　　の　働　　き
るのであろうか。そして、どのようにして脳は
汲ﾉ：は我々の精神の担い手になるのであろうか。

伊　藤　正　男

i東京大学教授）
現代の自然科学はこれらの問いにどう答えるの

であろうか。

脳は膨大な堅め二三一ロンから成っている。
ニュー，ロンは電気信号を発生し、伝播させ、特

2 ニ　　ユ　　一　　ロ　　ン
殊な化学物質を分泌して相互に情報を伝え合う。

jューロンとニューrロンの間をつなぐシナプス
同　上

は脳の働きにとって最も重要な微細構造である。

多数のニューロンとその突起が集まって核と
呼ばれる集塊を作り、また、美麗な皮質構造を

3 脳　　の　構　　造
作る。脊髄、延髄、小脳、橋、中脳、間脳、大
]と呼ばれる脳の各部分は、それぞれ特徴のあ

同　上

る構造をして早り、脳の働きの上で違う役割を

分担している。

脳の働きのもっとも底辺にあるのが反射であ

る。われわれの日常行動には数多くの反射が含

4 反　　　射　　　系 まれている○多数の反射をうまく組合わせて実 同　上

施する働きは脳に：特有のものである。反射に澄

ける信号の伝わり方を調べてみよう。

延髄より上位の中枢から脊髄へ何心もの下降
路が降りていぐ。これら下降路の信号は、自動

5 脊髄下降路
車のギアのように脊髄で行われている反射を活
ｮさせたり、停止したり、種類を切り換えたり

同　上

する働きがある。代表的な下降路の構造と作用
を調べる。

小脳は直接、あるいは脊髄下降路を介して間
i接に反射系につながり、反射の働きを正確な、

6 小　　　　　　脳
円滑なものにする。環境状況に応じて反射を適
椏Iに修正したり、多くの反射活動の’協調をと

同　上

るのも小脳の役目であり、所謂運動学習の中枢

となっている。

大脳の深部にある幾つもの核の集合体で、運

動の自動的な制御の中枢である○これが病気で

7 大脳基底核 侵されると、いろいろな型の不随意運動が起つ 同　上

てくる。大脳基底核は運動制御に澄ける自動的

な安定装置の役を担っているようである。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名う

皮膚、目、耳、鼻、舌で受けたいわゆる5感

の情報は神経信号に変えられて上位の中枢へ送

8 感　　　覚　　　系 られる。脳はどのようにしてこれらの情報を分 伊　藤　正　男
倒し、われわれが身を置いている外界のイメー

ジを脳の中に作り出すのであろうか。

われわれは意のままに運動を行うことができ

るが、その仕組みはどうなっているのであろう
9 随　意　運　動 か。大脳の運動領野で生まれた司令信号が脊髄に 同　上

送られて運動を引き起す過程を分析してみる。

われわれの感情の根底にあるのは、外界から

の刺激に対する生物学的な価値判断である。益

10 情　　　　　　動 になるものは喜びを、害になるものは怒りや怖 同　上

れを引き起す。この価値判断機構は視床下部に

あり、大脳辺縁系に助けられて働くと思われる。

摂食、飲水、性行動など本能的な行動は情動

と密i接な関係があり、大脳辺縁系、視床下部が
11 本　能　行　動 中枢として働ぐ。視床下部を中心に広がる報酬 同　上

系、罰系とよばれる脳の領域には行動の結果に

対して報酬が与えられたか否かの判断機構がある。

通常の睡眠はノンレム睡眠と呼ばれるがこれ

12 睡眠　と覚醒
が時折レム睡眠と呼ばれる別の型に切り変わる。

o醒とこれら2型の睡眠のリズムが作り出され 同　上

’る脳内の仕組みについて考えてみよう。合せて

脳内にある生物時計のはたらきを調べてみよう。

脳の記憶装置は、使い方によって信号の伝わ

13 記憶　と学習
り方が変化する可塑性シナプスにより作られて

｢る。最近、幾つかの可塑性シナプスの働き方 同　上

が判ってきた。これらのシナプスが神経回路網

に組込まれて脳の学習機能が生まれる。

大脳皮質の感覚野、運動野の間を占める連合
野は動物が高等になるにつれて発達し、人間で

14 大脳連合野 は大脳表面積の大半を占めるに至る。ここに：言 同　上
語野が生まれ、認識、思考、直観的判断、行動
のプログラミング、自我意識などの高次機能が
含まれる。

反射に始まって大脳連合野まで、脳の構造と

15 脳　　　と　　心
機能について一歩一歩登ってきたが、最後灯脳

ﾆ心」の問題を考えてみよう。われわれの心は 同　上

果して脳の働きとして最終的にとらえうるであ
ろうか。
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＝生命のしくみ1＝（TV）
〔主任講師　木原弘二（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい

　生物はさまざまな物質からできている。これらの物質の働きによって、生物の活動が支えられて・
いる。この点をいくつかの例によって示し、これらの生体内物質の特徴的な性質と機能を説明し、生

化学の基礎的な内容を紹介する。特別な予備知識は必要ではないが、初歩的な化学の用語を理解でき

ることが望ましい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生体に含まれる物質

　タンパク質、脂質、糖など、生物をつぐり上

ｰている物質の主な特徴と構造について説明す

驕Bこれらの物質の構成成分であるアミノ酸、

怩ﾉついて解説し、それらが結合して高分子物
ｿとなることを取りあげる。、，

　木原　弘二
i慶応義塾大学教授）

2
生体内の高分子物

ｿ

　タンパク質、核酸、多糖類について、その構

｢、とくに立体的な分子の形をとりあげて、こ

黷轤ﾌ物質の働きとの関係を説明する。今後の

b題となる具体的な例について考える上で、基礎

ﾆなる知識を述べる。

野　田　春彦
i電気通信大学教授）

3 栄養のとりこみ

食物の形で体内に入った物質が消化され、化

w的な変化を受けて、身体の成分として組み入
黷轤黷ｽり、エネルギー源として分解されたり

ｵている。これらの反応の説明を通して、酸素

ﾌ働きについて述べる。

木　原弘　二

4
代　　謝一遺伝病（1）一噛

　身体の中で起こっている化学的な変化は、す

ﾗて酵素の作用に：よって進行している。この酵

fに欠陥があると、その反応が進行しないため

ﾉ、さまざまな障害が生じる。この酵素の欠陥

ｪ遺伝的に決定されている二三の例を紹介する。

同　上

5 タンパク質の構造

　酵素の外にも、大切な働きをしているタンパ

N質が多数存在している。ヘモグロビンは、酸

fを結合して運ぶタンパク質で、その遺伝的に

ﾙ常な形に：変ったために生じる障害の例として、

剏^赤血球貧血症について説明する。

同　上

6 呼吸のしくみ

　生物のさまざまな活動は、すべてエネルギーを
ﾁ費して進行している。これらのエネルギーの源

�ﾍ、細胞内での糖と脂肪の酸化的分解によっ
ﾄ得られている。この分解過程は多数の酵素によ

髞ｽ応毅階を経て進み、各段階での産物が、別
ﾌ物質の素材として利用される。

，　　　同　上

7 エネルギーの利用

　呼吸によって得られたエネルギーは、ATP
ﾌ形で、細胞のさまざまな活動に利用されてい

驕B細胞内への物：質の吸収、筋肉の収縮、神経

ﾉ吐ける刺激の伝達などを例とし℃、ATPの
Gネルギーが利用されているしくみを説明する。

丸　山工作
i千葉大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名、）

タンパク質な・ど¢）個体に於いても、毎日合

成されて睡る。ごのタンパク質合成反応のしく

8 タンパク質合成 みを説明し、遺伝子としてのDNAが、タンパ 木原弘二
ク質の構造、’つまリアミノ酸の結合順序を決定

している点を紹介する。

タンパク質はつねに合成されているが、すべ
ての種類のタンパク質が合成されているわけで

9 調　　　　　　節
はない6状況に対応して、』定のタンパク質が
≒ｬされたり、、合成が停止したりするしぐみが 同　上

働いている。この例を通して、調節といわれて
いる生体の働きの一面を紹介する。

細胞が合成している物質には、細胞の構造に：

10
脂　　：万一遺伝病（2）一

大切な糖や脂質があるが、これらの物質6分解

ｪ正常に進行しないために、早期に死亡したり

ｭ育異常を招くことがある。粘液多糖類蓄積症、
同　上

糖脂質蓄積症を紹介する。

すべての生物界の有機物質は、もともと太陽か

11
生物界に画ける元

fの循環

らの光のエネルギーを、植物が利用して、二酸化

Y素を糖に：変える光合成反応にもとづいてつくり

oされたものである。この反応と窒素化合物の生

同　上

物界での利用、分類の過程について述べる。

細胞は、核、ミトコンドリア、小胞体などさ

12 細胞と細胞膜
まざまな構造が含まれていて、それぞれ機能を

ｪ担している。これらの存在にとって、膜構造

ｪ基本的なもので、膜の構造、その働きについ

長野　　　敬
i自治医大教授）

て紹介する。

タンパク質の構造を指定しているDNAは、

13 細胞の増殖と
cNAの複製

細胞の分裂とともに、同一の分子が均等に子孫

ﾌ細胞に伝えられてゆく、．このDNA分子が、

ｯ一の構造を維持して合成されていくしくみに
木　原　弘二

ついて解説する。

最近話題になっている遺伝子工学の現状を紹

介するとともに、遺伝子を意のままに組み換え

14 遺伝子工学 た鉱大腸菌で増殖させたりする技術を紹介し、 同上
ヒトの遺伝子のDNAの構造がいくつかの例で
明らかにされていることを述べる。

全体のまとめとして、生命現象は、生物特有 木　原　弘　二

15 物質系としての生命

のタンパク質、DNAなどの物質の存在なしに
ﾍ考えられないこと、その機能の遂行に必要な
Gネルギー、お・よび情報の役割にもとづいてい

長　野　　　敬

?@田　春彦
ることなどから、物質と生命の関係を改めて考 丸　山　工作
察する。 （対談）
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＝生命のしくみH＝（TV）
〔主任講師　木原弘二（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい

漁生命のしくみ一化学の立場1”で一通り学んだ点を基礎知識として、これらの知識の根拠を改1
めて確かめ、また、補充発展させることを目的としている。主に、個々の独立した問題を取り上げてぐ
基礎的な紹介では触れることのできなかづた点を検討し、・現代の生化学が直面している問題を二・三1

紹介する。

回 テ　　一　　マ 1内　　　　　　　容
担当講＝師（所属・氏名）

1 物質観と生命観

　物質についての考え方をギリシャ時代から中

｢、近代ぺと辿り、その聞、生物の働きについ

ﾄ生命に特有な力やしぐみが考えられてきたこ

ﾆを紹介し、、現代での考え方と対比させてみる。

木原　弘二
i慶応義塾大学教授）

2
　
　
じ

有機化学の確立

　18世紀末ごろから、多数の有機化合物が発見

ｳれ確認されてきた019世紀初頭は、無機化合

ｨの研究が華々しい成果を挙げていた頃で、無

@物質と有機物質との区別が明確になり、その

繧ﾌ生化学の発展の方向が確かめられていった。

同　上

3 尿　酸と　痛風

　尿酸は、精製され確認された有機化合物の最

奄ﾌものの一つである。この物質の血液中濃度

ｪ高いと、痛風の発作がおこる◎ヒトという生

ｨに特有の二つの事情が、この病気の起こるた

ﾟの条件となっている点を解説する。

同　上

4 ビ　タ　ミ　ン　C

　私たちの健康な生活に：は、適量のビタミンを

ﾛ取する必要があるが、ビタミンの必要性が明

轤ｩに：されてきた研究の歴史は、物質を研究す

髀繧ﾅの考え方を教えている。ビタミンCを例

ﾉして、この点を紹介する。

同　上

5 コ　ラ　一　ゲ　ン

　ビタミンCの欠乏で、もっとも影響を大きく

�ｯるのは、コラーゲンである。このタンパク

ｿは、特殊なアミノ酸が含まれている点、アル

tァ・ラセン構造が主構造となっていない点な

ﾇ、標準的なタンパク質と異なっている。

同　上

6 ABO型物質

　赤血球の表面には、さまざまな血液型を決定
ｵている物質が存在している。血液型について
ﾍ、ABO型が最初に発見された（1801）。しか
ｵ、この型を決定している物質が確認されたの

ﾍ約半世紀後で、この例について糖三三の研究

�ﾐ介する。

同　上

7
組織移植適合性抗

ｴ

　腎臓移植などの臓器移植の際に問題に：なるの

ﾍ、移植片に対する拒絶反応である。この免疫

ｻ象には、白血球の細胞膜表面の抗原が関係し

ﾄいて、その抗原型はきわめて多数で、A、：B、

b、D、　DRの5群に分類されている○

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

タンパク質は、赤血球などの場合のように、

8
タンパク質の細胞

熾ｪ解

細胞全体として分解される場合の外にも、細胞

ﾌ内部で絶えず分解されている。細胞内タンパ

N質が分解される過程では、それぞれのタンパ
木原　弘二

ク質は異なった速さで分解され消失していく。

白血球の働きのためには、タンパク質を加水
分解する酵素が必要であるが、その過剰な作用

9 アンチ・トリプシン
を防ぐために血液中には、タンパク質分解酵素を阻害するタンパク質が存在し一ごいて、このタ

同　上

ンパク質の遺伝的変異型の人では肺気腫が判こ
りやすい。

酵素の活性は精妙なしぐみで調節されている。

肝でのグリコーゲンの分解と合成に関係してい

10 酵素活性の調節 る酵素系と、窒素を含む化合物の合成の出発点 同　上
ともいうべきグルタミン合成酵素を例として取
り上げる。

ホルモンによるさまざまな身体のしくみの調
節について、そのホルモンの産生が視床下部か

11 ホルモン放出因子 ら放出される別のペプチドによって支配されて 同　上

いる。副腎皮質刺戟ホルモン（ACTH》の放
出因子などについて述べる。

生物体の大部分は水である。水という物質は

きわめて特別な物質で、この特殊性が生物の示

12 水 すさまざまな現象の基盤となっている。そのた
ﾟ、水の補給は生命の維持に不可欠であり、こ

同　上

の点をきわだった形で示しているのが脱水症状
である。

DNA分子を切断し、適切に結合し直す方法

13 ヘモグロビン遺伝子
を用いて、動物、とぐにヒトの遺伝子を純粋に

ｷることができるようになり、その構造を究明 同　上

することが可能となった。ヘモグロビン遺伝子

を例として、この分野の研究の現状を紹介する○

放射線の作用には、さまざまな型があるが、

DNA分子に対する影響が、もっとも詳細に研

114 放射線の作用 究されている○細胞には、生じたDNA分子の
ｹ傷を修復するしくみが具わっている。大腸菌

同　上

と、ヒトの培養細胞を利用して得られた成果を
紹介する。

これまでの講義全体をふりかえって考察し、

15 生命と　物質
物質についての研究から、生命現象が究明され

ﾄきた成果をまとめて考察してみる。このこと 同　上

は、とりもな論さず、生命についての考えを改

めて整理することになるであろう○
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　　　　　　　　　　　＝集団遺伝学＝（R）
　　　　　　　　　　一遺伝子はどのように進化するか一
　　　　　　　　〔主任講師：石和貞男（お茶の水女子大学助教授）〕
全体のねらい

　集団遺伝学は～個体の集まりである集団を対象として、その遺伝的構成がどのような法則に支配され、
時とともにどのように変化していくかを追求する学問で、究極的には生物の進化機構の解明を目的とし
ている。この学時は現在、高度の数学的理論体系を軸として各種生物集団における観察結果（とくに分
子レベルの変異）の解析と理論ゐ検証を行っている。本講義では、放送大学の趣旨にのっとり、集団遺

伝学のあらましの一端をできるだけ平易に、そして人間とのかかわりを念頭において、解説してゆきた
い。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

遺伝の基礎となる実態と概念一例えば遺伝子
染色体、DNA等一を的確に把握させる。特に、 石　和　貞　男

1 遺伝の基　礎 有核細胞のDNAにおける遺伝子の一般的構造
凵A分子レベルの知見を強調する。 （窃茶の黎子大護）

遺伝子プールや遣伝子頻度め概念やバーディ・

2
任意交配集団と近

e交配

ワインベルグの法則を理解させる。また、個体

ﾀ或いは遺伝子間の遺伝的近さを測る近縁係数
站ﾟ交係数を紹介する。

同　　　上

｝分り易い実例を示しながら、量的形質とはど

んな形質かを理解させ、それに寄与するボリジ

3 量的形質の遺伝 一ンの意味を把握させる。また、量的形質の遺 同　　　上
伝率やしきいモデル等にも言及する。

突然変異が遺伝的変異を起こす最も基本的な
機構であることを理解させ、いろいろなタイプ 五條堀　　　孝

4 突　然　変　異 の突然変異があることを紹介する。特に、DN
`レベルでの最近の知見も示す。 （回忌遺伝学研物

適応度の定義を理解させ、形質レベルにおい
て如何に自然淘汰が働いているかを、工業二化

5 自　然　　淘　汰 等の例を上げて説明する。また、有名な淘汰モ
fルー超優生モデルや頻度依存型淘汰モデルー

同　　　上

を紹介し、その現実性を議論する。

集団内変異の保有機構をめぐるフィッシャー

集団の変異　　1
・ライト論争、そして蛋白質多型現象をめぐる

?ｧ説論争を紹介しながら、多型現象の生物的
6

一形態レベル蛋白質 ・進化的意味合いを議論する。 石　和　貞　男

レベノレー

組み換えDNA技術等の進歩により、遺伝的

7

集団の変異　豆

Q． cNAレベルー一

変異が直i接DNAレベルで見れることを理解さ

ｹる。特に、制限酵素やDNA配列決定法を用
｢た研究で、核内DNAやミトコンドリアDN
`の変異が多く発見されていることを示す。

同　　　上
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’回 テ　　　一　　　マ 内’　　　　　　容
担．当講師（所属・氏名）

8

集団の変異　　H，

E一 l類集団一
@鳳　与　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　人類集団における形態・蛋白・DNAレベノレ
Eのいろいろな変異を紹介する。特に、旧本人の
ﾖ古系人種どしての遺伝的特徴や国際結婚の増
ﾁ等に注目しながら、日本人集団におげる遣伝
I構成の将来を議論する。

@　　　　　　　　　　　　　：

石　和　貞　男

9

　　評　　’
@　　　　　　　㍉　　　吋　　　，‘

ｪ子逗化　㌔1　　　　「　ζ一三三三分子から

@　　　　みた進化一

　11960年代に始まった分子進化の研究が～蛋白
A、質のアミノ酸配列デ｝タ㊧集積によっ℃成功し

ｪ子時計という、有用な概念が出されて来た過程、を紹介する。

　　　　　乎
ﾜ條堀　　　孝

ミ

10

分子進化…皿　　　　　　　　ぜ　　♪　　　　L一一DNA配列から

@　　　　みた進化一

　DNA配列決定法の改善により、．、この6～7
N間に、DRA配列デ憎タが爆発的に増加した
ｻ実を踏まえ、アミノ酸配列データからでは分
ｩらなかった新しい分子進化学的知見を紹介す
驕B特に、多重遺伝子族の進花の重要性を示す。

同　　　上

11
分子進化　　皿

鼈齦ｪ子進化と

@　　　分子生物学一

　分子生物学上の最近の発見一例えば、三三遺
`子や可動遺伝子など一の進化的意義を考察する。．また、・遺伝子変換と協調的進化の関係と、｝つた：最近の知見も紹介する。

同　　．上

12
分子進化　IV
鼈黹 Eイルス遺伝子

@　　　　　の進化一

　ウィルス遺伝子の進化と起源を調べることは、ウイルス病の治療や予防に役立つだけでなく、ウイノセス自身の進化を知るうえでも重要である。ここでは、ガンウイルスやエイズウイルスの遺伝子を中心にして、その進化速度やウイルス系統間の進化的関係などを議論する。

同　　　上

13 入種の分　化

　ヒトの皮膚減等の例を上げながら、人種とい
､のがどのように分化し、そしてその分化がい
ﾂ頃起ったかを議論する。その際、蛋白質多型
ﾌデー「タを利用した根井の遣伝的距離という量の有用性を紹介する。また、その分化と適応の

ﾖ係も考察する。

同　　　上

14
集団遺伝子におけ

驍ｱれからの問題

　組み換えDNA技術やDNA配列決定法の更
ﾈる発展が予想される現在、集団遺伝学的に輿
｡：ある問題のうち、どれが解決可能で、どれが
{可能かを広範囲に議論する。 同　　　上’

15
遺伝学からみた入

ﾞの未来

　現代医療技術の目ざましい発達により、悪い

笂`子をもつ個体が生残る。つまり『個体とし
ﾄの利益と生物種としての利益の矛盾』が今、
l類集団に問われている。遺伝学的知見が、こ

ﾌ原理的矛盾にどのような解決を与えることが
o来るかを、いろいろな角度から検討する。

石和　貞男
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＝動物の行動＝（TV）
〔主任講師：河合雅雄（愛知大学教授）〕

v

全体のねらい
動物は単細胞のアメーバから、入間に近い類人猿まで、非常に大きな拡がりをもっている。こζで’

は動物の行動を系統と進化の軸にそってとらえてみる。そしてそのことを動物の生活や社会を背景に：

して展開し、行動のメカニズムを探りながら、生命活動の具体的な表出としての行動の意味を考える。．

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動物の行動を、どのような立場でとらえるか 河合　雅　雄
についての基本路線を説明する。まず単細胞で （愛知大学教授）

1 原生動物の行動 他の動物とはまったくちがった構造をもつ原生
ｮ物がいかに：巧みに：行動するか、またそのしく 日　高　敏　隆
みは？について述べる。 （京都大学教授）

チョウは異性や花を求めて飛び回る。彼等の

2 昆虫　の　行動

行動が澄こるしくみを実験と観察によって解析
ｵつつ、生得的行動解発機構（IRM）、リリー
Tー、動機づけ、欲求行動など、動物行動学の

　　　　　τ
冝@高　敏　隆

基本的知識を彼等の生活との結びつきの中で理
解する。

昆虫の中でもアリ、ハチ、ジロァリはいわゆ
る社会を作って生活をする。このq更社会’みの中

3 社会性昆虫の行動 での彼等の行動は驚異的である。また、保護色
站[態はそれ自体が驚くべき現象であるが、行 同　上

動が組合わさってこそその効果が発揮される。

魚、両生類、爬虫類の行動ではどのようなも

のがりリーサーに：なっているだろうか？いろい

4 鍵刺激のさまざま うな実験例をあげながら、愚慮、採集、防御な 同上
どの行動について、生得的行動解発機構の理解

を深める。

鳥の行動は巣作り、育児などが加わって、相

当に多岐にわたっている。しかしそれらの行動

5 鳥の行動と刷りこみ も基本的に：は生得的解発機構によって澄こる。 同　上

ただし鳥類では、よく知られていると澄り、刷

りこみというふしぎな現象がみられる。

哺乳類の行動の特徴のひとつに母子関係の緊

密さがあげられる。草食：有蹄類ではそれがとく 河合　雅雄
6 哺乳類の母子関係 に著しい。奈良公園のシカを中心にそれを観察

ｷる。また、攻撃とその抑制行動についても述
　朝　日　　　稔
i兵庫医科大学教授）

べる。

肉食獣は餌をねらって生活せねばならない。

そのため同じ種のなかでも対立する面と協力を

7 肉：食獣の三食行動 必要とする面が生じる。また餌を襲う行動にも 朝　日　　　稔
いろいろな型がみられる。また、攻撃とその抑
制行動について、肉食：獣の特徴的行動をとりあ
げる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

嗅覚は重要な感覚で、多くの哺乳類は嗅覚に

たよって生きている。また、皮膚腺の分泌物や

8 嗅覚　の　世界 尿などは通信手段ともなっている。いくつかの 朝　日　　　稔
例から更ぞ匂いづけるb行動の意義を探ってみよう。

イヌの遠吠え、ゾウのトランペットなど、遠

距離通信に用いられる鳴き声、さらにコウモリ

9 鳴き声と超音波 やイルカの超音波など、音の世界での哺乳類の ’同　上
行動を調べる。

霊長類社会を成立させているいくつかの原理
のうち、主なるものとして順位制、血縁制、リ

10 霊長類の社会行動 一ダー制があげられる。そのことについてふれ 河　合　雅雄
特に順位制の問題をとりあげ、攻撃行動と社会
的調整行動、あいさつ、分配行動などを解析す
る。

霊長類の性行動、その発現と二三機構、性関

11
霊長類の性と繁植

s動

係、性周期子殺しについて述べ、インセヌト

i近親相姦）の問題ともあわせて種族維持行動

ﾆしての性行動の意味を考える。

同　上

霊長類の特徴は、成長期間が長いことである。

12
霊長類の育児行動
ﾆ発達

例えば、チンパンジーは5歳まで母子関係は密

ﾚである。育児に関する母と子、他個体の行動

�q供の発達と関連してとらえる。

同　上

ニホンザルは37種の音声を使って澄互いのコ

13
霊長類のコミュニ

Pーション

ミユニケーションを行っている。その他多様な
g振りによるコミュニケーション活動もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ｻれらについて述べチンパンジーの言語習得の

同　上

問題にもふれる。

文化は従来人間だけに特有の現象とされてき

14
霊長類の文化的行

ｮ

たが、動物にもそれが見出されることがわかっ

ｽ。道具の使用と製作などを含めた文化行動を

ﾐ介し、文化とは何かという問題を考える。

同　上

三入の講師が各々の分担講義をもとにし、動

15
：葛藤行動とだまし

s動

物行動の見方、意味のさぐり方、個体維持と種

ﾛ持の関連性などについてのてい談をし、全体

ﾌまとめを行う。

河　合　雅　雄

ｩ　日　　　三

冝@高敏　隆
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＝植物の生理＝（TV）

　　　　　　　　　〔主任講師：増田芳雄（大阪市立大学教授）〕

全体のねらい
　植物は動物と異り、特有の構造と機能をもっている。その機能の1つは自栄養、すなわち米合成で、

これによって太陽エネルギーを蓄え、地球上の全生物の生命を支えている。植物の形態形成と生理的機

能は遺伝子のもつプログラムに従って発現されるが、をれは環境要因にも影響される。植物に特徴的な

構造・機能の調節を焦点にする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容’ 担当講師
i所属・氏名）

19世紀にドイツにおいて植物生理学、すなわ

植物生理学の発展
ち植物の機能を定量的に扱う学問分野が確立し

ｽ経緯、以後100年間の発展について概観する。
増　田　芳　雄

1

と植物の特性
また、対象となる高等植物の構造的および機能
I特性について解説し、以下の各講義の基礎と

（大阪市立大学教授）

なる導入部になる講義にしたい。

土壌から植物体内を通り、空気中へと水は一
本の道（導管）を移動するが、この移動は物理 倉　石　　　晋
学の法則に従って働き、生物のエネルギーをと

2 水　分　経　済 くに利用し：ない。水の移動の制限要因としての

C孔運動とその制御機構、水の通る場所、体内
（広島大学教授）

の水の分布についてのべる。

光合成反応の全体像：光吸収、ガスの出入り、

光　合　成　　1
明反応と暗反応；光エネルギーの捕捉：色素、

ﾊ子収量、エマーソン効果、電子の流れと光り
辻　　　英夫

3
明　　反　　応

ン酸化、酸素の放出；光合成の構造と機能：葉
ﾎ体（分子の世界から細胞まで）、葉緑体の自

（京都大学教授）

己増殖

CO2の植物へのとり込み、カルビン回路：回
路のしくみ、明反応との関係、回路の調節；C4

4
光　合　成　　皿

@炭酸固定

植物とCAM植物：回路のしくみ、葉緑体構造
ﾌ分化、環境への適応；光呼吸：3種類の細胞
ｬ器官の共同作業；光合成産物の転流：ソース

同　　　上

一シンクの関係

大気中の窒素の固定：根粒菌の共生、窒素固
定の反応系、土壌中の窒素と植物による取り込

5
窒素固定とタンパ み、植物体内での硝酸の還元、アミノ酸の合成、

^ンパク質合成・プロセッシング・会合の調節
同　　　上

ク質合成 ；タンパク質の分解と窒素化合物の体内移動：

発芽時、老化時の変化

植物の生長、分化を調節し、また植物に影響

を及ぼす環境要因の仲介者となるオーキシン・ジ

6

植物ホルモンの働 ベレリン、サイトカイニン、アグシジン酸、エ
`レンなど植物ホルモンにつき、発見の歴史、 増　田　芳雄

き 化学構造、典型的な生理作用などについて解説

する。

人類は突然変異を利用することにより農業を

進歩させてきた。DNA上の変化が植物ホルモ

7

遺伝的変異と生理

I機能

ンや細胞壁の変異をひきおこし、その結果綾子

ｪ出現することを例を示して説明し、さらに環

ｫ条件が遺伝子発現にも影響することについて

倉　石　　　晋

概説する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師㌔（所属・氏名）

8

　　　　　　　し

ﾗ胞生長と細胞壁

　植物細胞の生長を規定する要因1液胞の吸水、『
窒ﾍ液胞液の浸透圧と細胞壁圧（膨圧）との．ハフンスによる。吸水増加（生長）の原因となる浸透圧上昇と細胞壁のらるみ、細胞壁の力学的性質ヨ化学的性質、およびその構築と代謝的・

�]などについて説明する。　　　　　　　　　　　　　：

　山　本良　一

�O二籔

9
器官相互作用と屈

ｫ

　植物には、体のある部分がシグナルを出すことによって他の部分の発育や機能に影響を及ぼす・相関という現象がある。シグナルの本体はホルモン・ビタミン、同化産物などの化学物質之思われる、頂芽：優勢、光屈性、重力屈性などの相関現象について概説する。一

神　阪盛一郎

i評肇大高γ

10 植物の　運　動

　植物の器官が環境の刺激に反応して運動する傾性という現象がある。傾性運動は、・生長や膨圧変化による細胞の容積変化が原因となっておこる。巻き髭のコイリング、葉の就眠運動、食虫植物の捕虫葉の運動などについて概説する。

同　　　上

ll 分化と全能性　1

　主として高等植物の試験管内培養系を例として・細胞、組織、器官、不定胚の分化、形態、形成の機構について解説する。とくに前世紀以来の先人の考え方、実験、・研究の歴史的展開を軸として説明する。，

原　田　　　宏

i筑波大学教授）

12 分化と全能性　豆

　前回の講義を基礎とし、分化について具体的な例を示しながら講義を進める。とくに全能性の発現と関係深い不定烹不定根、不定胚の分化、童貞生殖、花芽分化について概説する。また・細胞融合、外来遺伝子の導入などによる形質転換についても説明する。

同　　　上

13
光形態形成とフィ

gクロム

　種子発芽、伸長、葉の展開など、植物の生長や分化の過程が光によってどのように制御されるかを説明する。どくに、これら諸反応の光受容体であるフィトクロムが発見された経緯、フィトクロムの化学的性質、作用様式などを、具体例をあげながら解説する。

滝　本　　　敦

i京都大学教授）

14
生物時計と花芽の

`成
同　　　上

15
植物と環境ストレ

X
同　　　上
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＝植物と菌の系統と進化＝（TV）

〔主任講師：西田　誠（千葉：大学教授）〕

全体のねらい
・植物と菌の起源と進化を生活史と比較形態学を通’じぞ考察する。系統分類における形質についても

ふれる。植物については、特に陸ヒ植物の進化の方向とその必然性を地質時代の環境との関連シ『おい・

て考えようとするものである。本署では菌は動・植物にてい漉する第3の生物群として扱う。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

紅藻・褐藻・緑藻は古い時代に分類された呼

1

藻類の分類と分類

`質

び名であるが、色が違うと元合成産物や生殖細

Eの形態なども異ることがわかり、色による藻

ﾞの分類は自然分類と評価されるようになった・

迫ﾞの分類形質は植物界全般にも適用できる。

千　原　光　：雄

i筑波大学教授）

藻類の生活環の様式は多様である。紅藻には

紅藻と褐色の生活
2世代型と3世代型があり、褐藻には同形世代
^、コケ型、シダ型、後世動物型がある。 〃

2

環

動物型の生活環をもつホンダリラ類は藻類2中で最も高度に分化した体制をもち、陸上の局

等植物に比較できる藻類である。

緑藻は、1．陸上植物に連なる系統群、2・淡水

に分布する緑藻、3海に生育する系統群の3つ

3 緑藻の系統と生活環
に分類できる。生活環の様式は、1と2では単
褐^で、これはコケ型、シダ型の始原型と今わ

〃

れる。3には同形世代型、コケ型、シダ型、後

生動物型がある。

現生植物の細胞構造や細胞器官の複製機構の

植物の上陸1
比較研究（特に細胞分裂、核分裂の微細構造、

ﾚ毛装置構造など）によって浮び上ってきた祖 堀　　　輝　三

4

緑藻の細胞学
先の植物像を紹介する。また、陸上に生育圏を
g大することができた条件を細胞レベルで解説

（筑波大学助教授）

する。

現生の緑色植物にみられる光合成を中心とし

植物の上陸2
た物質代謝系の多様化が、それらの植物が出現
ｵたと推定される地球上の環境（酸素、二酸化 猪　川　倫　好

5 炭素濃度など）の変化に対しどのように適応し、 （筑波大学教授）
緑藻の生理化学 エネルギー獲得様式を進化させてきたかを考察

する。’

6

コ　ケ　と　ツ　1ダ

i造卵器植物）

水中で単相で生活する緑藻や車軸藻から進化

ｵた緑色植物としてコケとシダをとらえる。水
?ｩら陸上へと生活圏をひろげる過程でおける
｢卵器の形成と退化、機械組織・フラボノイド
ﾌ発達、水の欠乏に対応する気孔や通道組織の

ｭ達などを解説する。

　水　島　うらら
i上野学園大学短期大学三教授）

i61年4月1日付の定）
@西　田　　　誠
i羅大学理学部）

7 葉　の　進　　化

　テロム説による葉の進化を：解説。ハナヤスリ

ﾈ（シダ類）の三葉と実葉が示す葉の立体的構
ｬを大葉進化の中途段階に留るものとして理解

ｵ、茎頂と葉の形態形成様式から茎と葉のちが

今市　涼子
ﾙ大鵜学部）

いを論じ、維管束植物の茎頂分裂組織の進化を 西　田　　　誠
紹介する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属㌔，氏名）

石炭統の種子化石から、テロムが大胞子のう

8
花監と　種子　1 を包み、珠皮となり、胚珠が成立する過程を推

_する。いっぽうシダ植物の前裸子類からソテ
西　田　　　誠

種子の成立 ツ系統と球果類系統へと進化したという推論を

ﾞ解剖学の上から考察する。
（議大学群部）

花は短縮したシュートであり、おしべは小餅 田　村　道　夫

9
花　と　種　子2 子葉、めしべは大胞子葉であるとするゲーテの

ﾏ態論にはじまり、ゴノフィル説による花の器
艦大学理学部γ

花の構成
官学的解釈までを紹介する。いっぽう、花の原型を地質時代のソテツ類、針葉樹類にi探り、花々二系列のあることを紹介する。

西　田　　　誠

h大学理学部）’

心皮（大胞子葉）が胚珠包んでめしべを形成

10 被　　　子　　　性

するのが被子植物の特徴である。その前ぶれは
㍽q植物に見られる。被賦性は種子の保護と散
zに役立っ。いっぽう、心皮説では説明困難な

田　村　道：夫

めしべの解釈についてはゴノフィル説がある。 艦大学理学部）1

被子植物の生殖細胞の行動の特徴は、L精核

11 重　複　受　　精

（精子）が花粉管により胚珠まで送られること。2・2個の二世のうち、1つは卵核と合体して胚をつくり、他は極核と合体して内胚乳をつくる’

山　下　貴　司

こζである。これらの発生学的性質を裸子植物と対比させて説明する。 （お茶の水女子大学理学部助教授）

12 被子植物の起源

菌は動物界・植物界に対応する菌界の生物で

13 菌の形質と分類（1）

ある。これは生物群の系統進化の考察の結果で
?驍ｪ、その考察は後に行うことにしてここで
ﾍやず、菌界に二つの亜界一原核菌心界（細

寺川博典
菌の仲間）と真核菌亜界（かび・きのこの仲間）があることを述べる。 （東京医科歯科大学名誉教授）

次に、原核海港界の分類上重要な形質と分類
群5門について述べ、従来の一般的分類法との

14 菌の形質と分類（2）
比較を行う。さらに、真核菌亜界に含まれる菌の重要な形質と分類：9門について述べ、それぞ

〃

れの特徴に基づいて、従来の系統進化の考え方
との比較を行う。

従来、菌は下等植物とされるか、または真核
菌類を動物界・：植物界に対する菌類界として原

15 菌の系統進化
核菌類は別界に含められた。しかし菌の起原と

i化を考察すると、原核菌類と真核菌類とは一
〃

界をなすものであり、生物界は動・植・菌の三
界からなる（生物三元論）
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＝動物の進化＝（TV）
〔主任講師：丸山工作（千葉大学教授）〕

全体のねらい
　生物の進化の経過、その多様性、その仕組みについて現在の生物科学がどのようにみているをを各

専門家を通じて解説する。とりわけ、分子進化論の最近の進歩は・生物進化に新しい見地をひろげて

おり、ヒトの由来についても考えなおさせている。ごく基本から、新知見にいたるユニークなシリー

ズ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物の進化の概論

丸　山工作
1 生物の進化とは （千葉大学教授）

ダーウィンの進化論を育くませた原点一ガラ

パゴス諸島のさまざまな動物相に：ついて映像を
八杉龍一

2 ガラパゴスの動物相
通じて述べる。

（科学史　家）

生命の起源についていろいろな考え方と実験

的アプローチを紹介する。
野　田　春’彦

3 生命　の　起源 （放送大学教授）

生命を荷なっている物質一DNA、　RNA、タ
ンパク質の分子進化から、生物進化を論じた中

木村資　生
4 中立分子進化説

立分子進化説の提唱者自身が解説する。
（遺伝学研究所教授）

分子進化にもとづいて、動・植物のたどって

分子進化からみた たき系統を論ずる。 堀　　　　　寛

5

系統樹
（名古屋大学助手）

さまざまな動物の系統樹について、最新の知

見にもとづいてわかりやすく述べる。 蒲　生　重　男

6 動物の系統樹 （横浜国立大学教授）

ミトコンドリアや葉緑体の起源について、単

なる説ではなく、現存の移行過程についての実
石川　　　統

7 細胞器官の起源
験例にふれながら述べる。

（東京大学助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容’ 担当講師
i所属・・氏名）

8 種　の　分　　化

　200万種にのぼるといわれる種はどのように

ｵて分化してきたのか、化石などの証拠をもと

ﾉして解説する。 浜　田　隆　士

i東京大学教授）

9 行動　の　進化

　多様な動物の行動の進化を要領よくまとめて

_ずる。
　日　高　敏　隆

i京都大学教授）．

10 原　生　動　　物

　たった1個の細胞で生活する原生動物の生活
jを述べる。

内　藤　　　豊

i筑波大学教授）・

11 無　脊椎動物

　主として洞穴動物を例にとって、環境への適

桙ﾉついて述べる。
上　野　俊　一

i国立博物館室長）

12 脊　椎　動　　物

　骨の形態の進化を通じて、サカナからヒトへ

ﾌ道をたどる。
養　老　孟　司

i東京大学教授）

13 ヒトの進化（1）

　ヒトの由来を主として化石や形態比較を通じ

ﾄ述べる。
埴　原　和　郎

i東京大学教授）

14 ヒトの進化（2）

　ヒトの由来を遺伝子進化から最新のデータか

逖_ずる。
　長谷川　政　美

i統計学研究所室長）

15 生物進化を論ずる

いままでの講義内容をもとにして、進化をど

､理解するかを論じて、しめくくる。
野　田　春　彦

i放送大学教授）

ﾛ　山工作
i千葉大学教授）
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〔主騨

統計学輿論＝・（R）
：薯木蝋纏欝轍主幹）．〕

全品鍮臓計学の基幽噸めて腰な意味を繍報量規準の理論をとりあげ、縮

モデルの選択という基本的問題と関係付けて話を進める・もう一つは・実際問題に点いて今日要請の

高い統計的社会調査法の理論と応用の問題をとりあげることにした。両者はマ見異るが思想的に相通

ずるものがある。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第1部 　　　　　　　　　、﨣�ﾊ規準と統計モデル

1

情報の抽出と統計　唱一一“モアノレ

　統計学で利用される確率的構造は、データから
K要な情報を抽出する方法を作り出すための統計
cfルである場合が多い。統計モデルのこのよう
ﾈ用い方を事例によって解説する。これに関連し
ﾄ尤度ならびに最尤法の概念について説明する・

　　　　　ひ

@赤池　弘　次
i統計数理研究所長）

2
統計的検定とモデ
拒I択

　統計的検定については種々の誤解があり、：概念

繧ﾌ混乱が見られる。データに基づいて特定の統
vモデルを選択する問題との関係を調べることに
謔ﾁて、統計的検定の困難点を明らかにする。特

ﾉ尤度比検定について論じる。

同　　　上

3
エントロピーと情

�ﾊ

　熱力学的エントロピー概念の確率論的考察を行

ﾈったボルソマンの業績を紹介し、これが確率分

zの間の隔たりの自然な尺度としての情報量概念

ﾌ本質を明らかにするものであることを述べる。

ｱれと尤度概念との関係に：ついて解説する。

同　　　上

4
モデル選択と情報

ﾊ規準AIC

情報量を用いた統計モデルとデータとの適合度

�ｪるために、情報量規準AICが導入された。

`ICの基礎にある考え方を説明し事例によって
ｻの実用性を示す。特に検定によるモデル選択と

ﾌ対比を通じてAICの特色を明らかにする。

同　　　上

5
ベイズモデルとそ
ﾌ応用

　未知のパラメータに対して、先験分布とよばれる

m率分布を想定する統計モデルがベイズモデルと
謔ﾎれる。このようなモデルに基づく推論の特長
�﨣�ﾊを用いて明らかにする。特に、尤度概念
ﾌ適用によって実用的なデータ処理法が得られる

ｱとを示す。

同　　　上

第2部　統計的社会調査法

6 ：標本調査法の発展：1

　「確率論・統計学」に旧いて標本抽出理論の基
{を述べたが、ここでは通常用いられるシステマ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　不等　　ック標；本抽出、多相抽出法、比推定法ティ確率抽出法、エリア抽出法の問題について述べ、

ｳらにパネル調査、標本ローテーションに関する

薄竭閧�qべる。

林　　知己夫
i放送大学教授）

7 標本調査法の発展皿

　よく利用される全国規模の層別二段抽出による
W本調査を例にとり：達成精度の計算および地域抽

o法による実績精度の計算例をのべる。さらに面
ﾚ調査、自記式調査、電話調査等各調査方式の特
F澄よび利用可能な補助資料に応じた：標本調査計
謔�?ﾌ的に説明する。

鈴木達三
i統計数理研究所．

ｳ授、主幹）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

調査目的に沿った：質問文作成と調査票の構成に

8
：質問文作成と調査

ついて標本設計、調査誤差の問題利用可能なデータ解析の諸技法、分析に於ける考え方等をふま

票の構成
えて説明する。以下の時系列比較、国際比較方法論においてのべる調査等を具体例としてとり上げ説明する。

鈴　木　達　三

調査に澄いては、その対象、分野により固有の

9
調査に診ける誤差
ﾌ諸問題

誤差があるが、一般的には標本抽出に関する諸誤差のほか、調査不能による誤差、調査法による誤差・回答者による誤差がある。これらを数量的に

林　　知己夫
評価し、調査の全体の精度を考えるための、基本事
項を説明する。

調査実施過程に八ける誤差のうち、回答者に関

10
社会調査に塩ける
�嚮?ｷ

話するものを具体的に述べ、さらに回答結果の信

叶ｫについて考える。個人の回答の不確定性をど 鈴　木　達　三
のように考えるかいくつかのモデルについて述べ
る。

得られたデータの性格をまず把握することの重

11 データ構造と統計
I推論

要性を六宮する。つぎに　多次元的データの関連性を通して、データ構造をさぐり出す方法につい

林　　知己夫・
て述べ、これから統計的推論をどのように導き出

すかを説明する。

継続データは時系列変動をみることによって事

12 時系列比較方法論1
象の兆候を鋭敏に示すものであるので、どのよう

ﾉしてこれを探り出すかを説明する。これは、マ 同　　　上
クロ的な見方に基くことが適切なこともあるし、

ミクロ的な構造を通して見ることが有効なこともある。

継続調査データを実際に分析することによって
個別の調査データでは分らなかったことが具体的

13 時系列比較方法論皿 に示される。マクロ的な見方の例として、時系列
ｪ析、コウホート分析をとり上げ、ミクロ的な見 鈴　四達　三
方として質問項目の相互関連分析の例をとり上げ
て説明する。

ここでの国際比較としては、統計的調査による

意識の国際比較の問題をとりあげる。標本抽出の
14 国際比較方法論1 方法、：質問文の作成のあり方、マクロ的なデータ 林　　知己夫

分析の効用と限界、考えの筋道の比較の重要性な

どについて説明する。

国際比較調査に澄いては、国内調査では目立た
ない技術的な点も重大な問題となる。また具体的

15 国際比較方法論皿
な分析手法も慎重な取扱いが必要となる。これらの点を実施例に：則して具体的に説明し　分析にと

鈴木　達三
り上げる質問の組合せを選択することにより分析
結果の有用性が高まることを示す。
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＝データ解析法＝（TV）
〔主任講師：林知己夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　データによる現象解析法をデーータ解析法と名付ける。どのようにデータをとり、どのようにデータ

を解析して情報を取り出すかの方法を言う。これは、データを解析するための基礎的な考え方の上に

構築される数理的方法である。データを取得する方法は別に講義があり、ここでは、データを解析す

る方法、特に数量化について述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　、容
担当講師（所属・氏名）

1 データとは何か

　以下の講義では、統計学の基礎的知識を前提
ﾆする。この講義の学習の仕方について説明す
驕B

@データとは何か。これは単なる数：字の羅列で
ﾍなく、それが出現した背景が重要である。こ
､した点について述べる。

林　　　知己夫

i放送大学教授）

2 グラフ化の重要性

　データ解析では、デー．タを基にさぐりながら

﨣��ﾂかみ出すことが大事で、このためには、

fータをグラフ化していぐことが基本である。

ｱうしたことに関連した考え方や方法について

ﾌ基本を説明する。

同　上

3 データに澄ける
ｿと量

　データは究極的には数量によって表現される。

ｵかし、測定や計測によって得られる標識には、

ﾂまり「なま」の測定は、数量である場合と質

Iな分類である場合とがある。これらについて

ﾌ性格を述べる。

同　上

4 相関について

　データ間の関連性の最も単純なものを説明す

驕B質的データの場合の関連性、数量的データ

ﾌ関連性。この特殊な場合で重要なものが相関

W数で、これについて説明し、さらに相関の諸

鰍ﾉついて言及する。

同　上

5 重相関関係について

　多数の変量の間の関係をみるものとして、重

滑ﾖ関係がある。まず、二相関関係数の意味に

ﾂいて説明し、新しい概念である偏相関係数に

ﾂいて説明する。ここで、多次元的なデータ処

揩ﾌ考え方を習熟させるようにする。

同　上

6
多次元空間騰げる

ｪ散

　一次元におけるデー・タの散らばりを表わナ分散

ｩら出発し、多次元空間に於けるデータの散ら

ﾎりを表わす一般化分散に言及し、この意味に

ﾂいて説明する。

同　上

7
判別の尺度について
P

判別とは何か、について説明し、これを表現

ｷるための測度を説明する。それぞれの測度の

烽ﾂ意味や特色について説明する。判別の概念

ﾆ距離の概念との関連性について説明する。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

前講の続き。

判別の尺度について
8 皿 林　　　知己夫

多次元データを分析するに際して、ユークリ

9
距離と一般化分散
ﾆ線型判別関数

ッドの距離一般化分散の特色に基づいて、ど
､使い分けていぐのが適切かについて説明する。 同　上

以上の基本を踏まえて多次元データ分析の方

10
多次元データ解析

ﾌ重要性

法に進むが・ここで多次元分析が、いかに現象解析に対して重要な意味：をもっかについて説明

ｷる。
同　上

多次元データ分析の方法を説明する前に、測

11
成分分析と因子分

ﾍ
定誤差がデータ分析に対して与える影響につい

ﾄ述べる。まず、測定したものが数量である場 同　上
合について説明する。

前講の続きで、測定が質的なもの、カテゴリ

12 データ解析におけ
髏迫ﾊ化

一反応として表現されるのでカテゴリカル．データというが、この場合についての測定誤差の

同　上

問題を取扱う。

　データ解析に：澄ける数量化の位置について説明する。その前に数量化とは何か、その発生に

13 数量化の基本概念
ついて述べる。これがデータ解析の基本理念であることを説明する。数量化の基本が理解できればその考え方で各種のデータ解析が可能とな

同　上

る。

外的基準がある場 数量化に於ける測定・計測したことめ表現と

14
合1
`それが数量であ

基本的二つの立場について説明する。こうしたことが・数量化を超えて広い意味のデータ解析

同　上

る場合～ の基本どなっていることを示す。

外的基準がある場、 数量化1類と呼ばれる方法で、これについて

15
合皿～それが数量でな 詳細に説明する。これば、形式的には、重相関

ﾖ係の拡張となっている。 同　上

い場合～
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当r講師L
i所属・氏名）

前罪の続き。

外的基準がある場

16 合皿 林　　　知己夫

～例示～

17

外的基準がない場
№ﾌ数量化1
`パターン分類の

外的基準が分類である場合の数量化を説明す

驕B数量化E類と呼ばれ、形式的には線型判別

ﾖ数の拡張どなρている。
同　上

数量化①～

外的基準がない場
前講の続き。

18
合の数量化1
`パターン分類の

同　上

数量化②～

19

外的基準がない場
№ﾌ数量化皿～パターン分類の

@数量化③～

　外的基準のない場合の数量化の一つであるパ

^ン分類の数量化、数量化皿類と呼ばれる方法

ﾉついて説明する。どうしてこの方法が発生し

ｽかについて説明する。

同　上

この数理的構造について説明し、解り易いモ

20

外的基準がない場
№ﾌ数量化丑

デルについてその解釈を示す。
同　上

～eij型数量化①～

種々の応用法について説明する。

外的基準がない場

21 合の数量化H 同　上

～eij型数量化②㌣

二つのものの間の関係が数量で示されている

22
一対比較法の数量

ｻ1

が厳格な意味でメトリカルでない場合の数量化

ﾌ方法である〇二つのものの間の関係を基にす

髀舶菇@のなかで位置付けて説明する。この場

同　上

合、関係は親近性、非親近性を表わすものとする。

理論的構造と応用法について説明する。さら

23
一対比較法の数量

ｻH

に、これを発展的に応用した例について述べる。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

一対比較法の諸方法の説明とガットマンによ

24
多次元尺度解析法
@　　　　　　　　1

る一対比較法の数量化について述べる。数量化

ﾌ方法発展の礎となった考え方を中心に据えて

燒ｾする○
林　　　知己夫

一対比較法では矛盾がよく起こるoA＞B、

25
多次元尺度解析法
@　　　　　　　　皿

B＞C、しかしA〈Cという関係である。＞は
謔闕Dましい、好ましくないという事を示す。

ｱの従来の取扱いと、数量化による別角度から
同　上

の取扱いを述べる。

二つのものの間の関係を基にして、要素の空

26
多次元尺度解析法
@　　　　　　　皿

間的位置付けを求める方法で、eij型数量化と関

Wが深い。二つのものの関係が、親近性、或は 同　上
非親近性をあらわす順位もしぐは順位のついた

分類で表現されている場合について述べる。

27

多次元尺度解析法
@　　　　　　　　w

`続MDA－VOの

　二つのものの間の関係表現が、単なる分類、いわゆる名義尺度である場合について述べる。

同　上

今後の発展～

三つの要素の間の関係が数量であらわされて

28
分類とクラスター

ｻ
いるが、厳格な意味でメトリカルでない場合の

迫ﾊ化について述べるOこれはeiJ型数量化の 同　上

拡張となる。

三つの要素の間の関係が数量で表わされてい
測定誤差測定値変 る場合のデータ解析法としてタヅカーの三相因

29 動の分析上の意味
@　　　　　　　（1）

子分析があるが、これは二つのものの間の関係
ﾉ帰着し、本質的なものではない。ここでは、

同　上

Paralle1：Factor　Analygis（PARA：FAC）に：
ついて述べる。

測定誤差測定値変 分類は科学に澄ける最初の重要な操作である。

30
動の分析上の意味
@　　　　　　　（2）

分類を通しての情報抽出は不可欠の考え方であ

驕Bこのための統計的方法としてのデータに基 同　上

分類とクラス．ター化 つくクラスター化による分類について述べる。

但し、これは外的基準のない場合の方法である。
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＝数値計：算とデータ処理＝（TV）
〔主任講師：石田正次（帝京技術科学大学教授）〕

全体のねらい

　まずプログラミング言語BASICを用いて数値計算の基本的＝な手法を習得する。次に：最小二乗法を

中心に、相関、曲線の当てはめ、移動平均など実用的な問題の計算：法を学習する。最：後は大型コンビ

ュー・ ^に：よるファイル処理の初歩をPL／1を用いて練習する。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

古い数表やいろいろの計算器具を示しながら

数値計算：の歴史を簡単に述べる。次に現在使用 石　田　正　次

1 数値計算と計算：機 されている各種のコンピュータを紹介し、その （帝京技術科学大

構造を説明する。 学教授）

BACIC、　FORTRAN、　ALGOL、PASCAL
COBO：L、　PL／1、　APLなどいろいろ：なプログ

’

2 プログラミング言語 ラミング言語の特色を簡単な実例で説明する。 同　　上

マイクロ・コンピュータ（FM－7）を使っ

BACICの
てプログラミング言語BASICの説明をする。

3 PRINT命令、計算式など。 同　　上
基本（1）

BASICの文法とプログラムの基本的な型の

BACICの
説明をする。

4 同　　上
基本（2）

BAS　ICの説明、　FOR文と合計の計算など。

BACICの
5 同　　上

基本（3）

逐次近似法の話。算術平均と幾可平均の関係

を使って逐次近似法により平方根の計算をする。

6 数値計算の基本（1） 同　　上

級数転回による関数の近似。マクローリンの

級数を使って円周年の計算をする。

7 数値計算の基本（2） 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏各）

数値積分。台形式とシンプソン式。円の面積

の計算をする。

8 数値計算の基本（3） 石　田　正　次

BASICに組み込まれている各種の関数の説r
明。三角関数、対数関数、乱数など。

9 数値計算の基本④ 計算精度と計算スピードの話。 同　　上

消去法による連立一次方程式の計算プログラ

ムを作る6

10 数値計算：の基本（5）
同　　上

最小二回忌の考え方。最小二乗法による平均

と分散の意味づけ。

11 最小二乗法（1） 同　　上

直線の当てはめの話。回帰直線と相関係数）

12 最小二乗法（2） 同’　上

ド

回帰直線のまわりの分散と相関係数の関係。

13 最小二乗法（3） 同　　上

曲線の当てはめ。多項式を当てはあるプログ

ラムを作る。

14 最小二乗法（4） 同　　上

直線の当てはめと単純移動平均。曲線の当て

はめと加重移動平均。曲線のスム㌣ジング。

15 移動平均　（1） 同∬上
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回’ テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

時系列データの分析。周期性と自己相関係数6

コレログラム。

16 移動平均　（2） 石　田　正　次

差分でみた多項式と指数関数の性質。

17 差　　　分　　（1） 同　　上

差分方程式による生長のモデル。

18 差　　　分　　（2） 同　　上

測定と誤差の話。系統誤差と偶然誤差。
畠

19 偶然性の処理（1） 同　　上

偶然の性質と確率論。分布。中央極限定理。

20 偶然性の処理（2） 同　　上

確率モデルと乱数の話。

21 偶然性の処理（3） 同　　上

BACICからP1』／1へ。　PL／1での基本的

：な約束。BASICとP：L／1との類似点と相異点。

22 PL／1　　　（1） 同　　上

PL／1によるプログラミングの練習。

23 P：L／1　　　（2） 同　　上
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回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 一担当三三冒・
@（所属・氏名）’

P：L／1によるプログラミングの練習。

24 P：L／1　　　（3） 石　田　正　次

大量データの処理。データ・ファイルの種類。　　　　　　　　　　　　　　’

騨一隣“

Aータ・プアイル データ・ファイルを使ったプログラムδ

25
の話

同　　上

アンケート調査の集計・一単純集計と多重集計。

26 集計と作表（1）
　　　　　蒐
ｯ　　上

ファイルの事前処理。数値デ、一タと文字デー
僧

タ。　　　・

27 集計と作表（2） 同　　上

実際のデータ・ファイルを使った集計のプロ
グラム。 争

28 集計と作表（3＞ 同　　上

ゆ

東京（日本）、ナンシ「（フランス）、フラ

イブルグ（ドイツ）の三つの調査結果を使って

29 集計と作表ω の国際比較。 同　　上

これまでの講議のまとめ。これからの勉強の
進め方。

30 ま　　　と　　　め 同　　上

，，
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放送大学放送番組と印刷教材各章との対応一覧

印刷教材題名 放送番組

1章　数値計算：と計算機 第1回　数値計算と計算機

2章　プログラミング言語 第2回　プログラミング言語

3章　　BASICプログラミングの練習

第3回　BASICの基本（1）

謔S回　BASICの基本（2）

謔T回　BASICの基本（3）

4章　逐次近似法 第6回　数値計算の基本（1）

5章　級数による関数の近似 第7回　数値計算の基本（2）

6章　数値積分 第8回　数値計算の基本（3）

7章　関　　数 第9回　数値計算の基本（4）

8章　最大最小と並べ換え
X章　連立1、次方程式

第10回数値計算の基本（5）

10章　平均と分散 第11回最小二乗法（1）

11章　直線の当てはめ

@　　回帰直線と相関係数
P2章　曲線の当てはめ

第12回最小二乗法（2）

謔P3回最小二乗法（3）

謔P4回最・j・二乗法（4）

13章　　自己相関係数と移動平均
第15回移動平均（1）

謔P6回移動平均（2）

14章　差分と差分方程式
第17回差分（1）

謔P8回差分（2）

15章　分　布
P6章　誤　差

第19回偶然性の処理（1）

謔Q0回偶然性の処理（2）

謔Q1回偶然性の処理（3）

17章　P：L／1入門

第22回PL／1（1）
謔Q3回PL／1（2）
謔Q4回PL／1（3）

18章　P：L／1によるプログラム例
第25回データ・ファイルの話
謔Q6回集計と作表（1）

19章　集計と作表

第27回集計と作表②
謔Q8回集計と作表（3）

謔Q9回集計と作表④

20章　数値計算雑題 第30回まとめ
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　＝現代数学特論1＝・（R）
〔主任講師：吉田夏彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

数学の性格を統一的にとらえるやりかたの一つに、論理の基本概念と集合論の基本概念だけをもと

にし、他のすべての数学的な概念を、次々と定義していくというのがある。このやりかたを知っても
らうことを目的とする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

数学と論理学とがともに古代ギリシャに発す

る学問であることをのべ、論理の基本概念と集
吉　田　夏彦

1 は　　じ　め　　に 合の概念とが、ともに、日常生活でつかわれて

いることばに内在している、ごく親しみやすい （東京工業大学教授）
ものであることをも示す。

命題論理の推論の形式とトートロジについて

のべる。

2 命　題　論　　理 〃

述語論理への橋渡として、テーマにかかげた
ギ

三つの概念について説明する。　　　　文

3 関係と変項と全称 〃

述語論理の推論の形式について解説する。

4 述語論理の推論1． 〃

4のつづき◎

5 述語論理の推論2． 〃

メタ理論と対象理論との区別、および公理論

の性格についてのべる。

6 メタ理論と公理論 〃

モデルの概念について説明する。

7 モ　　　デ　　　ル 〃
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

完全性定理について解説する。

吉　田　夏　彦

8 完全性定理
（東京工業大学教授）

一階の述語論理によって形式化される自然数

論についてのべる。

9 一階の自然数論 〃

矛盾についてのべ、集合論の公理化の必要に：

ついてのべる。

10 矛　　　　　　盾 〃

不完全性定理と、その数学の基礎論への影響

証明論と不完全性 についてのべる。

11
〃

定理

集合論の公理系のいくつかを紹介し、Z：FS

集合論の基礎についてのべる。

12 公理的集合合論 〃

位相空間法や、簡単な代数系などを例にとつ

て、：構造の概念について解説する。

13 数学的　構造
〃

順序数、．自然数、整数の概念がどのようにし

て定i義されるかをのべる。

14 数　の　概　　念 〃

集合論の公理の独立性を論じ、この概論の持

つ、数理哲学的な含蓄にふれる。

15 集合論のモデル 〃

一657一



＝現代応用数学＝（R）
〔主任講師：伊理正夫（東京大学教授）〕

全体のねらい

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師、
i所属・氏名）

自然数（個数を数える）、整数（引算ができ

1
数と量と次元

鼈齔 の体系�

）、有理数（割算：ができる、比がとれる）、実数：（大小関係に“隙間”がない）、複素数等，の数の体系の復習と、それぞれの実生活との関連における意味、役割の指摘。�

　理，正夫1（

結梠蜉w教授）、

元と単位；SI単位系、有効数字；舵・∴�

：と量と次元� ・G・M、K、　h、　da、　c、　m、　P、　n、…”�

�

物理量の表現�

記号；数学記号や量記号のJIS；人・日、円／入・kg／台、等々の便宜的な㏄次元”記法。�

　上．・

�
と量と次元一

ｨ理量の演算�

純粋な数と次元付の数（・＝量）；量の間の積等可能性〔乗除算による単位の変換の規貝弓。加＝減算は同次元の量の間のみ可能であるという公理〕；行列・ベクトル算における次元の役割〔行列A＝（aij）の要素aijの次元は〔i〕／Ij〕の形でなければならないこと〕�

　上

�

ステムの数学一線形システム1：　

@入出力関係�

多入力・多出力関係として把握される多くの実際的な例をあげる。入出力の各成分が属する環・体〔実数（瞬時値）、複素数（定常振動等）時間関数：の環とそのconvolutionと商体として�

　　　太、舜

果関係�
MikUsinski演算子〕；重ね合せの原理；行列表現、基底。� 専修大学教授）

列式、一次独立、階数、固有値、等々につ�

ステムの数学� て無く原理的な計算手順つきで概説する。前�

� 線形システム2：　
?`代数の基本的　諸概念（その1）�

の例に即して例をあげる。�
　上

　上。�

ステムの数学�
� 線形システム3：�

形代数の基本的� 　上
概念（その2）�

力を出さない入力（Ker）、実現される出力�

ステムの数学� Im）；同じ出力を出す入力；いくつかの出力�

� 線形システム4：　
ｩ由度の束縛と部　
ｪ空間、商空間�

子からの出力が0になるように束縛したときの入出力関係〔（ABCD）から（A－BD齢1C）を作

髦b〕�

　上
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改

回 テ．　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

連結関係、因果関係を表すグラフ。グラフの

8

システムの数学
齬｣散システム1：
@　グラフ・関係・順
@　序

連結性、強連結性；k連結成分（k漏1、2、（3》）、

ｭ連結成分；無サイクルグラフと半順序；木と
笆ﾘ。例としては、道路網、通信網、持株関係、
鞄?Y出行列、group　dynamics（交友関係）、

凵Xなるべく多種類。

佐　藤　　　創

i専修大学助教授）

最大流問題とその解法；マヅヂング問題とそ

システムの数学 の解法。（できれば既約分解、DM分解にもふ

9 一離散システム2：
れる。） 韓・　太　舜

最大流とマヅチン
グ

最短絡問題：とその解法。最！』・木とgreedy

システムの数学 algori　thm（マトロイド？）

10 ・一’ ｣i散システム3： 同　上

最短絡と最小木

行列の既約分解；DM分解とその応用。

システムの数学
11 一離散システム4： 佐　藤　　　創

差分方程式

常微分方程式の形にモデル化される各種の現

システウの数学 実的な例。初期値問題、境界値問題、固有値問

12 一連続システム1：
題、過渡解析、定常解析、演算：子法、Fourier 同　上

常微分方程式モデ 変換。

ル（その1） ｛

・安定性、振動（非線形の場合を含む）。惑星

システムリ数学 運動、Van　der　Po1型の振動、……。

13 一連続システム2：
同　上

常微分方程式モデ
ル（その2）

放物型、楕円型、双二型の偏微分方程式とそ

システムの数学 の形に定式化される典型的な物理現象。できれ

14 一連続システム3：
ば非線形の例も取り入れる。 同　上

偏微分方程式モデ
ル（その1）

前回の例の解法一極く一一部（変数分離型も

システムの数学 扱うか？）

15 一連続システム41
同　上

偏微分方程式モデ
ル（その2）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容、 担当講師（所属・氏名）

システムの数学

最適化問題とは；線形計画法非線形計画法と例（生産計画、最適設計、等々）

16 一最適化　1：
数理計画法 佐　藤　　　創

単体法の概要。

システムの数学
17 一一 ﾅ適化　2：積

形
計
画
問
題
の
解
法

韓　　　太　舜

システムの数学
在庫管理、取替、待行列、信頼性。

18 一最適化　3：
確率モデル 同　上

～ 待行列、信頼性

システムの数学
箆

19 一最適化　4：
@変分法 佐　藤㌧　創

20
情報処理の数学
鼈齔 値情報処理1：�

浮動小数点数、計算機の中での数の表現、誤差とその伝播。（2進法、16進法についても簡単に触れる。）�

　　　　　守

の表現と誤差�
千葉大学助教授）

報処理の数学�
均・分数の言三法．補間法、補外法。�

1� 数値情報処理2：　
搆v計算、補間、　補外� 上

報処理の数学�
数値微分・数値積分の原理と基本的な公式」およびそれらの使用上の注意。�

2� 数値情報処理3：　
白l微分、数値積　分�

上

報処理の数学�
形方程式系の解法（LU分解法）�

3� 数値情報処理41�
形計算（その1）� 上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最小二乗法（正規方程式を使わない方法につ

情報処理の数学 い宅触れるか？）

24 一数値情報処理5： 星　　　　　守

線形計算
（その2）

Newt。n法。

情報処理の数学
25 一・ 白l情報処理6： 同　上

非線形方程式・代
数方程式

初期値問題の解法。Euler法、修正Euler

情報処理の数学 法、Rmge一一Kutta法。

26 一・ 白l藤島処理7： 同　上

常微分方程式

放物型方程式の解（陽解法とその安定性、陰

情報処理の数学 解法）。楕円型方程式の解（Divichlet問題の

27 一数値情報処理8：
差分解法のみ）。 佐　藤　　　創

偏微分方程式

計算複雑度、デ・一タ構造。数値回報処理の各

情報処理の数学 種の例を眺め直す。疎行列表現法の例も。

28 一非数値情報処理1： 星　　　　　守

算法の複雑度とデ
一戸構造

ソーティングの算法。使用上の注意。

情報処理の数学
29 一非数値博報処理2： 同　上

ソーティング

計算機の中でのグラフの表現、地図の表現。

情報処理の数学
30 一興数値情報処理3： 韓　　　太　舜

グラフと地図の表

現
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　　　　　　　　　＝生命のしくみ『・＝＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　　～生化学の諸問題～

　　　　　　　　　〔主任講師：木原弘二（慶応義塾大学教授）〕
全体のねらい

畿鷺聾譜撮欝として残されて噸に伽てみる予定である・化学の一

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

物質についての考え方をギリシャ時代から中

1 物質観と生命観
世、近代へと辿り、その間、生物の働糞につい

ﾄ生命に特有な力やしくみが考えられてきたこ 木　原　弘　二

とを紹介し、現代での考え方と対比させてみる。 （慶応義塾大学教授）

18世紀末ごろから、多数の有機化合物が発見

され確認されてきた。19世紀初頭は、無機化合
2 有機化学の確立 物の研究が華々しい成果を挙げていた頃で、無 同　上

機物質と有機物質との区別が明確にな如、その

後の生化学の発展の方向が確かめられていった。

トリプトファンは必須アミノ酸の一つで、他

3 トリプトファン

ﾌ発見

のアミノ酸よりもか左りその発見がおくれた。しかし、このアミノ酸の存在を示す反応は一世

Iほど以前から知られていた。その発見が遅れ 同　上

た理由を示して、物質を確認することの重要さ
について述べる。

尿酸は、精製され確認された有機化合物の最

初のものの一つである。この物質の血液中濃度
4 尿酸　と　痛風 が高いと、痛風の発作がおこる。ヒトという生 同　上

物に特有の二つの事情が、この病気の起こる：た

めの条件となっている点を解説する。

私たちの健康な生活には、適量のビタミンを

摂取する必要があるが、ビタミンの必要性が明
5 ビ　タ　ミ　ン　C らかにされてきた研究の歴史は、物質を研究す 同　上

る上での考え方を教えている。ビタミンCを例

にして、この点を紹介する。

ビタミンCの欠乏で、もっとも影響を大きく

受けるのは、コラーゲンである。このタンパク
6 コ　ラ　一　ゲ　ン 質は、特殊なアミノ酸が含まれている点、アル 同　上

ファ・ラセン構造が主構造となっていない点な

ど、標準的なタンパク質ど異なっている。

赤血球の表面には、さまざまな血液型を決定
している物質が存在している。血液型について

7 ABO型物質
は、ABO型が最初に発見され：た（1801）。しか
ｵ、この型を決定している物質が確認されたの 同　上

は約半世紀後で、この例について糖指質の研究
を紹介する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

腎臓移植などの臓器移植の際に問題になるの

8
組織移植適合性抗

は、移植片に対する拒絶反応である。この免疫

ｻ象には、白血球の細胞膜表面の抗原が関係し 本　原　弘　二
原 ていて、その抗原型はきわめて多数で、A、　B、

C　D　DRの5群に分類されている。　、　　　　　、

タンパク質は、赤血球などの場合のように、

9
タンパク質の細胞

熾ｪ解

細胞全体として分解される場合の外にも、細胞

ﾌ内部で絶えず分解されている。細胞内タンパ

N質が分解される過程では、それぞれのタンパ

同　上

ク質は異なった速さで分解され消失していく。

白血球の働きのためには、タンパク質を加水
分解する酵素が必要であるが、その過剰な作用

10 アンチ・トリプシン
を防ぐために血液中には、タンパク質分解酵素

�j害するタンパク質が存在していて、このタ
同　上

ンパク質の遺伝的変異型の人では肺気腫が起こ

りやすい。

コレステロールは、細胞の膜の重要左成分で
あり、常に合成されている。しかし、合成と利

11
コレステロールの

緕ﾓ
用の均衡が崩れて、血液中の濃度が高くなると
cRレステロール血症として障害を起こす。家

同　上

族性高コレスァロール血症についての最近の研

究の成果を述べる。

酵素の活性は精妙なしくみで調節されている。

肝でのグリコーゲンの分解と合成に関係してい

12 酵素活性の調節 る酵素系と、窒素を含む化合物の合成の出発点 同　上

ともいうべきグルタミン合成酵素を例として取

り上げる。

ホルモンによるさまざまな身体のしくみの調

節について、そのホルモンの産生が視床下部か

13 ホルモン放出因子 ら放出される別のペプチドによって支配されて 同　上

いる。副腎皮質刺戟ホルモン（ACTH）の放出

因子などについて述べる。

DNA分子を切断し、適切に結合し直す方法
を用いて、動物、とくにヒトの遺伝子を純粋に

14 ヘモグロビン遺伝子 することができるようになり、その構造を究明 同　上

することが可能となつ：た。ヘモグロビン遺伝子

を例として、この分野の研究の現状を紹介する。

これまでの講義全体をふりかえって考察し、

物質についての研究から、生命現象が究明され

15 生命　と　物　質 てきた成果をまとめて考察してみる。このこと 同　上

は、とりもな診さず、生命についての考えを改

めて整理することになるであろう。
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　　　　　　　　　　＝動物の行動と社会＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：日高敏隆（京都大学教授）〕

全体6ねらい

学鯉灘四一商回想そξ三三齢つズの舐社会とのか醐・

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
さまざまな動物の

s動

　いろいろな動物のさまざまな行動を紹介し、

ｽのためにそんなことをしているのかを考える。

日　高　敏　隆’（京都大学教授）

V　妻　昭　夫
i元京大教養部非常

ﾎ講師）

2 動物行　動　学

　動物行動学（エソロジー）の成立とその基本

F識について述べる。
日　高　敏　隆

3 行動の澄こるしぐみ

　いろいろな行動がどのようなきっかけで澄こ

驍ｩ、個々の場合について述べ、行動のしくみ

ﾉついて概観する。

山　下　恵　子
i都留文科大文学部

�寀ﾎ講師）

4 探索　と　定位

　食物、異性、産卵場所などをどうやって探す

ｩ、また渡り、太陽コンパスなどについて解析

ｷる。
山　・下　恵　子

5 コミュニケーション

　動物たちがどのような方法でコミュニケーシ

㏍唐ｵあつているか、いろいろな例をあげ、人

ﾔの場合にもふれる。
新　妻　昭　夫

6 適応度と繁殖戦略

現代動物行動学の基本概念である適応度（フ

Bットネス）の概念を理解し、戦略という考え

ｩたを導入する。
日　高　敏　隆

7 生活史　戦略

　動物たちの生存戦略の一つとしての生活史戦

ｪがいかに多様であるか、それと行動がどうか

轤ﾝあっているかを述べる。
山　下　恵　子
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当．講師
i所属・氏名）

8 群れとなわばわ

群れとなわばりという二つの相対立する生き

ｩたの利害得失を述べ、最適戦略という概念に

ﾓれる。
新　妻　昭　夫

9
社会＝構造と社会行

ｮ

　6、7、8の展開としての社会構造。繁殖シ

Xテムの問題を論じる。
同　上

10 最適戦略とESS

　さまざまな観点に澄ける最適戦略について述

ﾗ、さらにESS（進化的に安定な戦略）とい

､概念にふれる。
日　高　敏　隆

11 行動の　進　化

行動の進化についての・一レンツ流の解釈か

轣A現代エソロジーに澄ける説明に至るいろい

?ﾈアプローチを説明する。
新　妻　昭　夫

12
社会性昆虫の生活

ﾆ利他行動

　利他行動の進化をめぐる議論のもとになった

ﾐ会性昆虫の生活から、広く利他行動について

qべる。
山　下　恵　子

13 血縁淘汰と群淘汰

　現代の適応度理論の完成に重要な役割りを果

ｽした血縁淘汰説と、かつての群淘汰の概念を

燒ｾ。
日　高　敏　隆

14

行動の　発　達

D一 vログラムと学

K一

行動が遺伝的プログラムによるものか学習に

謔驍烽ﾌかという問題について論じる。
新　妻　昭　夫

15
ま　　　と　　　め

齠ｮ物の環境世界一

　まとめとして、動物の行動と社会について述

ﾗ、さらに動物たちの環境世界という観点から・

l間の相対性理解を説く。
日　高　敏　隆
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　　　　　　　　　＝データ解析方の基本＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：林知己夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

巳デづによる現象噺法をデー瑠析法と名詰る。どのようにデー確とり、どのようにデータ
を解析して情報を取り出すかの方法を言う。これには、現象をどう取扱うかのフィロソフィ＿が重要

で・この上に立って必要に応じ数理的・統計的方法が開発されるものである。まずデータ解析をする

上での基本となる考え方・方法を述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

以下の講義では、統計学の基礎的知識を前提
とする・ζの講義の学習の仕方について説明す

、1 データとは何か
る。

@データとは何か。これは単なる数字の羅列ではなく、それが出現した背景が重要である。こ

林　　　知己夫

i放送大学教授）

うした点について述べる。

データ解析では、データを基にさぐりながら
情報をつかみ出すことが大事で、このためには、

2 グラフ化の重要性
データをグラフ化していくことが基本である。こうしたことに関連した考え方や方法について

同　上

の基本を説明する。

測定や計測によって得られる標識には、つま

3
データに臨ける：質

ﾆ量

り「なま」の測定の表現には、数量である場合
ﾆ質的な分類である場合とがある。これをどう
謌ｵって情報をとり出すかが、データ解析の核 同　上

心になる。ここでは、量的・質的表現について
の性格を述べる。

データの性格・1 データ解析をする上でデータの性格をしっか

4
一測定誤差・測定

l変動の分析上の

り掴む必要がある。この』部は第1回にも触れ
ｽ。多次元的な分析の方法を説明する前に、測
闌?ｷ・測定値変動がデータ分析に対して与え 同　上

意味一 る影響について述べる。まず測定した．ものが数

量である場合について説明する。

5

データの性格・H

齣ｪ定誤差・測定
l変動の分析上の

　前講の続きで、測定が質的なもの、カテゴリー反応として表現されるのでカテゴリカル・データというが、この場合について、データ分析に対して測定誤差・測定値変動が与える影響の

同　．上

意味一・ 問題を取扱う。

一次元におけるデータの散らばりを表す分散

6
多次元空間に澄け

髟ｪ散

から出発し、多次元空間におけるデータの散ら
ﾎ如を表す一般化分散に言及し、この意味につ
｢て説明する。 同　上

判別とは何か、について説明し、これを表現
するための尺度を説明する。それぞれの尺度の

7 判別の尺度・豆 もつ意味や特色について説明する。判別の基本
T念、相関比、多次元の場合の相関比について 同　上

説明する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前講の続きで、判断成功率の意味、これと相
関比との関係、多次元の場合め判断成功率につ

8 判別の尺度・皿
いての説明をする。

林　　　知己夫

多次元データを分析するに際して、ユークリ
ヅドの距離、二二化分散の特．色に基づいて、・ど

9
距離と一般化分散

ﾆ線型判別関数

う使い分けていくのが適切かについて説明する。

ﾜた、通常統計学で用いられる線型判別関数に
同　上

ついて述べる。

以上の基本を踏まえて多次元データ分析の方
法に進むが、ここで多次元分析が、いかに現象

10
多次元データ分析

ﾌ重要性

解析に対して重要な意味をもつかについて説明

ｷる。
同　上

測定が数量で与えられている場合、因子分析

法は、データ構造をさぐるためによく用いられ

11
因子分析法と成分

ｪ析法

る方法である。これについての考え方やモデル
ﾌたて方について述べる。また、統計学で用い
轤黷髏ｬ分分析法についても説明し、両者の関

同　上

連性に言及する。

データ解析における数量化の位置について説

明する。その前に数量化とは何か、その発生に

12
データ解析に澄け

髏迫ﾊ化

ついて述べる。これがデータ解析の基本理念で
?驍ｱとを説明する。数量化の基本が理解でき

同　上

ればその考え方で各種のデータ解析が可能とな
る。

数量化におげる測定・計測したことの表現と

基本的二つの立場について説明する。こうした

13 数量化の基本概念
ことが、数量化を超えて広い意味のデータ解析

ﾌ基本となっていることを示す。
同　上

外的基準のある場
　数量化1類と呼ばれる方法で、これについて
ﾚ細に説明する。これは、形式的には、重相関

14
合・1一それが数

ﾊで与えられてい
関係の拡張となっている。 同　上

る場合一一

外的基準が分類である場合の数量化を説明す

外的基準のある場 る。数量化∬i類と呼ばれ、形式的には線型判別

15 合・聾一それが数
関数の拡張となっている。 同　上

量でない場合一
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＝データ解析法の進歩＝（TV）
　　　　　　　　　　〔主任講師：林知己夫（放送大学教授）〕

全体マ）ねらい

　データ解析の基本を習得した上で、さらに学ぶべき必要のある重要な方法について述べる。基本だ

けでは、実際の現象を有効に取扱って情報をとり出すことは出来ないので、より進んだ方法を説明す

る。これらの方法は「基本」のフィロソフィーの上に立つものである。ここでは質的デー．タを解析す

“るための数量化の諸方法を中心に話を進める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

これから、さらに進んだ方法に入る前に、デ

1
「データ解析の基

{」の復習

一タ解析の基本で学んだことをもう一度復習し
ﾄ基礎を固めることにする。基本が理解できて
｢れば、本講座が理解し易いものになる。

林　　　知己夫

i放送大学教授）

第14、15講で説明した理論をよりし一層理解

外的基準のある場 し、実際に用いて計算でくるようにするため、

2 合・皿一実例によ
簡単な例をあげ、これについて計算手続きを説
ｾする。自ら復習し、納得がゆくようにするた 同　上

る計算一一 めの講義である。

外的基準のない場
　外的基準のない場合の数量化の一つであるパ

^ン分類の数量化、数量化皿類と呼ばれる方法

3 下め数量化・1

黹pタン分類の数
について説明する。どうしてこの方法が発生し
ｽかについて説明する。

同　上

量：化・その1一

実例を用い、前回で述べた理論に基づいて計
算する手続きを示す。これは、理論を一層理解

4 一パタン分i類の数

ﾊ化・その2一
し易くすると共に、実際のデータを用いて計算
ｷる仕方を習得させるのがその目的である。

同　上

種々の実際の例を用いこの方法の応用法につ
いて説明する。

5 一パタン分類の数
同　上

量化・その3一

外的基準のない場
　二つのものの間の関係が数量で示されている
ｪ厳絡な意味でメトリカルでない場合の数量化

6 合の数量化・H

|eij型の数量化

ｻの1一

の方法である。二つのものの間の関係を基にす
髀舶菇@のなかで位置付げて説明する。この場
〟A関係は親近性、非親近性を表すものとする。

同　上

理論的構造と応用法について説明する。さら
に、これを発展的に応用した例について述べる。

7 一eij型の数量化
同　上

その2一「
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当・講師
i所属・氏名）

一対比較法の諸方法の説明とガットマンによ

8

一対比較法の数量

ｻ・1一一ガツトマ

る一対比較法の数量化について述べる。数量化

ﾌ方法発展の礎となった考え方を中心に据えて

燒ｾする。
林　　　知己夫

ンの一対比較法一一

9

・一ﾎ比較法の数量

ｻ・H一一対比較
@における矛盾と

・一ﾎ比較法では矛盾がよく澄こる。A＞B、
a＞C、しかしA〈Cという関係である。〉、
qはより好ましい、好ましくないという事を示
ｷ。この従来の取扱いと、数量化による別角度

ｩらの取扱いを述べる。

同　上

数量化一

二つのものの問の関係を基にして、要素の空
多次元尺度解析法 間的位置付けを求める方法で、eij型数量化と

10
MD　S（Multi－

cimensional
@Scaling）・1

関係が深い。二つのものの関係が、親近性、或

ﾍ非親近性をあらわす順位で表されている場合
ｪ基本である。この応用法について述べる。

同　上

親近性もしくは非親近性が順位のついたグル
一プ分けで与えられている場合が一層実用的な

11
多次元尺度解析法

@　　　　　　・皿

ものである。これをMDA－ORというが、この
菇@について、解析の理論を述べる。

同　上

MDA－ORの実例及び二つのものの間の関係
が唯の分類（ノミナル・スケールという）で与

12
多次元尺度解析法

@　　　　　　・皿

えられている場合の解析法を述べる。これは、

lDA－UOと名付けられているものである。
同　上

MDA－UOの展開とMDA－ORとMDA－UO
の使い方、それぞれの特色について述べる。

13
多次元尺度解析法 同　上

・IV

三つの要素の間の関係が数量であらわされて

14

三つの要素の間の

ﾖ係に基づく数量
D化

いるが、厳格な意味でメトリカルでない場合の
迫ﾊ化について述べる。これはeij型数量化の
g張となる。数量で与えられている場合には個
l差あるMDS、タッカーの三相因子分析、ハー
VュマンのPARAFACモデル等がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これ

同　上

らについて説明する。

分類は科学における最初の重要な操作である。

分類を通しての情報抽出は不可欠の考え方であ

■5 分類とクラ三三ー化
る。このための統計的方法としてのデータに基

ﾃくクラスター化による分類について述べる。
同　上

但し、これは外的基準のない場合の方法である。
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　　　　　　　　　　　　＝時系列論＝（R）

　　　　　　　　　〔主任講師：尾崎　統（統計数理研究所教授）〕

全体のねらい

　時間の経過と共に不規則な変動を示す現象の統計的解析法を論じる。必要な基礎的概念の説明をは

じめに行い・ついで一般的娘く知られている線形時系列モデルについて解説しその利用法を論じる。

非線形時系列モデルあるいは事象の発生時点の系列の特徴を解析する＝ための点過程モデル等の新しい

話題についても概説する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

時系列とは何かを概観して以下の講義の準備

1 序　　　　　　論

とする。このため、具体例に沿って、問題となるのは何か、どのような概念がこれまでに発展させられたか、それが実際の解析：方法にどう用

尾　崎　　　統

i統計数理研究所

いられるのか等を説明し、時系列解析の有用性 教授〉
を示す。

　確率、確率変数、同時分布関数、平均、共分散、密度関数、確率変数の独立性、多変量正規

尾　形　良　彦
2 確率論的な基礎

分布、カイニ乗分布、条件付き確率澄よび平均、などの基礎的概念を解説する。

（統計数理研究所

助教授）

3
確率過程の基礎概

O

　時系列解析の基礎となる確率過程について簡単に説明するお時系列の定常性、エルゴード性について：解説し、自己共分散関数、自己相関関数を導入する。これらの関数の性質、推定法等

尾　崎　　　統

について説明する。

入出力間の関係を表現するモデルとしての線

4
線形システムとフ

[リエ解析

形システムを説明し、フーリエ変換にもとつく
?g数領域における解析法を説明する。とくにパワースペクトル、クロススペクトル周波数応

同　上

答関数、インパルス応答関数左どの諸概念を導
入する。

具体例を用いながらスペクトル推定上の問題
点を示す。これを解決する方法としてピリオド

5 スペクトルの推定 グラム平滑化法を紹介し、その推定値の性質を
ｦす。平滑化法の選定が困難であることを指摘 同　上

し、時系列モデル導入の契機とする。

時間領域における時系列解析の指導理念の役
割を荷う「予測」の概念を説明し、予測を実現 石　黒　真木夫

6 予測とARモデル
する手段としての自己回帰モデル（ARモデル）を導入する。ARモデルのあてはめに関連して、予測誤差、最小2乗法、ユー・ルウォーカー法に

（統計数理研究所

@　　　助教授）
ついて説明する。

ARモデルとパワースペクトルの関係を説明

7 ARMAモデルと
Xペクトル

して、ARモデルでは表現するのが難しいスペ
Nトルを記述する道具として自己回帰移動平均モデル（ARMAモデル）を導入する。　ARMAモ

同　上

デルの特性方程式に関する説明を与え、あては
め法の解説をする。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ARモデルの次数を変えると推定スペクトル
の形が変化することを例としてとりあげ、統計

8
統計的モデル構成

ﾆAIC
的モデル構成と選択の問題を定式化する。これ
��?ｷる手段として、FPE、　AICを導入し、

石　黒　真木夫

その利用法を説明する。FPEとAICの関係も
示す。　　　　　　　　　　　，

時系列モデルを統一的に取り扱う方法として
状態空間表現を導入し、状態推定や予測の効率 北　川　源四郎

9 カルマンフィルター
的：な計算法であるカルマンフィルター澄よび固

闍�ﾔスムーザーを説明する。カルマンフィル
（統計数理研究所

ターを用いた尤度の計算法や新しい時系列モデ 助教授）

ルの構成法についても説明する。

実際の確率的現象においてはいくつかめ系列
が互いに影響をおよぼし合っている。予測の問

10 多変量時系列モデル
題を例にとりながら、多変量ARモデルの必要

ｫを説明する。多変量ARモデルを導入し、そ
同　上

の推定法を説明する。また、応用として、クロ
ススペクトルの推定法などを示す。

フィードバックシステムの特性の解析には時
系列モデルの利用が不可欠である。ノイズ寄与

11
フィードバックシ

Xテムの解析
率の概念を導入し、多変量ARモデルを利用し
ｽノイズ寄与率の推定法を説明する。ま：たノィ

同　上．

ズ寄与率によるシステムの解析例を示し、シス
テムの制御の可能性を検討する。

多変量ARモデルから制御システムの状態空
間表現を導く。次に最：適制御理論にもとづいて

12 統計的　制御
最適制御方式を決定ナる。この時系列モデルに
薰ﾃく統計的制御の方法により、今まで数値的

同　上

制御が困難であったシステムでも制御が可能と
なることを具体例を用い左がら示す。

非定常時系列の典型的な例として経済時系列

13
ベイ　ズモデル
[非定常モデルー

をとりあげ、ベイズモデルによる季節調整法を，

燒ｾする。この他にベイズ型の手法を応用し：た

�ﾍ法の例として、地球潮汐データ解析コホー
石　黒　真木夫

ト分析などが開発されていることも紹介する。

従来の時系列論は主として線形モデルを中心
に発展されてきたが、実際にはこれらのモデル

14 非線形モデル
では取り扱えない現象がある。ここでは典型的

ﾈ非線形現象を具体例によって示し、それらを
尾　崎　　　統

解析するための非線形モデルを導入しデータに
もとつく同定法を紹介する。

’

地震、様々なシステムの故障発生、などにみ
られる突発的な事象の時系列を表現する点過程

15 点過程モデル
モデルについて解説する。基本概念となる条件

tき危険度について説明し、これに・基づくシミ
尾　形　良　彦

ユレーション法や点過程モデルの実用例を示す。
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＝　生　　命 論　＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：野田春彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　生命は歴卑を通じて人…類の強い関心脅集めてきた。＋九世紀以来生物学、生物化学の新レい展開に

ともない生命の考え方は大きく変わり、分子生物学の出現で物質を基礎とする考え方は確実なものと

なった。この考え方と従来の考え方とを比較考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 序　　　　　　論

　この講義全体の編成の方針を概略説明し、こ
ｱで採用した考え方以外の考え方をも考慮した

繧ﾅ、全体的視野の下で勉学の指針を与える。

香　月　秀　雄
P蓋奪鋸（二二轟轟

伊　藤　公　ザ
i放送大学助教授）

人類の有史以来の生命に対する考え方を総説

2
歴史、宗教、哲学

ﾆ生命論

する。特に宗教書や哲学書：に現れた世界観など

ﾃ代以来の生命に対する考え方の変遷を現代の

m識と関連させて見直す。
伊　藤　公　一

生物学が物質的基礎を持たなかった時代には、

物理学や化学で理解できない未知な原理が働い

3 生気論と機械論 て初めて生命現象が起こるという考え方をせざ 大　森　荘　蔵
るを得なかった。それが今でも本当かどうかを

考える。

地球上の生物全部に共通の部分があればそれ
は生命にとって必須の部分であろう。さらに必

4 生命の最小単位 須でない部分があればそれを除く。最少の部品 野　田　春　彦
で構成される生物はどんなものかを探ってみる。

5 細　胞　運　　動

　生物の細胞の基本的運動能力を考察する。細

E分裂に際しての細胞内の動き、鞭毛の運動、

@毛の運動、筋肉の運動などの構成や運動機構

ﾌ異同についても考察する。

江　橋　節　郎
i岡崎国立共同研究

@構生理学研究所

@　　　　　所長）

単細胞の生物は細胞分裂によって増殖し、多

細胞生物は細胞分裂によって成長し、さらに増
平　本　幸　男

6 成長　と　増，殖 噂する。基本となる細胞分裂の機構とその生物

墲ﾉよる微細な差を考察して、生命機構全体と
（放送大学教授）

の関係を考察する。

単細胞生物でも、多細胞生物でも、タンパク
質分子が集合して形成する構造は個々のタンパ

7 構　造　形　成
ク質に固有の化学構造にもとづいて自動的に作

轤黷驕B多細胞生物では細胞の集合の方式も生
野　田　春　彦

物の形を決定する。これらに内在する原理を考
察する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物体内の化学反応で共有結合が形成される

ときにはほとんどの場合に酵素が関与している。

8 酵　　　　　　素 この酵素の物質としての性質、作用機構と構造 野　田　春　彦
との関係などが、どこまで物理化学的に理解で

きているかを考察する。

生物体内では条件を一定に保とうとする傾向
がある。老の中で特に物質代謝系に関係する物

9 ホメオスタ　シス
質：の濃度を一定に保持する機構については研究 同　上

が進んでいるので、それを説明する。

現在の地球上では生物界への炭素化合物の取

り込みは殆ど全部植物の光合成によっている。

10 光　　と　生　　命 光合成の産物が食物連鎖を通じて動物や菌類を 同　上

養っている。その全体像を地球的規模で考察す

る。

生命現象の特徴の一つは材料物質：が常に流れ

11
物質代謝とエネル

Mー代謝

ていることである。流れを作るためにはエネル

Mーが必要である。それらの流れの相互関係と、

ｻの機構を考察する。

同　上

遣伝現象の基礎と掌る分子生物学的機構は全

部解明されているわけではない。染色体とDN

12 遺　　　　　　伝 Aの関係などをも含めて、分子レベルの考え方 同　上

をできるだけ現象に結び付ける試みをする。

遺伝子の構造として保持されている遺伝情報

の具体的発現はいろいろあるが、その中でよく

13 タンパク質の生合成 研究されているのはタンパク質の生合成である。 同　上

その機構の細目を検討してみる。

永い年月にわたる遺伝子の変化が進化の基本

であるが、DNAの具体的な構造とその変化の 宮　田　　　隆

14 進化の　機構 可能性を実際の遺伝子の構造と関連させて考察
（九州大学教授）

する。

リボースと燐酸が交互に結合した鎖状構造に

塩基の側鎖があるのがDNAの化学構造である。

15 DNAの化学構造 側鎖の塩基配列順序を決定する方法が発展して 野　田　春　彦

遺伝子工学に至る経過を説明する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

E

16 変異と人類学

　単「の生物種の中でも個体の核酸には少しず・つ変異がある。このことは人類について一番よく研究されている。実際に観察される変異にっ’いて・分子レベルの変化と現象の関係、進化への影響などについて説明する。

尾　本　恵　一

i東京大学教授）

17 中　枢　神　経
久保田　　　競

i京都大学霊長類

@　研究所教授〉

18 新記憶機構論 大　森　荘　蔵・

19 精神　と　生命

　入間の立場から生命を考えると、精神の働きが常に念頭にある。山川草木に生命を感ずるのは・人間の側から感情その他を移入する結果である。その他日常の多くの場合について色々の面からの考察を試みる。

香　月　秀　雄

蛛@森　荘　蔵
?@田　春　彦
ﾉ　藤　公　一

20 知能と人工知能

’計算機は脳の能力の一部を遂行するものであるが、最近の計算機では人工知能と呼ぶこともできるような能力を備えるものがある。両者の

芒rから脳の能力に対して新しい見方も現れる

ｩもしれない。

甘　利　俊　一

i東京大学教授〉

21 免　　　　　　疫

　鳥類と哺乳類は侵入する外敵に対抗するために、特別な細胞群を用意している。これらの細胞群が多種類の外敵に対して対抗できることの原理、その際に合成されるタンパク質などについて最近の進歩を考察する。

大　沢　利　昭

i東京大学教授）

22 消化　と　吸　収

　我々の日常生活では、食事の消化と吸収は意識されないことが多い。もし意識されるようになると異常が存在する。平常の場合にはどめように進行しているか、異常になると何が訟かしいのかを考察する。

橘　　　正“道

i千葉大学教授）

感覚　と　運　動

　人間の日常の自覚と運動の機構を考えてみる。何気なく感じていたり、動いていたりすることの背後に存在する複雑な機構について考察する。

@　　　　　　　　　　●

伊　藤　正　男

E（東京大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

体の部分について意識するようになると、そ

こに何かの異常があることが多い。しかし異常

24 病　　　　　　気 がないのに意識が先行することもある。何を正 香　月　秀　雄
常と呼び、何を異常と呼ぶかについて考察して

みる。

薬の中で抗生物質は効力の原理が明らかなも
のである。細菌が如何にして抗生物質を生産す

25 薬の効　き　方
るか、抗生物質が相手の細菌の生理作用のどこ
�j害するかを調べてゆくと、生きるというこ

大　村　　　智

i北里研究所副所長）
との分子生物学的な基礎と深く関係しているこ
とが多い。

多細胞生物の個体は必ず老化する。加齢によ
る器宮の変化、死亡率など老化の基本デー．タを 松　村　外志張

26 老　　　　　　化
供覧し、老化に関して今までに提出された仮説
�燒ｾし、老化と栄養の関係や寿命の予測など

（明治乳業ヘルスサ

Cエンス研究所
現在ではまだ答えのできていない問題について 研究員）
も考察する。

医療の手段の一つとして故障のある臓器を摘

出して他人から正常：な臓器を移植したり、人工

27 臓　器　移　植 の臓器を取り付けたりすることが行われる。実 香　月　秀　雄

際の方法、功罪、将来の見通しなどを論ずる。

人間の意識の中で、自己の死というものは特

異な地位を占める。歴史的な思い込みを取り去

28 人間の生と死 って、虚心胆壊に考察を試みる。 大　森　荘　蔵

地球上の生命の物質的基礎は相当程度明らか

になってしまった。しかし宇宙のどこかで生命 野　田　春　彦
29 物質　と　生命 を構成するときに、現在地球上にみられる生命

ﾆ同じものだけを考えるので十分かどうかは確
伊　藤　公　一一

かではな：い。

各方面から考察した生命の本質を再び復習し、
香　月　秀　雄

30 生命とはなにか
考察の足りなかったところを補い、将来研究す

ﾗき点について論ずる。
大　森　荘　蔵

?@田　春　彦
伊　藤　公　一
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　　　　　　　　　　　　＝心理と教育＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　社　　会　　化　　一

　　　　　　　　　　　　主漁師躍奮鍛講翻

全体のねらい
社会化はイ臥の衝と社会の要請との間の持続的な相酢用を大きく含む．従来は主として四三

頃までに実現される過程と考えられていた。しかし、現代は社会的構造の大きな変動下にある故、本

誌では、この問題を人の長いライフサイクルの過程に澄いてとらえ、可能なかぎり方法論に視点を澄

いて講述をする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 社　会　化　と　は 小　口　忠　彦・

i放送大学教授）

2

社会化研究の歩み

鼈齦法論を　

@　　　中心に一一�

遊びの研究を素材としながらアンケート調査を

?Sとした量的な調査の進め方を概観する。特

ﾉ、コンピューターを利用した調査の基本を紹

薰ｵ、あわせて、事例調査の進め方にも付言し

ﾄいきたい。　．�

　谷　昌　志（
咜卵蜉w教授）’　　　　　　　　μ

�
断的方法と横断的

菇@�

児期から老年期まで、異なった年齢に澄ける

l間の行動についての観察や測定などの結果を

A成長の順序に従って、タテに関連づけようと

ｷる研究方法を中心にして説明する。�

　口　忠　彦

� 子相互作用�

母子間のやりとり（turn－taklng）を中心にし

ﾄ微笑反応の出現、人見知りの発生などを研究

ｷる際の方法について考察する。�
　井　邦二郎1（

驪ﾊ大学助教授）

� 語　の　発遷�

社会化と言う視点から言語発達をとらえる。具

ﾌ的には、（1）言語発達の流れ、②言語発達の個

l差、（3）言語発達と思考との関連などについて

lえることにする。�

　立　志津夫，（

M州大学講師）

�
ザリングをめぐっ

ﾄ�

乳幼児期の親子関係、特に母子関係のあり方は

A近年大きく変わってきた。ここではも比較文

ｻ的な視点から、わが国の「母子一体化」の内

ﾀを、マザリングの概念を用いて国際比較調査

ﾈどによって明らかにする。�

　川　大　倫（

咜卵蜉w教授）

� やらいの世界�

子供のしつけ方の日本的な源流を江戸時代に戻

骭`で考えていぐ。この回では、日本の古い雑

盾笆{の利用の仕方を考えていく。あわせて聞

ｫ取り調査の進め方の基本についても紹介して

｢く。�

　谷　昌　志
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「エミール」を手がかりとして、西欧の子ど

8
「エミール」を手

ｪかりとして

ものしつけ方のルーツを探っていく。あわせて

｢米の原著や雑誌などを利用しての研究の進め

福ﾉついての基本を紹介する。

志　村　鏡　郎

i静岡大学教授）

学校制度がどう形成され、それが子どもの人

9
学校文化の成立と

間形成にいかにかかわっているかを考察する。

ｳ育史の研究の進め方について、主として、明 深　谷　昌　志
展開 治以降の資料の扱い方を紹介していく。

「朱に交われば赤くなる」と言うことわざの

10
ひとの振り見て習

ﾃ一モデリングー一

と塗り、社会的行動の発達に対してモデリング
ﾍ大をな役割を果たしている。ここでは、攻撃
I行動のモデリングと思いやりすなわち愛他行
ｮのモデリングについての実験的研究を紹介し

肥田野　　　直

i放送大学教授）

ながらモデリングの機能を考える。

T 学級集団は、子供が学校の中で生活していく
場であり、そうした集団を通して、子供たちは

11 学級集団の機能
さまざまなものを学んでいく。学級集団は40人
O後なので、質量とも’に分析しにくい側面をも

深　谷　昌　志

つ。そうし：た小規模サイズのデータ処理を考え

ていく。

父親の姿が変わってきたといわれる。たのも

しいが、しかし、やさしさも持った父親が増加

12 父親らしさの変貌 している。そうした父親の姿をとらえるのにど 同　上

うしたらよいのか。アンケート調査を中心とし

て、その手続きを紹介していきたい。

海外帰国子女の異文化体験を通じて、国際化

社会に育つ子どもの姿を知る。 小　林　哲　也
13 国際社会に育つ （京都大学教授）

社会化というと、適応にイメージを置きやす

いが、逸脱のアングルも社会化研究の重要な側 麦　島　文　夫
14 適応　と　逸　脱 面を形成している。ここでは、逸脱現象を研究 （帝京大学教授）

レベルでどうとらえていったらよいのか、そう

した方法論を深めていく。

15
からだとの出会い

齔ｫめ問題一

　身体的成熟、とくに第二次性徴の発見が、青

Nの心理面に、どのような影響を及ぼすのか。

ｫ的成熟を通して青年がどのような問題に直面

ｵ解決していかねばなら：ないのか、といった諸

竭閧�､究する際の方法について考える。

　福　冨　　　護
i東京学芸大学助教授

{　川　知　彰
@（放送大学教授）
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回 唱テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 学力をとらえる

　学力という用語は、日本独特のものだといわれる・一般には、人間の能力のうち、学業によって達成・評価された「特殊な力」（成績）と定義される6ここでは我が国の学力観をふまえ、学力の内容と形成の過程（プ前世ス）を、具体的なデータによって分析する。

岡　崎　友　典

i放送大学助教授）

17
アイデンティティ

ﾆ自立

　青年期には、おとな社会に適：応できる「個人の人格としての自立、アイデンティティゐ成立が期待されるが、この問題について考えるさいの方法について考える。

久　世　敏　雄

i名古屋大学教授）

48

A

性差の　問’題

　男も女も人間である。ただ、．性による社会的分業が孝される社会（男と女が区別される）では、「性差」がどのように形成されるかが、その社会的背景とかかわって教育上の問題とされる。ここでは、性的社会化について各種の調査データをもとに学習する。

神　田　道　子

i東洋大学教授）

ユ9 青雲の　志　し

　近代日本社会の成立期（変革期）に、重要な役割を果たした青年たちの、人生の軌跡を文献資料によって分析する。明治・大正時代の「青年の志し」の形成過程を、人材輩出ルート（政・

焉E官界別）と社会発展と対応させて考察する。

深　谷　昌・志

・20 現代の進路選択

　子ξもから大人へ・青年期の進路選択は、彼らの社会人としての「成人役割」を決定する。上級学校進学者も、最終的には「就職」の関門を超えなげればならない。ここでは、「職業的社会化⊥と職業選択との関連を、各種の調査データを用いて分析する。

岡　崎隔友　典

21 青年の適応と逸脱 秋　葉　英　則

i大阪教育大学教授）

22
スクールカラー

C一 w校文化一一
耳　塚　寛　明

i国立教育研究所）

23 職業生活への適応

　社会化の問題を人生の長いライフサイクルの

?ﾅ捉えると、学業を終了し、職業生活に入る
ｱとは、新たな社会化の問題に直面することに

ﾈる。本講は高度成長と技術革新を伴った経済社会の激しい変動の中に生きる働く者の諸問題を取り上げて講述する。

越　河　六　郎

i労働科学研究所

@　　　研究員）

一678一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容’ 担当講師
i所属・氏名）

親にな為ことは、生物学的には容易でも心理

24
親　準トイ蒲　性
黶熕eにな、る、こと一一

的にはそれほど簡単でない。そこで、親になる

S構えの形成を子どもの人間形成に関連させて

[めていぐ。併せて、質的なデータを量的に処

　深　谷　和　子

i東京学芸大学助教授

理していく方法論を深めセいく。

技術革新の中での
　現在、我々が直面する技術革新のテンポは極

ﾟて速い。引写はこの技術革新の激しい流れの
椎　名　新　一
i杉野女子大学講師

25
成長

鼈黶ZA化社会の
@　中で生きる一・

中に生きる者の適応問題に焦点をあてる。即ち
Z術革新が生んだ高度のOA化と働く者との関
Wを中心に、技術革新と人間疎外の克服等現代

ﾌ成人が直面する問題にふれる。

関東学院大学講師）・

?@川　大　倫

成人の行動様式は情報化の到来につれて変容

・26
コミュニティ活動

ﾆ余暇生活

をとげつつある。かつての地域に変わって、心

搏Iな空間は広がりを見せ始めている。そうし
ｽ行動のパターンを追う方法を調査の形を辿り

岡　崎　友　典

ながら深めていきたい。

人生の各ステージには、それぞれ特有の問題

があり、固有の研究法が必要となる。老年期に

27 老年研　究　法 おける心理学的研究は、いまだ確立された段階

ではないが、そこでの研究法を、特に臨床的手

法を中心にながめてみたい。

老年期をライフステージにより類型化する。
類型別に家族関係、役割の特徴を整理し、老人 袖　井　孝　子

28 老年期と家族
が達成すべき課題を明らかにする。特に変動す

骼ﾐ会にあって、老人が社会に適応するには多
ｭの困難が伴う。調査資料をもとに社会的課題

（お茶の水女子大学

@　　　助教授）

についても学ぶ。

老年期の入口で大半の人々は、子供の自立、

29
老化に対する適応

鼾ﾄ社会化一

定年退職：等でこれまで自分が持っていた役割を

ｸう。そのことで社会との接触を断たれてしま
､人もあるが、社会の中で老人として新たに、

村　瀬　孝　雄

i立教大学教授）

その役割を見いだす人もある。老年期の生きが

いの問題を考えてみる。

講義の全般を概観し、検討し、残された課題

エ　ピ　ロ　一　グ を整理して述べる。 中　川　大　倫

30
・一cされた課題一 深　谷　昌　志
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　　　　　　　　　　＝都市の研究＝（TV）

全開らし、　主四三：辮巨獣諜誉翻
　都市化現象は20世紀から21世紀にかけての、入類共逼の於おきな課題のひとつであろとおもおれる。
この総合科目では・この都市のざまざまな側面について、学際的な接近をこころみ、たんに社会科学
fのみならずゼ入文・自然にまたがる都市の総合的研究の成果とこんごにのこされた問題点をあきらか
にするとともに・この主題の周辺に卒業研究をもとめる学生に刺激と方向をあたえるように講義内容
を配慮した◎また・受講者の便宜をはかり、問題別に整理をはかるため、4単位科目30本の番組を5・
本ずつ6つのサブ・ユニットにわけて、i担当講師も澄澄むねそのサブ・ユニットに対応してふりわけ
ることとした。

回 テ　　　一　　浄マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

’1 都市現象の考察 全　員

2 都市とはなにか
加　藤　秀　俊

i放送大学教授）　‘

，3 都市の成立と発展 同　上

都市論の系譜 同　上

・5 都市を動かす力 同　上

n6
都市経済のメカニ

Yム
高　橋　潤二郎

i慶応大学教授）　是

17
都市経済の合理と
�∠ 同　上
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■

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 『担当講師
i所属・氏名）

8 マクロの都市経済 高　橋　潤二郎

9 ミクロの都市経済 同　上

10 都市の経済誌 同　上

11 都市　と　村落
米　山　俊　直

i京都大学教授）

12 都市人の誕生 同　上

13 都市の道徳と頽廃 同　上

14 都市の　民　族 同　上

15 都市　と　祭　り 同　上
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回 テ　　・一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師ヤ
i所属・氏名）

16 都市　と　自　治 田　村　　　明

i法政大学教授）

17 都市政策の諸相 同　上

18 スプロールの功罪 同　上

19 行政と住民参加 同　上

20 都市法の限界 同　上

21 都市の開発と保存 菊　竹　清　四

O送大学客員教授）

22 海　　上　　都　　市
同　上

23 都市内　都　市 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24 都市　と　時　間 菊　竹　清　訓

25 都市　と　建　築 同　上

26 都市　と　情報 加　藤　秀　俊

27 非都市のゆくえ 同　上

28 都市　と　景観 菊　竹　清　訓

29 構想力の問題 同　上

30 世界都市の展望
加　藤　秀　俊

e　竹　清　訓
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＝生活と環境＝（R）
主任講師

〔
矢部章彦（放送大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　〕
仲村優一（放送大学教授）

全体のねらい

　「生活と福祉」専攻の柱となっている個別の専門別の具体的な主題を、環境との関わりあいという

共通の視点からとらえて分析検討し、専門間の境界領域の問題を探る中から、本専攻の共通課題を明

らかにすることを目的とする。学生にとっては、卒業研究のテーマ設定に手がかりを与える機会にも

なるζとが期待される。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

生　活　と環　三

齒?@論一

　“生活と福祉”専攻の担当者を中心に主題に
ﾖする境界領域の問題を探り、新た：な研究の進

Wに役立てたい。主要な柱は、生活技術を源流
ﾆする衣食住の課題、社会的ないし文化的視点
ｩらの生活福祉、これに生涯健康科学という新
ｵい視点を加えて所論を展開する。

　　部　章彦ﾂ　送大学教授）宮　崎　、基嘉

x馨三教瑠（放送大学教授）徳井　淑　子（放送大学助教授）

主として統計資料を中心として欧米には殆ど

例を見ない三世代居住がわが国に多く見られる

理由が何か、また今後高齢化社会の到来が予想

される中で三世代居住がどの様に変わっていく
住　生　活、　（1） のかその動向について考える。また老人特有の 本　間　博　文

2 生理的、心理的な特性を明らかにする。

高齢化社会と ①高齢化社会の到来 （放送大学助教授）

三世代居住 ②三世代居住の現状
③三世代居住の今後の動向
④老人の生理的、身体的な特性

⑤老人の心理

三世代居住を行っている家族にわける家族関
係の実情（老人世帯と子供の世帯との交流）と
住生活上の諸問題を具体的：な調査結果に基づい

住　生　活　　（2） て解説し、三世代居住を行っていくための住居
学上の計画課題を明らかにする。

3 三世代居住に：
ｨける家族関係

　また、具体的な研究や調査の過程を紹介する
ｱとによって、卒業研究への基礎的な知識を修
ｾさせる。

同　　　上

と　住　生　活 ①三世代居住に関する住生活上の現状と問題
②　生活時間調査からみた三世代家族の家族

関係
③三世代居住に関する世帯類型別の評価
④住居学上の計画課題

オ

第1回、第2回の講義内容を踏まえ、雑誌な
どに発表されている三世代居住用の住宅の・平面

型の分析・評価を行う。

住　生　活　　（3）
　以上の過程を総合し、今後の三世代住宅に対

ｷる具体的な型計画の提案を行う。

4
三世代家族の
Z　　計　　画

①三世代居住を行っている住宅の平面型の
@分類と評価過去10年間に住宅雑誌に発表
@された三世代が居住するための住居の平面

同　　　上

を分類、評価を行う。

②典型事例をケーススタディとして取り上
げ、解説をする。

③三世代居住のための平面型の型提案を行う。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

衣　生　活　　（1）
　アナール派を中心に行われている衣・食・住

ﾌ歴史、心と体の歴史の調査について、その方 徳　井　淑子

5
生活文化史への

法と課題を解決する。
（放送大学助教授）’

ア　プ　ロ　一　チ
し

王に紹介した調査報告から、特に衣生活に関

衣　生　活　　（2） わる論文を紹介し、西洋の歴史における衣ど環

6 境の問題を考える。 同　　　上

衣の歴史と環境

ニュートンとゲーテに始まる色についての論争 矢　部章　彦
衣　生　活　　（3） を原点に、新たに生活を受皿として色を考えて （放送大学教授）

7 みる。衣の配色はもとより、食品の色、住居と色、

生活の中の色 などの例をとりあげ、生活の中で意識されている 徳井　淑　子
色の見方と見え方について論じてみたい。 （放送大学助教授）

色の一つである白を特にとりあげ、民族固有の

衣　生　活　　（4） 白によせる思い、宗教と結びついた白の戒律、 矢　部　章彦

8 などが科学技術のもたらした新しい白の出現によ

白さの意識革命 って、どの：様に変貌したかを説明し、新しい技術 （放送大学教授）

社会への反省をこめて、論じてゆきたい。

洗濯をはじめとする“洗う”という営みに関

9

衣　生　活　　（5）

@税制と環境

連して、古来からの石けんと合成洗剤とが出会
ﾁて以来の、さまざま：なアツレキを通して、ヒ
gにとって便利さとは何か、地球環境の生態系

�垂ｵているヒトのあり方とは、などについて

同　　　上

考えてみる。

食生活の変化に関係する要因は多いが、個人 宮　崎　基嘉
環境の影響よりもよリマクロに食生活を動かし （放送大学教授）

10 食と社会環境
ているものに社会環境がある。特に食生活と入
福ﾌ問題、婦人の社会進出など職業の移動の問
閨A都市化に代表される居住環境の変化など社
?ﾂ境との食生活を考える。

　他　1　名
i未　　　　定）

食生活について現代人の関心は食物の衛生問
題に深く結びついている。食物の安全とはどの

11 食　　と　家　　族
ようにして保たれているのか。安全とはどのよ
､なことをいうのか。絶対に安全な食物が存在

同　　　上

するのか。安全ということを食生活の面から考

えてみる。

編入の食：生活はより身近な家族関係のなかで

営まれている。家族や世帯の構成の変化、夫と

12 食の　生　態　学
妻の職業がからむ生活実態、通勤時間の長時間

ｻ、交際機会の増大、余暇活動に伴なう外出の
同　　　上

増加など。現代における家庭の食生活を生態学

的に追究する◎

一685一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

健’ N生活　（1）

　室内、戸外を問わず、大気の温度、＝湿度、気圧に対し生体は相応の生体反応を澄こす。衣服

本　間　日　臣
13 は、外界の直i接刺激に対する緩解作用を重要な

健康と衣服 機能の一つとしている。生体反応のしくみと衣 （放送大学教授）
服の役割とを結び合せて考える。　　　　　　　　　　　　　　f

高年社会に澄ける成人病の多くがライフスタ

14
健康生活　（2）

@健康と食生活

イル病と呼ばれる状況下で、食習慣は最も大きな影響因子の一つである。健康保持のためには、栄養物の選択のみでなくその摂取の方法も重要である。食：生活と健康問題を具体的に考える。

同　　　上

住居内の空気の汚染度、温度、湿度をはじめ、

健康生活　（3） 家族構成、住居の構造、音響など健康に直接関

15

健康と住生活
与する因子が多い。例えば入浴一つをとっても

￥黷ﾌ構造、湯の温度、カビの発生など問題と
同　　　上

すべき点がある。

入間の誕生から生涯にわたるからだと心の精

緻ななりたちとはたらきは、これらを微妙に安

定させ活動させている維持機構によって支えら

れているが、これが天与の生命現象である。健

母子保健　（1） 康な子を生むのには母親となる女性の健康が基

16
盤であるから、その維持には多くの軌道修正が 古　谷　　　博

健やかな子を 必要になる。それは健康と病気の中間に、また

生むために 正常と異常との間に健康へ回復させる事ができ （放送大学教授〉

る範囲がある。特に妊娠iから出産、授乳、哺育

などの過程では、その意味での積極的な健康を

めざすことが母子の結合を強め、生命の尊厳を

理解する原点になる。

子どもが正しく発育するのには、母と子のつ

ながりが固いきずなで結ばれていなければなら

ない。この母子結合は妊娠中からはじまり、新

生児期からその後まで長い時間をかけて形成さ

れ、次第に強固になっていく。母親としての行

母子保健　（2） 動の発現は多くの因子によって規定されるが、

17 特に母と子の密接なふれ合いと澄互の働きかけ 同　　　上
母と子のつながり が大切であり、母親の好ましい養育態度が育って

いく。また母親の素質、育った環境、生活の背景、

家族、社会などとの関係も重要な因子になる。

母と子のきずなは父と子の結びつき、子どもと

家入、社会の旧びととの結びつきにまで発展す

る源である。
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回 テ『@一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
A（所属・氏名）

早

出生と乳児死亡の減少、平均寿命の延長、そ
れに高学歴化と社会進出の増加は、女性の生涯
のすごし方、健康面に次第に変華が現われ、結

婚、家庭、育児などの考え方にも変化がみられ

母子保健　（3） ている。それはヒトの誕生から死に至るまで加
古　谷　　　博

齢ともとに変化があり、ことに女性は子どもを
18

女性のライフス
pンと健康

生み育てる能力の発現という生物学的な特性が
?驍ｪ、これと並行する社会環境との不断の相
ﾝ関係のもとに生活行動、ひいては全体の健康

（放送大学教授）
弍

性が保たれていることを示している。女性の長
いライスパンに穿ける健康の意義について考え

たい。

クライエントの心の問題解決を援助している

19

精神衛生　（1）

@食の心理学

と、危機からの回復につれて、服装の色調に変
ｻが見られる。この点を出発点として衣服のシ
塔{リズムを考える。さらに現在問題にされて
｢るi摂食障害を材料として、食事と心との関連

織　田　尚　生

i放送大学助教授）

性を検討する。

精神衛生　（2）
　旧来の日本家屋の構造と日本人心理とは密接

ﾈ関係があると思われる。さらには、現代の団

、20
衣　・　住　と

坙{人の心

地住居の部屋割りと現代日本人の心の問題を関

Aさせて考える。

同　　　上

精神衛生　（3）
　多くの、福祉専門家としてのケースワーカー

ﾌ人達が、病院や精神衛生センターで働いてい

．21

心の健康と
Pースワーク

る。この人達の現場での活動を通して、現代の

沁ロs政や活動の抱える問題について考察する。

同　　　上

入間の生活は、人間をとりまく社会環境との

福祉と余暇（1） 相互作用のなかではじめて成り立つものである◎ 仲　村優　一一

22
人間の社会生活
ﾆ　環　境　（1）

言いかえれば、人間は環境と関わりあうなかで、
ﾍじめて人間としての生活を営むことが可能と
ﾈる。かかる意味での人間の社会生活の成り立

ｿと機序を明らかにする。

（放送大学教授）

福祉と余暇（2）
　人間の生活にとって社会的・文化的環境のも

ﾂ意味の重要性を明らかにした上で、人間の社

23
人間の社会生活
ﾆ　環　境　（1）

会生活をさまたげる環境要因について吟味して

ﾝる。その上で、生活上の社会問題解決の方途

�A人間の社会環境に照明をあてつつ考えてみる。

同　　　上

福祉と余暇（3）
環境問題とは何か。及び、環境破壊の現状と

ｻの原因をさぐってみる。その上で、環境保全

24 のための対策にはどんなものがあるか、その現 同　　　上
環境問題とその
ﾎ　　策　　（1）

状と問題点を明らかにする。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当・講師（所属・氏名）

福祉と余暇（4） 人間にとっての快適な環境づくりを進めるた

め0条件は何か。環境改善と保全のために国と 甲仲　村　優　一一

25 環境問題とその 地方自治体が果すべき役割、市民運動とそのあ

対　　策　　（1） り方、等について考えてみる。環境庁の所管事 （放送大学教授：）

項と役割についても吟味してみる。

環境問題が単に国内のみの課題ではなく、国

福祉と余暇（5） 際的に金地球的なひろがりをもった課題でもあ

’26

環　　　　　：境

ることを明らかにし：た上で、環境問題への対処に澄ける国際協力のあり方について考えてみる。

同　　　上

国連環境計画、国際環境年、国際居住年等の国際
的プログラムの意味についても検討してみる。

福祉と余暇（6）
　生活時間のなかで、とくに働いている人は、労働時間の占める割合が高く、その他の生活の

27 労働時間と
ｶ　活　時　間

在り方を律する。またそれは、家族生活にも影
ｿがある。その関係について、現在の労働時間
Z縮問題を焦点に澄きながら、今後の生活の在

同　　　上

り方との関連を述べる。

福祉と余暇（7）
　学歴の向上、高齢化、労働時間の短縮などの諸状況のもとで、余暇時間がふえてきている現

28 代に於いて、そ㊧余暇が、どのようにつかわれ

余暇と生活空間 るかは、入生の在り方に大きな意味をもつ。そ 同　　　上

の在り方を規制するものとして、生活空間の状
況を考察してみる必要がある。

福祉と余暇（8） 余暇時間の中で積極的な創造性を持つボラン

ティア活動は、福祉のみならずさまざまな生活
29

ボランティア活動 場面の文化を創造していく意味を持つ。環境を 同．　上

と生活文化 生活難の例からのりこえていく活動の在り方を、

．ボランティア活動を通じてとらえる。

30
生活　と環境

@一一まとめ一

　29回に及ぶこれまでの講義の内容を復習整理

ｵた上で、「全体のねらい」、及び、1の序論で

�Nされた目標に照らして、全体のまとめの討議

�ｷる・その上で、それぞれの学問の広がりから、

Vたな学問の展開の可能性を追求してみる。

仲　村　優　一一
i放送大学教授）本　間　日　　　　　　臣（放送大学教授）

�O購回送大学助教授）
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　　　　　　　　＝情報化時代の産業・技術＝　（TV）

　　　　　　　　　　　主点師：灘鋸欝難1

全体のねらい
　「産業と技術」を専攻する履修生は、この総合科目を履修し、卒業研究、あるいは卒業論文を完成
することをもとめられる。この印刷教材は「産業と技術」専攻の専任教授の全員と客員教授により分

担執筆される。
　手分二者は、すでに大きな変化が予想されながら進行しつつある高度情報化と、各自の専門分野の
学問研究との相互関連や、研究の進展状況、研究課題等を明らかにし、履修生の卒業研究のテーマの

選択、指導の助けとする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師、
i所属・氏名）

1
高度情報化の進展

鼈齊 ﾀ態と意義一

　1970年代以降、世界の経済は大きな変動期
ﾉ入り、その要因、内容、期間、進行方向につ
｢て議論がなされている。変動の波は国際化、
ｬ熟化、高齢化等があり、とぐに技術革新の波
ﾌうち、高度情報化は進展が早い。ここでは高
x情報化の進展の実態と意義を明らかにし、経
ﾏ・社会・産業への影響を検討したい。

磯　部　浩　一

i放送大学教授）

2
情報化の進展と産

ﾆ構造

　産業構造の変化発展の方向は．生産の迂回化、

H業化、重工業化、重化学工業化、省資源化、

ｳらに、サービス化、情報化と次々に変化して
ｫた。産業の空洞化現象も心配されている。情
�ｻが産業構造にどのような影響を当えるかを
lえる。

同　上

3 情報化の進展
鼕驪ﾆと政府一

　情報化の進展はアメリカにおいてATTの分
пA日本では、NTTの民営化を進めた。AT
sの分割は多様化による大量生産の少量生産へ
ﾌ転換が、生産や企業の基盤にまで影響を与え
ｽといわれる。その根底には多様化があり、高
x情報化も同じ脈絡で考えられる。これらの点
ﾉついて、企業と政府の役割を考える。

同　上

4
情報化社会に澄け

髦J働

　コンピュータは人間の単純労働や肉体労働を
繿ﾖする。労働の現場では、情報時代の新しい
J働環境に適合しにくい労働者が出てきたり、
eクノストレスを訴える者が増えている。ここ
ﾅは、MEを中心とする技術革新や情報化の進
Wが雇用や失業、労働の中身や総務内容にどん
ﾈ影響を与えるかを検討する。

古　郡　靹　子

i放送大学助教授）

5
情報化と流通機構
@　　　　　　　（1）

　生産と消費・産業用使用の懸隔を架橋する流

ﾊ機能においては情報伝達は不可欠の機能であ

驕Bそれがなぜ不可欠であるかを理解し、伝達

ｳれるべき内容と伝達する手段の多様性を整理

ｷる。そして情報伝達機能を遂行する。

鈴　木　安　昭

i青山学院大学教授）

6
情報化と流通機構
@　　　　　　　（H）

　このような情報伝達機能の遂行にコンピュー

^が導入され、企業内と企業間の伝達に情報化

ｪ進展した。POSやVANなど現在進行中の情
�ｻを中心とした流通システムの現状と問題点

�ﾆり上げる。

同　上

7
情報化と地域の振

ｻ整備

　情報化の進展は地域社会に様々な波紋を投じ

ﾄいるが、これを地域振興整備の手段の1つと

ｵて積極的に活用しようとする動きが活発であ

驕B実例を紹介しながら、その問題点と可能性

�沒｢す。

熊　田　禎　宣
i東京工業大学教授）

縺@本　一　郎
i放送大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

計画の役割が大きくなりつつある現代社会で

8
情報化と地域の計

は、計画の合理性・妥当性が強く要求されてい
驕B利害対立の調整が重要な課題となる「まち 熊　田　禎　宣

画づくり づくり」においては、計画策定に際して新しい
﨣�Vステムの開発と利用が期待されている。

阪　本　一　郎

このことを説明する。

電気・光・音・温度などの物理量は、物の生
産や工場の自動化、放送や電話あるいは緊急時

9 情報伝達と処理
など社会情報の伝達に不可欠な情報媒体である。これら物理量の情報伝達と処理を技術的立場よ

閨Aその特徴について考察し、情報と自動化と

小　川　鉱　一

i放送大学助教授）

の関わりについて述べる。

身近に見られる自動販売機、自動車、カメラ

10 情報　と　機械
などをはじめ、NC工作機械、ロボット、自動
ﾀ送機など生産現場におげる最近の機械には、エレクトロニクスが組み込まれ、知能化を一歩

同　上

進めた機械となっている。これらの機械と情報
との関係について説明する。

情報化時代、それは省エネルギー、エネルギ

11
H．技　　　　術

@　　新素材　1

一有効利硝の時代といえる。そのような時代が

K要とする新しい材料とくに素材全般の傾向と

纒¥的新素材について解説する。

東　　　千　秋

i放送大学助教授）

情報化時代は情報化技術に必要な新しい特性

12
皿．技　　　　術

@　　新素材　2

をもった材料と新素材なしには成り立たない。

ｱこでは情報化技術としてオプトエレクドロニ

Nスを中心に技術と材料を解説し、未来の情報
同　上

化技術とその材料を考える。

情報技術が広く浸透してきた今日の高度情報

13
情報化と生産技術

社会の中にあって、情報の活用に先駆的役割を

ﾊたしてきた工業における、従来主軸あったハ 町　田　周　郎
の変化 一ドウェア技術と、今日ますます重要な位置を （放送大学教授）

占めてきたソフトウェア技術の発展について述
べる。

高度情報化時代の生産の場においては、広汎
情報化時代に澄け 多種の情報蒐集と迅速な情報処理によって最適

14 る生産技術と将来

W望

条件の設計、加工生産また評価・管理などを行
､技術が浸透してきている。ここではいくつか

ﾌ例について現状を述べるとともに将来を展望

同　上

する。

15

プロジェクト管理

ﾌ高度手法
@　’一GERT一一

　PERTタイプ0ネットワーク計画法をより一一

ﾊ化したGERT（Graphical　Evaluation　and

qeview　Technique）の初歩的事項を概説し、

Lくプロジェクト管理への関心の高揚に資した

加　瀬　滋　男

i放送大学教授）

い。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　やﾅ近企業が頭を悩ましているシステムのハッ

16
構造化技法による

Vステム設計

クログ問題の打開策として、システムの構築に

¥造化技法の採用が期待されている。その考え

禔Aツール、技法のあらましを展望し、伝統的

味　村　重　臣

i産業能率大学教授）

手順との差異を明らかにしたい。

消費者の購買行動に澄ける銘柄選択の問題を、

17

エントロピー・モ

fルによる市場構

市場情報の有効利用の観点から、エントロピー

cfルにより分析する手法について解説する。
?墲ｹて、既存の市場に新銘柄が進出してきた

太　田　　　宏

i大阪府立大学教授）

造分析 場合の市場構造分析と新銘柄の価格選定につい

ても講述する。

経営戦略の設定は、未来の多くの環境予測情

18
経営戦略と環境予

ｪ

報に依存する。そこで社会・経済、技術、市場、

糟ｹ政府規制等の因子を中心に、企業をめぐる

ﾂ境予測の内容を説明する。

小　林　靖　雄

i放送大学粛学長）

環境予測にもとづいて、企業がとりうる戦略

の諸代案のうち一つを選択する意思決定は、フ

19 経営戦略の設定 オーマルな手法をもちえない。ここではその基 同　上

本的前提と、若干の接近方法について述べる。

20

情報化時代の生産

Vステム

E一tァクトリー・

　近年、FA、すなわち機械加工澄よび組立の
sxな自動化が進められている。本講義では、
謔闖_軟性のある自動生産システムとして注目

ｳれるFMS（フレキシブル生産システム）の
T要を説明するとともに、これからの生産シス

横　山　雅　夫

i放送大学助教授）

オートメーションー テムのあり方について解説する。

より高度な生産システムの発展のためには生
産管理システムの開発が不可欠である・本講義

21
情報化時代の生産

ﾇ理

では、多品種少量生産を行う生産システムにと
ﾁて重要な、負荷配分や加工のスケジューリン
Oを中心として、問題のとらえ方と計画手法に

同　上

ついて解説する。

22

情報化とマーケテ

Cング
[マーケティング
@　革新の背景一

　消費市場は、「分（少）衆化」「個別化」した

s場へと変質してきた。大衆では：なく「個」の

s場をいかにつかむかが、マーケティングの最
蛯ﾌ課題である。情報化の進展に支えられ、個
Xのニーズを掌握するというマーケティング上

ﾌ革新が起こりつつある。

伊　藤　公　一
i千葉商科大学教授）

このマーケティング革新とは、川下発想（メ
e

情報化とマーケテ 一カー・卸）、付加価値提供志向（卸）、生活者

23
イング

[マーケティング
@　革新の展開一

の欲求への適合（小売）である。革新を支え、

｣す情報化として、①構報ネットワーク（VA
m他）、②顧客データベース化、③POSシス
eム、④ニューメディア、を取り上げる。

同　⊥
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

24
企業内容の開示制

x

　現在、わが国の株式会社は証券取引法と商法の定めによって、その事業内容を、いわゆる財務憐報として開示しなげればならないことになっている。本講では、有価証券報告書の制度、および、貸借対照表などの公告の制度につき、現状をあきらかにする。

江　村　　　稔

i放送大学教授）

25
財務情報と情報：革

ｽ
伊　藤　邦　雄

i一橋大学助教授）

26
情報化の進展と
u資金部門」の変

e

　コンピュータを始めとする情報機器の発展は高度成長期にみられた銀行との話し合いをもと’

ﾉした資金の調達と資金繰りから、より多くの
﨣��繒Wし、迅速に対応した資金の管理を促してきた・ここでは、その変貌の跡を辿り、これからの課題を考える。

　古　川　浩　一

i東京工業大学助教授

27
会計情報と企業の

]価 同　上

28 O　A　の　基　：礎

　OAを理解するために、まず、「OAの歴史．と背景」を考察し、その本質を見極める。そして・「OAの狙い」は、一体、何であるのか、その狙いに到達するためには、如何張る「ρA化のステツで」を必要とするのかを、考察する。

中　村　光　男

渇ｪ村製作所
o営情報システ

?､究所
､究開発室長

29 O　A　の　実　践

　昭和55年前後から注目されたOAも今や定着しつつある。そこで「OA化の現状」を把握し、次に、今後のリード・ソフト・通信・＝環境整備・情報管理技術の向上と共に「高度情報化社会におけるOAの動向」につき、若干の考察を行い、「今後の課題」を提起する。

同　上

30 ま　　　と　　　め

江　村　　　稔

驕@部　浩　一
ｬ　田　周　郎
ﾁ　瀬　滋　男
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　　　　　　　　　　　＝科学と宗教＝（R）

　　　　　　〔主…：難1懇誠大学鞘堂

全体のねら1〆

　科学と宗教について、基本的な問題と特に現代日本の社会に於ける文化的に緊急な課題として捉え

なければならない側面を、学際的な規模に於いて論じ、哲学的な反省を加える。方法としては先哲の

業績を手がかりにして、基本的問題と現代的課題とを自己の問題として検討する場としたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 序　　　　　　論

　旧名の担当者によの、現代社会に於けるこの
竭閧ﾌ重要性を指摘し、また個人の生活に於け
驩ﾈ学と宗教の関係についての反省の必要性を
ｾらかにする。全体的展望を以って結ぶがここ
ﾅ何らかの結論を出すのではなく、様々の問題

大　森　荘　蔵
i放送大学教授）＝橋　本　典　子

i青山学院女子
Z期大学助教授）
ﾉ　藤　公　一

の次元を用意するのである。 （放送大学助教授）

多神教の宗教観とそれに対する批判とを、古

2
古代ギリシアの科

wと宗教

代ギリシアのエレア学派を中心に考えてみる。

ｻれにより、情念の知と論理の知とり統一や分

ｧの関わりの典型を幾つか明らかにする。

今　道　友　信

i東京大学名誉教授）

物理学的世界像と宗教的世界観は一人の宗教

3
物理学的世界像と

@教的世界観

的物理学者に於いてどのように統合されるのか。

o験を基にして、実在の問題と救いの問題を考

ｦる。

柳　瀬　睦　男

i上智大学教授）

プラトンの宗教観とアウグスティヌスの神観

とを対比して、プラトン哲学の流れに於ける宗
加　藤　信　朗

4 古代・中世の人間観 教の差がもたらす人間観の異同を明らかにする。

ｻれは二元論と一元論の問題である。
（東京都立大学教授）

天文学の歴史と現実を簡単に説明し、天象と

人間の深い関わりを様々に考察する。 小　田　　　稔

5 天文学と人間 （文部省宇宙科学

研究所長）

学（Scientia）の本性からScientia　SaCra

6
トマスに於ける学

ﾆ宗教

（聖なる学一神学）の可能性の根拠を明らか

ﾉし、そのような学と宗教との異同を示す・
稲　垣　良　典

i九州大学教授）

科学と宗教に共通の文化的事象である言語に

7 言語　と　宗教
@　　　　　　（仮）

ついて考え、両者に於ける言語の実質的差異を

ｩきわめ、両者の関係の本質を究萌する。
宮　本　久　雄

i東京大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

西洋中世哲学を通じて考えられてきた存在の

問題を中心にして、宗教的に見られた存在と科
8 存在　と本　質 学的に見られた存在が、どのように異なるかを 橋　本　典　子

明らかにし、対象が主体の立場によって変動す

る偏差について考える。

新しい物活論の見方で世界を見直し、「重ね

9
ものの見方重ね書

ｫ

描き」の世界観を通して、人間の本来の姿を明

轤ｩにする。それは自から宗教と科学の関係に

ﾂいての答になる筈である。
大　森　荘　蔵

科学理論と宗教理論の構造を明確にし、その

10
科学理論と宗教理

_

接点の構造と問題点を明らかにする。

伊　藤．公　一一

カントの批判哲学に於いて科学と宗教が各々

11
ドイツ観念論に於

ｯる科学と宗教

どのように考えられているかを明らかにし、そ

黷轤ﾌ関係を新たに考察する。その際カント哲

wの発展形態に充分顧慮したい。

坂　部　　　恵

i東京大学教授）

二十世紀の一般的傾向として信の構造が多岐
化している。例えば公的回報への盲信、科学的 ルードウィッヒ・

12 人間学信の構造 理論への信頼、知覚的判断への確信、宗教的真
揩ﾖの信仰等が本来的にはひとつの人格的行為 アルムブルスター

としての信なのである。現代の哲学的人間学に （上智大学教授）

於いてこれを探究する。

音楽の論理性が宗教的遣直の現にいかに形成

原理と：なっているかを、グレゴリアン旋律、バ

13 宗教音楽の論理性 ッハのオルガン曲、フランクの器楽曲等を介し
ﾄ音楽美学的に解明する。ここに芸術と科学が 橋　本　典　子

宗教に於いて接点を持つことを論証してみたい。

西洋近世思想史上の巨人であるライプニッツ

14
ライプニッツに於 に於ける科学と宗教の関係を論ずる。

山　本　　　信、

ける科学と宗教 （新潟大学教授）

宗教哲学者、オリヴェッティー教授にインタ

ヴューをして現代人に於ける宗教の在り方を教

15 宗教哲学と価値 会建築などを通して考えてみる。価値に関する

F識論的視点から、科学と宗教と芸術との関係 橋　本　典　子

を、マコーミック教授にインタヴューをして、
論じていく。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

宇宙に関する最新の学説を介して科学の基本

的な立場を述べ、宗教的宇宙観の積極的な意味
小　尾　信　弥

16 宇　　　宙　　　観 を探る。
（放送大学教授）

心の哲学に於いて、科学と宗教がいかなるも

のであるかを、認知科学との連関で究明する。

17 心　の　哲　学 伊　：藤　公　一

マックス・ウェーバーに於けるプロテスタン
マックス・ウェー ティズムの中に、宗教・倫理・科学の、ある統 濱　井　　　修

18 バーに於ける科学

ﾆ宗教

一を見ることができるが、それを介して問題の

j心に迫る。
（東京大学教授）

西谷啓治京都大学名誉教授にインタヴューを

して、根源的無について述べ、また仏教哲学に

19 無 於ける文化的営みに？いて考えていることを明 橋　本　典　子
確にする。

禅に於ける神秘体験を’西洋の神秘主義と対比

しながら、それぞれに於ける科学的知の人生に 大　橋　良　介

20 神　秘　主　　義 於ける位置づけを考える。 （京都工芸繊維

大学教授）

本講義の中心的問題を考察し、合わせて今後

十回の展望を語る。

21 科学　と　宗教 大　森　荘　蔵

ニューサイエンスという思想運動の批判的研

ニューサイエンス
究を哲学の正統的伝統の旧い（解釈に根ざした 井　上　　　忠

22
の哲学的批判

思惟で遂行する。
（日本大学教授）

現代哲学のイメージによる思考に於いて、死
がいかに表象されるかを探りながら、死の意味

23 死　　と　宗　教
をもとにして、宗教の本質を問う。それはまた

tに、科学の記号性に於いて死がいかに記載さ
橋　本　典　子

れているかについての興味を呼ぶ。この二つを
比較して科学と宗教の現代像をみる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「愛と死」は近代以降は文学や戯曲のテーマ

24 愛　　　と　　死
であるが、本来、キリスト教の基本テーマであ

驕Bそれを科学者としての立場から省察する。
垣　花　秀　武
（上智大学教授）　　　　　、

ヴィトゲンシュタィンに於ける論理と神秘の

25 論理学と宗教
問題を手がかりに、真理概念を究明して「宗教

I真理」と言われているものを吟味する。 黒　崎　　　宏

（成城大学教授）

レヴィナスに科学と宗教の問題をインタヴュ

一し、その見解をまとめ現代フランス哲学の問

26 科学・倫理・宗教 題の一動向を明らかにする。ベルナスコニーに 橋　本　典　子、
インタヴューし、西欧の伝統に於けるこのテー
マを反省する。

宗教に於げる人間の意義と人間に於ける宗教
昌

の意義の交錯地帯に、宗教と科学の将来の課題

27 科学と宗教の将来 がある。それらの新しい謙題について．新しい 今　道　友　信
倫理学がこの両者の統一としてどの限度まで力

があらわれる可能性があるかを論じる。

ポール・リクールへのインタヴューを中心に、

宗教に於ける主要問題の一つたる悪を哲学的に
’28 悪　　の　　問　　題 考察し、科学に於ける誤謬や法に於げる不正な 橋　本　典　子

どと比べつつ、宗教と自然科学や人文科学との

接点を求め、新いハ展望を拓く。

宗教の本質を考えることにより、自から他の

29 仏教哲学と宗教
文化的営みがいかなるものであるかが論理的に

�ｾされると思う。仏教哲学の古典として華厳
辻　村　公　一

の解釈を試みてみたい。 （京都大学名誉教授）

全ての講義をとりあげまとめる。
大　森　：荘　蔵

30 結　　　　　　　び 橋　本　典　子

伊　藤　公　一
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＝　文　学　の　東　西　＝ （R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：毒畿舞美難；〕

全体のねらい

　「文学」や「東西」の意味、日本文学の特質などを検討したのち、主に芳賀講師によっていくつかの

主題に則し、日本と諸外国間の関連と影響関係を比較文学の成果として解明する。後半は西欧諸国・中

国と日本との間において、対照比較、受容の問題等を論じ、全体として日本文化のアイデンティーを求

める試みとしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「東西」及び「文学」について東西からする 芳賀　　　徹
配慮を行い、この二つの概念の歴史的な変遷に （東京大学教授）

ついてもふり返ってみたい。 三　好行　雄
i大妻女子大教授）

1 「文学の東西」 小　山　弘　志
（国文学研究資料

館々長グ
辻　　　　　理
（放送大学教授）

世界の中で言葉の孤児である日本語の特性を 三　好行　雄
考察したのち、この特性が文学に与えているで 小　山　弘　志

2 日本語と日本文学 あろう影響を、各種の仮説として論じる。． 古　田　東　朔
（放送大学教授）

辻　　　　理

比較の可能性と不可能性について論じたのち、 芳賀　　　徹
比較文学という学問の成立根拠を問う。 小　山　弘　志

3 比較と日本文学 佐　伯彰一
（中央大学教授）

辻　　　　　理

比較文学という学問の西欧に澄ける歴史とと

もにその日本における展開と成果を解説する。 芳賀　　　徹
4 比較文学の歴史

辻　　　　　理

中国文学に取材する。

5 桃源：境の話
@　　　（その1）

同　　　上

日本の江戸文学までを扱う。

6 桃源　境の話 同　　　上
（その2）

辱

近代文芸に取材する。

桃源境の話7
（その3）

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

南蛮文学の翻訳及びヨーロッパに澄ける文化

8
きりしたんの時代

史的背景を扱う。 芳賀　　　徹

（その1） 加　納　孝　代
（青山女子短期大学助教授）

寛永までを扱う。

きりしたんの時代
9

（その2）
芳　賀　　　徹

新井白石について。

蘭　学　事　始
芳賀　　　徹

10
（その1） 大久保　喬樹

高聴㌘三二）

杉田玄白について。
、

蘭　学　事　　始
11

（その2）
芳　賀　　　徹

岩倉使節団と福沢諭吉。

ヴィクトリア朝鳶 芳賀　　　徹　．

12 国と日本入
川　西　　　進

（その1） （東京大学教授）

夏目漱石をめぐって。
ヴィクトリア朝英

13 国と日本人 同　　　上

（その2）

俳句。芭蕉、蕪村、一茶、草田男など。
すま　　　い

Z　居　の　詩
芳賀　　　徹

14
（その1） 川本　三面

（東京大学助教授）

詩。パシュラ「ル、リルケ、萩原朔太郎、田
すま　　　い

Z　居　の　詩
中冬二など。

、

15
（その2）

同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属r氏名）

唐以前の申国文学と日本との関係を、一、二

16

〔
中
国
と
日
本
（
1
）
〕
F

の事例に即して論ずる。
竹　田　　　晃

i東京大学教授）

唐　　　以　　　前
辻　　　　　理

唐・宋の伝奇小説と、それにもとつく日本の

17
〔中国と日本（2）〕

秩@話　小　　説

小説を取り上げて、比較考察する。
尾　上　兼　英

i東京大学教授）

，

〔ロシアと日本（1）〕
日露間の文化的交渉を簡単にたどったあとで、

gゥルゲーネフからトルーストイ、　ドストエフス 川　端香男里

18 ロシア文学の近代
キイ、チェーホフに至るロシア文学が日本近代
ｶ学成立上に演じた重要な役割を説明し、同時

（東京大学教授）

日本文学への影響 に日本的理解の偏よりについて論ずる。この偏 辻　　　　　理
よりはソビエト期に更に大となる。

〔・シァと日本（2）〕 外国文学の影響の及ぶ「終着点」であるとい
､点で両国の文学は多くの歴史的形態論的特徴：

19
ロシア文学と日本

ｶ学一
を持つ。また文壇のあり方、作家の生き方にも
且翌ｽ面がある。これちの共通点・類似点を指
Eしつつ、さらに国文学の相違、両文学の民族

同　　　．上

対比的考察 的特性へと話を進める。

20

〔フランスと日本（1）〕

tランス文化の
@　　自己理解一

　フランスの文化がいわゆるアイデンティティ

[を獲得し、明確な自己理解を行うのは17世紀

ﾌことである。演劇を中心としてその経緯を解

ｾしながら、一部は現代にも話題を拡げて日本

渡　辺　守章
i東京大学教授）

ﾒ　　　　　理
演劇を主として一 とのコントラストを浮き彫りにしてみたい。

詩とは何よりもまず形式の面で散文と異るも 阿部　良　雄
〔フランスと日本（2）〕 のだった。どのようにして、散文のままで「ポ （東京大学教授）

21 フランスと日本の

U文詩

エジー」が成り立つようになったか。ボードレ

[ルや萩原朔太郎の場合に即して考える。
井　戸　桂　子

i放送大学助教授）

ソネット（十四行詩）という、約束事の多い

22
〔イギリスと日本（1）〕

¥ネットの受容

窮屈な西洋の詩型が、日本でどのように受容さ

黶A変容したか、イギリスのソネットとその翻

�A日本の創作ソネット数篇を取り上げて考察

川　西　　　二

l　　　　　理

し、東西文学の特質の一端を明らかにしたい。

ワーズワスと芭蕉とは、ともに花鳥風月をう

23

〔イギリスと日本（2）〕

�ﾂの自然観一
盾ｲズワスと芭蕉

たった詩入であるが、そのうたい方にどのよう

ﾈ差異があるか、そしてその差異はどのような

lえ方、ものの見方の相違から生ずるかを、具

ﾌ的な詩句に当たって考察する。

上島建吉
i東京大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日米の自然観が文学にいかに表われているか

24
〔アメリカと日本（1）〕

喆ﾄの自然観

を考える。南北戦争以前の文学をとり上げマクロコズムとミクロコズム、17世紀清教徒達の

ｩた神意の啓示としての自然、19世紀ロマン

島　田　太郎

i東京大学助教授）

主義の作家エマソンとメルヴィルの相対立する 辻　　　　　理

自然観などを論じる予定。

〔アメリカと日本（2）〕

　自然と文明の対立はアメリカ文学に澄ける最大の主題の一つといえるが、この問題は西部フ

25 アメリカ文学に澄 ロンティアと深く関係している。この授業では 渡　辺　利　雄

ける自然と文明 マーク・トウェインなどの作品を通してそれを
沒｢し、さらに日本入の自然・文明観との比較

（東京大学助教授），・

によってその独自性を明らかにする。

ゲーテの普遍性と言われるものを、市民階級・

26
〔ドイツと日本（1）〕

Qーテの「普遍性」

市民文化との関連から考察しζ『若きヴェルターの悩み』を中心に、日本における受容の様態に触れたい。

　辻　　　　　理

@大　豪胆　子
E（放送大学客員助教授・千葉大学助剃受）

カフカの作品を通じて翻訳と理解の可能性と

〔ドイツと日本（2）〕
不可能性を論じる。

27
カフカとその受容 辻　　　　　理

@　軋
『ドン・キホーテ』と近代小説の誕生につい

28
〔スペインと日本〕

茶hン・キホーテ』

て考察したのち、『ドン・キホ讐テ』受容史に

ﾂいても論ずる。
桑　名　一　博

i東京外語大教授γ

辻　　　　　理

現代ラテン・アメリカ文学の魅力と強い影響

〔中南米と日本〕 力とを論じ、その位置づけを試みる。

29 現代のラテン・ 同　　　上
アメリカ文学

概観と各種の事例の考察とが自然に語るもの

が何であったかを、まとめとして論じて澄きた

30 ま　　　と　　　め い。 芳賀　　　徹

辻　　　　　理

㌃
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